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は じ め に 





1 政策 推進 プラ ン の 策定 趣旨 




















「 い わ て 県 民 計 画 (2019~2028)」 長期 ビジ ョ ン 第 5 章 で 





























子育て 」、「 教 育 」、「 居 住 環 境 ・ コ ミュ ニテ ィ 」、「 安 全 」、「 仕 事 ・ 収 入 」、「 歴 更 ・ 文 化 」、 
と 、 こ れ ら の 分 野 を 下支え する 共通 的 土台 と し て の 「 社 会 基盤 」、「 参 画 」 を 加え た 10 の 政策 分 野 を 











設定 し て いま す 。 




















政策 推進 プラ ン は 、 こ れ ら の 政策 分 野 に 基づく 取組 を 推進 する た め 
べき 政策 や 、 そ の 具体 的 な 推進 方 策 を 明らか に し 、 長 期 ビ ジョ ン の 実効 性 を 











2 政策 推進 プラ ン の 計画 期間 






































、「 岩 手 の 幸 





は 、 県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 合 
いな が ら 、 幸 福 を 追求 し て いく こと が で きる 地域 社会 を 実現 し て いく た め 
指標 」 研 究 会 か ら 示 され た 「 主 観 的 幸福 感 に 関す る 12 の 領域 」 を も と に 、「 健 康 ・ 余 暇 」、 
「 自 然 環境 」 





福 に 関す る 


「 家 族 ・ 





、 重 点 的 ・ 優 先 的 に 取り 組む 
E 保 する も の で す 。 


「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028) 」 長 期 ビ ジョ ン 第 5 章 の 第 1 期 ア クシ ョ ンプ ラン と し て 策定 す 
2 年 度 ま で の 4 年 間 の 計画 と し ます 。 





る も の で 、 マ ニ フ ェ スト ・ サ イク ル を 考慮 し た 2019 年 度 か ら 202 


3 政策 推進 プラ ン の 構成 





10 の 政策 分 野 ご と の 取組 を 進め る に 当たっ て は 、 県 は も と より 、 





県 








民 、 企 業 、NPO、 





中 


地域 社会 を 構成 する あら on NN て 行動 し て いく こと が 必要 で す 。 
この た め 、 政 策 推 進 プ ラン で は 、 各 政策 分 野 に お ける 幸福 に 関連 する 客観 的 な 指標 (いわ て 幸福 関連 

















の の me Pe 














の 主体 に 期待 され る 行動 」 を 示し て いま す 。 





4 政策 推進 プラ ン の 推進 
(1) 多様 な 主体 が 参画 し た 取組 の 推進 
平成 21 年 (2009 年 ) に 策定 し た 「 い わ て 県 民 計 画 」 で は 、 












































組 を 進め て きま し た 。 




















こう し た 取組 を 進め る 過程 で は 、 県 政 へ の 参画 の 機会 が 比較 的 少な か っ た 若 
画 が 促進 され 、 多 く の 県 民 や 多様 な 主体 が 社会 の 中 で つなが り 、 支 え 合う 社会 















































ル ・ イ ンク ルー ジョ ン ) を 重視 する 視点 が 定着 し て き て いま す 。 
また 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 に お いて も 、 県 民 を は じ め 、 企 業 、NPO、 関 係 団 
に よる 「 開 か れ た 復興 」 を 推進 











体 、 高 等 教育 機関 な ど 、 県 内 外 の 多様 な 主体 の 参画 や 交流 ・ 
し て き て いま す 。 
この 計画 の 推進 に 当たっ て も 、 県 は 、 近 年 、 拡 大 し て い 








連携 





者 や 女 1 











市 町 村 な ど 、 





「 県 以外 


県 民 、 企 業 、N PO、 市 町 村 や 県 な 
ど 、 地 域 社 会 を 構成 する あら ゆる 主体 の 総力 を 結集 し 、 地 域 の 歴史 的 ・ 文 化 的 ・ 経 済 的 ・ 人 的 資 
源 を 最大 限 に 活用 し な が ら 、 地 域 の 個性 や 特色 を 生か すこ と に より 





、 地域 の 価値 を る 高め て いく 取 





生 な どの 参 























会 的 包摂 (ソー シャ 


る 県 の 役割 を 確実 に 果たす と と も に 


多様 な 主体 が 参画 し た 地域 づく り を 更に 進め 、 県 政 課 題 に 取り 組ん で いく こと が 重要 と 考え て い 


ます 。 




















この た め 、 県 に お いて は 、 ネ ットワーク 化 の 支援 や 協 働 の 場 づ くり な ど 、 
協 働 を 広げ て いく 取組 や 、 民 間 や 地域 の 力 を 引き 出す 取組 を 一 
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県 と 多様 な 主体 と の 
層 推 進 し て いき ます 。 





(2) 政策 推進 プラ ン の 評価 と 弾力 的 な 見 直し 

厳し い 財 政 状 況 の 中 で 、 財 源 の 確保 に 努め る と と も に 、 計 画 の 実効 性 を 高め て いく た め に は 、 
立案 し た 計画 に 基づき 、 施 策 を 着実 に 実施 し 、 そ の 評価 を 通じ て 、 次 に 実施 する 施策 を 見 直し て 
いく こと が 重要 で す 。 

この た め 、 政 策 推進 プラ ン の 進捗 管理 に 当たっ て は 、 政策 評価 の 仕組 み に 基 づく マネ ジメント 
サイ クル を 確実 に 機能 させ 、 取 組 の 成果 の 評価 結果 を 県 民 と 共有 し 、 計 画 の 実行 性 を 高め 、 取 組 
を 着実 に 推進 し て いき ます 。 

政策 評価 の 結果 に つい て は 、 外部 の 有識者 で 構成 する 岩手 県 政策 評価 委員 会 の 意見 を 伺う と と 
も に 、 岩手 県 議会 や 岩手 県 総合 計画 審議 会 に 報告 し 、 政策 評価 等 を 踏ま えた 課題 や その 解決 方 向 
な ど に つい て 、 幅 広く 意見 を 伺い ます 。 

また 、 社 会 経済 情勢 の 変化 な ど を 踏ま え 、 必 要 に 応じ て 、 内 容 を 見 直す な ど 、 弾 力 的 に 対応 し 
て いき ます 。 
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づく り 


岩手 県 総合 
計画 審議 会 賠 と 


報告 意見 


- 画 
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く 10 の 政策 分 野 の 基本 的 考え 方 > 

I 健康 ・ 余 暇 

て 健康 寿命 が 長く 、 い きい き と 暮 ら す こと が で き 、 

また 、 自 分 らし く 自 由 な 時 間 を 楽し か こと が で きる 岩手 て 

生涯 を 通じ た 心身 の 健康 づく り を 進め 、 地域 の 保健 医療 提供 体制 の 充実 や 福祉 コミ ュ ニ ティ づ 
くり な ど に より 、 子ども か ら 高 齢 者 まで 、 障 が い の あ る 人 も な い 人 も 、 こ ころ と 体 の 健康 を 実感 
で き 、 ま た 、 文 化 芸術 活動 や スポ ー ツ 活動 、 学 び の 機会 を 充実 する こと に より 、 余 暇 の 充実 を 実 
感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 



























































II 家族 ・ 子 育て 
て 家族 の 形 に 応じ た つなが りや 支え 合い が 育ま れ 、 
また 、 安 心して 子育て を する こと が で きる 岩手 て 
従来 の 形 に 捉 われ な い 様 々 な 家族 の 形態 に お いて 、 そ れ ぞ れ が 大 切な 人 と の つなが り で 支え 合 
い を 確保 で きる 環境 づく り を 進め る こと に より 、 共 に つなが り 、 支 え 合う 良好 な 家族 関係 を 実感 
で き 、 ま た 、 結 婚 や 出産 、 子 育て な どの 環境 づく り を 進め る こと に より 、 家 庭 や 地域 で 、 子 ども 
の いき いき と し た 成長 が 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 






























































中 教育 

~ 学 び や 人 づく り に よっ て 、 将 来 に 向かっ て 可能 性 を 伸ばし 、 自 分 の 夢 を 実現 で きる 岩手 ~ 
学校 教育 の 充実 や 国際 交流 、 文 化 ・ ス ポー ツ 、 産 業 な どの 様々 な 分 野 で の 人 づく り を 進め る こ 
と に より 、 和 将来 を 担う 子ども た ちの 心 豊か な 学び や 生き る 力 の 高まり を 実感 で き 、 国 内 外 や 地域 
社会 の 様々 な 分 野 で 活躍 する 人 材 が 育っ て いる と 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し 
まず 。 


























































































































IV 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 

不便 を 感じ な いで 日 常 生活 を 送る こと が で き 、 
また 、 人 や 地域 の 結び 付き の 中 で 、 助 け 合 っ て 暮らす こと が で きる 岩手 て 
居住 環境 の 整備 や 日 常 生活 に 必要 不可 欠 な 交通 手段 の 確保 な ど に より 、 住 まい の 快適 さや 暮 ら 
し や すさ を 実感 で き 、 ま た 、 多 様 な 主体 の 連携 や 異な る 文化 、 県 内 外 の 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 な ど 
に より 、 暮 らし 続け た い 、 帰 り た いと 思え る 地域 の つなが り を 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取 
組 を 展開 し ます 。 







































































害 を は じ め と し た 様々 な リス ク へ の 備え が あり 、 事 故 や 犯罪 が 少な く 、 
安全 で 、 安 心 を 実感 する こと が で きる 岩手 ~ 

災害 に 対す る 十分 な 備え や 、 犯 罪 、 交 通 事故 が 起こ り に くい 環境 づく り に 取り 組む と と も に 、 
食 の 安全 の 確保 や 感染 症 の 予防 対策 な ど を 進め る こと に より 、 地域 の 安全 や 暮らし の 安心 を 実感 
で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 



































VI 仕事 ・ 収 入 
て 農林 水産 業 や も の づく り 産 業 な どの 活力 ある 産業 の も と で 、 安 定 し た 雇用 が 確保 され 、 
また 、 や り が いと 生活 を 支え る 所 得 が 得 ら れる 仕事 に つく こと が で きる 岩手 ~ 
岩手 県 の 地域 経済 を 支え そる 中 小 企 業 、 地域 経済 を けん 引 す る 自動 車 や 半導体 関連 産業 を は じ め 
と する も の づく り 産 業 、 地域 の 特性 や 資源 を 活用 し た 産業 、 幅 広い 分 野 に 波及 効果 を も た ら す 和 観 
光 産 業 、 岩手 県 の 基幹 産業 で ある 農林 水産 業 な どの 産業 政策 を 総合 的 に 展開 し 、 一 人 ひと り の 能 
力 を 発揮 で きる 多様 な 雇用 の 確保 を 進め る こと に より 、 希 望 す る 仕事 に 就き 、 安 心して 働き な が 
ら 、 仕 事 の や り が い を 実感 で き 、 ま た 、 経 済 基盤 の 高度 化 や 生産 性 の 向上 を 図る こと に より 、 必 
要 な 収入 や 所 得 が 得 ら れ て いる と 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 


































































































































































































歴史 ・ 文 化 
て 豊か な 歴史 や 文化 を 受け 継ぎ 、 愛 着 や 誇り を 育ん で いる 風 手 て 
世界 遺産 の 保存 と 活用 を 進め 、 ま た 、 過去 や 現在 か ら 未来 に 引き 継ぎ た い 地 域 の 歴史 や 伝統 文 




































































化 を 学び 、 受け 継ぐ こと に より 、 娠 手 や 地域 へ の 誇り や 愛着 を 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取 
組 を 展開 し ます 。 











自然 環境 

ーー 一人ひとり が 恵まれ た 自然 環境 を 守り 、 自 然 の 豊か さと と も に 暮らす こと が で きる 岩手 て 
良好 な 自然 環境 の 保全 や 循環 型 地域 社会 の 形成 、 再生 可能 エネ ルギー の 導入 を は じ め と する 地 
球 温暖 化 対 策 な ど を 進め る こと に より 、 自然 に 恵まれ て いる こと を 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け 
た 取組 を 展開 し ます 。 

































































区 社会 基盤 
て 防災 対策 や 産業 振興 な ど 幸 福 の 追 求 を 支え る 社会 基盤 が 整っ て いる 岩手 
社会 経済 活動 や 教育 ・ 研 究 の 土 吾 と な る 情報 通信 技術 の 活用 、 科 学 の 振興 、 産 業 や 暮らし を 支 
える 社会 資本 の 整備 な ど 、8 つの 政策 分 野 を 文 え る 基盤 の 強化 に より 、 地 域 の 魅力 を 実感 で きる 
岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 













































































て 労 女 共同 参画 や 若者 ・ 女 性 、 高 齢 者 、 障 がい 者 な どの 活躍 、 
幅広 い 市 民活 動 や 県 民 運動 な ど 幸 福 の 追求 を 支え る 仕組 み が 整 っ て いる 風 手 て 

男女 共同 参画 や 若者 ・ 女 性 、 高 齢 者 、 障 が い 者 な ど が 活躍 で きる 仕組 み づ く り 、NPO ぶ 関係 
団体 等 の 多様 な 主体 に よる 幅広 い 市 民活 動 や 県 民 運 動 の 促進 な ど 、8 つの 政策 分 野 を 支え る ソフ 
トバ パ ワー の 強化 に より 、 地 域 の 魅力 を 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 

また 、 こ れ ら の 取組 の 展開 に 当たっ て は 、 岩手 県 の 魅力 の 国内 外 へ の 情報 発信 や 市 町 村 と の 連 
携 の 推進 な どの 視点 も 重要 で す 。 






































































































































く 【 再 掲 】 の 表示 に つい て > 
複数 の 政策 分 野 に 関連 する 「 い わ て 幸福 関連 指標 」 に つい て は 、 最 も 関連 性 の 高い 政策 分 野 以外 
に は 、【「【 再 掲 】】」 と し て 表示 し て いま す 。 
同様 に 、 複 数 の 政策 項目 に 関連 する 「 県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 」 の 取組 内 容 や 目標 に つい 
て も 、 最 も 関連 性 の 高い 政策 項目 以外 に は 【[【 再 掲 】】 と し て 表示 し て いま す 。 



































































































































| 健康 ・ 款 暇 


健康 寿命 が 長く 、 い きい き と 暮 ら す こと が で き 、 
また 、 自 分 らし く 自 由 な 時 間 を 楽し むこ と が で きる 岩手 





【 い わ て 幸福 関連 指標 】 


標 


現状 値 


年 度目 標 値 











2017 





2019 


2020 








2021 








計画 目標 値 
2022 








① 健康 寿命 〔 平 均 自立 期間 ] 





(男性 ) 





(女性 ) 


年 


79. 92(20 6) 


79. 83(20 


8) 80. 09 2019) 


80. 34 2020) 


80. 60(2021 





83. 96(20 6) 


84. 31 


8) 84. 49 (2019) 


84. 66(2020) 


84. 84 (2021) 





② 


が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾 患 で 死亡 する 人 数 [10 万 人 当 た 


り ] 





(男性 ) 





(女性 ) 





305. 1 (2016) 


295. 9⑳ 


8) 288. 4 (2019) 


281.0 (2020) 


り 279. 8(2021 








158. 7(20 6) 


147. 5(20 





8) 143.5 (2019) 


139. 5(2020) 


135. 7(2021) 





③ 自殺 者 数 〔10 万 人 当たり ] 


21.0 


19.0 


18.0 


17.0 


16. 0 





④ 地域 包括 ケア 関連 





(元気 な 高齢 者 割合 ) ほり 


98. 71 


98. 77 


98. 80 


98. 83 


98. 86 





(在宅 医療 連携 拠点 の 事業 区 域 
数 ) 





16 218) 


17 


20 


24 


27 





⑤ 余暇 時 間 〔 一 日 当たり ]〕 革 2] 


373 (2016) 


378 


382 


386 


390 





⑥ 県 内 の 公立 文化 施設 に お ける 
催事 数 ほ 31 


1, 316 


1, 344 


1, 358 


1, 372 


1, 385 





⑦ 


スポ ー ツ 実施 率 


61.7 


63,.5. 0 


64. 0 (2019) 


64.5 (2020) 


65. 0 (2021) 





⑧ 生涯 学習 に 取り 組ん で いる 人 


の 割合 








40.2 





41.2 


42.2 








43. 2 











【 参 考 指標 (実績 値 )】 
健康 寿命 【 日 常 生 活 に 制限 の な い 期 間 ] (2016 年 : 男性 71.85 年 、 女 性 74. 46 年 ) [厚生 2 
究 ]、 


喫煙 率 (2016 年 : 22.6%) [国民 生活 基礎 調査 (厚生 労働 省 ) ] 


[ 注 1] 全国 を 100 と し た 水準 
[ 注 2] 休日 を 含む 1 週間 の 平均 








[ 注 3] 岩手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 の うち 、 各 市 所 有 
※1 上 記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 有 





※ 2 











E の 主 な 12 施設 の 催事 数 




















E 度 以外 の 年 度 の 実績 値 文 は 目 
「 い わ て 幸福 関連 指標 」 の 目標 値 設定 の 考え 方 に つい て は 、 巻 未 資料 に 掲載 し て いま す 。 











標 値 を 示し て いま す 。 


2 必要 に 応じ た 医療 



































に 生活 で きる 環境 を つく り ま す 

















が で きる 体制 を 充実 し 3 


























3 AE と な っ て も 、 


4 


5 








きる 環境 を つく り ま す 





幅広 い 分 野 の 文化 芸術 に 親 し 
み 、 生 涯 を 通し て スポ ー ツ を 楽し 
機会 を 広げ ます 























生涯 を 通し て 学び 続け られ る 場 


を つく り ま 





生涯 に わた り 心 身 と も に 健やか 生涯 を 通じ た 健康 づく り の 推 : 
























































年 康 づ くり の 推進 
































質 の 高い 医 制 の 整備 


























9 互い に 認め 合い 、 共 に 支え 合う 福祉 コミ ュ ニ ティ づく り の 推 























② みん な が 安心 し て 暮らせ る セー フ テ ィ ネッ ト の 整備 

③ 地域 包括 ケア の まち づく り 

④ 介護 を 要する 高齢 者 が 住み 慣れ た 地域 で 安心 し て 暮らす こと 
の で きる 環境 の 整備 

⑤ 障がい 者 が 安心 し て 生活 で きる 環境 の 整備 

⑥ 障がい 者 の 社会 参加 の 促進 

文化 芸術 に 親 し む 機 会 の 充実 

動向 に 対応 し た 取 ぇ 

芸術 活動 の 推進 










































































































































































HH 等 に よる スポ ー ツ 参加 機会 

































































I 健康 ・ 奈 暇 


一 1 生涯 に わた り 心身 と も に 健やか に 生活 で きる 環境 を 





(基本 方 向 ) 























水産 物 の 機能 性 成分 ' に 着 








つく り ま す 
































県 民 が 健やか に 生活 で きる よう 、 生活 習慣 の 改善 や 運動 習慣 の 定着 、 社会 環境 の 整備 、 県 産 農林 
目 し た 取組 な ど に より 、 生 涯 を 通じ た 健康 づく り を 推進 する と と も に 、 
精神 疾患 に 関す る 正しい 知識 の 普及 ・ 啓 発 に 取り 組み 、 こ ころ の 健康 づく り を 進め ます 。 





























また 、 包括 的 な 自殺 対策 プロ グラ ム を 実践 する と と も に 、 自殺 の 多い 年 代 を 対象 と し た 重点 的 な 




















対策 や 、 相 談 支 援 体制 の 充実 に 取り 組み ます 。 


現状 と 課題 


平成 28 年 (2016 年 ) に お ける 本 県 の 健康 寿命 は 、3 年 に 1 度 の 国民 生活 基礎 調査 (大 規模 調査 ) 
日 常 生活 に 制限 の な い 期間 の 平均 で 算定 し た も の で は 、 男 性 が 71.85 年 (全国 
28 位 )、 女 性 が 74.46 年 (全国 34 位 ) と な っ て いま す 。 

また 、 日 常 生活 動作 が 自立 し て いる 期間 の 平均 か ら 人 算定 し た 健康 寿命 (平均 自立 期間 ) は 、 男 





の 結果 を も と に 、 







































































性 79. 32 年 、 女 性 83.96 年 と な っ て いま す 。 
本 県 の が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾 患 な どの 生活 習慣 病 ? に よる 死亡 率 は 全国 高位 と な っ て いま す 。 








これ ら の 生活 習 


』 尼 u 病 の 発症 や 』 























の 推進 が 必要 で す 。 














精神 疾患 に 対す る 














症 化 を 予防 する た め に は 、 泌 まし い 食 生活 の 実践 運動 等 に よる 
身体 機能 の 維持 や 各種 検診 等 の 受診 率 の 向上 等 、 ラ イフ ステ ー ジ に 応じ た 切れ 目 な い 健康 づく り 











誤解 や 偏見 は 依然 と し て 強く 、 ま た 、 疾 患 に 気づか ず 支 援 に つなが ら な い グ ケ 


ー ス も ある こと か ら 、 精 神 疾患 の 正しい 知識 の 普及 や 相談 窓口 の 周知 が 必要 で す 。 



































本 県 で は 、 官 民 一 体 で 自殺 対策 を 推進 する 体制 が 構築 され て お り 、 包 括 的 な 自殺 対策 プロ グラ 
ム の 実践 や 震 災 関連 自殺 の 防止 に 向け た 取組 を 推進 し 、 本 県 の 自殺 者 数 は 年 々 減少 傾向 に ある も 





の の 、 平 成 29 年 (2017 年 ) の 











位 と な っ て いま す 。 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 生涯 を 通じ た 健康 づく り の 推進 

食 生 活 や 運動 習慣 、 喫 煙 等 の 生活 習慣 を 改善 し 、 健 康 的 な 生活 が で きる よう 、「 健 康 い わ て 21 

プラ ン 」 に 基づき 、 健 康 づ くり に 関す る 正しい 知識 の 普及 産 発 や 健康 教育 を 実施 し 、 県 民 の 健康 
づく り の 取組 を 支援 する ほか 、 受 動 喫 煙 防止 対策 等 の 取組 を 進め ます 。 














! 機能 性 成分 : 高血圧 や 動脈 硬化 を 予防 する な ど 、 健 
^ 生活 習慣 病 : 食 習慣 、 運 動 習 慣 、 休 義 、 喫 煙 、 飲 i 






































日 侍 の ) 














自殺 者 数 は 262 人 で 、 人 口 10 万 人 当たり の 自殺 死亡 率 21.0 は 全国 2 




















康 を 保つ た め に 効果 が ある 成分 。 





E 活 習慣 が 、 そ の 発症 や 進行 に 関与 する 病気 。 
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が ん 等 の 生活 習慣 病 予防 に 関す る 正しい 知識 や 意識 啓発 、 受 診 勧 胡 の 強化 な が ど に より 、 が ん 検 

















診 及び 特定 健康 診査 "受診 率 の 向上 に 努 


ヽ 


王 山 








早期 発見 ・ 早 期 治療 を 図り ます 。 











脳卒中 死亡 率 ワ ー ス ト 1 か ら の 脱却 と 、 健 康 寿命 の 延伸 を 図る た め 、 岩 手 県 脳卒中 予防 県 民 会 

議 の 参画 団体 ・ 企 業 等 と 連携 し 、 官民 が 一 体 と な っ て 脳卒中 予防 や 健康 増進 対策 に 取り 組み ます 。 
糖尿 病 等 の 生活 習慣 病 を 予防 する た め 、 市 町 村 等 と 連携 し 、 特 定 健康 診査 受診 率 ・ 特 定 保健 指 
有 病 者 に 対す る 重症 化 予防 の た め の 支 援 を 進め ます 。 














導 * 実 施 率 の 向上 に 取り 組む ほか 、 










































































子ども か ら 高 齢 者 まで 幅広 い 年 代 の 運動 習慣 の 定着 や 生活 習慣 病 ・ 介 護 予 防 等 に つなが る 健康 





づく り と 体力 向上 の た め 、 ス ポー 





















































ツ 医 ・ 科 学 の 知見 に 基づく 運動 プロ グラ ム を 提供 し ます 。 











健康 的 な 食事 推進 マス ター の 養成 や 、 団 体 ・ 企 業 等 と 連携 し た 減 塩 対策 等 の 取組 を 進め る ほか 、 
近年 、 健 康 増進 の 観点 か ら 注目 され て いる 県 産 農 林 水 産物 の 機能 性 成分 に つい て 、 試 験 研究 機関 
や 民間 企業 等 に よる 研究 、 商 品 開発 を 進め ます 。 

































































高齢 者 の フレ イル "等 の 虚弱 な 状況 の 早 時 


の 充実 を 進め ます 。 


いわ て 健康 デー タウ ェ ア ハ ウス ' 及 び 保 健 医療 デー タ の 集計 ・ 分 析 等 の 充実 に より 、 地域 の 個 





























吐 康 経営 "の 取組 の 促進 な ど に より 、 い きい き と 働 き 続 ける た め の 健 康 づ くり に 取り 組み ます 。 






































発見 及び その サポ ー ト 体制 を 整備 する な ど 、 介護 予防 

















bs 


求 


課題 の 「 見 える 化 」 を 進め 、 市 町 村 等 の 健康 づく り の 取組 を 支援 し ます 。 


ここ ろ の 健康 づく り の 推進 




















精神 保健 福祉 大 会 や 家族 教室 な ど 、 県 民 が 精神 疾患 に 関す る 正しい 知識 を 学ぶ 機会 を 提供 し ま 


す 。 


ここ ろ の 健康 相談 の ほか 、 依存 症 











、 ひ きこ 











も り 、 災害 時 スト レス その 他 の 専門 的 な 相談 に 応じ 、 


相談 者 が 抱 を る ここ ろ の 問題 の 解決 を 支援 し ます 。 
ここ ろ の 健康 づく り を 支援 する 職員 の 資質 向上 を 図る 研修 機会 を 提供 し ます 。 




























































































































































































③ 自殺 対策 の 推進 
高齢 者 、 生 活 困 窒 者 、 働 き 盛 り 世 代 等 、 
支援 の 充実 を 図り ます 。 
め ま す 。 
3 特定 健康 診査 : 医療 1 
行う 健 診 。 
* 特定 保健 指導 : 特定 健康 診査 の 結果 に お ける リス ク の 保有 : 
る 指導 。 
5 健康 経営 : 従業 員 の 健康 維持 ・ 増 進 が 、 企 業 の 生産 
康 管理 を 戦略 的 に 実践 する こと (健康 経営 は 、NPO 上 
$ フレ イル : 加 齢 と と も に 運動 機能 や 認知 機能 が 低下 し て きた 状態 。 


"いわ て 健康 デー タウ ェ ア ハ ウス : 本 県 に お ける 特定 健 有 












































県 内 全て の 地域 に お いて 、 人材 育成 を は じ め と する 包括 的 な 自殺 対策 プロ グラ ム を 実践 し ます 。 

















それ ぞ れ の 対象 に 応じ た 自殺 対策 を 進め ます 。 











a 死 遺 族 の 心身 の 負担 を 軽減 で きる よう 、 自 死 遺 族 交 流 会 の 開催 や 個別 の 相談 対応 等 に より 、 
































社会 資源 や 医療 資源 の 整備 状況 、 産 業 構造 、 人 日 密 度 等 、 各 地域 の 特性 に 応じ た 自殺 対策 を 進 


自殺 対策 推進 協議 会 等 に お ける 官民 一 体 と な っ た 総合 的 な 自殺 対策 を 進め ます 。 

















層 険 に 加入 する 40 歳 か ら 74 歳 の 被 保 険 者 及び 被 扶養 者 に 対し 、 メ タ ボ リッ クシ ンド ロー ム を 早期 に 発見 する た め に 





























生 や 収 益 性 の 向上 に つなが る と いう 考え 方 に 立っ て 、 経 営 的 な 視点 か ら 、 従 業 員 の 健 
































伏 況 に 応じ 、 医 師 、 保 健 帥 、 管 理 栄養 士 等 に よる 生活 習慣 改善 の た め に 実施 す 















































ら か に する こと を 目的 と し た デー タ シ ス テム 。 
8 本 計画 で は 、 原則 と し て 法律 等 で 用 いら れ て いる 「 


等 を 考慮 し 「 自 死 」 を 使用 し て いま す 。 




























































































殺 」 を 使 








法人 健康 経営 研究 会 の 登録 商標 。) 。 





























診査 や 生活 習慣 病 に 係る 県 民 の 健康 デー タ を 集積 ・ 分 析 し 、 県 民 の 健康 課題 を 明 





























用 し て いま す が 、 遺 族 等 へ の 支援 に 関す る 分 野 で は 、 遣 され た 方 々 の 心情 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 







































































こ 2018 2019 2020 2021 2022 

① 生涯 を 通じ た 健康 づく り の 推進 

標 健康 づく り に 関す る 正しい 知識 の 普及 啓発 ・ 

・ が ん 精密 検査 受診 率 (%) 健康 教育 の 実施 | 
現状 値 2019 2020 2021 2022 




















(2017) | (2018) | (2019) | (2020) 
表 89.7 | 91.0 92.0 93.0 94.0 
市 91.9 | 93.0 94.0 95.0 95.0 

















受動 喫煙 防止 対策 の 周知 徹底 ・ 指 導 































































































































































































































































































































































































































































































































































































大 腸 82.8 85. 0 87. 0 89. 0 90. 0 改正 健康 増進 法 一 部 施行 
(学校 ・ 病 院 ・ 行 政 機関 等 ) 
88.4 | 90.0 | 91.0 | 92.0 | 94.0 
乳 96.3 | 97.0 | 97.0 | 98.0 | 98.0 
ーー ラー コト Lr 
現状 値 は 2015 年 の 値 全面 施行 (上 記 以 外 の 施設 等 ) 
が ん 検診 ・ 精 密 検 査 の 受診 率 向 上 の 取組 促進 bP 
が ん 検診 の 精度 管理 の 実施 ョ ス 
・ 特 定 健康 診査 受診 率 (%) 0 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 特定 健康 診査 の 受診 勧奨 の 強化 癌 
sy 0 | (2018) | 2019) | 2020) | 2021) 
EL eo 特定 健康 診査 ・ 特 定 保健 指導 従事 者 研修 の 実施 上 
現状 値 は 2016 年 の 値 
有 病 者 に 対す る 重症 化 予 防 の 取組 支援 > 
・ 岩 手 県 脳卒中 予防 県 民 会 議 の 会 員数 (団体 ) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 脳卒中 予防 県 民 運 動 の 推進 、 県 民 会 議 活 動 へ の 理解 促進 。 | 
485 545 570 595 620 
現状 値 は 2017 年 の 値 
了 II 、 _- 健康 的 な 食事 推進 マス ター の 養成 
・ 健 康 的 な 食事 推進 マス ター の 養成 (人) 県 計 団体 ・ 企 業 等 と 連携 し た 小塩 対策 等 の 取組 促進 ha 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
ー 240 360 480 600 
ー 県 産 農 林 水 産物 の 機能 性 成分 を 活用 し た 研究 トー を 
H 標 値 は 2018 年 か ら の 累計 



























































本 | 機能 性 成分 の 実用 化 検討 ・ 商 品 開発 の 支援 上 


























・ 健 康 経営 宣言 事業 所 数 (事業 者 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 企業 等 に お ける 健康 経営 の 取組 促進 


625 800 900 | 1000 | 1,100 eo 
現状 値 は 2017 年 の 値 中 東経 営 に 積極 的 に 取 り 組む 企業 等 の 認 E・7 衣 時 2 





































































































住民 主体 の 介護 予防 の 取組 支援 ほう 












































陸 
港 
江 
三 
6 
に 
ママ 
に 


T・ 調 査 研究 に よる 健康 課題 の 情報 発信 
完 等 情報 発信 ・ 提 供 












































中 
選 田 
了 

= 
































シス テム 構築 ・ 利 活用 環境 整備 等 






























































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 

































































































































































































































































と 2018 2019 2020 2021 2022 
② ここ ろ の 健康 づく り の 推進 
中 
・ 岩 手 県 精神 保健 福祉 大 会 参加 者 数 (人 ) 〔 累 計 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
566 630 1.260 | 1.s90 | 2,520 県 民 が 正しい 知識 を 学ぶ 機会 の 提供 に | 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
らら の 
・ 精 神保 健 基礎 研修 参加 者 数 (人 ) 【 黒 計 
現状 値 | 2019 2020 | 2021 2022 
9 70 140 210 280 精神 保健 福祉 業務 従事 者 の 資質 向上 を 図る 研修 機会 の 提供 
現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 





③ 自殺 対策 の 推進 


H 標 





















































殺 予 防 の 担い 手 養成 研修 受講 者 数 (人 ) 
[累計 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
,279 | 1.300 | 2,600 | 3,900 | 5,200 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 昌 計 
































本 












































民 一 体 と な っ た 自殺 対策 の 強化 ・ 推 信 に 

























































































自殺 予防 の 担い 手 養成 研修 の 開催 と 




















・ 県 内 市 町 村 に お ける 包括 的 な 自殺 対策 プロ グラ 
ム の 実践 率 (%) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
89.3 91 92 93 94 一 包括 的 な 自殺 対策 プロ グラ ム (久慈 モデ ル ) の 推進 + 
現状 値 は 2017 年 の 値 











































































































・ 自 殺 対 策 に 取り 組む 市 町 村 ・ 民 間 団 体 へ の 支援 
件 数 (件 ) 
















































































現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 殺 対 策 に 取り 組む 市 町 村 ・ 民 間 団 体 へ の 支援 
167 192 204 216 228 
現状 値 は 2017 年 の 値 




















県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (県 民 ・NPO 人 等) 
ヨ ら の 生活 習慣 改善 
・ 健 診 等 の 積極 的 な 受診 
沙 卒 中 予防 、 健 康 づ くり 推進 の 県 民 運動 の 参画 
・ 住 民 相 互 の 支え 合い 

岡 座 














MT 

























































































(団体 ・ 企 業 ) 

・ 脳 卒 中 予防 、 健 康 づ くり 推進 の 県 民 運 動 の 参画 

・ 労 働 安 全 衛 生 の 観点 か ら の 支援 

・ 健 康 経営 の 取組 の 推進 

・ こ ころ の 健康 問題 の 普及 啓発 

・ 傾 聴 ボ ラン ティ ア 等 に よる 相談 支援 

・ 県 産 農林 水産 物 の 機能 性 成分 を 活用 し た 研究 、 商 品 開発 
| (医療 機関 等 ) 

| ・ 県 民 の 健康 づく り の 取組 の 支援 















































































































































TT To 
・ 自 殺 予 防 に 資す る 教育 、 普 及 啓発 



































・ 職 場 に お ける メン タル ヘル ス 対 策 
(学校 ) 

・ 児 童 ・ 生 徒 の 健康 増進 

(市 町 村 ) 

・ 各 種 健 診 等 や 健康 教育 、 普 及 啓 発 











・ 住 民 i 保健 指導 の 実施 
・ 市 町 村 施 設 に お ける 受動 喫煙 防止 対策 の 推進 
: 0 相談 文 援 、 要 支援 者 へ の 早期 対応 、 住 民 組織 の 育成 及び 支援 
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I 健康 ・ 奈 暇 





(基本 方 向 ) 


2 必要 に 応じ た 医療 を 受け る こと が で きる 体制 を 
国 充実 し ます 





地域 に お ける 医療 ・ 介 護 の 総合 的 な 確保 に 向け て 、 病床 機能 の 分 化 と 連携 の 促進 や 在宅 医療 体制 








の 整備 な ど を 推進 し 














また 、 患者 の 立場 
救急 医療 体制 、 周 産 期 医 療 体 入 
進め ます 。 





事 者 の 養成 ・ 確 保 を 


現状 と 課題 





ます 。 





こ 立 っ た 質 の 高い 医療 サー ビス を 提 

















2025 年 に は 団 9 











える こと が 予測 され て いま す 。 


本 県 の 人 口 10 万 人 当たり の 医師 数 は 全国 と 比較 し て 低い 水準 (全国 第 42 位 ) に あり 、 県 北 ・ 沿 
岸 地域 の 医師 不足 な ど 医 師 の 地域 偏在 の 問題 や 、 産科 や 小児 科 な どの 特定 診療 科 の 医師 不足 が 続 





MM 




















供する た め 、 医 療 機関 の 機能 分 担 と 連携 や 


] の 整備 を 推進 する と と も に 、 地域 医療 の 基本 と な る 医師 等 の 医療 従 





の 世代 が 75 歳 以上 と な る な ど 、 高齢 化 に 伴っ て 医療 ・ 介 護 ニ ー ズ が ピー ク を 迎 




















一 方 で 、 奨学 金 養成 医師 の キャ リア 形成 に 配慮 し た きめ 細か な 配置 調整 等 の 仕組 み が 整 備 さ れ 、 
公 的 医療 機関 へ の 医師 の 配置 が 進め られ て いま す 。 
































県 内 の 就業 看護 職員 数 は 順調 に 

















当 加 し て いる も の の 、 高齢 化 の 進展 や 医療 の 高度 化 等 に 伴う 看 

















護 職 員 の 需要 の 高まり に より 看護 職員 不足 が 続く こと が 見 込ま れ て いま す 。 























担 に 応じ た 地域 医療 連携 体制 が 整備 され て いま す 。 


また 、 全 て の 保健 医療 圏 域 べ へ の が ん 診療 連携 拠点 病院 * の 整備 や 小児 医療 遠隔 文 援 シ ステ ム の 運 








用 な ど 専 門 医 療 ・ 





























県 立 病院 ネッ トワ ー ク に よる 二 次 医 療 圏 ' ご と の 基幹 病院 の 整備 な ど 、 医療 機関 の 機能 と 役割 分 

















EE 


高度 医療 を 効率 的 に 提供 する 体制 が 整備 され て いま す 。 
医師 を は じ め と し た 医療 従事 者 の 負担 を 軽減 する た め 、 医 療 機関 の 役割 分 担 な ど 県 民 の 適切 な 





受診 行動 に つなが る 医療 に 関す る 知識 の 普及 を 更に 推進 し て いく 必要 が あり ます 。 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 医療 を 担う 人 づく り 
岩手 県 医師 確保 対策 アク ショ ンプ ラン に 基づき 、 NSIM NNN 0 














の 勤務 環境 の 改善 や 負担 軽減 な どの 取組 を 進め る と と も に 、 地 域 医療 文 援 セン ター* の 活用 等 

















り 、 医 師 養成 や 臨床 研修 の 体制 の 充実 を 進め 、 医 師 の 確保 と 県 内 へ の 定着 を 図り ます 。 











人 






































* 地域 





医 
2 が ん 診療 連携 拠点 病院 : 質 の 高い が ん 
医 
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療 圏 : 入 院 を 中 心 と する 一 般 の 医療 需要 に 対応 する ほか 、 広域 的 、 専門 的 な 保健 サー ビス を 効果 的 、 効率 的 に 提供 する た め の 剛 域 。 
医療 の 全国 的 な 均 て ん 化 を 図る こと を 目的 に 整備 され た 病院 。 
医療 支援 セン ター : 医師 の キャ リア 形成 支援 と 医師 不足 医療 機関 へ の 支援 等 を 一 体 的 に 行う 機関 。 














療 機関 の 役 


名 


運航 
































医師 養成 事業 に よる 養成 医師 の 










































































































































































医師 不足 地域 へ の 計画 的 な 配置 ・ 派 遣 調整 や 地域 病院 等 へ の 診 
























































療 応 援 な ど に よっ て 、 医 師 の 地域 偏在 ・ 診 療 科 偏在 の 改善 に 取り 組み ます 。 

また 、 国 な ど に 対し て 偏在 解消 に つなが る 新た な 制度 の 構築 に 向け た 働き か け や 情 報 発信 を 行 
いま す 。 

被災 地域 を 含む 地域 病院 へ の 即 戦 力 医 師 の 招 聴 を 推進 し ます 。 

いわ て 看護 職員 確保 定着 アク ショ ンプ ラン に 基づき 、 新 卒 者 の 県 内 就業 率 の 向上 や 離職 防止 、 
り タ ー ン の 促進 な どの 取組 を 進め 、 看 護 職員 の 確保 と 県 内 へ の 定着 を 図る ほか 、 復 職 を 希望 する 
看護 職員 や 歯科 衛生 士 の 再 就業 支援 な ど に より 医療 関係 従事 者 の 確保 に 取り 組み ます 。 

新人 看護 職員 研修 体制 の 充実 や 特定 の 分 野 に お いて 熟練 し た 看護 技術 と 知識 を 用 いた 看護 を 実 
践 する 認定 看護 師 等 の 育成 を 支援 し 、 看 護 の 質 の 向上 を 図り ます 。 

また 、 今後 の 在宅 医療 の ニー ズ の 増加 に 対応 し て 、 高 度 な 医学 知識 と 技術 を 習得 し 、 医 師 等 
あら か じ め 作 成 し た 手順 書 に 基づき 「 特 定 行為 を 行う こと が で きる 看護 師 の 計画 的 な 育成 に 
り 組 み ま す 。 


質 の 高い 医療 が 受け られ る 体制 の 整備 


病院 に 
す 。 

高度 ・ 専 『 
急 医 


お ける 病床 機能 
計 
HH・ 救 急 
括 療 対 策 の 充実 及び 救命 
取り 組み ます 。 




















誠 情 境 


災害 時 の 対応 力 の 








の 分 


医療 の 確保 を 





) 化 と 連携 や 、 診 療 所 や 病院 な ど 











jp 救急 セン ター へ の 支援 を 進め る ほか 、 


ク に 応じ た 適切 な 周 産 期 医療 を 提供 
ネッ トワ ー ク "」 な どの 情報 通信 技術 (ICT) きき 
連携 及び 救急 搬送 体制 の 充実 強化 を 一 層 進 め ま す 。 
Pmt Cement 
向上 に 取り 組む ほか 、 
et 





する た め 、 周 産 期 母子 


図る た め 、 が ん 診療 連携 拠点 病院 等 の 機能 強化 の 支援 、 小 リ 








医療 機関 の 機能 分 担 と 連携 を 促進 し 











救 


ドク ター へ ヘリ の 安全 か つ 円 消 な 





医療 セン ター の 機能 強化 や 、「 周 

















この 2 


災害 拠点 病院 等 








氏 す る た め 、 


の 


活用 に よる 周 産 期 医 療 機 関 の 機 











の 耐震 化 及び 教育 研修 や 訓練 に 























災害 医療 コー ディ ネ 


整 機能 の 強化 に 取り 組み ます 。 








情 








前 報 通 信 機器 を 活 





し た 画像 診断 な ど 、 



































県 民 も 





割 に 応 じ た 受 











医療 の 担い 手 で ある と い 


きき ヘー 


診 行動 を 喚起 する な ど 、 


遠隔 地 か ら の 専門 医師 に 
の も と 、 目 ら の 健康 は 
県 民 一 





や と ョ ミット 


う 意 識 




















参加 型 」 の 地域 医療 体制 づく り を 進め ます 


地域 包括 ケア シス テム の 構築 に 



































向け て 、 必要 な 医療 提供 




















自分 ee 症状 や 
人 ひと り が 地域 の 医療 を 支え る 「 県 民 総 








ター" の 活 le 


品 


























る 診療 文 援 に 取り 組み ます 。 


除 | 。 








公 
記 


体制 を 整備 する た め 、 市 町 村 に よる 人 在 





宅 医療 連携 拠点 の 設置 運営 を 支援 する と と も に 、 在宅 医療 と 介護 の 連携 を 進め る 人 材 を 育成 し ま 
す 。 
また 、 一 次 医療 圏 に お いて 医療 と 介護 の 情報 を 効率 的 に 共有 する 地域 医療 情報 ネッ トワ ー ク の 











構築 を 支援 し ます 。 



















































































































































































+ 特定 行為 : 診療 の 補助 の うち 、 高 度 か つ 専 門 的 な 知識 及び 技能 が 特に 必要 と され る 行為 。 

? 周 産 期 医療 情報 ネッ トワ ー ク : 県 内 の 産科 医療 機関 を ネッ トワ ー ク で 結び 、 妊 婦 健 診 情 報 ・ 分 學 情 報 ・ 新 生 児 情報 な どの 医療 情報 を 複数 
の 医療 機関 で 共有 する こと に よっ て 、 安 全 で 質 の 高い 医療 を 提供 する も の 。 

$ 災害 医療 コー ディ ネー ター : 大 規模 災害 が 発生 し た 際 に 、 適 切な 医療 体制 の 構築 を 助言 し た り 、 医 療 機関 へ の 傷病 者 の 受入 れ 調 整 な どの 
業務 を 行う 者 。 

7 DMAT : Disaster Medical Assistance Team の 略 。 災害 の 発生 直後 の 急性 期 (お お むね 48 時 間 以 内 ) に 活動 が 開始 で きる 機動 性 を 持 
っ た 、 専 門 的 な 研修 ・ 訓 練 を 受け た 災害 派遣 医療 チー ム 。 

3 地域 包括 ケア シス テム : 高齢 者 が 可能 な 限り 、 住 み 慣れ た 地域 で その 有する 能力 に 応じ 自立 し た 日 常 生活 を 営む こと が で きる よう に する 
た め 、 医 療 ・ 介 護 ・ 介 護 予 防 ・ 住 まい ・ 生 活 支援 を 一 体 的 に 提供 する シス テム 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 医療 を 担う 人 づく り 
目標 
・ 病 院 勤務 医師 数 (人 口 10 万 人 当たり ) (人 ) ii 時 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 医学 生 へ の 修学 資金 の 貸 
(2018) (2020) 
200 - 136.1 - 141.6 奨学 生 等 に 対す る 地域 医療 へ の 意識 付け の た め の 
現状 値 は 2016 年 の 値 セミ ナー の 開催 
臨床 研修 医 の 指導 体制 ・ 環 境 整 備 の 強化 
・ 敵 学 金 矢 医師 招 身 に 県 内 従事 者 、 、 
I 県 外 在住 の 即 戦力 医師 に 対す る 招 聴 活動 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
62 137 169 202 235 奨学 金 養成 医師 に 対す る キャ リア 形成 支援 
現状 値 は 2017 年 の 値 
女性 医師 の 働き や すい 環境 整備 
座 斗 医 等 の 勤務 環境 改善 
養成 医師 の 医師 不足 地域 等 へ の 計画 的 な 配置 ・ 派 遣 
・ 就 業 看護 職員 数 (常勤 換算 ) (人 ) - 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 看護 職員 志望 者 の 拡大 、 養 成 施設 へ の 教育 環境 改善 支援 
_ (2018) _ (2020) 
旨 16.715 16.955 看護 学生 へ の 修学 資金 貸与 
現状 値 は 2016 年 の 値 
新人 看護 職員 の 離職 防止 に 向け た 研修 の 充実 
・ 県 内 看護 職員 養成 施設 卒業 生 の 県 内 就業 率 (% 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 看護 職員 の ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス の 推進 に 向け た 
65.6 68.5 70.0 70.0 70.0 勤務 環境 改善 
現状 値 は 2017 年 の 値 
ナー ス セ ンタ ー 事 業 に よる 再 就業 件 数 (件 ) 離職 者 ・ 未 就業 腹 護 職員 の 再 就業 支援 ・ 就 労相 談 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
171 180 185 190 195 各 段 階 ・ 役 割 に 応じ た 研修 の 充実 、 
喝 状 信 は 2017 年 の 値 看護 の 専門 性 と 質 の 向上 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こ 2018 2020 2021 2022 
② 質 の 高い 医療 が 受け られ る 体制 の 整備 
上 標 
・ 医療 機関 の 役割 分 担 認知 度 (%) TREE 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 関す る 意識 啓発 活動 の 実施 
58.6 | 60.0 | 61.0 | 62.0 | 63.0 
現状 値 は 2017 年 の 値 王 民 活動 団体 の 取組 支援 
・ 小 児 医療 遠隔 支援 シス テム 利用 回 数 (回 ) ー 
現状 値 2019 2020 021 2022 小児 救急 医療 体制 の 充実 
139 143 146 148 151 (盛岡 地区 )、 電 話 相談 事業 
現状 値 は 2017 年 の 値 欄 シ ステ ム の 実施 ) 
連携 拠点 病院 等 の 機能 強化 
救急 セン ター へ の 支援 
リ の 安全 か つ 円 滑 な 運航 
情報 通 用 し た 専門 医師 に よる 診療 支援 
・ 周 産 期 救急 患者 搬送 の コー ディ ネー ト 件 数 (件 医療 セン ター の 運営 支援 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
284 302 311 320 330 
現状 値 は 2017 年 の 値 括 療 機 関 の 機能 分 担 と 連携 の 推進 
・ 在 宅 医療 連携 拠点 数 (箇所 ) [累計 ] 点 を 設置 する 市 町 村 へ の 支援 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
11 12 13 14 15 
現状 値 は 2017 年 の 値 在宅 医療 事 者 及び 介護 関係 者 ) 育成 研修 の 実施 
・ 病 院 の 耐震 化 率 (%) の 耐震 化 整備 支援 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
69.6 75.0 | 76.3 | 77.4 | 78.4 
現状 値 は 2017 年 の 値 教育 研修 ・ 訓 練 の 実施 
災害 医 # ディ ネー ター、DMAT 等 ) 























県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 





(県 民 ・N PO 等 ) 


・ か か りつ け 医 を 持つ こと 、 




















・ 症 状 や 医療 機関 の 役割 に 応じ た 適切 な 受診 





(団体 ・ 企 業 ) 














| ・ 県 、 市 町 村 と 協力 し た 医療 機能 の 分 化 と 連携 の 推 
| ・ 地 域 医療 を 支え る 県 民 : 














、・ 地 域 医 療 を 支え る 県 














動 の 取組 





医療 情報 の 適切 な 活用 








障 












































| (医療 機関 、 高 等 教育 機関 等 ) 
| ・ 良 質 な 医療 サー ビス の 提供 
・ 医 療 機関 の 役割 分 担 と 連携 の 推進 

専門 医療 、 高 度 医療 の 提供 等 
医療 人 材 の 育成 、 離 職 防止 の 取組 
| ・ 新 卒 者 の 県 内 就業 促進 
| (学校 ) 
児童 ・ 生 徒 の 健康 増進 
市 町 村 ) 
・ 県 と 連携 し た 

































































医師 等 医療 人 材 の 養成 ・ 確 保 
・ 住 民 に 身近 な 医療 を 提供 する 体制 の 確保 
・ 在 宅 医 療 ・ 介 護 連 携 体制 の 構築 
医療 を 支え る 県 民 運 動 の 取組 
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I 健康 ・ 余 暇 


上 3 介護 や 支援 が 必要 に な っ て も 、 住 み 慣れ た 地域 で 
画 交 心 し て 生活 で きる 環境 を つく り ま す 


(基本 方 向 ) 

介護 や 支援 が 必要 に な っ て も 、 住み慣れ た 地域 で 安心 し て 生活 で きる よう 、 福 祉 コミ ュ ニ ティ づ 
くり や 多様 で 複 層 的 な セー フ テ ィ ネッ ト の 整備 と と も に 、 地 域 包 括 ケ ア の まち づく り を 推進 し ま 
す 。 

また 、 障 が い 者 が 住み 慣れ た 地域 で 活躍 で きる よう 、 日 常 生活 ・ 社 会 生活 の 支援 、 農林 水産 分 野 
に お ける 障がい 者 の 就労 促進 な ど 、 障 が い 者 の 社会 参加 を 進め ます 。 



































現状 と 課題 

本 県 は 、 高 齢 化 率 が 平成 27 年 (2015 年 ) の 30.29% か ら 2025 年 に は 359% に 上 昇 す る な ど 全 国 を 上 
回 る ペー ス で 高齢 化 が 進行 する こと が 推計 され て お り 、 ひ と り 暮 らし の 高齢 者 や 高齢 者 夫婦 の み 
の 世帯 の 増加 、 介 護 を 要する 高齢 者 の 増加 が 見 込ま れ ま す 。 

地域 福祉 を 総合 的 に 推進 する た め 「 市 町 村 地 域 福祉 計画 」 の 策定 が 進め られ 、 生 活 困 筐 者 を 対 
象 と し た 相談 支援 や 就労 支援 な どの 包括 的 な 支援 や 、 医 療 、 介 護 、 生 活 支 援 等 の サー ビス が 切れ 
目 な く 提 供 さ れる 地域 包括 ケア シス テム の 構築 に 向け た 取組 、 障 が い 者 の 地域 移行 を 推進 する 地 
域 自 立 支 援 協議 会 の 体制 が 強化 され て いま す 。 

身体 障がい の 手帳 所 持 者 数 は 減少 傾向 に あり ます が 、 知 的 障がい と 精神 障がい の 手帳 所 持 者 数 
は 増加 傾向 に あり ます 。 

障がい 者 一 人 ひと り が 地域 の 人 た ちと 共に 支え 合う 仲間 と し て 、 い きい き と 暮 ら す こと が で き 
る よう 、 障 が い 福 祉 サー ビス や 相談 支援 体制 を 整備 する と と も に 、 地 域 生 活 支 援 事業 の 充実 を 図 
る 必要 が あり ます 。 

災害 発生 時 に お いて 、 高 齢 者 や 障がい 者 な どの 自ら 避難 する こと が 困難 な 者 が 適切 に 避難 で き 
る よう 、 取 組 を 更に 充実 させ る 必要 が あり ます 。 

介護 を 要する 高齢 者 の 増加 が 見 込ま れる 中 、 介 護 サ ービス の 担い 手 で ある 介護 人 材 が 不足 し て 
いる こと か ら 、 人 材 確保 の 取組 を より 一 層 充 実 し て いく 必要 が あり ます 。 










































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 互い に 認め 合い 、 共 に 支え 合う 福祉 コミ ュ ニ ティ づく り の 推進 
身近 な 地域 で 保健 ・ 福 祉 に 関す る 相談 や 支援 を 一 体 的 に 受け られ る よう 、 市 町 村 に お ける 、 様 々 
な 福祉 課題 に 対応 する 総合 相談 窓口 の 整備 や 、 年 齢 や 障がい の 有無 に よら ず 必 要 な 支援 が 包括 的 
に 提供 され る 支援 体制 づく り を 促進 し ます 。 























17 















































活動 コー ディ ネー タ 
また 、 福 
住民 相互 に 











市 町 村 、 社 会 福祉 協議 会 等 の 関係 








団体 と 連携 











様々 な 人 々 の 社会 参加 を 進め る 「 ひ と に や さ し い まち づく り 」( 








に 対応 し た 公共 
を 図る と と も 
ます 。 

















的 施設 の 情報 提供 を 行 う 





に 、NPO 法 人 等 民間 








電子 マッ プ や ひと に や さ し い 駐車 場 利 
普及 啓発 や 人 材 育 成 に 取り 組み 





団体 の 活動 を 支援 し な が ら 、 


みん な が 安心 し て 暮らせ る セー フ テ ィ ネッ ト の 整備 








生活 困 負 者 自立 相 言 

















談 支 援 機関 "を 











核 と し 





た 地域 に お 





文 援 や 就労 文 援 な ど 生活 困 筐 者 に 対す る 包括 的 支援 の 充実 を 図 











高齢 者 や 障がい 者 等 の 判断 能力 や 4 












































協議 会 等 と 連携 し 、 成 年 後見 第 
総合 的 に 整備 し ます 。 








| 度 * や や 日常 生 活 E 


ける 関係 機関 等 の 











E 活 状況 を 踏ま えた 権利 擁護 
立 文 援 事業 ? な ど 各 地域 に 






































高齢 者 や 障がい 者 な どの 災害 





発 








お ける 避難 行動 要 支 援 者 名 筐 に 





こ 基 





づく 個別 計画 





生 時 の 避難 支援 な ど が 迅速 か つ 





ほし 、 地 域 の 多様 な 福祉 ニー ズ に 対応 する 地域 福祉 
ー` や 、 地 域 福 祉 活動 の 担い 手 と な る 福祉 ボラ ンティア を 育成 し ます 。 

祉 学習 な ど 地 域 を 支え る 人 づく り を 進め 、 住民 同士 の 見 守り や ボラ ンティア 活動 な ど 、 
生活 を 支え 合う 仕組 み づ く り を 促進 し ます 。 



































こ 向 け 、 ユニ バー サル デザ イン * 
] 用 証 制度 の 充実 























連携 体制 を 強化 し 、 相談 


羽 り ます 。 


を 行う た め 、 市 町 村 や 社会 福祉 
お ける 支援 の 枠組 み を 


的 確 に 行わ れる よう 、 市 町 村 に 














組 を 支援 する ほか 、 災 害 時 に 備え 、 
受入 体制 の 構築 な ど を 進め ます 。 


地域 包括 ケア の まち づく り 





高齢 者 が これ まで 培っ て きた 豊か な 経験 ・ 知 識 ・ 技 能 を 生か し た ボラ ンティア 活動 や 地域 活動 
進 し ます 。 
る 通い の 場 の 創 H 








等 の 社会 貢献 活 動 へ の 参加 を 促 
介護 予防 に 資す る 住民 主体 に 
る 介護 予防 の 機能 
































の 








介護 や 生活 支援 等 が 必要 に な っ て も 、 人 
予防 、 住 まい 及び 日 常 生 活 の 支援 が 一 体 的 に 





療 、 介 護 、 
構築 を 支援 し ます 。 
医療 と 介護 が 一 


























また 、 認知 症 疾患 医療 セン タ 
基 上 盤 の 充実 な ど に 

















! 地域 福祉 活動 コ 
し 、 必 要 な 支援 を 構築 する 活動 を 
2 ユニ バー サル デザ イン : 
よう と する 考え 方 。 

3 生活 困 魚 者 











ディ ネー タ 








の 策定 や 福祉 避難 所 の 運営 体制 の 充実 な どの 取 














災害 派遣 福祉 チー ム の 派遣 体 第 
































1 
oo~ 


強化 を 支援 し 、 高 齢 者 の 自 



































本 的 に 、 切 れ 目 
MRO i ee 
認知 症 に 関す る 正しい 知識 の 普及 啓発 を 図る と と も に 、 




















ー HX り 組み ます 。 


5 を 中 心 と 





な く 提 供 され 、 


護 予 防 の 取組 を 促進 し て 、 健 康 寿命 の 延伸 を 図り ます 。 
主 み 慣 れ た 地域 で 安心 し て 暮らす こと が で きる よう 、 医 
され る 「 地 域 包 括 ケ アシ ステ ム 」 の 








提供 





























: 地域 の 生活 ・ 福 祉 課題 や 支援 が 必要 な 人 の ニー ズ な ど ! 





行う 者 。 

















立 相談 支援 機関 : 生 




















後見 制度 : 判断 能力 が 不 十分 な た め 


人 
「 
立 












































支援 事業 : 
者 と の 契約 に 


















































を 受け た 医療 機関 。 


年 齢 や 性 別 、 能 力 な ど に 


SM こ 至 る 前 の 段階 の 生 
に 、 財 産 管 下 


認知 症 高齢 者 、 知 的 障がい 者 、 精 
基づき 、 福 祉 サー ビス の 利 
6 認知 症 疾 患 医療 セン ター : 都 道 府 県 及び 指定 都市 に より 認 


か か わら ず 、 で きる 限り 、 全 て の 人 が 利 


こ 対応 し て 、 地 域 の 社 











で きる よう に 製品 、 














活 


困 徐 者 か ら の 相談 を 受け 、 











の 強化 や 防災 ボラ ンティア の 














中 














日 や 、 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 専 門 職 等 の 参画 に よ 
発 的 な 参加 意欲 に 基づく 、 

















継続 性 の ある 、 効 果 的 な 




















介護 施設 な ど で そ の 人 らし く 生 活 で き 、 





認知 症 の 人 や 家族 へ の 支援 を 行い ます 。 
する 専門 的 な 医療 体制 の 強化 や 、 必要 な 介 





まき サー ビス 














会 資源 を 活用 ・ 調 整 ・ 開 発 














建物 、 空 間 を デザ イン し 




















申 障 が い 者 等 








や 契約 な どの 手続 き が 困難 な 者 に 対 











= の うち 判断 能力 が 














援助 等 を 行 











h 症 専門 医療 の 提供 





J う 事業 。 
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7 に 向け た 支援 を 行う 機関 。 





し 、 本 人 の 行為 の 代理 又 





不 十分 な 者 が 地域 


は 行為 を 補助 する 者 を 

















に お いて 自立 し た 生活 が 送れ 














と 介護 サー ビス 事業 者 と の 連携 を 担う 中 核 機 関 と し て 指定 








介護 を 要する 高齢 者 が 住み 慣れ た 地域 で 安心 し て 暮らす こと の で きる 環境 の 整備 


居宅 サー ビス や 地域 刻 着 型 サ ー ビ 


(特別 養護 老人 ホー ム ) の 計画 的 な 整備 を 促進 
され る よう 、 研 修 等 




















質 の 高い サー ビス が 提供 
介護 サー ビス 事業 


高齢 者 の 住ま い の 安 


























の 育成 を 





図り 3 





トト 




















拡充 や 、 介 





E 宅 の バリ アフ リー パ 化 を 促 


ス の 提供 体 第 





し ます 。 








| の 充実 を 支援 する と と も に 


を 充実 し 、 介 護 職 





、 介 護 老人 福祉 施設 


の 資質 の 向上 を 





図る と と も に 


= 
具 の 





ず 。 


を 確保 する た め 、 高 齢 者 の 多様 な ニー ズ ! 


進 








し ます 。 











障がい 者 が 安心 し て 生活 で きる 環境 の 整備 


進 





障がい に つい て の 理解 を 促進 する 





























と と も に 、 障 が い 者 に 

















防止 を 図る た め 、 県 民 や 事業 





等 へ の 普及 啓発 活 』 





助 及 び 相 











、 県 











を 進め ます 。 


ES 











全て の 障がい 者 が 、 希 望 す る 地域 で 必要 な サー 


グル ー プ ホー ム 等 の 住ま い の 場 を 確 
基盤 整備 を 、 市 町 村 や 事業 所 と 連携 
障がい 者 の ニー ズ に 応じ た 適切 
障がい 者 の 社会 参加 の 促進 





























障がい 者 の 充実 し た 余暇 活動 や 社 
、 福 











ショ ン 支 援 の 充実 を 図る と と も に 
1 次 産業 が 盛ん で ある 本 県 の 特 

に お ける 障がい 者 の 就労 を 促進 し ま 

福祉 人 材 の 育成 ・ 確 保 



































いわ て 福祉 コン ソー シア ム を 構成 する 大 学 、 福 祉 関係 機関 ・ 団 体 と の 
理 な どの 専門 的 知識 ・ 技 術 を 有 し 、 利 
介護 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 


EE 


ョ 祉 の 援助 技術 や 介 
ビス 提供 を 行う こ 


じ 、 社 会 
a 
i 
資金 貸付 金 に よ を 支援 し ま 
上 
し 介護 職員 や 保育 士 等 の 育成 を 図る 
様 な 人 材 の 確保 に 取り 組み ます 。 
介護 職員 の 離職 を 防 」 


修 等 を 


視点 








+ 





通 

















こ 立 っ 























、 修 学 





ご 





ノブ 









































ビス の 中 核 を 担う 社会 福祉 士 、 介 護 福祉 





保 す る と と も 
し な が ら 進 め ま す 。 








な サー ビス を 提供 で きる よう 、 相 談 支 援 体制 の 充実 を 図り 


会 参加 を 支援 する た め 、 
祉 的 就労 の 場 の 拡充 を 
徴 を 生か し 、 関 係 機関 ・ 
す 。 





























護 、 保育 、 心 
と が で きる 福祉 ・ 








す 。 


董 の 解消 に 対応 する た め 、 大 学 、 養 成 施設 、 
潜在 有 資 格 者 の 再 就職 支援 や 介護 未経験 者 等 の 多 





i 








る た め 、 労 働 環 境 や 処 財 

















上 し 定着 を 図 
の 負担 軽減 の た め 、 介 護 ロ 』 

















7 バリ アフ リー : 





障がい 者 や 高齢 者 が 4 


E 活 し て いく 際 の 障害 を 取り 除き 、 





ドッ ト や 情報 通信 技術 (I CT) の 活用 の 
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こ 対 する 不利 益 な 取扱 い の 解 消 や 虐 


談 窓 日 





こ 広 える こと の で きる 住ま い の 





wy 


Qrf 





と < 








f の 














職員 の 対応 力 強 化 に 向け た 取組 








ビス を 利用 し な が ら 、 安 心して 生活 で きる よう 、 
に 、 訪問 系 サー ビス や 日 





七 系 サー ビス 等 の 





中 活 


に Sg 











情報 機器 の 利用 促進 や コミ ュ ニ ケー 
0 

















誰 も が 暮らし や すい 社 











図 
団 





役割 分 担 の も と 、 各 種 研 
者 の 



































多 


を 育成 する た め 、 介 護 福祉 士 等 修 





学 
































福祉 関係 機関 と 連携 








= 


由 


> 


介護 職 





の 改善 を 図り 3 
普及 を 





た 
図り ます 。 

















会 環境 を 整備 する と いう 考え 方 。 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 互い に 認め 合い 、 共 に 支え 合う 福祉 コ 
ミュ ニテ ィ づ くり の 推進 
4 理 
・ 福 祉 の 総合 相談 の 場 を 設置 し て いる 市 町 村 数 市 町 村 に お ける 総合 相談 体制 整備 の 取組 へ の 支援 
(市 町 村 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 地域 福 
22 24 27 30 33 祉 支援 市 町 村 へ の 支援 
現状 値 は 2017 年 の 値 計画 策 (研修 会 開催 ・ 優 良 事例 の 情報 提供 等 ) 
・ 地 域 福祉 活動 コー ディ ネー ター 育成 数 (人 ) 
[累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
30 30 60 90 120 5 RR = 了 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 地域 福祉 活動 コー ディ ネー ター の 研修 実施 ・ 活 動 支援 
ら の 累計 
・ ひ と に や さ し い 駐車 場 利用 証 制 度 駐 車 区 画数 
(区 画 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
988 1, 025 050 | 1,075 | 1.100 _ a a 5 
ひと に し い 駐 車場 利用 証 制度 の 普 代 
現状 値 は 2017 年 の 人 や さ 5 利 I 度 の 普及 促進 
援 制度 新規 相談 件 数 の うち プ 
と 割合 (%) 
2020 2021 2022 
32 生活 困 徐 者 自立 支援 制度 に よる 包括 的 支援 
現状 値 は 2017 有 
・ 成 年 後見 制度 の 利用 促進 に 
構築 し て いる 市 町 村 数 
現状 値 | 2019 2020 
13 2 33 市 町 村 等 と の 連携 に よる 地域 ネッ トワ ー ク 構築 の 促進 
・ 避 難 行 動 要 支 援 者 の 個別 計画 策定 に 取り 組ん で 
いる 市 町 村 数 (市 町 村 ) 
2 市 困 村 に 対す る 個別 計画 作成 の 支援 
2 EE (研修 会 開催 、 取 組 事例 の 情報 提供 等 ) 
現状 値 は 2017 有 
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8 上 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 こ 2018 2019 2020 2021 2022 

③ 地域 包括 ケア の まち づく り 

上 標 

・「 高 齢 者 の 地域 活動 交流 会 及び 各種 助成 金 の 説 

明 会 」 の 参加 者 数 (人 ) [累計 ]【 再 掲 】 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 岩手 県 高齢 者 社会 貢献 活動 サポ ー ト セン ター に よる 相談 対応 

122 100 200 300 400 や や 取組 事例 の 紹介 、 各 種 情報 提供 の 実施 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 





























ら の 系 店 








nl 





・ 生 活 支援 コー ディ ネー ター 連絡 会 参加 者 数 (人 ) 




















現状 値 2019 2020 2021 2022 
146 150 150 150 150 


Lr 


E 活 支援 コー ディ ネー ター 連絡 会 の 開催 









































現状 値 は 2017 年 の 値 














・ 地 域 包括 支援 セン ター 職員 向け 業務 支援 研修 参 





















































加 者 数 (人 ) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 地域 包括 支援 セン ター 職員 向け 業務 支援 研修 の 開催 
646 650 650 650 650 

現状 値 は 2017 年 の 値 

















・ 認 知 定 サ ポー ター 養成 表 (人 ) ( 昧 計 】 








現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 認知 症 サ ポー ター 養成 講座 の 開催 















































14, 743 12, 000 24, 000 36, 000 48, 000 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 









































・ 高 齢 者 人 口 に 占め る 介護 予防 に 資す る 通い の 場 

























































































へ の 参加 者 の 割合 ( 週 1 回 以上 ) (%) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 住民 主体 の 介護 予防 の 取組 支援 
3 (2018) | (2019) | (2020) | (2021) 
1.7 2.0 2.3 2.6 

現状 値 は 2016 年 の 値 





④ 介護 を 要する 高齢 者 が 住み 慣れ た 地域 
で 安心 し て 暮らす こと の で きる 環境 の 整 











































































































備 
』 標 
・ 主 任 介護 支援 専門 員 研 修 修了 者 数 (人 ) [ 昧 計 = ー 
、 主任 介護 支援 専門 員 等 の 研修 実施 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 任 介護 支援 専門 1 
,052 | 1.207 | 1.287 | 1.367 | 1,447 
現状 値 は 2017 年 の 値 






































・ 地 域 密着 型 サ ービス 事業 所 数 (箇所 ) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 























施設 整備 に 係る 補助 



























































602 626 651 677 704 
現状 値 は 2018 年 の 実績 値 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 



























































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 

⑤ 障がい 者 が 安心 し て 生活 で きる 環境 の 

整備 

上 標 
・ 障 が い 者 の 不利 益 取 扱 に 対応 する 相談 窓口 職員 障がい 者 に 対す る 不利 益 な 取扱 い の 解消 に 向け た 
研修 受講 者 数 (人 ) 〔 累 計 ] 普及 盛 発 活 : 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 - = 

57 80 160 | 240 | 320 。 相談 窓口 の 設置 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 相談 窓口 対応 職員 を 対象 と し た 研修 の 実施 
ら の 累計 

・ 隊 が い 者 の グル ー プ ホー ム 利 用 者 数 (人 ) 障がい 福祉 サー ビス の 基盤 整備 に 係る 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 市 町 村 ・ 事 業者 と の 連携 























,850 | 1.958 | 2.019 | 2,.076 | 2,133 
現状 値 は 2017 年 の 値 























が い 福 祉 サー ビス の 基盤 整備 に 対す る 補助 
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・ 相 談 支 援 専門 員 初 任 者 研修 修了 者 数 (人 ) 











































































































[累計 ] 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ーー 二 記 
1 80 160 240 320 相談 支援 専門 員 初 任 者 研修 の 実施 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 

ら の 累計 





⑥ 障がい 者 の 社会 参加 の 促進 








| 





薄 





テ 





I 








・ 手 話 通 訳者 ・ 要 約 筆記 者 の 派遣 件 数 (件 ) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 

















E 話 通訳 者 ・ 要 約 筆記 者 の 養成 及び 派遣 の 実施 
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39 90 貞 パソ コン ボラ ンティア の 養成 及び 派遣 の 実施 


































































































現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 農 業 に 取り 組ん で いる 就労 継続 文 援 B 型 事業 所 

の 割合 (%) 農 福 連 携 等 の 取組 に 対す る 支援 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 

59 55 57 59 61 コー ディ ネー ター の 配置 ・ マ ル シ ェ の 開催 
現状 値 は 2017 年 の 値 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
~2018 2019 2020 2021 2022 








県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 
⑦ 福祉 人 材 の 育成 ・ 確 保 


目標 





























いわ て 福祉 コン ソー シア ム ・ ト ー ク セッ ショ ン に お ける 


資金 富 祉 ・ 介 護 人 材 育成 に 関 意見 交 固 
会 福祉 施設 等 で 就業 し NA 



























































けた 者 の うち 、 県 
た 者 の 割合 (%) 


















































































































































































































































社会 福祉 研修 の 実施 に よる 福祉 ・ 介 護 人 材 の bp 
現状 値 2019 2020 2021 2022 育成 及び 資質 向上 
86.2 95 95 95 95 
現状 値 は 2017 年 の 値 修学 資金 貸付 に よる 介護 福祉 士 等 の 確保 ・ 育 成 ・ 定 着 。 上 
士 ・ 保 育 所 支援 セン ター マッ チン グ 件 数 
(件 ) 〔 累 計 〕【 再 掲 】 
2019 | 2020 | 2021 | 2022 oe 
129 265 408 558 保育 士 や 放課後 児童 支援 員 等 の 人 材 確保 | 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 

























































・ キ ャ リア 支援 員 が 介在 し 介護 の 職場 に 就職 し た 
人 数 (人 ) [累計 ] 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
311 305 615 930 1, 250 

現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 

ら の 累計 















































介護 人 材 の 確保 ・ 定 着 の 促進 
(マッ チン グ の 支援 な ど ) 












































mi 












































介護 従事 者 の 負担 軽減 の 支援 
(介護 ロボ ッ ト の 導入 支援 、T CT 活用 な ど ) 






































握 吐 








・ 介 護 ロ ボッ ト 導 入 に 係る 補助 台数 ( 台 ) [累計 
















































































現状 値 | 2019 2020 2021 2022 優良 事例 収集 は | 
ー 100 150 200 230 
標 値 は 2018 年 か ら の 昌 計 















































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (県 民 ・NPO 等 ) 

・ 県 ・ 市 町 村 の 各種 計画 策定 や 政策 形成 へ の 参画 
・ 住 民 相 互 の 身近 な 支え 合い へ の 参加 

・ 地 域 の 生活 支援 等 へ の 参加 、 協 力 

・ ボ ラン ティ ア 活 動 へ の 参加 、 協 力 

・ 障 が い 者 に 対す る 不利 益 な 取扱 い の 解 ? 

























































































IIS 




















・ 地 域 福 祉 活動 の 取組 ・ 支 援 

・ 地 域 包括 ケア シス テム を 担う 人 材 の 育成 

・ エ ユニ バー サル デザ イン の 考え 方 に 基づく 事業 展開 

・ 介 護 ・ 福 祉 サー ビス 基盤 の 整備 と 質 の 高い サー ビス の 提供 
・ 事 業 従事 者 の 確保 ・ 育 成 ・ 定 着 

利用 者 の 権利 擁護 の 推進 

・ 高 齢 者 の 見 守り 活動 へ の 参加 

被災 者 を 対象 と する 生活 相談 等 や 見 守り 活動 等 の 推進 





























































































































| ・ 災 害 派遣 福祉 チー ム へ の 参画 
| ・ 農 林 水 産 分 野 に お ける 障がい 者 の 就労 に 向け た 取組 の 推進 























(団体 ) 

・ ボ ラン ティ ア の 育成 ・ 活 動 の 推進 

・ 地 域 包 括 ケ アシ ステ ム へ の 参画 

・ 専 門 的 知識 ・ 技 術 を 有する 福祉 人 材 の 育成 

・ 地 域 に お ける 生活 支援 の 仕組 みつ づ くり へ の 参画 ・ 協 働 

・ 和 被災 者 を 対象 と する 生活 相談 等 や 安 告 ・ 見 守り 活動 の 推進 

・ 災 害 派遣 福祉 チー ム 派 遺体 制 整 備 等 の 推進 

・ 障 が い 者 の 社会 活動 へ の 参加 支援 

(市 町 村 ) 

・ 各 種 市 町 村 計 画 の 策定 ・ 推 進 

・ 相 談 支 援 機能 の 強化 な ど 包 括 的 支援 体制 の 整備 

・ 介 護 ・ 福 祉 を 担う 人 材 の 確保 等 

・ 生 活 困 徐 者 に 対す る 相談 支援 や 就労 支援 な どの 包括 的 支援 

・ 保 健 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 の 各 関 係 機関 と の 連携 強化 

・ 住 民 相 互 の 身近 な 支え 合い や 地域 に お ける 生活 支援 、 介 護 予防 等 の 仕組 み づ く り の 推進 
・ 地 域 包括 ケア シス テム の 構築 及び 深化 ・ 推 進 

・ 介 護 サ ービス の 質 の 確保 に 向け た 事業 者 指導 

・ 介 護 ・ 福 祉 サー ビス 基盤 の 計画 的 な 整備 
・ 地 域 自立 支援 協議 会 を 中 核 と し た 障がい 者 の 支援 体制 の 充実 
・ 障 が い に つ いて の 理解 の 促進 等 
| ・ 成 年 後見 制度 利用 促進 計画 の 策定 
| ・ 災 害 に 備え た 取組 推進 と 災害 時 の 避難 行動 要 支 援 者 等 の 的 確 な 避難 支援 
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I 健康 ・ 余 暇 


- 二 4 幅広 い 分 野 の 文化 芸術 に 親しみ 、 
画 生涯 を 通じ て スポ ー ツ を 楽し お 機 会 を 広げ ます 






(基本 方 向 ) 

幅広 い 分 野 の 文化 芸術 に 親 し む 機 会 の 拡大 に 向け 、 年 齢 、 性別 、 障がい の 有無 に 関わ ら ず 、 県 民 
が 身近 な 場所 で 手軽 に 文化 芸術 活動 を 発表 ・ 鑑 賞 で きる 機会 の 充実 を 図り ます 。 

また 、 岩 手 県 の 多彩 な 魅力 の 発信 と ブラ ンド カ の 向上 を 図る た め 、 本 県 な ら で は の 文化 に つい て 、 
文化 を めぐ る 新しい 動向 な ど を 踏ま えな が ら 、 国 内 外 へ の 展開 や や 観光 分 野 を は じ め と し た 幅広 い 分 
野 へ の 活用 を 進め ます 。 
県 民 が 心身 と も に 健康 的 に 暮らせ る よう 、 身 近 な 地域 で スポ ー ツ 活動 が で きる 総合 型 地域 スポ ー 
ツク ラブ ' の 活性 化 な ど を 通じ て 、 若 年 期 か ら 高齢 期 ま で の ライ フス テー ジ に 応じ た スポ ー ツ を 楽 
し む 機 会 の 充実 を 図り ます 。 

また 、 障がい 者 スポ ー ツ の 一 層 の 推進 を 図る た め 、 障がい の ある 人 も な い 人 も 共に 楽し む な ス ポー 
ツ 大 会 や 教室 の 開催 な ど を 通じ て 、 障 が い 者 の スポ ー ツ へ の 参加 機会 の 充実 や 障がい 者 スポ ー ツ の 
理解 促進 に 取り 組み ます 。 

ら に 、 年齢 や 身体 能力 、 障がい の 有無 等 に 関わ ら ず 、 県 民 一 人 ひと り が スポ ー ツ に 取り 組む 新 

し い 地 域 社会 を 創造 する た め 、 岩 手 発 の 「 超 人 スポ ー ツ ?」 の 創出 等 に より 、 ス ポー ツ へ の 参加 機 
会 を 広げ ます 。 






















































































現状 と 課題 

東日本 大 震 災 津 渡 の 発 災 以降 、 被 災 地 を 支援 する 様々 な 文化 芸術 活動 が 行わ れ て きま し た が 、 
今後 も 文化 芸術 を 鑑賞 する 機会 と 、 活 動 や 発表 の 場 を 一 層 確 保 し て いく 必要 が あり ます 。 
岩手 の 様々 な ソフ ト パ ワ ー を 生か し た 取組 な ど を 背景 に 、「 い わ て 若者 文化 祭 」 や 「 い わ て 県 
南ア ー ト プロ ジェ クト 」 な どの 若者 の 多様 な 文化 活動 を 更に 活発 に し て いく 必要 が あり ます 。 
障がい 者 アー ト (アー ル ・ ブ リュ ッ ト ツ ) 作家 の 暮 出 や 「 ア ー ル ・ ブ リュ ッ ト い わ て 展 」 の 開催 
な ど 。 I こ 対 する 県 民 の 理解 増進 や 活動 支援 の 取組 が 展開 され て お り 、 こ 
うし た 動き を 更に 進め て いく 必要 が あり ます 。 

本 県 で は 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019 ず "釜石 開催 や 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ パラリンピック 
競技 大 会 を 間近 に 控え 、 ス ポー ツ へ の 関心 が 高まっ て いる 一 方 、 年 齢 別に 見 て 、 働 く 世 代 の スポ 
ー ツ 実施 率 が 低い 傾向 に あり ます 。 





















































1 総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ : 人 々 が 、 身 近 な 地域 で スポ ー ツ に 親しむ こと の で きる 新しい タイ プ の スポ ー ツ クラ ブ で 、 子 ども か ら 高 齢 者 
まで 、 様 々 な スポ ー ツ を 愛好 する 人 々 が 、 初 心 者 か ら ト ッ プ レベ ル ま で 、 そ れ ぞ れ の 志向 ・ レ ベル に 合わ せ て 参加 で きる と い 2 う 特徴 を 持ち 、 

地域 住民 に より 自主 的 ・ 主 体 的 に 運営 され る スポ ー ツ クラ ブ 。 
? 超人 スポ ー ツ : 人 間 の 身体 能力 を 補い 拡張 する 人 間 拡 張 工 学 に 基づき 、 人 の 身体 能力 を 超え る 力 を 身 に 付け 「 人 を 超え る 」、 あ る い は 、 

年 齢 や 障がい な どの 身体 差 に より 生じ る 「 人 と 人 の バリ ア を 超え る 」、 テ クノ ロジ ー を 自在 に 乗り こなし 、 競 い 合う 「 人 機 一 体 」 の 新た な 
スポ ー ツ 。 
3 アー ル ・ ブ リュ ッ ト : 生 ( き ) の 芸術 と 訳 さ れ 、 伝統 や 流行 、 教育 な ど に 左右 され ず 自 身 の 内 側 か ら 湧 き あ が る 衝動 の まま に 表現 し た 芸術 。 
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総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ が 県 内 25 市 町 村 に 58 ク ラブ 設置 され 、 地 域 で 様々 な スポ ー ツ 活動 が 
実施 され て いる と と も に 、 県 内 に 約 700 人 いる スポ ー ツ 推進 委員 * が 、 住 民 の スポ ー ツ 活動 を サポ 
RUL KN ます し 
障がい 者 スポ ー ツ を 支え る 組織 が 、 県 城 と 市 町 村 に それ ぞ れ 1 組織 設置 され 、 ス ポー ツ 教 室 や 
大 会 開催 な どの 取組 が 進め られ て いま す 。 
最 先 端 の テク ノロ ジー を 用 いて 競い 合う 「 超 人 スポ ー ツ 」 を は し じ め 、 従 来 の スポ ー ツ の 枠 を 超 
えた 様々 な 競技 が 展開 され て いま す 。 

県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 県 民 が 日 常 的 に 文化 芸術 に 親しむ 機会 の 充実 
年 齢 、 性 別 、 障 が い の 有 無 に 関わ ら ず 、 県 民 が 身近 な 場所 で 手軽 に 文化 芸術 活動 を 発表 ・ 鑑 党 
で きる 機会 の 充実 を 図り ます 。 
県 民 の 文化 芸術 活動 の 活性 化 を 図る た め 、 「 岩 手芸 術 祭 」 の 新た な 分 野 の 拡大 を 図る と と も に 
芸術 体験 イベ ント や 地域 の 文化 催事 と の 連携 イベ ント を 開催 し 、 県 民 が 身近 に 文化 芸術 を 体験 で 
きる 機会 を 提供 し ます 。 
本 県 の 文化 レベ ル の 向上 を 図る た め 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 の 取組 を 契機 と し た 海外 と 










































































の 絆 を 生か し た コン サー ト を 開催 する と と も に 、 国 際 音 楽 祭 な どの 文化 イベ ント を 展開 し ます 。 
本 県 の 文化 芸術 の 発信 力 、 訴 求 力 を 強化 する た め 、「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 ホ ー ム ペー ジ 
に お いて 、 県 内 の 文化 芸術 に 関す る 情報 を 国内 外 に 向け 広く 提供 し ます 。 

多く の 子ども た ち に 人 細 少 期 か ら 優れ た 文化 芸術 に 触れ る 機会 を 提供 する た め 、 子 ども た ちの 興 
味 ・ 関 心 の 向上 や 文化 芸術 活動 へ の 参加 、( 公 財 ) 岩手 県 文化 振興 事業 団 や (一 社 ) 岩手 県 芸術 
文化 協会 等 と 連携 し た 県 内 学校 等 へ の 芸術 家 派遣 な どの 取組 を 進め ます 。 

「 文 学 の 国 い わ て 」 の 進展 に 向け 、 文 芸 活動 の 振興 を 図る た め 、 本 県 ゆか り の 作家 と の つなが 
り を 広め な が ら 、 若 者 を 対象 と し た ワー クシ ョ ッ プ を 開催 する な ど 、 県 民 の 創作 活動 を 支援 しま 


お 


優れ た 文化 芸術 の 鑑賞 機会 を 生か し て 、 
ND pO 


た め 、 


















































日 
呈 童 





生徒 

















E の 豊 











か な 心 を 育み 、 演 奏 技術 等 の 向上 を 図る 
よし 、 海外 で 活躍 する 本 県 ゆか り の アー 



































に 文化 芸術 活動 に 参加 で きる 環境 づく り 








三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 を 通じ 











ティ スト と の 交流 機会 を 創出 し ます 。 

高齢 者 が 健康 で 生き が い を 持っ て 暮らせ る よう 、 身 近 ( 
を 進め ます 。 

文化 芸術 に よる 復興 の 取組 を より 一 層 推 進 す る た め 


て の つなが りな ど を 生か し た 取組 を 展開 し ます 。 
文化 を めぐ る 新しい 動向 に 対応 し た 取組 の 推進 

















本 県 の 多彩 な 魅力 の 発信 と ブラ ンド 力 の 向上 を 図 





を めぐ る 新しい 








動向 な ど を 踏ま そえ な が ら 、 国 内 外 へ の 展 





へ の 活用 を 進め ます 。 


イト 


若 
職場 ・ 














の 多様 な 文化 
地域 の 枠 を 超え た 交流 の 機会 を 提 




















各 動 を 本 県 の 力 と する た め 、 若 者 の 1 




















刀 る た め 、 本 県 な ら で は の 文化 に つい て 、 文 化 


開 や 観光 分 野 を は じ め と し た 幅広 い 分 野 














E と 創造 性 が 発揮 され る 機会 や 、 学校 ・ 





固 属 











供し ます 。 








+ スポ ー ツ 推進 委員 : 市 町 村 に 
ー ツ に 関す る 指導 ・ 





RI 





お ける スポ ー ツ の 推進 の た め 、 事 


寺 








助言 を 行う 者 。 
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業 実施 に 係る 連絡 詩 


住民 に 対す る スポ ー ツ の 実技 指導 及び その 他 ス ポ 








③ 障がい 者 の 文化 芸術 活動 の 推進 
県 民 の アー ル ・ ブ リュ ッ ト へ の 関心 を 高め る た め 、 県 内 の 優れ た ア 















































































































































アー ル ・ ブ リュ ッ ト 作 品 を 集 
































め た 巡回 展 を 開催 し 、 県 民 が より 身近 に 作品 に 触れ る こと が で きる 機会 を 提供 し ます 。 

障がい 者 の 文化 芸術 活動 の 活性 化 を 図る た め 、 障 が い 者 文化 芸術 祭 や 障がい 者 音楽 祭 を 開催 し 、 
積極 的 に 文化 芸術 活動 に 取り 組む こと が で きる よう 発表 の 場 を 確保 し ます 。 

障がい 者 芸術 活動 支援 セン ター を 中 核 と し て 、 障 が い 者 の 文化 芸術 活動 を 総合 的 に 支援 し て い 
きま す 。 

④ ライ フス テー ジ に 応じ た スポ ー ツ を 楽し む 機 会 の 充実 

総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ の 活性 化 の た め 、 ク ラブ の 創設 ・ 育 成 等 を 担う 広域 スポ ー ツ セン タ 
ー" と 連携 し 、 運 営 の 指導 ・ 助 言 等 に 取り 組み ます 。 

地域 の スポ ー ツ 活動 を 担う スポ ー ツ 推進 委員 の 資質 向上 を 図る た め 、 市 町 村 等 と 連携 し 、 研修 ・ 
研究 大 会 の 実施 な ど に 取り 組み ます 。 

スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン の 普及 の た め 、 県 スポ ー ツ 振興 事業 団 等 と 連携 し 、 各 種 教室 、 指 


導 者 育 








成 等 に 取り 組み ます 。 














子ども か ら 高 齢 者 まで W 
づく り と 体力 向上 の た め 、 ス ポー ツジ 医 
あら ゆる 年 代 で スポ ー ツ へ の 参加 機運 の 醸成 を 図 
習慣 の 定着 化 に 向け た 取組 を 幅 


















































昌広 い 有 








年 代 の 運 征 













































































・ 科 学 の 知見 【 

















広く 展開 し ます 。 





習慣 の 定着 や 生活 習慣 病 ・ 介 護 子 防 等 
に 基づく 運動 プロ グラ ム 
る た め 、 学 校 、 地 域 、 


こつ な が る 健康 
を 提供 し ます 。 
家庭 等 と 連携 し 、 運 動 















































県 民 が スポ ー ツ を 楽し む 場 を 提供 する た め 、 県 内 の スポ ー ツ 施設 の 現状 や 県 と 市 町 村 と の 役割 
分 担 、 県 民 の ニー ズ な ど を 踏ま え 、 県 営 ス ポー ツ 施 設 の 適切 な 維持 管理 や 修繕 、 更 新 等 を 実施 し 
ます 。 


スポ ー ツ 医 ・ 科 学 の 知見 を 生 




















う 、 関 係 団体 と 連携 
障がい 者 スポ ー ツ の 理解 促 






































施 な ど に 取り 組み ます 。 


障がい 者 スポ ー ツ の 一 層 の 推進 
| 強化 や 設立 に 向け た 支援 に 
岩手 発 の 「 超 人 スポ ー 


の 体 和 





企業 、 





年 齢 や 身体 能 


大 学 等 と 幅 











し 、 障がい 


昌広 く 連携 し 、 若 者 を 中 
に よる 岩手 発 の 「 超 人 スポ ー ツ 」 の 創出 
、 障 が い の 有 無 等 ( 














進 


























を 図 





















































スポ ー ツ を めぐ A を 踏ま えな が ら 、 


、「e スポ ー ツ 」 な どの 可能 





5 広域 スポ ー ツ セン ター : 
ツ 活 動 全 般 に つい て 、 


各 都 道府県 に お いて 広域 市 町 村 
効率 的 な 支援 を 行う 役割 を 担う も の 。 








属 

















内 の 総合 型 ス ポー ツク ラブ の 創設 や 運 
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[ 

















圏 


か し た 健康 づく りや 競技 力 向 上 等 を 図 


る た だめ 





、( 公 財 ) 岩手 県 体 

















ツ 参 加 機 会 の 拡大 


還 


プラ ッ ト フ ォ ー ム 」 











育 協 会 、 ス ポー ツ 関 係 団体 、 企 業 、 大 学 等 と 連携 し た 「 い わ て スポ ー ツ 推進 
を 構築 し 、 活 動 拠点 の 整備 に 向け た 検討 を 行い ます 。 

⑤ 障がい 者 スポ ー ツ へ の 参加 機会 の 充実 
障がい 者 が 身近 な 地域 で 自ら の 興味 ・ 関 心 、 適 性 等 に 


応じ て スポ ー ツ を 楽し むこ と が で きる よ 
対象 の スポ ー ツ 大 会 や スポ ー ツ 教室 の 実施 な ど に 取り 組み ます 。 
の た め 、 障 が い の あ る 人 も な い 人 も 共 !( 


に 楽し な スポ ー ツ 教室 の 実 


る た め 、 関 係 機関 と 連携 し 、 障 が い 者 スポ ー ツ の 推進 組織 
取り 組み ます 。 
ツ 」 の 創出 等 に よる スポ ー 
スポ ー ツ の 概念 及び 捉え 方 の 拡張 を 図り 、 ス ポー ツ を より 身近 な も の と する た め 、 関 係 
心 と し た ワー クシ ョ ッ プ の 開 1 
に 取り 組み ます 。 
に 関わ ら ず 、 県 








団体 、 
な 発想 

















讐 な ど に より 、 自 














民 一 人 ひと り が スポ ー ツ に 取り 組め る よう 、 
超人 スポ ー ツ 」 の 普及 な ど に 取り 組む と と 
生 を 研究 し て いき ます 。 











、 活 動 と と も に 、 





内 に 





お ける スポ ー 








県 が 取 り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 



























































































































































































































と 2018 2019 2020 2021 2022 

① 県 民 が 日 常 的 に 文化 芸術 に 親しむ 機会 

の 充実 

目標 岩手 芸術 祭 ・ 芸 術 体験 イベ ント の 開催 還っ | 
・ 岩 手芸 術 祭 参加 者 数 (人 ) [ 果 計 】 OR 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 [を 学 の 国 K 人 

25191 | 27000 | 49000 | 7L000 | 93000 文学 の 国 い わ て 」 の 取組 の 推進 | 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累 計 「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 ホ ー ム ペー ジ に よる 情報 発信 F 導 
「 岩 手 県 文化 芸術 コ ディ ネー ター」 の 活動 件 各 広 域 振興 岡 に お ける 

数 (件 ) [ 素 計 ] 「 文 化 芸 術 活動 支援 ネッ トワ ー ク 会 議 」 の 開催 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 








































































































402 405 815 1, 230 1, 650 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 三陸 防災 
復興 プロ a ur 
ら の 果 計 | 国際 普 楽 祭 の 開催 トー 
・ 県 立 文化 施設 (県 民 会 館 、 県 立 博 物 館 、 県 立 美 ls 

















術 館 ) 利用 者 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 






























































438,274 | 449,500 | 453,500 | 457,500 | 462, 500 県 立 文化 施設 の 適切 な 運営 管理 Lp 
現状 値 は 2016 年 の 値 
文化 を めぐ る 新しい 動向 に 対応 し た 取 








太 












































































































































































































































































































































































































































組 の 推進 
. コミック いわ て WE B 訪 問 者 数 (人 ) SNS と の 連動 、 定 期 的 な マン ガ の 配信 、 和 観光 と 連動 し た PR ji 
喝 状 値 | 2019 2020 2021 2022 
品 ーー ーー 000 | 193, 000 | 196, 000 | サイ ト の 機能 性 向上 | | | 多 言語 に よる 敵 
状 値 は 2017 年 の 人 ・ 多 言語 化 構築 情報 発信 
・ 若 者 文化 祭 等 の 若者 関連 文化 イベ ン 
人 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 若者 文化 振興 事業 に よる 若者 文化 関連 活動 支援 
7,498 | 7,500 | 13,000 | 18, 500 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 
ら の 果 計 
③ 障がい 者 の 文化 芸術 活動 の 推進 
目標 
・ 岩 手 県 障がい 者 文化 芸術 祭 出展 数 (件 ) [累計 5 
DIE っ 8 の の 5 アー ル ・ プ リュ ッ ト 作 品 に 触れ る 機会 の 提供 > 
315 635 960 1, 290 
F 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か ー 
障がい 者 文化 芸術 祭 ・ 音 楽 祭 の 開催 aa 
FE 県 障がい 者 音楽 祭 参加 団体 数 (団体 ) 、 の 
\ < 値 2019 2020 2021 2022 障がい 者 芸術 活動 援 セ ンタ ー を 中 核 と し た 支援 mal 
15 16 17 18 
E の 値 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 








<2018 2019 2020 2021 2022 









④ ライ フス テー ジ に 応じ た スポ ー ツ を 楽 
し お む 機 会 の 充実 





総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ の 創設 、 育 成 支援 
品 ク ラブ 、 そ の 他 地 域 の スポ ー ツ 活動 の 充実 、 支 援 





























目標 
































・ 総 合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ 会 員数 (地区 全戸 カ スポ ー ツ 推進 委 





















































































































































































































































































































































除く ) (人 ) 
2019 | 2020 | 2021 | 2022 スポ ー ツ 医 ・ 科 学 の 知見 に 基づく 運動 プロ グラ ム の 提供 
11,628 | 11,840 | 12,060 | 12, 280 | 12, 500 
四 状 値 は 2018 年 の 値 5 pp 8 
現状 値 値 スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン の 教室 開催 、 指 導 者 育成 
・ 県 営 ス ポー ツ 施 設 の 利用 者 数 (万 人 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 スポ ー UK 運 
2 114 116 118 旧 成 を 図る 県 民 運動 上 県 民 運 動 の 展開 、 定 着 、 拡 フ 
現状 値 は 2017 年 の 値 計 
ポー ツ 施 設 の | 県営 スポ ー ツ 施設 の 維持 管理 や 
個別 施設 計画 の 策定 修繕 、 更 新 等 



























































スポ ー ツ 推進 プラット フォ ー ム の 構築 














組織 検 対 設置 ・ 運 営 
































活動 拠点 の 整備 に 向け た 検討 
































⑤ 障がい 者 スポ ー ツ へ の 参加 機会 の 充実 








































































































上 標 
・ 障 が い 者 スポ ー ツ の 教室 ・ 大 会 の 参加 人 数 (人 
[累計 ] 8 KR - 
= ーー 県 障 \ い を スポ さき 会 筐 の 実施 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 ツ 教 室 、 県 障 が ポー ツ 大 会 等 の 実 導 
2,954 | 3,070 | 6,200 | 9,390 | 12,640 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 開 障がい の ある 人 も な い 人 も 共 ( に 楽し む 
ら の 累計 スポ ー ツ 教室 等 の 実施 























・ 障 が い 者 の 受入 ・ 活 動 支援 を 行う スポ ー ツ 関係 
























































羽 体 数 (団体 ) (累計 が い 者 の 全人代 総合 型 ク ラブ に お ける 障がい 者 の 
状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ほ 開 受入 、 活 動 支 援 の 全 県 拡大 
































11 14 17 20 





























現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 和 
ら の 果 計 


























障がい 者 スポ ー ツ 推進 組織 の 体制 強化 、 設立 に 向け た 取組 の 支援 























⑥ 岩手 発 の 「 超 人 スポ ー ツ 」 の 創出 等 に 
よる スポ ー ツ 参加 機会 の 拡大 

標 

・ 超 人 スポ ー ツ ワー クシ ョ ッ プ 参加 者 数 (人 )【〔 昧 計 ] 




















現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 超人 スポ ー ツ ワー クシ ョ ッ プ の 開催 


























69 70 140 210 280 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 
ら の 累計 





















































・ 超 人 スポ ー ツ オー プン セミ ナー 参加 者 数 (人 ) ー 
[ 果 計 】 超人 スポ ー ツ の 普及 啓発 (セミ ナー 等 ) ・ 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 国内 外 へ の 情報 発信 

40 50 110 180 260 




































































現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 
ら の 指 計 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 











・ 文 化 芸術 活動 へ の 参加 、 理 解 
・ ス ポー ツ 活 動 へ の 参加 











・ 文 化 芸術 ・ ス ポー ツ 活 動 へ の 支援 

・ 文 化 芸 術 ・ ス ポー ツ 活 動 へ の 参加 に 向け た 環境 の 整備 
(文化 芸術 活動 団体 ) 

・ 文 化 芸 術 活動 の 取組 実施 、 支 援 、 情 報 発信 
(スポ ー ツ 関係 団体 ) 

・ ス ポー ツ 関 係 団体 及び 組織 体制 の 強化 

・ 生 涯 スポ ー ツ 、 障 が い 者 スポ ー ツ の 推進 

(文化 施設 ) 

・ 鑑 賞 機会 の 提供 

・ 活 動 場 所 ・ 成 果 発 表 機会 の 提供 
(教育 機関 等 ) 

・ 文 化 芸 術 活動 の 取組 実施 、 文 援 、 情 報 発信 
・ 運 動 習 慣 の 定着 に 向け た 取組 の 推進 
市 
文 










































































町 村 ) 
芸術 活動 の 取組 推進 、 支 援 、 情 報 提供 
・ ス ポー ツイ ベン ト 等 の 開催 
・ ス ポー ツ 活 動 へ の 住民 の 参加 促進 
| ・ ス ポー ツ 環 境 の 整備 
| ・ 障 が い 者 スポ ー ツ の 理解 促進 








e 
と 
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I 健康 ・ 余 暇 


園 
5 生涯 を 通じ て 学び 続け られ る 場 を つく り ま す 


(基本 方 向 ) 

生涯 を 通じ て 楽し く 学 こと が で き 、 一人ひとり の 学び を 地域 コミ ュ ニ ティ の 再生 ・ 維 持 ・ 向 上 
や 地域 の 課題 解決 に 役立て て いく た め 、 情 報 通信 技術 (I CT) を 活用 し た 学習 情報 の 提供 等 や 、 
「 地 域 学校 協 働 活動 | へ の 参加 の 促進 な ど に より 、 多 様 な 学習 機会 の 充実 を 図り 、 学 び の 成果 を 
地域 の 活性 化 に つなげ る 仕組 み づ く り を 推進 し ます 。 
また 、 県 民 一 人 ひと り の 郷土 に 対す る 誇り や 愛着 を 醸成 する た め 、 自然 、 文化 、 歴史 な ど 、 有形 ・ 
無形 の あら ゆる 資源 を 学び の 対象 や 場 と する こと に より 、 岩 手 な ら で は の 学び の 提供 に 取り 組み ま 
す 。 

さら に 、 誰 も が 学び た い 時 に 学べ る 環境 を 整備 する た め 、 指導 者 の 研修 会 等 に より 、 社会 教育 の 
核 を 担う 人 材 を 育成 する と と も に 、 多 様 な 学び の ニー ズ に 応じ た 社会 教育 施設 の 充実 を 図り ま 
す 。 












































現状 と 課題 
健康 志向 の 高まり や 医療 体制 の 充実 等 に より 、 人 生 100 年 時 代 を 迎え る 中 、「 い つ で も ・ ど こ で 
も ・ だ れ で も 」 生 涯 に わた っ て 学習 を 継続 し 、 そ の 成果 を 社会 に 役立て る こと が で きる 環境 づく 
り が 必要 で す 。 
社会 教育 施設 の 利用 や 、 市 町 村 等 が 主催 する 各種 講座 等 へ の 参加 な ど を 通じ 、 多 く の 県 民 が 生 
涯 学習 に 積極 的 に 取り 組ん で お り 、 こ うし た 多様 な 活動 を 更に 広げ て いく こと が 必要 で す 。 
県 民 が 学び た い 時 に 学べ る 環境 を 提供 し て いく た め に は 、 中 核 的 な 人 材 育 成 に 加え 、 博 物 館 や 
青少年 の 家 な どの 社会 教育 施設 の ハー ド 面 、 ソ フト 面 を 充実 させ て いく こと が 必要 で す 。 







































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 多様 な 学習 機会 の 充実 
生涯 を 通じ て 楽し く 学 ぶ 基 盤 づ くり の た め 、 読 書 ボ ラン ティ ア と 連携 し た 読み 聞か せな ど 、 幼 
少年 期 の 読書 活動 を 推進 し ます 。 
「 い つ で も ・ ど こ で も ・ だ れ で も 」 生 涯 を 通じ て 学び 続け られ る 環境 づく り の た め 、 市 町 村 と 
連携 を 図り な が ら 、 県 立 生涯 学習 推進 セン ター 等 に よる 、 情 報 通信 技術 (I CT) を 活用 し た 学 
び の 機会 や 活躍 の 場 等 に 関す る 情報 の 集積 ・ 提 供 な ど 、 学 習 情報 提供 の 仕組 み を 一 層 充 実 させ ま 
す 。 



















































































1 地域 学校 協 働 活動 : 意 下 校 指導 、 校 庭 整 備 、 各 教科 の 学習 支援 、 地 域 の 資源 回 収 、 地 域 伝統 行事 へ の 参加 等 、 地 域 と 学校 が 相互 に パー ト 
ナー と し て 連携 ・ 協 働 し て 行う 様々 な 活動 。 教 育 振興 運動 の 内 容 も これ に 当たり 、 地 域 の 高齢 者 、 成 人 、 学 生 、 保 護 者 、PTA、NPO、 民 間 企 
業 、 団 体 ・ 機 関 等 の 幅広 い 地域 住民 等 の 参画 を 得 て 、「 学 校 を 核 と し た 地域 づく り 」 と と も に 「 地 域 と と も に ある 学校 づく り 」 を 目指 す も 
の 。 
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障がい 者 の 生涯 を 通じ た 学習 活動 や 、 特 別 な 事情 に より 就学 困難 な 生徒 等 の 学習 機会 の 充実 を 










































































利用 者 の 学習 活動 を 支え る レフ ァ レ ンス 業務 * を 充実 し ます 。 








② 岩手 な ら で は の 学習 機会 の 提供 





図る た め 、 個 別 の 学習 ニー ズ に 応じ た 学習 相談 や 情報 提供 を 行い ます 。 
県 民 の 主体 的 な 学び を 支援 する た め 、 図 書館 に お いて 資料 ・ 情 報 の 収集 


























県 民 一 人 ひと り の 郷土 に 対す る 誇り や 愛着 を 醸成 する た め 、 社会 教育 施設 等 





文化 、 歴 史 等 の 資源 を テー マ と し た 公開 講座 を 開催 する な ど 、 








り 組 み ま す 。 
③ 学び と 活動 の 循環 に よる 地域 の 活性 化 





県 民 一 人 ひと り が 生涯 学習 で 学ん だ 成果 を 地域 課題 の 解決 等 
環 を 促す た め 、「 地 域 と と も に ある 学校 づく り 」 や 「 学 






































ォ ー ラ ム の 開催 な ど 、 学 校 運営 協議 会 制度 を 導入 し た コ 
核 と し た 「 地 域 学校 協 働 活動 」 へ の 参加 促進 に 取り 組み ます 。 

















地域 の 活性 化 に 向け た 仕組 み づ く り を 進め 








体 の 活動 の 支援 を 行う と と も に 、 団 体 相互 の 連携 ・ 協 力 に 
地域 づく り 人 材 の 育成 の た め 、 県 立 生 涯 学習 推進 セン ター を 活用 





る た め 、P TA を は 














ミュ ニテ ィ ・* 


岩手 な ら で は 





























域 づ くり に 関す る 研修 ・ 交 流 の 場 を 提供 し ます 。 


④ 社会 教育 の 中 核 を 担う 人 材 の 育成 
県 民 の 生涯 を 通じ た 学習 活動 を 支援 する た め 






































し 、 


宛 


じ め と する 各種 社会 教育 関係 団 
向け た 交流 の 機会 を 提供 し ます 。 
教育 


公民 館 の 社会 教育 指導 員 や 地域 学校 協 働 活動 推進 











・ 活 用 の 促進 を 図り 、 




















に お いて 豊か な 自然 、 
の 学習 機会 の 提供 に 取 

















に 役立て る な ど 、 学 びと 活動 の 循 
校 を 核 と し た 地域 づく り 」 を 推進 する フ 
スク ー ル “や 教育 振興 運動 ! を 
























































分 野 の 枠 を 越え た 地 









































員 な どの 指導 者 研修 会 を 開催 する と と も に 、 研修 会 で の 交流 な ど を 通じ た 指導 者 相互 の ネッ トワ ー 




















ク 化 を 図り 、 社 会 教育 の 中 核 を 担う 人 材 を 育成 し ます 。 














⑤ 多様 な 学び の ニー ズ に 応じ た 拠点 の 充実 


県 民 一 人 ひと り が 学び た い 時 に 学べ る 環境 を 提供 する た め 、 
ー ド 面 、 ソ フト 面 の 充実 を 計画 的 に 進め 、 様 々 な 

















ズ に 応じ た 学習 機会 を 提供 する 拠点 づく り を 進め ます 。 




















の 周知 ・ 交 流 を 積極 的 に 進め ます 。 











2 レフ ァ レ ンス 業務 : 情報 を 求め て いる 方 に 、 調 べ て いる 事柄 の 





市 町 村 が 設置 する 公民 館 等 の 学び の 拠点 の 発展 の た め 、 ニ ー 







































































見 を 反映 させ る こと に より 、 連 携 ・ 協 働 し な が ら 子 供 た ちの 豊か な 成長 を 支え る 仕組 み 。 
! 教育 振興 運動 : 岩手 県 に お いて 昭和 40 年 (1965 年 ) か ら 始 まり 、 
お いて 、 子 ども 、 家 庭 、 学 校 、 地 域 、 行 政 の 5 者 が 一 体 と な り 、 地 域 の 教育 課題 を 解決 する た め に 


博物 館 等 の 








県 立 社会 教育 施設 の ハ 
世代 や 多様 な 興味 関心 な ど 、 幅 広い 学び の ニー 














ズ に 応じ た 事業 文 援 や 優れ た 活動 


『 実 関係 が 分 か る 資料 の 提示 や 、 文 献 探 し の サポ ー ト を 行う 業務 。 
" コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ル : 学校 運営 協議 会 を 設置 する 学校 の こと で 、 学 校 と 保護 者 や 地域 の 人 々 が と も に 知恵 を 出し 合い 、 学 校 運営 に 意 
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全て の 市 町 村 に 推進 組織 が 置か れ 、 学 校 


区 や 公民 館 区 な どの 実践 区 に 























E 的 に 行 











われ て いる 実践 活動 の 総称 。 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 多様 な 学習 機会 の 充実 
ビビ 國 
・ 生 涯 学習 の 推進 を 支え る 指導 者 ・ ボ ラン ティ ア 県 内 各地 で の 指導 者 ・ ボ ラン ティ ア 研 修 会 の 開催 トト テ 
の 人 材 意 録 者 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
792 835 860 885 910 
現状 値 は 2017 年 の 値 市 町 村 と 連携 し た 生涯 学習 情報 提供 シス テム の 内 容 充 実 
a = 、 多様 な ニー ズ に 対応 し た 提供 提供 シス テム (HP) 
ルッ EE だ 学 う > 的 」 = ホー Fs 
生涯 学習 情 青 報 提 供 シ ステ ム (ホー ムペ ー ジ ) 利 コン テン ツ の 充実 の リ り ニ ュー アル 
件 数 (件 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
63,542 | 72.000 | 79, 000 | 86,000 | 93, 000 0 研修 
状 信 は 2017 年 の 人 | ニー ズ の 把握 | 等 の 到 実 。 | 
読書 カ い 感 童 生徒 の 害 ニー 
NR 」 と 感じ る 児童 生徒 i 5 - 第 5 次 いわ て 
ーー 、| | 第 4 次 いわ て 子ども 読書 プラ | | 子ども 読書 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 i ば レ の 周知 ・ 礎 発 及 びそ れ に 基 上 プラ ン の 策定 
琴 替 プ ブ 2 
小 45 46 47 48 50 ン の 策定 づく 読書 活動 の 蘭 境 充実 に 向け た 
中 42 44 46 48 51 実態 把握 
高 38 41 44 48 52 
現状 値 は 2018 年 の 値 
験 活動 I (%) 【 再 尾 Mi er 充実 
掲 】 へ リー = 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 研修 会 開催 に よる 資 貨 向上 
13.0 40.0 60.0 80.0 100 | 
下條 事 介 箋 の 情報 提供 
現状 値 は 2017 年 の 値 先進 事例 紹介 等 の 情報 提供 
地域 住民 等 に よる 多様 な 活動 の 実施 
市 町 村 の 推進 体制 の 見 直し 新た な 推 令 体 制 に よる 活動 充実 





























































































































































































































② 岩手 な ら で は の 学習 機会 の 提供 
目標 
・ 県 立 社会 教育 施設 で 「 岩 手 」 を テー マ と し た 講 市 町 村 と 連携 し た 生涯 学習 情報 提供 シス テム の 内 容 充 実 音 
座 の 受講 者 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 多様 な ニー ズ に 対応 する 提供 提供 シス テム (HP) 
850 950 | 1050 | 1,150 | 1250 コン テン ツ の 充実 の リー ニュー アル 
現状 値 は 2017 年 の 値 
岩手 の 自然 ・ 文 化 ・ 歴 史 等 の 資源 に 関す る 情報 収集 スコ 
社会 教育 施設 等 に お ける 公開 講座 の 開催 
_ 講座 の 体系 化 と 
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さ ゝ 工程 こ 有 HX ボ 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 森 0 
③ 学び と 活動 の 循環 に よる 地域 の 活性 化 
H 標 社会 教育 関係 団体 の 支援 ・ 団 体 相互 の 連携 協力 の 促進 回 46 
・ 生 涯 学習 の 推進 を 支え る 指導 者 ・ ボ ラン ティ ア 
の 人 材 登録 者 数 (人 ) 【 再 掲 】 生涯 学習 推進 セン ター の 機能 強化 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 — 
792 835 860 885 910 セン ター 機能 栓 結果 に 課題 に 対応 し た 
現状 値 は 2017 年 の 値 の あり 方 検 対 || 。。 二 な を 合 | 研究 ・ 研 修 の 充実 等 | | 
振興 運動 と し て 計画 的 に 取り 組ま れ て いる セン ター を 核 と し た 県 内 各地 に お ける 地域 づく り に 
凶 域 活動 件 数 (件 ー を 頑 の ーー ー 
| りら 関す る 研修 ・ 交 流 の 場 の 充実 























2019 2020 2021 2022 
4,454 | 4684 | 4.914 | 5,144 
直 は 2018 年 の 値 



























































研修 内 容 の 継続 的 な 改善 


















































地域 と 学校 が 連携 ・ 協 働 し た 活動 へ の 参加 促進 し 
(地域 学校 協 働 活動 の 活性 化 ) 









































































































































































































































































































































































































































地域 学校 協 働 活動 推進 員 (コー ディ ネー ター) の 
養成 ・ 資 質 向上 研修 会 
時 
人 材 の 活用 促進 
コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ル (学校 運営 協議 会 制度 ) の 
理解 促進 と 移行 奨励 ド 寺 
@ 社会 教育 の 中 核 を 担う 人 材 の 育成 
・ 上 会 教 指導 員 ・ 地 域 づ くり 関係 者 の 資質 向上 
を 図る 研修 会 の 受講 者 数 (人 ) 生涯 学習 ・ 社 会 教育 関係 者 及び 地域 づく り 関 係 者 の 
状 値 2020 | 2021 2022 研修 受講 促進 
9 103 113 123 関係 者 の ニー ズ 研修 の 充実 と ネッ トワ ー ク 化 0 
現状 値 は 2017 年 把握 ・ 分 析 の 推進 
市 町 村 の 生涯 学習 ・ 社 会 教育 事業 の 推進 支援 と し 
課題 解決 支援 

















還 時 1 1 | 
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5 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 ヽ 目 な 
県 が 取り 組む 史 体 的 な 推進 方 林 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
⑤ 多様 な 学び の ニー ズ に 応じ た 拠点 の 充 | 県 立 朝 物 館 及び 県 立 美術 館 に お ける 多様 な ニー ズ に 応じ る | 
実 企画 展 の 開催 



































標 
・ 県 立 博物 館 ・ 県 立 美 術 館 の 企画 展 に お ける 観覧 県 立 青 少年 の 家 に お ける 多様 な ニー ズ に 応じ る し 
体験 プロ グラ ム の 実施 


者 の 満足 度 の 割合 (%) 到 地 



























































































































































































































































現状 値 | 2019 2020 2021 2022 ー 
91 91 91 91 91 MN 開所 開所 
現状 値 は 2017 年 の 値 グラ ウン ド 等 工事 、 建 築 工 事 準備 (供用 開始 ) 序 
・ 県 立 青少年 の 家 に お ける 利用 者 の 満足 度 の 割合 本 ー ー 
(% 市 町 村 が 設置 する 公民 館 等 の 支援 Pb 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
97 97 97 97 97 









































誠 庭 














| ・ ボ ラン ティ ア 活 動 等 の 地域 活動 や 学校 を 支援 する 活動 へ の 参加 











| ・ 地 域 学 校 協 働 活動 へ の 参画 ・ 協 働 
| (地域) 
| ・ ボ ラン ティ ア 活 動 や 地域 行事 を は じ め と する 地域 活動 へ の 積極 的 参加 
| ・ コ ミュ ニテ ィ ・ ス クー ル へ の 参画 ・ 協 働 

・ 教 育 振興 運動 の 運営 
| (企業 、NPO、 各 種 団体 等 ) 
| ・ 関 係 団体 に よる 障がい 者 の 生涯 を 通じ た 学習 活動 の 支援 
| ・ ボ ラン ティ ア 活 動 を は じ め と する 地域 活動 へ の 参画 促進 
| ・ 地 域 学 校 協 働 活動 へ の 参画 
| ・ 地 域 団体 相互 の 連携 ・ 協 力 に よる 活動 の 活性 化 
| (社会 教育 施設 等 
・ 情 報 通信 技術 (1 CT) 等 を 活用 し た 多様 な 生涯 学習 情報 の 提供 
・ 図 書館 の レファレンス 業務 の 充実 
| ・ 岩 手 な ら で は の 自然 、 文 化 、 歴 史 等 を テー マ と し た 公開 講座 の 開催 
、・ 幅 広い ニー ズ や 地域 課題 を 嗜 ま えた 多様 な 学習 機会 の 充実 


(学校 ) 














































































































































































































・ 教 育 振興 運動 へ の 参画 ・ 協 働 
(市 町 村 ・ 市 町 村 教 育 委員 会 ) 
・ 情 報 通信 技術 (1 CT) 等 を 活用 し た 多様 な 生涯 学習 情報 の 提供 
様 な 学習 に 関す る 相談 体制 の 充実 
・ 幅 広い ニー ズ や 地域 課題 を 踏ま えた 多様 な 学習 機会 の 充実 
| ・ 障 が い 者 の 生涯 を 通じ た 学習 活動 の 推進 
| ・ 地 域 学 校 協 働 活動 の 指導 ・ 支 援 | 
| ・ 社 会 教育 の 中 核 を 担う 人 材 を 育成 する た め の 研修 の 充実 1 
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中 家族 ・ 子 育て 


家族 の 形 に 応じ た つなが りや 支え 合い が 育ま れ 、 
また 、 安 心して 子育て を する こと が で きる 岩手 





【 い わ て 幸福 関連 指標 】 
年 度目 標 値 計画 目標 値 
2020 2022 








標 








合計 特殊 出生 率 1.53 1.58 





② 待機 児童 数 [4 月 1 日 時 点 〕 178 49 0 





③ 地域 の 行事 に 参加 し て いる 生 
徒 の 割合 [中学生] 


63. 7 8 ; 64.0 





④ 総実 労働 時 間 年間] 1, 858. 8 





⑤ 共働き 世帯 の 男性 の 家事 時 間 


34. 2 
割合 【 週 平均 〕 中 





⑥ 犬 、 猫 の 返還 ・ 譲 渡 率 





( 犬 ) 98. 0 98. 4 98. 6 98. 8 99. 0 








( 獲 ) 93.5 94.8 95. 5 96. 1 96. 8 





























【 参 考 指標 (実績 値 )】 

待機 児童 数 [10 月 1 日 時 点 〕 (2017 年 : 681 人 ) [保育 所 等 利用 待機 児童 数 調査 (厚生 労働 省 ) ]、 
共働き 男性 の 家事 時 間 (2017 年 : 100 分 ) [県 民意 識 調査 (岩手 県 ) ]、 

共働き 女性 の 家事 時 間 (2017 年 : 292 分 ) [県 民意 識 調査 (岩手 県 ) ]、 

生涯 未婚 率 (2015 年 : 男性 26.16%、 女 性 13.07%) [国勢 調査 (総務 省 ) ] 
[ 注 ] 女性 の 家事 時 間 に 対す る 割合 
※1 上 記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又は 目標 値 を ボ し て いま す 。 
※2  「 い わ て 幸福 関連 指標 」 の 目標 値 設定 の 考え 方 に つい て は 、 巻 未 資料 に 掲載 し て いま す 。 
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具体 的 推進 方 策 
店 婚 ・ 子育て に 希望 を 持て る 環境 づく り の 推進 


6 安心 し て 子ども を 生 
る 環境 を つく り ま す 4 H 産 環境 の 整備 
支援 






















































































7 地域 や コミ ュ ニ ティ に お いて 、 
学校 と 家庭 、 住 民 が 協 働 し て 子 ど か な 体験 活動 の 充実 
ます 


も の 育ち と 学び を 支え 3 























月 


県 民 と 協 働 し た 特別 支援 教育 体 1 













































































日 YY し た 青少年 を 





















































③ 青少年 を 事件 ・ 事 故 か ら 守 る 環境 づく り の 推 




































































① 働き 方 改革 の 取組 の 推進 





























② 仕事 と 生活 

























































































10 


動物 の いのち を 大 切 に する 人 社 
を つく り ま す 動物 の いのち を 尊重 する 取 % 
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I 家族 ・ 子 育て 





6 安心 し て 子ども を 生み 育て られ る 環境 を つく り ま す 


(基本 方 向 ) 

安心 し て 子ども を 生み 育て られ る 環境 を つく る た め 、 妊娠 、 出産 、 子育て 期 に わた る 切れ 目 の な 
い 支 援 体制 の 構築 や 子育て に や さ し い 職場 づく り を 進め ます 。 

また 、 子ども が 、 生 まれ 育っ た 環境 に 左右 され ず 、 安心 し て 学ぶ こと が で きる よう 、 教 育 の 機会 
を 確保 する と と も に 、 障 が い 児 と その 家族 の 多様 な ニー ズ に 対応 し た 療育 文 援 体制 の 充実 を 図り ま 
す 。 


























現状 と 課題 

平成 29 年 (2017 年 ) の 本 県 の 出生 数 は 、8, 175 人 と 10 年 前 と 比較 し て 2, 169 人 減少 し て お り 、 ま 
た 、 平 成 29 年 (2017 年 ) の 合計 特殊 出生 率 は 、1.47 と 依然 と し て 低い 水準 に と ど ま っ て いま す 。 

平成 27 年 (2015 年 ) の 本 県 の 生涯 未婚 率 は (50 歳 時 の 未婚 率 ) は 男性 が 26. 16%、 女性 が 13.07% 
で 、 平 成 22 年 (2010 年 ) と 比べ る と 、 男 性 は 3.456 ポ イン ト 、 女 性 は 3.84 ポ イン ト 上 昇 し て お り 、 
男性 の 生涯 未婚 率 は 、 全 国 第 2 位 の 高 さ と な っ て いま す 。 

また 、 平 均 初婚 年 齢 も 上 昇 し て いる な ど 未 婚 化 、 晩 婚 化 が 一 層 進 ん で いま す 。 

家庭 や 地域 の 子育て 力 が 低下 する 中 で 、 県 民 一 人 ひと り が 家族 や 子育て の 意義 に つい て 理解 を 
深め 、 地 域 社会 全体 で 子育て 家庭 を 応援 する 機運 を 高め て いく 必要 が あり ます 。 

核 家族 化 の 進展 や 、 出 産 年 齢 の 上 昇 な ど に よる リス ク の 高い 妊婦 の 増加 や 分 婚 を 取り 扱う 医療 
機関 が 減少 する 中 で 、 安 心して 子ども を 生み 育て る た め に は 、 悩 み を 抱え る 妊産婦 等 を 早期 に 発 
見 し 、 相 談 支 援 に つなげ る と と も に 、 医師 確保 や 周 産 期 医 療 機関 の 機能 分 担 と 連携 及び 救急 搬送 
体制 の 充実 強化 に よる 、 安 心して 出産 で きる 体制 整備 が 必要 で す 。 

世帯 当たり 人 員数 の 減少 が 続い て お り 、 家 庭 養育 機能 の 脆弱 化 や 子育て の 孤立 化 な ど に より 、 
養育 者 の 育児 不安 が 増加 し て いま す 。 

保育 所 等 の 利用 定員 の 拡大 や 病 児 保育 な どの 多様 な 保育 サー ビス の 充実 、 仕事 と 子育て の 両立 
に 向け た 更 な る 環境 整備 、 子育て や 家庭 教育 に 取り 組む 親等 を 支援 する 積極 的 な 取組 が 必要 で す 。 
「 子 ども の 貧困 対策 の 推進 に 関す る 法律 」 を 踏ま え 、 子 ども の 権利 を 尊重 する と と も に 、 そ の 

最善 の 利益 を 考慮 し 、 子 ども の 将来 が 生ま れ 育 っ た 環境 に 左右 され る こと の な いよ う 、 必要 な 環 
境 整 備 を 進め る こと が 必要 で す 。 

本 県 の 療育 の 拠点 で ある 岩手 県 立 療育 セン ター の 移転 新築 や 、 発 達 障 が い 者 支援 セン ター の 設 
置 に より 、 障 が い 児 の 療育 体制 の 充実 を 図っ て きた と ころ で す が 、 身 近 な 地域 で 障がい の 特性 に 
応じ 、 希 望 する 療育 を 受け られ る 療育 支援 体制 の 構築 が 求め られ て いま す 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 結婚 ・ 家 庭 ・ 子 育て に 希望 を 持て る 環境 づく り の 推進 






































な ど を 促進 し ます 。 
社会 全体 で 結婚 や 子育て を 支援 する 機運 の 醸成 に 向け 、 企 業 等 
































結婚 し た いと 願う 県 民 の 希望 を か な える た め 、 県 、 市 町 村 、 民 間 団 体 等 が 連携 し て “いき いき 
岩手 "結婚 サポ ー ト セン ター を 設置 ・ 運 営 し 、 会 員 飼 録 に に る マッ チン グ 支 援 や 結婚 情報 の 提供 





























和 を に よる 支援 活動 が 促進 され る よ 




















NOY 
< 

















子育て 中 の 親 や これ か ら 親 に な る 若者 が 安心 し て 家庭 を 持ち 、 























「 い わ て 子育て 応援 の 店 」、「 い わ て 結婚 応援 の 店 」 の 協 替 店 の 拡充 を 進め ます 。 








子ども を 生み 育て て いく こと が 


























で きる よう 、 家 庭 や 子育て の 大 切 さ に つい て の 意識 啓発 や 情報 
支援 する 機運 の 醸成 を 図り ます 。 
































足 供 を 行い 、 社 会 全体 で 子育て を 





特定 不妊 治療 費 や 男 性 不妊 治療 費 へ の 助成 を 実施 し 、 不 妊 治療 を 受け る 夫婦 の 経済 的 負担 の 軽 


減 を 図る と と も に 、 不 妊 専門 相談 セン ター を 設置 し 、 不 妊 に 悩む 夫婦 を 総合 的 に 支援 し ます 。 












































家事 や 育児 に 関わ る 意識 の 醸成 を 図り 、 男 女 が 共に 家事 や 育児 ( 
す 。 
② 安全 ・ 安 心 な 出産 環境 の 整備 
































リス ク に 応じ た 適切 な 周 産 期 医 療 を 提供 する た め 、 情 報 通信 技術 ( 
産 期 医 療 機関 の 機能 分 担 と 連携 及び 救急 搬送 体制 の 充実 強化 を 一 層 進 め ま す 。 
安心 し て 子ども を 生み 育て る こと が で きる よう 、 妊娠 、 出 産 、 育 児 
を 行う 子育て 世代 包括 支援 セン ター の 設置 を 促進 する と と も に 












































ー ト 事業 な どの 取組 を 促進 し ます 。 
また 、 妊娠 の 早期 届出 や 妊婦 健康 診査 の 受診 を 促進 する と と 
実 を 図り ます 。 
























































ます 。 
③ 子育て 家庭 へ の 支援 














岩手 県 子ども ・ 子 育て 支援 事業 文 援 計 画 」 に 基づき 、 市 町 村 と 連携 し 、 保 育 所 等 の 利用 定員 








市 町 村 、 企 業 、 NPO 等 と 連携 し 、 若者 の ライ フ デ ザイ ン の 構築 を 支援 する と と も に 、 男 性 の 


に 取り 組む 紅 境 づく り を 促進 し ま 


ICT) 等 の 活用 に よる 周 








ど に つい て 総合 的 な 支援 
、 産 後 ケ ア 事 業 、 産 前 ・ 産 後 サ ポ 








も に 、 未 受診 者 に 対す る 指導 の 充 











妊産婦 メン タル ヘル スケ ア や や 乳児 家庭 全戸 訪問 等 に より 、 親子 の 心身 の 健康 支援 の 充実 に 努め 






































GG te 子育て 支援 事業 の 実施 を 支援 する ほか 、 
保育 士 や 放課後 児童 支援 員 等 の 人 材 確保 に 努め る な ど 、 子 ども ・ 子 育て 支援 の 充実 を 図り ます 。 

















較 




















し い 職 場 環境 づく り を 支援 し ます 。 
子育て 家庭 の 適正 な 医療 の 確保 が 図ら れる よう 、 引 き 続き 子 



































仕事 と 子育て の 両立 支援 な ど に 取り 組む 企業 等 の 表彰 ・ 認 証 の 促進 な ど に より 、 子育て に や さ 














ども 、 妊 産婦 、 ひ と り 親 家庭 等 に 

















対す る 医療 費 助 成 を 行う と と も に 、 小学 生ま で の 子ども 及び 妊産婦 に 係る 医療 費 助成 の 現物 給付 








を 実施 し ます 。 








「 働 き 方 改革 」、「 家 庭 と 仕事 の 両立 」 な どの 取組 を 促進 する た め に 、 積 極 的 に 働き 方 改革 に 取 





り 組 も うと する 企業 を 文 援 し ます 。 

長 時 間 労 働 の 是正 、 年 次 有給 休暇 の 取得 率 向上 、 完 全 週 休 2 
組 を 推進 し ます 。 
休暇 制度 や 各種 手当 な どの 雇用 ・ 労 働 環境 の 改善 に つい て 、 
体 へ の 要望 活動 や 国 の 各種 助成 制度 等 の 普及 啓発 を 行い ます 。 
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昌 制 普及 等 の 「 働 き 方 改革 」 の 取 











ゴ 











岩手 労働 局 と 連携 し 、 産 業 関係 団 


④ 子ども が 健やか に 成長 で きる 環境 の 整備 
「 い わ て の 子ども の 貧困 対策 推進 計画 」 に 基づき 、 子 ども の 将来 が その 生ま れ 育 

右 さ れる こと な く 、 子 ども た ち が 自 分 の 将来 に 希望 を 持て る よう 、 子 ども の 貧困 対 

け て 、 学 習 環境 の 整備 や 福祉 部 門 と の 連携 強化 な どの 教育 の 支援 、 相 談 事業 の 充実 

支援 、 金 銭 の 給付 や 奨学 金 の 貸与 な どの 経済 的 支援 等 に 取り 組み ます 。 

児童 虐待 の な い 地域 づく り に 向け 、 発 生 予 防 、 早 期 発 見 、 相 談 ・ 対 応 機 能 の 充実 































































































っ た 環境 に 左 
策 の 充実 に 向 


な どの 生活 の 

















及び 再発 防止 




















の た め 、 市 町 村 の 児童 家庭 相談 体制 の 充実 や 要 保 護 児童 対策 地域 協議 会 の 機能 強化 
を 支援 する と と も に 、 児 童 相談 所 の 体制 強化 や 関係 機関 と の 連携 に 努め ます 。 
家庭 環境 に 恵まれ ず 社 会 的 養護 を 必要 と する 子ども た ち に 対し て 、 家庭 的 環境 で 


























に 向け た 取組 


の 養育 を 促進 















































する た め 、 新 た に 策定 する 「 岩 手 県 社会 的 養育 推進 計画 」 に 基づき 、 里 親 委 託 等 の 
護 施設 等 の 環境 改善 ・ ケ ア 体 制 の 充実 を 図る と と も に 、 施設 を 退 所 し た 子ども 等 へ 
就労 支援 な どの 充実 を 図り ます 。 
⑤ 障がい 児 の 療育 支援 体制 の 充実 
県 内 どの 地域 で も 、 障 が い 児 や 特別 な 支援 を 必要 と する 子ども と その 家族 の 多様 
応 し た 療育 が 受け られ る よう 、 各 地域 の 保健 、 福 祉 、 医 療 、 教 育 等 の 関係 機関 が 連 
育 ネ ットワーク を 構築 し 、 保 健 、 福 祉 、 医 療 等 の 相談 支援 体制 及び 幼稚 園 、 小 ・ 中 
校 、 特 別 支援 学校 等 と 連携 し た 教育 支援 体制 の 充実 を 図り ます 。 
各地 域 で 相談 支援 に 対応 で きる 人 材 の 確保 ・ 育 成 を 図る た め 、 医 療 的 ケア 児 や 重 
児 、 発 達 障 が い 児 等 に 関す る 研修 を 実施 し ます 。 
⑥ 家庭 教育 を 支え る 環境 づく り の 推進 
子育て や 家庭 教育 に 悩み や 不安 を 抱え る 親 を 支援 する た め 、 電 話 や メー ル に よる 
置 す る と と も に 、 メ ー ル マガ ジン 等 に よる 家庭 教育 に 役立つ 情報 な どの 提供 や 、 教 
識 啓 発 に 取り 組み ます 。 
子育て 支援 に 関わ る グル ー プ ・ 団 体 ・NPO 等 や 企業 と の 連携 ・ 協 力 、 協 働 を 図 
て サポ ー タ ー 等 の 資質 向上 や ネッ トワ ー ク づく り に 向け た 研修 等 を 実施 し ます 。 
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推進 や 児童 状 
の 相談 援助 や 





な ニー ズ に 対 
携 し た 地域 療 


誤 な だ を 


学校 、 高 等 学 








症 心身 障がい 


相談 窓口 を 設 


育 に 関す る 意 




















る た め 、 子 育 








県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 






















































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 結婚 ・ 家 庭 ・ 子 育て に 希望 を 持て る 環 
境 づ くり の 推進 いわ て 子 ど 結婚 ・ 家 庭 ・ 子 育て 支援 に 係る 
日 標 も プラ ン の 1 組 の 強化 ・ 推 進 | 
・ 結 婚 サ ポー ト セ ンタ ー 会 員 に お ける 成婚 者 数 見 直し 
(人 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 希望 に 沿っ た パー トナ ー 探 し の 支援 は | 
77 110 220 330 440 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
i 社会 全体 で 子育て や 結婚 を 支援 する 機運 の 醸成 
i て 応援 の 店 」 協 准 店 舗 数 (店 舗 ) 「 い わ て 子育て 応援 の 店 」 の 協 替 店 の 拡大 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
,845 | 2.027 | 2,118 | 2,209 | 2,300 「 い わ て 結婚 応援 の 店 」 の 協賛 店 の 拡大 
現状 値 は 2017 年 の 値 LA 














多 子 世帯 向け 支援 に よる 子育て へ の 機運 醸成 





























・ 子 育て サポ ー ト セン ター に お ける 子育て 支援 研 
修 等 参加 者 数 (人 ) [累計 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 


















































総合 的 な 子育て 支援 体制 の 充実 




























































































































































































































































































368 400 800 1,200 | 1,600 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 子育て 相 
ら の 累計 YE 人 工 知能 を 活 Nv 問 
向け た シス テム 構築 に 向け た 検討 
実証 実験 
・ 特 定 不妊 治療 費 (男性 不妊 治療 を 含む ) の 助成 
人 数 (人 ) (累計 e— 特定 不妊 治療 費 へ の 助成 の 実施 by 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
ーー 不妊 専門 相談 セン ター に よる 相談 の 実 放 | 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 
両親 学級 へ の 父親 の 参加 割合 (%) 市 町 村 を 通じ て の 父親 の 育児 参加 に 関す る 普及 記 発 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 (ハン ドブ ッ ク の 配布) 「 
12.3 13.0 | 13.3 | 13.7 | 14.0 
現状 値 は 2017 年 の 値 


































































出産 環境 の 整備 に 係る 
プラ ン の 1 取組 の 人 
見 直し 組 の 強化 ・ 推 進 



























































患者 搬送 の コー ディ ネー ト 件 数 (件 ) 






























































9 2020 2021 2022 


a 周 産 期 医療 機関 の 機能 分 担 と 連携 の 推進 > 
叫 状 値 は 2017 年 の 値 





























































































































・ 産 後 ケ ア 事 業 実施 市 町 村 数 ( 他 市 町 村 と の 連携 研 
を 含む ) (市 町 村 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

3 15 21 27 33 
現状 値 は 2017 年 の 値 





会 、 連 絡 会 議 の 実施 等 に よる 市 町 村 母 子 保全 事業 の 支援 



























































子育て 世代 包括 支援 セン ター の 
設置 促進 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 
































<2018 | 2019 2020 2021 2022 
③ 子育て 家庭 へ の 支援 
OS 子育て 家庭 へ の 支援 に 係る 
@ ン の 用 > 
a 取組 の 強化 ・ 推 人 


















































育て 練 子ども ・ 子 育て 支援 に 係る ト 
業 取組 の 強化 ・ 推 進 

































































人 

・ 保 育 を 必要 と する 子ども に 係る 利用 定 
1 日 時 点 ) (人 ) 

OI AI 0 保育 を 必要 と する 子ども に 係る 利用 定員 の 拡充 ” 
30,716 | 31, 715 | 32, 128 | 32, 546 
現状 値 は 2017 年 の 値 

























































































































































































































































































































































































・ 放 課 後 児童 ク ラブ 設置 数 (5 月 1 日 時 点 ) (箇月 放課後 児童 クラ ブ を は じ め 、 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 市 町 村 が 行う 地域 子ども ・ 子 育て 支援 事業 に 対す る 支援 eo 
368 402 419 437 456 ) T 
現状 値 は 2017 年 の 値 放課後 子供 教 補 等 児童 生徒 の 放課後 の 
居場所 づく り の 推進 、 充 実 
・ 放 課 後 子供 教室 に お いて 指導 者 を 配置 し て 「 体 時 8 
は 多 会 佳 tee 資質 J 
験 活動 」 を 実施 し て いる 教室 の 割合 (%) leha al 
Hr 
! 先進 事例 紹介 等 の 情報 提供 


















































現状 値 | 2019 2021 2022 
13.0 40.0 0 80.0 100 
現状 値 は 2017 年 の 値 
































に 


地域 住民 等 に よる 多様 な 活動 の 実 













































































市 町 村 の 推進 体制 の 見 直し | | 新た な 推 供 体 制 に よる 活動 充実 






































所 * 保育 所 支援 セン ター マッ チン ダグ 件 










































































































































































































































































































































































































































































件 ) 【 昧 計 ] - 一 
天 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 保育 士 や 放課後 児童 支援 員 等 の 人 材 確保 
129 265 408 558 = し 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 保育 の 量 的 拡充 と 質 の 向上 
ら の 累計 
・ い わ て 子育て に や さ し い 企 3 訟 証 の 認 語 
事業 者 ) 【 累 計 ] 職場 環境 の 整備 促進 ・ 子 育て に や さ しい 企業 の 認証 
現状 値 2020 紀 に 
65 215 優遇 措置 の 拡大 認証 企業 増加 の た め の 広 報 実施 
現状 値 は 2017 年 
医療 費 助成 の 実施 
現物 給付 
の 拡大 
・ いわ て 働き 方 改革 推進 運動 
事業 者 ) [〔 黒 計 ]【 
現状 値 
128 「 い わ て 働き 方 改革 推進 運動 」 の 全 県 的 な 展開 | 
年 の 値 
・ 年 次 有給 休暇 の 取得 率 (7%) 【 再 提 県 内 企業 ・ 団 体 に お ける 働き 方 改革 の 取組 を 促進 きき 














状 値 2019 2020 
(2018) | (2019) 
56.0 62.0 



































現状 値 は 2017 年 の 値 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 















































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と 2018 2019 2020 2021 2022 
④ 子ども が 健やか に 成長 で きる 環境 の 整 
l て 子 ど 
いわ 人 と 援 ( こ EA 
a も プラ ン の 間 - 育 て | 係る 組 の 
6 見 直し 強化 ・ 推 進 
・ 生 活 保 護 世帯 の 子ども の 高等 学校 等 進学 率 (%) | | と 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 実態 | |I わ て の テ 
os | (2018) | 019) | 2020) | 2021) 調査 目 ど も の 貧困 日 子ども の 貧困 対策 の 
94.2 95. 2 96. 2 97.2 対策 推進 計 強化 ・ 推 進 
現状 値 は 2016 年 の 値 画 の 見 直 し 
・ 学 習 支援 事業 に 取り 組む 市 町 村 数 (市 町 村 ) 子ども の 居場所 づく り に 対す る 支援 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 子ども の 居場所 ネッ トワ ー ク 充実 に 係る 支援 
ー 24 27 30 33 
RE 市 困 村 に お ける 子ども の 居場所 づく り へ の 支援 
・ 子 ども 食堂 な ど 子ども の 居場所 づく り に 取り 組 ー ー ー 
む 市 町 村 数 (市 町 村 ) 教育 の 支援 、 生 活 の 支援 、 経 済 的 支援 等 の 実施 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
1 19 24 29 33 
ーー - ひと り | | 岩手 県 ひと 
2 状 値 は 2017 年 の 値 親 世帯 | | り 親 家庭 等 | ひと り 親 家庭 等 の 自立 促進 
等 実態 目 立 促進 取組 の 強化 ・ 推 進 
ーー - 中 在 画 の 見 直し 組 の 強化 ・ 推 
・ 児童 福祉 司 1 人 当たり ケー ス 数 (ケー ス ) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 児童 虐待 
54.8 | 48.9 | 45.9 | 43.0 | 40.0 防止 児童 虐待 防止 に 係る 
現状 値 は 2017 年 の 値 組 の 強化 ・ 推 進 
見 直し 
・ 里 親等 委託 率 (%) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
22.6 | 25.0 | 26.2 | 27.4 | 28.6 
I 警察 と の | | 情報 共有 
連携 協定 | | 久 の 構築 児童 相談 所 の 改築 整備 
岩手 県 社会 的 養育 医 護 を 必要 と する 
推進 計画 策定 対す る 家庭 的 環境 で の 養 天 
⑤ 障がい 児 の 療育 支援 体制 の 充実 
禁 
児童 発達 支援 セン ター の 設置 数 (設置 数 ) ーー oe 
EE 地域 療育 ネッ トワ ー ク 充実 に 係る 支援 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ュー 
3 3 16 17 a 
現状 値 は 2017 年 の 値 
発達 障がい 者 支援 セン ター 等 の 関係 機関 へ の 助 
言 (件 ) e_ 発達 隊 が い に 関す る 関係 機関 へ の 支援 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
124 160 170 180 190 
現状 値 は 2017 年 の 値 
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~2018 2019 2020 2021 2022 

⑥ 家庭 教育 を 支え る 環境 づく り の 推進 

目標 電話 や メー ル に よる 相談 窓口 の 開設 と 利用 促進 上 し 
・ す こ や か メー ル マ ガ ジン の 登録 人 数 (人 ) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 すこ や か メー ル マ ガ ジン 等 に よる 学習 情報 の 提供 

1.041 | 2,000 | 3,000 | 4000 | 5,000 すこ や か メー ル マ ガ ジン の 受信 登録 者 拡大 の 取組 ma 
現状 値 は 2017 年 の 値 SNS 等 に よる 発信 方 策 の 工夫 ・ 改 善 
・ 子 育て サポ ー タ ー 等 を 対象 と し た 家庭 教育 支援 

に 関す る 研修 会 の 参加 者 数 (人 ) 子育て サポ ボー ター 等 の 研修 の 充実 と ネッ トワ ー ク 強化 3 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

502 525 550 575 600 計 3 新 a 

庭 教育 支援 チー ム の 登録 と 活用 の 促 

現状 仁 は 2017 年 の 人 家庭 教育 支援 登録 促進 ロ 



























































市 町 村 に お ける 子育て ・ 家 庭 教 育 支 援 事業 の 推進 支援 FL 


























(県 民 ・NPO 等 ) 

・ 地 域 力 を 生か し た 子育て 支援 活動 
・ 子 ども の 健やか な 成長 を 支援 する た め の 活 動 

・ 行 政 、 企 業 、 支 援 機関 等 と 連携 し た 取組 の 実施 

(企業 ・ 団 体 ) 

・( 公 財 ) いき いき 岩手 支援 財団 に よる 「“ い きい き 岩 手 ” 結婚 サポ ー ト セン ター」 の 設置 : 
・ 仕 事 と 子育て が 両立 で きる 職場 環境 の 整備 
・ 地 域 の 子育て 支援 サー ビス へ の 協力 、 協 賛 
・「 い わ て 子育て 応援 の 店 」、「 い わ て 結婚 応援 の 店 」 へ の 参加 
(子ども ・ 子 育て 支援 機関 等 

・ 専 門 的 な 知識 ・ 経 験 に よる 子育て 支援 等 

・ 障 害 児 通所 支援 事業 の 実施 

(医療 機関 ) 
・ 市 町 村 等 と 連携 し た 妊産婦 の サポ ー ト 
・ 医 療 機関 間 、 診 療 科 間 の 連携 



































周 
貴 









































































































































(学校 ) 
・ 児 童 生徒 の 基本 的 な 生活 習慣 の 定着 を 図る 取組 の 実施 
(市 町 村 ) 











・ 若 者 の 出会い ・ 結 婚 に 関す る 施策 の 実施 
・ 周 産 期 医 療 に 係る 医療 機関 と の 連携 
・ 地 域 に お ける 切れ 目 の な い 妊 娠 ・ 出 産 支 援 

・ 市 町 村 子 ども ・ 子 育て 会 議 に よる 事業 計画 の 着実 な 実施 
・ 子 育て 家庭 へ の 医療 費 助成 

・ 住 民 ニ ー ズ に 応じ た 教育 ・ 保 育 サ ービス 

・ 放 課 後 や 家庭 に お ける 支援 施策 の 実施 

・ 住 民 参加 と 協 働 に よる 子育て 支援 策 の 推進 

・ 児 童 に 係る 相談 ・ 通 告 へ の 適切 な 対応 

・ 就 学 支援 の 実施 

NUM 

・ 障 が い 児 の 発達 に 必要 な 障害 児 通所 支援 事業 の 充実 





















































































































































| ・ 地 域 療 育 ネ ットワーク の 機能 の 充実 
| ・ 家 庭 の ニー ズ 等 に 応じ た 学習 情報 の 提供 
| ・ 子 育て サポ ー タ ー や 子育て 支援 関係 者 の 研修 の 実施 
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7 地域 や コミ ュ ニ ティ に お いて 、 学校 と 家庭 、 住民 が 


協 働 し て 子ども の 育ち と 学び を 支え ます 


(基本 方 向 ) 
「 地 域 と と も に ある 学校 づく り 」 や 「 学 校 を 核 と し た 地域 づく り 」 を 実現 する た め 、 地 域 学校 協 
働 活動 ! の 充実 等 に より 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連携 ・ 協 働 す る 仕組 み づ く り を 進め ます 。 


また 、 子 ども た ち が 放 課 後 等 を 安全 


テラ 





・ 安 心 に 過ごし 、 多 様 な 体験 活動 が で きる よう 、 放 課 後 子供 

















教室 等 に より 、 地 域 の 実状 に 応じ た 子ども の 学び の 場 づ くり を 支援 し ます 。 
さら に 、 特 別 支援 教育 に 対す る 県 民 理解 の 醸成 や 参加 促進 を 図る た め 、 特 別 支援 教育 サポ ー タ ー 


の 養成 な ど に より 、 障 が い に 関 する 正しい 理解 や 「 共 に 学 





活動 に 取り 組み ます 。 


現状 と 課題 


























N、 共 に 育つ 教育 」 の 推進 に 向け た 磁 発 


本 県 で は 、 半 世 紀 以 上 の 歴史 を 持つ 教育 振興 運動 ? を 基盤 と し た 地域 学校 協 働 活動 な ど が 推進 さ 
れ て いる も の の 、 地 域 に お ける 人 間 関 係 の 希薄 化 や 人 口 減少 に より 、 地 域 が 自主 的 に 教育 課題 を 
解決 する こと が 困難 に な りつ つ あ る こと か ら 、 地 域 絵 ぐる み で 子ども を 教え 、 育 て る 仕組 み づ く 











り の 








構築 が 必要 で す 。 








家 府 の 事情 等 で 家庭 で の 学習 が 











木 




















難 な 子 ども た ちや 、 多 様 な 体験 を 望む 子ども た ち 等 多く の 子 
ども た ち に 対し て 、 放 課 後 の 居場所 づく りな どの 充実 が 更に 求め られ て いる こと か ら 、 地 域 住民 





等 の 協力 を 得 な が ら 学 習 支援 や 体験 活動 を 行う 機会 の 充実 を 図る 必要 が あり ます 。 





解 は 進ん で いま す が 、 共 生 社 会 の 形成 に 向け 












































特別 支援 教育 サポ ー タ ー の 登録 者 数 の 増加 な ど 、 特 別 な 支援 を 必要 と する 幼児 児童 生徒 へ の 理 
て 、 関 係 機関 と の 連携 を 図り な が ら 、 特 別 な 支援 を 


必要 と する 幼児 児童 生徒 へ の 理解 が 更に 促進 され る よう 取組 を 進め る 必要 が あり ます 。 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 学校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 連携 の 仕組 み づ く り 
「 地 域 と と も に ある 学校 づく り 」 や 「 学 校 を 核 と し た 地域 づく り 」 を 実現 する た め 、 国 の 動向 


を 踏ま えな が ら 、 教育 振興 運動 と 局 
校 協 働 活動 の 充実 等 に 取り 組み ます 。 
































E 携 し た コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ル ? の 推進 な ど を 通し て 、 地域 学 





地域 学校 協 働 活動 を 持続 的 な 取組 と する た め 、 市 町 村 に お ける 地域 と 学校 を つなぐ コー ディ ネ 
ー ト 人 材 の 配置 を 支援 し ます 。 














! 地域 学校 協 働 活動 : 癌 下校 指導 、 校 庭 整 備 、 各 教科 の 学習 支援 、 地 域 の 資源 
協 働 し て 行う 様々 な 活動 。 教 育 振興 運 
機関 等 の 幅広 い 地 域 住 


ナー と し て 連 
民間 企業 、 団 




















の 。 
2? 教育 振興 運 
お いて 、 子 ど 





























? コミ ュ ニ ティ ・ 


携 ・ 
体 ・ 




















民 等 の 参画 を 得 て 、「 学 校 を 核 と し た 





: 岩手 県 に お いて 昭和 40 年 (1965 6 
、 家 庭 、 学 校 、 地 域 、 行 政 の 5 者 が 一 体 と な り 、 地 域 の 教育 課題 を 解決 する た め に 
スク ー ル : 学校 運営 協議 会 を 設置 する 学校 の こと で 、 学 校 と 保護 者 や 地域 の 人 々 が と も に 知恵 を 出し 合い 、 学 校 運 
る こと に より 、 連 携 ・ 協 働 し な が ら 子 供 た ちの 豊か な 成 】 














司 収 、 地 域 伝統 行事 へ の 参加 等 、 地 域 と 学校 が 相互 に パー ト 














E) か ら 始 まり 、 全 て の 


動 の 内 容 も これ に 当たり 、 地 域 の 高齢 者 、 








成人 、 学 生 、 保 護 者 、PTA、NPO、 
負 域 づく り 」 と 「 地 域 と と も に ある 学校 づく り 」 を 目指 す も 
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「 村 に 推進 組織 が 置か れ 、 学 校区 や 公民 館 区 な どの 実践 区 に 
主 的 に 行わ れ て いる 実践 活動 の 総称 。 


営 に 意 






































長 を 支え る 仕組 み 。 





② 豊か な 体験 活動 の 充実 
子ども た ち に 放課後 等 の 学習 の 場 を 提供 する た め 、 日 常 
室 や 放課後 児童 クラ ブ 等 に よる 居場所 づく り 、 教育 振興 運動 
ます 。 
・ 子ども た ちの 体験 学習 の 場 を 提供 する た め 、 青 
体験 活動 な どの 体験 活動 の 充実 に 取り 組み ます 。 
・ 子ども た ちの 豊か な 体験 活動 を 充実 する た め 、 特 色 あ る 体験 活 
る な ど 、 取 組 の 拡充 を 図り ます 。 
③ 県 民 と 協 働 し た 特別 支援 教育 体制 づく り の 推進 
特別 な 支援 を 必要 と する 子ども が 地域 で 安心 し て 学校 生活 を 過ごす こと が で きる よう 、 


学び 、 共 に 育つ 教育 」 や 、 発 達 障がい な どの 障がい に 関す る 正しい 知識 の 普及 を 進め る た め の 


県 民 向 け の 公開 講座 を 実施 し ます 。 
地域 ぐる み で 特別 支援 教育 を 支援 する 体制 を つく る た め 、 授 業 の 補助 や 学校 生活 の 支援 を 行う 


特別 支援 教育 サポ ー タ ー の 養成 に 取り 組み ます 。 
































的 に 児童 生徒 が 利用 する 放課後 子供 教 
等 に よる 多様 な 体験 活動 に 取り 組み 























少年 の 家 な どの 社会 教育 施設 等 を 活用 し た 自然 
























































動 事 例 を 市 町 村 等 に 情報 提供 す 





1 
Ni 














「 共 に 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































で 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
回 り 組 む 具 A 
県 が 取り 組む 基体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 学校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 連携 の 仕組 み づ く 
り 
目標 コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ル (学校 運営 協議 会 制度 ) の 
・ コ ミュ ニテ ィ ・ ス クー ル 設 置 市 町 村 教 (市町村) 時 解 促進 と 移行 奨励 
現状 値 に 
ーー ーー ーー ーー 一 関係 者 へ の 制度 及び 事例 に 関す る 理解 促進 
現状 値 は 2017 年 の 値 (推進 フォ ー ラ ム や 関係 者 研修 会 の 実施 ・ 関 係 機関 の 要請 
上 2 に 応じ た 随時 訪問 説明 等 ) 
・ 地 域 協 働 の 仕組 み に よ り 保 護 者 や 地域 住民 が 学 二 語 、 ES 
校 の 教育 活動 に ボラ ンティア と し て 参加 し て 移行 モデ ル 構 築 (委員 会 ・ 学 校 ) と 成果 の 検証 ・ 普 及 
\ る 学校 の 割合 (%) (CES デイ 2 スク ノル 究 指 E 事 業 の 実施 等 ) に 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
小 79.0 | 81.0 82.0 83.0 84.0 上 a 
中 60.0 62.8 64.2 65.6 67.0 市 町 村 教 E 委員 会 学校 * 保護 日 や 地域 住 民 等 へ の 支援 
現状 値 は 2017 年 の 値 実態 把握 実状 に 応じ た ーー 
移行 モデ ル の コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ル の 
・ 分 析 検討 ・ 構 筑 試行 ・ 検 年 ・ 移 行 
・ 教 育 振興 運動 と し て 計画 的 に 取り 組ま れ て いる 地域 と 学校 が 連携 ・ 協 働 し た 活動 へ の 参加 促進 
0 件 数 (件 ) ei ( 地 j 域 学校 協 働 活動 の 活性 化 ) a 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
4,224 | 4,454 | 4,684 | 4,914 | 5,144 地域 学校 協 働 活動 推進 員 (コー ディ ネー タ の 
現状 値 は 2018 年 の 値 養成 ・ 資 質 向上 研修 会 [| 
人 材 の 活用 促進 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 
































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


















































































































































































































































































































































































































































ご 2018 2019 2020 2021 2022 
豊か な ョ = 
本 放課後 子供 教室 等 児童 生徒 の 放課後 の 
に 環 さ LE 寺宝 
・ 放課後 子供 教室 に お いて 指導 者 を 配置 し て 「 価 還 雪 所 つく 2 の 拒 皮 。 
験 活動 」 を 実施 し て いる 教室 の 割合 (%) 研修 会 開催 に よる 資質 向上 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
13.0 40.0 80.0 100 先進 事例 紹介 等 の 情報 提供 | 
状 値 は 2017 有 
地域 住民 等 に よる 多様 な 活動 の 実施 
時 点 ) (箇所 ) 
市 町 村 の 推進 体制 の 見 直し | | 新た な 推 信 体 制 に よる 活動 充実 
2022 
456 
放課後 児童 クラ ブ を は じ め 、 
市 町 村 が 行う 地域 子ども ・ 子 育て 支援 事業 に 対す る 支援 
少年 の 家 が 提供 する 親子 体験 活動 事業 
加 者 の 満足 度 の 割合 (%) 
2019 2020 2021 2022 
8 溢 社会 教育 施設 の 特色 を 生か し た プロ グラ ム 開 発 FI 
+2018 年 の 値 
市 町 村 で 実施 可能 な プロ グラ ム モ デル の 情報 発信 ・ 普 及 。 隊 


③ 県 民 と 協 働 し た 特別 支援 教育 体制 づく 


り の 推進 


標 









































・ 特 別 支援 教育 サポ ー タ ー の 登録 者 数 (人 ) 



































まな 体験 活動 の 充実 









































2019 2020 


2021 












































290 320 


350 

















380 

















状 値 は 2017 年 の 値 




























































































県 民 向 け 公開 講座 の 開催 
公開 講座 了 し 
還 語 の 見 直し 公開 講座 の 拡充 
特別 支援 教育 サポ ボー ター 義成 公開 講座 の 開催 
養成 講座 養成 講座 の 内 容 充 実 ・ | 
の 見 直し 講座 受講 者 数 拡大 へ の 取組 推進 




















家庭 

・ 地 域 学校 協 働 活動 へ の 参画 ・ 協 働 

・ 多 様 な 体験 活動 へ の 子ども た ちの 参加 促進 

・ 特 別 支援 教育 サポ ー タ ー と し て の 教育 活動 へ の 協力 
(地域 、 関 係 団体 、NPO 等 ) 




















・ コ コミ 





・ 教 育 振興 運動 の 運営 








・ 地 域 と 学校 を つなぐ コー ディ ネー ト 人 材 の 輩出 





・ 放 課 後 子供 教室 等 の 運営 




















ミュ ニテ ィ ・ ス クー ル へ の 参画 ・ 協 働 






































・ 子 ども た ちの 多様 な 体験 活動 機会 の 提供 














、・ 特 別 支援 教育 サポ ー タ ー と し て の 教育 活動 へ の 協力 














・ コ ミュ ニテ ィ ・ ス クー ル の 運営 

・ 教 育 振興 運動 へ の 参画 ・ 協 働 
(社会 教育 施設 

・ 自 然 体験 活動 な どの 体験 活動 の 充実 

市 町 村 教 育 委員 会 ) 

・ 地 域 学校 協 働 活動 の 指導 ・ 支 援 

・ 地 域 と 学校 を つなぐ コー ディ ネー ト 人 材 の 配置 

・ 放 課 後 子供 教室 等 の 運営 支援 
| ・ 子 ども た ちの 多様 な 体験 活動 機会 の 提供 
| ・ 特 別 支援 教育 や 障がい 等 に 関す る 住民 理解 の 推進 


















































と 
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(基本 方 向 ) 


- 8 健全 で 、 自 立 し た 青少年 を 育成 し ます 


青少年 が 夢 や 希望 に 向かっ て 自分 の 個性 や 主体 性 を 発揮 で きる よう 、 社 会 と の 関わ り の 中 で 、 自 
主 的 に 自立 し た 活動 が で きる 環境 づく り を 推進 し ます 。 
また 、 青 少年 が 地域 に 誇り を 持ち 、 健 や か に 成長 で きる よう 、 青 少年 を 地域 全体 で 育む 地域 づく 





り を 進め ます 。 





現状 と 課題 


青少年 の 健全 育成 に 関す る 意 


音 生 徒 、 保 護 者 
青少年 が 個性 や 
本 県 の 若年 無 
り 、 社 会 的 自立 























識 調査 (平成 27 年 度 (2015 年 度 )) に お ける 「 将 来 の 夢 」 へ の 児 
の 回 答 で は 「 自 分 (児童 生徒 ) の 個性 や 能力 を 生か す 」 が 最も 多く な っ て お り 、 
主体 性 を 発揮 で きる 環境 づく り が 期待 され て いま す 。 
業者 数 は 、 平 成 29 年 (2017 年 ) 就業 構造 基本 調査 の 推計 値 で 5,800 人 と な っ て お 
に 困難 を 抱え る 青少年 へ の 支援 が 引き 続き 重要 な 課題 と な っ て いま す 。 












































全国 学力 ・ 学 習 状 況 調査 (平成 30 年 度 (2018 年 度 )) で 、 今 住ん で いる 地域 の 行事 に 「 参 加 し 


て いる 」 と 回 答 
生 45.69%) を 上 

また 、 青 少年 
地域 が 好き 」 と 
る 必要 が あり ま 




















し て いる 割合 が 、 小 学生 79.8%、 中 学生 63.7% と 全国 平均 (小学 生 62.79%、 中 学 
回 っ て いま す 。 

の 健全 育成 に 関す る 意識 調査 (平成 27 年 度 (2015 年 度 )) に お いて 、「 住 ん で いる 
いう 青少年 が 8 割 を 超え て お り 、 引 き 続 き 、 青 少年 の 地域 づく り へ の 関心 を 高め 
す 。 




















本 県 の 刑法 犯 少 年 の 検挙 ・ 補 導 人 員 は 、 全国 的 に みれ ば 低い 水準 に ある も の の 、 平成 27 年 (2015 
年 ) か ら 2 年 連続 で 増加 し て お り 、 地 域 が 一 体 と な っ て 青少年 を 事件 ・ 事 故 か ら 守 る 環境 づく り 





に 取り 組む 必要 
イン ター ネッ 
手 か ら 犯 罪 の 被 
の 普及 促進 が 必 
































が あり ます 。 
ト 、 スマートフォン の 利用 の 増加 に より 、 コ ミュ ニテ ィ サ イト 等 で 知り 合っ た 相 
寄 に 遭う 青少年 が 依然 と し て 後 を 絶た な いこ と か ら 、 情 報 メ ディ ア の 適切 な 利用 
要 で す 。 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


① 個性 や 主体 性 を 
青少年 が 、 思 


主体 性 を 発揮 し 





拡大 し ます 。 


用 
意見 発表 の 場 や 社会 参加 活動 等 に 関心 の ある 生徒 の 全 県 的 な 交流 等 を 通じ て 社会 参画 の 機会 を 


発揮 し て 自立 し た 活動 が で きる 環境 づく り の 推進 
いや りや 認め 合う 気持 ち を 育み な が ら 、 夢 や 希望 の 実現 に 向かっ て 自分 


の 個性 や 
て 心 豊か に 成長 し て いけ る よう 、 親子 の ふれ あい の 充実 を 図る と と も に 、 生 


E の 
































、 コミ ュ ニ ティ サイ ト : 共通 の 趣味 や 興味 な ど 持 つ 者 同士 が 集まる イン ター ネッ ト 上 の ウェ ブサ イト 。 
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ui 























支援 機関 ・ 団 体 と 連携 し た 就業 体験 や ボラ ンティア 体験 、 訪 問 型 相談 な どの 支援 に より 
無 業者 等 の 困難 を 抱え る 青少年 が 、 自 主 的 で 自立 し た 活動 が で きる 環境 づく り を 進め ます 。 


② 愛着 を 持て る 地域 づく り の 推進 
青少年 が 地域 の 良さ を 実感 し 、 誇 り を 持て る よう 、「 い わ て 家庭 の 日 」 な どの 県 民 運 動 に よる 意 
識 麻 発 、 青 少年 活動 交流 セン ター を 拠点 と し た 世代 間 ・ 地 域 間 の 交流 、 青 少年 団体 活動 の 支援 、t 
談 活 動 な ど を 実施 し 、 心 豊か な 青少年 を 地域 全体 で 育む 地域 づく り を 進め ます 。 
③ 青少年 を 事件 ・ 事 故 か ら 守 る 環境 づく り の 推進 
NN 、 県 内 各地 
民 大 会 の 開催 や 広報 等 の 啓発 活動 な ど を 実施 し 、 

め ま す 。 

3 青少年 を 守る た め 、 出 前 講座 や 研修 会 の 開催 


イン ター ネッ ト 上 の 有害 情報 や 有害 な 図書 類 か ら 青 少 


等 に よる 意識 啓発 に 取り 組み ます 。 




























































































































































































で 青少年 育成 に 取り 組む 関係 団体 等 と 連携 し た 県 


で 青 
青少年 の 健全 な 成長 に つなが る 環境 づく り を 進 














































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 生 2 


① 個性 や 主体 性 を 発揮 し て 自立 し た 活動 
が で きる 環境 づく り の 推進 















































































































































標 
少年 ボラ ンティア 活動 者 数 (人 ) 〔 果 計 ] ーー ーー 

環状 人 2019 | 2020 | 2021 | 2022 年 間 ボ ラン ティ ア 上 | 青少年 ボラ ンティア の 活動 機会 の 
503 500 | 1,000 | 1,500 | 2.000 制度 の 周知 広 充 

現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 





ら の 系 計 





・「 わ た し の 主張 」 応募 総数 (地区 大 会 含む ) (人 ) 


[累計 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
4,186 | 4,200 | 8,400 | 12,600 | 16, 800 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 


ら の 累計 











た 社会 参画 機会 の 拡大 




















少年 の 意見 発表 や 交流 活動 等 を 通じ 














































































































・ 若 年 無 3 業 者 人 j 年 「 交 流 ・ 活動 支援 (ステ ッ プ ア 9 
プ )」 参 加 者 数 (人 ) 〔 累 計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

570 580 1.160 | 1,740 | 2,320 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 


ら の 累計 





























支援 機関 と の 連携 に よる 若年 無 業者 等 の 自立 支援 の 実施 。 | 
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5 上 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り 組む 具体 的 な 
県 が 取り 組む 只 体 的 な 推進 方 東 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
② 愛着 を 持て る 地域 づく り の 推進 | | | | 
標 者 小 年 注 策 夜 y ヽ = 占 と 者 直 年 F を 
少年 活動 交流 セン ター 利用 者 数 (人 ) | 
麗人 2019 | 2020 | 2021 | 2022 OETA 
22,962 | 23,000 | 23.000 | 23, 000 | 23, 000 
現状 値 は 2017 年 の 値 親子 の ふれ あい や や 地域 を 知る 体験 活動 等 の 実施 
1 支援 セミ ナー 受講 者 数 (人) SNS を 活用 し た 相談 活動 Nl 
現状 値 | 2019 2021 2022 調査 ・ 研 究 相談 活動 の 実施 
182 200 600 800 
現状 値 は 2018 年 単 績 値 、 目 標 値 は 2019 旬 
a 住民 、 青 人 年 有 成 係 者 を 対象 と し た セミ ナー 等 の 実施 | 
③ 青少年 を 事件 ・ 事 故 か ら 守 る 環境 づ 
り の 推進 
標 
・ 青 少年 を 非行 ・ 被 害 か ら 守 る 県 民 大 会 参加 者 数 
(人 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
436 450 900 1.350 | 1,800 少年 育成 に 取り 組む 関係 団体 等 と 連携 し た 県 民 大 会 や | 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 啓発 活動 の 実施 
ら の 累計 
・ 青 少年 指導 者 向け 情報 メデ ィ ア 対応 能力 養成 講 
座 受 講 者 数 (人 ) 開 
[累計 】 有害 情報 か ら 青 少年 を 守る た め の 取 組 
2 状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 研修 会 の 開催 研修 対象 者 を 拡充 し 研修 を 充実 || | 
200 170 340 510 680 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 
ら の 累計 








県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (家庭 ) 

・ 親 子 の ふれ あい の 充実 

(企業 等 ) 

・ 就 業 体験 へ の 協力 な ど 青 少年 の 職業 意識 の 醸成 

・ 不 健全 図書 類 や イン ター ネッ ト 上 の 有害 情報 か ら 青 少年 を 守る 環境 づく り へ の 協力 

(教育 機関 等) 
・ 親 子 の ふれ あい の 充実 に 向け た 取組 

・ 家 庭 ・ 地 域 の 教育 力 向上 に 向け た 取組 

・ 青 少年 の 相談 ・ 居 場所 づく り 、 見 守り 、 交 流 機会 の 創出 
・ 就 労 体験 な ど 青 少年 の 職業 意識 醸成 に 向け た 取組 
・ 青 少年 の 健全 育成 を 阻害 する お それ の ある 環境 の 浄化 
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J 
・ 関 係 団体 と 連携 し た 青少年 健全 育成 の 取組 
震え る ff (年 支援 
・ 個 性 を 伸ばし 、 主 体 的 に 学ぶ 力 や 心 豊 か で た くま し い 人 間 を 育む 取組 


ご 
きせ 
hil 
© 






















































































還 
a 9 仕事 と 生活 を 両立 で きる 環境 を つく り ま す 


(基本 方 向 ) 

仕事 と 生活 を 両立 で きる 環境 を つく る た め 、 長 時 間 労 働 の 十 正 、 年 次 有給 休暇 の 取得 率 向上 等 の 
働き 方 改革 や 、 育児 休業 ・ 介 護 休業 制度 の 普及 促進 等 に より 、 男女 問わ ず 一 人 ひと り の 事情 に 対応 
で きる 、 働 きやすい 職場 づく り を 推進 し ます 。 


























現状 と 課題 

本 県 は 、 子 育て 期 の 男性 家事 時 間 数 が 長く 、 ま た 、 三 世代 同居 も 全国 高位 と し な っ て お り 、 こ れ 

ら を 背景 に 子育て に お ける 家族 支援 が 活発 で や る と 考え られ ます 。 

女性 の 就業 率 が 全国 に 比べ て 0.5 ポ イン ト 高 い 状況 に な っ て いま す 。 

本 県 に お ける 平成 29 年 (2017 年 ) の 年 間 総実 労働 時 間 は 、 全 国 平均 と 比較 し て 長く 、 年 次 有給 

休暇 取得 率 も 全国 平均 と 比較 し て 低い 状況 に な っ て いま す 。 
出生 数 が 長期 的 に 減少 傾向 に ある こと や 、 晩 婚 化 を 背景 に 育児 期 に ある 世帯 が 、 親 の 介護 も 同 
時 に 担う 、 い わ ゆ る ダブ ルケ ア 問 題 の 懸念 な ど を 踏ま え 、 企 業 の 育児 休業 ・ 介 護 休 業 制度 を は じ 
め と する 仕事 と 生活 の 調和 に 向け た 取組 の 普及 が 求め られ ます 。 
従業 員 等 の 健康 管理 を 経営 的 な 視点 で 考え 、 戦略 的 に 実践 する 健康 経営 ! の 考え 方 が 広がり を 見 
せ て いま す 。 





















































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 働き 方 改革 の 取組 の 推進 
いわ て で 働 こ う 推 進 協議 会 * を 核 と し た 「 い ね わ て 働き 方 改革 推進 運動 」 の 展開 に より 、 長 時 間 労 
働 の 是正 、 年 次 有給 休暇 の 取得 率 向上 、 完 全 週 休 2 日 制 普及 等 の 働き 方 改革 の 取組 を 推進 し ます 。 
各種 セミ ナー の 開催 、 働 き 方 改革 の モデ ル 事 例 の 創出 ・ 紹 介 、 働 き 方 改革 の 優良 事例 等 を 表彰 
する と と も に 広報 媒体 の 活用 等 に より 広く 周知 し 、 普 及 啓 発 を 行い ます 。 
休暇 制度 や 各種 手当 な どの 雇用 ・ 労 働 環境 の 改善 に つい て 、 岩 手 労働 局 と 連携 し 、 産 業 関係 団 
体 へ の 要望 活動 や 国 の 各種 助成 制度 等 の 普及 啓発 を 行い ます 。 
いわ て 働き 方 改革 サポ ー ト デス ク を 設置 し 、 企業 等 か ら の 相談 に きめ 細か く 対 応 す る と と も に 、 
助成 制度 等 に より 、 県 内 各 企 業 等 に お ける 計画 的 ・ 自 律 的 な 働き 方 改革 の 取組 を 促進 し ます 。 
働き 方 改革 診断 ツー ル や 従業 員 満 足 度 調査 等 の 導入 な ど 、 企 業 の 自主 的 な 取組 を 促進 する 仕組 
み づ く り を 進め ます 。 














































































































! 健康 経営 : 従業 員 の 健康 維持 ・ 増 進 が 、 企 業 の 生産 性 や 収益 性 の 向上 に つなが る と いう 考え 方 に 立っ て 、 経 営 的 な 視点 か ら 、 従 業 員 の 健 
康 管理 を 戦略 的 に 実践 する こと (健康 経営 は 、N PO 法人 健康 経営 研究 会 の 登録 商標 。)。 

2 いわ て で 働 こ う 推 進 協議 会 : 若者 や 女性 の 県 内 就職 及び 就業 支援 の 充実 を 図り 、 県 内 就業 者 の 拡大 を 通じ て 、 岩 手 県 の 産業 振興 と 人 日 減 
少 の 歯止め に 資す る た め の 関 係 機関 で 構成 する 推進 組織 。 
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若者 、 女 性 、 高 齢 者 、 障 が い 者 、 
可能 と する ダイ バー シテ ィ 経 営 の 導入 を 促し ま 
② 仕事 と 生活 の 調和 (ワー ク ・ ラ イフ 
セミ ナー 開催 や 助成 金 の PR を 行う な ど 、 育 児 休業 制度 ・ 介 護 休業 
に 基づき 、 市 町 村 と 連携 し 、 保 育 


岩手 県 子ども 























・ バ ラン ス ) 





す 。 
の 推進 
































・ 子 育 

















て 支援 事業 支援 計画 」 





外国 人 等 の あら ゆる 人 が 持て る 能力 を 最 








ーー 
























































度 の 普及 を 促進 
所 等 


区 大 限 に 発揮 する こと 











し ます 。 
の 利用 定員 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の 拡大 や 、 放 課 後 児童 クラ ブ を は じ め と する 地域 子ども ・ 子 育て 支援 事業 を 支援 する ほか 、 保 育 
上 や 放課後 児 音 支 援 員 等 の 人 材 確保 に 努め る な ど 、 子 ども ・ 子 育て 支援 の 充実 を 図り ます 。 
仕事 と 子育て の 両立 支援 な ど に 取り 組む 企業 等 の 表彰 ・ 認 証 の 促進 な ど に より 、 子 育て に や さ 
し い 職 場 陣 境 づ くり を 支援 し ます 。 
③ いき いき と 働き 続け る た め の 健康 づく り の 推進 
健康 づく り に 関す る 正しい 知識 の 普及 啓発 や 健康 教育 を 実施 する ほか 、 企業 等 に お ける 健康 経営 
の 取組 を 促進 し ます 。 
。 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
自 、 貞 価 的 な 
県 が が り 邊 む 基 的 な 推進 記 業 <2018 | 2019 2020 2021 2022 
働き 方 改革 の 取組 の 推進 
日 標 
・ い わ て 働き 方 改革 推進 運動 参加 事業 者 数 
(事業 者 ) 〔 累 計 ]【 再 掲 】 「 い わ て 働き 方 改革 推進 運動 」 の 全 県 的 な 展開 > 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
128 400 600 800 | 1000 
現状 値 は 2017 年 の 値 = 県 内 企業 ・ 団 体 に お ける 働き 方 改革 の 取組 を 促進 トレ | 
・ 年 次 有給 休暇 の 取得 率 (%) 労働 法令 の 改正 の 周知 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
2018) | (2019) | (2020) | 2021) 
8.7 | ge.o | szo | 69.0 | 7s.0 県 内 経済 団体 へ の 取組 の 要請 回 6 
現状 値 は 2017 年 の 値 
@ 仕事 と 生活 の 調和 (ワー ク ・ ラ イフ ・ 奈 
バラ ンス ) の 推進 いわ て 子 ご | | 子育て 家庭 へ の 支援 に 係る 
目標 際 生 靖 iP 取組 の 強化 ・ 推 人 | 
・ 保 育 を 必要 と する 子ども に 係る 利用 定員 (4 月 
1 時 点 ) (人 ) 【 再 掲 】 岩手 県 子 ど ー 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 6 も ・ 子 育て 子ども ・ 子 育て 支援 に 係る bl 
30,716 | 31,715 | 32,128 | 32, 546 | 32, 970 支援 事業 取組 の 強化 ・ 推 進 
現状 値 は 2017 年 の 値 支援 計画 の 
1 値 見 直し 
保育 を 必要 と する 子ども に 係る 利用 定員 の 拡充 > 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 2 


時 点 ) (箇所 ) 


















































放課後 児童 クラ ブ を は じ め 、 
市 町 村 が 行う 地域 子ども ・ 子 育て 支援 事業 に 対す る 支援 














2019 2020 2021 2022 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































402 419 437 456 
状 億 は 2017 年 の 値 放課後 子供 教室 等 児童 生徒 の 放課後 の 
_- 居場所 づく り の 推進 、 充 実 
・ 放 課 後 子供 教室 に お いて 指導 者 を 配置 し て 「 体 の 
験 活動 」 を 実施 し て いる 教室 の 割合 (%) ia 
【 再 掲 】 po 
2019 2020 2021 2022 先進 事例 紹介 等 の 情報 提供 
6 40.0 60.0 80.0 100 
状 値 は 2017 年 の 値 地域 住民 等 に よる 多様 な 活動 の 実施 
浴 士 ・ 保 育 所 支援 セン ター マッ チン グ 件 妙 市 町 村 の 推進 体制 の 見 直し | | 新た な 推 供 体 制 に よる 活動 充実 
牛 ) [累計 ]【 再 掲 】 
2019 | 2020 | 2021 | 2022 
129 265 408 558 保育 士 や 放課後 児童 支援 員 等 の 人 材 確保 
F 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 LL 
避 育 の 量 的 拡充 と 質 の 向上 
・ い わ て 子 育 訟 証 の 認証 3 
事業 者 ) 〔 昧 計 ]【 再 掲 】 職場 環境 の 整備 促進 ・ 子 育て に や さ し い 企 業 の 認証 
現状 値 | 2019 2020 
el 優遇 措置 の 拡大 | | 認証 企業 増加 の た め の 広 報 実施 | | | 
現状 値 は 2017 年 の 値 
③ いき いき と 働き 続け る た め の 健康 づく 
り の 推進 
H 標 企業 等 に お ける 健康 経営 の 取組 促進 



































・ 健 康 経営 宜 言 事業 所 数 (事業 者 )【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 























填 康 経営 に 積極 的 に 取り 組む 企業 等 の 認定 














625 800 900 1.000 | 1,100 
現状 値 は 2017 年 の 値 



































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 











・ 持続 的 な 働き 方 改革 の 取組 
・ 両 立 支援 の 環境 づく り と 実践 
・ ワ ー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス の 推進 
・ 多様 な 働き 方 が で きる 環境 づく り 
・ 健 康 経営 の 取組 の 推進 
(教育 機関 ・ 産 業 支援 機関 等 ) 
・ 企 業 に 対す る 助言 ・ 指 導 
| ・ 学 生 に 対す る 労働 教育 
| (市 町 村 ) 
| ・ ワ ー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス の 取組 へ の 支援 ”・ 企 業 へ の 要請 、 意識 刻 発 
| ・ 働 き 方 改革 の 取組 の 支援 
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同 
10 動物 の いのち を 大 切 に する 社会 を つく り ま す 


(基本 方 向 ) 

家族 の 一 員 と も 言え る 、 心 の 潤い を 与え る 動物 と の 良好 な 関係 を 築く た め 、 動物 愛護 の 意識 を 高 
め る 普及 啓発 の 取組 を 推進 し ます 。 

また 、 い の ちの 大 切 さ を 思い 、 共に つなが り 、 支え 合う 心 を 育む た め 、 収容 動 物 の 返 選 や 譲渡 の 
推進 な ど に より 、 動 物 の いのち を 尊重 する 取組 を 推進 し ます 。 

















現状 と 課題 
近年 の 動物 愛護 思想 の 高まり の 中 、 動 物 愛護 法 の 改正 や 、 環 境 省 に よる 「 人 と 動物 が 幸せ に 暮 
ら す 社会 の 実現 プロ ジェ クト 」 の 発足 に より 、 全 国 的 に 殺 処 分 ゼロ を 目指 し た 取組 が 推進 され て 
いま す 。 
動物 愛護 団体 等 と 連携 し た 返還 譲渡 の 取組 に より 、 犬 猫 の 殺 処 分 数 が 減少 傾向 に ある な ど 、 動 
物 愛護 に 関す る 県 民 の 関心 が 高まっ て いま す 。 
動物 愛護 推進 ボラ ンティア 獣医 師 等 と の 連携 に より 、 各 保健 所 で 捕獲 ・ 引 き 取り し た 犬 守 猫 
の 返還 及び 譲渡 が 行わ ん れ て いま す が 、 施設 の 老朽 化 等 に より 十分 な 機能 が 発揮 で き な い こと か ら 、 
動物 愛護 の 取組 を より 広域 的 に 担う 施設 の 整備 が 求め られ て いま す 。 
東日本 大 震 災 津波 の 発 災 以降 、 災 害 発生 時 の 動物 と の 同行 避難 の 重要 性 に つい て 認識 が 高 3 
て いま す 。 






















































































7 
いり 











県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 動物 愛護 の 意識 を 高め る 取組 の 推進 
広く 県 民 の 理解 を 深め る た め 、 シ ン ポ ジウ ム 等 の 動物 愛護 関連 行事 の 開催 や 、 各 種 広 報 媒体 を 
活用 し た 広報 の 実施 に より 、 動 物 愛護 思想 の 普及 啓発 に 取り 組み ます 。 
動物 愛護 推進 ボラ ンティア や 獣医 師 等 と の 協 働 に より 、 動 物 愛護 フェ ステ ィ バ ル の 開催 等 、 地 
域 に 根ざし た 動物 愛護 活動 に 取り 組み ます 。 
盛 岡市 と の 共同 に より 、 動 物 愛護 思想 や 適正 飼養 に 関す る 普及 啓発 を 行う 拠点 施設 の 整備 の 検 
討 を 進め 、 い の ちの 大 切 さ や 共に つなが り 支 え 合 う 心 を 育む 取組 を 推進 し ます 。 

② 動物 の いのち を 尊重 する 取組 の 推進 
動物 愛護 団体 等 と 連携 し た 譲渡 会 の 開催 等 に より 、 飼 主 に 対す る 動物 の 返還 や 新た な 飼主 へ の 
積極 的 な 譲渡 に 取り 組み ます 。 
動物 の いのち を 尊重 する 教育 や 飼い 方 ・ し つけ 教室 等 の 実施 に より 、 適 正 飼養 を 推進 する と と 
も に 、 飼 主 の いな い 猫 対策 等 に 取り 組み ます 。 
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災害 発生 時 に 迅速 か つ 円 滑 に 動物 救護 活動 が 行わ れる よう 、 獣 医師 会 等 関係 団体 や 市 町 村 と 連 
た 同行 避難 訓練 の 実施 や 研修 会 の 開催 等 に より 、 災 害 時 の 対応 力 の 強化 に 取り 組み ます 。 





藻 
< 





























県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 ーー 生 寺 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 














① 動物 愛護 の 意識 を 高め る 取組 の 推進 





























































































































































































































































































































































































































































































































標 
時 動物 愛護 シン ポジ ウム の 開催 a 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
1, 699 1, 800 3, 600 5, 400 7, 200 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 獣医 師 会 と 連携 し た 動物 愛護 普及 啓発 行事 の 開催 し 
ら の 累計 
動物 愛護 推進 の た め の 拠 点 施設 整備 の 推進 導電 
・ 動 物 愛護 推進 上 員 の 委嘱 者 数 (人 ) いのち の 教育 な ど 普 及 啓発 の 実施 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
45 45 57 57 70 
現状 人 は 2018 年 の 値 適正 飼養 と 動物 愛護 の 普及 啓発 の 推進 | 
② 動物 の いのち を 尊重 する 取組 の 推進 
標 ー - 動物 愛護 団体 や 動物 愛護 推進 員 と 連携 し た 詩 渡 の 推進 
・ 適 正 飼養 講習 会 受講 者 数 (人 ) 〔 黒 計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ホー ムペ ー ジ な ど を 活用 し た 保護 動物 情報 の 発信 トピ 
617 650 1, 300 1, 950 2, 600 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 飼主 に 対す る 飼い 方 ・ し つけ 教室 の 実施 を 
の 系 言 
MM マイ クロ チッ プ 装 着 な どの 所 有 者 明示 の 取組 推進 ト に 
災害 時 の 同行 避難 に 関す る 訓練 等 参加 者 数 (人 ) 


























[累計 地域 猫 活動 に 係る 





































































































































































































現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 9 靖 報 収集 ・ 調 査 
40 50 100 150 200 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 災害 発生 に 備え た 関係 団体 等 と の 連携 体制 の 整備 トト 
ら の 累計 
県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(県 民 ) 


・ 動 物 の 適正 な 飼養 

・ 動 物 の いのち を 大 切 に する 行動 
(動物 取扱 業者 ) 
・ 法 令 に 則っ た 適正 な 管理 
(愛護 団体 等 ) 
・ 動 物 愛護 意識 や 飼養 方 法 等 の 普及 啓発 
・ 県 と 連携 し た 譲渡 会 の 開催 
(獣医 師 会 ) 
・ 県 と 連携 し た 動物 愛護 普及 啓発 行事 の 開催 
・ 委 託 契 約 に 基づく 負傷 動物 の 応急 治療 
(市 町 村 ) 
| ・ 犬 の 返還 推進 の た め の 保 健 所 と の 連携 
a 県 の 施策 へ の 協力 
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川 護 4 


に さん の 
将来 に 向かっ て 可能 性 を 伸ばし 、 自 分 の 夢 を 実現 で きる 岩手 





【 い わ て 幸福 関連 指標 】 





現状 値 年 度目 標 値 計画 目標 値 
2017 2019 2020 2022 
意欲 を 持っ て 自ら 進ん で 学 ぼ うと する 児童 生徒 の 割合 
(小学 生 ) 。。 |80.9%® | 81.9 82. 9 
(中 学生 ) 6 77.28 | 78.2 79.2 
授業 で 、 自 分 の 考え を 深め た り 広 げた り し て いる 児童 生徒 の 割合 
(小学 生 ) B07 | SM 82.7 
(中 学生 ) 6 80.0%® | 81.0 82.0 
人 が 困っ て いる と き は 、 進 ん で 助け よう と 思う 児童 生徒 の 割合 
(小学 生 ) 66 M8 67 68 
(中 学生 ) 9 64(2018) 66 
(高校 生 ) 57 (2018) 59 
自己 育 定 感 を 持つ 児童 生徒 の 割合 
(小学 生 ) に 82. 3(2018) 83. 
(中 学生 ) 8 76.9900 78. 
体力 ・ 運 動 能力 が 標準 以上 の 児童 生徒 の 割合 
(小学 生 男子 ) 73.6 74. 
(小学 生 女子 ) % 82.9 83. 
(中 学生 男子 ) "777 ; 78. 
(中 学生 女子 ) 91.3 . 91. 
(⑥ 特別 支援 学校 が 適切 な 指導 ・ 支 援 % i 
を 行っ て いる と 感じ る 保護 者 の 割合 . . 
⑦ 高卒 者 の 県 内 就職 率 % 65.8 84. 
⑧ 将来 の 夢 や 目標 を 持っ て いる 児童 生徒 の 割合 
(小学 生 ) Sg 5 87. 
(中 学生 ) 79、2 09000 74. 
(⑨ 県 内 大 学 等 卒業 者 の 県 内 就職 率 % 45. 3 49. 
【 参 考 指標 (実績 値 )】 
学力 が 全国 水準 未満 の 児童 生徒 の 割合 (2018 年 : 小 学生 国語 42%、 小 学生 算数 50%、 中 学生 国語 45%、 
中 学生 算数 54%) [全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 (文部 科学 省 ) ]、 
不 登 校 児童 生徒 数 〔 千 人 当たり ] (2017 年 : 小学 生 3. 4 人 、 中 学生 25.9 人 、 高 校生 13.1) [児童 生 和 
の 問題 行動 ・ 不 登校 等 生徒 指導 上 の 諸 課 題 に 関す る 調査 (文部 科学 省 ) ] 
※1 上 記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又は 目標 値 を 玉 し て いま す 。 
※2  「 い わ て 幸福 関連 指標 」 の 目標 値 設 定 の 考え 方 に つい て は 、 巻 未 資料 に 掲載 し て いま す 。 





標 単位 
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走 の 確か な 学力 これ か らら の 古 
1 CT の 
推 : の 









































































































































の 豊か な 人 間 
す 









































学校 ・ 人 が 連携 
か な 心 の 育成 


③ 学校 に お け 












































E の 健やか な 体 | ① 』 ドー ツラ イフ ( 生け た 学校 休講 の 夫 実 





















































き 別 文 援 孝 

























































































15 いじ め 問 題 
し 、 一 人 ひと 
る 学校 を つく 
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ビー 本 























に 真 献 す る 人 材 を 















































































































































OO 人 材 の 1 
am 


















































19 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 
を 育て ます 
































③ アテ アスリート の 競技 力 の 向上 
④ A A 

























































































20 高等 教育 機関 と 連携 し た 地域 づ 
くり ・ 人 づく り を 進め ます 

































































ける 取組 へ の 到 拓 
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四 
本 11【 知 育 児童 生 徒 の 確か な 学力 を 育み ます 


(基本 方 向 ) 


急激 な 視 





= と 


上 会 変化 に 
を 育む た め 「 主 体 的 


要 な 資質 ・ 能 力 を 





また 、 児 童 生徒 の 「 確 か な 学力 」 を 育む た め 、 諸 調査 の 効果 的 な 活用 や 情報 通 
の 活用 な ど 





さら に 、 


“に より 、 
情報 化 や グロ ー バ ル 化 な ど 変 容 す る 社会 に 対応 し 、 岩手 の 未来 を 担う 人 材 を 育成 する た 








= 
月 


成 し ま す 。 


児童 生徒 の 





> 台 ヒ 


夫 態 





向き 合い 、 他 者 と 協 働 し な が ら 、 新 た な 価値 を 創造 する こと が で きる 児童 生徒 
・ 対 話 的 で 深い 学び 」 の 推進 な ど に より 、 こ れ か ら の 人 社 











会 で 活躍 する た め に 必 











言 技術 (ICT) 














に 応じ た 授業 改善 や 家庭 学習 の 充実 に 取り 組み ます 。 

















め 、 探 先 的 な 学習 の 推進 や 進学 指導 の 充実 な ど に より 、 生 徒 が 希望 する 進路 を 実現 で きる 力 を 育み 
ます 。 





現状 と 課題 


複雑 で 予測 














困難 な 時 代 の 中 














で 、 児 童 生徒 が 未来 を 切り 拓 い て いく た め の 「 生 きる 力 」 を 身 に 付 


ける こと が 求め られ て お り 、「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深い 学び 」 の 推進 を は じ め と する 学び の あり 方 








国学 力 


調査 








更 な る 改善 が 必要 と な っ て いま す 。 
学習 定着 度 を 測定 する 
・ 学習 状況 調査 で は 、 全 








の 分 析 結 果 な ど を 活用 し た 学力 向上 対策 に 取り 組ん で いま す が 、 全 
国 平均 を 下回る 教科 が ある ほか 、 授 業 以外 の 学習 時 間 が 全国 平均 




















と 比べ て 少な い 状況 に あり ます 。 


自 











児童 生徒 


進 

















ら が 希望 する 


を 育成 する 必要 が あり ます 。 

















路 を 実現 で きる 環境 を 整備 し 、 主 体 的 に 未来 を 開拓 する 多様 な 人 材 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
これ か ら の 社会 で 活躍 する た め に 必要 な 資質 ・ 能 力 の 育成 


① 


デー 
トー 


児童 生徒 ( 


言語 能力 、 情 報 活用 能力 、 問 題 発見 ・ 解 決 能力 な ど 全て の 学習 




















基盤 と な る 資質 ・ 











の 
二 
月 


能力 を 確実 に 育む た め 、 カ リキ ュ ラ ム ・ マ ネジ メス メント! を 推進 する と と も に 、 情 報 通 信 技 術 (I C 
了 )・ 新 聞 ・ 統 計 資 料 な ど を 活用 し た 学習 や 、 教 科 横 断 等 に よる 課題 発見 ・ 解 決 学習 な ど に 取り 


組み ます 。 


幼児 期 に お ける 教育 の 充実 を 
称 ) を 設置 する と と も に 、 
幼稚 園 等 か ら 高校 教育 まで の 円 滑 な 接続 を 推進 する た め 、 














ム の 充実 、 小 学校 に お ける 学び の 状況 を 





勿 児 教育 テ デ ド バイ ザー を 養成 する な ど 幼 ! 























図る た め 、 関 係 機関 等 と の 連携 に より 県 に 幼児 教育 セン ター ( 仮 
教育 推進 体制 を 強化 し ます 。 
小学 校 に お ける スタ ー ト カリ キュ ラ 
学校 と 共有 する な ど 小 中 連携 の 取組 の 推進 、 小 中 ・ 中 















































高 が 合同 し た 教員 研修 の 充実 な ど に 取り 組み ます 。 





「 カリ キュ ラム ・ マ ネジ メン ト : 学校 の 教育 目標 の 実現 に 向け て 、 子 ども や 地域 の 実態 を 踏ま え 、 教育 課程 (カリ キュ ラム ) を 編成 ・ 実 施 ・ 








評 f 

















し 、 改 善 を 図 





る 














連 の サイ クル を 計画 的 ・ 組 織 的 に 推進 し て いく こと で あり 、 ま た 、 そ の た め の 条 件 づく り ・ 整 備 を 行う こと 。 
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② 諸 調 査 や 1 CT の 活用 等 に よる 児童 生徒 の 実態 に 応じ た 授業 改善 の 推進 と 家庭 学習 の 充実 
































児童 生徒 の 学習 上 の つま ず き に 対応 し た きめ 細か な 指導 を 行う た め 、 諸 調査 の 内 容 改善 と 調査 















































の 効果 的 な 活用 、 学 校 訪問 指導 の 改善 、 校 種 横断 的 な 連携 の 取組 な ど 、 学 校 や 児童 生徒 等 の 実態 

















把握 に 基づく CAPD サ イク ル * に よる 授業 改善 を 推進 し ます 。 






























































学校 に お ける 授業 改善 な ど を 支援 する た め 、 各 種 学習 調査 結果 等 の デー タ を 活用 し た 効果 的 な 
指導 方 法 や 学校 運営 等 に 関す 


fi 前 





























児童 生生 














画 的 で 効果 的 な 家庭 学習 の 充 
児童 生徒 の 学習 面 ・ 生 活 面 へ の きめ 細か な 指導 の 充実 な ど を 図る た め 、 少 人 数 教育 や 学習 進 











E の 情報 活用 能力 の 









































る 研究 、 小 中 高 一 員 し た デー タ の 構築 等 に 関す る 研究 な ど を 推進 し 





























育成 や 各 教 科 等 の 学習 の 充実 を 図る た め 、 情 報 通信 技術 (I CT) 






















































































環境 を 整備 し 、 教 員 の 指導 カカ の 向上 や 外部 人 材 の 活用 な ど に より 、 情 報 通 信 技 術 (I CT) を 活 
し た 効果 的 な 授業 を 推進 し 


ます 。 




















児童 生徒 の 学習 内 容 の 定着 と 学習 意欲 の 向上 の た め 、 家 庭 や 地域 と 連携 し 、 授 業 と 連動 し た 計 
































実に 取り 組み ます 。 








澤 
































な ど に 応じ た 教育 を 推進 し ます 。 
③ 社会 ニー ズ に 対応 し た 学習 内 容 の 充実 な ど に よる 生徒 の 進路 実現 の 推進 


グロ ー バ ル に 活躍 する 人 材 や 地域 課題 解決 を けん 引 す る 人 材 な ど 、 将 来 の 本 県 の 発展 を 担う 
様 な 人 材 を 育成 する た め 、 大 学 等 と の 連携 に よる 探 完 的 な 学習 の 推進 な ど 、 生 徒 の 課題 発見 ・ 











決 能力 の 育成 に 取り 組み ます 











ンー 


RS 


避 


界 





? CAPD サ イク / 
(計画 ) 改善 案 を 時 
サイ クル が 循環 し や 





















































午 \ 

















O 


高校 生 の 希望 する 進路 を 実現 する た め 、 大 学 入試 制度 改革 に 対応 し た 進学 文 援 の 充実 や 、 産 業 
と の 連携 に よる 専門 的 な 知識 ・ 技 術 等 の 習得 な ど に 取り 組み ます 。 














:「C (現状 把握 ・ 分 析 ) 現状 の 問題 点 を 把握 し 原因 を 分 析 す る (Check) 」、「A (改善 ) 改善 内 容 を 立案 (Action)」、「P 


に 具体 的 な 施策 を 計画 (P 














1an)」、「D (実行 ) 計画 に 基づき 施策 を 行う (Do)」 サ イク ル で 、 改善 か ら 次 の 計画 まで の 











すい 、 よ り 実 効 性 の 高い 局 


E 続 性 を 持っ た 改善 サイ クル 。 











62 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 区 : 具 な 推進 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 筑 こ 2018 2019 2020 2021 2022 
① これ か ら の 社会 で 活躍 する た め に 必要 言語 能力 、 情 報 活用 能力 、 問 題 発見 ・ 解 決 能力 等 の 
の 本村 8 の 本 全て の 学習 の 基盤 と な る 資質 ・ 能 力 の 育成 
・ 児 童 生徒 が 調べ た こと な ど を 適切 に 表現 する 指 カリ キュ ラム ・ マ ネジ メン ト の 推進 
導 を し て いる 学校 の 割合 (%) a 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 I CT、 新 聞 、 統 計 資料 な ど を 活用 し た 学習 の 推進 
小 70 100 100 100 100 
中 50 100 100 100 100 a a 1 時 
高 100 100 100 100 教科 横断 等 に よ る 問題 発見 解決 J 習 の 推進 
現状 値 は 2017 年 の 値 
ー 個々 の 学習 段階 に 沿っ た きめ 細か な 指導 
・ 授 業 内 で 学習 を 振り 返っ て いる 児童 生徒 の 割合 
%) 諸 調 査 の 内 容 改 善 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 SE 0 
二 = = = 調査 結果 の 効果 的 活用 、 校 種 横断 的 な 取組 の 推進 | 
中 83 8 85 86 87 a > 入る i 
1 個々 の つま ず き に 対応 し た きめ 細か な 指導 の 推進 
現状 値 は 2018 年 の 値 
・ 学 校 の 授業 が 分 か る 児童 生徒 の 割合 (%) 指導 改善 に 資す る 教員 研修 の 充実 ” 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
小 90 91 92 93 94 
中 77 78 79 80 81 BE pr = 
高 76 77 78 79 80 就学 前 か ら 小 学校 教育 の 連携 の 推進 
F 日 に ゴキ 年 mo = A 
A スタ ー ト カリ キュ ラム Ur 
EE Et 。/N 凶 情報 共 等 こよ 
・ 幼 保 小 の 円 滑 な 連携 に 取り 組ん で いる 小学 校 の 作成 状況 調査 の 実施 ・ 分 析 幼 保 小 連携 取組 の 推進 
割合 (%) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
59 80 100 100 100 幼 保 小 が 合同 し た 教員 研修 の 充実 
現状 値 は 2018 年 の 値 














② 諸 調 査 や I CT の 活用 等 に よる 児童 生 






































































































































































































































































































































































































































徒 の 実態 に 応じ た 授業 改善 の 推進 と 家庭 小 中 高 一 綱 し た デー タ の 構築 に 向け た 研究 
トー 
学習 の 充実 先進 取組 新た な 調査 の 設計 ・ ・ 新 調査 の 実施 ・ 分 析 
日 標 研究 分 析 シ ステ ム 設 計 ・ デ ー タ 構築 の た め の 
・ つ まず き に 対応 し た 授業 改善 が 行わ れ て いる と 詳細 な 研究 
感じ て いる 児童 生徒 の 割合 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 a p> 
トト 85 86 87 88 89 と ぶ 、 信太 ・ 注 田林 2E 研究 成果 の 普及 、 
高 90 91 92 93 94 
現状 値 は 2018 年 の 値 - 
I CT 機器 等 の 整備 及び 活用 を 推進 
・I CT 機器 を 活用 し て 、 効果 的 な 教材 研究 や 授 整備 言 I CT 環境 の 基盤 整備 
業 を する こと が で きる 高校 教員 の 割合 (%) 画 の 検 a 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 対 効果 的 活用 方 法 の 研究 と 教員 研修 の 充実 
90 93 96 100 100 
現状 値 は 2018 年 の 値 
oe H 授業 改善 の 推進 > 
・ 弱 点 を 克服 する た め の 学 習 や 発展 的 な 学習 に 自 | 



































ら 取 り 組 ん で いる 児童 生徒 の 割合 (%) 












































現状 値 | 2019 2020 2021 2022 有 工 し た 家 旋 獲 こ 業 と 連動 し た 計画 的 な 家庭 学習 の 充 3 
小 74 76 78 80 82 係る 蘭 発 











中 62 64 66 68 70 


高 43 45 47 9 51 ココ 時 8 6 本 NE 
ーー - 少 人 数 教育 や 学習 進度 な ど に 応じ た 教育 の 推進 ゆ 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
~2018 2019 2020 2021 2022 










県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


③ 社会 ニー ズ に 対応 し た 学習 内 容 の 充実 
な ど に よる 生徒 の 進路 実現 の 推進 

目標 

* 課 題 を 見 つけ 解決 策 を 考え て いく 探究 活動 に 取 大 学 と の 連携 に よる 探究 的 な 学習 の 推進 内 
り 組ん で いる 高校 の 割合 (%) 

現状 値 2019 2020 2021 2022 
82 86 90 100 

現状 値 は 2018 年 の いわ て 進学 支援 ネッ トワ ー ク 事業 に お ける 、 前 

各 学 校 の 特色 ある 取組 や 合同 事業 の 充実 、 継 続 的 な 改 療 



































































































































































































































































































































・ 生 徒 の 進路 実現 に 向け 、 EE 設定 し た 進 

標 を 達成 で きた 高校 書 学 入 本 
現状 値 | 2019 | 2020 続 改革 へ の 対応 に 向け た 授業 コッ リリ グ 伯 
70 70 73 改善 推進 を 踏ま えた 対策 の 充実 

現状 値 は 2017 年 の 

















| (家庭 
・ 学 校 が 行う 学力 向上 の 取組 へ の 参画 ・ 協 働 

| ・ 家 庭 学習 の 習慣 付け と 望ま し い 生活 習慣 の 確立 
| (地域 ) 













































































・ 地 域 学校 協 働 活動 ? 等 を 通じ た 学校 運営 へ の 協力 

・ 放 課 後 子供 教室 な どの 家庭 学習 の 環境 づく り 

・ 学 校 が 行う 地域 課題 解決 学習 等 へ の 参画 ・ 協 働 

(産業 界 ) 

・ 学 校 に お ける 専門 的 な 知識 ・ 技 術 等 を 習得 する 取組 へ の 支援 

・ イ ンタ ー ン シッ プ 葬 学校 の 職場 体験 活動 等 へ の 協力 ・ 支 援 
(大 学 等 ) 

・ 各 種 デ ー タ の 分 析 等 に 関す る 知見 の 提供 

・ 学 校 が 行う 地域 課題 解決 学習 等 へ の 講師 の 派遣 、 出 前 授業 の 実施 な どの 協力 


























































































































大 学 等 の 研究 内 容 に 触れ る 機会 の 提供 

(学校 ) 

学校 教育 目標 の 達成 に 向け た 教育 課程 の 編成 と カリ キュ ラム ・ マ ネジ メン ト の 実施 
課題 発見 ・ 解 決 学習 の 実施 

・ 幼 保 小 連携 に 向け た 校内 研修 会 等 の 充実 と スタ ー ト カリ キュ ラム の 編成 ・ 実 施 














・ 各 種 デ ー タ の 分 析 に よる 学習 上 の つま ず き を 踏ま えた 指導 の 工夫 ・ 改 善 
・ 授 業 力 向上 に 向け た 校内 研修 の 活性 化 、 教 員 相互 の 授業 参観 の 推進 

・ 情 報 通信 技術 ( I CT) を 効果 的 に 活用 し た 授業 実践 や 校内 研修 の 実施 
・ 家 庭 と 連携 し た 計画 的 な 家庭 学習 の 充実 
・ 児 童 生徒 の 実態 を 踏ま えた 習 悪 度 別 指導 等 の 効果 的 な 少 人 数 教育 の 実践 



























































































































































》 地域 学校 協 働 活動 : 意 下 校 指導 、 校 庭 整 備 、 各 教科 の 学習 支援 、 地 域 の 資源 回 収 、 地 域 伝統 行事 へ の 参加 等 、 地 域 と 学校 が 相互 に パー ト 
ナー と し て 連携 ・ 協 働 し て 行う 様々 な 活動 。 教育 振興 運動 の 内 容 も これ に 当たり 、 地 域 の 高齢 者 、 成 人 、 学 生 、 保 護 者 、PTA、NPO、 
民間 企業 、 団 体 ・ 機 関 等 の 幅広 い 地域 住民 等 の 参画 を 得 て 、「 学 校 を 核 と し た 地域 づく り 」 と 「 地 域 と と も に ある 学校 づく り 」 を 目指 す も 
の 。 
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・ 地 域 課題 解決 学習 な どの 探究 的 な 学習 機会 の 充実 
・ 大学 入試 制度 改革 等 を 中 まえ た 進学 支援 ネッ トワ ー ク に よる 進学 支援 の 取組 の 充実 
・ 産 業界 等 と 連携 し た 専門 的 な 知識 ・ 技 術 等 を 習得 する 取組 の 充実 
・ 生徒 の 希望 に 応じ た 進路 指導 の 充実 
市 町 村 教育 委員 会 ) 
・ 学校 教育 目標 の 達成 に 向け た 教育 課程 の 編成 と カリ キュ ラム ・ マ ネジ メン ト の 支援 ・ 指 導 
・ 学 校 の 課題 把握 ・ 改 善 等 の た め の 訪問 指導 
・ 授 業 力 向上 や 小 中 連 携 に 向け た 教員 研修 の 実施 
・ 城内 の 幼稚 園 や 保育 所 、 認 定 こども 園 と の 情報 共有 、 合 同 研修 の 実施 
・ 授業 力 向上 に 向け た 研究 指定 等 の 実施 
・ 小 中 学校 等 の 情報 通信 技術 (I CT) 環境 の 整備 
| ・ 効 果 的 な 少 人 数 教育 実践 の た め の 支 援 
| ・ 関 係 機関 等 と 連携 し た 地域 訓 題 解決 等 に 関す る プロ グラ ム の 実施 
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回 
析 四 育み ます 
(基本 方 向 ) 














唱 


ェ 昔 生徒 一 人 ひと り が 、 


間 関 係 を 構築 で きる 協調 性 を 育む た め 
まり 、 1 





働 活動 等 ( 
動 や 読書 活動 の 充実 に 
また 、 生涯 に わた り 
































を 進め る と と も に 
思い や り の 心 や 感動 する 心 を 育成 し ます 。 
職人 ゝ に 生活 する 基盤 を つく る た め 、 文化 








充実 や 、 文 化 部 活動 の 活性 化 に より 、 学 校 に 




















さら に 、 主 体 的 に 社会 の 形成 に 参 
より 、 主権 者 と し て の 自覚 
力 な ど を 育成 し ます 。 
現状 と 課題 


お ける 文化 芸術 教 






12 【 徳 育 】 児 童 生徒 の 豊か な 人 間 性 と 社会 性 を 








育 を 推進 し ます 。 





自 他 の 生命 (いのち ) を 大 切 に し 、 他 者 の 人 権 を 尊重 する 心 や 、 良好 な 人 
、 道 徳 の 指導 の 充実 や 教育 振興 運動 ' と 連携 し た 他 者 と の 協 
家庭 や 地域 と の 協 働 に よる ボラ ンティア 活 


芸術 活動 等 の 鑑賞 ・ 体 験 の 機会 の 


画す る 態度 を 養う た め 、 主権 者 教育 や 消費 者 教育 な どの 推進 に 


と 政治 的 教養 の 育成 や 、 自 立 し た ? 

















肖 費 者 と し て 合理 的 に 意思 決定 で きる 


平成 0 年度 (2018 年 度 ) か ら 小 学校 、2019 年 度 か ら 中 学校 で 、 道 徳 が 「 特 別 の 教科 」 化 され る 


な ど 、「 考 え 、 


議論 する 」 道 徳 授業 を 要 と する 、 社 





する た め の 道 徳 教育 の 充実 が 求め られ て いま す 。 


児童 生徒 を 対象 に し た 意識 調査 








と だ と 思う 児童 生徒 の 割合 が 増 





























加 し て お り 、 


こよ る と 、 自 




















会 の 中 で 共存 し て いく 人 間 性 や 社 





会 性 を 育 


成 





己 育 定 感 を 持つ 児童 生徒 や 、 い じ め は いけ な いこ 
en a こ 高 め て いく 必要 が あり ます 。 


本 県 の 児童 生徒 の 読書 率 が 全国 と 比較 し て 高い 傾向 に ある こと か ら 、 生 涯 に わた っ て 読書 に 親 
し み 、 楽 し む 習 慣 に つなげ て いく 必要 が あり ます 。 

児童 生徒 の 豊か な 情操 や 感性 の 醸成 な ど に 向け 、 学 校 に お ける 文化 部 活動 や 文化 芸術 鑑賞 な ど 
が 広く 行わ れ て いま す が 、 郷土 の 伝統 文化 を 含め た 優れ た 文化 芸術 に 触れ る 機会 を 更に 充実 させ 
る 必要 が あり ます 。 

選挙 権 年 齢 や 成年 年 齢 の 引下げ に 伴い 、 児童 生徒 に 対し 、 自立 し た 社会 人 と し て 、 他 者 と 連携 ・ 
協 働 し な が ら 社 会 を 形成 する 力 や 、 社会 生活 に お いて 合理 的 に 意思 決定 で きる 力 を 育成 する こと 


が 求め られ て いま す 。 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 自 他 の 生命 を 大 切 に し 、 他 者 の 人 権 を 尊重 する 心 の 育成 


自 他 の 生命 
けた 教員 研修 や 、 学校 行事 等 を 
取り 組み ます 。 














手 県 に 








下 








お いて 昭和 40 年 (1965 朋 
家庭 、 学 校 、 地 域 、 行 政 の 5 者 が 一 体 と な り 、 地 域 の 教育 





通じ た 児 





E) か ら 始 まり 、 全 て の 市 町 村 に 0 MAI れ 、 学校 


























童 生徒 の 話合い の 機会 を 拡充 する な ど 





we 
1 眼 














徳 教 


NE bE NNN 道徳 の 指導 方 法 の 改善 に 向 
育 の 充実 に 


























課題 を 解決 する た め に 自主 的 に 行 
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区 や 公 





民 館 
われ て いる 実践 活 





区 な どの 実践 


区 に 


動 の 総称 。 














児童 生徒 の 自殺 を 予防 する た め 、 教 員 研 修 の 充実 や 専門 職 に よる 相談 体制 を 整備 する ほか 、 道 
徳 教 育 や 特別 活動 な ど を 活用 し て 「 命 を 大 切 に する 教育 」「SOS の 出し 方 に 関す る 教育 」「 心 の 
健康 の 保持 に 係る 教育 」 の 充実 に 取り 組み ます 。 

② 学校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連携 し た 体験 活動 の 推進 な ど を 通じ た 豊か な 心 の 育成 

幼児 児童 生徒 が 達成 感 や 成功 体験 を 得 た り 、 課 題 に 立ち 向かう 姿勢 を 身 に 付け る こ Dr る 
よう 、 教 育 振興 運動 と 連携 し た 自然 体験 ・ 奉 仕 体験 等 へ の 参加 を 促進 する な ど 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 

域 が 連携 し た 多様 な 体験 活動 を 推進 し ます 。 

素直 に 感動 で きる 豊か な 情操 を 育て る た め 、 児 童 生徒 が 多く の 本 に 触れ 、 読 むこ と の 楽し さ を 
実感 で きる 読書 活動 や 、 読 書 ボ ラン ティ ア と 連携 し た 読み 聞か せ 、 学 校 司書 の 配置 の 拡充 に よる 
学校 図書 館 を 生か し た 読書 活動 等 の 充実 に 取り 組み ます 。 

③ 学校 に お ける 文化 芸術 教育 の 推進 

文化 芸術 へ の 理解 を 深め る た め 、 様 々 な 文化 芸術 の 鑑賞 会 や 体験 活動 等 の 機会 を 充実 させ る と 
と も に 、 文 化 部 の 生徒 を 対象 と し た 技能 講習 会 な ど に 取り 組み ます 。 

心 豊 か に 生活 する 基盤 を つく る た め 、 博 物 館 や 美術 館 、 図 書館 等 と 連携 し 、 学 校 教 育 に お ける 
文化 芸術 活動 に 関す る 講習 会 や 発表 の 機会 を 支援 し ます 。 

④ 主権 者 教育 な ど に よる 社会 に 参画 する 力 の 育成 

選挙 権 年 齢 や 成年 年 齢 の 引下げ に 対応 し 、 児 童 生 徒 が 主体 的 に 社会 の 形成 に 参画 で きる よう 、 
地域 課題 の 学習 等 を 通じ た 主権 者 教育 や 、 多 様 な 契約 、 消 費 者 保護 の 仕組 みな ど を 学習 し 、 社 会 
の 発展 に 寄与 する 態度 を 育成 する 消費 者 教育 に 取り 組み ます 。 

児童 生徒 が 他 者 と 連携 し て 、 よ り 良 い 社 会 を 形成 し よう と する 態度 を 養う た め 、 bas 

等 で の グル ー プ 活動 や 話合い を 充実 させ る と と も に 、 学 年 間 交 流 、 異 校 種 間 交 流 な ど に 取り 組み 

ます 。 
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~2018 2019 2020 2021 2022 
① 自 他 の 生命 を 大 切 に し 、 他 者 の 人 権 を 
尊重 する 心 の 育成 「 特 別 の 教科 道徳 」 等 の 実施 に よる 


本 だ 施 (に 


「 考 え 、 議 論 首 役 去 の 赤 室 
・ 自 他 の 良さ を 認め 合う 学級 で ある と 感じ て いる え 、 議 論 す る 道徳 」 教 育 の 充 





















































































































































児童 生徒 の 割合 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 道徳 の 指導 改善 に 向け た 教員 研修 の 実施 > 
小 85 87 89 91 94 
中 88 90 91 92 93 _ 
900 SN 1 に 
高 77 78 79 80 81 学校 行事 を じ た 児 徒 の 話し 合い の 機会 の 拡充 



































現状 値 は 2018 年 の 値 









































自殺 予防 対策 の 推進 
































教育 相談 体制 の 充実 、 自 殺 予 防 教育 の 充実 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


















































































































































































































































































































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
② 学校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連携 し た 体験 活動 
の 推進 な ど を 通じ た 豊か な 心 の 育成 教育 振興 運動 と 連携 し た 多様 な 体験 活動 の 推進 トゥ 
E 標 
学校 や 地域 が ls に 参加 し 、 今後 も 継 
続 し て 参加 し た いと 思う 児童 生徒 の 割合 (%) 第 4 次 日 第 4 次 いわ て 子ども 読書 プラ ン の 周知 ・ 啓 発 及 びそ 
現状 値 | 2019 2020 2021 | 2022 内 れ に 基づく 読書 活動 の 環境 充実 
月 市 三 
ヽ 79 81 83 85 86 oN 
8 85 85 86 86 7 JNN 
高 85 85 85 86 86 上 a を 
現状 値 は 2018 年 の 値 
子ども の 読書 状況 調査 の 実施 に よる 児童 生徒 の 状況 把握 ・ 分 析 性 
「 読 書 が と て も 楽し い 」 と 感じ る 児童 生徒 の 割 の RI 
合 (%) 【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 学校 司書 の 配置 の 拡充 に よる 
小 45 46 47 48 50 — 学校 図書 館 機能 の 充実 | 
中 42 44 46 48 51 
高 38 41 44 48 52 1 和志 i 
= 学校 司書 や 読書 ボラ ンティア 、 学 校 図書 館 文 援 貞 等 の 資質 向 
現状 値 は 2018 年 の 値 e— 上 や 地域 の 人 材 育成 を 図る 研修 機会 の 提供 回 
③ 学校 に お ける 文化 芸術 教育 の 推進 
標 
・ 様 々 な 文化 芸術 に 触れ 、 文化 芸術 に 興味 が わい 
た と 感じ て いる 児童 生徒 の 割合 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 学校 教育 に お ける 文化 芸術 鑑賞 や 体験 機会 の 充実 「 テ 
小 70 72 74 
中 71 72 74 
高 79 80 82 
現状 値 は 2018 年 の 値 
・ 子 ども の た め の 芸 術 家 派 遣 事 立 
[累計 文化 部 の 活性 化 に 向け た 技能 向上 の 支援 を 














現状 値 | 2019 2020 

63 65 131 198 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 
ら の 累計 





















































④ 主権 者 教育 な ど に よる 社会 に 参画 する 


力 の 育成 
a 少数 意見 に も 耳 を 傾け 、 竜 成年 年 齢 引下げ に 伴う 、 他 者 と 連携 ・ 協 働 し て 社会 を 生き 
を まとめ て いる 児童 生徒 の 割合 (% 抜く た め の 主 権 者 教育 や 自立 し た 消費 生活 を 送る た め の 


ノロ 里 
現状 値 | 2019 2020 | 2021 消費 者 教育 等 の 充実 
小 77 79 81 83 
2 還 記 2 証 記 の 各 教 科 等 の 授業 や 特別 活動 等 で の 話し 合う 機会 の 拡充 ト 寺 
闘 73 75 77 79 
現状 値 は 2018 年 の 値 



















































































































































































































































・ 社 会 の 動 や 出来 事 に 関す る ニュ ー ス に 関心 が 
ある 児童 生徒 の 割合 (%) 

現状 値 2020 | 2021 | 2022 社会 の 動き や 身近 な 地域 課題 に 関心 もち 、 よ り よ い 社 会 
a 9 づく り を 提案 ・ 発 信 す る 学習 等 の 充実 

中 75 81 84 87 
高 72 80 85 90 
現状 値 は 20184 
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・ 学 校 と 協 働 し た 体験 活動 へ の 子ども の 参加 促進 
・ 家 庭 で の 読書 の 充実 
(地域 ) 














・ 教 育 振興 運動 を 通じ た 体験 活動 の 実施 
読み 聞か せ 読 書 ボ ラン ティ ア 等 へ の 参画 

・ 芸 術 鑑賞 教室 や 文化 部 活動 へ の 支援 

・ 主 権 者 教育 、 消 費 者 教育 等 に 向け た 講演 会 等 へ の 支援 
(関係 団体 等 ) 
・ 学 校 で の 出前 講座 な どの 講演 会 や 体験 活動 等 へ の 講師 の 派遣 
(図書 館 、 博 物 館 、 美 術 館 ) 

・ 学 校 で の 文化 芸術 活動 に 関す る 生徒 向け 教育 プロ グラ ム の 提供 
(学校 ) 

・ 道 徳 の 授業 改善 の た め の 校 内 研修 の 実施 

・ 道 徳 教育 や 特別 活動 な ど を 通し た 自殺 予防 教育 の 充実 

殺 の リス ク の 高い 児童 生徒 の 早期 発見 ・ 見 守り 等 の 取組 や 教育 相談 体制 の 充実 
・ 人 権 等 を 主体 的 に 考え る 児童 会 ・ 生 徒 会 活動 の 充実 

. 教育 拓 興 運動 な ど と 連携 し た 自然 体験 奉仕 作 験 等 ほ の 体験 活動 の 充実 

・ 読 書 強化 月 間 の 取組 や 司書 教諭 等 を 中 心 と し た 読書 活動 の 充実 

・ 博 物 館 、 美 術 館 な どの 文化 施設 等 を 活用 し た 学習 機会 の 充実 

・ 芸 術 鑑賞 教室 の 開催 や 文化 部 活動 の 充実 

・ 文 化 芸術 活動 の 発表 の 機会 を 通じ た 児童 生徒 の 文化 交流 の 充実 
























































































































































































































































































































































・ 地 域 課 題 解 決 学習 等 を 通じ た 実践 的 な 主権 者 教育 、 消 費 者 教育 等 の 実施 
・ 主 権 者 教育 、 消 費 者 教育 等 の た め の 外 部 講師 を 活用 し た 講演 会 等 の 実施 











町 村 教 育 委員 会 ) 

・ 道 徳 授業 等 の 改善 に 向け た 訪問 指導 や 教員 の 授業 力 向上 の た め の 研 修 の 実施 

9 RO 

・ 関 係 機関 と 連携 し た 自殺 対策 に 係る 包括 的 支援 の 推進 

・ 読 書 ボ ラン ティ ア 人 研修 会 や 図書 館 の 蔵書 等 の 配備 な ど 、 学 校 図書 館 の 機能 の 充実 
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園 
13 【 体 育 】 児 童 生 徒 の 健やか な 体 を 育み ます 


(基本 方 向 ) 
児童 生徒 一 人 ひと り が 自ら の 体力 や 健康 に 関心 を 持ち 、 運 動 に 親 し わ 資質 や 能力 を 身 に 付け る こ 
と が で きる よう 、 学 校 体 育 の 充実 や 適切 な 部 活動 の 推進 な ど に より 、 体 力 の 向上 と 健康 の 保持 ・ 増 
進 に 取り 組み ます 。 

また 、 生 涯 を 通じ て 健康 で 活力 ある 生活 を 送る こと が で きる よう 、 家 庭 や 地域 と 連携 し な が ら 、 
健全 な 食 生活 と 健康 ・ 命 の 大 切 さ を 教 える 学校 保健 活動 な ど に より 、 児童 生徒 に 基本 的 な 生活 習慣 
や 、 健 康 に 関す る 正しい 知識 な ど を 身 に 付け させ る 取組 を 推進 し ます 。 















































現状 と 課題 
希望 卿 いわ て 国体 ・ 希 望 卿 いわ て 大 会 が 開催 され 、 ラ ラグビー ワー ルド カッ プ 2019"、 東 京 2020 
オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 を 間近 に 控え る な ど 、 運動 や スポ ー ツ に 対す る 県 民 の 意 
識 が 高まっ て いま す 。 
児童 生徒 の 一 週間 の 総 運動 時 間 や 体力 合計 点 、 運動 や スポ ー ツ が 好き な 児童 生徒 の 割合 は 全国 
平均 を 上 回 っ て いる 一 方 で 、 肥 満 傾 向 の 児童 生徒 の 割合 が 全国 平均 を 上 回 っ て いま す 。 
また 、 運 動 に 積極 的 に 取り 組む 子ども と 、 そ う で な い 子 ども と の 二 極 化 傾向 が 見 られ ます 。 
部 活動 は 、 生 徒 の 多様 な 学び の 場 と し て の 重要 な 意義 を 持つ 一 方 で 、 長 時 間 練 習 や 教職 員 の 多 
忙 化 な どの 弊害 も 指摘 され て お り 、 適 切な 部 活動 を 推進 し て いく と と も に 、 地 域 で の 受け 皿 と な 
る 総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ ' 等 と の 連携 を 図っ て いく 必要 が あり ます 。 
また 、 大 会 等 で 勝つ こと の み を 重視 し 過重 な 練習 を 強い た り 、 部 活動 へ の 参加 を 義務 付け た り 
する こと が な いよ う 留 意 す る と と も に 、 体罰 や 生徒 の 人 格 を 傷付け る 言動 等 の 根絶 に 向け た 取組 
を 徹底 する 必要 が あり ます 。 
生活 習慣 が 多様 化す る 中 で 、 偏 っ た 食事 や 不 規 則 な 食事 な どの 食 習 慣 の 乱れ や 、 ス マー ト フ ォ 
ン 等 の 過度 な 利用 に よる 睡眠 時 間 の 不足 な ど が 心身 に 影響 を 及ぼ し て お り 、 生涯 の 健康 を 支え る 
力 の 育成 が 必要 で す 。 
生活 習慣 病 や 楽 物 乱 用 な どの 健康 に 関す る 問題 を 防止 する た め 、 児 童 生徒 が 健康 に つい て の 正 
し い 知識 に 基づき 自ら 考え 判断 で きる 力 を 身 に 付け る 必要 が あり ます 。 








































































































+ 総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ : 人 々 が 、 身 近 な 地域 で スポ ー ツ に 親しむ こと の で きる 新しい タイ プ の スポ ー ツ クラ ブ で 、 子 ども か ら 高 齢 者 
まで 、 様 々 な スポ ー ツ を 愛好 する 人 々 が 、 初 心 者 か ら ト ッ プ レベ ル ま で 、 そ れ ぞ れ の 志向 ・ レ ベル に 合わ せ て 参加 で きる と いう 特徴 を 持ち 、 
地域 住民 に より 自主 的 ・ 主 体 的 に 運営 され る スポ ー ツ クラ ブ 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 


豊か な スポ ー ツ ライ フ に 向け た 学校 体育 の 充実 

















幼児 児童 生徒 に 運動 や スポ ー ツ に 親 し む 習 慣 を 身 に 付け させ る た め 、 体 育 授業 の 改善 、 
間 に お ける 運動 遊び の 奨励 等 の 取組 、 家 庭 ・ 地 域 と の 連携 に よる 取組 に より 、 1 























木 み 時 
日 60 分 以上 、 











運動 や スポ ー ツ に 親 し む 取組 で ある 「 希 望 卿 いわ て 元気 ・ 体 カテ ッ プ 60 運動 」 を 推進 し ます 。 











童 生徒 の 体力 ・ 運 動 能力 の 向上 


























| 
の 

取組 の 推進 や 学校 の 指導 者 研修 会 を 
| 
ッ / 





を 図る た め 、 体 力 ・ 運 動 能 





実施 し ます 。 














調査 結果 を 踏ま えた 地域 ご と の 











上 HH の 
見 童 生徒 が 体力 や 技能 の 程度 、 年 齢 や 性 別 及 び 障 が い の 有 無 等 に か か わら ず 、 運 動 や スポ ボ ポーツ 























の 多様 な 楽し み 方 を 共有 する こと が で きる よう 、 体 育 ・ 保 健 体育 授業 の 改善 に 向け た 指導 者 研修 





等 の 実施 な ど に より 、 指 導 の 充実 を 





























適切 な 部 活動 体制 の 推進 


























図り ます 。 


生徒 が 生涯 に わた り ス ポー ツ ・ 文 化 芸術 に 親しむ こと が で きる よう 、 生 徒 の 自主 的 ・ 





児童 生徒 が スポ ー ツ の 意義 や 価値 を 学び 、 ス ポー ツ へ の 興味 ・ 関 心 を 高め る た め 、 オ リン ピア 
ン ・ パ ラリ ン ピ ア ン を 各 学 校 へ 派遣 る な ど 、 オ リン ピッ ク 








・ パ ラリ ン ピ ッ ク 教 育 を 進め ます 。 














目 発 的 な 














参加 に より 行わ れる 部 活動 の 推進 を 図る と と も に 、「 岩 手 県 に お ける 部 活動 の 在り 方 に 関す る 方 
針 」 に 基づき 、 部 活動 休養 日 の 設定 や 生徒 の ニー ズ を 踏ま えた 適切 な 部 活動 の 指導 体制 の 推進 に 








取り 組み ます 




































































会 で 勝つ こと の み を 重視 し 過重 な 練習 を 強い る こと が な いよ う 、 ス ポー ツ 医 ・ 科 学 の 観点 を 


踏ま えた 指導 及び 体罰 や 生徒 の 人 格 を 傷付け る 言動 等 の 根絶 に 向け た 指導 者 研修 の 充実 に 取り 
組む と と も に 、 部 活動 の 質 的 向上 や 教員 の 負担 軽減 を 図る た め 、 部 活動 指導 員 を 配置 し ます 。 






































体罰 等 の 根絶 を 含め た 部 活動 の 方 針 等 の 共通 理解 を 




























































































図る た め 、 教 職員 や 保護 者 、 外 部 指導 者 等 














に よる 部 活動 連絡 会 の 開催 を 各 学 校 に 働き か ける と と も に 、 体 育 協会 、 総 合 型 地域 スポ ー ツ クラ 




















ブ 等 と の 連携 推進 会 議 を 開催 



































高校 生 の 部 活動 指導 体制 の 充実 を 図る た め 、 体 育 協会 や 
スポ ー ツ 特別 強化 指定 校 ? に 対し 、 優 秀 指導 者 を 長期 的 に 半 














健康 教育 の 充実 

















し ます 。 















































『 目 別 協会 等 と の 連携 を 図り な が ら 、 


ロ 置 し ます 。 





























の 実態 に 応じ た 指導 等 に 取り 組み ます 

















スマ ー ト フォ ン 等 の 過度 な 利 












































利 














生涯 に わた っ て 健康 的 な 生活 
ドラ ッ グ と 言わ れる 喫煙 ・ 飲 酒 を 含 
等 、 健 康 の 保持 増進 へ の 理解 を 深め 









































H に よる 心身 へ の 影響 等 を 踏ま え 、 幼 児 児 童 生徒 に 基本 的 な 生活 
習慣 を 身 に 付け させ る た め 、 家 庭 、 地 域 、 関 係 機関 と 連携 し な が ら 、 適 切な スマートフォン 等 の 
に 関す る 普及 啓発 に 取り 組み ます 。 
送る た め に 必要 な カカ の 育成 に 向け 、 生 活 習 慣 病 や ゲー トウ ェ イ 














め た 楽 物 乱 用 等 、 健康 
る 取組 を 実施 し ます 。 





児童 生徒 の 肥満 予防 ・ 改 善 を 図る た め 、 学 校 と 家庭 ・ 地 域 が 連携 し 、 教 育 活動 全体 を 通じ て 食 
へ の 理解 促進 や 、 家庭 へ の 望ま し い 食 習慣 と 適度 な 運動 習慣 づく り に 関す る 啓発 な ど 、 


コー EL 
児童 生徒 












































関す る 問題 を 防止 する た め の 講 習 会 























* スポ ー ツ 特別 強化 指定 校 : 本 県 の 競技 スポ ー ツ に お ける 高校 生 の 選手 強化 、 競 技 力 向上 を 図る た め に 指定 され た 公立 高校 。 


? ゲー トウ ェ イ ドラ ッ グ : 比較 的 入手 し や すい 薬物 A を 使用 
合 、 薬 物 A を 薬物 B の ゲー トウ ェ イ ドラ ッ グ と いう 。 喫煙 ・ 飲 i 
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し た こと が きっ か け で 、 よ り 作 
再 は 、 麻 薬 べ の ゲー トウ ェ イ 





























上 の 強い 薬物 B の 使用 に つなが っ て し まっ た 場 
バラ ッ グ に な る こと が 人 危 展 され て いる 。 











メン タル ヘル ス や アレ ルギー 疾患 


















































、 多 様 化 ・ 深 刻 化す る 子ども の 健康 課題 に 対応 する た め 、 
a 層 の 充実 や 、 養 護 教 諭 を は じ 
め と し た 教職 員 の 資質 ・ 能 力 向上 を 図る た め の 研 修 な ど に 取り 組み ます 。 
児童 生徒 が 性 的 平等 の 意識 や 望ま な い 妊 娠 の 防止 、 性 感染 症 の 予防 等 








に つい て 正しい 知識 を 身 
に 付け る と と も に 、 自 他 共 に 尊重 で きる 心 を 育成 し 行動 で きる よう 、 関 係 機関 と 連携 し た 効果 的 
な 指導 体制 を 構築 し ます 。 


食 育 推進 の 中 核 的 な 役割 を 担う 栄養 教諭 を は じ め 教 職員 が 、 児 童 生徒 の 食 に 関す る 自己 
力 育成 に 向け た 指導 力 の 向上 を 図る た め 


昌和 
、 各 学校 の 優良 実践 を 共有 する な ど 、 研 修 内 容 の 充実 に 
取り 組み ます 。 





> 
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IN 





















































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 















































































































































































































































































































































































































































工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
~2018 2019 2020 2021 2022 
① 豊か な スポ ー ツ ライ フ に 向け た 学校 体 
育 の 充実 元気 ・ 体 カカ アッ プ 60 運動 の 推進 
目標 学校 の 実態 に 応じ た 体力 向上 に お ける 
・ 運 動 や スポ ー ツ を する こと が 好き な 児童 生徒 の 取組 机 震 の 支援 
割合 (%) きき 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
89 89 89 89 89 モデ ル 彫 の 運動 遊び の 改善 に お ける > 
現状 値 は 2018 年 の 値 実践 研究 の 実施 
モデ ル 校 の 体育 ・ 保 健 体育 授業 改善 に お ける 拡大 
だ 践 研究 の 実施 | 療 肥 し 
オリ ン ピ ア ン 等 と の 交流 に よる オリ パラ の レガ シー を | 
Ho 活用 し た 教育 の 推進 
② 適切 な 部 活動 体制 の 推進 
標 [ 並 K 正 重 の 全 えた 活動 の 条 
・ 部 活動 の 活動 方 針 に つい て 、 学校 、 保護 者 、 外 > mm | (の | 
部 指導 者 等 が 、 共 通 理解 を 図る 部 活動 連絡 会 を 人 針 の | | 新 方針 の 
ga rs a 部 活動 方 針 の 理解 ・ 浸 透 重則 PP 
現状 値 2020 2021 2022 
H80.2 90 100 
80 



































100 
現状 値 は 20174 








関係 団体 と の 連携 等 に よる 課題 解 ゆ 
決 に 向け た 取組 の 実施 

































































スポ ー ツ 特別 強化 指定 校 に よる 


上 と 
| 高校 生 の 部 活動 指導 体制 の 充実 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 






























































~2018 2019 2020 2021 2022 
③ 健康 教育 の 充実 
Fs Mei の 肥満 度 が 正常 で ある 児童 4 肥満 要因 の [| | 個別 指導 の || | 分 析 結 果 を 基 に し た 指導 方 法 に 時 






































調査 分 析 | | モデ ル 実 践 Ee 実践 
































2020 2021 2022 
89 90 91 


ーー 家庭 、 地 域 、 関係 機関 と 連携 し た 普及 啓発 


拓本 的 な 生活 習慣 の 定着 ) 






























































現状 値 は 2018 年 
































・ ル ー ル を 守っ て 情報 機器 (スマ ー ト フォ ン 等 ) | ーーーーーーーーー デ ーーーーーーーーーー マ ーー デー デー 
HH する こと が 大 切 だ と 思 生徒 の 雪 楽 物 乱 用 等 の 講演 会 、 教 室 の 開催 aa 




























































































2022 


























































































































































































































調査 ・ 分 析 ・ 指 導 資 料 の 作成 ・ 活 用 

100 @H 7 > 

100 (が ん 教育 、 薬 物 乱用 防止 教育 ) 

100 
状 値 は 20184 研修 の 実施 

養護 教諭 ・ 栄 養 教諭 育成 指標 に 基づく 教員 研修 の 充実 

煙 飲 酒 の 指導 を 含め た 「 薬 物 乱用 防止 教室 」 | 
開催 し て いる 小学 校 の 割合 (%) 学校 保健 研修 会 等 の 充実 








2020 2021 
100 100 




































































食 育 推進 研修 会 等 の 充実 
































































































































呈 道 盗 天 

性 に 関す る 指導 の 先進 事例 等 日 指導 資料 人 に 
調査 ・ 研 究 ・ 分 析 改訂 i 
し た 啓発 

食 育 の 推進 
























































慣 の 定着 












































・ 肥 満 予防 等 に 向け た 基本 的 な 生活 習慣 や 食 習慣 、 運 動 習 
・ 部 活動 連絡 会 を 通じ た 学校 の 取組 や 部 活動 に 対 
・ ス マー ト フ ォ ン 等 の 利用 に 係る ルー ル 作 り 
・ 児童 生徒 の 健康 課題 へ の 対応 に 向け た 学校 保健 委員 会 へ の 参画 
(地域) 
・ 多 様 な 運動 ・ ス ポー ツ に 親しむ 機会 の 創出 
・ ス ポー ツ 指 導 者 等 に よる 体育 授業 や 部 活動 へ の 支援 
・ 部 活動 連絡 会 を 通じ た 学校 の 取組 や 部 活動 に 対す る 理解 ・ 協 力 
・ 学 校 部 活動 と 連携 し た 総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ 等 の 運営 
・ 児 音 生 徒 の 健康 課題 へ の 対応 に 向け た 学校 保健 委員 会 へ の 参画 
(関係 団体 等 ) 
・ 多 様 な 運動 ・ ス ポー ツ に 親しむ 機会 の 創出 
| . 望 まし い 部 活動 の あり 方 に 対す る 専門 医 等 の 指導 ・ 助 計 
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・ 児 童 生徒 の 健康 課題 へ の 対応 に 向け た 学校 保健 委員 会 へ の 参画 
・ 喫 煙 ・ 飲 酒 ・ 薬 物 乱 用 、 性 感染 症 等 の 防止 に 向け た 講演 会 へ の 支援 ・ 協 力 





















































・ 児童 生 徒 の 体力 ・ 運 動 能 力 調査 結果 を 踏ま えた 目標 設定 や 達成 に 向け た 取組 
・「 希 望郷 いわ て 元気 ・ 体 力 アッ プ 60 運動 」 の 実践 
・ 体 育 ・ 保 健 体育 授業 の 組織 的 な 改善 
| ・ オ リン ピア デン 等 に よる 授業 の 実施 
| ・「 岩 手 県 に お ける 部 活動 の 在り 方 に 関す る 方 針 」 に よる 適切 な 部 活動 の 実施 
| ・ 学 校 の 部 活動 方 針 へ の 理解 を 得る た め の 部 活動 連絡 会 の 開催 
・ 児 童 生 徒 の 肥満 解消 に 向け た 取組 
・ 児 童 生徒 へ の スマ ー ト フォ ン 等 の 利用 に 係る ルー ル 作 り の 指導 
育 に 関す る 児童 生徒 へ の 指導 や 家庭 へ の 啓発 
・ 喫 煙 ・ 飲 酒 ・ 薬 物 乱用 、 性 感染 症 等 の 防止 に 向け た 講演 会 の 開催 
・ 児 童 生徒 の 健康 課題 へ の 対応 に 向け た 学校 保健 委員 会 の 開催 
| (市 町 村 教 育 委 員 会 
| ・ 学 校 の 体力 向上 の た め の 取 組 の 指導 ・ 支 援 
| ・ 学 校 に お ける 教員 の 授業 力 向上 や 授業 改善 の 指導 ・ 支 援 
| ・「 部 活動 の 在り 方 に 関す る 方 針 」 の 策定 と 周知 
| ・ 部 活動 指導 員 を 対象 と し た 研修 の 実施 
| ・ 学 校 に お ける 肥満 解消 や 食 育 の 取組 へ の 指導 ・ 支 援 
| ・ ス マー ト フ ォ ン 等 の 利用 に 係る シー ル 作り の 産 革 
| ・ 喫 煙 ・ 飲 酒 ・ 薬 物 乱用 、 性 感染 症 等 の 防止 に 向け た 啓発 
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国 
ー 量 14 共に 学び 、 共 に 育つ 特別 支援 教育 を 進め ます 


(基本 方 向 ) 

特別 な 支援 を 必要 と する 児童 生徒 一 人 ひと り の 自立 や や 社会 参加 を 目指 し 、 切 れ 目 の な い 支 援 が 行 
われ る よう 、「 個 別 の 指導 計画 '」 や 「 個 別 の 教育 支援 計画 | の 作成 ・ 活 用 な ど に より 、 就 学 前 か 
ら 卒 業 後 ま で の 一 貫 し た 支援 を 充実 し ます 。 

また 、 全 て の 児童 生徒 が 地域 の 学校 で 共に 学ぶ こと が で きる よう 、 通 級 に よる 指導 * や 特別 支援 
学級 で の 指導 の 充実 な ど に より 、 一 人 ひと り の 教育 ニー ズ に 対応 し ます 。 

さら に 、 特別 支援 教育 の 指導 ・ 支 援 体制 の 充実 を 図る た め 、 全て の 学校 を 対象 と し た 研修 の 充実 
な ど に より 、 教 職員 の 専門 性 の 向上 を 図り ます 。 

































































現状 と 課題 
国 に お いて 、「 発 達 障 害 を 含む 障害 の ある 幼児 児童 生徒 に 対す る 教育 文 援 体制 整備 ガイ ドラ イ 
ン 」 が 策定 され る な ど 、 全 て の 学校 に お ける 特別 文 援 教 育 に 係る 支援 体制 の 構築 が 求め られ て い 


























ます 。 
児童 生徒 の 障がい の 状態 が 多様 化し て お り 、 個 々 の 教育 ニー ズ に 応じ た 指導 ・ 支 援 を 充実 し て 
いく 必要 が あり ます 。 


特別 な 支援 を 必要 と する 児童 生徒 が 増加 傾向 に あり 、 各 学校 に お いて は 、 一 人 ひと り に 応じ た 
教育 が 実現 され る よう 試行 錯誤 を 重ね な が ら 、 指 導 や 支援 を 進め て いま す 。 














県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 就学 前 か ら 卒 業 後 ま で の 一 貫 し た 支援 の 充実 
児童 生徒 一 人 ひと り の 障がい に 応じ た きめ 細か な 支援 を 行う た め 、 学 習 指導 に お ける 「 個 別 の 

指導 計画 」 や 、 学校 、 家庭 、 福祉 ・ 医 療 等 の 関係 機関 と の 連携 に よる だ 0 
別 の 教育 支援 計画 」 に 基づく サポ ー ト 体制 の 充実 を 図り ます 。 

幼少 期 か ら 継 続 し た 一 貫 性 の ある 支援 を 行う た め 、 引 継ぎ シー ト * 和 で 就学 支援 ファ イル "等 を 活 
用 し て 、 幼 稚 園 ・ 保 育 所 等 か ら 小 学校 へ の 適切 な 接続 と 、 進 学 時 に お ける 学校 種 間 の 円 滑 な 引継 
ぎ に 取 り 組 み ま す 。 

また 、 各 学校 に お いて は 、 特 別 支援 教育 コー ディ ネー ター を 中 心 と し た 組織 的 な 校内 支援 体制 
の も と に 、 医 療 ・ 福 祉 な どの 関係 機関 の ネッ トワ ー ク を 構築 し な が ら 、 個 に 応じ た 指導 ・ 支援 
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「 個別 の 指導 計画 : 学校 で 指導 を 行う に 当たっ て 、 特 別 な 支援 を 必要 と する 幼児 児童 生徒 一 人 ひと り の 目標 、 内 容 、 方 法 、 役 割 分 担 、 期 間 
等 に つい て 作成 する 計画 。 特 別 支 援 学校 で は 全員 に つい て 作成 する こと と な っ て いる 。 

* 個別 の 教育 支援 計画 : 教育 サイ ド が 主体 と な っ て 作成 する 「 個 別 の 支援 計画 」。 本 人 ・ 保 護 者 の 参画 や 関係 機関 と の 連携 に より 、 継 続 し 
< 一貫 性 の ある 支援 を ね らい と し て 作成 する も の 。 
* 通 級 に よる 指導 : 小 中 学 校 ・ 義 務 教 育 学校 及び 高等 学校 の 通常 の 学級 に 在籍 し て いる 支援 の 必要 な 児童 生徒 に 対し て 、 個 別に 教育 的 ニー 
ズ に 応じ た 指導 を 週 に 数 時 間 程 度 行う 特別 支援 教育 の 一 つの 形態 。 
* 引継 ぎ シ ー ト : 支援 を 必要 と する 児童 生徒 に 対し て 継続 し た 一 中 性 の ある 指導 ・ 支 援 に つなげ る た め の 各 校 種 間 等 の 引継 ぎ を 行う シー ト 。 
5 就学 支援 ファ イル : 「 個 別 の 教育 支援 計画 」 に 関連 する 資料 。「 い わ て 特別 支援 教育 推進 プラ ン 」 に お いて 、 幼 児 期 か ら の 円 滑 な 就学 に 向 
けた 相談 支援 の た め の 資 料 と し て 作成 、 活 用 され る よう 働き か け て いる も の 。 独 自 の 様式 を 作成 、 活 用 し て 運用 を 行っ て いる 市 町 村 も ある 。 
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が 推進 され る よう 取 








就労 を 布 望 す る 生徒 の 人 


り 組 み ま す 。 
E 路 を 実現 



































場 を 継続 的 に 設け る 


と と も 





て 特別 支援 学校 就労 サポ ー タ ー 和 制度 "の 活 







































































































































































に 、 企 業 側 の 生徒 の 理 


する た め 、 特 別 支 援 学 校 と 企業 と の 連携 
解 を 促進 する 特別 支援 学校 技 
















































































、 実 習 先 の 確保 や 雇 
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協議 会 な どの 連携 の 
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H の 拡大 に 取り 組み ます 。 



















































































































































































































































































② 特別 支援 教育 の 多様 な ニー ズ へ の 対応 
児童 生徒 の 相互 理解 が 促進 され る よう 、 交流 籍 "を 活用 し た 特別 支援 学校 の 児童 生徒 と 小 ・ 中 学 
校 の 児童 生徒 と の 交流 や 共同 学習 な ど 、「 共 に 学び 、 共 に 育つ 教育 」 を 推進 し ます 。 
小 ・ 中 学校 等 及び 高等 学校 の 通常 の 学級 に 在籍 する 発達 障がい 等 の 特別 な 支援 を 必要 と する 児 
童 生徒 を 支援 する た め 、「 通 級 に よる 指導 」 を 進め ます 。 
地域 の 特別 支援 教育 の 充実 を 図る た め 、 特 別 支 援 学 校 が 、 地 域 に お ける 特別 支援 教育 の セン タ 
ー 的 機能 を 担い 、 特 別 支援 教育 の 専門 性 を 生か し な が ら 、 幼稚 園 や 小 ・ 中 学校 等 に 適切 な 助言 や 
援助 を 行い ます 。 
医療 的 ケア が 必要 な 児童 生徒 が 安心 し て 教育 を 受け られ る 環境 を 整備 する た め 、 学 校 へ の 看護 
師 の 適切 な 配置 に 努め る と と も に 、 安全 で 適切 な ケア を 行う た め の 看 護 師 を 対象 と し た 研修 を 実 
施 し ます 。 
長期 入院 を 必要 と する 児童 生徒 の 学習 を 保障 する た め 、 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 と 特別 支援 学校 と の 
連携 や 、 各 学校 と 医療 機関 と の 連携 に 取り 組み ます 。 
特別 な 支援 を 必要 と する 児童 生徒 一 人 ひと り の 多様 な ニー ズ に 対応 する た め 、 医 療 、 福 祉 、 心 
理 等 の 外部 専門 家 を 活用 し た 指導 ・ 支 援 の 充実 を 図り ます 。 
特別 な 支援 を 必要 と する 児童 生徒 の 円 滑 な 意思 疎通 や 自立 し た 生活 を 支援 する た め 、 特 別 支援 
学校 や 特別 支援 学級 に お ける AT (アシ ステ ィ ブ テク ノロ ジー) "や 情報 通信 技術 (I CT) 機器 
の 更 な る 活用 を 推進 し ます 。 
全 県 的 な 特別 支援 学校 の 教育 環境 を 整備 する た め 、 特 別 支 援 学 校 の 整備 計画 を 策定 し 、 計 画 に 
基づき 、 市 町 村 な どの 関係 機関 と の 調整 を 進め ます 。 
③ 県 民 と 協 働 し た 特別 支援 教育 体制 づく り の 推進 
特別 な 支援 を 必要 と する 子ども が 地域 で 安心 し て 学校 生活 を 過ごす こと が で きる よう 、「 共 に 
学び 、 共 に 育つ 教育 」 や 、 発 達 障がい な どの 障がい に 関す る 正しい 知識 の 普及 を 進め る た め の 県 
民 向 け の 公開 講座 を 実施 し ます 。 
地域 ぐる み で 特別 支援 教育 を 支援 する 体制 を つく る た め 、 授 業 の 補助 や 学校 生活 の 支援 を 行う 
特別 支援 教育 サポ ー タ ー の 養成 に 取り 組み ます 。 
④ 教職 員 の 専門 性 の 向上 
幼稚 園 、 小 ・ 中 学校 等 及び 高等 学校 の 教職 員 の 特別 支援 教育 の 専門 性 の 向上 を 図る た め 、 各 学 
校 の 取組 に 係る 協議 や 情報 交換 な どの 実践 的 な 内 容 を 取り 入れ た 研修 の 充実 を 図り ます 。 
特別 な 支援 を 必要 と する 児童 生徒 の 自立 と 社会 参加 の 促進 の た め 、AT や 情報 通信 技術 (IC 
TT) 機器 を 活用 し た 実践 的 ・ 効 果 的 な 授業 改善 に 向け た 教員 研修 を 実施 し ます 。 
? 特別 支援 学校 技能 認定 制度 : 地域 の 企業 等 へ の 就労 に つなげ る た め 、 企 業 関係 者 や 特別 支援 学校 等 で 特別 支援 学校 の 生徒 の 能力 を 客観 的 
に 見 る 技能 認定 会 を 開催 する も の 。 
7 就労 サポ ー タ ー 制 度 : 特別 支援 学校 と 企業 と の 連携 強化 、 進 路 指導 や 雇用 の 機会 拡大 を 目的 と し 、 趣 旨 に 賛 同 し た 企業 に 登録 証 を 交付 し 、 
特別 支援 学校 の 生徒 の 就業 体験 や 産業 現場 等 実習 の 受入 れ 先 と し て 協力 いた だ く 
* 交流 籍 : 特別 支援 学校 の 小 中 学 部 に 在籍 する 児童 生徒 が 、 居 住 する 地域 の 小 ・ 中 ・ 義 務 教 育 学校 に 副 次 的 に 置く 籍 。「 交 流 籍 」 を 活用 し 
た 交流 及び 共同 学習 を 通じ て 、 居 住 する 培 や 児童 生 徒 同士 の か か わり の 広がり や 深 ま り に つなげ る 。 
AT (アシ ステ ィ ブ テク ノロ ジー) : 一 人 ひと り の 障がい 等 に 応じ た 支援 機器 及び 支援 技術 。 











76 


















































































































































に 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
自 、 目 休 的 な 
県 が 取り 組む 時 体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
学 前 か ら まで の 一 員 し た 
1 本 ー 和 小学 校 就 学 前 か ら 小 中 学校 等 に お ける 
jm 引継 ぎ シ の 活 
・「 引 継ぎ シー ト 」 を 活用 し 、 進 学 時 に 円 滑 な 9 @| 。 、。、 | 取組 先行 活 al 
継ぎ を 行っ て いる 学校 の 割合 (%) 作成 ・ 二 生生 例 の 周知 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 









































































































































= 30 50 70 100 OL Na 
特別 支援 学校 と 企業 と の 連携 協議 会 の 推進 ト 半 
a 還 _ いわて 特別 支援 学校 就労 サナ ポー ター 制度 の 推進 Ly 
・「 特 別 支 援 学 校 と 企業 と の 連携 協議 会 」 に 参加 








し た 企業 数 ( 社 ) 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 FE 

特別 支援 学校 a A 

70 80 85 90 95 ee a 地域 ご と の 特別 支援 学校 | | 
現状 値 は 2017 年 の 値 eit 技能 認定 会 の 実施 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































参加 校 の 拡充 
② 特別 支援 教育 の 多様 な ニー ズ へ の 対応 
目標 特別 支援 学校 と 小 中 学 校 等 と の 交流 及び 共同 学習 
・ 通 級 に よる 指導 に 係る 研修 を 受講 し た 教員 の 害 
合 (%) 各 校 種 に お ける 「 通 級 に よる 指導 」 の 推進 by 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 
ーー ーー ーーーーー ト ーー 高校 に お ける 「 通 級 に よる 指導 」 の 推進 
現状 値 は 2017 年 の 値 
指定 校 で の 会 県 へ の 撤 大 し 6 
本 格 表 施 = 
特別 支援 学級 ・ 通 級 に よる 指導 担当 教員 を 対象 と し た 継続 的 な 
研修 の 実施 
新任 揚 
新任 揚 当 及 び 8 
間 任 担当 年 目 3 年 目 研修 
当 研修 2 年 E 新任 担当 、2 年 目 及び 3 年 目 研 修 | 計 
研修 
・ 特 別 支援 学校 に お ける 医療 的 ケア が 必要 な 児童 特別 支援 学校 に よる 幼稚 園 、 小 中 学校 等 へ の 助言 や 援助 「 半 
E 徒 が 、 看 護 師 に よる 医療 的 ケア を 受け た 割合 i i 
医療 的 ケア 体制 整備 、 PR 
2019 | 2020 | 2021 2022 の 実態 把 提 ・ 分 析 適正 な 看護 師 配 置 と 研修 会 の 実施 前 
100 100 100 100 


















































四 状 値 は 2018 年 の 値 長期 入院 










































































児童 生徒 長期 入院 児童 生徒 へ の 
9] へ の 訪問 | 訪問 教育 の 拡大 

教育 の 拡 

大 検討 












































医療 ・ 福 祉 ・ 心 理 等 外部 専門 家 を 活用 し た 指導 ・ 支 援 の 推進 7 




































































AT 等 の 支援 機器 ・ 支 援 技術 の 活用 の 推進 7 




































































AT 等 の 実践 a tz 
| 車 例 の 作成 | 中 学校 等 の 普及 
@_ 特別 支援 学校 整備 特別 支援 学校 の 。 
計画 の 策定 教育 環境 の 整備 
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と 2018 2019 2020 2021 2022 
③ 県 民 と 協 働 し た 特別 支援 教育 体制 づく 
A 県 民 向 け 公開 講座 の 開催 
・ 特 別 支援 教育 サポ ボー ター の 登録 者 数 (人 ) 公開 講座 i 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 の 見 直し 
236 290 320 350 380 
現状 値 は 2017 年 の 値 
特別 支援 教育 サポ ボー ター 養成 講座 の 開催 
養成 計上 養成 講座 の 内 容 充実 ・ | 
の 兄貴 し 講座 受講 者 数 拡大 へ の 取組 推進 
④ 教職 員 の 専門 性 の 向上 
目標 
・ 特 別 支 援 学 校 の 授業 研究 会 ・ 研 修 会 に 参加 し た 知 的 障がい 特別 支援 学校 に お ける 公開 授業 研究 会 の 実施 
教員 数 (人 ) 【 素 計 ] 5 ーー 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 年 炊 指定 校 L 
直人 = 79 158 237 316 計画 の に よる 各 学 校 で 実施 
中 一 41 82 123 164 作成 実施 
高 17 34 51 67 
目標 値 は 2019 年 か ら の 昧 計 






































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 


| (家庭 ・ 地 域 ) 
| ・ 引 継ぎ シー ト ・ 就 労 支援 ファ イル 等 の 作成 へ の 協力 
・「 交 流 籍 」「 通 級 指導 教室 」 へ の 理解 ・ 協 力 
・ 特 別 支援 サポ ー タ ー 養 成 研修 へ の 参加 
(企業 ・ 事 業 所 ) 
・ 障 が い 者 雇用 へ の 理解 と 受入 れ 
・ 生 徒 の 就労 促進 の た め の 学校 ・ 企 業 連絡 協議 会 や 技能 認定 制度 へ の 協力 
・ 生 徒 の 就労 を 支援 する 就学 サポ ー タ ー 制 度 へ の 登録 
(関係 団体 等 ) 
・ 福 祉 ・ 医 療 機関 に お ける 引継 ぎ シ ー ト を 活用 し た 学校 と の 情報 共 
・ 医 療 機関 に お ける 医療 的 ケア の 実施 に 関す る 学校 と の 情報 共有 等 
・ 労 働 機関 に お ける 障がい 者 雇用 、 就 労 支援 等 に 係る 学校 と 連携 し 
・ 通 学 支 援 へ の 協力 や 放課後 等 の 生活 に 係る 学校 と 連携 し た 支援 
(学校 ) 
・「 個 別 の 指導 計画 」 や 「 個 別 の 教育 支援 計画 」 の 作成 と 活用 
| ・ 引 継ぎ シー ト ・ 就 労 支援 ファ イル 等 の 作成 に よる 幼稚 園 か ら 高校 ・ 特 別 支援 学校 
| 支援 の 実施 
| ・ 特 別 な 支援 が 必要 な 生徒 の 就労 支援 に 関す る 地域 等 の 理解 促進 
・ 地 域 の 福祉 、 労 働 関係 機関 と 連携 し た 特別 な 支援 が 必要 な 生徒 の 進路 支援 
・「 交 流 籍 」 な ど に よる 交流 学習 や 共同 学習 の 実施 
「 通 級 に よる 指導 」 の 実施 


・ ス クー ルカ ウン セラ ー や スク ー ル ソー シャ ル ワ ー カ ー な ど を 活用 し た 支援 の 充実 
・ 地 域 の 幼稚 園 、 小 ・ 中 学校 、 高 等 学校 の 要請 に 応じ た 指導 ・ 支 援 
| ・AT・ 情 報 通信 技術 (I CT) 機器 を 活用 し た 授業 の 実践 





































































































人 f 引 
































































































































































































































まで の 一 貫 し た | 



































































































































・ 教 職員 の 指導 力 の 向上 を 図 | 
(市 町 村 教 育 委員 会 ) 
・ 指 導 主 事 の 学校 訪問 等 に よる 特別 支援 教育 に 関す る 指導 
・ 小 ・ 中 学校 に お ける 通 級 指導 教室 の ニー ズ に 対応 し た 設置 
・ 看 護 師 や 支援 員 等 の 配置 や 研修 の 実施 
・ 特 別 支援 学校 の 整備 計画 に 基づく 特別 支援 学校 整備 へ の 協力 
(市 町 村 ) 
| ・ 保 健 福祉 部 門 ・ 雇 用 労働 部 門 と 教育 委員 会 と の 連携 
| ・「 共 に 学び 、 共 に 育つ 教育 」 や 障がい 等 に 関す る 住民 理解 の 推進 | | 
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時 15 いじ め 問 題 な ど に 適切 に 対応 し 、 一 人 ひと り が 
画 お 互い を 尊重 する 学校 を つく り ま す 


(基本 方 向 ) 
全て の 児童 生徒 が 安心 し て 学校 生活 を 送り 、 様 々 な 活動 に 取り 組む こと が で きる よう 、「 岩 手 県 
いじ め 防 止 等 の た め の 基 本 的 な 方 針 」 に 基づく いじ め 防 止 対 策 や 、 組 織 的 な 指導 体制 の 充実 に より 、 
いじ め 事 案 へ の 適切 な 対応 に 取り 組み ます 。 

また 、 不 登校 な どの 未然 防止 、 早 期 発見 ・ 適 切な 対応 を 推進 する た め 、 教育 相談 体制 の 一 層 の 充 
実 や 関係 機関 と 連携 し た 教育 機会 の 提供 等 に より 、 児 童 生徒 に 寄り 添っ た 不 登校 対策 を 推進 し ま 
す 。 

さら に 、 児童 生徒 が 情報 化 社会 等 に お いて 健全 な 生活 を 送る た め 、 情報 モラ ル 教 育 の 推進 や 保護 
者 へ の 啓発 活動 な ど に より 、 児 童 生徒 が 適切 な 情報 活用 に 関す る 能力 や 規範 意識 を 身 に 付け る 取組 
を 推進 し ます 。 












































現状 と 課題 
いじ め を 一 因 と する 自殺 事案 の 発生 を 契機 と し て 、 学 校 に お ける いじ め 防 止 対 策 に 関す る 県 民 
の 意識 が 一 層 高 まる と と も に 、「 い じ め 防 止 対策 推進 法 」 の 趣旨 を 踏ま そえ た いじ め 防 止 な どの 更 
な る 取組 の 推進 が 求め られ て いま す 。 
本 県 で は 、 い じ め は いけ な いこ と だ と 思う 児童 生徒 の 割合 が 増加 し て き て お り 、 更 に その 割合 
を 高め て いく 必要 が あり ます 。 
学校 に お ける 教育 相談 体制 の 充実 な ど を 背景 に 、 小 ・ 中 学校 等 に お ける 不 登 校 児童 生徒 の 出現 
率 は 全国 水準 より 低く 推移 し て いま す が 、 引 き 続 き 、 未 然 防止 や 、 発 生 し た 場合 の 早期 発見 ・ 適 
切な 対応 に 一 層 取 り 組 む 必 要 が あり ます 。 
スマ ー ト フォ ン な ど が 子ども た ち に も 普及 する 中 で 、S N S ' 上 で の 誹謗 中 傷 な どの いじ め や ネ 
ッ ト 犯 罪 等 に 巻き 込ま れる 危険 が 深刻 化し て いる こと を 踏ま え 、 情 報 モ ラル に 関す る 指導 が 一 層 
重要 と な っ て いま す 。 

























































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① いじ め 防 止 対策 の 推進 と いじ め 事 案 へ の 適切 な 対処 

各 学 校 が いじ め 問 題 に 対し て 組織 的 に 対応 し て いく た め 、「 岩 手 県 いじ め 防 止 等 の た め の 基 本 
的 な 方 針 」 に 基づく 取組 を 徹底 し ます 。 

自 他 の 生命 を 大 切 に し 、 他 者 の 人 権 を 尊重 する 心 を 育成 する た め 、 い じ め に つい て 考え る 討論 
会 な どの 児童 生徒 に よる 主体 的 な 活動 の 促進 と と も に 、 思 いや り の 心 と 社会 性 を 育成 する 道徳 教 
育 や 人 権 教育 の 充実 を 図り ます 。 







































































1L SNS : : Social Networking Service (ソー シャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ング ・ サ ービス ) の 略 。 イ ンタ ーネット を 介し て 人 間 関 係 を 構築 で 
きる スマ ー ト フォ ン ・ パ ソコ ン 用 の Web サー ビス の 総称 。 
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いじ め の 積 極 的 な 認知 や いじ め が 生 


な アン ケー 





ュ アル | 





学校 生 


スク ー ル カウ ン セ ラー や スク ー ル ソー シャ ル ワ ー カ ー、24 時 間 子 供 SOS ダ イヤ ル 相 


教職 員 の 生食 
を 活 
児童 生徒 に 寄り 添っ た 教育 相談 体制 の 充実 等 に よる 、 不 登校 対策 の 推進 
学校 の 教育 
養成 する と と も 


ロロ 





置 し ます 。 


多様 な 教育 ニ 
し を ゆい る ブリ ー ス ク 
児童 生 徒 の 健全 育成 に 向け た 対策 の 推進 








“<— 











F 音 生徒 


教員 研修 を 実施 し 、† 
































調査 や 個人 面談 の 実施 の 徹底 を 図り ます 。 
E 指 導 や 教育 相談 の 資質 向上 を 図る た め 
し た 研修 を 実施 し ます 。 


ト 




































































ヒヒ 

















BE 士 の 資格 を 


1 ゴ 


す 。 





相談 体制 の 充実 を 図る た め 、 学 校 心 政 
に 、 教 員 の 次 質 を 高め る た め の 研 修 を 実施 し ま 






































に 不安 や 悩み を 抱え て いる 








E じ た 際 の 迅速 な 対応 を 行う た め 、 児 童 生 往 


『 つ 教育 相談 








、「 い わ て 「 い じ め 間 題 」 防 止 ・ 


児童 生徒 の 状況 に 応じ た 専門 的 見 地 か ら の 支援 を 図 


E に 対す る 定期 的 


対応 マニ 


コー ディ ネー ター を 





る た め 、 

















談 員 等 を 配 














ー ズ に 対応 し て いく た め 、 市 町 村 が 設置 し て いる 適応 指導 教室 ? や 民間 等 で 運 















































ル 3 等 と 連携 し 、 不 登校 児童 生得 








鞭 * 
て 








会 に お いて 適切 に 行動 する 考え 方 や 態 
す 。 








E が 、 


情報 化 社 
青 報 モ ラル 教育 に 取り 組み ま 



































児童 生徒 を 性 的 被害 や 有害 

グ * や イン ター ネッ ト 利 用 の ルー ル に 関す る 普及 啓発 活動 を 、 保 護 者 や 地域 、 関 係 団体 等 と 

し て 取り 組み ます 。 

児童 生徒 の 心身 の 保護 を 図る た め 、 喫 煙 ・ 飲 酒 や 薬物 乱用 、 性 感染 症 な ど を 防止 する た め の 講 
習 会 等 の 実施 や 保護 者 ・ 地 域 へ の 継続 的 な 普及 啓発 に 取り 組み ます 。 








































































































E へ の 教育 機会 の 提供 ( 

















時 


『 


営 








に 取り 組み ます 。 


を 身 に 付け る 指導 を 行う た め 、 








情報 か ら 守 る た め 、 ス マー ト フ ォ ン な どの 情報 端末 の フィ ル タ リ ン 

















連携 













































































































































































































































































































































































































































。 5 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り 組む 具体 的 な 
県 が 取り 組む 基体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① いじ め 防 止 対策 の 推進 と いじ め 事 案 へ 
の 適切 な 対処 E 県 いじ め 防 止 等 の た め の 基 本 的 な 方 針 」 に 
上 標 区 づく 取組 の 徹底 
・ い じ め は いけ な いと 思う 児童 生徒 の 割合 (% 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 交 に お ける 特別 活動 や 道徳 教育 ・ 人 権 教育 の 推進 
小 89.1 | 91.8 94.5 97.2 100 
中 84.6 | 88.4 92. 2 96. 1 100 授業 改善 及び 児童 生徒 の 主体 的 な 活動 に 関す る 7 
現状 値 は 2018 年 の 値 優良 事例 の 普及 
・ 認 知 し た いじ め が 解 消し た 割合 (%) 
| ニニ テニ トド = っ ce = っ = ニー 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
ー 100 100 100 100 いじ め 防 止 
マニ ュ ア ル M いじ め 防 止 マ ニュ アル の 活用 に よる 指導 体制 の 充実 HL 
の 周知 
\ じ め 防 止 マ ニュ アル を 活用 し た 研修 の 実施 | 
行事 を 通じ た 児童 生徒 の 話し 合い の 機会 の 拡充 ョ 
2 適応 指導 教室 : 市 町 村 の 教育 委員 会 が 、 不 登校 等 の 児童 生徒 に 対し 、 学 校 復 帰 を 支援 する 等 の 目的 の た め に 設置 し て いる 教室 。 


3 フリー スク ー ル : 


4# フィ ル タ リ ング : 主 に 











トド 登校 の 子ども を 受け 入れ て いる 民間 の 施設 等 。 
子ども を 対象 と し て 、 イ ンタ ーネット 上 に ある サイ ト の 閲覧 を 制限 する サ 
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ービス 。 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































R 2 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
中 り 組む 具 休 的 な 
EA ~2018 2019 2020 2021 2022 
② 児童 生徒 に 寄り 添っ た 教育 相談 体制 の 
充実 等 に よる 、 不 登校 対策 の 推進 学校 心理 士 の 資格 を 持っ た 
H 標 の の 6 Lp 
5 ネー ター の 
・ 学校 が 楽し いと 思う (学校 に 満足 し て いる ) 見 ai a RR 
童 生徒 の 割合 (%) 
現状 値 2020 2021 2022 スク ー ル 
小 88 90 90 91 カウ ン セ 
MM 6 90 91 ラー 等 の | | スク ー ル カウ ン セ ラー 等 に よる 相談 体制 の 充実 
高 87 89 89 90 活用 指針 
現状 値 は 2018 年 の 値 の 作成 
| 
スク ー ル カウ ン セ ラー の 配置 
スク ー ル ソー シャ ル ワ ー カ ー の 配置 
24 時 間 子 供 SOS ダイ ヤル の 設置 
適応 指導 教室 等 と の 連携 | 
③ 児童 生徒 の 健全 育成 に 向け た 対策 の 推 
上 情報 モラ ル 教 育 指導 者 養成 研修 の 実施 | 
・ ル ー ル を 守っ て 情報 機器 (スマ ー ト フォ ン 等 
it こと が 大 切 だ と 思う 児童 生徒 の 割 情報 モラ ル 教 育 の 授業 改善 の 推進 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 @」 情報 モラ ル 教 育 授業 づく り 研 修 会 の 実施 
小 89 91 94 97 100 
中 85 | 89 93 96 100 情報 モラ ル 教 育 授業 の 優良 事例 の 普及 
高 83 87 91 96 100 
現状 値 は 2018 年 の 値 
家庭 や 地域 、 関 係 機関 と 連 と 
・ 喫煙 飲酒 の 指導 を 含め た 「 楽 物 乱 用 防止 教室 Mad 
を 開催 し て いる 小学 校 の 割合 (%)【 再 掲 】 A A I EE 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 スマ ー ト フォ ン や イン ター ネッ ト の 使用 に 係る ルー ル 等 の 徹底 | 広 
73.7 85. 0 100 100 100 
現状 値 は 2017 年 の 値 
ー 喫煙 ・ 飲 酒 や 薬物 乱用 な どの 防止 




































































| ・ 学 校 ・ 地 域 と 連携 し た いじ め 防 止 の 取組 

| ・ い じ め の 積極 的 認知 等 の た め の 子ども と の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 充実 
| ・ 学 校 や フリ ー ス クー ル 等 と の 情報 共有 
| ・ 情 報 端末 の フィ ル タ リ ング や 利用 に か か る ルー ル 作 り 
| (地域 ) 

| ・ 学 校 ・ 家 庭 と 連携 し た いじ め 防 止 の 取組 へ の 協力 

| ・ 道 術 に 関す る 講演 会 な どの 学校 行事 へ の 協力 















































| ・ 地 域内 の 巡回 等 に よる 見 守り 活動 
| ・ 講 演 会 の 開催 な ど に よる 情報 端末 利用 に か か る ルー ル 作 り へ の 支援 
(関係 団体 等 


モー 





























ュー ン 





| ・ ス クー ルカ ウン セラ ー や スク ー ル ソー シャ ル ワ ー カ ー の 学校 派遣 の 協力 や 資質 向上 の 取組 
| ・ フ リー スク ー ル の 設置 ・ 運 営 等 と 、 学 校 や 適応 指導 教室 と の 連携 
| ・ 情 報 端末 の フィ ル タ リ ング や イン ター ネッ ト 利 用 の ルー ル に 関す る 啓発 活動 
| (学校 ) 

| ・ 組 織 的 な いじ め 防 止 や 不 合 校 の 未然 防止 等 の 取組 

| ・ 道 徳 の 時 間 を 要 と し た 学校 全体 で の 道徳 教育 の 充実 

| ・ 児 童 会 ・ 生 徒 会 活動 等 の 主体 的 な いじ め 防 止 の 活動 の 実施 

| ・ い じ め に 関す る 積極 的 認知 の た め の ア ン ケ ー ト 調査 ・ 個 人 面談 の 実施 

| ・ ス クー ルカ ウン セラ ー や スク ー ル ソー シャ ル ワ ー カ ー の 活用 に よる 教育 相談 体制 の 充実 
| ・ 家 庭 ・ 地 域 と の いじ め に 関す る 情報 共有 ・ 連 携 

| ・ 家 庭 や 適応 指導 教室 ・ フ リー スク ー ル 等 と の 連携 に よる 不 登校 へ の 対応 

| ・S N S な どの 適切 な 活用 な どの 情報 モラ ル 教育 の 実施 と 保護 者 へ の 啓発 

| (市 町 村 教育 委員 会 ) 

・ 学 校 に お ける 組織 的 な いじ め 防 止 や 不意 校 の 未然 防止 等 の 取組 へ の 指導 ・ 支 援 

| ・ 指 導 主事 の 学校 訪問 等 に よる 道徳 教育 や 教育 相談 体制 に 関す る 指導 ・ 助 言 ・ 啓 発 

| ・ 適 応 指導 教室 の 設置 ・ 運 党 
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回 16 児童 生徒 が 安全 に 学ぶ こと が で きる 教育 環境 の 整 
画 借 や 教職 員 の 資質 の 向上 を 進め ます 





























(基本 方 向 ) 
児童 生徒 の 学校 に お ける 安全 ・ 安 心 な 環境 が 確保 され る よう 、 学 校 施 設 等 の 安全 点検 に よる 事故 
等 の 未然 防止 な ど 学 校 安 全 計画 の 組織 的 な 推進 や 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 ・ 関 係 機関 と の 連携 に よる 通 








学 時 の 見 守り や 安全 教育 、 学 校 施設 ・ 設 備 の 計画 的 な 老朽 化 対策 な ど を 推進 し ます 。 
また 、 地 域 と と も に ある 学校 、 魅 力 ある 学校 づく り を 進め る た め 、 目 標 達 成型 の 学校 経営 や 学校 ・ 
家庭 ・ 地 域 の 連携 ・ 協 働 の 仕組 み で ある コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ル ! (学校 運営 協議 会 制度 ) の 取組 





























な ど を 推進 し ます 。 

さら に 、 質 の 高い 教育 を 行え る よう 、 多 様 な 評価 に 基づく 採用 選考 試験 や 資質 向上 研修 な ど を 進 
め ま す 。 
現状 と 課題 





全国 で 自然 災害 や 交 下 校 時 に お ける 事件 ・ 事 故 等 が 発生 し て お り 、 事 故 の 未然 防止 等 に 向け て 、 
通学 時 の 見 守り や 学校 に お ける 安全 管理 等 の 徹底 が 求め られ て いま す 。 

学校 施設 の 老朽 化 の 進行 や 夏場 の 猛 著 に 伴う 熱中 症 の 危険 性 の 拡大 な ど 、 安 全 な 教育 環境 の 整 
備 と と も に 、 家 庭 や 社会 の 環境 の 変化 に 伴い 学校 施設 の 機能 ・ 性 能 の 向上 が 求め られ て いま す 。 
各 学 校 に お いて 、 校長 の リー ダー シッ プ の も と 、 学校 経営 計画 を 策定 し 、 保 護 者 や 地域 の 評価 
も 取り 入れ た 学校 評価 が 行わ れ て いま す が 、 引き続き 学校 運営 の 現状 や 課題 を 学校 と 地域 が 共 
し 、 更 に 相互 理解 を 深め る こと が 求め られ て いま す 。 

児童 生徒 の 減少 を 背景 に 学校 の 小 規模 化 や 統廃合 が 進む 中 で 、 児 童 生徒 を 取り 巻く 教育 環境 が 
大 きく 変化 し て お り 、 社 会 の 変化 や 地域 の 期待 に 応え る 学校 づく り が 求め られ て いま す 。 

小 中 学 校 に お ける 不 登校 児童 生徒 数 の 出現 率 は 、 全 国 水準 より 低く 推移 し て いま す が 、 不 登校 
等 の 学校 不適 店 へ の 対応 な ど 、 多 様 な 教育 ニー ズ に 応じ た 学び の 場 が 求め られ て いま す 。 

特別 な 支援 を 必要 と する 児童 生徒 が 増加 傾向 に あり 、 幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 に お いて 、 個 々 の 
教育 的 ニー ズ に 応じ た 指導 ・ 支 援 を 充実 し て いく 必要 が あり ます 。 

本 県 で は 、 第 2 次 ベビ ー ブ ー ム 等 に 対応 し て 採用 し た 教員 の 大 量 退 職 に より 、 新 採用 教員 等 の 
増加 が 見 込ま れ て お り 、 教 育 へ の 情熱 と 高い 志 を 持つ 有 為 な 人 材 を 引き 続き 確保 し て いく 必要 が 
あり ます 。 































































































) コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ル : 学校 運営 協議 会 を 設置 する 学校 の こと で 、 学 校 と 保護 者 や 地域 の 人 々 が と も に 知恵 を 出し 合い 、 学 校 運営 に 意 
叶 を 反映 させ る こと に より 、 連 携 ・ 協 働 し な が ら 子 供 た ちの 豊か な 成長 を 支え る 仕組 み 。 
? 学校 経営 計画 : 学校 の 教育 目標 の 実現 を 目指 し 、 前 年 度 の 学校 評価 の 結果 を 生か し な が ら 、 各 年 度 に お ける 学校 運営 方 針 や 目標 及び 重点 
項目 と 、 こ れ を 達成 する た め の 具 体 的 方 策 等 を ホ す も の 。 学校 経営 の 改善 を 図る マネ ジメント サイ クル の ツー ル と し て 、 全 て の 学校 で 作成 
し て いる 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 安心 し て 学べ る 環境 の 











境 変化 を 踏ま え 、 学 校 の 安全 計画 や 危機 管理 
基づく 事故 等 の 未然 防止 策 等 が 徹底 され る よう 、 教 職員 へ の 研修 や 訓練 を 行い 





学校 安全 計画 に 
ます 。 
通学 時 の 児 




















スク ー ル ガー ド 等 に よる 通学 時 の 見 守り や 通学 路 の 定 








整備 


児童 生徒 の 学校 管理 下 に お ける 安全 が 確保 され る よう 、 自 





























童 生徒 の 安全 が 確保 され る よう 、 保 護 








三宅 
に 


F ゴ 











マニ ュ ア ル の 検証 ・ 改 





に 取り 組み ます 。 


























、 地 域 住民 、 関 係 機 























期 的 な 点検 を 行い ます 。 


プ 





























然 災 害 の 多発 な ど 学 校 を 取り 巻く 環 


関 の 協 力 を 得 な が ら 、 


児童 生徒 が 自ら の 安全 を 確保 する 力 を 身 に 付け る こと が で きる よう 、 交通 安全 教室 や 防犯 教室 






































③ 































































































な どの 安全 教育 に 取り 組む と と も に 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 経験 ・ 教 訓 を 踏ま そえ た 、 特 色 あ る 防災 
教育 に 取り 組み ます 。 
安全 で 快適 な 学校 施設 の 整備 
安全 ・ 安 心 な 教育 環境 を 整備 する た め 、 計 画 的 な 学校 施設 等 の 長寿 命 化 等 を 推進 し ます 。 
家庭 や 社会 の 環境 の 変化 に 伴い 、 学 校 施設 の 機能 ・ 性 能 の 向上 を 図る た め 、 情 報 通信 技術 (I 
CT) 環境 の 整備 、 防 災 機 能 の 強化 、 冷 房 設 備 の 設置 、 ト イレ の 洋式 化 な ど 新 た な ニー ズ 等 に 対 
応 し た 学習 環境 の 改善 に 取り 組み ます 。 
目標 達成 型 の 学校 経営 の 推進 
地域 と と も に ある 学校 づく り を 推進 する た め 、「 ま な び フ ェ ス ト “」 や 学校 、 家 庭 、 地 域 が 連携 し 
た 学校 運営 協議 会 を 導入 し た コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ル 等 の 仕組 み の 活 用 を 図る と と も に 、 学 校 経営 




















計画 で 設定 し た 目標 の 達 
魅力 ある 学校 づく り の 




















④ 


























質 の 保証 」 
する 後期 
































成 状況 等 の 評 
推進 





























本 県 の 地理 的 条件 等 を 踏ま そえ た 「 教 育 の 機会 の 保障 」 と 望 ヨ 























を 実現 し て いく た め 、 地 方 創 4 
F 編 プロ グラ ム を 含め た 「 新 た な 県 立 高等 学校 再編 計画 

































































E し い 学校 規模 の 確保 に よる 「 教 育 
E に お ける 地域 の 学校 の 役割 等 も 重視 し な が ら 、 今後 策 
」 を 推進 する と と も に 、 地域 と 連 


血 結 果 を 広く 公表 し 、 学 校 運営 の 改善 に 取り 組み ます 。 

















の 





携 し た 教育 資源 (人 材 、 歴 史 、 環 境 等 ) の 活用 や 地域 の 産業 界 と の 交流 ・ 連 携 な ど に より 、 魅 力 あ 





る 学校 づく り に 取り 組み 
⑤ 





ます 。 










































































































































































多様 な 教育 ニー ズ に 対応 する 教育 機会 の 提供 

多様 な 教育 ニー ズ に 対応 し て いく た め 、 市 町 村 が 設置 し て いる 適応 指導 教室 * や フリ ー ス クー 
ル 5 等 と 連携 し 、 不 登校 児童 生徒 へ の 教育 機会 を 提供 し て いく と と も に 、 本 県 に お いて も 増加 傾 
向 に ある 外国 人 の 児童 生徒 な どの 学び の 場 を 、 関 係 機関 と 連携 し て 確保 し て いき ます 。 

幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 に お いて 、 特 別 な 支援 を 必要 と する 幼児 児童 生徒 が 充実 し た 学習 活動 が 
行え る よう 、 関 係 機関 と の 連携 を 図り な が ら 学 習 環境 を 整え 、 一 人 ひと り の 教育 的 ニー ズ に 応じ 
た 指導 ・ 支 援 の 推進 に 取り 組み ます 。 
教育 へ の 情熱 と 高い 志 を 持つ 有人 為 な 人 材 の 確保 ・ 育 成 、 資 質 向上 


「 校 長 及 び 教 員 と し て の 資質 の 向上 に 関す る 指標 」( 









































ンー 
い ー 























旋 な 人 材 を 確保 し 、 育 成す る た め 、 求 め る 教員 像 を 明確 に し 、 社 会 情勢 の 変化 等 に 応じ て 、 教 員 
採用 試験 の 内 容 や 選考 区 分 な ど を 見 直す と と も に 、 体 系 的 な 研修 を 行い ます 。 

*" まな び フ ェ ス ト : 各 学 校 が 作成 する 検証 可能 な 目標 達成 型 の 経営 計画 。 

! 適応 指導 教室 : 市 町 村 の 教育 委員 会 が 不意 校 等 の 児童 生徒 に 対し 、 学 校 復 帰 を 支援 する 等 の 目的 の た め に 設置 し て いる 教室 。 

" フリ ー ス クール : 不 登校 の 子ども を 受け 入れ て いる 民間 の 施設 等 。 
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基づき 、 教 育 へ の 情熱 と 高い 志 を 持つ 有 









































教員 の 一 層 の 資質 向上 等 を 図る た め 、 総 合 教育 セン ター を 機能 強化 し 、 本 県 の 教育 課題 の 解決 
に つなげ る 先進 的 ・ 実 践 的 な 研究 の 充実 や 、 計 画 的 ・ 効 果 的 な 研修 の 充実 に 取り 組み ます 。 
教員 の 専門 性 の 向上 を 図る た め 、 教 職 大 学院 等 関係 機関 と 連携 し な が ら 有 為 な 教員 の 育成 に 】 
り 組み ます 。 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
~2018 2019 2020 2021 2022 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 
① 安心 し て 学べ る 環境 の 整備 
目標 学校 安全 計画 等 の 検証 ・ 改 善 トゥ 
・ 地 域 住 民 な ど に よる 見 守り 活動 が 行わ れ て いる 
学校 の 割合 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
75.8 77.0 79.0 80.0 81 
現状 値 は 2015 年 の 値 



















































































レッ 











実施 する 研修 の 支援 > 








資質 向上 の た め の 研 修 開催 、 市 町 村 カ 










































































学校 安全 体制 整備 推 代 協 議会 に よる 地域 ぐる み で の 学校 安全 の 推 信 し 
























































ボラ ンティア 人 材 の 確保 に 向け た 
情報 発信 


























実態 把握 ・ 分 析 


モデ ル 事 例 の 収入 

















見 守り 活動 の 充実 に 向け た 


情報 発信 
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関係 機関 と の 連携 の よる 通学 路 交通 安全 プロ グラ ム 、 » 
合 下 校 防犯 の 取組 等 の 推進 



































学校 安全 教育 の 普及 ・ 推 進 


+ 


























② 安全 で 快適 な 学校 施設 の 整備 
目標 

・ 県 立 学校 の 長寿 命 化 改 良 ・ 大 規模 改造 実施 施設 
数 (施設) [累計 























































































































































































































ーー 上 = ーー ーー 県 立 学校 施設 の 長寿 命 化 改良 や 大 規模 改造 の 実施 > 
現状 値 は 2018 年 単 績 値 、 目 標 値 は 20184 
ら の 累計 oo 本 。 培 
市 町 村立 学校 施設 の 長寿 命 化 等 の 取組 を 支援 > 

・ 県 立 学校 の 耐震 化 率 (%) 

現状 値 | 2019 | 2020 

98.2 | 99.1 100 
現状 値 は 2017 年 の 値 

・ 県 立 学校 の トイ レ 消 更 因 数 プ 総 信 県 立 学校 に お ける 冷房 設備 の 整備 や トイ レ の 洋式 化 、 し 
数 ) (%) 新た な ニー ズ 等 に 対応 し た 学習 環境 の 整備 





























現状 値 2019 2020 2022 




















37.6 38.9 40.2 . 42.8 
現状 値 は 2017 年 の 値 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 

































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
③ 目標 達成 型 の 学校 経営 の 推進 
日 標 コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ル (学校 運営 協議 会 制度 ) の 
・ コ ミュ ニテ ィ ・ ス クー ル 設 置 市 町 村 数 (市 町 村 婁 解 促進 と 移行 奨励 
fF 掲 】 
状 値 | 2019 2020 2021 2022 関係 者 へ の 制度 及び 事例 に 関す る 理解 促進 
9 11 25 (推進 フォ ー ラ ム 関 者 研 修 会 の 実施 ・ 関係 機関 の 要請 
状 値 は 2017 年 の 値 に 応じ た 随時 訪問 説明 等 ) 
・ 学 校 経営 計画 の 目標 が 概ね 達成 で きた と 評価 移行 モデ ル 構 築 (委員 会 ・ 学 校 ) と 成果 の 検証 ・ 普 及 
た 学校 の 割合 (%) 























(コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ル 研 究 指定 事業 の 実施 等 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 




















ーーーーー 市 町 村 教育 委員 会 ・ 学 校 ・ 保 護 者 や 地域 住民 等 へ の 支援 
7PsP7TF 




































































上 実状 に 応じ た 移行 コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ッ レ 
・ 分析 モデ ル の 検討 ・ 構 築 の 庄 了 ・ 検 赴 ・ 移 行 




































































学校 経営 計画 に 係る 評価 結果 の 活用 の 推進 




































































単 年 度 で 評価 ・ 検 証 が 可能 な 目標 設定 と PDCA サイ 
クル の 推進 (会 識 等 で の 周知 、 事 例 の 情報 提供 


















































マン 








④ 魅力 ある 学校 づく り の 推進 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































目標 
・ 各 高校 の 特色 が 中 学校 で 十分 理解 され て いる 筆 魅力 ある 学校 づく り の 推進 
合 (%) 走 な 大 味 中 学生 王 | | 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 答 高 校 の 特色 や 魅力 を 中 学生 へ 周知 
80 100 100 100 100 
現状 値 は 2018 年 の 
ラッ ee 学校 と 地域 社会 や 産業 界 等 と の 交流 ・ 連 携 の 推進 ー 
・ 地 域 や 産業 界 等 と 連携 し 魅力 ある 学校 づく り に 
取り 組ん で いる 高校 の 割合 (%) 
現状 値 | 2019 0 202 _- oo グー 
he | ーー 新た な 県 立 高 等 学校 再編 計画 の | 後期 再編 プロ グラ ム | 
86 100 100 100 100 We by 
現状 値 は 2018 年 の 後期 再編 プロ グラ ム 策 定 の 推進 に よる 
教育 環境 の 充実 
⑤ 多様 な 教育 ニー ズ に 対応 する 教育 機会 
の 提供 = - 
標 携帯 カー ド (悩み 相談 電話 窓口 や メー ル 相 談 ア ドレ ス 等 ) の 
・ 悩 み 相 肛 FS OI 窓口 を 知っ て 作成 ・ 普 及 mal 
いる 児童 生徒 の 割合 (%) 
現状 値 2020 2021 2022 市 町 村 等 と 連携 し た 不 合 校 児童 生徒 へ の 教育 機会 の 提供 「 疾 
小 75 100 100 100 
中 48 100 100 100 関係 機関 と 連携 し た 外国 人 の 児童 生徒 な ど へ の 
高 81 100 100 100 学び の 場 の 確保 al 
現状 値 は 2018 年 の 
「 い わ て 
等 別 支援 = RB 、 
vy 中 「 い わ て 特別 支援 教育 推進 プラ ン 」 に 基づく 
人 幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 に お ける 特別 な 支援 を 
人 必要 と する 幼児 児童 生徒 へ の 指導 ・ 支 援 の 充実 
の 策定 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 











県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


⑥ 教育 へ の 情熱 と 高い 志 を 持つ 有 為 な 人 
材 の 確保 ・ 育 成 、 資 質 向上 








標 

・ 教 職 大 学院 の 現職 教員 修了 者 数 (人 ) 
[累計 

現状 値 | 2019 
8 8 

現状 値 は 2017 年 1 

ら の 累計 

















2020 2021 2022 
16 24 32 
年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 




































































虹 以 外 の 主体 に 次 待 き れる 向 動 uu キキ 0 べべ ね | 


(家庭) 
・ 通 学 時 の 見 守り や 通学 路 の 安全 点 
・ 安 全 に 関す る 基礎 的 な 知識 等 の 修得 
・ 教育 振興 運動 "や コミ ュ ニ ティ ・ ス ク 
































5 適応 指導 教室 や フ リ ー ス ク ー ノ ルレ と の 連携 




















(地域 ) 
・ 通 学 時 の 見 守り や 通学 路 の 安全 点 
・ 教 育 振興 運動 や コミ 
・ 特 色 あ る 学校 づく り へ の 支援 
(関係 団体 等 ) 











































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
資質 の 向上 に 関す る 指標 に 基づく 

教員 採用 試験 の 随時 見 直し 、 研修 を 含め た 体系 的 な 人 材 育成 
総合 教育 セン ター の 機能 強化 



































枯 千 昌 = 基 づ | | 教 


課題 に 対応 し た 





























・ 人 研修 の 充実 等 





身 討 | く 体 宙 隊 東 備 6 



































大 学 等 と の 連携 に よる 教育 課題 解決 に 向 


先進 的 な 研究 の 実施 ・ 普 及 





























けた 














研修 内 容 の 継続 的 な 改善 

















全 点 検 の 協力 





教職 大 学院 へ の 教員 派遣 




































































ル 等 を 通じ た 目標 達成 型 学校 経営 へ の 参画 











全 点検 の 協力 
ュ ニ ディ ・ ス クー ル 等 を 通じ た 

















・ 学校 と 連携 し た フリ ー ス ク 
(教育 機関 
・ 大 学院 等 


(学校 ) 

















ノ 





、・ 状 況 の 変化 等 を 路 ま えた 学校 の 安全 計画 や 危機 管理 マニ ュ ア ル の 見 
隊員 の 校内 研修 や 通学 路 の 安全 点検 等 の 実施 





|、・ 事 故 等 の 未然 防 止 に 向け た 孝 





ミミ 


・ 地 域 の 教育 資源 を 生か し た 教育 活 





Im 


















































(市 町 村 教育 委員 会 ) 
・ 学 校 安 全 の 取組 の 指導 ・ 支 援 
『 町 村立 学校 施設 の 学習 環境 の 改 
























































| ・ 学 校 経営 計画 























6 教育 振興 運動 : 岩手 県 に お いて 昭和 40 年 (1965 4 
お いて 、 子 ども 、 家 庭 、 学 校 、 地 域 、 行 政 の 5 者 が 一 体 と な り 、 地 域 の 教育 課題 を 解決 する た め に 


ル 等 の 運営 


目標 達成 型 学校 経営 へ の 参画 














) 
に お ける 公立 学校 教員 の 研修 派遣 の 受入 れ 





直し 
































ユ 」 








MT 











I し た 学校 評価 を 中 まえ た 学校 運営 の 改善 








ュ ニ ティ ・ ス クー ル 等 の 仕組 み を 活用 
活動 の 推 


・ 適 応 指導 教室 や フリ ー ス クー ル と の 連携 


『 








いい 

















E) か ら 始 まり 、 全 て の 市 町 村 に 推進 組織 が 置か れ 、 学 校 




















進 等 に よる 魅力 ある 学校 づく り 


の 整備 

















EA 
EX VF 


善 に 向け た 施設 ・ 設 備 


F ゴ 























果 の 公表 等 へ の 指導 ・ 














! の 策定 や 学校 評価 の 実施 、 評 価 結果 の 公表 等 べ の 指導 ・ 支 援 1 | 
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区 や 公民 館 








区 な どの 実践 
主 的 に 行わ れ て いる 実践 活動 の 総称 。 



























































・ 県 の 取組 と 連動 し た 教職 員 の 資質 向上 の 取組 
| (市 町 村 ) 
| ・ 特 色 あ る 学校 づく り へ の 支援 
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回 17 多様 な ニー ズ に 応じ た 特色 ある 私 学 教育 を 
賠 充実 し ます 





児童 生徒 の 希望 する 進路 の 選択 肢 を 拡大 し 、 将 来 の 自己 実現 を 達成 で きる よう に する た め 、 建 学 
の 精神 な ど に 基づく 多様 な 教育 ニー ズ に 対応 し た 特色 ある 教育 活動 を 支援 する こと に よっ て 私 学 
育 を 充実 し ます 。 

また 、 幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 が 良好 な 教育 環境 で 安全 に 学校 生活 を 送る ろ る こと が で きる よう 、 私 
立 学校 の 教育 環境 の 整備 に 向け た 取組 を 促進 し ます 。 





























現状 と 課題 
育 ニ ー ズ が 多様 化す る 中 、 建 学 の 精神 な ど に 基づい た 特色 ある 教育 活動 を 実施 し て いる 私 立 
学校 に 対す る 期待 が 高まっ て いま す 。 
岩手 の 産業 と 地域 を 支え る 人 材 の 地元 定着 の 促進 が 期待 され て いる 中 、 私 立 高 校生 の キャ リア 
教育 (に 対す る ニー ズ が 高まっ て いま す 。 
また 、 専 修学 校生 の 多く が 県 内 で 働き た いと 考え て いる こと か ら 、 専修 学校 と 県 内 企業 と が 連 
携 し た 取組 の 強化 が 求め られ て いま す 。 
私 立 学校 の 運営 基盤 は 脆弱 な うえ 、 少 子 化 の 影響 等 も あり 、 多 様 な ニー ズ へ の 対応 が 難し い 面 
も ある ほか 、 校舎 等 の 耐震 化 な ど が 公立 学校 に 比較 し て 進ん で いな い 状 況 に あり 、 和 私立 学校 運営 
費 補助 な ど に よる 支援 が 求め られ て いま す 。 





















































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 各 私 立 学校 の 建 学 の 精神 な ど に 基づく 特色 ある 教育 活動 の 支援 
各 私 立 学校 の 建 学 の 精神 や 中 期 計画 に 基づく 特色 ある 教育 活動 を 充実 する こと に より 、 私 立 学校 
に 通う 生徒 が 希望 する 進路 を 選択 し 、 自 己 実現 の 意欲 が 高まる よう 、 私 立 学校 運営 費 補助 等 に よる 
文 援 を 拡充 し ます 。 
② 専修 学校 等 で の 職業 教育 充実 の 支援 
私 立 学校 運営 費 補助 等 に より 、 私 立 高校 生 へ の キャ リア 教育 の 充実 を 図る と と も に 、 職 業 実践 再 
門 課 程 認 定 校 な ど 質 の 高い 教育 を 行う 私 立 専修 学校 の 文 援 を 行い 、 高等 学校 卒業 生 の 卒業 後 の 進路 
の 選択 肢 を 拡大 し て 岩手 の 産業 や 地域 を 支え る 人 材 の 地元 定着 を 促進 し ます 。 
③ 私 立 学校 の 耐震 化 の 支援 や 教育 環境 の 整備 促進 
・ 生徒 が 安心 し て 教育 を 受け られ る 教育 環境 の 整備 を 図る た め 、 私 立 学校 耐震 改修 事業 費 補助 等 
に より 施設 の 耐震 化 を 促進 し 、 安 全 安心 な 教育 環境 の 整備 を 支援 し ます 。 
私 立 学校 運営 費 補助 等 に より 良好 な 教育 環境 の 整備 を 促進 し 、 教 育 の 質 の 向上 を 支援 し ます 。 





































































































































































































! キャ リア 教育 : 児童 生徒 が 自己 の あり 方 ・ 生 き 方 を 考え 、 主 体 的 に 進路 を 選択 し 、 社 会 人 ・ 職 業 人 と し て 自立 する た め の 能 力 を 学校 教育 
活動 全体 で 、 計 画 的 ・ 組 織 的 に 育む も の 。 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 














































































































































































































































































































































































































































































































と 2018 2019 2020 2021 2022 
① 各 私 立 学校 の 建 学 の 精神 な ど に 基づく 
特色 ある 教育 活動 の 支援 私 立 高 等 学校 の 私 立 高等 学校 の 
目標 eW- 決 期 中 期 計画 の | 次期 中期 計画 に トル _ 
・ 私 立 高等 学校 に お ける 特色 ある 教育 活動 の 実施 策定 支援 区 づく 取組 支援 
率 (%) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
68.4 | 73.5 | 76.9 | 79.5 | 82.0 学力 向上 ・ 進 路 実現 に 向け た 教育 活動 の 支援 「 生 
現状 値 は 2017 年 の 値 
豊か な 心 を 育む 教育 活動 の 支援 時 
防災 教育 の 実施 に 向け た 教育 活動 の 支援 — 
(関係 機関 と の 連絡 調整 、 事 例 等 の 情報 提供 ) 
② 専修 学校 等 で の 職業 教育 充実 の 支援 
= 私 立 高 等 学校 の キャ リア 教育 等 の 取組 の 充実 ・ 強 化 。 一 P| 
業 実践 専門 課程 認定 校 数 ( 校 ) 
ーー 職業 実 中 専門 課程 認定 校 の 認定 に 係る 相談 ・ 助 言 ・ 推 薦 上 > 
現状 値 は 2017 年 
職業 実践 専門 課程 認定 校 認定 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ 支援 一 > 
③ 私 立 学校 の 耐震 化 の 支援 や 教育 環境 の 
整備 促進 私 立 学校 の 耐震 化 率 向上 の 取組 の 支援 | | 
標 
・ 私 立 学 校 の 耐震 化 率 (%) 私 立 学 校 の 耐震 診断 実施 に 係る 普及 啓発 等 の 実施 > 
現状 値 | 2019 2020 
a 人 材 確保 、1 CT 等 教育 環境 の 充実 に 対す る 支援 > 
現状 値 は 2018 年 の 値 



































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 


























・ 学 校 教育 や 学校 行事 に お ける 家庭 や 地域 の 役割 の 理解 と 参画 














(企業 ・ 団 体 ・NPO) 
・ キ ャ リア 教育 ・ 体 験 学習 等 の 推進 























(私 立 学校 ) 

・ 多 様 な ニー ズ に 対応 し た 特色 ある 教育 活動 の 実施 
| ・ 職 業 教育 の 充実 

・ 教 育 環 境 の 整備 

NM 
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園 
18 地域 に 頁 


献 する 人 材 を 育て ます 


(基本 方 向 ) 


郷土 を 愛し 、 岩手 の 復興 ・ 発 展 を 文 え る 人 材 を 育成 する た め 
を 推進 し 、 東 
また 、 産 業 を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 総 合 生活 力 ^ や 人 生 設計 力 * の 
充実 する と と も に 、 
さら 
を 持っ た グロ ー カ ル 人 材 を 
・ 文 化 の 探求 や 、 地域 活動 へ の 積極 的 な 参加 を 促進 し ます 。 





HF 


、「 い わ て の 復興 教育 」 な どの 取組 
、 後 世に 語り 継い で いき ます 。 

育成 に 努め 、 キ ャ リア 教育 * を 
お ける 専門 知識 や 技術 の 習得 ・ 向 上 を 推進 し ます 。 

こ 変 化し 、 グ ロー バル 化 が 進展 する 中 、 国際 的 な 視野 と 地域 に 貢献 する 視野 
育成 する た め 、 海 外 留 学 な どの 機会 を 充実 する と と も に 、 岩 手 県 の 歴 














日 本 大 震 災 津波 の 教訓 等 を 県 内 外 に 発信 し 


























各 分 野 に 











に 、 社会 が 急激 ( 











現状 と 課題 
「 い わ て の 復興 教育 」 が 定着 し 、 復 興 教育 プロ グラ ム に 基づく 教育 活動 の 推進 を 図っ て きま し 
た が 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 教訓 や 経験 を 継承 する と と も に 、 よ り 一 層 岩 手 を 文 え る 人 材 を 育成 し 








て いく こと が 求め られ ます 。 
県 内 全て の 公立 小 中 学 校 や 義務 教育 学校 、 
分 野 に お ける 産学 官 一 体 と な っ た 先進 的 な 取組 を は じ め 個 人 の 様々 な 段階 ! 
進め られ て いま す 。 

生産 年 齢 人 口 の 減少 や 高齢 化 が 進む 中 、 も の づく り 産 業 や 農林 水産 業 、 建 設 業 を は じ め 様 々 な 
産業 や 、 そ れ ら の 基盤 と な る 研究 開発 を 担う 人 材 の 不足 が 懸念 され て いま す 。 

この よう な 中 、 娠 手 で 育っ た 人 材 の 地元 定着 に 向け 、 児 童 生徒 や 保護 者 、 教 員 の 地元 産業 な ど 
に 対す る 理解 を 更に 高め て いく 必要 が あり ます 。 

東日本 大 震 災 津 濾 の 発 災 以 降 、 多 く の 外 国人 が 岩手 を 訪れ て 県 民 と の 交流 を 深め る と と も に 
本 県 か ら 多 く の 児 童 生徒 が 海外 に 拓 か れる な ど 、 県 民 が 世界 と つなが る 機会 が 増加 し て お り 、 更 
な る 機会 の 拡充 や 交流 を 深め る 必要 が あり ます 。 

グロ ー バ ル 化 や 情報 化 が 進展 する 中 、 広 い 視野 を 持っ て 岩手 と 世界 を つなぐ 人 材 (グロ ー バ ル 
人 材 ) 、 国 際 的 な 視点 を 持っ て 地域 で 活躍 する 人 材 (グロ ー カ ル 人 材 ) の 育成 が 求め られ て いま 
す 。 














県 立 学 校 で キャ リア 教育 を 推進 する 中 、 も の づく り 
こ 応じ た 人 材 育成 が 



















































































! いわ て の 復興 教育 : 東日本 大 岩 災 津波 の 体験 を 踏ま え 、 県 内 全て の 学校 が それ ぞ れ の 実情 








こ 応じ て 取り 組む こと が で きる 教育 プロ グラ ム 





















































































































































を 作成 ・ 普 及 す る こと に より 、 子 ども た ち 自 ら の 未来 を 切り 拓く 力 を 育む と と も に 、 県 内 の 全て の 学校 が 心 を 1 つ に し て 岩 災 を 見 つめ 、 郷 
土 を 愛し 、 い わ て の 復興 ・ 発 展 を 担う 「 ひ と づく り 」 を 進め て いく ため の 教育 。 

^ 総合 生活 力 : 児童 生徒 が 将来 の 社会 人 ・ 職 業 人 と し て 自立 し て 生き る た め に 必要 な 能 

? 人 生 設 計 力 : 児童 生徒 が 主体 的 に 人 生計 画 を 立て て 、 進 路 を 選択 し 、 決 定 で きる 能力 。 

キャ リア 教育 : 児童 生徒 が 自己 の あり 方 ・ 生 き 方 を 考え 、 主 体 的 に 進路 を 選択 し 、 社 会 人 ・ 職 業 人 と し て 自立 する た め の 能 力 を 学校 教育 
活動 全体 で 、 計 画 的 ・ 組 織 的 に 育む も の 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 「 い わ て の 復興 教育 」 の 推進 












































東日本 大 震 災 津波 の 経験 や 教訓 を 学校 教育 に 生か し 、 岩 手 の 復興 ・ 発 展 を 支え る 子ども た ち を 
育成 する た め 、 内 陸 部 と 治 岸 部 の 学校 間 、 小 ・ 中 ・ 高 ・ 特 別 支援 学校 の 異 校 種 間 の 交流 に よる 被 

















災 地 訪問 学習 や 、 家 庭 ・ 地 域 ・ 関 係 機関 と 連携 し た 取組 の 充実 を 図り ます 。 


















































東日本 大 震 災 津波 の 記憶 の 風化 を は じ め 、 様 々 な 社会 状況 の 変化 に 対応 し 、 復 興 教育 を 充実 さ 








せる た め 、「 い わ て の 復興 教育 」 プ ログ ラム の 見 直し に よる 副読本 の 改訂 や 、「 い わ て の 復興 教育 」 





















































の 実践 発表 会 の 開催 な ど 、 県 内 全て の 学校 が 教科 横断 的 な 復興 教育 を 推進 し ます 。 



































に 応じ た 防災 教育 に 取り 組み ます 。 








自 他 の 命 を 守り 、 進ん で 安全 で 安心 な 社会 づく り に 頁 献 で きる よう な 資質 や 能力 を 子ども た ち 
に 育む た め 、 地 域 の 状況 に 応じ 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 ・ 関 係 機関 が 連携 し 、 子 ども た ちの 発達 段階 












































② 郷土 に 誇り と 愛着 を 持ち 、 地 域 に 貢献 する 教育 の 推進 
郷土 へ の 誇り と 愛着 を 醸成 する た め 、 学 校 と 地域 が 連携 し 、 岩 手 の 歴史 や 偉人 、 豊 か な 自然 ・ 文 
化 等 を 探 完 す る 学習 や 、 地 域 活動 へ の 積極 的 な 参加 を 促し 、 地 域 産 業 を 理解 する 取組 や 地域 の 課題 


















































解決 を 図る 学習 、 伝 統 文化 を 継承 する 取組 な ど を 推進 し ます 。 





③ キャ リア 教育 の 推進 と ライ フ デ ザイ ン 人 能力 の 育成 
各 学 校 が 作成 し た 「 キ ャ リア 教育 全体 計画 」 に 基づき 、 主 体 的 に 進路 を 選択 し 、 社 会 人 ・ 職 業 
人 と し て 自立 する た め の 能 力 を 育成 する た め 、 キ ャ リア 教育 を 一 層 推 進 し 、 社 会 人 講師 に よる ラ 

































































イフ デザ イン に 関す る 講演 や 社会 人 と の 交 
児童 生徒 、 保 護 者 、 教 員 の 地域 企業 等 へ の 理解 や 関心 を 高め る た め 、 県 内 の 産業 界 等 と 連携 し 、 


















































流 会 等 に 取り 組み ます 。 























企業 見 学会 や 企業 ガイ ダン ス の 開催 な ど に 取り 組み ます 。 
④ も の づく り 産 業 人 材 の 育成 ・ 確 保 ・ 定 着 
小学 生か ら 高校 生ま で の 各 段 階 に 応じ し た も の づく り 教 育 や 、 地 域 も の づく り ネ ットワーク と 連 



































県 立 職業 能力 開発 施設 に お いて 、 





づく り 産 業 の 中 核 人 材 の 育成 及び 定着 を 


備 の 整備 を 進め ます 。 











携 し た 人 材 育 成 ・ キ ャ リア 教育 を 進め ます 。 




















IoT* や 人 工 知能 (A 1 ) 等 の 先端 技術 に も 対応 で きる も の 








企業 の ニー ズ や 成長 分 野 の 動向 を 踏ま え 、 




















連携 し て 進め ます 。 





















































すず 6 











⑤ 農林 水産 業 の 将来 を 担う 人 材 の 育成 











農業 分 野 に お ける 担い 手 育成 の 





農業 者 を 養成 し ます 。 











図る と と も に 、 技 術 の 高度 化 等 に も 対応 で きる 施設 ・ 設 








基盤 技術 の 高度 化 、 三 次 元 デ ジタル 技術 、 IT o T・ 




















ロボ ティ クス "・ 人 工 知能 (A I ) 等 の 技術 革新 に 対応 する 高度 技術 人 材 等 の 育成 を 高等 教育 機関 














と 
企業 情報 の 発信 、 工 場 見 学 、 イ ンタ ー ン シッ プ 等 を 通じ た 新卒 者 等 の 県 内 定着 や 、U・I ター 


ン の 促進 に より 中 小 企業 か ら 大 手 企業 まで 、 県 内 も の づく り 産 業 全体 の 人 材 確保 ・ 定 着 を 進め ま 















































核 機関 で ある 県 立 農 業 大 学校 に お いて 、 農 業 ・ 農 村 経 営 に 必 
要 な 高度 な 専門 知識 と 技術 に 関す る 実践 教育 に より 、 地域 社会 の 発展 を 担う リー ダー と な る 青年 

















5 To 芽 : Internet of Things (モノ の イン ター ネッ ト ) の 略 。 様 々 な モノ が イン ター ネッ ト に 接続 され 、 情 報 交 換 す る こと に より 相互 に 


和幸 








御 する 仕組 み 。 
ロボ ティ クス : 工学 の 一 分 野 。 制 御 工 学 を 中 心 に 、 














完 を 行う 。 





セン サー 技 1 


和 『・ 機 械 機構 学 な ど を 総合 し て 、 ロ ボッ ト の 設計 ・ 製 作 及 び 運 転 に 関す る 
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し て 開 
能力 や マー ケ 


岩手 大 学 等 と 連携 

に 通用 する 経営 管理 

の 能力 を 有する 上 農業 経営 
「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 に よ 


術 の 体系 的 な 習得 を 支援 し 
































岩手 大 学 (水産 シス テム 学 コ ー ス ) と 連携 







































































講 す る 「 い わ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル "」 


ティ ング な どの ビジ ネス に 関す 
成 し ま す 。 
り 、 林 業 へ 就業 を 希望 する 若者 ( 


的 に 林業 経営 体 の 


























に 


る 知識 、 地 域 の 


こ 対 し 、 森 林 ・ 


核 と な り 得 る 現場 技術 者 を 義成 し 3 
し i 















































より 、 








国際 競争 時 代 
リー ダー と し て 














林業 の 知識 や 技 
E す 。 








2019 年 に 開設 予定 の 「 い わ て 水産 アカ デミ ー"」 に より 、 漁 業 の 基本 的 な 知識 や 技術 を は じ め 、 
ON WN te き 得 を 支援 し 、 次 代 を 担う 漁 
業 就業 者 の 確保 と 定着 を 促進 し ます 。 

⑥ a A gelis 

CO 定着 に 向け て 、 建 設 業 の 魅力 の 発信 等 に 取り 組み ます 。 

建設 現場 に お ける 技術 力 の 向上 に 向け て 、 関 係 機関 と 連携 し た 講習 会 の 実施 や 、 建 設 分 野 へ の 
i 拡大 を 図り ます 。 

⑦ 情報 通信 技術 (1 CT) 人 材 の 育成 


⑧ 科学 技術 の 理解 増進 と 次 代 を 担う 人 材 の 育成 
事業 等 を 活用 し 、 理 科 ・ 数 学 へ の 関心 を 高め 、 児 


最新 の +f 
普及 啓発 を 行う と と も に 
り 情報 通信 技術 (I CT) 人 材 を 育 























専門 人 材 の 活用 に よる 講演 や 研究 
技術 ・ も の づく り へ の 探究 心 を 
地域 の 課題 解決 を 図る た め 、 産 
ら の 技術 革新 に 対応 する 人 材 の 
最 先端 の 科学 技術 に 触れ る 機会 








学 



































岩手 と 世界 を つなぐ で 人材 の 育成 
童 生徒 の 異 文化 へ の 理解 を 深 


し 里 . 
、 県 内 に 居住 する 外国 人 ・ 





ノブ 




















ジス B57 だ を 
> E 


青 報 通信 技術 (I CT) の 利 活用 


車 








成す る 取組 を 推進 し 3 





ます っ 

















高め る 取組 を 行い ます 。 
業界 と 連携 し 、 海 外 と の ネッ ト 


育成 を 推進 し ます 。 








の 提供 等 を 通じ て 、 科 学 技術 


め る た め 、 海外 へ の 修学 


月 

















子 - 

















rr ここ SS 
児童 生 入 ミユ ーー ケ ーッ 


こ 関 する 興味 や や 関 
な ど に より 、 本 県 の 多様 な 資源 と 技術 を 生か し た 研究 開発 を 担う 人 材 の 育成 を 指 


旅行 や 海外 派 
E 等 と の 交流 を 深め る 体験 機会 の 拡充 な ど に 取り 組み 




















ワー ク も 4 























遣 等 


に よ 


研修 会 等 の 開催 


E か し な が ら 、 


事例 を 紹介 する フェ ア の 開催 等 に よる 県 民 や 企業 等 へ の 
、 大 学 等 と 連携 し た 産業 人 材 育成 に 向け た セミ ナー、 


- 
= 


ま 


ーー 








董 生徒 の 科 
これ か 


心 を 高め る こと 


E 進 し ます 。 


国際 交流 の 機 
す 。 


る 





トト 











ョ ン 能 力 を 向上 する た め 








高等 : 








た 実践 的 な 研修 の 充実 や 中 学校 ・ 
に 向け た 外部 検定 試験 の 活用 や イ 








ンー 
ka 








を 月 


学生 の 国 











侍 





地域 産業 の 国際 化 に 貢献 する 人 材 の 育成 
際 的 視野 を 養う た め 、 企業 や 





等 学校 に 
ング 1 


























わ て グロ ー カ ル 人 材 育 成 推 


協議 











会 "」 を 活用 し 、 学 4 

















A 














把握 する た め の 地 元 企 業 等 へ の イ 








7 


や 岩手 


8 





ンタ ー ン シッ プ を 支援 し ヨ 





E す 。 








いわ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル : 国際 競争 時 





代 に 通用 





団体 、 高等 教育 機関 、 行 政 な 
E の 海外 留学 や 、 留 学 


、 小 学校 教員 の 英語 指導 力 向 上 に 向 
お ける 教員 研修 の 改 半 
ッシュ キャ ンプ 9 の 実施 な ど を 推進 し 3 

















療 、 児 童 生徒 の 





ご 











に 同 


け 
上 





学習 意 


欲 の 向 


ます 。 


6 


けた 地域 課題 











する 経営 感覚 と 企業 家 マ イン ド を 持 
































修 制度 。 
知識 や 高度 な 経 





大 学 等 の 連携 に より 行わ れる 
: 漁業 の 基礎 














いわ て 水産 アカ デミ 


























修 制度 。 




















の 習得 を 通じ 、 将来 の 岩手 





営 手 
経営 ヨ 





























イン グリ ッシュ キャ ンプ : 希望 する 県 内 の 小学 生 ・ 





中 学生 (義務 教育 学校 の 児童 








的 別 の キャ ンプ 。 
いわ て グロ ー カ ル 人 材 育成 推進 協議 会 グロ ー バ パソ 




















うこ と の で きる グ ロー カル 人 材 の 育成 及び 河 有 に 中 
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FH 


な 視点 を 持ち 、 
けた 取 


世界 の 平和 や 国 
組 を 推進 する た め 、 平 成 29 4 
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E (20 








生徒 を 含む ) 及び 高校 生 に 


際 的 な 課題 


っ た 農業 経営 者 等 を 





県 の 漁業 の 中 核 を 担う 人 材 を 養成 ] 





対す る 、 








解決 及び 














17 人 





養成 する た め 、 由 3 











E 県 に 』 


する 岩 








英語 を 


立 し た 多 文化 共生 社 
E) 2 月 に 設立 し た 産学 官 








いた 学内 別 ・ 











会 の 実現 を 
旧 織 。 











| 






































・ 外国 人 留学 生 や JE プロ グラ ム せ 経験 者 の 県 内 就職 を 促進 する た め 、 県 内 企業 と 留学 生 等 の 
マッ チン グ や イン ター ンシップ の 機会 を 提供 し ま 







































































































































































































































































































































































































































































































































































上 6 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
自 り 組 む 具 体 的 な 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 筑 と 2018 2019 2020 2021 2022 
① 「 い わ て の 復興 教育 」 の 推進 
目標 
自分 の 住む 地域 や 社会 を よく する た め に 何 を す いわ て の 復興 教育 え スクー ル の 実施 、 充 実 
る べき か を 考え る こと が ある 児童 生徒 の 割合 
(%) 内 陸 部 と 沿岸 部 の 学校 の 交流 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 
小 53.6 | 55.0 | 56.5 | 58.0 60 e- PR Lp 
中 47.5 | 51.0 | 53.5 | 56.0 59 異 校 種 間 の 交流 
高 53.3 | 56.0 | 58.5 | el.0 64 
現状 値 は 2018 年 の 値 地域 と 連携 し た 「 い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム の 実践 
復興 教育 副読本 の 副読本 の 活用 に よる Ll 
改 教科 横断 的 な 復興 教育 の 推進 
児童 生徒 に よる 実践 発表 会 の 開催 zi 
② 郷土 に 誇り と 愛着 を 持ち 、 地 域 に 貢献 
する 教育 の 推進 = - EE 
上 標 「 い わ て の 復興 教育 」 や 総合 的 な 学習 の 時 間 等 を 活用 し た 、 La 
自分 の 住む 地域 が 好き だ と 思っ て いる 児童 生徒 地域 を 探 完 する 学び の 推進 
の 割合 (%) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 
小 66 68 70 72 74 
中 52 54 56 58 60 時 
i ll 6 務 域 産業 や 伝統 産業 を 理解 する 学び の 推進 | 
現状 値 は 2018 年 の 値 地域 、 地 元 産業 界 等 と の 連携 体制 の 構築 ・ 充 実 












































1 直下 プロ グラ ム : The Japan Exchange and Teaching Programme の 略 。 外国 青年 を 日 本 に 招致 し 、 地 方 自治 体 等 が 小学 校 ・ 中 学校 及び 
高等 学校 で の 外国 語 教 育 や 地方 自治 体 で の 国際 業務 に 活用 する プロ グラ ム 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 






























































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 



























































































































































































































































































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
③ キャ リア 教育 の 推進 と ライ フ デ ザイ ン 
能力 の 育成 
標 いわ て キャ リア 日 各 学 校 の 実情 に 応じ た 
2 才 な 二 二 全 ココ な なき EE 
・ 将 来 希 望 す る 職業 (仕事 ) に つい て 考え て いる | | 育 指針 の 改訂 4 IM 
高校 2 年 生 の 割合 (% 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
55 57 59 61 65 
現状 値 は 2018 年 の 値 @| 企業 見 学会 や 企業 ガサ イ ダン ス へ の 参加 の 推進 
地域 産業 へ の 関心 を 醸成 する 取組 推進 
地域 、 地 元 産業 界 等 と の 連携 体制 の 強化 ・ 充 実 
ライ フ デ ザイ ン に 関す る 講演 や 社会 人 と の 交流 の 推進 
④ も の づく り 産 業 人 材 の 育成 ・ 確 保 ・ 定 
着 
目標 地域 も の づく り ネ ットワーク に よる 人 材 育成 の 推進 
・ 地 域 も の づく り ネ ットワーク 等 と 連携 し た 工場 
兄 学 へ の 参加 高校 生 数 (人 ) 専攻 科 ( 黒 工 、 産 技 短 )・ 高 専 ・ 大 学 に お ける 
現状 値 2019 2020 2021 2022 高度 技術 者 育成 の 推進 
, 879 1, 900 1, 900 1, 900 1, 900 
現状 値 は 2017 年 の 値 技術 等 の 高度 技術 者 育成 の 推進 
・ 三 次 元 設計 開発 技術 を 習得 し た 高校 生 a ー 
0 数 (人) 定 校 、 大 学 等 と の 連携 に よる 人 材 確保 ・ 定 着 の 推進 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
63 65 135 210 290 大 学 理工 系 学部 へ の 訪問 に よる 企業 情報 の 発信 ・ 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か り ・ TI ター ン 就 職 の 促進 














ら の 系 計 
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県 が 取 り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
































































































































<2018 | 2019 2020 2021 2022 
⑤ 農林 水産 業 の 将来 を 担う 人 材 の 育成 
ョ 標 
A に 県 立 農 業 大 学校 で の 教育 内 容 の 充実 ・ 機 能 強化 
現状 値 2019 2020 2021 2022 研修 ・ 教 欠 研修 月 教育 施設 の 整備 

390 455 | 485 | 515 | 545 施設 整備 計 
現状 値 は 2017 年 の 値 画 の 策定 
























































「 い わ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル 」 の 開講 








「 ア グリ 管理 士 キ ャ リア アッ ププ ログ ラム 」 






































































































































































































































































































































































の 実施 
・「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 の 修了 生 数 (人 ) 
[累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 の 開講 
15 48 63 78 93 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・「 い わ て 水産 アカ デミ ー」 の 修了 生 数 (人 ) 「 い わ 「 い わ て 水産 アカ デ 
[累計 ] て 水産 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 9 運営 体制 の 検討 制 の 確立 
10 20 30 40 の 開講 
H 標 値 は 2019 年 か ら の 累計 準備 メン ター 第 
⑥ 建設 業 の 将来 を 担う 人 材 の 確保 、 育 成 
・ 若 者 、 女性 の 活躍 推進 、 経営 力 強 化 を 目的 と す 
る 講習 会 の 受講 者 数 (人 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
962 1.000 | 2,.000 | 3,000 | 4,000 建設 業 の 担い 手 確保 、 建 設 企業 の 経営 革新 を 支援 ほう 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 








⑦ 情報 通信 技術 (1 CT) 人 材 の 育成 
標 

・ 1 CT セミ ナー 受講 者 数 (人 ) 【[ 累 計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 


93 180 370 570 780 、 先進 的 I C 利 活用 人 材 ・ デ ー タ 利 活用 人 材 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 の 育成 a 






































・ 情 報 リ テラ シー 向上 の 取組 の 推進 
























































































































































ら の 系 計 
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~2018 2019 2020 2021 2022 

⑧ 科学 技術 の 理解 増進 と 次 代 を 担う 人 材 

の 育成 
H 標 学校 に お SS 車 ー 
・ 科 学 技術 普及 記 発 イベ ント 等 来場 者 数 (人 ) Met > 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 0SeGliIN 還 
i 章 4 交 に 専門 高校 を 中 心 に 、 産業 界 と 連携 し た 
現状 値 は 2018 年 の 値 











科学 技術 や も の づく り へ の 探求 心 を 高め る 取組 の 充実 | ア 

















最 先 端 の 科学 技術 に 触れ る イベ ント の 開催 
公設 試験 研究 機関 に よる 研究 成果 の 普及 活動 の 実施 









































⑨ 岩手 と 世界 を つなぐ 人 材 の 育成 
目標 英語 4 技能 を 統合 し た 指導 の 工夫 及び 充実 あみ 
・ 中 学 3 年生 、 高校 3 年 生 に お いて 求め られ て い 
る 英語 カカ を 有 し て いる 生徒 の 割合 (%) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 小 中 高 を 通じ た 英語 指導 の 充実 al 
37.1 | 39.0 42.0 46.0 50 
高 35.9 | 38.0 41.0 45.0 50 、 に ラー 本 還 
ーー 異 文化 理解 、 グ ロー バル 意識 の 滴 養 、 地 域 活性 化 に 貢献 する 
央 値 は 2017 年 の 値 、 0 ・ 剖 
ング リッ シュ キャ ンプ な どの 体験 機会 の 充実 















































































































































bt 









































英 検 BA 等 外部 試験 の 活用 に よる 授業 改善 と 生徒 の 動機 付け Fw 
















































大 学 計 











紅 通 テス ト を 踏ま えた 外部 試験 の 受験 爺 供 


































































































































































































小学 校 教員 の 英語 指導 力 の 向上 研修 の 充実 P| 
* 海外 派遣 人 数 及び 相互 交流 受入 人 数 (人 ) 
[ 果 計 ]【 再 掲 】 高校 生 の 海外 派遣 ・ 相 互 交流 の 実施 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
33 44 88 132 176 渡航 先 ・ 人 派遣 高校 生 に よる 
現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 数 等 の 見 直し ネッ トワ ー ク 構築 ・ 情 報 発信 
ら の 累計 








⑩ 地域 産業 の 国際 化 に 貢献 する 人 材 の 育 

























































































































































































成 

標 
・ い わ て グロ ー カ ル 人 材 育成 推進 協議 会 の 支援 いわ て グロ ー カ ル 人 材 育成 推進 協議 会 の 運営 

度 を 利用 し て 海外 留学 し た 学生 数 (人 ) (県 計 留学 支援 の 実施 | 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 

5 5 10 15 20 
現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 
ら の 昌 計 
・ グ ロー バル キャ リア フェ ア 12 の 参加 者 数 (人 ) 

[累計 ] グロ ー バ ルキ ャ リア フェ ア の 開催 テレ 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 


























49 51 104 159 216 
現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 
ら の 果 計 

































































2 グロ ー バ ルキ ャ リア フェ ア : 留学 生 や JE プロ グラ ム 参 加 者 な どの グロ ー バ ル 人 材 の 県 内 で の 定着 を 図る た め 、 就職 説明 会 や 企業 と の 
マッ チン グ な ど を 行う 行事 。 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 








・ 英 語 を は じ め と し た 外国 語学 習 へ の 参加 

・ 学 校 が 行う 復興 教育 の 取組 成果 発表 会 や 実践 的 な 安全 学習 へ の 参画 
・ 地 域 活動 へ の 参画 
・ 学 校 が 行う 地域 の 企業 見 学会 や 企業 ガイ ダン ス へ の 参加 

・ 学 校 が 行う キャ リア 教育 の 取組 へ の 参加 ・ 協 力 

・ 海 外 派遣 、 イ ング リッ シュ キャ ンプ 、 留 学 な どの 国際 関連 事業 等 へ の 参加 
・ 英 語学 習 へ の 動機 付け 




















































































































(企業 等 ) 
・「 い わ て グロ ー カ ル 人 材 育 成 推進 協議 会 」 へ の 参画 
・ 学 生 向け 海外 ビジ ネス 情報 の 発信 ・ 地元 学生 、 地 元 出身 学生 の 雇用 拡大 























の 普及 啓発 活動 等 の 実施 ・ 協 力 


hh 山 
P 


・ 人 材 の 育成 ・ 定 着 ・ 科 学 技 有 
・ 学 校 と 連携 し た キャ リア 教育 の 取組 支援 
・ イ ンタ ー ン シッ プ の 受入 れ 
・ 外 国人 留学 生 や ET プロ グラ ム 経 験 者 の 採 
(関係 団体 等 ) 
・ 安 全学 習 等 へ の 専門 的 知見 に 基づい た 助言 ・ 支 援 
・ 学 校 が 行う キャ リア 教育 や ライ フ デ ザイ ン に 関す る 学習 へ の 支援 
・ 高 校生 等 の 地元 定着 に 向け た 雇用 環境 等 の 整備 
・ 学 校 と 連携 し た 留学 な どの 国際 関連 事業 の 実施 
・ 英 語学 習 講座 の 実施 ・ 英 語 検定 試験 の 実施 
(産業 支援 機関 ) 
・ 産 学 宜 連 携 に よる 人 材 の 育成 ・ 定 着 
・ 先 端 技術 の 生産 現場 へ の 導入 や 本 県 の 資源 等 を 生か し た 研究 開発 を 担う 人 材 の 育成 
・ 科 学 技術 の 普及 啓発 活動 等 の 実施 ・ 協 力 
(教育 機関 ・ 国 際 交 流 協会 ) 
・ 英 語 教育 の 拡充 ・ 海 外 派遣 、 留学 に 関す る 普及 万 発 
・ 留 学 を 希望 する 学生 へ の 支援 
・ 留 学生 に 対す る 支援 
・ 外 国人 留学 生 や 了 JE プログ ラム 経験 者 と 県 内 企業 と の マッ チン グ 支 援 
(学校 ) 
・ 学 校 問 や 地域 と 連携 し た 復興 教育 の 実施 
・「 い わ て の 復興 教育 」 の 取組 成果 の 発表 
・「 い わ て の 復興 教育 」 に 係る 副読本 を 活用 し た 効果 的 な 授業 の 実践 
・ 地 域 と 連携 し た 実践 的 な 安全 学習 等 の 実施 
・ 地 域 を 探 完 する 学習 等 の 実施 
・ 職 場 体験 や イン ター ンシップ 、 企 業 見 学会 、 学 校 を 会 場 と し た 企業 説明 会 の 実施 
・ 国 際 理解 を 深め る 体験 活動 等 の 実施 や 留学 な どの 国際 関連 事業 へ の 参加 促進 
・ 英 語 4 技能 の 育成 の た め の 授 業 改善 の 推進 や 英語 検定 試験 の 受検 促進 
・「 い わ て グロ ー カ ル 人 材 育成 推進 協議 会 」 へ の 参画 
| (市 町 村 教育 委員 会 ) 
| ・ 学 校 に お ける 「 い わ て の 復興 教育 」 の 取組 支援 ・ 英 語 教育 の 拡充 
| ・ 地 域 と 連携 し た キャ リア 教育 や 、 実 践 的 な 安全 学習 、 地 域 を 探 先 する 学習 等 の 支援 
| ・ 学 校 の キャ リア 教育 や ライ フ デ ザイ ン に 関す る 学習 へ の 指導 ・ 助 言 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































・ 学 校 に お ける 国際 理解 を 深め る 体験 活動 等 の 支援 











・ 留学 希望 者 等 へ の 支援 

・「 い わ て グロ ー カ ル 人 材 育 成 推進 協 識 会 」 へ の 参画 
・ 県 及び 関係 機関 と 連携 し た 人 材 育成 ・ 定 着 支 援 
、・ 科 学 技術 の 普及 啓発 活動 等 の 実施 協力 
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国 
上 19 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 を 育て ます 


(基本 方 向 ) 





文化 芸術 を 担う 人 材 を 育て る た め 、 一 流 の 文化 芸術 に 触れ る 機会 の 提供 や 意欲 的 な 創作 活動 等 を 
後押し する と と も に 、 障 が い 者 の 文化 芸術 活動 を 推進 し ます 。 
また 、 ス ポー ツ を 担う 人 材 を 育て る た め 、 ア スリ ー ト 、 障がい 者 アス リー ト の 各種 競技 大 会 や 強 
化合 宿 へ の 参加 を 支援 する と と も に 、 スポ ー ツ 活動 を 文 える 指導 者 等 の 養成 、 ス ポー ツ 医 ・ 科 学 サ 




















ポー ト を 推進 し ます 。 





現状 と 課題 


本 県 は 、 文 化 や 文学 、 思 想 な ど 多 彩 な 分 野 で 多く の 優れ た 人 物 を 育ん で きた 土壌 が あり 、 こ れ を 生 


か し て いく こと が 求め られ て いま す 。 



































東日本 大 震 災 津波 の 発 災 以 降 、 海 外 の 芸術 家 に よる 復興 支援 の た め の 優 れ た 文化 芸術 の 鑑賞 機会 が 
あり ます が 、 幼 少 期 か ら 一 流 の 文化 芸術 に 触れ る 機会 を 提供 する な ど 、 本 県 の 文化 芸術 を 担う 人 材 を 








更に 育成 する 必要 が あり ます 。 























障がい 者 の 文化 芸術 活動 に つい て は 、「 ア ー ル ・ ブ リュ ッ ト い わ て 展 」 の 開催 な ど 、 県 民 の 理解 増 











進 の 取組 を 行っ て いま す が 、 今 後 も 障がい 者 が 行う 文化 芸術 活動 を 文 援 し て いく 必要 が あり ます 。 
希望 卿 いわ て 国体 ・ 希 望郷 いわ て 大 会 を 契機 と し て 、 岩 手 の ス ポー ツ カ が 高まっ て お り 、 世 界 や 全 
国 で 活躍 する 本 県 出身 の 選手 が 多数 輩出 され て いま す が 、 今 後 も 、 国 際 大 会 等 で 活躍 する トッ プア ス 
リー ト を 育成 する た め に は 、 最 新 の 指導 技術 や 戦術 等 を 習得 する 指導 者 と と も に 、 ス ポー ツ 医 ・ 科 学 
的 知見 を 有する アス レデ ティッ クト レー ナー 等 も 含め 、 ア スリ ー ト を 支え る サポ ー ト 人 材 を 養成 する 必 









































要 が あり ます 。 





2018 平 員 パ ラリ ン ピ ッ ク に 本 県 ゆか り の 選手 が 多数 昌 


























H 場 し 、 本 県 の 障がい 者 スポ ー ツ の レベ ル は 高 


まっ て お り 、 障 が い 者 スポ ー ツ に 本 格 的 に 取り 組む 選手 は 増え つつ あり ます が 、 更 な る 障がい 者 スポ 
ー ツ 選手 の 発掘 ・ 育 成 と 介助 者 等 を 含め た 競技 活動 へ の サポ ー ト が 求め られ て いま す 。 


県 民 が 日 常 的 に スポ ー ツ に 取り 組み 、 ス ポー ツ を 楽し む 機 会 を 提供 で きる よう 、 地 域 の スポ ー ツ 活 
動 を 担う スポ ー ツ 推進 委員 + や 、 ス ポー ツイ ベン ト の 運営 を 担う ボラ ンティア 等 の 様々 な スポ ー ツ を 支 





える 人 材 が 重要 で す 。 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 文化 芸術 活動 を 担う 人 材 の 育成 



































県 民 の 文化 凌 術 活動 の 活性 化 を 図る た め 、「 岩 手芸 術 祭 」 の 新た な 分 野 へ の 拡大 を 図る と と も 
に 、 芸 術 体験 イベ ント や 地域 の 文化 催事 と の 連携 イベ ント を 開催 し 、 県 民 が 身近 に 文化 芸術 を 体 





験 で きる 機会 を 提供 し ます 。 








1 スポ ー ツ 推進 委員 : 市 町 村 に お ける スポ ー ツ の 推進 の た め 、 
ー ツ に 関す る 指導 ・ 助 言 を 行う 者 。 








『 業 実施 に 係る 連絡 調整 、 住 
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民 に 対す る スポ ー ツ の 実技 指導 及び その 他 ス ポ 





多く の 子ども た ち に 幼少 期 か ら 優れ た 文化 芸術 に 触れ る 機会 を 提供 する た め 、 子 ども た ちの 興 
味 ・ 関 心 の 向上 や 文化 芸術 活動 へ の 参加 、( 公 財 ) 岩手 県 文化 振興 事業 団 や (一 社 ) 岩手 県 芸術 
文化 協会 等 と 連携 し た 県 内 学校 等 へ の 芸術 家 派 遣 な どの 取組 を 進め ます 。 

「 文 学 の 国 い わ て 」 の 進展 に 向け た 文芸 活動 の 振興 を 図る た め 、 本 県 ゆか り の 作家 と の つなが 
り を 広め な が ら 、 若 者 を 対象 と し た ワー クシ ョ ッ プ を 開催 する な ど 、 県民 の 創作 活動 を 支援 し ま 
す 。 

優れ た 文化 芸術 の 鑑賞 機会 を 生か し て 、 児 童 生 徒 の 豊か な 心 を 育み 、 演 奏 技術 等 の 向上 を 図る 
た め 、 国 際 的 評価 の 高い 海外 の 音楽 家 と の 交流 機会 を 提供 し 、 海 外 で 活躍 する 本 県 ゆか り の アー 
ティ スト と の 交流 機会 を 創出 し ます 。 

高齢 者 が 健康 で 生き が い を 持っ て 暮らせ る よう 、 身 近 に 文化 芸術 活動 に 参加 で きる 環境 づく り 
を 進め ます 。 
文化 芸術 活動 を 支え る 人 材 の 育成 

団体 、 企 業 、 行 政 等 が 一 体 と な っ て 文化 芸術 活動 を 支援 し 、 活 性 化 を 図る た め 、 活 動 者 と 鑑賞 
者 、 そ れ ぞ れ の 希望 や ニー ズ を マッ チン グ さ せ 、 交流 の 場 を 提案 する 人 材 の ネッ トワ ー ク を 形成 
お 

県 民 が 県 内 各地 域 に お いて 積極 的 に 文化 芸術 活動 に 取り 組め る よう 、 文 化 芸術 を 生か し た 地域 
づく りな ど に 取り 組む 人 材 の 育成 や 相互 交流 の 促進 を 図る た め 、 ア ー ト マネ ジメント 研修 を 実施 
し ます 。 

障がい 者 の 文化 芸術 活動 を 支援 する 事業 所 職員 等 の 資質 の 向上 を 図る た め 、 支援 者 育成 研修 を 
実施 する ほか 、 支援 者 の ネッ トワ ー ク を 構築 し 、 障 が い 者 の 文化 芸術 活動 に 取り 組む 環境 の 充実 
を 図り ます 。 
アス リー ト の 競技 力 の 向上 

世界 で 活躍 する 次 世代 アス リー ト を 輩出 する た め 、 県 内 競技 団体 、( 独 法 ) 日 本 スポ ー ツ 振興 
セン ター、( 公 財 ) 日 本 オリ ン ピ ッ ク 委 員 会 等 と 連携 し 、 スー パー キッ ズ の 発掘 ・ 育 成 な ど 中 ] 
期 的 な 視点 に 立っ た ジュ ニア 期 か ら の 競技 力 向上 を 学校 と の 協力 に より 取り 組み ます 。 

本 県 トッ プア スリ ー ト の スポ ー ツ 活動 を 支え る た め 、 大 会 参加 や 強化 合宿 等 に 係る 活動 の 支援 
に 取り 組む と と も に 、 ア スリ ー ト の 県 内 定着 を 図る た め 、 就 職 マ ッ チ ング 等 を 実施 し ます 。 
障がい 者 アス リー ト の 競技 力 の 向上 

障がい 者 スポ ー ツ 選手 の 発掘 ・ 育 成 の た め 、 関 係 団体 と 連携 し 、 競 技 体験 会 や 強化 練習 会 の 実 
施 な ど に 取り 組み ます 。 

パラ リン ピッ ク 等 の 国際 大 会 や ジャ パン パラ 競技 大 会 等 で 活躍 する トッ プア スリ ー ト を 暮 出す 
る た め 、 大 会 参加 や 強化 合宿 等 に 係る 活動 の 支援 に 取り 組み ます 。 
スポ ー ツ 医 ・ 科 学 サ ポー ト を 通じ た 競技 力 の 向上 

本 県 の 競技 力 向上 を 効果 的 か つ 効 率 的 に 図る た め 、 障 が い 者 を 含む アス リー ト の 体力 測定 等 で 
得 ら れ た デー タ を も と に 、 個 々 に 適し た 科学 的 な トレ ー ニ ング メニ ュー 等 の 提供 に 取り 組み ます 。 

アス リー ト の セル フ マ ネ ジメント 能力 を 高め る た め 、 コ ン デ ィ シ ョ ニン グ 、 ス ポー ツ 栄 養 、 ス 
ポー ツメ ンタ ル 等 の スポ ー ツ 医 ・ 科 学 的 な 知識 の 提供 に 取り 組み ます 。 
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⑥ スポ ー ツ 活動 を 支え る 指導 者 等 の 養成 
アス リー ト の 競技 力 向 上 を 担う 指導 者 の 資質 向上 を 図る た め 、 関 係 団体 と 連携 し 、 全 国 ト ッ プ 
レベ ル の 優秀 な 指導 者 に よる 研修 の 実施 や 本 県 トッ プ コ ー チ の 中 央 研修 へ の 参加 等 の 支援 に 取 
り 組 み ま す 。 
障がい 者 の スポ ー ツ 活動 を 担う 指導 者 の 育成 の た め 、 関 係 団体 と 連携 し 、 専 門 的 知識 や 実技 等 
を 習得 する 研修 の 実施 な ど に 取り 組み ます 。 
アス リー ト の 育成 や 活動 を 支え る アス レティ ッ ク ト レー ナー 等 の サポ ー ト 人 材 や 、 競 技 団 体 、 
総合 型 地 域 ス ポー ツク ラブ 2 等 の 組織 運営 を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 専 門 的 な 研修 の 実施 な ど 
に 取り 組み ます 。 
RA 本 スポ ー ツ 協会 公認 スポ ー ツ 指導 者 
の 資質 向上 を 図る た め 、 関 係 団体 と 連携 し た 研修 等 の 実施 な ど に 取り 組む と と も に 、 地 域 の ス 
ポー ツイ ペン ト の 活性 化 を 図る た め 、 関 係 団体 と 連携 し 、 ボ ラン ティ ア の 活動 を 促進 し ます 。 
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3 本 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 只 体 的 な 推進 方 東 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
① 文化 芸術 活動 を 担う 人 材 の 育成 
口 禁 





























































































































































































































・ 岩 手芸 術 祭 へ の 出展 数 (件 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 岩手 芸術 祭 ・ 革 術 体 験 イベ ント の 開催 し 
1341 | 1L350127001406015430 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 
・ 子 ども の た め の 芸 術 家 派遣 事業 公演 数 (件 ) 
[累計 ]【 再 掲 】 ーー 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 学校 等 へ の 芸術 家 の 派遣 7 
63 65 131 198 266 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 隔 
1 99 「 文 学 の 国 い わ て 」 の 取組 の 推進 | 
マ ご ドロ 




















② 文化 芸術 活動 を 支え る 人 材 の 育成 

















































































































目標 
・ ア ー ト マネ ジメント 研修 参加 者 数 (人 ) [累計 各 広 域 振 興 圏 に お ける し 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 「 文 化 芸術 活動 支援 ネッ トワ ー ク 会 議 」 の 開催 

42 42 80 120 160 
店 状 値 は 2017 年 単 年 の 実 績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か アー トン ネジ メン ト 研 修 の 実施 
ら の 累計 










































・ 障 が い 者 文化 芸術 活動 支援 者 育成 万 
(人 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
41 41 80 120 160 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 


[ 修 受講 者 数 

































が い 者 文化 芸術 活動 の 支援 者 育成 研修 の 実施 






































mi 












































2 総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ : 人 々 が 、 身 近 な 地域 で スポ ー ツ に 親しむ こと の で きる 新しい タイ プ の スポ ー ツ クラ ブ で 、 子 ども か ら 高 齢 者 
0 様々 な スポー ツ を 愛好 する 人 々 が 、 初心 者 か ら ト ッ プ レベ ル ま で 、 それぞれ の 志向 ・ レ ベル に 合わ せ て 参加 で きる と いう 特徴 を 持ち 、 
住民 に より 自主 的 ・ 主 体 的 に 運営 され る スポ ー ツ クラ ブ 。 
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まあ 6 a 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 こ 2018 2019 2020 2021 2022 
③ アス リー ト の 競技 カカ の 向上 
上 標 
・ 国 民 体 育 大 会 天皇 杯 順位 ( 位 ) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 強化 対象 選手 の 指定 、 競 技 大 会 ・ 強 化 練習 等 の 活動 支援 ト 交 
東北 1 位 | 東北 1 位 | 東北 1 位 | 東北 1 位 | 東北 1 位 
現状 値 は 2018 年 の 値 
・ 本 県 関係 選手 の 日 本 代表 選出 数 (人 ) [累計 ] スー パー キッ ズ の 発掘 ・ 育 成 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 (発掘 プロ グラ ム 、 至 成 プロ グラ ム 、 適 正 選 択 種目 の 選択 ) | | 
40 28 56 84 112 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 アス リー ト の 就職 マッ チン グ 等 の 実施 > 
④ 障がい 者 アス リー ト の 競技 力 の 向上 
目標 
・ 障 が い 者 アス リー ト の 育成 研修 会 参加 選手 数 
(人 ) [累計] 
現状 値 | 2019 2020 | 2021 2022 ー の 本 ー 
14 18 38 60 84 全体 研修 会 、 競 技 別 研修 会 の 実施 | 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 昌 計 
・ ジ ャ パン パラ 競技 大 会 出場 選手 数 (人 ) 〔 累 計 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 強化 対象 選手 の 指定 、 競 技 大 会 ・ 強 化 練習 等 の 活動 支援 「 双 
7 7 14 22 30 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 
⑤ スポ ー ツ 医 ・ 科 学 サ ポー ト を 通じ た 競 
技 力 の 向上 
上 標 
・ ス ポー ツ 医 ・ 科 学 サ ポー ト 団 体 数 (団体 ) 
[累計 ] 体力 測定 、 デ ー タ に 基づく 科学 的 な トレ ー ニ ング 等 の 提供 9 
現状 値 | 2019 2020 | 2021 2022 
90 91 185 282 382 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 泉 計 
アス レティ ッ ク ト レー ナー 等 券 録 者 数 (人 ) アス リー ト 、 指 導 者 に 対す る 研修 の 実施 、 Lp 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 アス レティ ッ ク ト レー ナー 等 に よる 個別 支援 を 通じ た 
請 We 66 の スポ ー ツ 医 ・ 科 学 的 な 知識 の 提供 
現状 値 は 2017 年 の 値 
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S 工程 4 [ - 取 # 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 2 

⑥ スポ ー ツ 活動 を 支え る 指導 者 等 の 養成 
目標 

・ 公 認 ス ポー ツ 指 導 者 資格 登録 者 数 (人 ) 中 央 コー チ 招 聴 に よる 研修 の 実施 、 本 県 トッ プ コ ー チ の 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 中 央 研修 参加 支援 回 
2, 701 2, 738 2, 775 2, 812 2, 850 
現状 値 は 2018 年 の 値 
障がい 者 スポ ー ツ 指導 者 の 研修 の 実施 | 
・ 公 認 障 が い 者 スポ ー ツ 指導 者 資格 登録 者 数 (人) 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 サポ ー ト 人 材 ・ マ ネジ メン ト 人 材 の 専門 的 な 研修 の 実施 上 

225 255 270 285 300 
四 状 値 は 2017 年 の 値 
人 1 スポ ー ツ 推進 委員 等 の 研修 、 研 究 大 会 の 実施 HH 
・ ス ポー ツ 推 進 委員 研修 会 参加 率 (%) 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 スポ ー ツ ボラ ンティア の スポ ー ツ ボラ ンティア の by 
43.6 50.0 50.0 50.0 50.0 養成 活動 促進 
現状 値 は 2018 年 の 値 
























































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(県 民 ) 

・ 文 化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 、 支 える 人 材 と し て の 参加 、 理 解 

(企業 等 ) 








・ 文 化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 、 支 える 人 材 育 成 の 取組 へ の 支援 、 協 働 
・ ア スリ ー ト 指導 者 、 サ ポー ト 人 材 の 活動 支援 

(文化 芸術 活動 団体 ) 
・ 文 化 芸術 を 担う 人 材 、 支 える 人 材 育成 の 取組 実施 、 支 援 、 情 報 発信 
(スポ ー ツ 関係 団体 ) 
・ 関 係 団体 相互 の 連携 シス テム の 構築 

・ ア スリ ー ト や 指導 者 、 サ ポー ト 人 材 等 の 育成 
・ 競 技 力 向上 事業 の 実施 

(教育 機関) 
・ 文 化 芸術 を 担う 人 材 育成 の 取組 実施 、 支 援 、 情 報 発信 

・ 次 世代 アス リー ト の 発掘 ・ 育 成 の 支援 

(市 町 村 ) 

・ 文 化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 、 支 える 人 材 育成 の 取組 の 推進 、 支 援 、 情 報 提供 
文化 芸術 活動 や スポ ー ツ 活動 を 支え る 人 材 の 育成 
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(基本 方 向 ) 


高等 教育 機関 と 連携 
す と と も に 、 














現状 と 課題 
本 県 に は 、 大 学 6 校 、 短 期 大 学 5 校 、 高 等 専門 学校 1 校 の 高等 教育 機関 が あり ます 。 
これ ら の 高等 教育 機関 は 、 そ れ ぞ れ 特 色 あ る 教育 研究 を 行っ て いる ほか 、 各 機関 の 特色 を 生か 


し た 連携 も 進め られ て いる こと か ら 、 地 域 課題 研究 の 体制 強化 や 相互 の 機能 を 補 
取組 を 更に 充実 し て いく 必要 が あり ます 。 
教育 研究 を 通じ た 地域 頁 献 の 取組 が 活発 に 行わ れ て お り 、 岩 手 大 学 や 岩手 県 立 大 学 に は 地域 連 
の 拠点 が 整備 され て いる こと か ら 、 こ れ ら の 取組 を 更に 充実 し て いく 必要 が あり ます 。 


18 歳 の 進学 ・ 就 職 期 と 22 歳 前 後 の 就 職 期 に お ける 若者 の 転出 が 顕著 


め の 





携 


岩手 県 の 人 口 の 社会 減 は 、 
に な っ て いる こと か ら 、 関 係 機関 が 連携 し 、 地 域 
で きる よう 、 地 元 定着 に つなが る 取組 を 一 






































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
高等 教育 機関 と の 連携 に よる 地域 課題 解決 に 向け た 取組 の 推進 


① 


東 











し た 地域 づく り ・ 人 づく り を 進め る た め 、 産学 官 連携 に よる 
高等 教育 機関 の 体制 の 強化 や 相互 の 機能 補完 等 を 促進 し ます 。 

また 、 産学 官 が 連携 し 、 高い 専門 性 と 教養 を 兼ね 備え た 人 材 を 育成 する と と も に 、 
地元 大 学 へ の 進学 意識 の 醸成 や 県 内 大 学生 等 の 卒業 後 の 地 元 定 着 を 高め る 取組 を 推 
































共 


進 























20 高等 教育 機関 と 連携 し た 地域 づく り ・ 人 づく り を 
進め ます 


同 研究 等 を 促 


県 内 高校 生 の 


し ます 。 




















トー レッ 
ゴブ プロ 


・ 拡 充 す る た 








[会 に 頁 献 する 意欲 の ある 人 材 が 、 岩 手 で 活躍 


層 促 進 す る 必要 が あり ます 。 


日 本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 や ふる さと 振興 を 進め る 上 で の 様々 な 地域 課題 の 解決 に 向け て 、 


高等 教育 機関 の 専門 的 知識 を 活用 し た 共同 研究 を 推進 する ほか 、 プ ラチ ナ 社 会 "の 構築 を は じ め と 
し た 新た な 仕組 み を 地域 に 定着 させ る た め の 取 組 な ど を 展開 し ます 。 
地域 課題 の 解決 に 向け 、「 い わ て 未来 づく り 機 構 と いっ た 既存 の 産学 官 連携 組織 に よる 活動 





の 更 な る 促進 を 


進 


各 高 等 教育 機 


を 


3 
失 


ワケ 














め ま す 。 














を 促進 し ます 。 


図る と と も に 、 








「 プ ラチ ナ 社 会 : 環境 問題 、 高 齢 社 
* いわ て 未来 づく り 機 構 : 県 内 の 産 








展 を 








指す 








題 に 対 


加入 。 


す た め に 、 平 成 20 朋 
* いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム : 








「 応 3 


する た 











美 
素 





界 ・ 経 済 界 、 大 学 、N PO、 行政 等 の 多様 な ホネ ットワーク を 構築 し 、 岩 ヨ 








め 、 岩 手 大 学 、 














E (2008 年 ) に 設立 され た 組織 。 














国 





岩手 県 立 
め に 、 平 成 20 年 度 (2008 年 度 ) に 組織 





際 通 用 性 や 教育 の 次 の 


学 、 岩手 医科 大 学 
































[会 な どの 課題 を 高い レベ ル で 解決 し た 社 











2 
と 


保証 な ど 、 大 学 を 』 
、 富 士 大 学 、 盛 岡 大 学 が 連携 を 強化 








関 に お ける 地域 課題 研究 に 取り 組む 体制 の 強化 や 「 い わ て 高等 
に お ける 取組 な ど 、 それぞれ の 高等 教育 機関 の 特色 を 生か し た 相互 の 機能 の 補完 な ど に よる 








及 り 巻く 状況 、 低 迷 す る 大 学 進学 率 や 県 内 就 
し 、 地 域 の 中 核 を 担う 人 材 











し た も の 。 平成 24 有 ェ 


E 度 (2012 有 
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E 度 ) に は 、 放 送 大 学 岩手 学習 セン ター と 一 関 コ 








= 
月 


高等 教育 機関 が 設置 する 地域 連携 推進 組織 と 連携 し た 研究 や 取組 


Ts 





F 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発 


了 率 等 の 地域 課 
自 成 を 目指 す た 


























[ 業 高等 専門 学校 が 


② 地域 を けん 引 す る 人 材 の 育成 と 若者 定着 の 促進 

県 内 高校 か ら 県 内 大 学 等 へ の 進学 機運 を 高め る た め 、 県 内 大 学 と 連携 し た 「 高 大 連携 講座 *」 の 
WAM こ 対 する 県 内 大 学 の 魅力 紹介 な どの 取組 を 推進 し ます 。 
県 内 大 学生 等 の 卒業 後 の 地元 定 着 を 高め る た め 、 産 学 官 連 携 に よる 地元 企業 の 魅力 向上 を 図る 
人 2 の プリ PPP 会 の 創出 等 に よる 地元 
定着 の 意識 を 醸成 し ます 。 

③ 岩手 県 立 大 学 に お ける 取組 へ の 支援 

平成 30 年 (2018 年 ) に 開 学 20 周年 を 迎え た 岩手 県 立 大 学 の 、 地域 に 根ざし た 高等 教育 機関 と 

し て の 役割 を 更に 充実 ・ 強 化 さ せ 、 専門 領域 を 横断 し た 学術 研究 な どの 新た な 価値 創造 に 資す る 

究 や 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 支援 を は じ め と する 地域 の 課題 解決 に 向け た 取組 な ど 、 県 

民 の シン クタ ンク と し て の 機能 を 果たし 、 地 域 の 未来 創造 に 貢献 する た め の 取 組 を 支援 し ます 。 

実学 実践 教育 及び 地域 志向 教育 を 通じ て 、 知 的 探求 心 や 創造 カ を 備え 、 地 域 の 未来 を 切り 拓く 

人 材 の 育成 や 、 地 域 社会 と 連携 し た 学生 の 県 内 定着 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 
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8 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
由 、 貞 休 的 な 
昌 が が 0 直 む 基体 的 な 推進 亡 業 <2018 | 2019 | 2020 2021 2022 
① 高等 教育 機関 この 連携 に よる 地域 課題 
解決 に 向け た 取組 の 推進 
標 人 ーー マイ を だ ゝ 再 ] ー 

県 内 高等 教育 機関 等 の 連携 に よる 
・ 地 域 課題 解 没 を 目的 と し た 県 内 高等 教育 機関 と 上 地域 課題 研究 の 実施 ・ 普 及 ・ 促 信 a 
の 共同 研究 数 (件 ) (県 計 













































































































































































































































































































































現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 le 
13 15 30 45 60 商 等 教 デー タベース の 
| 5 | 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 機関 と の 更新 ・ プ ラッ シュ アッ プ 
ら の 黒 計 連携 状況 
の を 
中 市 町 村 ( に 





























② 地域 を けん 引 す る 人 材 の 育成 と 若者 定 
着 の 促進 





































































































































































































標 いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム 主 催事 業 
・ 高 大 連携 講座 へ の 参加 者 数 (人 ) (高大 運 携 講座 等 ) へ の 協力 > 
現状 値 | 2019 2020 2021 
862 960 1,010 | 1,060 , 
現状 値 は 2017 年 の 値 地 ( 知 ) の 拠点 大 学 
に よる 地方 創 生 推 
進 事 業 (COC+59) ヒー ゴ COC 圭 に より 構築 し た 関係 機関 と | 
・ 県 内 企業 等 へ の イン ター ンシップ 参加 者 数 (人 ) | | に よる 関係 機関 と の 連携 の 継続 
2019 2020 2021 2022 連携 し た 取組 の 実 
700 715 730 745 
E の 値 





























4 高大 連携 講座 : 大 学 等 が 主催 し 、 高 校生 を 対象 に 授業 科目 の 公開 や 公開 講座 を 開設 する も の 。 岩手 県 に お いて は 、 い わ て 高等 教育 コン ソ 
ー シ ア ム (構成 校 : 岩手 大 学 、 岩 手 県 立 大 学 、 岩 手 医 科大 学 、 富 士 大 学 、 盛 岡 大 学 、 放 送 大 学 岩手 学習 セン ター、 一 関 工業 高等 専門 学校 ) 
と 岩手 県 教育 委員 会 と が 高大 連携 事業 に 関す る 協定 書 を 締結 し 、 実 施 。 
5 COC 二 : 平成 27 年度 (2015 年 度 ) か ら 実 施さ れ た 文部 科学 省 所 管 の 高等 教育 機関 に 対す る 補助 事業 。 地 域 に お ける 複数 の 大 学 が 、 地 
方 公共 団体 、 企 業 、N PO 等 と 協 働 し 、 当 該 地 域 に お ける 雇用 創出 や 学卒 者 の 地元 定着 率 の 向上 を 推進 する こと を 目的 に 行う 事業 。 

「COC」 と は 、Center of Community (地域 の 中 核 的 存在 ) の 略称 。 

岩手 県 に お いて は 、 娠 手 大 学 を 中 心 と し て 、 娠 手 県 立 大 学 (短大 含む )、 富 士 大 学 、 盛 岡 大 学 、 一 関 工業 高等 専 
事業 協 働 機関 と し て 、 岩 手 県 、 盛 岡市 ほか 20 市 町 村 、 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 ほか 7 経済 団体 等 が 連携 し て 、 
職 率 を 平成 26 年 度 (2014 年 度 ) の 45% か ら 平 成 31 年 度 (2019 年 度 ) の 559% に 引き 上 げ る こと 等 を 目標 と し 
し て いく も の 。 




































































































































































『 門 学校 が 参加 校 と な り 、 
県 内 へ の 参加 大 学 全体 の 就 
、 雇 用 創出 等 の 取組 を 実施 
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A ~2018 EE 2022 
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事業 年 度 計 画 の 受理 及び 業務 実績 の 評価 a 
2019 2020 2021 2022 a 
4 8 12 17 第 二 期 第 四 期 中 期 
F 日 [に に ロイ る 圭 HH 中 期 ー 目標 R 和正 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 < ペド ヒー 
ら の 果 計 9 一 標 実 績 トー 中 期 計画 朗 Fw 
の 中 間 可 (2023.4 
評 1 ~2029. 3) 
・ 岩 手 県 立 大 学卒 業 生 の 県 内 就職 率 (%) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
46. 4 49.5 50.5 51.5 52. 5 運営 費 交付 金 に よる 冊 手 県 立 大 学 の 運営 支援 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 
意見 交換 会 等 に よる 課題 認識 の 上 有 有 及び は | 
課題 解決 の た め の 取 組 の 検討 
地域 課題 解決 の た め の 地域 協 働 研究 へ の 支援 | 
卒業 生 の 県 内 定着 に 向け た 取組 へ の 支援 ロス 





























県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (県 民 等 ) 
| ・ 県 内 大 学 等 と の 連携 に よる 地域 課題 解決 に 向け た 取組 へ の 理解 参画 
| ・ 県 内 大 学 等 が 持つ 魅力 に 対す る 理解 の 増進 
| (企業 等 ) 
| ・ 雇 用 の 確保 
| ・ イ ンタ ー ン シッ プ の 受入 れ 
| ・ 産 学 家 連 携 に よる 地域 課題 解決 の 検討 ・ 取 組 へ の 参画 
| (教育 機関 ・ 産 業 支援 機関 等 ) 
| ・ 進 学 希望 に 応え る 魅力 の 向上 
| ・ 地 域 社会 を 支え る 人 材 の 育成 
| ・ 大 学 の 資源 を 活用 し た 産業 の 角 
| ・ 教 育 研究 の 成果 の 還元 
・ 生 徒 の 進学 目的 の 明確 化 に 向け た 大 学 等 と の 連携 促 
(市 町 村 ) 
| ・ 高 等 教育 機関 と の 連携 に よる 地域 課題 の 解決 
| ・ イ ンタ ー ン シッ プ の 受入 れ 及 び 地 元 企業 に よる 受入 支援 
| ・ 地 域 産業 の 振興 等 に よる 雇用 の 確保 
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EE 
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IV 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 


不便 を 感じ な いで 日 常 生活 を 送る こと が で き 、 
また 、 人 や 地域 の 結び 付き の 中 で 、 助 け 合っ て 暮らす こと が で きる 岩手 





【 い わ て 幸福 関連 指標 】 
年 度目 標 値 計画 目標 値 
2020 2022 





標 








① 県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 1, 452 1, 757 
汚水 処理 人 口 普 及 率 . 83. 9 , 86. 5 
三 セ ク 鉄 道 ・ バ ス の 一 人 当たり 

年 間 利 用 回 数 

④ 地縁 的 な 活動 へ の 参加 割合 . . 40.0 . 43.0 








② 
軸 17.5 17.5 








⑤ 在留 外国 人 数 〔10 万 人 当たり ]〕 
⑥ 文化 ・ ス ポー ツ 施 設 の 入場 者 数 
(文化 施設 入場 者 数 ) ほぼ" (04096 Ha に | 0 
(スポ ー ツ 施設 入場 者 数 ) ほ 4 | 万 人 806 806 806 806 

【 参 考 指標 (実績 値 )】 
三 セ ク 鉄 道 ・ バ ス の 年 間 利 用 者 数 (2017 年 : 2, 195 万 人 ) [県 政策 地域 部 調べ ]、 
持ち 家 比 率 (2013 年 : 68.9%) [国勢 調査 (総務 省 ) ] 
[ 注 1] 岩手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 で 行う 自主 催事 入場 者 数 
[ 注 2] 県 及び 県 内 市 町 村 の 公立 スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 施 設 入場 者 数 
※1 上記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又は 目標 値 を 示し て いま す 。 
※2  「 い わ て 幸福 関連 指標 」 の 目標 値 設 定 の 考え 方 に つい て は 、 巻 未 資料 に 掲載 し て いま す 。 
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21 快適 で 豊か な 暮らし を 支え る 生 
活 環境 を つく り ま す 























22 地域 の 暮らし を 支え る 公共 交通 
を 守り ます 











23 つなが りや 活力 を 感じ られ る 地 
域 コ っ コミュニティ を 守り 育て ます 











手 で 暮らす 魅力 を 高め 、 移 
・ 定 住 を 促進 し ます 
25 海外 の 多様 な 文化 を 理解 し 、 ォ 
に 生活 で きる 地域 づく り を 進め 
す 
26 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 生か し た 
地域 を つく り ま す 



























































具体 的 推進 方 策 


快適 に 暮らせ る 良質 で 環境 に 配慮 し た 居住 環境 づく り 

然 と 調和 し た 衛生 的 で 快適 な 生活 環境 の 保全 

快適 で E ち づく り の 推進 

陵 道 路線 の 維持 ・ 確 保 

地域 の 実情 に 応じ た 効率 的 な 公共 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 支 








































































































E な 地域 コミュニティ づく り 
ミュ ニテ ィ 活 動 を 支え る 人 材 の 育成 
ミュ ニテ ィ を 基盤 と し た 防災 体 入 

手 フ ァ ン の 拡大 と U り ・ エ I ター ン の 促進 

心して 移住 し 、 活 躍 で きる 環境 の 整備 






























































民 等 が 暮らし や すい 環境 づく り 


② 海外 と の 交流 の 促進 


① 文化 芸術 を 生か し た 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 の 推進 












































② スポ ー ツ を 生か し た 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 の 推 : 
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IV 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 





国 
ー 21 快適 で 豊か な 暮らし を 支え る 生活 環境 を つく り ま す 


(基本 方 向 ) 

快適 で 豊か な 暮らし を 支え る 生活 環境 づく り に 向け 、 耐震 性 、 省 エネ 性 能 な ど を 備え た 良質 な 住 
宅 の 普及 や 地域 の 魅力 を 高め る リノ ベー ショ ン ' を 促す と と も に 、 自 然 と 調和 し た 美しい 水辺 環境 
の 保全 、 水 道 事業 の 広域 連携 や 汚水 処理 施設 の 整備 等 の 取組 を 促進 し ます 。 

また 、 持続 可能 な まち づく り に 向け 、 市 町 村 と の 連携 に より 適正 な 土地 利用 を 図り な が ら 、 道路 
や 公園 な どの 都市 基盤 や ユニ バー サル デザ イン "に よる 公共 施設 等 の 整備 を 推進 し ます 。 

さら に 、 地 域 の 魅力 を 高め 、 活力 ある 地域 社会 の 実現 を 図る た め 、 地域 住民 、NPO 等 と 協 働 し 
て 良好 な 景観 の 形成 を 推進 し ます 。 

































































現状 と 課題 

東日本 大 震 災 津波 に よる 地震 被害 等 を 教訓 と し た 建物 の 耐震 化 や 、 県 産 木 材 活 用 な どの 岩手 ら 
し さ 、 省 エネ 性 能 に 対す る ニー ズ な ど を 踏ま えた 住宅 の 普及 が 進め られ て いま す 。 

全国 的 に 空き 家 が 増加 傾向 に あり 、 本 県 で も 増加 が 見 込ま れる 中 、 市 町 村 に お ける 空き 家 バ ン 
ク * の 開設 や 、 活用 され て いな い 住 宅 ・ 建 築 物 を リノ ベー ショ ン し て まち の 魅力 を 高め る 取組 が 県 
内 各地 で 行わ れ て いま す 。 

県 管理 河川 で は 、「 い わ て の 水 を 守り 育て る 条例 」 の 理念 に 基づき 、 環 境 や 親水 性 に 配慮 し た 
「 多 自然 川 づ くり 」 の 取組 が 進め られ て いま す 。 

県 内 5 ブロ ッ ク て で 水道 事業 の 広域 連携 に 関す る 検討 会 が 設置 され 、 水 道 事業 の 運営 基盤 強化 に 
向け た 取組 が 進め られ て いま す 。 

本 県 に お ける 水道 の 基幹 管 路 の 耐震 適合 率 は 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) 時 点 で 49.4% と 全国 平均 
38.7% を 上 回 る 状況 と な っ て いま す が 、 引 き 続 き 耐 震 化 の 取組 が 必要 で す 。 

本 県 に お ける 汚水 処理 人 口 普 及 率 (下水 道 な ど 汚 水 処理 施設 を 利用 で きる 人 口 の 割合 ) は 、 平 
成 29 年 度 (2017 年 度 ) 未 時 点 で 80.8% と な っ て いま す 。 

住宅 や 店 舗 等 の 郊外 立地 が 進み 市 街 地 が 拡大 し て きた 一 方 で 、 都市 の スポ ンジ 化 や 中 心 市 街 地 
の 空洞 化 な ど 、 都 市 を 取り 巻く 環境 や 都市 的 サー ビス の 基盤 が 大 きく 変化 し て いま す 。 

「 ひ と に や さ し い まち づく り 条 例 」 に 基づく 取組 の 進展 に より 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) に 整 
備 し た 特定 公共 的 施設 に お ける バリ アフ リー* 化 率 は 平均 で 66.49% と な っ て いま す 。 

景観 づく り に 取り 組む 地区 数 (累計 ) は 、 平成 26 年 度 (2014 年 度 ) の 35 地 区 か ら 平 成 29 年 度 (2017 
年 度 ) に は 42 地 区 へ と 増加 し て いま す 。 


























































































































+ ょ リノベーション : 既存 の 建物 に 大 規模 な 改修 工事 を 行い 、 用 途 や や 機能 を 変更 し て 性 能 を 向上 させ 、 付 加 価 値 を 与え る こと 。 

? ユニ バー サル デザ イン : 年 齢 や 性 別 、 能 力 な ど に か か わら ず 、 で きる 限り 、 全 て の 人 が 利用 で きる よう に 製品 、 建 物 、 空 間 を デザ イン し 
よう と する 考え 方 。 
3 空き 家 バ ンク : 移住 ・ 定 住 や 住み 替え 等 に よる 地域 の 活性 化 の 一 つの 方 法 と し て 、 空 き 家 の 有 効 活用 を 図る も の 。 

+ バリ アフ リー : 障がい 者 高齢 者 が 生活 し て いく 際 の 障害 を 取り 除き 、 誰 も が 暮らし や すい 社会 環境 を 整備 する と いう 考え 方 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 快適 に 暮らせ る 良質 で 環境 に 配慮 し た 居住 環境 づく り 











県 産 木材 を 活 
修 の 促進 な ど 、 
高齢 者 等 が 安心 し て 快適 に 居 人 
民間 に よる サー ビス 付 高齢 者 向け 人 






































] す る な ど 岩 手 ら し さや 高い 断 
快適 で 安全 な 住宅 の 普及 を 促 
E で きる よう 、 
E 宅 、 住 宅 確 保 要 6 





熱性 能 を 備 


えた 岩 























進 








し ます 。 








公営 住宅 の バリ アフ リー 











中 虐 者 




















地域 の 魅力 を 高め 、 地 域 を 活性 化す る リノ ベー ショ ン ま ち づ く り の 
空き 家 の 流 通 を 促進 する た め 、 関 係 

















対策 を 推進 し ます 。 


月 ビーゴ 


り 」 


邊 











E 物 の 生息 ・ 繁殖 環境 や 











団体 と 連携 し た 空き 





自然 と 調和 し た 衛生 的 で 快適 な 生活 環境 の 保全 
が 織り な す 安 ら ぎ の ある 景観 な ど に 配慮 し た 「 多 
に より 、 人 と 自然 が 調和 する 良好 な 水辺 空間 の 保全 と 整備 を 推進 し ます 。 





皇 型 住宅 の 普及 、 住 宅 の 耐震 


ほ 改 





を 推進 する と と も に 








EEE 
所 具 














円 消 入 





取 旨 
家 に 係る 相 言 





貸 住 


宅 の 普及 を 促進 し ます 。 
日 を 促進 し ます 。 








刀 体 制 の 整備 な ど 、 


空き 家 


自然 川 づく 


























給水 人 口 や 給水 量 が 減少 し た 状況 に お いて も 、 健 全 か つ 安 定 的 な 水道 事業 の 運営 が され る よ 2 う 、 





地域 の 状況 や 見 通し を 踏ま え 、 広 域 連 携 の 取組 を 1 
お いて も 給水 機能 を 確保 する た め 





災害 時 に 
を 促進 し ます 。 
人 口 減少 等 の 影響 を 考慮 し つつ 、 
理 施設 の 整備 を 推進 し ます 。 
汚水 処理 施設 の 持続 的 な 運営 を 
水道 事業 等 の 効率 



















































































ます 。 
快適 で 魅力 ある まち づく り の 推進 

市 町 村 と の 連携 に より 適 1 
都市 交通 の 円 


ど に より 、 魅 力 あ る ま 






































組 等 に より 、 多 く の 人 が 利用 する 施 


図る た め 
りな 経営 の 助言 
豊か な 水 資源 の 保全 や 汚水 処理 の 必要 性 


消化 や 快適 な 都市 空間 の 
まち づく り を 推進 
「 ひ と に や さ し い まち づく り 条 例 」【 





口 





E 進 しま 











市 町 


市 町 村 と の 連携 に 





ヽ 二 下 


よる 、 





す 。 


地域 の 実情 


営 p 








、 流 域 下水 


業 の 経営 改善 ( 


[= 











1 上 姓 





や 、 広 域 化 ・ 
に つい て の 住民 


E な 土地 利用 を 図り な が ら コ ン パ ク 
資す る 都市 計画 


ーー 
い ー 





創 H 
し 
に 基づき 、 特 











ニコ 
E 公 共 








共同 化 計 画策 定 に 
理解 を 深め る た め 、 啓 発 j 





トイ 








ト な 都 


いと 
坊 

















的 施設 を 新築 する 際 の 


設 の バリ アフ リー 化 を 促進 し ます 。 











地域 の 景観 点検 等 を 通じ て 、 人 














E 民 が 3 








る 活動 を 促進 し ます 。 











必 























子ども が 地域 の 景観 の 魅力 や 他 


い 手 の 育成 を 図り ます 。 














E を 考え る 景観 学習 の 実 
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施 を 通じ て 、 次 


テト 
ー 生 


こ 取 り 組 むと と も (【 
向け た 取組 を 促進 し ヨ 


村 等 の 水道 施設 の 計画 的 な 耐震 化 対策 の 取組 


っ た 効率 的 な 汚水 処 





c、 下 
ます 。 
身 動 を 推進 


ES 














し 

















形成 を 促進 する と と も に 
路 の 整備 や 市 街 地 の 無 電 相 








E 化 な 











普及 ・ 啓 発 の 取 











E 体 と な っ て 地域 の 景観 の 魅力 を 発見 し 、 そ の 価値 を 高め 

















世代 の 景観 づく り の 担 


H 





工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 




























































































































































































上 員 が 取り 組む 具体 的 な 推 : 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 と 2018 2019 2020 2021 2022 
① 快適 に 暮らせ る 良質 で 環境 に 配慮 し た 
居住 環境 さく り 
目標 
・ 木 造 住宅 の 耐震 診断 へ の 補助 実施 件 数 (件 ) [ 累 
計 ) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 信 才 の 調 化 の 吾 及 ・ 産 
5,353 | 5,512 | 5.580 | 5,641 | 5,696 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 新 築 住宅 着工 戸数 に 占め る 長期 優良 住宅 の 割合 
(%) 認定 制度 ・ 優 遇 施策 の 周知 に 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
10.2 | 11.3 | 1l.9 2.4 | 13.0 
現状 値 は 2017 年 の 値 
空き 家 対 策 の 推進 
・ 空 家 等 対策 計画 策定 市 町 村 数 (市 町 村 ) 〔 累 計 相談 体制 の 整備 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 > 
16 23 25 27 28 市 町 村 に 対す る 支援 
現状 値 は 2017 年 の 値 
② 自然 と 調和 し た 衛生 的 で 快適 な 生活 環 
境 の 保全 - 
目標 多 自然 川 づ くり に よる 河川 改修 ・ 維 持 管 理 の 実施 
・ 身 近 な 水辺 空間 の 環境 保全 等 に 継 # 取り 組 
財 体 数 (団体 ) いわ て の 川 と 海岸 ボラ ンティア 活動 等 支援 制度 の 
状 値 | 20 2020 2022 周知 ・ 普 及 








6 








60 








60 
































状 値 は 2017 年 





直 





fh 覚 路 の 面 震 適合 率 (上 水道 ) (%) 





2020 


2021 


2022 








(2019) 
54.2 





(2020) 
55.8 


(2021) 
57.4 









































普及 率 (下水 道 ) (%) 
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2021 





60.9 








62.6 


















































浄化 模 ) (%) 

































































































































































の 改 





水道 ビジ ョ ン 








ーー 











ブロ ッ ク ご と の 広域 連携 の 取組 促進 





























水道 施設 の 耐震 化 の 促進 





















































市 町 村 の 下水 道 整 備 事業 へ の 支援 




















2021 




















14.8 
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日 





数 


回 ) 〔 逐 計 








2021 


2022 











75 





100 















































豆 値 は 2019 和 § 

















市 町 村 の 3 














化 横 整 備 事業 へ の 支援 























113 








下水 道 ・ 当 

















化 槽 出前 講座 の 実施 



































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 








































































































目 が 的 し る * 具 な 推 : 
ASS <2018 | 2019 2020 2021 2022 
③ 快適 で 魅力 ある まち づく り の 推進 
標 
・ バ パリ アフ リー 化 に 対応 し た 特定 公共 的 施設 数 
(施設 ) ( 昧 計 ) 市 町 村 と の 連携 に よる 地域 特性 を 生か し た (a 
現状 値 2020 | 2021 | 2022 まち づく り の 推進 
88 96 99 102 
A 対象 施設 に 対す る 指導 ・ 助 計 — 














・ 景 観 づ くり に 取り 組む 地区 数 (地区 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
42 45 47 49 51 景観 づく り に 取り 組む 団体 等 へ の 支援 を 
現状 値 は 2017 年 の 値 | EE EE EE ii 















































さ 習 3 





だ 施 回 数 (回 ) 【 黒 計 ] 
2019 2020 2021 2022 
5 10 15 20 
E 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 




















景観 学習 の 実施 ・ 支 援 


































































































| 
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YY 
S 
豆 
澤 
和 
時 
る 
部 








・ 住 宅 の 耐震 化 な どの 主体 的 な 取組 ・ 住 宅 
・ ま ちら づく り へ の 主体 的 な 参画 
(企業 ・ 団 体 ) 

・ 耐 震 性 ・ 省 エネ 性 能 な ど を 備え た 良質 な 住宅 の 提供 
人 NNN 

・ 良 好 な 水辺 空間 の 環境 保全 等 へ の 主体 的 な 取組 

・ 環 境 負荷 軽減 の 取組 

と に や さ し い まち づく り へ の 主体 的 な 取組 

(市 町 村 ) 
・ 住 宅 の 耐震 化 や リフ ォ ー ム ・ リ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 支援 、 空 き 家 対 策 
・ 水 道 事業 や 下水 道 事業 の 健全 経営 ・ 生 活 排 水 対策 
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】 
・ 市 街 地 の 無秩序 な 拡散 の 抑制 ・ 都 市 計画 道路 の 整備 や 道路 環境 の 改善 
・ 公 園 な どの 公共 空間 の 提供 ・ 公 共 的 施設 の 耐震 化 や ユニ バー サル デザ イン 化 



































・ 県 景観 計画 に 基づく 取組 、 市 町 村 景 観 計画 の 策定 














術 的 支援 や 適切 な 規制 、 制 度 の 拡充 
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IV 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 





国 
上 22 地域 の 暮らし を 支え る 公共 交通 を 守り ます 


(基本 方 向 ) 

地域 に お ける 県 民 の 暮らし を 支え る 公共 交通 を 守る た め 、 持 続 可 能 な 地域 公共 交通 ネッ トワ ー ク 
の 構築 に 取り 組み ます 。 

また 、 地元 利用 の 促進 に つなが る 利便 性 の 向上 や 、 魅力 ある 商品 の 造成 な ど を 通じ た 観光 面 で の 
利用 拡大 な ど を 促進 し ます 。 












































現状 と 課題 

人 口 減少 や モー タリ ゼー ショ ン ' が 進行 し 、 地 域 公 共 交 通 の 利用 者 が 減少 し て いる こと に 加え 、 
運転 士 不足 や 施設 等 の 老朽 化 な ど 、 第 三 セ モク ター 鉄道 * や バス 事業 者 は 厳し い 経営 環境 に 置か れ て 
お り 、 国 や 自治 体 の 財政 文 援 に よっ て 支え られ て いま す 。 

EA A OR いわ ゆる 「 公 共 交 通 
空白 地域 」 が 生じ る こと が な いよ う 、 買 い 物 や 通院 、 通 学 な ど 住 民 の 足 と な る 交通 手段 の 確保 が 
求め られ て いま す 。 

第 三 セ モク ター 鉄道 は 、 地 域 住 民 の マイ レー ル 意 識 に よっ て 支え られ て いる と と も に 、 和 観光 等 の 
資源 と し て も 独自 の 魅力 を 有 し て お り 、 こ れ ら の 特性 を 踏ま ほえ 、 地 元利 用 の 促進 と 観光 利用 の 拡 
大 に 向け た 取組 を 進め る 必要 が あり ます 。 

また 、 鉄 道 や 路線 バス に つい て 、 高 齢 者 や 障がい 者 、 外 国人 観光 客 な ど 誰 も が 利用 し や すい 環 
境 を 整備 する た め の 取 組 が 必要 で す 。 


































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 広域 バス 路線 や 鉄道 路線 の 維持 ・ 確 保 
地域 公共 交通 の マス ター プラ ン と な る 「 地 域 公共 交通 網 形 成 計 画 *」 に 基づき 、 広域 バス 路線 や 
鉄道 路線 の 維持 ・ 確 保 に 取り 組み ます 。 
国 の 補助 制度 を 活用 し な が ら 、 県 及び 市 町 村 が 連携 し て 、 地 域 公共 交通 の 維持 ・ 確 保 の た め の 
支援 を 行い ます 。 
交通 事業 者 に よる 安全 運行 の 確保 、 運 転 土 不足 や 施設 等 の 老朽 化 へ の 対策 、 経 営 改善 及び サー 
ビス 向上 の 取組 に 対す る 支援 を 行い ます 。 












































、 モー タリ ゼー ショ ン : 自動 車 が 社会 全般 に 広く 普及 し 、 生 活 必 需 品 化す る 現象 。 

? 第 三 セ モク ター 鉄道 : 国 又 は 地方 公共 団体 (第 一 セク ター) の (第 ニセ クタ ー) と 共同 出資 に より 設立 し た 法人 が 運営 する 鉄道 。 
* 地域 公共 交通 網 形成 計画 : 国 の 「 地 域 公 共 交 通 の 活性 化 及び 再生 に 関す る 法律 」 に 基づい て 策定 する 計画 で 、 県 全体 、 各 広域 振興 局 の 地 
域 特 性 ・ 現 状 を 整理 し 、 地 域 公 共 交 通 を 取り 巻く 課題 を 把握 し た 上 で 、 各 市 町 村 で 実施 し て いる 公共 交通 関連 事業 を 支え 、 ま ちら づく り と 連 
携 し た 持続 可能 な 公共 交通 体系 を 構築 する た め の マ スタ ー プ ラン 。 
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② 地域 の 実情 に 応じ た 効率 的 な 公共 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 支援 


市 町 村 に お ける コミ ュ ニ ティ バス * の 








③ 地域 公共 交通 の 利用 促進 


ュー ラノ ー た を 


運行 等 
支援 を 通じ て 、 住 民 の ニー ズ に 対応 し た 持続 可能 な 


























県 、 沿 線 市 町 村 等 で 構成 され る 利 
































モビ リティ ・ マ ネジ メン ト " の 活用 に より 県 民意 識 の 変化 を 促 
三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 な ど を 契機 と し 、 三 陸 鉄 道 「 リ アス 線 」 と し て の 





























に よる 地域 内 交通 の 改善 や 再編 な どの 取組 に 対 
公共 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 を 促進 


























Ly 


する 
し ます 。 








促進 協議 会 な ど を 通じ て 、 マ イ レー ル 意 識 を 醸成 する な ど 、 





し な が ら 地 元利 用 の 促進 を 図り ます 。 
中 運行 の 























メリ ッ ト や 地域 の 観光 資源 を 生か し た 企画 列車 の 運行 な ど 、 県 内 外 か ら の 誘客 に 向け た 魅力 ある 




















商品 造成 及び 情報 発信 の 強化 に 対す る 支援 を 行い ます 。 
I C カ ー ド “や スマ ー ト フォ ン ア プリ "を は じ め と し た 情報 通信 技術 (1 CT) の 導入 や 、 ユ ニ 


バー サル デザ イン "に 対応 し た 















































通 











高齢 者 、 障 が い 者 等 が 利用 し や すい ノン ステ ッ プ バス の 導入 な ど 交 
事業 者 が 行う 利便 性 向上 の 取組 に 対す る 支援 を 行い ます 。 





工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 
時 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 広域 バス 路線 や 鉄道 路線 の 維持 ・ 確 保 
目標 
広域 バス 1 路線 当たり の 平均 乗車 密度 ” (人 ) 岩手 県 地 間 
NIS 城 公共 交 門 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ES 広域 バス 路線 の 
3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 通 網 形成 0 
5 検証 ・』 改善 
現状 値 は 2017 年 の 値 計画 の 策 
定 
広域 バス 路線 へ の 補助 
・I GR いわ て 銀河 鉄道 の 1 日 当たり の 運行 本 数 
(本 ) ー 
車両 更新 等 へ の 支援 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 a に 
68 68 68 68 88 【 IGR いわ て 銀河 鉄道 】 
現状 値 は 2017 年 の 値 
三陸 鉄道 の 1 日 当たり の 運行 本 数 (本 ) SS Re 較 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 設備 維持 更新 及び 利用 促進 へ の 支援 
43 53 53 53 53 【 三 陸 鉄 道 】 か 
現状 値 は 2017 年 の 値 上 
一 貫 運 行 等 を 契機 
と し た 活性 化 支援 
* コミ ュ ニ ティ バス : 地方 自治 体 や 地域 の 住民 団体 な ど が 主体 と な り 、 交 通 空白 地域 の 解消 、 高 齢 者 の 外出 促進 、 公共 施 設 や 市 街 地 の 活性 
化 を 図る こと な ど を 目的 と し て 運行 され る 乗合 バス 。 
5 モビ リティ ・ マ ネジ メン ト : 直接 、 個 人 に 対し て 移動 方 法 に 関す る 各種 情報 (環境 へ の 影響 や 健康 と の 関連 、 公 共 交 通 の 便利 な 使い 方 な 
ど ) を 提供 し て 、 主 に クル マ 利 用 か ら 公 共 交 通 利用 に 誘導 する 交通 施策 。 
6 1C カ ー ド : デー タ の 記録 や 演算 を する た め に TI C (集積 回 路 ) を 組み 込ん だ カー ド 。 











「 スマートフォン ア プリ : スマ ー ト フォ ン で 生 





『 ユニ バー サル デザ イン : 年 齢 や 性 別 、 能 力 な ど に か か わら ず 、 で きる 限り 、 全 て の 人 が 利用 





よう と する 考え 方 。 





作 す る よう に 設計 され た コン ピュ ー タ プ ブログ ラム 。 














で きる よう に 製品 、 








* 平均 乗車 密度 : バス 1 便 当 た り に お いて 、 始 点 か ら 終点 まで 平均 し て 常時 バス に 乗っ て いる 人 数 。 
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建物 、 


空間 を デザ イン し 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 ーー 


② 地域 の 実情 に 応じ た 効率 的 な 公共 交通 
ネッ トワ ー ク の 構築 支援 

標 

・ 地 域 公共 交通 網 形成 計画 等 策定 市 町 村 数 (市 町 
村 )【 系 計 ) 地域 の 実情 に 応じ た 交通 体系 構築 支援 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
12 18 18 26 33 
喝 状 値 は 2017 年 の 値 









































































































































地域 公共 交通 の 利用 促進 














・ ノ ンス テッ プ バ ス の 導入 率 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 RE | | 
.5 26.0 29.0 | 32.0 
現状 値 は 2017 年 の 値 

































































GR いわ て 銀河 鉄道 の 年 間 利用 者 数 (万 人 ) 
























































































































































状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ー 3 a 
525 526 527 528 自民 の 協議 会 等 に よる 利用 促進 ・ 情 報 発信 の 強化 
更 状 値 は 2017 年 の 値 
人 一 貫 運 行 等 を 契機 | 
間 利 用 者 数 と し た 活性 化 支援 
2019 2020 【 三 陸 鉄 道 】 
120 110 
年 の 値 









































・ バ ス や 鉄道 な ど 公 共 交 通 の 積極 的 な 利用 


























・ 安 全 な 輸送 サー ビス の 提供 
・ 利 便 性 や サー ビス 向上 に 向け た 取組 の 実施 
・ 和 観光 利用 拡大 に 向け た 取組 の 実施 
(市 町 村 ) 
県 と 連携 し た 第 三 セ モク ター 鉄道 の 経営 安定 化 に 向け た 支援 
・ 公 共 交 通 の 利用 促進 

共 交 通 の サー ビス 向上 に 向け た 取組 に 対す る 支援 
ミュ ニテ ィ バ ス な どの 地域 内 公共 交通 を 確保 する 取組 
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IV 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 


(基本 方 向 ) 















23 つなが りや 活力 を 感じ られ る 地域 コミ ュ ニ ティ を 
思 守り 育て ます 


つなが りや 活力 を 感じ られ る 地域 コミ ュ ニ ティ を 守り 、 育て る た め 、 持続 可能 な 地域 コミ ュ ニ テ 
ィ づ くり を 推進 する と と も に 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 を 文 え る 人 材 を 育成 し ます 。 

特に 、 地域 に 移り 住ん で 地域 協力 活動 を 行う 地域 お こし 協力 隊 ' な どの 活動 を 促進 する と と も に 、 
地域 の 産業 や 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 の 担い 手 が 地域 に 定着 で きる よう な 取組 を 進め ます 。 

また 、 地域 の 安全 を 地域 で 守る 防災 体制 づく り を 図る た め 、 自主 防災 組織 な ど に お いて 中 核 的 な 
役割 を 担う 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 








現状 と 課題 






































人 や や 地域 な ど と の 「 つ な が り 」 を 示す ソー シャ ル ・ キ ャ ビ ピ タル“ に つい て 、 本 県 は 、 近 隣 や 友人 


と の 付き 合い の 程度 ・ 顔 


成 27 年 (2015 年 





す 「 社 会 参加 指数 」 ロ 























度 を 表す 「 つ き あ い ・ 交 流 指数 」 (平成 29 年 (2017 年 ) : 岩手 県 42. 1、 平 


) : 全国 33.8) や 、 地 緑 的 な 活動 や ボラ ンティア ・N PO な ど へ の 参加 状況 を 表 


























多く の 項目 で 全国 より 高い 値 と な っ て いま す 。 





東日本 大 岩 災 津波 を 契機 と し て 、 岩 災 復 興 支援 者 や ボラ ンティア の 方 々 と の 交流 や 移住 者 の 括 














躍 な ど 、 多 様 な 主体 と の 交流 が 拡大 し て いま す 。 

地方 に 移住 し 、 地 域 協 力 活動 を 行う 地域 お こし 協力 隊員 が 、 県 
人 日 減少 や 少子 高齢 化 の 進行 に よる 地域 コミ ュ ニ ティ の 機能 低下 、 担い 手 不足 が 懸念 され て お 
り 、 持 続 可 能 な 地域 コミ ュ ニ ティ づく り と コミ ュ ニ ティ を 支え る 人 材 の 育成 に 取り 組む 必要 が あ 





り ま す 。 
































自 主 防災 組織 の 組織 率 は 、 岩 手 県 85.3% (平成 28 年度 (2016 年 度 ) )、 


F 成 29 年 (2017 年 ) : 岩手 県 28.1、 平 成 27 年 (2015 年 ) : 全国 15.7) な ど 、 














生地 で 増加 し て いま す 。 





全国 82. 7% (平成 28 年 度 








(2016 年 度 ) ) と 全国 より 高く な っ て いる も の の 、 高 齢 化 な ど に より 担い 手 が 不 足し て いま す 。 








県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 持続 可能 な 地域 コミ ュ ニ ティ づく り 
地域 住民 が 主体 と な り 、 先 駆 的 な 活動 に 取り 組む 地域 コミ ュ ニ テ 
イィ 特選 団体 」 と し て 訟 証 


で YY 
選 











県 内 外 に お け 























する と と も に 、 








ィ 団 体 を 「 元 気 な コミ ュ ニ テ 


モデ ル 的 な 活動 に 取り 組ん で いる 団体 を 支援 し 、 活 動 事 
を 情報 発信 する こと に より 、 持 続 可能 な 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 を 促進 し ます 。 


る 先進 事例 の 普及 啓発 を 図る と と も に 、 国 の 支援 策 を 効果 的 に 活用 し 、 住 民 自 ら 
が 地域 課題 に 取り 組む 地域 運営 組織 や 、「 小 さ な 拠 点 3」 の 形成 を 促進 し ます 。 











! 地域 お こし 協力 隊 : 人口 減 少 や 高齢 化 等 の 進行 が 著しい 
その 定住 ・ 定 着 を 図る こと で 、 意 欲 あ る 都市 住 
2 ソー シャ ル ・ キ ャ ピタ ル : 交流 、 信 頼 、 社 会 参加 等 の 個 



































? 小さ な 拠点 : 地域 住民 が 主体 と な っ て 、 従 来 の 集落 の 範 














域 を 維持 し て いく た め の 新 








し い 付 


上 組み 。 


























人 間 の つなが り 。 


























や 単 一 で は 続け て いく こと が 難し い 活 
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用 


也 方 に お いて 、 地 域外 の 人 材 を 積極 的 に 受け 入れ 、 地域 協力 活動 を 行っ て も らい 、 
民 の ニー ズ に 応え な が ら 、 地 域 力 の 維持 ・ 強 化 を 図っ て いく こと を 目的 と し た 制度 。 





























『 業 を 組み 合わ せ て いく こと で 、 地 


三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 を 契機 と し て 、 復 興 の 取組 を 通じ て 生ま れ た 様々 な つなが り 
を 生か し た 地域 住民 の 交流 機会 の 拡大 や 生き が いづ くり を 促進 する こと に よっ て 、 コ ミュ ニテ ィ 
の 活性 化 を 図り ます 。 
② 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 を 支え る 人 材 の 育成 

市 町 村 や 地域 コミ ュ ニ ティ 団体 を 対象 と し た 、 地域 づく り に 関す る フォ ー ラ ム や セミ ナー の 開 
催 を 通じ て 、 地域 コミ ュ ニ ティ 団体 間 の 連携 や 交流 を 促進 し 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 を 文 え る 人 
材 の 育成 に 取り 組み ます 。 

地域 づく り の 新た な 担い 手 で ある 地域 お こし 協力 隊 が 円 滑 に 活動 で きる よう 、 ス キル アッ プ や 
ネッ トワ ー ク づく り を 支援 する ほか 、 地域 お こし 協力 隊 な ど を 対象 と し た 起業 セミ ナー の 開催 な 
ど に より 地域 へ の 定着 を 図り ます 。 
③ 地域 コミ ュ ニ ティ を 基盤 と し た 防災 体制 づく り 

防災 に 関す る 地域 づく り フ ォ ー ラ ム の 開催 や 、 地 域 防災 サポ ー タ ー 制 度 を 活用 し た 活動 支援 、 自 
主 防災 組織 の リー ダー 研修 会 の 開催 、 防災 士 制度 の 活用 な ど に より 、 自 主 防災 組織 の 中 核 と な る 人 
材 の 育成 に 取り 組み 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ を 基盤 と し た 防災 体制 づく り を 推進 し ます 
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~2018 2019 2020 2021 2022 
持続 可能 な 地域 コミ ュ ニ ティ づく り 























< NN pt 選 陸 | 沙 a Cs 
動 中 の 元気 な コミ ュ ニ ティ 特選 団体 数 (団体 ) 元気 な コミ ュ ニ ティ 特選 団体 の 認証 トー 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

179 191 203 215 227 
現状 値 は 2018 年 の 値 




























































































次 
3 
下 
避 
N 
RI 
RH 

| 
マ 
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HP の 
リニュ ー ア ソレ 











情報 発信 の 強化 


1 














コミ ュ ニ ティ 助成 制度 に よる 支援 に 























・ 地 域 運 営 組織 数 (団体 ) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
131 150 160 170 180 
現状 値 は 2017 年 の 値 














地域 運営 組織 ・ 小 さ な 拠 点 の 形成 に 向け た 
市 町 村 と の 情報 交換 、 研 究 会 トー を 

































































アド バイ ザー 派遣 
































119 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 








ミュ ニテ ィ 活 動 を 支え る 人 材 の 

















如 計 】 


・ 地域 づ くり 等 に 関す る セミ ナー 参加 者 数 (人 ) 


<2018 


2019 








2019 2020 


2021 


2022 











300 620 


960 











1, 320 




















研修 体制 


2020 





2021 








2022 






































7 年 単 年 の 実績 値 、 














し 協力 隊員 数 (人 ) 





目標 値 は 2019 年 か 








2019 2020 


2021 





193 206 











218 























状 値 は 2017 年 の 値 





者 数 (人 ) 


(県 放 


域 お こし 協力 隊 等 を 対象 と し た セミ ナー 参加 





状 値 | 2019 2020 


2021 


2022 














60 250 500 


750 








1, 000 


























喝 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 














H 標 値 は 2019 年 か 





ミュ ニテ ィ を 基盤 と し た 防災 体 
































城 防災 サポ ー タ ー に よる 講義 等 の 受講 者 数 
(人 ) ( 素 計 〕【 再 掲 





現状 値 | 2019 2020 


2021 


2022 











2, 537 2,750 | 5,750 


9, 000 








12, 500 





























現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 
ら の 果 計 














目標 値 は 2019 年 か 





県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 














地域 づく り フ ォ ー ラ ム ・ 地 域 活 情 


の 充 








実 強化 























地域 お こ 
5 IN 


し 協力 隊 の 
ク づ くり 支援 























































































































































































































































































































| 協力 隊員 の 活動 の 情報 発信 | 
a 定着 支援 、 起 業 セ ミナ 
事例 ー 
| 人 普及 ・ 横 展開 He 
地域 防災 サポ ー タ ー の 増員 及び 研修 会 等 へ の 派遣 。 P| 
ムー | 防災 土 の 資 格 取得 の 促進 | 
自主 防災 組織 リー ダー 研修 会 の 開催 を 
自 主 防災 組織 活性 化 モデ ル 事 業 の 普及 に よる 
ME 邊 主 防災 組織 の 活性 化 支援 | 

















SN て 
2 に 
RS 








・ 地 域 コ 
・ 地 域 の 防災 活動 へ の 参画 
(企業 等 ) 

・ 地 域 社 会 の 構成 員 





ど 



































・ 地 域 の 防災 活動 へ の 参画 
(NPO・ 地 域 づ くり 団体 ) 
・ 住 民意 識 の 醸成 
・ 地 域 課題 の 把握 と 
| ・ 自 ら 実施 し て いる 地域 コ 
| ・ 他 地域 の 地域 コミ ュ ニ ティ 























ユ 
で 
ww 




















し て 地域 コミ 
・ 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 へ の 支援 


ュ ニ ティ 活動 へ の 参画 





課題 解決 に 向け た 取組 








ュ ニ ティ 活動 へ の 参画 


ュ ニ ティ 活動 の 情報 発信 























・ 地域 の 防災 活動 へ の 参画 
市 町 村 ) 

・ 住民 に 対す る 意識 啓発 

・ 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 育成 ・ 活 性 化 

・ 地 域 お こし 協力 隊 の 活動 サポ ー ト 及び 定着 に 向け た 支援 

・ 地 域 住民 と 連携 し た 地域 課題 の 把握 と 課題 解決 に 向け た 取組 
・ 区 域内 の 関係 団体 、 機関 等 と の 連絡 調整 

地域 防災 組織 の 育成 強化 
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IV 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 





24 岩手 で 暮らす 魅力 を 高め 、 移住 ・ 定 住 を 促進 し ます 


(基本 方 向 ) 
本 県 へ の 新しい 人 の 流れ を 生み 出す た め 、 市 町 村 や 関係 団体 と 連携 し 、 岩手 で の 暮らし の イメ ー 
ジ や 魅力 に 関す る 効果 的 な 情報 発信 を 行い 、 岩 手 フ ァ ン の 拡大 と り ・ {I ター ン の 促進 を 図り ます 。 
また 、 移 住 さ れ た 方 々 が 様々 な 経済 活動 や 地域 活動 の 担い 手 と し て 活躍 し 、 個 人 の 多様 な 希望 が 
か な えら れる よ 2 う 、 地 域 全 体 で 移住 者 を 受け 入れ る サポ ー ト 体制 を 整備 する な ど 、 安 心して 移住 し 、 
活躍 で きる 環境 の 整備 を 図り ます 。 












































現状 と 課題 
東日本 大 岩 災 津波 を 契機 と し て 、 岩 炎 復 興 支 援 者 や ボラ ンティア と の 交流 、 移 住 者 の 活躍 な ど 、 
多様 な 主体 と の 交流 が 拡大 し て いま す 。 
首都 園 に お ける 移住 相談 窓口 の 利用 状況 を 見 る と 、 平 成 20 年 (2008 年 ) は 50 代 以上 の 利用 が 約 
7 割 で あっ た の に 対し 、 平 成 29 年 (2017 年 ) で は 20 代 か ら 40 代 が 約 7 割 と な っ て いる な ど 、 莉 年 
層 の 地方 へ の 移住 ニー ズ が 高まっ て いま す 。 

本 県 の 社会 減 は 、 進 学期 ・ 就 職 期 の 県 外 へ の 転出 が 主 な 要因 で あり 、 特 に 20 代 前 半 の 女性 の 転 
出 が 顕著 に な っ て いま す 。 ま た 、 少 子 高齢 化 、 人 日 減少 の 進行 に よる 担い 手 不足 が 懸念 され て い 
る こと か ら 、 効 果 的 な り ・ 1 ター ン 対 策 が 求め られ て いま す 。 

地方 劉生 の 動き の 中 で 、 全 国 的 に 移住 ・ 定 住 の 取組 が 強化 され て お り 、 受 入 態勢 の 整備 や 気運 
の 醸成 を 図る ほか 、 移 住 希望 者 に 対す る 本 県 の 認知 度 を 高め る 必要 が あり ます 。 
地方 に 移住 し 、 地 域 協力 活動 を 行う 地域 お こし 協力 隊員 が 、 県 内 各地 で 増加 し て いる と と も に 
沿岸 部 を 中 心 に 、 被 災 地 の 復興 や 地域 振興 な どの 業務 に 、 多 く の 復 興 支援 員 ' が 従事 し て いま す 。 



















































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 岩手 ファ ン の 拡大 と U り ・ ! ター ン の 促進 

Nn NC i RO 
の 活用 に より 、 訴 求 力 の 高い 情報 発信 に 取り 組む ほか 、 市 町 村 と 連携 し 、 移 住 体験 施策 の 充 

時 

移住 希望 者 の 多様 な ニー ズ に 対応 する た め 、 首 都 圏 に 設置 し て いる 移住 と 就職 の 一 元 的 な 相談 

窓口 の 機能 を 強化 し ます 。 





| 





















































! 復興 支援 員 : 被災 自治 体 が 地域 内 外 の 人 材 を 受け 入れ 、 被 災 者 の 見 守り や ケア 、 地 域 お こし 活動 等 の 「 復 興 に 伴う 地域 協力 活動 」 を 行っ 
て も らい 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 再 構築 を 図る こと を 目的 と し た 制度 。 

2 SNS : Social Networking Service (ソー シャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ング ・ サ ービス ) の 略 。 イ ンタ ーネット を 介し て 人 間 関 係 を 構築 で き 
る スマ ー ト フォ ン ・ パ ソコ ン 用 の Web サー ビス の 総称 。 












































122 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































123 















































育 都 圏 で 活動 し て いる 在京 コミ ュ ニ ティ と 連携 し た 交流 イベ ント 等 の 実施 や 、 関 係 人 口 3 の 優 
良 事 例 の 普及 啓発 に より 、 岩 手 フ ァ ン ・ 関 係 人 口 の 拡大 を 図り ます 。 
岩手 り ・I ター ンク ラブ 3*」 加盟 大 学 な ど と 連携 し て 、 就職 相談 や イン ター ンシップ の ほか 、 
ふる さと ワー キン グ ホ リ デ ー5 の 推進 等 を 図る と と も に 、 農 林 水 産業 な ど 各 分 野 の 人 材 確保 の 取組 
と 連携 し た り ・ I ター ン 希 望 者 へ の 情報 発信 に 取り 組み ます 。 
② 安心 し て 移住 し 、 活 躍 で きる 環境 の 整備 
市 町 村 や や 関係 団体 、N PO な どの 官民 が 連携 し た 移住 推進 体制 の 強化 を 図る と と も に 、 企 業 立 
地 等 に 伴う 移住 者 を 含め 、 地 域 で 移住 者 を 受け 入れ る た め の サ ポー ト 体 制 の 整備 に 取り 組み ます 。 
仕事 に 関す る 情報 発信 の 強化 や 、 起 業 の 促進 な ど に より 、 若 者 や 女性 の 県 内 へ の 移住 推進 を 図 
る と と も に 、 地域 お こし 協力 隊 な ど を 対象 と し た 起業 セミ ナー の 開催 な ど に より 地域 へ の 定着 を 
図り ます 。 
R 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り 組 む 具 体 的 な 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 こ 2018 2019 2020 2021 2022 
① 岩手 ファ ン の 拡大 と り ・I ター ン の 促 
” HP、 パ ン フ レッ ト 、 情 報 誌 等 に よる 本 県 の 魅力 に 関す る 
・ 移 住 ・ 定 住友 流 ホ ボー ムペ ー ジ アク セス 数 (回 積極 的 な 情報 発信 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 Oe 
15, 373 | 18, 700 | 20, 570 | 22, 630 | 24, 890 0 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 移住 相談 件 数 (件 ) 移住 希望 者 を 対象 と し た 移住 体験 ツア ー の 実施 > 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
3,263 | 3,720 | 3,940 | 4,160 | 4,380 移住 相談 に 関す る 一 元 的 な 窓口 の 設置 、 相 談 対応 ルル 
現状 値 は 2017 年 の 値 
県 主催 に よる 移住 相談 会 の 開催 、 し | 
移住 フェ ア 等 で の 情報 発信 
市 町 村 、 関 係 団体 と 連携 し た 移住 フェ ア 等 の 開催 6 
貯 大 日 | 関係 人 口 の 拡大 に 向け た 情報 発信 、 | 、 
向け た モ つなが る 仕組 み の 構 築 
デル 創出 
U り ・ 1 ター ン 就 職 者 数 (人 ) 〔 累 計 ]【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 関係 団体 と 連携 し た り ・ I ター ン の 促進 トー 時 
794 | 3.160 | 4.460 | 5.760 | 7.060 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2017 年 か 農林 水産 業 へ の 就業 に 関す る 情報 発信 PF 
ら の 累計 
3 関係 人 分 の お 気に入り の 地域 に 週末 ご と に 通っ た り 、 頻 繁 に 通わ な く て も 何ら か の 形 で その 地域 を 応援 する よう な 人 た ちの 総称 。 
* 岩手 U・ 1 ター ンク ラブ : 全国 の 大 学 等 の 連携 強化 に より 、 岩 手 県 へ の り ・ I ター ン 就 職 を 促進 する も の 。 平成 30 年 (2018 年 ) 6 月 に 
発足 し た 。 
5 ふる さと ワー キン グ ホ リ デ ー : 都市 部 の 住民 が 一 定期 間 地方 に 滞在 し 、 働 いて 収入 を 得 な が ら 、 地 域 住 民 と の 交流 や 学び の 場 な ど を 通じ 
て 地域 で の 暮らし を 体感 する も の 。 





工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 







































































































































































































































































































































































目 が ゝ 自 4 た + 挫 * 
県 が 取り 組む 基体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 

② 安心 し て 移住 し 、 活 躍 で きる 環境 の 整 

備 
ヨ 標 
・ 移 住 コ ー デ ィ ネ ー タ ー、 定住 支援 員 等 を 配置 し a ーー 

て いる 市 町 村 数 (市 町 村 ) Cm EC | 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 移住 推進 

9 17 22 27 33 体制 の 強 

現状 値 は 2017 年 の 値 化 
・ 地 域 お こし 協力 隊 人 等 を 対象 と し た セミ ナー 参加 
者 数 (人 ) [累計 ]【 再 掲 】 本 ー 

現状 値 2019 2020 2021 2022 | 移住 アド バイ ザー の ネッ トワ ー ク 化 トー "| 

160 250 500 750 1, 000 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か — 定着 支援 、 起 業 セ ミナ | 
ら の 累計 
県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 

(県 民 ・N PO 等) | 
・ 移 住 者 の 受入 れ の 理解 
・ 移 住 者 の サポ ー ト 
・ 移 住 者 と の 交流 
(団体 ・ 企 業 等 ) 
・ 就 職 、 仕 事 に 関す る 情報 の 発信 
・ 移 住 者 の 経験 や 技術 の 活用 
・ 働 き 方 改革 の 推進 な ど に よる 移住 者 の 受入 態勢 の 整備 
・ 岩 手 県 出身 者 を は じ め と し た 移住 者 の 雇用 拡 ブ 





























ーー 





市 町 村 ) 
・ 移 住 者 の 受入 窓口 の 設置 な ど 相談 
・ 移 住 希 望 者 へ の 情報 発信 



































・ 支援 体制 の 整備 














| ・ 移 住 者 の 支援 や フォ ロー アッ プ 
| ・ 地 域 お こし 協力 隊 の 活動 サポ ー ト 及び 定着 に 























・ イ ンタ ー ン シッ プ の 受入 促進 や 移住 体験 施策 の 推進 





に 向け た 支援 
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IV 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 






間 25 海外 の 多様 な 文化 を 理解 し 、 共に 生活 で きる 
画 地域 づく り を 進め ます 


(基本 方 向 ) 

市 町 村 や 国際 交流 協会 等 と 連携 し 、 外国 人 県 民 等 が 安心 し て いき いき と 生活 で きる よ う 、 暮らし 
や すさ の 向上 に 取り 組み ます 。 

また 、 各国 の 文化 や 習慣 に 対す る 理解 を 深め る た め 、 各 地域 に お いて 外国 人 県 民 等 と の 交流 機会 
を 拡大 し ます 。 

さら に 、 世 界 と 岩手 と の つなが り を 一 層 深 め る た め 、 多 様 な 主体 に よる 海外 と の 交流 を 促進 し ま 
す 。 









































現状 と 課題 
本 県 に お ける 在留 外国 人 数 は 、 平 成 22 年 (2010 年 ) 12 月 末 は 6, 191 人 で し た が 、 東 日 本 大 震 災 
津波 の 発 災 後 の 平成 23 年 (2011 年 ) 12 月 末 に は 5, 234 人 と 大 きく 減少 し まし た 。 そ の 後 、 徐 々 に 
増加 し 、 平 成 29 年 (2017 年 ) 12 月 末 に は 6, 627 人 と な り 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 発 災 前 の 107.0% に 
な っ て いま す 。 
国 に お いて は 、 新た な 在留 資格 ? の 創設 な ど 、 外国 人 材 の 受入 拡大 に 向け た 取組 を 更に 進め る こ 
ささ とじ て いま すず 。 
東日本 大 震 災 津波 の 発 災 以 降 、 多 く の 外 国人 が 岩手 を 訪れ て 県 民 と の 交流 を 深め 、 ま た 、 本 県 
か ら 多 く の 若 者 が 海外 に 招 か れる な ど 、 こ れ ま で に な い 規 模 で 、 県 民 が 世界 と つなが る 機会 が 増 
加 し て いま す 。 
在留 外国 人 の 増加 に 伴い 、 外 国人 に と っ て も 暮らし や すい 環境 づく り の た め 、 市 町 村 、 国 際 交 
流 協会 等 の 関係 機関 と 連携 し て 、 外 国人 県 民 等 の 言葉 の 壁 や 生活 上 の 不便 の 解消 、 互 い の 文 化 や 
習慣 な どの 多様 性 の 理解 促進 に 向け た 取組 を 進め て いく 必要 が あり ます 。 
地域 の 将来 を 担う 若者 が 、 海 外 と 直接 触れ 合い 、 グ ロー バル な 視点 で 将来 を 考え る 機会 を 拡大 
する と と も に 、 岩 手 に 緑 を 持っ た 多種 多様 な 地域 や 人 材 と の ネッ トワ ー ク を 強化 ・ 活 用 する 必要 
が あり ます 。 












































x 





M4 


























県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 外国 人 県 民 等 が 暮らし や すい 環境 づく り 
国際 交流 セン ター の 外国 人 県 民 等 の 支援 拠点 と し て の 更 な る 機能 強化 に 向け 、 外 国人 相談 体制 
や 情報 提供 体制 等 の 充実 を 図り ます 。 
地域 に お ける 国際 化 や 多 文化 共生 を 更に 進め る た め 、 市 町 村 や 国際 交流 協会 等 を 対象 と する 研 
修 や 、 地 域 づ くり 関係 者 を 巻き 込ん だ ワー クシ ョ ッ プ 等 を 実施 し ます 。 
県 民 が 互い の 文化 や 習慣 へ の 理解 を 深め る た め 、 国 際 交 流 員 に よる 外国 文化 の 紹介 や 、 在 住 外 







































































1 外国 人 県 民 等 : 外国 籍 を 持つ 県 民 や 外国 に ルー ツ が ある 日 本 国籍 を 持つ 県 民 。 
* 在留 資格 : 外国 人 が 日 本 に 在留 する こと に つい て 、 法 が 定め る 一 定 の 資格 。 
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国人 と の 交流 会 を 実 ヵ 


















































海外 と の 交流 の 促進 
世界 各国 ・ 
図り ます 。 

手 と 海外 の 次 代 を 担 
































凶 し ます 。 
型 人 県 民 等 の 言葉 の 壁 を 解消 する た め 、 日 
県 民 等 の 生活 を 支え る 人 材 の 育成 を 支援 し ます 。 


























う 若 者 が 、 
































機会 を 提供 し ます 。 
情報 発信 を 強化 する た め 











、 和 海外 で 活躍 する 本 県 ゆか り の 方 々 を いわ て 親 

















る と と も に 、 大 使 の 活動 等 を 通じ て 、 











本 語 の 習得 
































地域 の 海外 県 人 会 が 活性 化し 、 本 県 と の つなが り が 一 


『 文 援 を 行う ほか 、 








層 深 ま 


Qrf 








多 言語 に 





る よう 、 そ の 活動 の 充 


お 互い の 多様 な 文化 へ の 理解 を 深め る た め 、 相 互 派遣 交流 の 


善 大使 3 と し て 委嘱 す 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































海外 と の ネッ トワ ー ク の 強化 を 図り ます 。 
1 8 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り 組 む 具 な 
県 が 取り 組む 時 体 的 な 推進 方 生 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 外国 人 県 民 等 が 暮らし や すい 環境 づく 
り 
ヨ 標 国際 交流 セン ター の 運営 
・ 国 際 交 流 セ ンタ ー 来 館 者 数 (人 ) KC モン グー の 直言 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
145,656 | 156,100 | 159.300 | 162.500 | 165,800 相談 体制 ・ 情 報 提供 体 国際 交流 セン ター の 
民 状 値 は 2017 年 の 値 制 の 充実 に 向け た 検討 機能 充実 ・ 強 化 
・ 多 文化 共生 推進 ワー クシ ョ ッ プ 等 参加 者 数 (人 
【 累 計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 ワー クシ ョ ッ プ 、 セ ミナ ー 等 の 実施 | | 
636 840 1.690 | 2,550 | 3,420 本 本 
> > > 訓 知 ・ 参 人 地域 で の 活動 
吹 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か a ls eR ei 
ら の 累計 
・ 地 域 国 際 化 人 材 育 成 研修 参加 者 数 (人 ) [累計 地域 で 国際 化 ・ 多 文化 共生 を 支え る 人 材 の 育成 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 Lp 
95 100 205 315 430 周知 ・ 参 加 促 進 地域 で の 活動 実践 
現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
時 海外 県 人 会 の 活動 支援 
回 > ス 、 テ キャ 県 産品 の 場 展 
2019 | 2020 Pe 0 ト LM 
18 18 衣 報 発 言 の 険 計 で 検討 ・ 実施 
現状 値 は 2017 年 の 
・ 海 外 派遣 人 数 及び 相互 高校 生 の 海外 派遣 ・ 相互 交 流 の 実施 
早計 ] 








現状 値 | 2019 2020 


2022 














33 44 88 
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現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 
ら の 累計 





























・ い わ て 親善 大 使 活動 件 数 (人 





標 値 は 2019 有 








現状 値 19 








30 3 





























現状 値 は 2017 有 





3 
に 
a 





いわ て 親善 大 使 : 岩手 
等 や 本 県 





県 の PR な ど 岩 手 と ] 

















世界 の 交流 の 懸け 橋 と し て 友好 交流 を 推進 する こと を 
H 身 の JTCA 海 外 協力 際 な ど 本 県 ゆか り の 方 を 大 使 に 委嘱 する も の 。 









































派遣 高 校生 ( 
ワー ク 構 築 ・ 





こよ る 
情報 発信 









































親善 大 全 
活用 方 法 の 検討 
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的 と し て 、 


県 が 、 


本 県 が 受 





け 入 れ た 留 


こよ り 外 国人 











・ 交流 機会 や 麻 発 機会 へ の 参加 











・ 外 国人 県 民 等 へ の 協力 





















































(外国 人 県 民 等 ) 

・ 地 域 行 事 や 日 本 語学 習 機会 へ の 参加 

(企業 等 ) 

・ 外 国人 従業 員 等 へ の 生活 支援 、 日 本 語学 習 へ の 配慮 




















・ 地 域 活動 、 交 流 機会 等 へ の 参加 奨励 
・ 外 国人 県 民 等 の 雇用 機会 の 創出 
(教育 機関 ) 
・ 外 国人 児童 ・ 生 徒 及 び 保 護 者 へ の 情報 提供 
・ 国 際 ・ 多 文化 共生 の 視点 を 取り 入れ た 学習 等 の 実施 
市 町 村 、 市 町 村 国 際 交 流 協会 、 国 際 理 解 関係 団体 ) 
・ 外 国人 等 へ の 生活 支援 、 相 談 窓口 の 設置 、 相 談 対応 
・ 多 言語 に よる 生活 情報 等 の 提供 
・ 国 際 理 解 事業 の 実施 、 交 流 機会 の 拡大 、 行 事 へ の 参加 奨励 
・ 日 本 語 教 室 の 開催 
・ ボ ラン ティ ア 情 報 の 収集 ・ 登 録 
・ 革 の 根 交流 、 姉 妹 都市 交流 の 推進 
・ 地 域 に お ける 外国 人 県 民 等 の ネッ トワ ー ク づく り 支 援 
(県 国際 交流 協会 ) 
・ 外 国人 等 の 相談 の 実施 、 生 活 支 援 

言語 に よる 情報 提供 ・ 普 及 啓 発 ・ 活 用 支援 
・ 多 文化 共生 理解 の 普及 ・ 啓 発 
・ 交 流 機会 の 提供 と 住民 の 参加 奨励 
・ 日 本 語 教室 の 開設 等 の 支援 
・ 外 国人 児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語 指導 の 支援 
・ ボ ラン ティ ア の 育成 や 体制 整備 の 支援 
・ 海 外 と の 交流 に 意欲 的 な 県 民 の ネッ トワ ー ク づく り 
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IV 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 





皿 
ーー 26 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 生か し た 地域 を つく り ま す 


(基本 方 向 ) 

文化 芸術 を 生か し た 地域 活性 化 を 図る た め 、 岩手 芸術 祭 を は じ め と し た 文化 イベ ント の 開催 な ど 
に より 、 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 を 推進 し ます 。 

また 、 ス ポー ツ を 生か し た 地域 活性 化 を 図る た め 、 ラ ラグビー ワー ルド カッ プ 2019" や 東京 2020 オ 
リン ピッ ク ・ パ パラリンピック 競技 大 会 の レガ シー を 継承 し 、 ス ポー ツイ ベン ト の 誘致 ・ 開 催 を は じ 
め と し た え スポ ー ツ ツー リズ ム ! の 拡充 な ど を 通じ て 、 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 の 拡大 に 取り 組み ます 。 


























現状 と 課題 

東日本 大 震 災 津波 の 発 災 以 降 、 多 く の 外 国人 が 岩手 を 訪れ て 県 民 と の 交流 を 深め 、 ま た 、 本 県 
か ら 多 く の 若 者 が 海外 に 招 か れる な ど 、 県 民 が 世界 と つなが る 機会 が 増加 し て お り 、 今後 も この 
つなが り を 生か し た 取組 が 求め られ て いま す 。 

岩手 芸術 祭 や マン ガ 、 若 者 に よる 文化 芸術 へ の 取組 な ど 、 こ れ ま で 培 わ れ て きた 本 県 文化 芸術 
の 多様 な 魅力 を 県 内 外 に 向け て 積極 的 に 発信 し て いく こと が 必要 で す 。 

ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 ず "釜石 開催 や 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 を 
間近 に 控え 、 ス ポー ツ へ の 関心 が 高まっ て いる こと か ら 、 両 大 会 に 向け た 取組 を 進め る と と も に 、 
大 会 終了 後 の 人 的 ・ 文 化 的 交流 の 発展 に つなが る 取組 が 必要 で す 。 

本 県 は 、 内 陸 部 に 山岳 丘陵 地帯 が 広がっ て お り 、 沿 岸部 は 太平 洋 に 面 し て いま す 。 こ うし た 地 
勢 や 四季 鮮やか な 本 県 の 気候 の も と 、 夏 は マリ ンス ポー ツ や 登山 、 冬 は ウイ ンタ ー ス ポー ツ な ど 
様々 な レジ ャ ー を 楽し め る 環境 を 生か し て いく こと が 必要 で す 。 


















































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 文化 芸術 を 生か し た 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 の 推進 
文化 芸術 を 生か し た 交流 を 推進 する た め 、「 岩 手芸 術 祭 」 へ の 参加 者 や 鑑賞 者 の 拡大 に 向け た 
取組 を 行う と と も に 、 芸 術 体験 イベ ント 地域 の 文化 催事 と の 連携 イベ ント を 開催 し 、 県 民 が 身 
近 に 交流 で きる 機会 を 提供 し ます 。 
文化 芸術 を 生か し た 交流 人 口 の 拡大 を 図る た め 、 復 興 支援 や 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 
を 通じ て 深まっ た 著名 な 芸術 家 と の 交流 や 国際 音楽 祭 な どの 文化 イベ ント を 展開 する と と も に 、 
国内 外 の 芸術 家 等 が 滞在 し て 創作 活動 を 行う デー ティ スト ・ イ ン ・ レ ジ デ ンス “な ど 、 国 内 外 と の 
交流 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 



































! スポ ー ツ ツー リズ ム : スポ ー ツ を 目的 と し た 旅行 その も の に 加え 、 多 目的 な 旅行 者 に 対す る 旅行 先 の 地域 で も 主体 的 に スポ ー ツ に 親しむ 
こと の で きる 環境 の 整備 国際 競 技 大 会 の 招致 ・ 開 催 、 合 宿 拓 致 等 を 包含 し た 、 複 合 的 で これ まで に な い 「 豊 か な 旅行 スタ イル の 創造 」 を 
指す も の 。 
? アー ティ スト ・ イ ン ・ レ ジ デ ンス : 各種 の 芸術 制作 を 行う 芸術 家 等 が 、 一 定期 間 あ る 土地 に 滞在 し な が ら 作品 の 創作 活動 を 行う 取組 。 
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県 民 会 館 な ど 県 立 文化 施設 に お ける 利便 性 の 向上 や 安全 の 確保 を 図る た め 、 計 画 的 に 文化 芸術 
活動 の 拠点 と し て の 施設 の 整備 や 機能 の 拡充 を 進め ます 。 

文化 芸術 を 生か し た 国内 外 と の 交流 を 推進 する た め 、「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 ホ ー ム ペ 
ジ を 活用 し て 文化 芸術 情報 等 の 本 県 の 魅力 を 発信 する と と も に 、 海外 に お ける プロ モー ショ ン を 
展開 し ます 。 





スポ ー ツ を 生か し た 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 の 推進 
ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019" で 東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 に 向け 、 市 


町 村 ・ 関 係 団 


に 








体 等 


ュー テー エ を 
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タウ ン の + 








スポ ー ツ に よる 交流 人 


= ジ 犬 会 * 谷 














ッ イ ベン ト を 


スポ ー ツ ツー リズ ム を 拡充 する た め 、 本 県 の 豊か な 
の スポ ー ツ アデ アク ディ ビデ ティ の 創出 












































ァ ー ム ん だ 


宿 等 





展開 し て い 


を 強化 し 、 
取り 組む と と も に 、 大 会 終了 後 の 人 上 


の 拡大 を 区 
り 組 み ま す 。 
特に 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019" の 会 場 で ある 釜石 系 住 
まで の 国内 外 と の つなが りや 三陸 防災 4 


の 誘致 に 昌 

















開催 


準備 や 公 
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す 。 
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ln 
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を 促進 し ます 。 

































































・ 事 前 キャ ンプ の 誘致 、 ホ スト タウ ン 登 録 等 
向 ・ 文 化 的 交流 の 発展 に つなが る よう 、 キ ャ ンプ ・ ホ スト 
手 国 と の 交流 事業 や キャ ンプ の 継続 に 向け た 取組 を 促進 し ます 。 

る た め 、 いわ て スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン " を 中 心 に 様々 な スポ 


居 復 興 ス タ ジ ア ム に お いて 、 こ れ 
肌 興 プロ ジェ クト 2019 な どの レガ シー を 継承 し 、 ス ポー 


自然 を 生か し た トレ イル ラン 、 カ ヌー な ど 














































































































































































































































































































県 内 トッ プ ・ プ ロス ポー ツチ ー ム と 県 民 と の 一 体感 の 醸成 に よる 地域 活性 化 を 図る た め 、 各 チ 
ム と 連携 し 、 観 戦 招待 や あ ス ポーツ 教室 、 イ ベン ト の 実施 な ど に 取り 組み ます 。 
スポ ー ツ を 生か し た 経済 的 な 交流 の 拡大 を 図る た め 、 産 学 官 連 携 に より 、 ス ポー ツ 関 連 の 製品 、 
技術 、 サ ービス な どの 共同 研究 ・ 開 発 に 向け た 取組 を 促進 し ます 。 
5 工程 表 (4 年間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り 組む 具 大 た 
県 が 取り 組む 基体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 文化 芸術 を 生か し た 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 
の 推進 
標 
・ 岩 手芸 術 祭 参加 者 数 (人 ) [累計 ]【 再 掲 】 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
25, 191 27, 000 49, 000 71, 000 93, 000 岩手 芸術 祭 ・ 芸 術 体験 イベ ント の 開催 | 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 泉 計 
県 立 文化 施設 (県 民 会 館 、 県 立 博物 館 、 県 立 美 
術 館 ) 利用 者 数 (人 )【 再 掲 】 
現状 値 2019 2020 2021 2022 県 立 文化 施設 の 適切 な 運営 管 と 
438,274 | 449.500 | 453,500 | 457,500 | 462, 500 
現状 値 は 2016 年 の 値 
・ 文化 芸術 関連 S N S フ ォ ロ ワー 数 (人) 「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 ホ ー ム ペー ジ に よる 情報 発信 | | 
現状 値 2019 2020 2021 2022 「 コ ミッ ク い わ て WEB」 に よる 作品 配信 
4, 500 5, 000 5, 300 5, 600 5, 900 
現状 値 は 2017 年 の 値 海外 プロ モー ショ ン の 展開 | 
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民 の 関係 機関 ・ 
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スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン : スポ ー ツ 資源 と 観光 資源 を 生か し 、 


スポ ー ツ 大 会 や スポ ー ツ 関連 イベ ント 等 の 誘致 、 ス ポー ツ ツ ー リ ズム の 推進 








体 が 一 体 と な っ て 』 

















反り 組み 、 交 流 人 


の 拡大 等 に よる 地域 活 属 
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E 化 を 図 




















る 組織 。 





工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 

































































中 が 取り 組む 具体 的 な 推 : 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 <2018 | 2019 2020 2021 2022 
② スポ ー ツ を 生か し た 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 | | 。 2 s 
の 推進 ラグ ビー ワン レ ド カ ッ プ | | | 釜石 鵜 住居 復興 スタ ジア ム を | 。 
標 2019" 油 ・ 多 人 催 | | | 活用 し た スポ ー ツ イベ ント の 展開 






























































[系 計 キャ ンプ 誘致 、 ホ スト タウ ン 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 伏 録 、 交 流 事業 の 促進 
130,000 | 166,000 | 310,000 | 451,000 | 594, 000 






































・ ス ポー ツ 大 会 ・ 合 宿 ・ イ ベン ト の 参加 者 数 (人 ) 


















































現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 
ら の 昧 計 

















スポ ー ツ 大 会 、 合 宿 等 の 誘致 
スポ ー ツ 施設 、 宿 泊 施 設 、 ス ポー ツ ツ ー リ ズム 等 の 情報 発信 




















・ 県 内 トッ プ ・ プ ロス ポー ツチ ー ム に よる スポ ー 

ツ 教 室 等 の 参加 者 数 (人 ) 〔 困 計 】 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 

3,771 | 3.830 | 7,690 | Il,580 | 15,500 

| 県 内 トッ プ ・ プ ロス ポー ツチ ー ム と の 連携 に よる OR 
0 スポ ー ツ イベ ント の 開催 


スポ ー ツ アク ティ 
ビ テ ィ の 創出 





F スポ ー ツ アク ティビティ の 普及 一 と 








































































































産学 官軍 携 の スポ ー ツ 関連 の 製品 、 技 術 、 
検討 構築 中 サー ビス 等 の 共同 研究 、 開 発 の 促進 一 や 






















































































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 





・ 文 化 芸 術 ・ ス ポー ツイ ベン ト へ の 参加 

(企業 ・ 産 業 支援 機関 ・ 県 内 トッ ププ ロス ポー ツチ ー ム 等 ) 
・ 文 化 イ ベン ト 開 催 へ の 支援 

・ 試 合 の 観戦 招待 、 ス ポー ツ 教 室 等 の 開催 

・ ス ポー ツ ビ ジネス の 研究 ・ 開 発 

(文化 芸術 活動 団体 ) 
































・ 文 化 芸 術 イ ベン ト の 開催 、 支 援 、 情報 発信 
(スポ ー ツ 関係 団体 ) 
・ ス ポー ツイ ベン ト の 開催 



































(教育 機関 等 ) 

・ 文 化 芸 術 ・ ス ポー ツイ ベン ト の 開催 、 支 援 、 情 報 発信 

(市 町 村 ) 

・ 文 化 芸術 イベ ント 開催 へ の 支援 、 情 報 提供 ・ 文 化 芸 術 を 生か し た 地域 づく り の 取組 














・ ス ポー ツイ ベン ト の 誘致 ・ 開 催 ・ 場 の 提供 
es リズ ム の 推進 ・ ス ポー ツ 環 境 の 提供 
| ・ 東 京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 を 契機 と し た 交流 事業 等 の 推進 
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V 安全 


災害 を は じ め と し た 様々 な リス ク へ の 備え が あり 、 事 故 や 犯罪 が 少な く 、 
安全 で 、 安 心 を 実感 する こと が で きる 岩手 
























































【 い わ て 幸福 関連 指標 】 
本 現状 値 年 度目 標 値 計画 目標 値 
2017 2020 2022 
① 自主 防災 組織 の 組織 率 86. 9 88.7 90.0 
② 刑法 犯 認知 件 数 【 千 人 当たり 〕 2.76 A 2. 56 2.40 
③ 交通 事故 発生 件 数 〔 千 人 当 た 
り 〕 
④ 食中毒 の 発生 人 数 [10 万 人 当 た a 
り 〕 
※1 上 記 の 表 中 、 数 値 の 右上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又は 目標 値 を 示し て 
いま す 。 


※2 「 い わ て 幸福 関連 指標 」 の 目標 値 設 定 の 考え 方 に つい て は 、 人 巻末 資料 に 掲載 _ し てい ます 。 
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ます 


事故 や 犯罪 が 少な く 、 安 全 ・ 
に 暮らせ る まち づく り を 進め 

















食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 し 、 地 域 
に 根ざし た 食 育 を 進め ます 


















































感染 症 に よる 税 威 か ら 一 人 ひと 
の 暮らし を 守り ます 














具体 的 推 : 
L 民 へ の 正しい 防災 知識 の 普 













































































③ 実効 的 な 防災 ・ 減 災 体 制 の 整備 ( 公 助 ) 
① 地域 ぐる み で の 防犯 意識 の 高揚 に 向け た 取組 の 推進 



























































ド 行 防止 と 保護 対策 の 推進 




















































































































まん 延 を 防止 する 対策 の 推 : 
生 対 策 の 推進 と 危機 事案 発生 時 の 体制 強 
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四 
本 一 27 自助 、 共 助 、 公 助 に よる 防災 体制 を つく り ま す 


(基本 方 向 ) 
東日本 大 震 災 津波 や 近年 の 各種 災害 に お ける 経験 ・ 教 記 を 踏ま え 、 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 に 基づく 防 



































災 体 制 づ くり に 向け 、 県 民 一 人 ひと り の 防災 意識 の 向上 や 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ に お ける 住民 同士 が 
助け 合え る 体制 の 強化 、 国 ・ 県 ・ 市 町 村 ・ 防 災 機 関 が 連携 し た 防災 ・ 減 災 体 制 の 整備 な どの 取組 を 
推進 し ます 。 


現状 と 課題 

















東日本 大 震 災 津波 や 平成 28 年 台風 第 10 号 な どの 経験 ・ 教 記 を 基 に 防災 教育 の 取組 が 進む 一 方 で 、 
気候 変動 が 要因 と み ら れ る 風水 害 の 増加 な ど 大 規模 な 自然 災害 が 顔 発し て いま す 。 

この よう な 中 、 県 民 一 人 ひと り が 「 自 分 は 大 丈夫 」 と いう 思い 込み に と ら わ れず 、 主 体 的 に 情 
報 を 収集 し 、 災 害 か ら 身 を 守る 力 を 備え る 必要 が あり ます 。 

地域 住民 の 高齢 化 が 進む 中 で 、 自 主 防災 組織 の 組織 率 や 活動 内 容 の 地域 間 で の ば ら つ き や 、 消 
防 団員 の 不足 が み ら れ ます 。 

大 規模 な 災害 が 発生 し た 場合 、 公 的 機関 だ け で は 対応 で き な い こと か ら 、 自 主 防災 組織 及び 消 
防 団 な どの 地域 コミ ュ ニ ティ の 防災 カカ を 強化 する 必要 が あり ます 。 

近年 の 様々 な 災害 の 経験 ・ 教 記 を 基 に 、 自 衛 隊 、 警 察 、 消 防 等 防災 関係 機関 と の 連携 体制 の 構 
築 が な され て いま す 。 

また 、 防 災 行 政 通信 ネッ トワ ー ク 等 の 災害 時 の 通信 手段 の 整備 も 進め られ て いま す 。 

今後 も 、 県 、 市 町 村 、 関 係 機関 等 が 連携 を 図り な が ら 、 実 効 的 な 防災 ・ 減 災 体 制 の 整備 に 取り 
組む 必要 が あり ます 。 











































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


① 


② 


県 民 へ の 正しい 防災 知識 の 普及 と 防災 意識 の 向上 (自助 ) 

三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 を は じ め と する 人 炎 害 の 教訓 を 伝え る 取組 、 県 広報 誌 や マス コ 
ミ 媒 体 を 活用 し た 防災 意識 の 普及 訂 発 を 行い ます 。 

県 教育 委員 会 と 連携 し 、 教 員 を 対象 と し た 研修 会 の 実施 や 防災 教材 の 活用 な ど 防 災 教 育 を 継続 
し ます 。 

風水 害 対 策 支 援 チ ー ム に よる 県 民 向 け 出 前 講座 の 実施 、 防 災 指 導 車 (「 防 災 そ ば っ ち 号 」) な ど 
を 活用 し た 啓発 活動 の 強化 に 取り 組み ます 。 
地域 コミ ュ ニ ティ に お ける 防災 体制 の 強化 (共助 ) 

地域 防災 サポ ー タ ー 制 度 ! を 活用 し た 活動 支援 、 自 主 防災 組織 の リー ダー 研修 会 や 活性 化 研修 































































































! 地域 防災 サポ ー タ ー 制 度 : 地域 に お ける 防災 研修 会 等 の 講師 と し て 、 防 災 に 関し て 様々 な スキ ル を 習得 し て いる 方 (防災 士 、 消 防 職員 0B、 

















治 体 職員 OB 等 ) を 登録 する 県 の 制度 。 
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会 に よる ネッ トワ ー ク 化 の 促進 、 防災 士 制 度 を 活用 し た 中 核 人 材 の 育成 な ど に より 、 自 主 防災 組 
織 の 組織 率 向 上 ・ 活 性 化 を 図り ます 。 
「 い わ て 消防 団 応 援 の 店 登録 事業 ?」 に よる 消防 団員 の 加入 促進 、 機 能 別 団員 制度 の 導入 促進 、 
女性 消防 職 団員 の 加入 促進 や 、 女 性 消防 職員 の 活躍 ・ キ ャ リア 形成 支援 な ど に より 、 消 防 職 団 員 
の 確保 を 進め ます 。 
③ 実効 的 な 防災 ・ 減 災 体 制 の 整備 ( 公 助 ) 
災害 対応 能力 を 強化 する た め の 研 修 の 充実 や 、 岩 手 大 学 と 連携 し た 自治 体 防 災 人 材 育成 シス テ 
ム の 構築 に より 、 県 ・ 市 町 村 に お ける 防災 担当 職員 等 の 資質 向上 を 図り ます 。 
広域 防災 拠 De vi よる 広域 的 な 防災 体制 の 構築 、 災 害 情報 の 効果 的 な 収集 及び 伝達 体 
制 の 整備 に より 、 防 災 体 制 を 充実 ・ 強 化 さ せま す 。 
生生 に よる 市 町 村 の 避難 勧告 等 発令 支援 や 市 町 村 職 員 へ の 研修 、 大 規模 池 溢 
減災 協議 会 に よる ソフト ・ ハ ー ド 対策 の 一 体 的 な 実施 、 要 配慮 者 利用 施設 の 避難 確保 計画 の 策定 
支援 や 避難 行動 要 支 援 者 の 支援 体制 構築 な ど に より 、 新 た な 風水 害 に 対応 し た 防災 体制 を 整備 し 
ます 2。 



























































































































































































































































施設 等 に お ける 噴火 時 等 の 遊 難 確 保 計 画 の 策定 を 促進 し 、 火 山 防 災 対策 を 推進 し ます 。 
総合 防災 訓練 や 国民 保護 共同 訓練 の 実施 、 県 地域 防災 計画 の 見 直し 、 市 町 村 が 行う 地域 防災 計 
画 の 見 直し へ の 支援 に より 、 県 や 市 町 村 の 防災 体制 の 向上 を 図り ます 。 























































































































































































































































































































































































5 0 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 只 体 的 な 推進 方 森 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
① 県 民 へ の 正 し い 防 災 知 識 の 普及 と 防災 
意識 の 向上 (自助 ) 
目標 災害 の 教訓 の 伝承 や 防災 の 知識 の 普及 啓発 っ 
・ 防 災 指 導 車 の 年 間 利用 者 数 (人 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
3.022 | 4.350 | 9,050 | 14,100 | 19,500 県 教育 委員 会 と 連携 し た 防災 教育 の 実施 | 
現状 値 は 2015 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 昌 計 1 ー- 2 を) 一 
風水 害 対策 支援 チー ム 等 に よる 啓発 活動 の 実施 eS 














② 地域 コミ ュ ニ ティ に お ける 防災 体制 の 
強化 (共助 ) 地表 

日 標 

・ 地 域 防 災 サ ポー ター に よる 講義 等 の 受講 者 数 ら 防災 土 の 資 格 取得 の 推進 
(人 ) [累計 ] 


ーー 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 oe 5 
00 0 主 防災 組織 リー ダー 研修 会 や 活性 化 研修 会 の 実施 


























防災 サポ ー タ 員 及 び f 




























































































































































































































































































































































































































現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 
ら の 泉 計 自主 防災 組織 活性 化 モデ ル 事 業 の 普及 に よる | | 
モデ ル 事 業 の 実施 主 防災 組織 の 活性 化 支援 

・ 消 防 団 の 機能 別 団員 数 (人 ) 

現状 値 | 2019 2020 2021 

1.068 | 1,200 ,300 | 1,400 , 消防 団 応援 の 店 人 券 録 事業 の 普及 | 
現状 値 は 2017 年 の 

お 保 









































































































































* いわ て 消防 団 応援 の 店 登録 事業 : 消防 団員 の 確保 を 図り 、 地 域 防災 力 の 充実 強化 を 促進 する た め 、 県 内 の 消防 団員 に 対し 特典 や 割引 等 の 
サー ビス を 提供 する 店 を 募集 ・ 登 録 す る 事業 。 
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5 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 具体 的 な 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 森 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
③ 実効 的 な 防災 ・ 減 災 体 制 の 整備 ( 公 助 ) a - ー 
標 県 ・ 市 町 村 職 員 を 対象 と し た 災害 対応 研修 の 実施 。 上 > 
・ 避難 勧告 等 発令 基準 を 策定 し た 市 町 村 数 
市 町 村 ) [ 果 計 】 岩手 大 学 と 連携 し た 自治 体 防災 人 材 育 成 シ ステ ム の 構築 P| 
状 値 2019 2020 2021 2022 
27 28 29 30 和 革 物 括 の 新 等 に よる 広 虹 防 災 拠 上 の 売 実 
の 本 備 療 物資 の 更新 等 に よる 広域 防 災 拠 点 の 充実 > 
確保 計画 を 策定 し た 要 配 慮 者 利用 施設 数 リエ ゾン パッ ク 
施設 ) 〔 果 計 】 の 配備 回 
状 値 2019 2020 2021 2022 
150 300 450 600 O— 現地 連絡 員 研 修 会 の 実施 PP 
状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 20194 
ら の 累計 風水 害 対策 支援 チー ム に よる 市 町 村 職 員 へ の 研修 _ トッ テ 
大 規模 池澤 減災 協議 会 に よる 洪水 災害 へ の に 
避難 行動 要 支 援 者 の 個別 計画 策定 に 取り 組ん で ハー ド ・ ソ フト 対策 
いる 市 町 村 数 (市町村) 【 
現状 値 | 2019 | 2020 2022 要 配 慮 者 利用 施設 の 避難 確保 計画 の 策定 支援 ・ 
17 21 25 33 避難 行動 要 支 援 者 の 支援 体制 の 構築 
現状 値 は 2017 年 の 値 
集客 施設 等 に お ける 噴火 時 等 の 
る 一 MAO Fr 
地域 防災 計画 の 見 直し ・ 市 町 材 地域 防災 計画 の 
喝 目 . し 支援 た 
県 総合 防災 訓練 の 実施 | 
国民 保護 
| 民 保 護 共 同 訓 練 共同 訓練 


県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 














































































































































































































































































































































































































・ 防 災 知 識 の 習得 

・ 備 庄や 避難 方 法 の 確認 、 
・ 地域 の 防災 活動 へ の 参画 

・ 消 防 団 活動 へ の 協力 ・ 参 画 








(企業 等 
・ 防 災 体 制 の 整備 
・ 地 域 の 防災 活動 へ の 参画 
(NPO 等 ) 
・ 防 災 意 識 の 普及 啓発 

・ 地 域 の 防災 活動 へ の 参画 
市 町 村 、? 
・ 防 災 意 識 の 普及 啓発 

・ 地 域 防 災 組 織 の 育成 強化 
・ 組 織 の 防災 





ント 
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に mi 




















本 第 























肖 防 機関 


| の 整備 


|. 関係 機関 と の 連携 強化 


災害 の 備え の 徹底 






国 


時 28 事故 や 犯罪 が 少な く 、 
語 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る まち づく り を 進め ます 






(基本 方 向 ) 

事 故 や 犯罪 の 少な い 安 全 ・ 安 心 な まち づく り に 向け 、 地 域 ぐ る み で の 犯罪 が 起こ り に くい 環境 づ 
くり の 取組 や 高齢 者 と 子ども の 交通 事故 防止 を 重点 と し た 交通 安全 対策 を 推進 し ます 。 

また 、 配 偶 者 等 に 対す る 禁 力 を 根絶 する た め 、 教 育 ・ 啓 発 、 相 談 体制 や 安全 確保 体制 の 充実 を 図 
り ま す 。 

さら に 、 消 費 者 トラ ブル の 未然 防止 と 早期 解決 の た め 、 消 費 者 被害 の 防止 に 向け た 情報 提供 や セ 
ミナ ー の 開催 な ど に より 消費 者 教育 を 推進 する と と も に 、 相 談 機能 を 充実 し ます 。 


















































現状 と 課題 

本 県 の 人 口 10 万 人 当たり の 刑法 犯 認知 件 数 は 、 平 成 14 年 (2002 年 ) 以降 減少 傾向 が 続き 、 全 
国 平均 を 下回っ て 推移 し て いま す が 、 子 ども ・ 女 性 へ の 声 か け 、 つ きま と いな どの 事案 が 依然 と 
し て 高 水準 で 推移 し て いる ほか 、 特 殊 詐 欺 等 の 事案 が 後 を 絶た な いな どの 課題 が あり ます 。 
また 、 本 県 の 盗難 被害 の うち 、 無 施錠 に よる 盗難 被害 の 件 数 は 高い 割合 で 推移 し て お り 、 安 全 
を 自ら 確保 する た め の 取 組 が 求め られ て いま す 。 
・ 自主 防犯 団体 数 は 平成 29 年 (2017 年 ) 末 で 358 団体 あり 、 こ の うち 犯罪 の 起こ り に くい まち 
づく り に 向け 、 活発 な 防犯 活動 に 取り 組む 団体 の 割合 は 53% と な っ て いま す が 、 地域 の 安全 を 確 
保 す る た め 、 自 主 的 な 活動 を 促進 し て いく 必要 が あり ます 。 

犯罪 の 被害 者 が 、 身 体 へ の 直接 的 な 被害 だ け で は な く 、 精 神 的 な ショ ッ ク 身 体 の 不調 、 医 療 
費 な どの 経済 的 負担 や 周囲 の 人 々 の 無責任 な うわ さ な ど の 二 次 的 被害 に よる 様々 な 問題 に 苦し 
め ら れ て いる 現状 に あり 、 ま た 、 こ うし た 状況 に 対す る 県 民 の 理解 が 十分 と は 言え な い 課 題 が あ 
り ま す 。 
少年 の 非行 及び 犯 漠 被害 の 背景 と し て 、 規 範 意識 や 情報 モラ ル の 問題 、 疎 外 感 な ど 少 年 自身 の 
問題 の ほか 、 家 庭 、 地 域 の 教育 機能 の 低下 等 が 指摘 され て いま す 。 

平成 29 年 度 (2017 年 度 ) の 配偶 者 禁 力 相談 支援 セン ター12 箇所 に お ける 相談 件 数 は 1, 780 件 
で 、 配 偶 者 等 か ら の 暴力 の 問題 が 顕在 化し て お り 、 そ の 減少 に 向け た 取組 が 必要 で す 。 

交通 事故 死者 数 は 、 平 成 30 年 (2018 年 ) に 59 人 と 昭和 29 年 (1954 年 ) 以降 で 最少 と な り 、 
交通 事故 発生 件 数 及び 負傷 者 数 に つい て も 平成 15 年 (2003 年 ) 以降 15 年 連続 で 減少 し て お り 、 
Se da 


























































































































県 内 の 消費 生活 相談 窓口 に 寄せ られ る 相談 は 、 平 成 23 年 度 (2011 年 度 ) 以降 、 毎 年 1 万 件 前 
OR A a REIN 
ます っ 





また 、 平 成 30 年 (2018 年 ) の 民法 改正 に より 、2022 年 4 月 に 成年 年 齢 が 18 歳 に 引き 下げ ら 
れる こと か ら 、 若 年 者 に 対す る 消費 者 教育 の 充実 が 求め られ て いま す 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 地域 ぐる み で の 防犯 意識 の 高揚 に 向け た 取組 の 推進 


③ 


「 安 全 安心 まち づく り 推 進 
の 取組 に つい て 広報 ・ 啓 発 
齢 者 が 被害 に 遭い や すい 特殊 詐欺 な ど 、 そ れ ぞ れ の 事案 の 特性 
等 を 通じ て 




















> 























る 情報 の 提供 




















地域 住 
動 を 促進 


pS 


民 、 自 主 防犯 
する ほか 、 


































































































期間 」( 











自主 防犯 団 
活動 へ の アド バイ ザー 派遣 を 通じ て 、 
子ども ・ 女 性 へ の 声 か け 、 つ きま と いな どの 事案 や 犯罪 が 起こ り 
自主 防犯 活動 の 継続 的 な 到 








、 県 民 














てこ お 


に 





自動 を 展開 する と と も に 





団体 、 事 業者 と 行政 が 連携 











組 を 促進 し ます 。 





体 の 優 』 








































































































活動 事例 の 紹介 、 
地域 に 





目 ら が 日 常 生 活 に 


、 子ども 














お ける 安 











お ける 防犯 活動 の 活 


お ける 重点 的 な 啓発 活動 、 鍵 か け の 励行 な ど 被 害 防止 の た 
・ 女 性 へ の 声 か け 、 つ きま と いや 





に 応じ た 被害 発生 や 被害 防止 に 








安全 を 確保 する た め の 行動 を 促進 し ま 








ほし て 、 地 域 ぐ る み で 犯罪 を 防 a 
防犯 研 


修 会 や 地域 安全 マッ プ 作 成 等 
手 化 を 促進 し ます 。 


























に くい 環境 づく り に 向け て 、 
























































また 、 深 夜 に 営業 する 店 舗 等 や 繁華 街 に お ける 防犯 対策 を 促進 し ます 。 
更生 保護 を 推進 する 保護 観察 所 等 の 専門 機関 や 刑事 司法 、 雇 用 等 の 関係 機関 ・ 団 体 等 と の 連携 
の も と 、 罪 を 犯し た 者 や 非行 を し た 者 の 社会 復帰 支援 に 取り 組み ます 。 
犯罪 被害 者 を 支え る 社会 づく り の 推進 
「 岩 手 県 犯罪 被害 者 等 支援 指針 」 に 基づき 、 相 談 対応 や 情報 提供 を 充実 する と と も に 、 関 係 機 
関 ・ 団 体 等 と の 連携 を 深め 、 犯 罪 被害 者 等 支え る 社会 づく り に 向け て 、 県 民 の 理解 を 醸成 し ま 
す 。 
性 犯罪 等 被害 者 に 対す る 産婦 人 科 ・ 精 神 科 医 療 、 相 談 等 の 総合 的 支援 を 提供 する 「 は まな すす サ 
ポー ト 」 を 運営 し 、 性 犯罪 等 被害 者 の 心身 の 負担 軽減 等 を 図り ます 。 
少年 の 非行 防止 と 保護 対策 の 推進 
少年 の 非行 防止 及び 保護 対策 と し て 、 問題 を 抱え る 少年 の 立ち 直り 支援 活動 や 非行 防止 教室 等 の 
少年 を 見 守る 社会 気運 の 向上 活動 に よる 「 非 行 少 年 を 生ま な い 社 会 づく り 」 を 、 関 係 機関 ・ 団 体 等 
と 連携 の も と 進め ます 。 




















④ 配偶 者 等 に 対す る 暴力 の 根絶 





国 や 市 町 村 等 と 連携 し た 教育 ・ 


啓発 、 相 談 ・ 


安全 確保 体 笛 





くり や 被害 者 の 自立 支援 な どの 充実 に 取り 組み ます 。 


配偶 者 間 だ け で な く 、 
講座 の 開催 等 に 
交通 事故 抑止 対策 の 推進 
岩手 県 交通 安全 計画 に 
策 等 に 重点 的 に 取 
関係 機関 ・ 団 体 等 






































「 正 しい 交通 ルー ル を 守る 県 


消費 者 施策 の 推進 


ei 
も に 、 多 様 な 主体 と の 連携 ・ 


組み ます 。 


交際 


よる 啓発 に 取り 組み ヨ 





























協 働 に 








時 邊 





基づき 、 関 係 機関 ・ 
り 組 み ま す 。 
が 一 体 と な っ て 、 


時 節 に 


し て いる 男女 間 の 暴力 、 
ほす 。 





団体 等 と 


応じ て 集 』 
民 運 動 」 を 推進 し ます 。 


の 実施 に より ?\ 
、 高 齢 者 等 の ? 
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の 充実 な ど に よる 暴力 を 防ぐ 環境 


いわ ゆる デー ト D V 問題 に 


的 に 注意 を 喚起 する 


肖 費 者 の 特性 


づ 


つい て も 、 出 前 




















連携 し 、 高齢 者 と 子ども の 交通 事故 防止 対 








取り 組む 


半 
本 
園 
時 











肖 費 生活 に 係る 情報 の 提供 を 進め る と 











に 応じ た 消費 者 教育 に 取り 

















成年 年 齢 の 引下げ に 対応 し 、 学 校 や 企業 、 団 体 に お ける 消費 者 教育 の 取組 を 推進 する と と も に 、 
若年 層 に 向け た 落 発 や 相談 機能 を 強化 し ます 。 
消費 者 トラ ブル の 早期 解決 の た め 、 弁 護 士 に よる 無料 相談 の 実施 な ど 相 談 機能 の 充実 に 取り 組 
み ま す 。 
⑦ 治安 基盤 の 強化 
治安 対策 を 推進 し 、 安 全 ・ 安 心 な まち づく り を 進め る た め 、 地 域 の 実態 に 取 し た 体制 の 見 直し と 
治安 維持 拠点 で ある 警察 施設 の 整備 を 進め る と と も に 、 警 察 装 備 等 の 整備 、 交 番 相談 員 の 配置 に よ 
る 交番 機能 や 、 事 件 ・ 事 故 や 災害 等 の 発生 現場 に お ける 早期 情報 収集 機能 の 充実 を 図る な ど 、 治 安 
基盤 を 強化 し ます 。 




























































































































































































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
~2018 2019 2020 2021 2022 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


① 地域 ぐ で る み で の 防犯 意識 の 高揚 に 向け 
た 取組 の 推進 
目標 
・ 特 殊 詐欺 被害 の 阻止 率 ' (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
63.1 65.0 67.0 69.0 70.0 
現状 値 は 2018 年 の 値 



























































犯罪 発生 状況 等 の 情報 提供 に よる 被害 防止 の 取組 の 推進 


















































・ 侵 入 初 次 及び 乗物 傘 の うち 無 施錠 に よる 被害 件 

































































数 (件 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 鍵 か け の 励行 な ど 、 自 ら 安 全 を 確 保 する 防犯 意識 の 高揚 一 » 
610 565 523 481 440 
現状 値 は 2018 年 の 値 














・ 活 発 な 防犯 活動 に 取り 組む 団体 の 割合 (%) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 県 民 や 自主 防犯 団体 等 と の 連携 に よる 防犯 活動 の 推進 
53. 4 57。 6 59.7 61.8 64.0 
現状 値 は 2017 年 の 値 




















































































































































































































1 法 犯 検挙 者 中 の 再犯 者 数 (人 ) 地域 再犯 防止 推進 モデ ル 事 業 の 社会 復帰 支援 な ど | 。 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 実施 再犯 防止 の 推進 
645 615 586 558 531 









































現状 値 は 2017 年 の 値 





② 犯罪 被害 者 を 支え る 社会 づくり の 推進 








目標 


































































































































































































・ 犯 罪 被害 者 等 に 係る 理解 促進 の た め の 講 演 会 等 「 い の ちの 尊 さ 、 大 切 さ 教室 」 等 の 実施 に よる し と 
の 参加 者 数 (人 ) [累計 〕 犯罪 被害 者 等 に 対す る 県 民 理 解 の 醸成 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 
4279 | 4300 | 8,600 | 12,900 | 17,200 「 犯 罪 被害 者 等 県 民 の つど い 」 の 開催 に よる は 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 績 値 、 目標 値 は 2019 年 か 犯罪 被害 者 け を える 気運 の 醸 及 
ら の 累計 
。 _ 犯罪 被害 者 等 支援 総合 案内 窓口 対応 
・「 は まな す サ ポー ト 」 ホ ー ム ペー ジア クセ モス 数 市 町 村 等 の 支援 担当 者 研修 会 の 開催 > 
2019 2020 2021 2022 「 は まな す サ ポー ト 」 の 運営 に よる 総合 的 支援 の 実施 か 



























































2,100 | 2,100 | 2,100 | 2,100 


























! 特殊 詐欺 被害 の 阻止 率 : 特殊 詐欺 の 認知 件 数 ( 既 遂 事件 の み ) と 被害 阻止 件 数 の 和 で 被害 阻止 件 数 を 除 し た 割合 。 
* 活発 な 防犯 活動 に 取り 組む 団体 : 危険 箇所 点検 の 実施 、 防 犯 指導 ・ 診 断 、 地 域 安全 マ ッ プ 作成 、 環 境 浄化 、 防 犯 バ パト ロー ル 、 子 供 保護 ・ 
誘導 の うち 複数 の 活動 に 月 10 日 以上 取り 組む 団体 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 




















































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
③ 少年 の 非行 防止 と 保護 対策 の 推進 
標 評 譜 月 月 な し > 赴 に 、 。 旧 1 > 年 笑 
・ 少 年 人 口 1.000 人 当たり に 占め る 刑法 犯 少年 の I I 
数 (人 ) 
現状 値 2021 2022 少年 へ の 声 か け 運 動 の 実施 に よる 、 少年 を 見 守る 
1.61 6 . . 60 1. 59 社会 気運 の 向上 
現状 値 は 2018 年 
少年 や 保護 者 等 を 対象 と し た 非行 防止 教室 等 の 開催 に よる 
・ 少 年 が 主たる 被害 者 と な る 刑法 犯 認知 件 数 の 逢 更生 意識 の 向上 
合 (%) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 少年 が 被害 者 と な る 犯罪 被害 や 児童 虐待 の 防止 に 向け た 
11.3 11.3 11.3 1.3 11.3 広報 落 発 の 推進 












































現状 値 は 2018 年 の 値 








④ 配偶 者 等 に 対す る 暴力 の 根絶 











標 

















・D V 相 談 員 研修 会 の 参加 者 数 (人 ) 【〔 昧 計 ] 、 で 時 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 — DV セ ンタ ー 等 、 相 談 担当 者 に 対す る 研修 の 実施 



































58 60 120 180 240 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 1 標 値 は 2019 年 か 






































四 























ら の 累 計 @ 一 | DV 被 害 者 へ の 緊急 避難 場所 の 確保 ・ 提 供 、 自 立 支援 
































デー ト DV 出 前 


= 

































































































































































































































































































































































講座 受講 者 数 (人 ) [累計 ) 
学校 等 へ の 出前 講座 呈 上 に 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 NR IN LL 出前 講座 の 対象 の 披 充 
3,313 | 3,500 | 7,000 | 10,500 | 14,000 3 

現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 

ら の 累計 

⑤ 交通 事故 抑止 対策 の 推進 
標 

・ 交 通 事 故 死 傷 者 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
2472 | 300|2140|2000|L860|1M」 岩手 県 交通 安全 計画 に 基づく 

四 状 値 は 2018 年 の 値 高齢 者 及び 子ども の 交通 事故 防止 対策 等 の 推進 
高齢 ドライバ ー に よる 交通 事故 発生 件 数 (高齢 

者 人 口 千 人 当たり ) (件 ) 人 一 正しい 交通 ルー ル を 守る 県 民 運 動 の 実施 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
1.28 .23 | 1.18 | 1.14 | 1.10 

現状 値 は 2018 年 の 値 


























消費 者 施策 の 推進 
目標 


・ 消 費 者 教育 関連 セミ ナー 受講 者 数 (人 ) [累計 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 











































































































































































































現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目標 値 は 2019 年 か 6 ーー 
ら の 累計 ー ひ _| 成年 年 齢 引下げ に 対応 し た 消費 者 | 
ンド 日 教育 の 実施 

















・ 消 費 生活 相談 解決 割合 (%) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 









































— 弁護 士 無料 相談 の 実施 な ど に よる 相談 機能 





港 
































96. 6 96. 7 96. 7 96. 7 96. 7 
現状 値 は 2017 年 の 値 



































139 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 








































































































































































































と 2018 2019 2020 2021 2022 
⑦ 治安 基盤 の 強化 
目標 @—— 機能 ・ 利 便 性 が 向上 する 警察 施設 の 整備 し と 
・ 機 能 ・ 利 便 性 が 向上 する 交番 ・ 駐 在 所 の 箇所 数 
A EE な 一 | 符 宗 装備 等 の 整備 、 早 期 情報 収集 機能 の 到 実 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 a 
0 3 6 9 
1 標 値 は 2019 年 か ら の 果 計 し 交番 相談 員 の 配置 a 
9 被災 地 の 治 安 確保 体制 強化 > 














県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 


(県 民 ・ 事 業者 ) 
・ 地 域 に お ける 見 守り 活動 な ど 、 防 犯 及 び 少 4 
































・ 鍵 か け の 励行 な ど 、 自 ら 安 全 を 確保 する た め の 活 動 へ の 取組 


・ 交 通 安全 活動 へ の 参加 











・ 運 転 者 教育 の 実施 
・ 従 業者 向け 研修 等 で の 消費 者 教育 
(地域 団体) 


・ 地 域 に お ける 見 守り 活動 な ど 、 防 犯 及 び 少 4 
・ 鍵 か け の 励行 な ど 、 





























・ 地 域 住 民 等 と 協 働 に よる 指導 啓発 





























・ 交 通 安全 活動 へ の 取組 























(教育 機関 等 ) 
・ 消 費 者 教育 の 実施 














・ 鍵 カ 
・ 配 人 


(市 町 村 ) 
・ 地 域 に お ける 見 守り 活動 な ど 、 防 犯 及 び 少 有 
































・ 交 通 事 夏 抑止 の た め の 広 報 麻 発 





















































非行 防止 活動 へ の 参加 


非行 防 止 活動 へ の 参加 
自ら 安全 を 確保 する た め の 活 動 へ の 取組 


非行 防止 活動 へ の 支援 
ヽ け の 励行 な ど 、 自 ら 安全 を 確保 すろ た め の 括 


動 を 推進 する た め の 広 報 啓発 


| ・ 消 費 生活 に 関す る 情報 提供 と 消費 生活 相談 へ の 対応 





者 等 か ら の 禁 力 被害 者 へ の 相談 対応 と 防止 に 向け た 意識 啓発 
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還 加 29 食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 し 、 
画 地域 に 根ざし た 食 育 を 進め ます 






(基本 方 向 ) 
県 民 の 食品 に 対す る 信頼 の 向上 と 理解 増進 の た め 、 リ スク コミ ュ ニ ケー ショ ン " の 手法 な ど に より 、 
食品 の 安全 性 の 理解 促進 や 安心 感 の 醸成 を 推進 し ます 。 

また 、 県 民 が 広く 食 育 の 意義 や 必要 性 を 理解 で きる よう 、 食 に 関わ る イベ ント の 開催 な ど に より 、 
地域 に 根ざし た 食 育 と 食 を 楽し む 環境 づく り を 進め ます 。 





























現状 と 課題 
岩手 版 HACCP* の 導入 指導 に より 、HACCP に 対す る 食品 関係 事業 者 の 理解 が 一 定 程度 進 
ん で いる も の の 、 平 成 30 年 (2018 年 ) 6 月 の 食品 衛生 法 改 正 に より 義務 化 さ れ た HACCP の 
導入 へ の 対応 が 求め られ て いま す 。 
平成 30 年 (2018 年 ) 県 民意 識 調 査 に よる と 、「 購 入 する 食品 の 安全 性 に 不安 を 感じ な い 社 会 」 
の 重要 度 は 9 位 と 、 県 民 の 食 の 安全 ・ 安 心 に 対す る 関心 が 高く 、 食 品 に 対す る 信頼 の 向上 や 理解 
増進 の た め の 取 組 が 必要 で す 。 
アジ ア 各 国 や 米国 等 へ の 本 県 の 牛肉 の 輸出 量 が 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) で 約 200 トン に 増加 
する な ど 県 産 食品 の 輸出 が 拡大 し て お り 、 各 国 の 衛生 管理 水準 を 満た す 検査 体制 が 求め られ て い 
ます 。 
ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019* ツ 釜石 開催 等 の 大 規模 イベ ント が 予定 され て お り 、 食 品 事 業者 
等 に お ける 衛生 管理 が 適切 に 行わ れる 必要 が あり ます 。 
岩手 県 食 育 推進 ネッ トワ ー ク 会 議 な ど 関 係 団体 と の 連携 協力 に より 、 県 民 運 動 と し て 食 育 を 展 
開 し て いま す 。 
また 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) まで に 32 市 町 村 (97%) で 食 育 推進 計画 が 策定 され 、 家 庭 、 
学校 、 地 域 が 連携 し て 食 育 の 推進 に 取り 組む 体制 づくり が 進ん で いま す 。 



































































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 食 の 信頼 向上 の 推進 
食 の 安全 ・ 安 心 に 関す る リス クコ ミュ ニケ ーション を 開催 し 、 県 民 に お ける 食品 の 安全 性 の 理 
解 を 促進 し 、 安 心 感 を 醸成 する こと に より 、 食 の 信頼 向上 を 進め ます 。 
HACCP 制度 化 に 向け て 、 食品 営業 者 に 対す る HACCP の 普及 と 岩手 版 HACCP か ら の 
円 滑 な シフ ト に 取り 組み ます 。 
































1 1 

















スク コミ ュ ニ ケー ショ ン : ある リス ク に つい て 関係 者 間 ( ス テー ク ホ ル ダ ー) で 情報 を 共有 し 、 対話 や や 意見 交換 を 通じ て 意思 の 疎通 を す 
る こと に より 、 リ スク に 関す る 相互 理解 を 深め 、 信 頼 関係 を 構築 し て いく も の 。 
2 HACCP : Hazard Analysis and Critica1 Contro1 Point の 略 。 食 品 等 事業 者 自ら が 食中毒 菌 汚 染 や 異物 混入 等 の 危害 要因 (ハザード ) 

を 把握 し た 上 で 、 原材料 の 入荷 か ら 製品 の 出荷 に 至る 全 工 程 の 中 で 、 そ れ ら の 危害 要因 を 除去 又は 低減 させる た め に 特に 重要 な 工程 を 管理 
し 、 製 品 の 安全 性 を 確保 し よう する 衛生 管理 の 手法 。 
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LT ゴ 


「 岩 


その 結 


























な ど に 有 











県 食品 衛生 
果 を 公表 する こと ! 
県 産 食 品 の 信頼 向上 に 向 
反り 組み ます 。 
ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 で 豊 有 開 
し 、 食 品 事業 者 等 に 対す る 監視 ・ 指 導 を 





監視 指導 計画 」 
より 、 
け 、 


デー 
た っ 








輸 





食 の 
出 食 


テー 





基 
安全 ・ 安 心 


ロ 
H ロ 


nl 























ます 。 





























た と 


催 等 





















































の 大 規模 な イベ ント 
























































E 点 的 に 実施 し ます 。 












































づい て 、 輸 入 食品 を 含む 県 内 流通 食品 の 検査 を 実施 し 、 
を 確保 し 
事業 者 の 衛生 管理 に 係る 指導 助言 や 食肉 検査 体制 の 充実 


こ 向 け て 、 関 係 団体 等 と 協力 


























生活 衛生 関係 営業 施設 の 衛生 水準 の 維持 向上 を 図る た め 、 関 係 団体 と 連携 し て 衛生 管理 セミ ナ 
ーー など を 実施 し ます 。 

地域 に 根ざし た 食 育 と 食 を 楽し む 環境 づく り の 推進 

乳幼児 期 の 食 育 の 重要 性 を 伝え る た め 、 県 内 各地 の 保育 園 等 を 訪問 し て 食 育 紙芝居 の 読み 聞か 
せな ど を 行う 食 育 普 及 啓 具 キ ャ ラバ ン を 実施 し ます 。 

広く 県 民 が 食 育 の 意義 や 必要 性 を 理解 する こと を 目的 と し て 、 食 至 功 労 者 表彰 や 基調 講演 等 





行う 食 育 拓 
市 町 村 








す 


開催 





E 進 県 民 大 会 を 開催 
職員 を 対象 と する 全 





食 を 楽し お 環境 づく り を 指 








の 


E 進 




















[ 修 会 の 開催 


する た め 、 
する な ど 食 で お も て な し を する 機運 の 醸成 を 














等 を 通じ て 、 地 域 の 特 


調理 師 会 等 関係 
































性 に 応じ た 食 育 の 実践 を 支援 し ま 








団体 と 連携 し 、 食 に 関わ る イベ ント を 
図り ます 。 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 




















































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 食 の 信頼 向上 の 推進 
目標 、 
- 食 の 安全 安心 に 関す る 講座 型 リス クコ ミュ ニケ 食 の 信頼 向上 、 
ーション の 延べ 受講 者 数 (人 ) [累計 ) @ a | 安全 ・ 安 心 確保 に 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 a 際 る 取組 の 強化 ・ 推 進 

90 100 200 300 400 ー 
現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 リス クコ ミュ ニケ ーション や 出前 講座 等 の 実施 
・HACCP 導 入 に 関す る 講習 会 の 受講 者 数 (人 ) 

[早計 

現状 値 2019 2020 2021 2022 

1, 347 1, 800 3, 600 5, 400 7, 200 HACCP 制度 化 に 向け た 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 講習 会 や 相談 会 の 開催 
ら の 昧 計 
・ 流 通 食品 検査 等 の 基準 適合 割合 (%) 

現状 値 2019 2020 2021 2022 

99. 2 99. 2 99. 2 99. 2 99. 2 
四 状 値 は 2017 年 の 値 大 規模 イベ ント に 向け た 

監視 ・ 指 導 1 
生活 衛生 関係 営業 施設 の 衛生 管理 セミ ナー の 実施 。 上 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 








中 が 、 自 休 的 な 推 < 
時 が 取り 組む 具体 的 な 推進 恋 <2018 | 2019 2020 2021 2022 


② 地域 に 根ざし た 食 育 と 食 を 楽し む 環 境 
づく り の 推進 











地域 に 根ざし た 
食 育 の 取組 の 回 
強化 ・ 推 進 































































































・ 食 育 普 及 盛 発 キ ャ ラバ ン の 参加 者 数 (人 ) 









































































































































































































































































































































2019 2020 2021 2022 a a 
260 520 780 1, 040 市 町 村 の 食 准 進 計画 の 策定 支援 トー と 
状 邊 は 2017 年 単 FE の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
食 育 月 間 に お ける 食 育 普及 啓発 キャ ラバ ン の 実施 トー テ 
と 食 を 楽し ゅ イベ ント の 参加 者 数 (人 ) 
[累計 】 食 育 標語 ・ ポ スタ ー コ ンク ー ル の 実施 を 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
47.352 | 54000 | 108000 | 162000 | 216,000 較 
現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 食 育 推進 県 民 大 会 の 開催 等 に よる 食 育 推進 運動 の 展開 一 > 
ら の 昌 計 
調理 師 会 等 と 連携 し た 食 に 関わ る イベ ント の 開催 を 



































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 














・ 食 に 関す る 知識 と 食 を 選択 する 力 の 習得 
県 が 実施 する 施策 へ の 意見 表明 
(食品 関連 事業 者 ) 

・ 関 係 法令 を 遵守 し た 、 安 全 な 食品 等 の 提供 
・ 食 の 安全 ・ 安 心 の 確保 の た め の 取 組 の 推進 
・ 食 品 の 供給 に 関す る 情報 の 提供 
・ 県 の 施策 へ の 協力 

(関係 団体 ) 
・ 食 育 活動 の 実践 と 県 民 へ の 情報 提供 
・ 営 業 施設 の 衛生 水準 の 維持 向上 に 向け た 取組 
県 の 施策 へ の 協力 

(市 町 村 ) 

・ 市 町 村 食 育 推進 計画 の 策定 、 改 正 、 実 施 
地域 に 根ざし た 食 育 推進 、 取 組 支 援 
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ー 30 感染 症 に よる 脅威 か ら 一 人 ひと り の 暮らし を 


還 ざり ます 


(基本 方 向 ) 

感染 症 に よる 和光 威 か ら 県 民 の 暮らし を 守る た め 、 感 染 症 に 関す る 正しい 知識 の 普及 や 国 や 県 、 市 
町 村 、 関 係 機関 、 団 体 等 と 連携 し た 感染 症 の 発生 や まん 延 を 防止 する 対策 を 推進 し ます 。 
また 、 暮 らし に 大 き な 影 響 を 及ぼ す 家 音 伝染 病 の 発生 を 防ぐ た め 、 家 畜 衛 生 対策 や 、 危 機 
生 時 の 体制 強化 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 
































TH 


山本 


案 発 





現状 と 課題 

新型 イン フル エン ザ 等 新興 感染 症 の 発生 に 備え 、 関 係 機関 と 連携 し た 訓練 の 実施 や 、 抗 イン フ 
ル エ ン ザ ウイ ルス 楽 の 備蓄 な どの 取組 が 行わ ん れ て いま す 。 

グロ ー バ ル 化 の 進展 に 伴い 、 国 内 や 県 内 で 発症 事例 が 少な い 感 染 症 や 経験 の な い 感 染 症 が 発生 
する こと が 懸念 され て いま す 。 

肝炎 に つい て は 、 県 内 で 数 万 人 と も 推定 され る ウイ ルス 性 肝炎 の 早期 発見 及び ウイ ルス 陽性 者 
の 確実 な 治療 に よる 重症 化 予防 が 課題 と な っ て いま す 。 

また 、 結 核 に つい て は 、 高 齢 者 の 結核 患者 が 比較 的 多く 、 社 会 福祉 施設 等 に お ける 集団 感染 の 
発生 も 懸念 され る こと か ら 、 高 齢 者 に お ける 結核 対策 の 充実 が 求め られ て いま す 。 

日 踏 疫 や 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ な ど が 国内 で 発生 し て お り 、 発 生 に 備え た 対策 が 求め られ 
て いま す 。 












































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 感染 症 の 発生 や まん 延 を 防止 する 対策 の 推進 
新型 イン フル エン ザ 等 の まん 延 に よる 健康 被害 や 社会 ・ 経 済 の 混乱 を 防ぐ た め 、 感 染 症 発生 時 
の 対応 に つい て 、 国 や 感染 症 指定 医療 機関 と 連携 し た 体制 を 整え る と と も に 、 市町村 や いわ て 感 
染 制 御 支 援 チ ー ム 等 の 関係 機関 と 連携 し た 訓練 等 の 実施 に 取り 組み ます 。 
国際 的 に 脅威 と な る 感染 症 等 の 県 内 で の 発生 を 防ぐ た め 、 感染 症 の 発生 状況 や 原因 に つい て 情 
報 収 集 を 行い 公表 する と と も に 、 感染 症 の 予防 や 治療 に つい て 正しい 知識 の 普及 啓発 に 取り 組み 
まま すら 
ウイ ルス 性 肝炎 の 早期 発見 と ウイ ルス 陽性 者 の 確実 な 治療 を 図る た め 、 住 民 健 診 や 保健 指導 を 
行う 市 町 村 、 定 期 健 診 を 行う 事業 所 、 医 療 機 関 お な ど と の 連携 を 図り な が ら 、 検 査 未 受診 者 に 対す 
る 受診 勧奨 、 医 療 費 助 成 、 正 し い 知識 の 普及 啓発 な ど に 取り 組み ます 。 
結核 患者 に 対し て 、 適 切な 医療 を 早期 に 提供 する た め 、 地 域 の 医療 機関 の 連携 体制 を 整備 する 
と と も に 、 き め 細 や か な 愚者 支援 に 取り 組み ます 。 
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② 家畜 衛生 対策 の 推進 と 危機 事案 発生 時 の 体制 強化 
に より 飼養 衛生 管理 の 実施 状況 を 確認 し 、 侵 入 


中 








防止 対策 を 徹底 し ます 。 

















農場 へ の 病原 体 の 侵入 を 未然 に 防ぐ た め 、 巡 








ロ 























特に 、 養 凌 業 に つい て は 、 モ ニタ リン グ 検 査 等 の 実 


視 体 制 を 充実 させ る な ど 、 家 音 衛 生 対策 を 推進 し ます 。 








施 に より 、 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ の 監 





防疫 作業 支援 班 員 及 び 支 援 班長 を 対象 と し た 防疫 作業 研修 や 、 危 機 事案 の 発生 を 想定 し た 広 





























































































































































































































































































































域 ・ 地 方 支部 に お ける 訓練 等 を 実施 し 、 迅 速 か つ 適切 な 防疫 活動 の た め の 体制 を 強化 し ます 。 
。 8 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り % ヽ 目 な 
県 が 取り 組む 基体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 感 築 症 の 発生 や まん 延 を 防止 する 対策 
の 推進 
目標 
ME 新型 イン フル エン ザ 等 対策 連絡 協議 会 等 に よる 
連携 体制 の 確保 町 
2019 2020 2021 2022 9 SE 
100 100 100 
現状 値 は 2017 年 の 値 抗 イ ン フ ル エ ン ザ ウイ ルス 薬 の 備 次 ・ 保 管 管 理 > 
・ 医 療 圏 域 別 の 感染 症 発生 時 実 動 訓練 ・ 研 修 会 実 
施 率 (%) 
100 100 
現状 値 は 2017 年 の 値 


















・C 型 肝炎 ウイ ルス 検査 受検 率 (%) 






































9 2019 2020 2021 
46 47 48 49 50 
現状 値 は 2017 年 の 値 








② 家畜 衛生 対策 の 推進 と 危機 事案 発生 時 

の 体制 強化 

標 

・ 家 畜 防 疫 作業 支援 
[ 果 計 
































修 会 の 参加 者 数 (人 ) 












ウイ ルス 属 





















E 肝 炎 、 結 核 な ど 感 染 症 に 関す る 
正しい 知識 の 普及 啓発 














現状 値 2019 

274 280 
現状 値 は 2017 年 ! 
ら の 累計 


2020 
560 
績 値 、 


2021 2022 
840 1, 120 
目標 値 は 2019 年 か 





























当年 の 













































































基準 達成 























・ 養 鶏 場 に お ける 飼 書 
合 (%) 

現状 値 
99. 8 
現状 値 は 2017 年 





2022 
100 

























































































家 者 防 疲 作 業 支 援 班 研修 会 の 開催 > 
農場 巡回 に よる 飼 状 衛生 管理 基準 順守 状況 の 確認 ・ 指 導 
モニ タリ ング 検査 及び 病 性 鑑定 の 実施 > 











術 指 導 研 修 会 の 開催 及び 精度 管理 の 実施 
危機 事案 を 想定 


『 技 

































































し た 実 動 型 研修 の 実施 














(県 民 ・N PO 等 ) 





















































| ・ 感 染 症 予防 等 に 係る 正しい 知識 の 習得 と 励行 等 
| (団体 ・ 企 業 等 ) 

・ 県 、 市 町 村 等 と 連携 し た 感染 症 対策 の 推進 

・ 飼 養 衛生 管理 等 の 徹底 

(医療 機関 、 高 等 教育 機関 等 ) 



































(学校 


・ 児 童 ・ 生 徒 の 感染 症 予防 対策 





























Ne 感染 症 対策 に 係る 地域 住民 へ の 情報 提供 、 
| ・ 発 生地 及び 隣接 市 町 村 の 防疫 作業 へ の 協力 
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VI 仕事 ・ 収 入 


農林 水産 業 や も の づく り 産 業 な どの 活力 ある 産業 の も と で 、 
安定 し た 雇用 が 確保 され 、 ま た 、 や り が いと 生活 を 支え る 所 得 が 得 ら れる 
仕事 に つく こと が で きる 岩手 





【 い わ て 幸福 関連 指標 】 


標 


現状 値 





年 度目 標 値 





2017 


2019 


2020 


2021 





計画 目標 値 
2022 








一 人 当たり 県 民 所 得 の 水準 


88. 7(2016) 


90. 0(2017) 


90. 02018 


90. 0(2019) 


90.0 (2020) 





正社員 の 有効 求人 倍率 


0.84 


0. 92 


0. 96 


1.00 


1.03 





総実 労働 時 間 〔 年 間 ]【 再 掲 】 





1, 858. 8 


1, 803. 6 


1, 776. 0 


1, 748. 4 


1, 720. 8 





2. 1 


1.9 


1.8 


1.7 


1.6 





高座 者 の 県 内 就職 率 【 再 掲 】 


65.8 


84. 5 


84. 5 


84. 5 


84. 5 





従業 者 一 人 当たり の 付加 価値 
額 





5, 983 (2016) 


5, 983 (2018) 


6, 043 2019) 6, 103(2020) 


6, 164(202D 





① 
② 
③ 
④ 完全 失業 率 
⑤ 
⑥ 
⑦ 


開業 率 ほ 2] 


3.2 


3.2 


3.3 


3.4 


3.5 





従業 者 一 人 当たり の 製造 品 
荷 額 














クウ 7。 8(2016) 


28. 4 (2018) 


28. 7 (2019) 


28. 9 (2020) 


29. 2 (2021) 





⑨ 観光 消費 額 


1, 816. 4 


1, 901. 1 


1, 943. 4 


1, 985.8 


2, 028. 1 





農業 経営 体 一 経営 体 当 た り の 
農業 総 産出 額 





3. 990(2016) 


4, 190(2018) 


4, 290 2019) 4, 400 2020) 


4, 510 (2021) 





⑪ 林業 就業 者 一 人 当たり の 木材 
生産 産出 額 


4, 450 (2016) 


4, 490(2018) 


4, 510(2919) 4, 540 (2020) 


4, 560(202D 





⑫ 漁業 経営 体 一 経営 体 当 た り の 
海面 漁業 ・ 養 殖 業 産 出 額 


4, 340 (2016) 


4, 420 (2018) 


4, 460(2019) 4, 500(2020) 


4, 540 (2021) 





⑬ 農林 水産 物 の 輸出 額 





28. 2 


31. 1 


32. 7 


34.3 


36. 0 





⑭ グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム 交流 人 口 








1, 156 





1, 180 








1, 192 


1, 204 





1, 216 








【 参 考 指標 (実績 値 )】 


非 正 規 職員 ・ 従 業 員 率 (2017 年 : 35.7%) [就業 構造 基本 調査 (総務 省 )]、 


雇用 者 一 人 当たり 雇用 者 報酬 (2016 年 : 4, 037 千 | 





H) [県 民 経 済 計算 (総務 省 )]、 


現金 給与 総額 [5 人 以上 、 毎 月 ] (2017 年 : 277, 009 円 )[ 毎 月 勤労 統計 調査 (厚生 労働 省 )]、 
農業 産出 額 (2016 年 : 2, 609 億 円 ) [生産 農業 所 得 統 計 等 (農林 水産 省 )]、 
林業 産出 額 @016 年 : 2 015 千 万 円 ) 、 漁 業 産出 額 6O16 年 : 3.605 千 万 円 [農林 水産 統計 (農林 水産 省 )]、 
製造 品 出荷 額 6016 年 : 23, 717 個 紀 、 も の づく り 関 連 分 野 の 製造 出荷 額 016 年 : 15, 964 人 、 
食料 品 製造 出荷 額 6016 年 : 3.660 個 引 、 水 産 加工 品 製造 出荷 額 6016 年 : 729 個 紀 [以上 、 工 業 統計 調査 
(経済 産業 省 )]、 事 業 所 新設 率 6012^2014 年 : 16.79%) [経済 セン サス (総務 省 )] 
































[ 注 1] 全国 を 100 と し た 水準 

[ 注 2] 雇用 保険 が 新規 に 成立 し た 事業 所 の 比率 

※1 上 記 の 表 中 、 右上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の f 
※ 2 
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F 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又は 目 
「 い わ て 幸福 関連 指標 」 の 目標 値 設定 の 考え 方 に つい て は 、 巻 未 資料 に 掲載 し て いま す 。 











標 値 を 示し て いま す 。 

















ぼ 進 方 策 
県 内 就業 の 促進 及び U・1I ター ン に よる 人 材 確 保 の 推 3 
・ 若 者 ・ 障 が い 者 な ど へ の 職業 能力 開発 の 支援 












































































































































32 地域 経済 を 文 え る 中 小 企業 の 業者 が 行う 経営 力 の 強化 や 生産 司 
振興 を 図り ます * の 取組 の 促進 
金融 機関 な どの 支援 機関 連携 に よる 事業 承継 の 
肥 組 の 促進 








































































































④ 企業 の ライ フス テー: し た 切れ 目 の な いる 
⑤ 市 町 村 や 商店 街 を は 

に ぎわ い 創 出 

⑥ 建設 業 に お ける 労働 環境 の 整備 、 
基盤 の 強化 






















































































A 産業 の 一 層 の 集積 と 高度 化 を 通し た 、 も の づく り の グ 











・ 雇 用 に 好 循 環 を も た ら す も | 拠点 化 の 推進 
の づく り 産 業 を 盛ん に し ます ② 地域 経済 





























笑 を 通じ た 関連 技術 の 開発 な ど に よる 新 産 業 




















i 値 の 向上 に 向け た 「 も の づく り 革 新 」 へ 









































34 地域 資源 を 生か し た 魅力 ある 1 
産業 を 盛ん に し ます 系 E 産 性 向上 へ の 支援 





































































































35 地域 経済 に 好 循 環 を も た ら す 
観光 産業 を 盛ん に し ます 















































意欲 と 能力 の ある 経営 体 を 育 | ① 地域 農林 水産 業 の 核 と な る 経営 体 の 育 
成 興 を 図り | ② 農林 水産 業 の 次 代 を 担う 意欲 ある 新規 就業 者 の 確 



























































37 収益 力 の 高い 「 食 料 ・ 木 材 供 生産 性 ・ 市 場 性 の 高い 産地 づく り の 推進 
給 基地 」 を つく り ま す 革新 的 な 技術 の 開発 と 導入 促進 


































































































38 農林 水産 物 の 付加 人 1 
め 、 販 路 を 広げ ます 


























































































































39 一 人 ひと り に 合っ た 耶 域 活動 
が で きる 農山 漁村 を 3 貴 力 あふ れる 農山 漁村 づく り の 推進 
然 炎 害 に 強い 農山 漁村 づく り の 推進 
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VI 仕事 ・ 収 入 


時 31 ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 を 通じ て 、 一 人 
画 ひと り の 能力 を 発揮 で きる 環境 を つく り ます 


(基本 方 向 ) 

県 民 一 人 ひと り が 能力 を 発揮 で き 、 ラ イフ スタ イル に 応じ た 新しい 働き 方 が で きる 環境 に 向け 、 
様々 な 分 野 に お ける 雇用 機会 の 確保 や 長 時 間 労働 の 是正 な どの 働き 方 改革 を 推進 する と と も に 、 企 
業 の 収益 力 の 向上 等 を 支援 し 、 正 規 雇用 の 拡大 や 処遇 の 改善 な ど 県 内 企業 の 雇用 ・ 労 働 環境 の 整備 



























































を 促進 し ます 。 
また 、 関 係 団体 ・ 機 関 が 連 携 し 、 若 者 等 の 県 内 就業 を 推進 する と と も に 、U・ 1 ター ン 希 望 者 の 
ニー ズ を 捉え た 取組 を 推進 し ます 。 


さら に 、 岩 手 の 将 来 を 担う 若者 を は じ め 、 女 性 ・ 高 齢 者 ・ 障 が い 者 等 の あら ゆる 人 が 持て る 能 
を 最大 限 に 発揮 する こと を 可能 と する 職業 能力 の 開発 な ど に 取り 組み ます 。 

















現状 と 課題 
県 内 の 雇用 情勢 は 、 求 人 数 の 増加 と 求職 者 数 の 減少 に より 、 平 成 31 年 (2019 年 ) 1 月 の 有効 求 

人 倍率 が 1.43 倍 と 、69 ヵ 月 連続 で 1 倍 台 を 記録 する な ど 着 実に 改善 し て いま す 。 ま た 、 高 卒 者 の 
県 内 就職 率 が 上 昇 傾向 に ある な ど 地 元 志向 の 高まり が み ら れ ます 。 

一 方 で 、 県 内 企業 の 人 材 不 足 が 深刻 化し て いる こと か ら 、 若 者 等 の 県 内 就業 の 更 な る 促進 と と 
も に 、 効 果 的 な り ・ 1 ター ン 対 策 が 求め られ ます 。 
県 内 企業 の 雇用 条件 や 待遇 面 に つい て 、 有 労働 時 間 が 長く 、 賃 金 水準 が 低い な どの 県 外 企業 と の 
差異 に より 人 材 が 県 外 に 流出 し て いる こと か ら 、 企 業 の 収益 力 の 向上 等 を 支援 し 、 正 規 雇用 の 拡 
大 や 、 県 内 企業 の 働き 方 改革 の 取組 な ど 雇 用 ・ 労 働 環 境 の 整備 を 促進 し て いく 必要 が あり ます 。 
国 の 「 働 き 方 改革 実行 計画 」 で は 、 個 人 の 学び 直し へ の 支援 の 充実 が 掲げ ば られ て お り 、1 丁 や 
保育 ・ 介 護 な ど 人 材 の 需要 の 高い 分 野 等 で の 職業 訓練 の 拡充 が 進め られ て いま す 。 
本 県 の 離職 者 等 を 対象 と し た 職業 訓練 受講 者 は 女性 の 割合 が 高く 、 女 性 の スキ ル ア ッ プ へ の 関 
心 が 高 まっ て いま す 。 
技能 五輪 全国 大 会 な どの 全国 レベ ル の 技能 競技 大 会 に お ける 入賞 者 数 が 増加 し て いる な ど 、 高 度 な 
技能 を 継承 する 技能 者 が 育成 され て いま す 。 
県 立 職業 能力 開発 施設 の 入校 者 数 は 減少 傾向 に あり 、 入 校生 の 確保 が 課題 と な っ て いま す 。 ま た 、 
就職 を 希望 する 学生 の 県 内 へ の 就職 率 は ほぼ 横ばい と な っ て お り 、 よ り 多 く の 学 生 が 県 内 に と どまり 、 
本 県 産業 を 担う 人 材 と な る た め の 取 組 が 求め られ て いま す 。 

障がい 者 一 人 ひと り の 障がい な ど に 応じ た 多様 な 就労 の 実現 に 向け 、 就 労 の 場 の 確保 や 支援 が 求め 
られ て いま す 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 


県 内 就業 の 促進 及び り ・ 1 ター ン に よる 人 材 確保 の 推進 

高校 生 や 大 学生 を は じ め と する 若者 や 女性 の 地元 定着 を 図る た め 「 い わ て で 働 こ う 推 進 協議 会 
`」 を 主体 と し て 県 内 就業 の 拡大 を 図り 、 就職 に 関す る 地元 ファ ー ス ト 、 岩手 ファ ー ス ト と いっ た 
意識 改革 に 取り 組み ます 。 

学校 ・ ハ ロー ワー ク ・ 企 業 等 と 連携 し な が ら 、 就 業 支 援 員 等 に よる 学校 や 企業 訪問 ・ 相 談 を 通 
じ て 、 高 校生 の 就職 を 支援 する と と も に 、 就 職 後 も 定着 で きる よう 支援 し ます 。 
若者 に 県 内 の 仕事 や 企業 に つい て 関心 を 持っ て も ら う た め 、 小 中 学生 向け の 企業 見 学会 や 職業 
唱 を 醸成 する 出前 授業 に 加え 、 保 護 者 へ の 企業 説明 会 等 、 県 内 の 産業 ・ 企 業 に 関す る 情報 発信 を 
広く 展開 し ます 。 

ジョ ブ カ フ ェ い わ て 及び 地域 ジョ ブ カ フ ェ 等 を 拠点 と し て 、 キ ャ リア カウ ン セ リン グ 研 修 等 
に より 若者 や 女性 の 就職 活動 や 職場 定着 を 支援 し ます 。 

若者 の 早期 離職 の 防止 の た め 、 高 校生 と 県 内 若手 社員 と の 交流 会 や 経営 者 等 へ の 若手 社員 の 育 
成 ス キル 向上 の た め の セ ミナ ー な ど 、 仕事 に 関す る 若者 の 認識 と 企業 で の 業務 内 容 の ミス マッ チ 
を 解消 する 取組 を 進め ます 。 

県 内 企業 の 深刻 な 人 材 不 足 の 対応 と し て 、 県 内 外 か ら の 人 材 確保 や 、 企 業 の 採用 力 強 化 を 図る 
た め 、「 岩 手 り ・I ター ンク ラブ ?」 加 盟 大 学 等 の 協力 を 得 お な が ら 、 学 生 へ の り ・ I ター ン に 関す 
る 相談 対応 や 職業 紹介 を 行う と と も に 、 県 内 企業 の 情報 発信 や 就職 情報 サイ ト の 活用 を 支援 し ま 
す 。 

また 、( 公 財 ) ふる さと いわ て 定住 財団 の 就職 面接 会 や り ・I ター ン フ ェ ア 等 と 連携 し な が ら 、 
県 内 企業 の 採用 活動 を 支援 し ます 。 

学生 等 の り ・ I ター ン 就 職 を 促進 する た め 、 イ ンタ ー ン シッ プ を 就職 活動 等 へ の 支援 を 強化 し 
に 

本 県 出身 者 を は じ め と する 首都 圏 等 の 在住 者 に 対 し 、 訴 求 力 の 高い 広報 媒体 を 活用 し て 岩手 の 
産業 や 暮らし ・ 文 化 等 の 魅力 を 発信 する と と も に 、 妊 手 県 り ・I ター ン セ ンタ ー の 機能 を 拡充 し 
て 支援 体制 を 強化 する こと に より 、 本 県 へ の り ・ I ター ン 就 職 や 移住 ・ 定 住 を 促進 し ます 。 
女性 ・ 若 者 ・ 障 が い 者 な ど へ の 職業 能力 開発 の 支援 
育児 に 配慮 し た 託児 サー ビス 付き 訓練 を 実施 する な ど 、 女 性 の 再 就職 を 支援 する と と も に 、 就 
職 に つなが りや すい 国家 資格 の 取得 を 目指 す 訓練 コース な ど 、 雇用 情勢 や 産業 政策 、 企 業 ニ ー ズ 
を 踏ま えた 職業 訓練 等 の 就業 文 援 を 実施 し ます 。 

障がい 者 の 態様 に 応じ た 多様 な 訓練 を 実施 し 、 障 が い 者 の 就職 を 支援 し ます 。 

在職 者 の 技能 向上 を 促進 する た め 、 企 業 ニ ー ズ を 踏ま えた 在職 者 訓練 を 実施 する と と も に 、 職 
業 能力 開発 に 関す る 情報 提供 、 相 談 ・ 援 助 を 行い ます 。 

高度 な 技能 を 継承 する 技能 者 を 育成 する た め 、 全 国 レ ベル の 競技 大 会 へ の 参加 や も の づく り マ 


イス ター 制度 * の 活用 を 促進 する と と も に 、 技 能 検定 制度 等 の 職業 能力 評価 制度 の 普及 を 促進 し ま 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































! いわ て で 働 こう 推進 協議 会 : 若者 や 女性 の 県 内 就職 及び 就業 支援 の 充実 を 図り 、 県 内 就業 者 の 拡大 を 通じ て 、 岩 手 県 の 産業 振興 と 人 口 減 


少 の 歯止め に 資す る た め の 関 係 機関 で 構成 する 推進 組織 。 
手 り ・ IT ター ンク ラブ : 全国 の 大 学 等 の 連携 強化 に より 、 岩 手 県 へ の り ・ 1I ター ン 就 職 を 促進 する も の 。 平 成 30 年 (2018 年 ) 6 月 に 
























































し た 。 





3 も の づく り マ イス ター 制度 : も の づく り に 関し て 優れ た 技能 、 経 験 を 有する 者 を 「 も の づく り マ イス ター」 と し て 認定 ・ 登 録 す る 国 の 制 
度 で 、 師 録 さ きれ た 「 も の づく り マ イス ター」 が 中 小 企業 や 学校 な ど で 若 年 技能 者 へ の 実践 的 な 実技 指導 を 行い 、 技能 の 継承 や 後継 者 の 育成 
を 行う も の 。 
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推進 運動 」 の 展開 
こ 取 り 組 み 、 魅 力 ある 職場 づく り を 進め き 
障がい の 有無 を 問わ ず 、 全 て の 人 が 働き や すい 職場 づく り を 促 
ナー の 開催 な ど を 通じ て 、 労 働 関係 法令 に 関す る 知識 の 普及 を 図 
i 
助成 制度 等 に よ 


こき め 和 








| を 促し ます 。 
する 契約 に 関す 

















E す 。 





進 








する 











羽 り ます 。 





























a 


お ける 健康 経営 の 取組 を 促進 する た め 、 生 活 習 
PF 心 と し た 健康 づく り を 支援 し ます 。 
子育て と 仕事 の 両立 を 図る 家庭 へ の 支援 


主 B 











周 査 等 の 導入 な ど 、 


会 
ロ 




















に 


す 。 





わせ て 働き 続け る こと が で きる よう 、 
き 方 が で きる 環境 整備 を 促進 し 3 
て る 能力 を 





りな 取組 を 促 





短 時 間 』 





ます 。 
最大 限 ! 








こ 発 


























の 子 朋 
人 








C= 
[ 事 と 子 

















し い 職 場 環境 づく り を 支援 し ます 。 


障がい 者 が 地域 に 
ンタ ー や 就労 移行 支援 事業 所 等 
人 

第 1 次 産業 が 盛ん で ある 本 県 の 特徴 を 生か し 、 関 係 機関 ・ 
お ける 障がい 者 の 








し ン づ 


まず 。 





就労 を 促 











1 無 

















新 さ れ て 通算 5 有朋 

















期 転換 ルー ル : 「 改 正 労働 契約 法 」 (平成 25 和 朋 


お いて 能力 を 発揮 し 、 





進 


ます 




















FE (2013 朋 














FE を 超え た と き に 、 労 働 者 の 











込み に よっ 





に 基づき 、 市 町 村 と 連携 し 、 保 育 


所 等 














ズ に 対応 し た 施設 整備 を 促進 する な ど 、 子 ども ・ 子 育て 支援 の 充実 を 区 
育て の 両立 支援 な ど に 取り 組む 企業 等 の 表彰 ・ 


障がい な ど に 応じ た 多様 な 就労 の 場 の 確保 や 、 就 労 に 向け た 支援 
自立 し た 生活 が で きる よう 、 
を 通じ て 就労 











O 


団体 と の 連携 に 





テー ビッ 


障害 


[=] 


者 就業 ・ 








先 の 確保 や 一 般 就 労 へ の 移行 及び 就労 後 の 職場 


・ 福 視 





| 整備 を 推進 し 
就職 を 促 











進 








i 











分 野 に 


待遇 改善 に つい て 産業 関係 団体 に 要請 する 
転換 ルー ル *」 の 適正 な 運 
「 県 が 締結 
図る た め の 取 組 を 促進 し ます 。 


= 
k=. 


る 条例 」【 


に より 、 長 時 


た め 、 セ ミ 


か く 対 応 す る と と も に 
的 な 働き 方 改革 の 取組 を 促進 


企業 の E 


し ます 
する 仕組 








進 














勤務 や 副業 





揮 す る こと 


慣 改善 の 機会 を 提供 する な ど 、 働 き 磨 


= 
周 ! 


ーー 


地 ] 


の 利用 定 








図り ます 。 
認証 の 促進 な ど に こよ り ヽ 子育て 


に や さ 





生活 支援 セ 


だ たか 




















E) 4 月 1 日 施行 ) に より 、 同 





の 使用 




















者 (企業 ) と の 間 で 、 有 

















て 無期 労働 契約 に 転換 され る ルー ル 。 
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期 労働 契約 が 更 





月 











工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


目 が 、 自 休 拘 な 推 < 
県 が 取り 組む 只 体 的 な 推進 方 林 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 























① 県 内 就業 の 促進 及び U・I ター ン に よ 
る 人 材 確 保 の 推進 

日 標 

・ 高 校生 の 県 内 企業 の 認知 度 割合 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
50.8 75. 4 83.6 91.8 100 

現状 値 は 2016 年 の 値 


























「 い わ て で 働 こ う 推 進 協議 会 」 を 主体 と し た 
県 内 就業 の 拡大 




































































学校 や 企業 訪問 ・ 相 談 を 通じ た 高校 生 の 就職 支援 テー テル 
























































小 中 学 生 向け の 企業 見 学会 、 出 前 授業 の 実施 | 
















































































保護 者 へ の 企業 説明 会 等 、 県 内 の 産業 ・ 企 業 に 関す る 
情報 発信 
・ ジ ョ ブ カ フ ェ 等 の サー ビス を 利用 し て 就職 決定 
し た 人 数 (人 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ジョ ブ カ フ ェ 等 で の 就職 相談 、 職 場 定着 支援 ” 











2,052 | 2,100 | 4,200 | 6,300 | 8,400 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 






























































・ 高 卒 者 3 年 以内 の 離職 率 (%) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
38.8 37.2 36. 4 35.6 35.0 
現状 値 は 2017 年 の 値 


























導 等 へ の セミ ナー ヒッ 


mk 


高校 生 と 県 内 若手 社員 と の 交流 会 、 経 




































































・ り ・ 1 エタ ー ン 就職 者 数 (人 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
794 3,160 | 4,460 | 5,760 | 7,060 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2017 年 か 
ら の 累計 


手 り U・I ター ンク ラブ 」 加 盟 大 学 の 協力 に よる 
U・I ター ン 就 職 支援 L 




































































加盟 大 学 の 開拓 
































広報 媒体 の 活 











こよ り 岩 手 の 産業 や 暮らし ・ 文 化 等 の 
魅力 を 発信 







































・ エ ター RE よる U・1 
就職 や 移住 ・ 定 住 の 促進 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 












































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 

② 女性 ・ 若 者 ・ 障 が い 者 な ど へ の 職業 能 

力 開発 の 支援 

a 標 

・ 離 職 者 等 を 対象 と し た 職業 訓練 の 女性 受講 者 の 

就職 率 (%) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 労働 局 ・ ハ ロー ワー ク と 連携 し た 職業 訓練 修了 者 に 対す る 

(2017) | (2018) | (2019) | (2020) 就職 支援 

79.7 84.0 84.0 84.0 84.0 02805 トゥ 
現状 値 は 2016 年 の 値 = 訂 ノ ーー グ 副 用 | 独 知 
NN (就職 状況 等 を 管理 























・ 離 職 者 等 を 対象 と し た 職業 訓練 の 受講 者 の 就職 
率 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
(2017) | (2018) | (2019) | (2020) 
77.1 80.0 80.0 80.0 80.0 
現状 値 は 2016 年 の 値 












































・ 障 が い 者 委託 訓練 の 受講 者 の 就職 率 (%) 

























































































































































































































































































| 敵 0 導 00 ll 引 M 邊 障がい 者 の 態様 に 応じ た 多様 な 訓練 ユー ス の 実施 回 
61.2 63.8 66. 4 69.0 
017 有 
ヒト ビ の ミ 施 ・ 会 、 トコ と 全 ヒ < 会 へ の 旧 導 、 
2021 2022 技能 SE 職 | 明 罰 開 3 協会 指導 に 
技能 士 の 活用 ・ 受 検 料 の 減免 措置 に つい て 周知 
1, 320 1, 345 
・ 県 立 職業 能力 開発 施設 に お ける 県 内 企業 へ の 就 
率 (%) 
2019 2020 2021 2022 将来 の 本 県 産業 を 担う 人 材 の 育成 、 学 生 の 県 内 就職 の 促進 a 
70.0 71.0 73.0 75.0 (職員 に よる 県 内 企業 訪問 、 学 生 へ の 県 内 企業 紹介 等 ) 
は 2017 年 の 値 
第 11 次 岩手 県 職業 能力 開発 計画 (2021 て 2025) 
の 策定 
、 a 





RR 審議 会 で 第 11 \ 
ほ 前 検討 審議 会 で IM 次 





nl 






































③ 安定 的 な 雇用 の 促進 
目標 

・ 高 卒 者 の 正社員 求人 割合 (%) 正社員 転換 ・ 待 遇 改善 の 要請 活動 
現状 値 2020 2021 
94. 9 96. 0 96. 3 
現状 値 は 

























































































































































































正社員 転換 数 (人 ) 【 黒 計 ] 

2020 2021 2022 
26, 400 | 39, 600 | 52, 800 
単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 











































































































「 無 期 転換 ルー ル 」 の 適正 
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、 本 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 森 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
④ 雇用 ・ 労 働 環境 の 整備 の 促進 











標 


・ い わ て 働き 方 改革 推進 運動 参加 事 











尿 
























































































































































































































































(事業 者 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
128 400 600 800 1, 000 「 い わ て 働き 方 改革 推進 運動 」 の 全 県 的 な 展開 > 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 健 康 経営 宣言 事業 所 数 (事業 者 )【 再 掲 】 企業 等 に お ける 健康 経営 の 取組 促進 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 トー を 
625 800 900 | 1,000 | 1.100 健康 経営 に 積極 的 に 取り 組む 企業 等 の 認定 ・ 表 彰 
現状 値 は 2017 年 の 値 








⑤ 子育て と 仕事 の 両立 を 図る 家庭 へ の 支 
援 
標 


・ 保 育 を 必要 と する 子ども に 係る 利用 定員 (4 月 
































































































































































































































































































































1 日 時 点 ) (人 ) 【 再 掲 】 
人 | 2020 | 2021 | 2022 | eg| 保育 を 必要 と する 子ども に 係る 利用 定員 の 拡充 ” ト ゅ 
30,716 | 31, 715 | 32, 128 | 32, 546 | 32, 970 
現状 値 は 2017 年 の 値 
放課後 児童 クラ ブ 設 置 数 (5 月 1 日 時 点 ) (箇所 ) 
【 再 掲 】 放課後 児童 クラ ブ を は じ め 、 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | 陳 ] 市 町 村 が 行う 地域 子ども ・ 子 育て 支援 事業 に 対す る 支援 | 
368 402 419 437 456 
現状 値 は 2017 年 の 値 放課後 子供 教室 等 児童 生徒 の 放課後 の 
居場所 づく り の 推進 、 充 実 
































































































































放課後 子供 教室 に お いて 指導 者 を 配置 し て 「 体 研修 会 開催 に よる 資質 向上 
験 活動 」 を 実施 し て いる 教室 の 割合 (%) e: Ly 
【 再 掲 】 先進 事例 紹介 等 の 情報 提供 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
13.0 40.0 60.0 80.0 100 地域 住民 等 に よる 多様 な 活動 の 実施 
現状 値 は 2017 年 の 値 






























































市 町 村 の 推進 体制 の 見 直し | | 新た な 推進 体制 に よる 活動 充実 









































・ 保 育 士 ・ 保 育 所 支援 セン ター マッ チン グ 件 数 




























































































































































































(件 ) 【 累 計 ]【 再 掲 】 保育 士 や 放課後 児童 支援 員 等 の 人 材 確保 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 | led Ll 
115 129 265 408 558 保育 の 量 的 拡充 と 質 の 向上 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 
職場 環境 の 整備 促進 ・ 子 育て に や さ し い 企業 の 認証 














・ い わ て 子育て に や さ しい 企業 等 認証 の 認証 数 
(事業 者 ) 〔 累 計 ]【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

65 165 215 265 315 
現状 値 は 2017 年 の 値 























優遇 措置 の 拡大 認証 企業 増加 つの ため の 広報 実施 
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5 | 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
中 り 組 む 具 体 的 な 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 こ 2018 2019 2020 2021 2022 
⑥ 障がい な ど に 応じ た 多様 な 就労 の 場 の 
確保 や 、 就 労 に 向け た 支援 
上 林 
・ 就労 移行 支援 事業 所 利用 者 数 (人 ) 障がい 者 自立 支援 協議 会 に よる サー ビス 基 毅 整備 の 推進 し 一 * 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
234 324 360 395 431 
現状 値 は 2017 年 の 値 就労 支援 事業 所 連絡 協議 会 へ の 支援 > 
・ 農 業 に 取り 組ん で いる 就労 継続 支援 A 型 事業 所 
の 割合 (%)【 再 掲 】 ーー 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 EE 0 和 
拓 信 は 2017 年 の 債 = NRN 
































県 以外 の 主体 に 期待 され る 生生 
| (企業 等 ) 
定 的 な 雇 























・ 社 内 教育 の 充実 
・ 持 続 的 な 働き 方 改革 の 取組 
・ 多 様 な 働き 方 が で きる 環境 づく り 
(教育 機関 ・ 産 業 支援 機関 等 ) 

・ 高 校生 の 県 内 就職 支援 
・U・I エ I ター ン の 促進 
・ 離 職 者 等 へ の 職業 訓 # 
・ 学 生 に 対す る 労働 孝 
・ 障 が い に つ いて の 理解 の 促進 
(市 町 村 ) 

・ 各 分 野 に お ける 雇用 創出 

・ 企 業 へ の 要請 、 意 識 啓発 

・ 離 職 者 等 へ の 就業 、 生 活 文 援 
| ・ 人 材 の 確保 と 若年 者 の 就業 支援 
| ・ 働 き 方 改革 の 取組 へ の 支援 
























































人生 
3 
港 
悦 
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VI 仕事 収入 





回 
本 一 32 地域 経済 を 支え る 中 小 企業 の 振興 を 図り ます 


(基本 方 向 ) 
地域 経済 を 文 える 中 小 企業 の 振興 を 図る た め 、 新 事業 分 野 の 開拓 や 経済 的 ・ 社 会 的 環境 の 変化 に 























対応 し た 経営 力 の 向上 、 事 業 承継 の 円 消化 、 経 営 人 材 の 確保 、 企 業 の ライ フス テー ジ に 対応 し た 切 
れ 目 の な い 金 融 支 援 、 商 業 ・ サ ービス 業者 の 生産 性 の 向上 な どの 取組 、 ま ちの に ぎわ い 創 出 の 取組 
を 促進 し ます 。 


を 
上 








また 、 社 会 資本 の 整備 や 維持 管理 、 災 害 時 の 対応 を 担う 、 地 域 の 建設 企業 の 持続 的 ・ 安 定 的 な 経 
に 向け た 基盤 強化 の 取組 な ど を 推進 し ます 。 








現状 と 課題 




















本 県 の 企業 数 は 38, 737 者 で あり 、 こ の うち 中 小 企業 は 38, 665 者 と 全体 の 99.8% を 占め て いま す 。 
また 、 小 規模 事業 者 は 33, 263 者 と 全体 の 85.9% を 占め て いま す 。 

この よう な 中 、 持 続 可 能 で 活力 ある 地域 経済 の 振興 を 図る こと を 目的 に 、 中 小 企業 振興 に 関す 
る 施策 を 総合 的 か つ 計 画 的 に 推進 する た め の 中 小 企業 振興 条例 を 平成 27 年 (2015 年 ) に 制定 する 
と と も に 、 中 小 企業 の 振興 に 関す る 基本 的 な 計画 と な る 岩手 県 中 小 企業 振興 第 2 期 基本 計画 を 策 
定 し て いま す 。 

県 内 企業 は 、 経 営 者 の 高齢 化 が 進ん で お り 、 後 継 者 不足 な どの 課題 に 対し 、 事 業 承継 や 若者 の 
起業 マイ ンド の 醸成 な ど に より 新た な 経営 人 材 を 育成 する こと が 急務 と な っ て いま す 。 

商圏 人 口 の 減少 や 、 個 店 の 魅力 の 低下 と いっ た 商店 街 の 課題 を 解決 し 、 地 域 住 民 の 生活 の 利便 
性 を 高め て いく 必要 が あり ます 。 

高齢 化 が 進む 建設 業界 で は 、 今後 10 年 間 で 建設 労働 者 が 大 量 退 職 す る 可能 性 が あり 、 社 会 資本 
の 整備 や 維持 管理 、 災 害 時 の 対応 の 担い 手 の 不足 が 懸念 され て いま す 。 




































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


① 


中 小 企業 者 が 行う 経営 力 の 強化 や 生産 性 の 向上 、 新 た な 事業 活動 な どの 取組 の 促進 

社会 経済 環境 の 変化 に 的 確 に 対応 し 、 新 分 野 へ の 進出 や 新 商品 の 開発 な ど 新 た な 事業 活動 に 取 
り 組 む た め 、「 経 営 草 新 計画 」 の 策定 段階 か ら 、 事業 実施 、 目 標 達成 まで を 一 貫 し て 支援 し ます 。 
それ ぞ れ の 事業 者 が 抱え る 経営 課題 を 解決 する た め 、 経 営 課 題 解決 に 向け て 継続 的 に サポ ー ト 
する 、 伴 走 型 の 支援 に 取り 組む た め の 体制 を 強化 し ます 。 
技術 の 高度 化 や 新 技術 開発 、 情 報 通信 技術 (1 CT) の 利 活用 、 販 路 開 拓 、 資 金 調達 な ど 企 業 
ニー ズ に 応じ た 重層 的 な 支援 を 行い ます 。 
地域 や 業界 が 抱え る 課題 の 解決 を 図る た め 、 中 小 企業 者 が 相互 の 連携 に より 共同 し て 行う 事業 
活動 を 促進 し ます 。 
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② 商工 指導 団体 や 金融 機関 な どの 支援 機関 連携 に よる 事業 承継 の 円 滑 化 に 向け た 取組 の 促進 























小 企 業者 が 行 う 事 業 承継 に 向け た 準備 を 早期 か つ 計 画 的 に 進め る た め 、 商 工 会 、 商 工 会 議 所 
な どの 商工 指導 団体 が 、 金 融 機関 等 と 連携 し て 実施 する 事業 承継 診断 や 、 経 営 者 と の 対話 ・ 相 談 
を 促進 し ます 。 

小 企業 者 に お ける 親族 や 従業 員 等 へ の 事業 承継 を 円 滑 に 進め る た め 、 商 工 会 、 商 工 会 議 所 が 
小 企業 者 に 密着 し 、 事業 承継 計画 の 策定 か ら 事 業 承継 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ まで 実施 する 継続 的 
な 取組 を 支援 し ます 。 

また 、 後 継 候補 者 が いな い 中 小 企業 者 に 対し て は 、 娠 手 県 事業 引継 ぎ 支 援 セ ンタ ー* 等 の 関係 
機関 と の ネッ トワ ー ク に よる 相談 対応 や 事業 引受 希望 者 と の マッ チン グ な どの 取組 を 促進 し ま 
す 。 

































































































































































③ 若者 を は じ め と する 起業 者 や 後継 者 の 育成 に よる 経営 人 材 の 確保 








若者 の 起業 マイ ンド の 醸成 や 、 後 継 者 の 経営 能力 の 向上 を 図る た め の 取 組 を 大 学 や 商工 指導 団 
体 等 と 連携 し て 行い ます 。 
創業 文 援 の 取組 を 促進 する た め 、「 産 業 競争 力 強 化 法 」 に 基づく 市 町 村 の 取組 や 、 産 業 支援 機 
関 等 で 組織 する 「 い わ て 起業 家 サ ポー ティ ング ネッ トワ ー ク 会 議 ?」 の 活動 等 を 通じ 、 支 援 体制 
を 強化 し ます 。 

創業 計画 の 策定 段階 か ら 創業 し た 後 も 継続 し て 、 資 金 面 を は じ め と し た 支援 を 行い ます 。 
商工 指導 団体 や 産業 支援 機関 と 連携 し て 地域 経済 の 中 核 を 担う 人 材 を 育成 する た め の 施 策 を 展 
開 し ます 。 













































































































































































④ 企業 の ライ フス テー ジ に 対応 し た 切れ 目 の な い 金 融 支援 


























中 小 企業 者 の 経営 の 安定 及び 事業 の 成長 を 図る た め 、 制 度 融資 や 設備 貸与 等 の 各種 金融 支援 を 
行い ます 。 
県 内 経済 の 活性 化 に 資す る た め 、 支援 機関 等 で 構成 する 岩手 県 中 小 企業 支援 等 連絡 会 議 (いわ 


て 企業 支援 ネッ トワ ー ク ) の 活動 等 を 通じ て 、 参 加 機 関 相互 の 連携 体制 を 構築 し ます 。 
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⑤ 市 町 村 や 商店 街 を は じ め と する 多様 な 主体 の 連携 に に よる まち の に ぎわ い 創 出 
































地域 に 密着 し た 商業 ・ サ ービス 業者 等 の 持続 的 発展 を 図る た め 、 市 町 村 や 商工 指導 団体 と 連携 
し て 、 付 加 価 値 の 高い 商品 や サー ビス の 創出 、 生 産 性 の 向上 の 取組 を 促進 し ます 。 
市 町 村 、 商 工 指 導 団体 、 商 店 街 組織 等 が 連携 し 、 商 店 街 の に ぎわ い 創 出 や 魅力 創造 に 向け た 取 
組 を 促進 し ます 。 

消費 者 ニー ズ の 多様 化 へ 対応 する た め 、 キ ャ ッシュ レス 化 や シェ アリ ング ・ エ コノ ミー な どの 
仕組 み の 利 活用 を 促進 し ます 。 























































































































⑥ 建設 業 に お ける 労働 環境 の 整備 、 技 術 力 ・ 生 産 性 の 向上 、 経 営 基盤 の 強化 











社会 資本 の 整備 や 維持 管理 、 災 害 時 の 対応 を 担う 地域 の 建設 企業 に お ける 建設 技能 労働 者 の 確 
保 に 向け 、 建 設 業 の 魅力 の 発信 等 に 取り 組む ほか 、 和 建設 現場 に お ける 労働 環境 の 改善 に 向け た 意 
識 啓発 に 取り 組み 、 若 者 や 女性 等 が 働き や すい 労働 環境 の 整備 を 促進 し ます 。 

建設 現場 に お ける 生産 性 の 向上 に 向け 、 建 設 分 野 へ の 情報 通信 技術 (I CT) の 普及 ・ 拡 大 を 
図り ます 。 



























































催 





! 事業 引継 ぎ 支 援 セ ンタ ー : 後継 者 不在 な ど で 、 事 業 の 存続 に 悩み を 抱え る 中 小 企業 ・ 小 規模 事業 者 の 方 の 相談 に 対応 する た め の 機 関 。 
* いわ て 起業 家 サ ポー ティ ング ネッ トワ ー ク 会 議 : 県 内 の 起業 を 目指 す 者 に 対し 、 総 合 的 か つ 効 率 的 な 起業 文 援 を 行う こと を 目的 と し て 、 
創業 支援 を 行っ て いる 産業 文 援 機関 等 相互 の 情報 共有 を 図る と と も に 、 支 援 事業 の 連携 を 図る た め 、 県 が 平成 17 年 度 (2005 年 度 ) か ら 開 


































































































し て いる 連絡 会 議 。 
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基盤 の 強化 や 


% 公 
he 


業 の 





県 内 建設 








対策 と し て の いわ て 建 
欠 営 革新 の 新 事 3 
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の ほか 、 新 分 野 ・ 天 





反り 


工程 表 (4 年間 を 中 心 と し た 取組 ) 
2021 





組む 企業 に 対す る 支 


! 期 プラ ン に 基づき 、 地 域 の 建 
援 等 を 行 





E 業 の 経営 











Me 


2022 





2019 2020 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 





~2018 





① 


中 小 企業 者 が 行う 経営 力 の 強化 や 生産 


性 の 向上 、 新 た な 事業 活動 な どの 取組 の 






































































































































促進 

目標 

・ 経 営 革新 計画 承認 件 数 (件 ) 〔 累 計 ] 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
549 629 669 709 750 

現状 値 は 2017 年 の 値 

・ 商 工 指 導 団 体 に よる 指導 を 受け た 企業 ・ 組 合 数 
(企業 ・ 組 合 ) 〔 昧 計 ] 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
37,000 | 37,000 | 74, 000 | 111, 000 | 148, 000 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 


ら の 累計 


② 商工 指導 団体 や 金融 機関 な どの 支援 機 
関連 携 に よる 事業 承継 の 円 滑 化 に 向け た 


























































































































































































































取組 の 促進 
H 標 
・ 商 工 指導 団体 に よる 事業 承継 診断 を 受け た 企業 
数 (企業 ) 〔 累 計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
300 300 600 900 1, 200 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 
・ 事 業 承 継 の 支援 を 受け た 企業 数 (企業 ) [累計 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
807 800 1,600 | 2,400 | 3,200 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 
③ 若者 を は じ め と する 起業 者 や 後継 者 の 
育成 に よる 経営 人 材 の 確保 
標 
・ 商 工 指 導 団 体 に よる 創業 指導 回 数 (回 ) 〔 累 計 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
300 300 600 900 1, 200 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 





育成 資金 の 貸付 件 数 (件 ) 











業 家 








・ い わ て 起 








系 計 


2022 





2019 


2020 2021 





60 








現状 値 





90 


180 270 3 











9 名 








76 























昌 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 20 











現状 値 
ら の 泉 計 


は 2017 年 





産業 支援 機関 が 連携 し て 伴 】 

































































体制 強化 





革新 計画 」 の 策定 段階 か ら 目 標 連 
一 貫 し た 支援 


E 型 の 支援 を 行う た め の 

















業 引 継ぎ 支援 セン ター、 


























業 承 継 診 





か や 








商工 指導 団体 が 岩手 県 
金融 機関 待 と 連携 し て 実 






































施す る 事 
経営 者 と の 対話 ・ 相 談 の 支援 


[指導 団体 が 計画 の 策定 か ら フ フォロー アップ まで 
到 組 の 支援 及び 関係 機関 と の 


施す る 継続 的 な 』 
ネッ トワ ー ク に よる 相談 対応 等 の 支援 


産業 支援 機関 等 で 組織 する 「 い わ て 』 




















A“ 
rn 技 


ネッ トワ ー ク 


」 の 活動 等 を 


EE 








包 業 家 サ ポー ティ ング 
じ た 各 機関 に よる 支援 





核 を 担う 





後継 者 や 事業 活動 の 
人 材 育成 の た め の 施策 の 展 
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っ 8 es 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 

県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 <2018 2019 2020 2021 2022 
④ 企業 の ライ フス テー ジ に 対応 し た 切れ 

目 の な い 金 融 支援 

a 標 
"商工 観光 振興 資金 及び 中 小 企業 成長 応援 資金 
\ 付 件 数 (件 ) 【 累 計 ] 
状 値 | 2019 2020 2021 2022 事業 活動 に 応じ た 制度 融資 や 設備 貸与 等 の 
1.400 | 2,100 | 2,800 各種 金融 支援 の 実施 
単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 















































































































































制度 の 利用 実績 (件 ) [累計 ] 
2019 2020 2021 2022 手 県 中 小 企業 支援 等 連絡 会 議 (いわ て 企業 支援 
30 60 90 120 ネッ トワ ー ク ) の 活動 等 を 通じ た 支援 環境 の 整備 








































































































中 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 
ら の 累計 























⑤ 市 町 村 や 商店 街 を は じ め と する 多様 な 




































































主体 の 連携 に よる まち の に ぎわ い 創 出 付加 価値 の 高い 商品 や サー ビス の 創出 、 
上 標 a a 生産 性 の 向上 の 取組 の 支援 | 
・ 商 業 ・ サ ービス 業者 に 対す る 専門 家 利用 企業 数 

















(企業 ) 【 累 計 ] 





































































































現状 値 2019 2020 2021 2022 a 

民 状 人 商店 街 の に ぎわ い 創 出 や 魅力 創造 に 取り 組む た め の 
各種 助成 制度 の 活用 を 通じ た 支援 

現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 全 _ 














































































































ら の 累計 ー- - 
先行 的 な 取組 と し 
に ぎわ いや 魅力 づくり に つなが る 活動 に 取り 組 | | て の セミ ナー 開催 
む 商 店 街 の 割合 (%) に よる 意識 醸成 為 良 
| a 小 規 模 事 業者 等 へ 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 別 の 横風 3 | 
42.6 63.0 | 67.0 | 71.0 | 75.0 開 、 加 の 全 県 的 な 取組 有 
現状 = - - - 県 内 各地 域 で の 普 時 開 
現状 値 は 2015 年 の 値 > 東 
i 隊 
こよ る 導入 促進 















































⑥ 建設 業 に お ける 労働 環境 の 整備 、 技 術 
力 ・ 生産 性 の 向上 、 経 営 基盤 の 強化 

上 標 

・ 若 者 、 HH 経営 力 強 化 を 目的 と す 
る 講習 会 の 受講 者 数 (人 ) 〔 累 計 ]【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 本 議 a EE 
962 1000 | 2.000 | 3.000 | 4.000 建設 業 の 担い 手 確保 、 婦 設 企 業 の を 


現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
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謀 
EN 
Rk 
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ト 2 

























































































































































































ら の 累計 

・1 CT を 活用 し た 県 営 建設 工事 の 実施 件 数 
(件 ) 〔 累 計 ] 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 I C 華 活用 工事 の 発注 、1 C 華 現場 見 学会 ・ 技 術 講習 会 の 開催 了 シ 
14 28 35 42 50 

現状 値 は 2017 年 の 値 


























・ 経 営 支援 セン ター の 助言 等 に よる 新 事 業 立ち 上 







































































げ 企 業 数 ( 社 ) 〔 累 計 ] 建設 企業 の 経営 基盤 強化 、 経 営 革 新 、 | 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 新 事 業 ・ 新 分 野 へ の 取組 を 支援 

120 126 129 132 135 
現状 値 は 2017 年 の 値 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 











・ 新 事業 展開 や 経営 革新 へ の 取組 
・ 計 画 的 な 事業 承継 の 実施 

・ 働 きやすい 環境 の 整備 
・ 商 店 街 の に ぎわ い 創 出 や 魅力 創造 に 向け た 取組 

(商工 指導 団体 、 産 業 支 援 機関 等 ) 
・ 中 小 企業 者 の 経営 力 強 化 や 円 滑 な 事業 承継 な ど へ の 伴走 型 支援 
・ 国 、 県 等 と の 更 な る 連携 に よる 取組 

(金融 機関 、 信 用 保証 協会 ) 
・ 県 、 市 町 村 、 商 工 指 導 団 体 等 と 連携 し た 融資 、 信 用 保証 、 経 営 指導 等 
・ 商 店 街 や 中 小 企 業者 の 経営 力 向上 等 を 図る た め の 取 組 へ の 支援 
(市 町 村 ) 
j 町 村 の 特色 ある 産業 の 振興 
| ・ 地 域 の 商店 街 の 振興 
| ・ 起 業 ・ 創 業 支援 や 設備 投資 支援 
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VI 仕事 ・ 収 入 


- 二 33 国際 競争 力 が 高く 、 地域 の 産業 ・ 雇 用 に 好 循 環 を 
画 。 も た ら す も の づく り 産 業 を 盛ん に し ます 


(基本 方 向 ) 
国際 競争 力 が 高く 、 地 域 の 産業 ・ 雇 用 に 好 循 環 を も た ら す も の づく り 産 業 の 振興 に 向け 、 も の づ 
くり の グロ ー バ ル 拠 点 化 を 目指 し た 取組 や 、 中 核 的 企業 と 地場 企業 と の マッ チン グ 強 化 等 に よる 地 
域 ク ラス ター' の 拡大 、 企 業 間 ・ 産 学 官 連携 を 通じ た 関連 技術 の 開発 な ど に よる 医療 機器 や 航空 宇宙 、 
国際 リニア コラ イダ ー (I LC うな ど に 関連 する 新 産業 の 創出 、「 も の づく り 草 新 」 技 術 の 導入 、 県 
北 ・ 治 岸 地域 を 含む 全 県 へ の 波及 効果 が 期待 され る 企業 誘致 な どの 取組 を 推進 し ます 。 

また 、 も の づく り 産 業 の 裾野 拡大 な ど に よる 産業 人 材 の 定着 を 促進 し ます 。 





























現状 と 課題 

本 県 の 製造 品 出荷 額 は 順調 に 推移 し 、 も の づく り 産 業 が 県 内 の 製造 業 を けん 引 し て お り 、 自 動 
車 や 半導体 関連 産業 を 中 心 と し た 産業 集積 が 進ん で いま す 。 

また 、 こ うし た 産業 集積 の 基盤 を 生か し な が ら 、 企 業 間 ・ 産 学 官 連 携 を 進め 、 新 産業 の 創出 に 
つなげ て いく こと が 必要 で す 。 
県 内 の 製造 業 は 雇用 吸収 力 が 高い も の の 、 全 国 と 比較 し 、 労 働 生 産 性 が 低い 状況 に あり ます 。 
また 、 自 動 運 転 を は じ め と する 新 技術 へ の 対応 に 向け 、 県 内 企業 の 第 4 次 産業 革命 * へ の 対応 や 、 
多様 な も の づく り の 風土 の 醸成 を 進め て いく こと が 必要 で す 。 
自動 車 や 半導体 関連 産業 を 中 心 と し た 産業 集積 を 背景 に 、 企 業 の 新規 立地 ・ 増 設 に 当たり 、 産 
業 立地 基盤 や 住 環境 の 更 な る 整備 、 人 材 確 保 な ど が 求め られ て いま す 。 






























































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 産業 の 一 層 の 集積 と 高度 化 を 通じ た 、 も の づく り の グロ ー バ ル 拠 点 化 の 推進 
自動 車 関連 産業 に つい て は 、 展 示 商 談 会 の 開催 、 設 備 投資 支援 、 次 世代 モビ リティ * の 研究 開発 ・ 
事業 化 支援 等 を 通し て 、 県 内 に お ける 一 層 の 産業 集積 を 図る と と も に 、 岩 手 の 優れ た クル マ づ く 
り 技術 の グロ ー バ ル 展 開 を 促進 し 、 地 場 企業 の 更 な る 業容 拡大 ・ 技 術 力 向上 を 目指 し ます 。 
半導体 関連 産業 に つい て は 、 地 場 企業 の 技術 力 向上 等 を 支援 し 、 大 手 誘致 企業 を は じ め と する 
関連 企業 と の 協業 ・ 取 引 拡大 に つなが る 取組 を 推進 する と と も に 、 企 業 と 大 学 と の 新 技術 開発 に 
向け た 支援 を 強化 する 等 、 世 界 的 に 拡大 し て いる 半導体 市 場 を 的 確 に 捉え た 取組 を 推進 し 、 中 核 
産業 と し て の 成長 力 を 高め ます 。 




































































1 クラ スタ ー : 英語 で 「 房 」「 集 団 」「 群 れ 」 の こと 。 こ こ で は 、 さ ま ざ ま な 企業 群 や 支援 機関 等 の 連携 ・ 協 業 が 活発 化し 、 生 産 拡大 や 付加 
価値 の 創造 が 進む 状態 を 指す 。 
2 TLC:International Linear Collider (国際 リニア コラ イダ ー) の 略 。 全 長 20 て 50km の 地下 トン ネル に 建設 され る 、 電 子 と 陽電子 を 
加速 、 衝 突 さ せ 質 量 の 起源 や 時 空 構造 、 宇 宙 誕 生 の 恋 の 解明 を 目指 す 大 規模 施設 。 

3 第 4 次 産業 革命 : 人 工 知能 (AI) や I o 芽 、 ロ ボッ ト な どの 1 芽 技 術 に よっ て 、 製 造 業 を 中 心 に 産業 構造 を 大 きく 転換 し よう と する 動 









































































































































き 。 
* モビ リティ : 自動 車 や 公共 交通 な どの 文脈 で 、 人 の 移動 手段 、 乗 り 物 、 交 通 (シス テム ) な どの 意味 。 
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本 県 の も の づく り 産 業 を けん 引 す る 自 
資す る 企業 の 誘致 に 

























































































































































































取り 組み ます 。 
































動車 

































































・ 半 導体 関連 産業 の 











































































































更 な る 高度 化 ・ 高 付加 価値 化 に 



































② 地域 経済 に 好 循 環 を も た ら す 地域 クラ スタ ー の 拡大 促進 
・ 地場 企業 の 技術 高度 化 や 新 技術 開発 等 の 取組 を 支援 し 、 国 内 外 に 一 定 の シェ ア を 持つ 県 内 各地 
の 中 核 的 企業 と 地場 企業 群 と の サプライ チェ ー ン "の 構築 に つなげ 、 さらに は 、 形成 し た 地域 クラ 
スタ ー の 拡大 を 促進 し ます 。 
クラ スタ ー 相 互 の 技術 ・ 人 材 ・ 情 報 の 交流 や 事業 連携 等 を 促進 する こと に より 、 新 技術 ・ 新 事 
業 の 連鎖 的 創出 等 を 推進 し 、 持 続 的 な 地域 経済 の 発展 を 目指 し ます 。 
③ 企業 間 ・ 産 学 官 連携 を 通じ た 関連 技術 の 開発 な と に よる 新店 業 の 前 出 
医療 機器 、 ロ ボッ ト な どの 新た な 産業 分 野 へ の 県 内 企業 の 参入 を 促進 する た め 、 企 業 間 連 携 や 
産学 官 連携 に よる 関連 技術 開発 、 販 路 開拓 等 の 取組 を 支援 し ます 。 
航空 機 、 加 速 器 関連 な どの 将来 成長 が 見 込め る 有望 な 産業 に つい て は 、 産 業 文 援 機関 等 と 連携 
し 、 情 報 収 集 や 地場 企業 の ニー ズ 把 提 等 を 進め て いき ます 。 
④ 企業 の 生産 性 や 付加 価値 の 向上 に 向け た 「 も の づく り 革 新 」 へ の 対応 
企業 の 生産 性 や 付加 価値 の 向上 に 向け て 、 生 産 現場 に お ける カイ ゼン 9、3 S7?、 カ ラク リ 9 等 の 
取組 を 支援 し ます 。 
三次 元 デ ジタル 技術 に 加え 、 1 oT9 や ロボ ッ ト の 活用 な ど 、 第 4 次 産業 革命 へ の 県 内 企業 の 
対応 を 促進 する た め 、 関 連 技術 の 導入 、 設 計 ・ 開 発 、 試 作 ・ 評 価 、 共 同 研究 開発 な ど 、 試 験 研究 
機関 等 に お ける 各種 支援 機能 を 強化 し ます 。 
⑤ 企業 誘致 等 に よる 地域 産業 の 拠点 化 ・ 高 度 化 の 推進 
企業 間 連 携 な ど を 通じ て 既 立地 企業 の 業容 拡大 を 支援 する と と も に 、 特 に 地域 の 産業 経済 の 中 
核 と な る 企業 に つい て は 、 研 究 開発 や 情報 処理 部 門 を は じ め と する 本 社 機能 や 関連 企業 の 移転 ・ 
拡充 の 促進 に より 、 県 内 に お ける 一 貫 生 産 体 制 の 構築 と 地域 中 核 企 業 の 一 層 の 拠点 化 を 進め ます 。 
県 北 ・ 治 岸 地 域 に お いて は 、 多 様 な 就業 の 場 を 確保 する た め の 新 規 誘致 や 既 立 地 企 業 の 業容 拡 
大 に 加え 、 地 域 全 体 の 産業 競争 力 の 強化 の た め 、 地 場 企業 を 含め た 生産 性 ・ 技 術 力 の 向上 や 人 工 
知能 (AI)・ 








企業 立地 等 の 受け 」 














進め ます 。 
⑥ 多様 な も の づく り の 風土 の 醸成 

















I o 芽 な どの 導入 を 支援 し な が ら 、 地 域 産業 の 高度 化 ( 
1 と な る 産業 立 ] 







































































こ 取 り 組 み ま す 。 








季 基盤 や 、 働 く 人 々 の 受入 環境 の 整備 







































































自 を 市 町 村 等 と 連携 し て 


個人 が デジ タル 工作 機器 等 に 触れ る こと が で きる 「 フ ァ ブ テラ ス い わ て パ 1」 の 利用 拡大 等 
も の づく り が 身近 に な る こと で 、 独 創 的 な アイ ディ ア を 製品 開発 や 起業 に 結び 付け 本 よう 
様 な も の づく り 風 土 の 醸 成 を 図り ます 。 
5 サプライ チェ ー ン : 製品 供給 に 至る 一 連 の 流れ (原材料 ・ 部 品 の 調達 か ら 、 製 造 、 販 売 、 配 送 ま で ) 、 又 は それ ら に 関わ る 企業 群 。 
5 カイ ゼン : 作業 効率 向上 や 安全 性 確保 など を 目的 に 、 主 に 製造 業 の 生産 現場 で 行わ れる 問題 解決 の 取組 。 
7 3 S : 整理 ・ 整 頓 ・ 清 掃 の 頭 文字 の S を と っ た も の 。 製造 現 場 の 環境 整備 や 作業 効率 向上 の た め の 実 践 活動 。 
3 カラ クリ : カイ ゼン 活動 の うち 、 自 然 の 動力 等 を 活用 し 、 多 額 の コス ト を か けず に 問題 解決 を 行う 取組 。 
3 ToT : Internet of Things (モノ の イン ター ネッ ト ) の 了 略 。 様々 な 「 モ ノ ( 物 )」 が イン ター ネッ ト に 接続 され 、 情 報 交換 する こと に より 
相互 に 制御 する 仕組 み 。 








0 ファブ テラ ス い わ て : レー ザー 加工 機 、3D プリ ンタ 、 デ ジタル 刺し ゅ う ミ シン を 使っ た も の づく り を 
ー に 開設 。 


た 





年 ) 3 月 に いわ て 県 





民 情報 交流 セン タ 
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体験 で きる スペ ー ス 。 平 成 30 人 


E(2018 








工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 





~2018 


2019 2020 2021 2022 





① 産業 の 一 層 の 集積 と 高度 化 を 通じ た 、 





も の づく り の グロ ー バ ル 拠 点 化 の 推進 


技術 商談 会 等 の 開催 に よる 参入 ・ 取 引 拡大 の 支援 


























































































































































































































目標 
衣 OO 研究 開発 、 設 備 投資 、 人 材 開 発 へ の 支援 
(県 計 ) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 - 
36 35 70 105 140 専門 アド バイ ザー に よる 改善 指導 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
0 e」 次 世代 自動車 研究 開発 へ の 支援 
・ 地 場 企業 の 半導体 関連 取引 成約 件 数 (件 ) 
(県 計 ) 取引 あっ せん 、 マ ッ チ ング 交流 会 な ど 取 引 拡大 の 支援 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
48 30 60 90 120 KI 
更 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か ーー パー ーー 





























ら の 系 計 


② 地域 経済 に 好 循環 を も た ら す 地域 クラ 
スタ ー の 拡大 促進 


標 




















ー に 新規 に 参加 する 地場 企業 数 ( 社 





2019 2020 2021 2022 
4 8 12 16 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 
ら の 累計 
























































・ ク ラス ター 参入 企業 に お ける 新規 取引 件 数 (件 ) 
[累計 ] 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
4 5 10 15 20 

現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 
























































③ 企業 間 ・ 産 学 官 連携 を 通じ た 関連 技術 
の 開発 な ど に よる 新 産業 の 創出 

・ 医療 機器 関連 取引 成約 件 数 折 ) [累計 ] 

2019 | 2020 | 2021 | 2022 

8 16 24 32 


状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 20194 

























































































・ 医 療 関 連 機器 等 の 新 製品 開発 件 数 (件 ) 
[累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

1 2 4 6 8 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 




































































官 連携 に よる ロボ ポッ ト 開 発 件 数 (人 











2019 2020 2021 2022 
2 3 4 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 
ら の 累計 



























































サプライ チェ ー ン の 構築 ・ 拡 大 支援 











地場 企業 の 技術 高度 化 支援 等 の 実施 
































医療 機器 関連 製品 等 の 開発 支援 、 医 工 連携 の 推進 





























ボッ ト 開 発 支援 


| 














航空 機 、 加 速 器 関連 分 野 へ の も の づく り 企 業 の 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 




























































































































































































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 






































































































































































































































こ 2018 2019 2020 2021 2022 
④ 企業 の 生産 性 や 付加 価値 の 向上 に 向け 
た 「 も の づく り 革 新 」 へ の 対応 - ーー 還 
H 標 生産 性 ・ 付 加 価値 向上 に 向け た 全 県 的 な 取組 の 推進 
・ も の づく り 関 連 分 野 (輸送 用 機械 、 半 導 
装置 、 電 子 部 品 ・ デ バイ ス 等 ) の 付加 価 
( 百 万 円 ) 5 本 8 
ーー 工業 技術 シン ター 等 に お ける も の づく り 
工業 技術 || @] 革新 技術 に 関わ る 総合 的 支援 体制 の 構築 を 
385, 425 | 397, 074 | 403, 031 09, 076 | 415, 212 ン ィ 
現状 値 は 2016 年 の 値 て おり lp] も の づく り 曹 新 技術 の 普及 ・ 族 発し ぁ 
夫 功 労 者 賞 受賞 者 数 (人 ) 〔 累 計 ) yl デジ タル 人 材 の 育成 支 拉 8 
状 値 2019 2020 2021 2022 
40 80 120 160 2 Se 
は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か | | 化 @」 NM ト を 
ら の 累計 4 
⑤ 企業 誘致 等 に よる 地域 産業 の 拠点 化 ・ 
5 既 立 地 企業 の フォ ロー アッ プ に よる 業容 拡大 の 支援 に 
・ 新規 立地 ・ 増 設 件 数 (件 ) (県 ョ 
| 200 | 2050 | 20m ーー 地域 の 中 核 企業 の 拠点 化 に 向け た 支援 に 
29 25 50 75 100 ーー | 
| トー ミー 地方 拠点 強化 税制 の 活用 に よる 
の 提 計っ 本能 等 移転 拡充 の 促進 | 











北 ・ 沿 岸 地域 に お ける 新規 立地 ・ 増 設 件 数 

E) 【〔 黒 計 ] (上 記 指 標 の 内 数 ) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
6 5 10 15 20 

現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 

ら の 累計 


























































































































企業 ネッ トワ ー ク の 開催 に よる 新規 折衝 企業 の 掘り 起こ し ゅ 














関係 機関 と の 連携 に よ 





る 新規 立地 企業 へ の 折衝 ョ コス 





























生産 性 ・ 技 術 力 の 向上 等 の 支援 > 











⑥ 多様 な も の づく り の 風土 の 醸成 

標 

・ フ ァ ブ テラ ス い わ て の 利用 者 数 (人 ) 〔 素 計 ]〕 
現状 値 2019 2020 2021 2022 



































a 960 1.920 | 2,880 | 3,840 
H 標 値 は 2019 年 か ら の 墨 計 















































多様 な も の づく り 風 ] 

















上 醸成 に 向け た 取組 推進 | 
































ファ ブ テ ラ ス い わ て 


を 中 核 と 





し た 


県 内 各地 域 と の 


生玉 ドー 


づく り 





(地域 拠点 











2 成 ) 





ファ ブ テ ラ ス い わ て と 県 内 
の 地域 拠点 が 連携 し た メイ 
カー 人 材 の 育成 と メイ カー 

ムー ブ メ ント の 推進 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 








・ 技 術 力 や 生産 性 の 向上 

・ 取 引 拡大 

・ 産 学 官 金 ネ ットワーク の 参画 

・ 人 材 の 育成 ・ 定 着 
(教育 機関 ・ 産 業 支援 機関 等) 

・ 技 術 力 、 経 営 力 の 向上 支援 

技術 開発 ・ 取 引 拡大 支援 

・ 産 学 官 金 ネ ットワーク の 構築 ・ 参 

・ 産 学 官 連携 に よる 人 材 育 成 

(市 町 村 ) 

・ 地 域内 の 産業 振興 施策 の 企画 ・ 

・ 企 業 誘致 

・ 産 学 官 金 ネ ットワーク の 構築 ・ 参 画 

| ・ 県 等 と 連携 し た 産業 立地 基盤 の 整備 や 住 環 境 の 整備 

| ・ 県 及び 関係 機関 と 連携 し た 人 材 育 成 ・ 定 着 支援 
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VI 仕事 ・ 収 入 





回 
上 34 地域 資源 を 生か し た 魅力 ある 産業 を 盛ん に し ます 


(基本 方 向 ) 

食 産 業 や 、 伝 統 工 芸 、 漆 、 ア パレ ル な どの 地場 産業 が 、 環 境 変化 に 対応 し 、 付 加 価値 の 高い 、 働 
き が い の あ る 産業 と し て 持続 的 に 成長 し て いく た め 、 事 業者 の 新 商品 開発 な ど 、 経 営 力 ・ 生 産 性 の 
向上 に 向け た 取組 を 促進 し ます 。 

また 、「 食 」 や 「 伝 統 的 工芸 品 」 を は じ め 特 色 あ る 県 産品 の 販路 を 拡大 する た め 、 県 内 外 で の P 
R や アン テ ナ シ ョ ッ プ で の 販売 、 物 産 展 ・ 商 談 会 等 の 開催 に 取り 組み ます 。 

さら に 、 意 欲 あ る 県 内 事業 者 の 海外 展開 を 進め る た め 、 そ の 多様 な ニー ズ に 応え 、 事 業 パ バー トナ 
ーー 等 と の 関係 を 強化 し な が ら 、 商 談 会 、 フ ェ ア 及 び 見 本 市 へ の 出展 な どの 取組 を 促進 し ます 。 








ln 
























































現状 と 課題 

平成 28 年 (2016 年 ) 食料 品 製造 出荷 額 (3, 660 億 円 ) は 、 輸 送 用 機械 器具 製造 に 次 いで 第 2 位 
出荷 額 総 額 2 兆 3, 717 億 円 の 15. 4%) で あり 、 食 産業 は 本 県 の 基幹 産業 の 一 つと し て 、 地 域 経 
済 の けん 引 役 を 担っ て いま す 。 

食 産業 や 、 伝 統 工芸 、 深 、 ア パレ ル な どの 地場 産業 は 、 本 県 の 歴史 ・ 文 化 や 豊か な 資源 、 高 度 
な 技術 等 に 支え られ て きた 「 岩 手 な ら で は の 産業 」 で あり 、 近 年 、 国 内 外 で 改め て 評価 され て い 
る 一 方 、 認 知 度 の 向上 継続 的 な 販路 拡大 が 必要 で す 。 

ライ フス タイ ル の 変化 等 に より 「 工 芸 品 」 の 国内 需要 が 大 幅 に 減退 し て お り 、 売 上 が 低迷 し て 









































の で 

















いま す 。 
急速 な 人 口 減少 及び 少子 高齢 化 に 伴う 、 地 域 経済 の 縮小 や 雇用 ・ 労 働 力 の 確保 が 課題 と な っ て 
いま す 。 





少子 ・ 高 齢 化 に よる 国内 市 場 の 縮小 、 グ ロー バル 経済 の 進展 等 を 背景 に 、 県 内 事業 者 の 海外 展 
開 意 欲 が 高まっ て き て お り 、 積 極 的 に 海外 市 場 に 挑ん で いく こと が ます ます 重要 と な っ て いま す 。 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 食 産業 の 新た な 事業 活動 の 取組 や 販路 開拓 へ の 支援 

本 県 の 食 産業 振興 の 協 働 体制 で も る 「FCP1 岩 手 ブ ラン チ 」 な どの 活動 を 通し て 、 農 商工 連 
携 や 事業 者 間 連 携 を 促進 し ます 。 

岩手 県 産業 創造 アド バイ ザー 等 の 専門 家 に よる 助言 ・ 指 導 を は じ め 、 県 内 外 で の 食 の 商談 会 
大 手 量 販 店 で の フェ ア 開 催 な ど を 通じ て 、 消費 者 ニー ズ を 意識 し た 売れ る 商品 づく りか ら 販 路 開 
拓 ま で 総合 的 な 支援 を 行い ます 。 

本 県 の 食 と いう 生活 の 豊か さ を オ ー ル いわ て で 共有 する 取組 を 推進 し 、 県 内 外 へ の 食 の 情報 発 
信 に 取り 組み ます 。 































































































+ FCP (フー ド ・ コ ミュ ニケ ーション ・ プ ロジ ェクト ) : 農林 水産 省 が 提唱 し て いる も の で 、 食 品 事業 者 が 主体 的 に 行 う 「 食 の 安全 ・ 安 
心 」 の 活動 を “見 える 化 "” する こと に より 、 食 に 対す る 消費 者 の 信頼 向上 や 、 企 業 業 績 の 向上 に つなげ よう と する 取組 。 


166 























② 水産 加工 業 の 商品 力 向上 や 販路 開拓 、 生 産 性 向上 へ の 支援 















































治 岸 地域 の 主要 産業 で ある 水産 加工 業 が 抱え る 原材料 の 調達 や 労働 力 の 確保 と いっ た 課題 に 対 
応 す る た め 、 関 係 機関 と 連携 し な が ら 相 談 会 等 に よる 商品 開発 、 商 談 会 や フェ ア 等 に よる 販路 開拓 、 
カイ ゼン に よる 生産 性 向上 及び 人 材 育成 な ど に 、 き め 細 か に 取り 組み ます 。 

③ 伝統 工芸 産業 、 漆 産業 、 アパ レル 産業 の 経営 向上 へ の 支援 
伝統 工芸 産業 の 更 な る 振興 に 向け て 、 2019 年 に 本 県 で 開催 され る 「 伝 統 的 工芸 品 月 間 国 民 会 議 



































で 慰 





会 」 を 好機 と 捉え 、 ラ イフ スタ イル の 変化 を 見 損 
RN Hi 
本 県 の 漆 文化 ・ Ni 
Ne eA 
ee HN 



































次 史 

























































































































































































、 国 内 随 一 の 漆 関 連 産業 の 拠点 形成 に 






























































縫製 技術 の レベ ル ア ッ プ や 新た な 販路 の 開拓 等 を 





叶え た 新 商品 開発 や 、 展 示 販 売 会 等 を 通じ 











し まず す 。 
に 、 深 の 生産 拡大 を は じ め 、 漆 播き か ら 漆 
取り 組み ます 。 










































































































































































































































































































































































援 す る と と も に 、 国内 主要 アパ レル 産地 と し て の 認知 度 の 向上 に より 担い 手 の 確保 を 支援 し ます 。 
④ 県 産品 の 販路 の 拡大 へ の 支援 
アン テ ナ シ ョ ッ プ (東京 、 大 阪 、 福 岡 ) を は じ め 、 首 都 閣 等 に お ける 物産 展 や 展示 販売 会 、 復 興 
支援 の つなが りか ら 生 まれ た 催事 等 の 販売 機会 の 確保 に 努め 、 消費 者 ニー ズ の 把握 や 効果 的 な 情報 
発信 に より 販路 の 拡大 を 図り ます 。 
⑤ 県 内 事業 者 の 海外 展開 へ の 支援 
各 支 援 機関 や 海外 事務 所 と 連携 し な が ら 、 戦 略 策定 、 商 談 、 質 易 実 務 等 へ の 一 貫 し た 支援 や 、 
専門 家 に よる 個別 相談 、 セ ミナ ー 等 の 開催 な ど に より 、 世 界 の 市 場 に 挑む 県 内 事業 者 を 支援 し ま 
す 。 
県 内 事業 者 の 海外 展開 の 意欲 を 更に 高め な が ら 、 国 内 外 の 商談 会 ・ 展 示 会 へ の 出展 、 バ イヤ ー 
有 身 等 に 貞 り 、 県 産品 の 輸出 拡大 を 図 り ます 。 
これ まで 構築 し た 国内 外 の 商社 等 ビジ ネス パー トナ ー と の ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 取 引 を 継 
続 ・ 拡 大 する と と も に 、 現 地 ニ ー ズ に 対応 し た 商品 開発 等 を 促進 し ます 。 
3 誠 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 時 体 的 な 推進 方 策 と 2018 2019 2020 2021 2022 
① 食 産 業 の 新た な 事業 活動 の 取組 や 販路 
開拓 へ の 支援 a 
重 ・「FCP 岩手 ブ 
1 に ラン チ 」 参 画 
・ 国 内 の 食 の 商談 会 等 出展 者 数 (者 ) 〔 累 計 ] 者 の 拡大 や 事 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 業 活動 の 見 え 
524 500 |iLoolrLsolzooll 誌 ・「FCP 岩手 プラ ンチ 」 等 の 活動 を 通じ た 農 商 
日 ーー < = 9 工 連携 ・ 事 業者 間 連 携 の 促進 
よ mi 雄 ヽ 計 値 は 年 か ・ 風 手 県 産業 4 
| | ・ 導 上 産業 創造 アド パイ ザー 等 の 専門 家 の 
ザー に よる まま 一 | 指導 ・ 助 言 に よる 商品 開発 支援 > 
業者 等 の 支援 i ゃ の 、 和子 旦 - ビ さ 
・ 国 内 の 食 の 商談 会 有望 取引 件 数 (件 ) [累計 ] MM 時 NP RE 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | || 供 等 に ょ る 人 Ao 人 2 
595 s00 1000 | 1500 | 2000 II ・ イ ベン ト 実 施 等 に よる 食 の 情報 発信 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か | | 販 店 で の フェ 
ら の 累計 ア 開 催 に よる 
販路 開拓 支援 
いわ て 希望 応援 ファ ンド 等 に よる 支援 と 
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工程 表 (4 年間 を 中 心 と し た 取組 ) 
\ 取 し 目 ya 
果 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 集 <2018 | 2019 2020 2021 2022 
② 水産 加工 業 の 商品 力 向上 や 販路 開拓 、 
生産 性 向上 へ の 支援 
目標 ・「FCP 岩手 ブ 
・ 商 品 開発 等 の 支援 を 受け た 水産 加工 業者 件 数 | | 2 ンカ 
(件 ) 【 累 計 ] 業 活動 の 見 え 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 る 化 シー ト の ・「FCP 岩手 ブラ ンチ 」 等 の 活動 を 通 
35 40 80 120 160 3 上 商工 連携 ・ 事 業者 間 連 携 の 促進 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 人 ドバイ ・ 岩 手 の ドバイ ザー 等 の 専門 家 
ら の 昧 計 ザー に よる 事 ヒー の 指導 ・ 助 言 に よる 商品 開発 支援 > 
ts ・ 県 内 外 で の 商談 会 や 大 手 量販 店 フェ ア で 
・ 国 内 の 食 の 商談 会 等 出展 者 (水産 加工 業 ) 数 (者 ) | | 地 千 に ょ る 人 の 販路 開拓 支援 
【 昧 計 ] 材 育 成 ・ イ ベン ト 実 施 等 に よる 食 の 情報 発信 
F 日 [に 上 商談 会 さや 量 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 で の = 
99 105 210 315 420 ア 開 催 に よ 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か | | 販路 Mh 
ら の 累計 
・ 専 門 家 を 
活用 し た 総 、 時 
oe 関係 機関 と 連携 し た 商品 開発 及び | _ 
きま 販路 開拓 支援 
イ ギ ン 導 生産 性 支 接 
衝 ah の カイ ゼン 導入 に よる 生産 性 向上 支援 
生産 性 向上 
いわ て 希望 応援 ファ ンド 等 に よる 支援 一 
③ 伝統 工芸 産業 、 漆 産業 、 ア パレ ル 産 業 | 一 第 36 
ロー ・ 事 連 
SS 携 等 に よる 作 統 的 工 
氷 新 商品 開発 芸 品 月 間 旧 全国 大 会 を 契機 と し た 伝統 工 
・ 岩 手 県 が 実施 する 物産 展 ・ 展 示 販売 会 等 へ の 伝 革 支援 。 | 男 民 会 識 本 1 
統 工芸 産業 事業 者 の 出展 者 数 (延べ ) (者 ) ・ 首 都 園 店 で || | 全国 大 会 
現状 値 | 2019 2021 | 2022 TT の 岩手 県 
161 210 230 | 240 光大 の 支援 || | 開催 
状 値 は 2017 年 の 値 ・ 技 能 習 得 及 
び 技 術 研 氏 専門 家 に よる 個別 訪問 指導 、 新 商品 開発 や 
展示 販売 会 等 で の 漆 華 の た め の 研 上 攻 開 拓 な ど 事 業者 の 経営 力 向上 の 支援 
修 の 実施 
2021 | 2022 
580 640 ・「 い わ て の L 「 い わ て の 深 振 興 実 務 者 連携 会 議 」 の 開催 Ly 
現状 値 は 2017 有 漆 振 興 実務 
者 連携 会 議 」 
を 設置 な ど 
上 パ 談 会 K 糸 生 洗 ト 告 > 夫 を < \ \ —. 、 
ィ ン 会 (件 ) [系 計 ] - 林 人 稚 を 漆 文化 や 漆器 の 魅力 を 発信 する イベ ント の 開 「 邊 
汰 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | | | 発信 する 陸 || | 催 、 漆 関連 産業 の 認知 度 向上 に 向け た 情報 発信 
4 10 20 30 40 8 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 20194 漆器 の 販路 
皿 き 開拓 の た め = 
ら の 累計 ME 深 の 生産 拡大 や 新 技術 を 用 いて 生 漆 の 採取 等 
会 の 開催 に 取り 組む 事業 者 等 に 対す る 支援 
・ ア バレル 
産業 の 認知 | ユー アパ レル 産業 の 認知 度 向上 に 向け た ト に 
度 向上 に 店 イベ ント の 開催 等 
けた イベ ン 
の 開催 
・ 文化 学園 ] - 
と 連携 し た 文化 学園 と 連携 し た 事業 者 の 経営 ・ 技 術 指導 
届 別 技 民 | 及び 相互 交流 研修 事業 の 実施 al 
旭 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


































































































































































































































































































自 人 が Hy し 4 : 具 記 推 * 
時 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 集 ~2018 2019 2020 2021 2022 
④ 県 産品 の 販路 の 拡大 へ の 支援 
日 標 
・ ア ン テ ナ ショ ッ プ (東京 ) の 新規 成約 件 数 (人 
[累計 ] ・ ア ン テ アン テ ナ シ ョ ッ プ で の 県 産品 の 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ナシ ョ ッ 中 情報 発信 と 販売 促進 Wl 
26 25 50 75 100 プ ( 東 
F 目 た 年 単 年 室 開 曲 名 トト ・ 福 岡 ) 
ii 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 a op | 物産 民 等 の 開催 | 1 
ut 周年 記念 県 単独 物産 展 の 新規 開拓 
・ ア ン テ ナ ショ ッ プ (東京 、 大 阪 、 福岡 ) に お け | | て 瑞 画 地 
る 県 産品 販売 額 ( 百 万 円 ) 区 で の 県 商談 会 等 の 開催 に よる 販路 開拓 支援 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 単独 物産 | | 出展 事業 者 に 対す る フォ ロー 活動 「 千 
631 690 690 690 690 展 の 開催 
現状 値 は 2017 年 の 値 














⑤ 県 内 事業 者 の 海外 展開 へ の 支援 














前 出 額 (加工 食品 ・ 工 芸 品 ) ( 百 
















































































































































































































































































2019 2020 2021 
880 960 , 対象 地域 を 東 ア ジア か ら 世 界 に 拡大 | 
現状 値 は 2017 年 の 1 
・ 海 外商 談 会 等 に お ける 出展 企業 数 (者 ) 【〔 累 計 海外 事務 所 及び 支援 機関 と の 連携 に よる 県 内 事業 者 の bp 
現状 値 | 2019 | 202 2021 | 2022 海外 ビジ ネス 展開 支援 
54 60 120 180 240 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 海外 商談 会 や 見 本 市 へ の 出展 、 し と 
ら の 累計 バイ ヤー 招 聴 の 実施 に よる 輸出 拡大 
・ 海 外商 談 会 等 に お ける 商談 成約 等 件 数 (件 ) 国内 外 の ビジ ネス パー トナ ー と の ネッ トワ ー ク を 活用 し た | 。 
an 販路 拡大 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

















13 30 90 120 
現状 値 は 2017 年 単 績 値 、 目 標 値 は 20194 
ら の 果 計 
























































・ 消 費 者 ニー ズ を 捉え た 新 商品 や 新 サ ービス の 開発 、 販 路 の 開拓 
・FCP の 協 働 の 取組 へ の 積極 的 な 参画 
・ 新 た な 担い 手 の 確保 ・ 育 成 

カイ ゼン 等 生産 性 向上 の 取組 
・ 他 の 生産 者 、 事 業者 と の 連携 
・ 海 外 市 場 進 出 へ の 積極 的 対応 
・ 罰 易 ノウ ハウ の 習得 ・ 実 貴 
・ 海 外向 け 製 品 の 研究 ・ 開 発 
(産業 支援 機関 等) 
・ 商 品 開発 、 加 工 技術 開発 、 販 路 開 拓 等 の 支援 
・FCP の 協 働 の 取組 へ の 積極 的 な 参画 
| ・ セ ミ ブ ナー 等 に よる 人 材 育成 
| ・ 専 門 家 の 派遣 等 に よる デザ イン 開発 、 新 商品 開発 、 経 営 力 向上 等 に 関す る 支援 
| 雲南 事務 所 の 運営 及び 企業 支援 

































































































































































・ 缶 易 相 談 へ の 対応 、 質 易 情 報 の 提供 な ど 
・ 海 外 と の 学術 ・ 技 術 交流 
(いわ て 海外 展開 支援 コン ソー シア ム ) 
・ 支 援 機 関 相互 の 情報 共有 
・ 海 外 展 開 支 援 施 策 の 調整 、PR、 あ っ せん 

・ 海 外 展開 支援 施策 の 協 働 実施 

(市 町 村 ) 

・ 地 域内 の 産業 振興 施策 の 企画 調整 

・ 県 及び 産業 支援 機関 等 と 連携 し た 支援 

・ 販 売 機会 の 創出 、 販 路 開 拓 の 支援 、 新 商品 開発 等 の 促進 、 情 報 発信 
・FCP の 協 働 の 取組 へ の 積極 的 な 参画 
・ 後 継 者 の 確保 、 育 成 等 の 担い 手 対策 
| ・ 事 業者 の 海外 展開 等 意欲 の 喚起 
| ・ 住 民 等 に 対す る 啓発 活動 | 
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VI 仕事 収入 


時 35 地域 経済 に 好 循 環 を も た ら す 
男 観光 産業 を 盛ん に し ます 






(基本 方 向 ) 

観光 事業 者 の みな ら ず 、 地 域 の 様々 な 方 々 が 、「 和 観光 で 稼ぐ 」 と の 意識 を 持っ て 観光 地 づ くり な 
ど に 取り 組む こと に より 、 農 林 水 産業 、 製 造 業 な ど に 広く 波及 効果 を も た らし 、 地 域 経済 の 好 循 環 
を 生み 出す 総合 産業 と し て の 観光 産業 の 振興 を 図り ます 。 

また 、 復 興 道路 等 の 新た な 交通 ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 県 内 を より 広く 周遊 し 、 よ り 長 く 滞 在 す 
る 旅行 商品 や 、 産 業 ・ 自 然 ・ 文 化 ・ ス ポー ツ な ど 「 岩 手 な ら で は 」 の 地域 資源 を 活用 し た 高 品質 な 
旅行 商品 の 開発 ・ 売 込み に より 、 観 光 消 費 の 拡大 を 図る と と も に 、 東 北 各 県 と の 広域 連携 も や 図り な 
が ら 、 市場 の 特性 に 応じ た プロ モー ショ ン の 展開 や 受入 環境 の 整備 等 に より 、 外 国人 観光 客 の 誘客 
を 促進 し ます 。 

さら に 、 観光 産業 を 担う 人 材 の 育成 や 、 日 本 版 DMO' 等 の 観光 地 づ くり を 推進 する 組織 の 整備 と 
活動 の 促進 等 に より 、 来 訪 者 に 観光 消費 を 促す 、 売 れる 観光 地 を つく る 体制 の 整備 を 促進 し ます 。 
加え て 、 国内 線 の 維持 ・ 拡 充 や エア ポー ト セ ー ル ス に よる 国際 線 の 誘致 ・ 運 航 拡大 の 取組 の 強化 、 
空港 アク セス の 改善 な ど に よる 利便 性 の 向上 を 推進 し ます 。 

























































































現状 と 課題 
本 県 に は 、「 平 泉 の 文化 遺産 」、「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 ( 橋 野 鉄鉱 山 )」 の 2 つの 世界 遺産 や 、 
「 三 陸 復 興国 立 公園 」、「 十 和田 八幡 平 国立 公園 」 の 2 つの 国立 公園 、 さ ら に は 、「 御 所 野 遺 跡 」 
や 「 三 陸 ジ オ パ ー ク 」 な ど 、 世 界 に 誇れる 観光 資源 が 存在 し て お り 、 こ れ ら を 生か し た 総合 産業 
と し て の 観光 産業 の 振興 が 必要 で す 。 
市 町 村 に お ける 日 本 版 DMO の 整備 ・ 活 動 が 進み 、 三 陸 DMO セ ンタ ー と の 連携 な ど を 通じ て 、 
観光 人 材 の 育成 や 地域 資源 を 生か し た 観光 地 づ くり が 進ん で いま す 。 
宮古 ・ 室 蘭 フ ェ リ ー 航 路 の 開設 、 い わ て 花巻 空港 に お ける 台北 、 上 海 国際 定期 便 の 就航 、 三 陸 
鉄道 「 リ アス 線 」 の 一 貫 運 行 、 復 興 道 路 の 完成 な ど 、 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 に より 、 交 
流 人 口 の 拡大 が 期待 され て いま す 。 
三陸 防災 復興 プロジ ェクト 2019、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019TV、 東 京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ 
ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 な ど 、 国 内 外 か ら の 誘客 の 大 き な チ ャ ンス と な る イベ ント が 開催 され ます 。 
外国 人 宿泊 者 数 は 、 平 成 29 年 (2017 年 ) は 過去 最高 を 記録 する な ど 順 調 に 増加 し て いま す が 、 
東日本 大 震 災 津波 の 発 災 前 と の 比較 で は 、 伸 び 率 が 全国 を 下回っ て お り 、 外 国人 個人 旅行 者 (F 
I T) の 誘客 を は じ め 更 な る 取組 が 必要 で す 。 















































































































































! DMO : Destination Marketing/Management Organization の 略 。 和 観光 地域 づく り 推 進 法人 。 様 々 な 地域 資源 を 組み 合わ せ た 観 光 地 の 一 
体 的 な ブラ ンド づく り 等 を 地域 で 主体 と な っ て 行う 観光 地 づ くり の 推進 主体 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 「 観 光 で 稼ぐ 」 地 域 づ くり の 推進 








宿泊 、 飲食 、 小売 業 な どの 観光 事業 者 を は じ め 、 関連 する 事業 者 へ の 経営 指導 ・ 支 援 を 通 

















経営 力 の 強化 や 生産 性 の 向上 を 図り ます 。 








a 交通 、 農 林 水 産 、 文 化 、 ス ポー ツ 、 環 境 、 教 育 等 の 分 野 に 携わる 方 々 や 、 地 域 住 











に より 新た な 観光 ビジ ネス の 創出 を 促進 し ます 。 

















民 


ar 


寺 の 


Ct eo 商工 業 施設 、 農林 水産 業 施設 、 
歴史 的 建造 物 、 ス ポー ツ ・ レ ジャ ー 施 設 、 郷 土 食 や 民俗 芸能 な どの 文化 、 郷 土 史 な どの 知識 や 伝 
統 技術 な ど を 有する 人 材 等 の 地域 資源 に つい て 、 住民 生活 や 地域 産業 と の 調和 を 図り な が ら 、 観 









































光 資 源 と し て その 価値 を 創造 する と と も に 、 広 く 発 信 し 、 活 用 し て いき ます 。 

















地域 の 伝統 産業 を は じ め と する 地域 産業 の 工房 や 工場 な どの 施設 見 学 や 仕事 体験 、 農 林 水 産業 
の 作業 体験 等 の 産業 観光 コン テン ツ の 磨き 上 げ や 売込み を 行う こと に より 、 地域 産業 の 振興 に つ 














な げ ま す 。 


























ーー 


こ お け る 観光 消費 の 拡大 と 地場 産品 の 販路 拡大 に つなげ ます 。 



































ーー 


ナ や 売込み を 行い ます 。 











み を 行い ます 。 






























































地場 産品 や 農林 水産 物 を 活用 し た 観光 コン テン ツ の 磨き 上 げ や 売込み を 行う こと に より 、 地 域 


地域 の 多彩 な 農林 漁家 の 生活 体験 、 食 文化 な どの 地域 資源 を 活用 し た 観光 コン テン ツ の 磨き 上 


地域 の 歴史 的 文化 財 や 民俗 芸能 な どの 伝統 文化 を 活用 し た 、 観 光 コ ン テ ン ツ の 磨き 上 げ や 売 込 





若者 に 人 気 の あ る マン ガ な どの 本 県 な ら で は の 観光 コン テン ツ の 磨き 上 げ や 売込み を 行い ます 。 
世界 的 、 全 国 的 な スポ ー ツ 大 会 ・ 合 宿 、 本 県 の 豊か な 自然 を 生か し た スポ ー ツ アク ティ ビ テ ィ 


を 活用 し た 観光 コン テン ツ の 磨き 上 げ や 、 これ を 生か し た スポ ー ツ ツー リズ ム な どの 売込み を 行 


いま す 。 
大 学 を は じ め 学 術 研究 機関 と 連携 し 、 地 域 資源 を 生か し た 観光 コン テン ツ の 発掘 ・ 
行い ます 。 











磨き 上 げ を 


観光 施設 や 宿泊 施設 等 の ユニ バー サル デザ イン 対応 を 促進 する こと に より 、 人 に や さ し い まち 

















づく り に つなげ ます 。 

























































































の 振興 を 促進 し ます 。 
高級 志向 な ど 多 様 な ニー ズ に 対応 する 宿泊 施設 等 の 受入 態勢 整備 に 関す る 調査 ・ 研 究 を 進 
5 



























































記憶 と 教訓 を 広く 後世 に つなげ ます 。 
父 原 津波 復興 祈念 公園 、 東 日 本 大 震 災 津 波 伝承 館 、 震 災 遺 構 、 被 災 体 験 の 語 
興国 立 公園 、 み ちの く 潮 風 ト レイ ル 、 三 陸 ジ オ パ ー ク 、 三 陸 鉄 道 な ど 、 沿 岸 地域 の 固 





















































a 
| 
臣 























明光 事業 者 と 生活 環境 分 野 と が 連携 し 、 地 域 住民 の 生活 環境 と の 調和 を 図り な が ら 、 観 光 産 業 


め ま 





震 災 学習 を 中 心 と し た 教育 旅行 や 企業 研修 等 の 誘致 に より 、 東 日 本 大 震 炎 津波 と 震 災 か ら の 復 
の 


三陸 復 


i 


ン ツ を 効果 的 に 情報 発信 し 、 こ れ ら を 活用 し た 復興 ツー リズ ム な どの 促進 を 図り ます 。 































































































ン テ 


御所 野 遺 跡 を は じ め 、 工 芸 品 、 食 文化 、 ス ノー コン テン ツ 、 高 原 牧 場 、 温 泉 等 の 観光 コン テン 


ツ の 磨き 上 げ や 、 これ を 生か し た 北東 北 各 県 と の 連携 に よる 、 広 域 周遊 シー ト の 構築 な ど ば に より 、 


2 ユニ バー サル デザ イン : 年 齢 や 性 別 、 能 力 な ど に 関わ ら ず 、 で きる 限り 、 全 て の 人 が 利用 で きる よう に 製品 、 建 物 、 空 間 を デザ イン し よ 














うと する 考え 方 。 
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北 い わ ち て へ の 誘客 拡大 を 図り ます 。 





② 質 の 高い 旅行 商品 の 開発 ・ 売 込み 








2 つの 世界 遺産 や 2 つの 国立 公園 な ど 、 














岩手 な ら で は 」 の コジ テン ツ に 


i 


三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 開催 
み 合 わせ た 沿岸 縦断 型 の 宿泊 旅行 商品 、 震 災 学習 や 食 な ど を テー マ と し た 高 付加 価値 型 の 旅行 商 
























































を 契機 と し て 、 三 陸 鉄 道 と 三陸 の 食 、 











nnd ON TT ます 。 

















フェ リ A 設 や 外 航 クル ー ズ 船 寄港 に よる 海路 、 いわ て 花巻 空港 へ の 























品質 な 「 食 」、「 宿 








人 た 














自然 、 体 験 を 組 

















復興 道路 整備 に よる 道路 網 、 三 陸 鉄 道 「 リ アス 線 」 の 一 貫 運 行 な ど に よる 鉄道 網 、 宮 古 ・ 室 蘭 

















国際 定期 便 就航 に よ 





る 空路 な ど 、「 陸 ・ 海 ・ 空 新 観 光 流動 」 を 生か し て 県 内 を より 広く 周遊 し 、 よ り 長 く 滞 在 す る 


旅行 商品 造成 を 促進 し ます 。 
バス 、 タ クシ ー、 レ ンタ カー な 
光 を 促進 し ます 。 





















































文化 、 ス ポー ツ な ど 様 々 な 分 野 
一 日 、 も う 一 泊 ) の 売込み を 促進 























どの 二 次 交通 





財 ネ ットワーク の 充実 を 図り 、 よ り 












































区 まま お 。 

















広く 周遊 する 観 














早朝 観光 や ナイ ト 観 光 な どの 滞在 型 コ ン テ ン ツ の 開発 ・ 充 実に より 、 宿 泊 を 伴う 観光 を 促進 し 





の イベ ント 開催 等 と 連動 し た 「 ワ ン モ アス テイ 」 (観光 で も う 


関連 産業 と の 連携 の も と 、 食 、 文 化 、 ス ポー ツ 、 医 療 な ど 、 観 光 客 の 多様 な ニー ズ に 対応 し た 





旅行 商品 造成 を 促進 し ます 。 
観光 地 で の 閑散 期 と な る 季節 
す 。 




















お ける 観光 需要 を 喚起 する 旅行 商品 の 開発 や 売込み を 促進 し ま 











宿泊 施設 等 の バリ アフ リー 対応 の 状況 な どの 情報 に つい て 、( 公 財 ) 岩手 県 観光 協会 と 連携 し 








て 広く 発信 する と と も に 、 和 宿泊 施設 等 の 受入 環境 の 整備 












































も が 安心 し て 旅行 を 楽し ゃ こと が で きる 環境 の 充実 を 図り ます 。 















































を 一 層 促 進 し 、 高 齢 者 や 障がい 者 な ど 誰 





宿泊 、 飲 食 、 小 売 業 な どの 観光 事業 者 に お いて 、 消 費 性 向 の 高い 客層 に 対す る 付加 価値 の 高い 


サー ビス を 提供 する た め に 必要 な ハー ド ・ ソ フト 両面 で の 受入 環境 の 整備 を 促進 し ます 。 
連携 を 更に 深め な が ら 、 ス ケー ル メ リッ ト を 生か し た プロ モー 




















東北 各 県 や 北東 北 三 県 と の 広域 
ショ ン や 観光 キャ ン ペ ー ン を 展開 
県 、 市 町 村 、 観 光 事 業者 、 関 係 
発信 に 取り 組み ます 。 

情報 入手 手段 と し て 活用 が 進む 
誘客 活動 に 取り 組み ます 。 
産学 官 が 連携 し 、 国 内 外 の 学会 、 






















































































し ます 。 











SNS* を 含め 、 情 報 通 





団体 等 と 連携 し た 観光 キモ キャンペー ン な ど に 











誘客 活動 や 情報 











日 し た 情報 発信 や 





信 技 術 (I CT) を 活 月 

















各種 大 会 な どの 大 














域 へ の エク スカ ーション の 誘致 に 
③ 外国 人 観光 客 の 誘客 拡大 














取り 組み ます 。 





型 コ ン ベ ン ショ ン 等 や 、 こ 


れ に 伴う 沿岸 地 


























東北 広域 が 連携 し 、 各 市 場 に 対応 し た プロ モー ショ ン の 展開 に より 、 外 国人 観光 客 の 東北 全体 














へ の 誘客 を 促進 し ます 。 








3 SNS : Social Networking Service (ソー シャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ング ・ サ ービス ) の 略 。 イ ンタ ーネット を 介し て 人 間 関 係 を 構築 で き 
る スマ ー ト フォ ン ・ パ ソコ ン 用 の Web サー ビス の 総称 。 
会 議 参加 者 及び その 同伴 者 の た め に 計画 され た 小 旅行 や 遊覧 。 

















4 エク スカ ーション : 会 議 プ ログ ラム の 一 部 と し て 、 
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鉄道 、 
す 。 
SNS な ど を 宮 





占用 








WAMm の アモ ーション を 0 特に 和 宿 3 





ます 。 


(A 
対応 や ム ス リ 
飲食 、 


用. 合 笠 


契機 に こ 、 宙 理 西 
を 受け 入れ る 宿泊 、 
外国 人 個人 旅行 
どの 情報 通信 技術 ( 

















バス を 活用 し た 周遊 フリー パス の 造成 支援 等 に 


し た 情報 発信 、 海 外 の \# 


費 者 ( 








より 、 





東北 広域 二 





次 交通 の 充実 を 








図り ヨ 























に 直接 本 県 の 魅力 を PR する と と も に 









































日 者 数 の 増 





・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 の 開催 を 








小売 業 な どの 観光 事 








ICT) 環境 整備 や 、 














受入 環境 整備 を 促進 





等 の 受入 環境 整備 を 支援 する こと に より 、 積 
業者 の 拡大 を 図 
者 (FIT) の 診 客 を 図る た め 、 無料 公衆 無 % 
案内 表示 の 多 言 語 ※ 








極 的 に 外国 人 観光 客 














り ま す 。 
LAN5、 

















キャ ッシュ レス 決済 な 
応 、 施 設 の バリ アフ リー 化 な どの 


小 








し 、 受 入 環境 に 関す る 情報 を 積 








極 的 に 発信 し ます 。 























進 
消 











海外 7 
得 て 、 情 











り ま す 。 


いわ て 花巻 空港 へ の 国 


進 


いわ て 花巻 空港 に 国際 定期 便 ・ チ ャ ー タ ー 便 を 就航 し て いる 航空 会 
H し た 旅行 商品 を 造成 ・ 販 売 し て いる 旅行 会 
期 便 等 の 利用 促進 を 一 体 的 に 進め ます 。 


る 旅行 商品 造成 を 促 














便 等 を 利 





と に より 、 本 県 へ の 誘客 の 拡大 と 、 国 際 


売れ る 観光 地 を つく 


費 性 向 の 高い 客層 
の 旅行 商品 の 造成 ・ 販 売 を 促 
場 の 顧客 ニー ズ ・ 
衣 報 収集 力 を 強化 し 、 
クル ー ズ 船 を 含む 海路 を 活用 し た 旅行 商品 造成 を 促 


ミル な だ 


| 





に 対応 し た 宿泊 施 
進 し ます 。 


満足 度 や 


設 土 












































際 定 期 便 
し ます 。 





























の 受入 環境 整備 


トレ ンド を 把握 する た め 
旅行 商品 造成 の 促進 や 誘客 の 拡大 を 


・ チ ャ ー タ ー 便 を 活 朋 


を 促進 する と と も に 、 高 付加 価値 型 





、 こ れ ら の 情報 を 持つ 人 材 の 協力 を 
図り ます 。 
地域 へ の 誘客 と 消費 の 拡大 を 








進 











し 、 沿 岸 図 



































日 し た 県 内 全域 を 広く 周遊 し 、 長 く 滞 在 す 





士 や 、 同 空港 へ の 国際 定期 





> 

















| ブ 


る 体制 の 整備 促進 





E と 連携 し た プロ モー ショ ン を 展開 する こ 


地域 の 観光 産業 を 持続 的 に 発展 させ て いく た め 、 マー ケッ トイ ン * の 視点 を 持ち 、 地 域 資 源 を 魔 








き 上 げ 、 
ん 引 す る 人 材 の 育 




















地方 公共 団 





住 

向け た 活動 を 促進 
沿岸 地域 に お いて 
分 野 カ 
地 型 旅 
だ 観 ヲ 






































レッ 
































進 


各 } 





を 推 
SR 


























行商 品 造 成 を 担う 人 材 の 育 
と ルー ト の 構築 に つい て の 
県 や 市 町 村 を 含め 、 多 様 な 分 野 の 機関 ・ 団 体 等 の 参画 












































E デ ー タ の 収集 ・ 





組 を 連携 し て 挫 








し 、 観光 コー ディ ネー ター の 配置 な ど に よる 地域 DMO 等 の 観光 地 づ くり の 活 還 
凶 域 の 観光 地 づ くり の 取 弥 








日 を つない た 広域 観 ) 


観光 資源 と し て その 価値 を 創造 し 、 魅 力 的 な 観光 地 づ くり に つなげ て いく 和 観光 産業 を け 
成 を 支援 し ます 。 
団体 、 観 光 関 連 事業 者 を は じ め と する 地域 の 多様 な 主体 が 参画 し 、 地 場 産業 の 発展 や 
民生 活 の 向上 に も つなが る 日 本 版 DMO の 整備 と 、 
し ます 。 
は 、 各 利 
連携 し て 観光 地 づ くり を 行う 三陸 DMO セ ンタ ー を 設置 し て お り 、 同 セン ター が 行う 、 
成 や 、 地 域 資源 を 生か し た 観光 コン テン ツ 開 発 、 
E 進 し ます 。 








地域 資源 を 4 





E か し た 売れ る 観光 地 づ くり に 


分 析 や マー ケティング 調査 に 基づき 、 地 域 の 幅広 い 


詩 
目 


これ を つない 








に よる オー ル 有 妊 ヨ 





E の 観光 推進 組織 の 活動 
助 へ の 支援 
肌 支 援 な ど を は じ め 











EE ルート の 構築 、 二 次 交通 


と し た シー ムレ ス な サー ビス 提供 の 体制 づく り を 進め ます 。 


























5 公衆 無線 LAN : 無線 し LAN を 利用 











し た イン ター ネッ ト へ の 接続 を 提供 








IO ー ケ ッ ト イ ン : 消費 者 、 ユ ー ザ 
経営 姿勢 、 ま た は それ を 実践 する こ 


*ー の 視点 で マー ケティング 戦略 を 立て 、? 
本 
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する サー ビス 。 
昌 費 者 の ニー ズ や 動向 に 応え る 商品 開発 ・ 





販売 を し よう と する 


2016 年 に 開催 


























し 、 県 











民 一 人 ひと り が 、 
宿泊 ・ 観 光 施 設 等 に 
も て な し の 心 、 


















































お ける お 客 村 












































的 の 両方 の 空港 利 / 


























ビス 向上 を 

















者 の 


























ニー ズ を 踏 


まそ る て で 、 
































客 を 迎え 入れ る 機運 の 醸成 を 


まし た 希望 郷 い わ て 国体 、 希 望郷 いわ て 大 会 の レガ シー で ある お も て な し 力 を 継承 
日 本 一 の お も て な し の 心 で 観光 
ま の 視点 に 立っ た サー 
接客 スキ ル な ど ) を 身 に 付け た 人 材 の 育成 を 支援 し ます 。 
いわ て 花巻 空港 を 核 と し た 交流 人 口 の 拡大 
観光 目的 、 ビ ジネス 目 
拡充 や ダイ ヤ 改 善 等 を 航空 会 社 に 継続 的 に 働 





図り ます 。 





図る 6 た め 、 ホ スピ タリ ティ (お 




















国内 線 の 路線 、 便数 の 維持 ・ 
きか ける と と も に 、 旅 客数 、 利 用 率 が 伸び 悩む 冬季 



































































































































































































































































































































































































































































































































を 中 心 に 年 間 を 通じ た 利用 促進 に 取り 組み ます 。 
海外 と の 定期 便 就 航 ・ チ ャ ー タ ー 便 な どの 運航 拡大 に 向け て 、 官 民 一 体 と な っ て 航空 会 社 や 旅 
行 会 社 へ の PR や エア ボート セー ルス を 展開 し ます 。 
国際 線 の 利用 客 の 増加 に 向け て 、 県 民 の パス ポー ト 取 得 助成 な ど に 取り 組み ます 。 
空港 アク セス の 改善 な ど 空 港 利用 者 の 利便 性 向上 に 取り 組み ます 。 
。 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
旧 り 組む 具体 的 な 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 と 2018 2019 2020 2021 2022 
① 「 観 光 で 稼ぐ 」 地 域 づ くり の 推進 
・ 観 光 消 費 額 単価 (日 本 人 ・ 県 外 ・ 宿 泊 ) ( 千 円 ) 商工 ・ 交 通 ・ 農 林 水 産 ・ 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 文化 ・ ス ポー ツ ・ 環 境 ・ 
33.1 | 34.2 | 34.8 | 35.4 | 36.0 | 数 育 等 の 分 野 に 挑 わる 新た な 観光 ビジ ネ 
現状 値 は 2017 年 の 値 方 々 や 地域 住民 等 も 参 ス 創出 の 促進 
画 し た 「 観 光 で 稼ぐ 」 
・ 観 光 消 費 額 単価 (外国 人 ・ 宿 泊 ) ( 千 円 ) 了 域 づ くり へ の 支援 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
44.4 | 46.6 | 47.7 | 48.8 | 49.9 
現状 値 は 2017 年 の 値 観光 事業 者 や 関連 事業 者 へ の 経営 指導 ・ 検 証 ・ 支援 を 
・ 三 陸 DMO セ ンタ ー と の 連携 に よる 、 沿岸 地域 
で の 観光 コン テン ツ の 新規 商品 化 数 (件 ) 
[累計 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 体験 型 観光 コン テン ツ 等 (工房 ・ 工 場 ・ 地 場 産品 ・ 農 林 水 産 
| 物 ・ SPY UP 民俗 芸能 ・ 
EE マン ガ ・ ス ポー ツ な ど ) の 発掘 ・ 磨 き 上 げ ・ 売 込み 
大 学 等 と 連携 し た 観光 コン テン ツ の 磨き 上 げ や 売込み を 
観光 ・ 宿 泊 施 設 等 の ユニ バー サル デザ イン 対応 の 促進 を 
震 炎 学習 を 中 心 と し た a 
教育 旅行 や 企業 研修 の 誘致 
沿岸 固有 の コン テン ツ を 活用 し た し ゃ | 
復興 ツー リズ ム の 促進 
北 い わ て 固有 の コン テン ツ を 活用 し た 
| 誘客 拡大 円 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 








目 が 、 自 休 的 な 推 > 
県 が 取り 組む 只 体 的 な 推進 方 林 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 














② 質 の 高い 旅行 商品 の 開発 ・ 売 込み 

H 標 「 岩 手 な ら で は 」 の コン テン ツ を 組 
者 数 (延べ 人 数 ・ 全 施設 ) (万 人 泊 ) み 合 わせ た 高 付加 価値 型 の 旅行 商 本 

状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 品 造 成 の 促進 

6 | 617.1 | 623.5 | 625.8 | 628.1 

状 値 は 2017 年 の 値 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 

開催 を 契機 と し た 、 沿岸 縦断 型 ・ 高 唱 」 














































































































旅行 者 の 多様 な ニ 
ー ズ に 対応 し た 周 



























































\ 観 光 に 対す る 満足 度 が 極め て 高い 人 の 割合 年 才 価値 型 の 旅行 商品 モデ ル の 構 遊 ・ 藻 在 江 盾 光 の 
筑 一 層 の 発 込み 

















2019 2020 2021 2022 





























46. 2 47. 4 48.7 50.0 
状 値 は 2017 年 の 値 

















新た な 交通 ネッ トワ ー ク を 生か し た 旅行 商品 造成 の 促進 















































・ 三 陸 DMO セ ンタ ー と 連携 し て 、 高 付加 価 
旅行 商品 向け 観光 コン テン ツ の 企画 を 行う プ 二 次 交 通 ネ ットワーク の 充実 









































ラン ナー 数 (人 ) 〔 累 計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 



























































a 3 7 10 13 早朝 観光 や ナイ ト 和 観光 、 
目標 値 は 2019 年 か ら の 累計 @H 宿泊 を 誘引 する 観光 コー トー 
ン テ ン ツ の 充実 























様々 な イベ ント と の 連携 に よる 
「 ワ ン モ アス テイ 」 の 促進 







































食 、 文 化 、 ス ポー ツ 、 
医療 な ど 多 様 な ニー 
ズ に 対応 し た 旅行 商 
品 造 成 の 促進 



















































閑散 期 の 観光 需要 を 
喚起 する 旅行 商品 の 円 
開発 や 売込み 
































@ 二 宿泊 施設 等 の バリ アフ リー 対応 状況 の 情報 発信 




































































































































































消費 性 向 の 高い 客層 
町 の た め の 受 入 環 境 の | 
整備 促進 
e— 東北 各 県 、 市 町 村 、 事 業者 等 と 連携 し た 
プロ モー ショ ン の 展開 
SNS を 活用 し た NE 
多様 な 情報 発信 情報 発信 ツー ル の 充実 



































産学 宜 の 連携 に よる 大 型 ユ コン ベン ショ ン や 沿岸 部 へ の 
エク スカ ーション の 誘致 促進 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
外国 人 観光 客 の 誘客 拡大 
ト 東北 広域 プロ モー ショ ン 、 広 域 二 次 交通 ネッ トワ ー ク bp 
外国 人 宿泊 者 数 (延べ 人 数 全 施設 ) (万 人 泊 ) 整備 支援 
= 
准 値 2020 | 2021 | 2022 本 
34.7 37.0 39. 3 海 ト 條 換 有 有 へ の PR 等 プロ モー ショ ン の ほ 開 | 
EE =: 
RWC、 東 京 オ リ パ ラ 開 | | 詞 誠 拓 _ 
i 9 受入 環境 整備 支援 に よる 外国 
恒久 人 受入 施設 の 拡大 | 
備 支援 
2021 2022 
4 120 160 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 20194 受入 態勢 整備 促進 と 情報 発信 トー 
ら の 昧 計 
海外 市 場 の ニー ズ や トレ ンド な どの 情報 収集 と 誘客 拡大 " 半 
新た な 市 場 開拓 に = 
こ な 市 場 か 
6 厨 けた 専門 人 材 の ヒト MO | 
活用 と 情報 収集 2 
クル ー ズ 船 寄港 に 伴う 港湾 か ら の 航路 を 活用 し た | | 
モデ ルル ー ト 構築 と 情報 発信 誘客 拡大 
千 際 定期 便 ・ チ ャ ー タ ー 便 を 活用 し た 
商品 造成 の 促進 と 誘客 拡大 
④ 売れ る 観光 地 を つく る 体制 の 整備 促進 
目標 . - 
殖産 日 
・ 本 県 へ の 再来 訪 意向 を 持つ 人 の 割合 (%) 本 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 ー 
80.1 | 84.0 | 86.0 | 88.0 | 90.0 本 版 DMO や 中 核 的 
現状 値 は 2017 年 の 値 本 版 DMO の 整備 支援 人 材 に よる 戦略 的 な 観 
光 地 域 づ くり の 推進 
・ 人 材 育成 研修 受講 者 数 (延べ ) (人 ) [累計 ) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
297 300 600 900 1200 0 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 本 版 D り MO の 活動 支援 
ら の 昧 計 



































































DMO セ ンタ 











ー と 連携 し た 観光 地 づ くり の 取組 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





























































































































































































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
⑤ いわ て 花巻 空港 を 核 と し た 交流 人 口 の 
拡大 
標 
・ い わ て 花巻 空港 の 航空 旅客 数 ( 千 人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
441 507 525 527 534 
(uN ) | (国内 ) | (国内 ) | (国内 ) | (国内 ) 航空 会 社 等 と の 連携 に よる 利用 促進 を 
421 453 448 448 453 
(国際 ) | (国際 ) | (国際 ) | (国際 ) | (国際 ) 
20 54 77 79 81 
現状 値 は 2017 年 の 値 
官民 一 体 と な っ た 航空 会 社 等 へ の PR 活動 と 
・ 国 内 定期 便 の 利用 率 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
66. 4 68. 5 67.7 67.7 68.5 
現状 値 は 2017 年 の 値 
航空 旅客 数 の 増加 に 向け た 取組 と 
・ 国 際 線 の 運航 回 数 (回 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
165 440 628 628 628 
現状 値 は 2017 年 の 値 交通 事業 者 ・ 市 町 村 等 と の 連携 に よる 
空港 アク セス の 利便 性 向上 の 取組 を 
・ 国 際 線 の 利用 率 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
68.7 72.3 73.0 74.7 76.3 



































現状 値 は 2017 年 の 値 






































・ 国 内 外 か ら の 誘客 に 


6 mA こ 過 ご す た め の 受入 態勢 の 整備 








・「 観 光 で 稼ぐ 」 と の 意識 を 持っ た 観光 地 づ くり 











・ 分 野 を 超え た 、 観 光 ビ ジネス へ の 積 


極 的 な 参画 





























・ 地域 資源 を 生か し た 絶 力 あ る 観光 コン テン ツ づ くり 
・ 震 災 学 習 コ ン テ ン ツ の 磨き 上 げ 
・ 質 の 高 し MM 品 の 造成 


向け た 情報 発信 




















・ 旅 行者 に 満足 し て も ら う た め の 「 お も て な し 」 の 実践 


・ 観 光 地 へ の アク セス 向上 の た め の 二 次 交通 の 整備 
・ い わ て 花巻 空港 の 積極 的 な 利用 





空港 アク セス 改善 の 取組 
・ 事 業者 間 の 連携 に よる 新た な 魅力 の 創出 




















(教育 機関 等 






































・ 観 光 関 連 産業 を 担う 人 材 の 育成 





・ 教 育 旅 行 や 企業 研修 旅行 に お 








・ 留 学生 な ど 在 留 外 国人 を 活用 



























































お ける 県 内 観光 施設 の 利用 
・ い わ て 花巻 空港 の 積極 的 な 利用 
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・ 伝 統 文化 の 発信 に よる コン テン ツ の 提供 
スポ ー ツ ツー リズ ム " に か か る 連携 強化 
市 町 村 ) 

[観光 で 稼ぐ 」 と の 意識 を 持っ た 観光 地 づ くり 
・ 日 本 版 DMO 整 備 に 向け た 取組 
・ 日 本 版 DMO 等 と 連携 し た 観光 地域 づく り の 推進 
・ 地 域 資源 を 生か し た 魅力 ある 観光 コン テン ツ づ くり 
・ 地 域 の 民間 事業 者 ・ 団 体 と の 連携 の 仕組 み づ く り 
・ 国 内 外 か ら の 診 客 に 向け た 情報 発信 

・ 地 域内 の 二 次 交通 の 整備 促進 
・ 広 報 媒体 等 に よる 住民 へ の 利用 促進 
| ・ 空 港 ア クセ ス 改善 の 取組 (交通 事業 者 と の 連携 ) 
」・ 地 域 ぐ る み で の 「 お も て な し 」 の 推進 





























e e 
と 


































































































的 と し た 旅行 を の も の に 加え 、 多 目的 な 旅行 者 に 対す る 旅行 先 の 地域 で も 主体 的 に スポ ー ツ に 親しむ 
会 の 招致 ・ 開 催 、 合 宿 招致 等 を 包含 し た 、 複 合 的 で これ まで に な い 「 豊 か な 旅行 スタ イル の 創造 」 を 









































7 スポ ー ツ ツー リズ ム : スポ ー ツ を 
こと の で きる 環境 の 整備 、 国 際 競 技 フ 
指す も の 。 
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VI 仕事 ・ 収 入 
皿 


時 36 意欲 と 能力 の ある 経営 体 を 育成 し 、 農 林 水 産業 の 
画 振興 を 図り ます 


(基本 方 向 ) 

従事 者 の 減少 や 高齢 化 が 進行 する 中 に あっ て 、 地域 農林 水産 業 の 核 と な る 経営 体 の 育成 が 重要 で 
ある こと か ら 、 多 く の 小 規模 ・ 家 族 経 営 を 中 心 と する 集落 営農 組織 等 の 法人 化 や 経営 規模 の 拡大 、 
生産 活動 の 効率 化 の 推進 、 農 地 の 集 積 ・ 集 約 化 等 に よる 経営 基盤 の 強化 な ど に 取り 組み ます 。 
また 、 農 林 水 産業 の 次 代 を 担う 新規 就業 者 の 確保 ・ 育 成 や 、 意 欲 あ る 女性 農林 漁業 者 の 活躍 支援 
に 取り 組み ます 。 



































現状 と 課題 

平成 27 年 (2015 年 ) の 農業 就業 人 口 は 約 7 万 人 と な り 、 従 事 者 の 減少 と 高齢 化 が 進行 する 中 、 
「 い わ て アグ リフ ロン ティ アス クー アパ "」 に よる 経営 力 向上 等 の 取組 を 進め て いる と ころ で す が 、 
今後 も 、 本 県 農業 の 次 代 を 担う 新規 就農 者 の 確保 ・ 育 成 や 、 地 域 農 業 を けん 引 す る 経営 体 の 育成 
に 取り 組む 必要 が あり ます 。 

平成 27 年 (2015 年 ) の 林業 就業 者 数 は 1, 924 人 と 減少 傾向 が 続く 中 、「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 
に よる 林業 経営 体 の 中 核 と な る 現場 技術 者 の 杖 成 な ど に 取り 組ん で いる と ころ で す が 、 市 町 村 や 
意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 が 持続 的 に 森林 の 経営 管理 を 行う 新た な 森林 経営 管理 制度 の 創設 
な どの 動き を 踏ま え 、 今 後 も 、 林 業 技能 者 の 養成 や 、 林 業 経営 体 の 経営 力 向上 に 取り 組む 必要 が 
あり ます 。 

平成 25 年 (2013 年 ) の 漁業 就業 者 数 は 6, 289 人 と 10 年 間 で 約 40% 減 少 す る 中 、 東 日 本 大 震 
災 津 渡 に より 減少 し た 漁業 ・ 養 殖 業 生産 の 回 復 を 図る と と も に 、 地 域 漁業 を けん 引 す る 中 核 的 漁 
業 経営 体 の 育成 な ど に 取り 組む 必要 が あり ます 。 

女性 農林 漁業 者 の 活躍 の 場 が 拡大 し て お り 、 更 に 女性 が 活躍 し や すい 環境 づく りや ネッ トワ ー 
ク の 構築 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 








































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 地域 農林 水産 業 の 核 と な る 経営 体 の 育成 
(農業 ) 
⑦) 地域 農業 の 中 核 と な る 経営 体 の 経営 力 向上 
「 地 域 農業 マス ター プラ ン 」 に 位置 づけ られ た 地域 の 中 心 経営 体 等 に つい て 、 認 定 農業 者 へ 
の 誘導 を 図る と と も に 、 経 営 改 善 の 取組 を 支援 し ます 。 
昌 落 営農 組織 や 法人 化 等 を 志向 する 経営 体 に つい て 、「 い わ て 農業 経営 相談 セン ター*」 等 と 
























































! いわ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル : 国際 競争 時 代 に 通用 する 経営 感覚 と 企業 家 マ イン ド を 持っ た 農業 経営 者 等 を 養成 する た め 、 岩 手 県 
や 岩手 大 学 等 の 連携 に より 行わ れる 研修 制度 。 
* いわ て 農業 経営 相談 セン ター : 農業 経営 の 規模 拡大 や 法人 化 、 円 滑 な 経営 継承 な どの 農業 者 の 経営 課題 に 農業 系 団体 、 商 工 系 団体 、 税 理 
士 や 社会 保険 労務 士 な どの 専門 家 団 体 と 連携 し て 支援 する 機関 。 











































































































180 


1 
つて 
Mae 




















地域 農業 を 先導 し 、 雇用 の 受け ! 
大 や 多角 化 な ど 、 経 営 発展 段 了 
意欲 の ある 経営 体 等 に つい て 、 県 立 





グイ アス グー ル 」 


























に お いて 、 経 営 力 
課題 を 踏ま そえ 、 更 な る スキ ル ア ッ プ の た め の 有 H 











農業 経営 を 支え る 雇 





希望 者 、 高 齢 者 、 子 





地域 農業 の 中 核 と な る 経営 体 の 4 
ほ場 整備 事業 や 、「 地 域 農業 マス ター プラ ン 」 の 活用 に よる 農地 

















育て 



































連携 し 、 法 人 化 や 経営 規模 の 拡大 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 
1 と な る リー ディ ング 経営 何 " の 候補 に つい て 、 経営 規模 の 拡 
紀 に 応じ た 取組 を 支援 し ます 。 











農業 大 学校 (農業 


修 セ ンタ ー) や 「 い わ て アグ リフ ロ 














] 人 材 を 安定 的 に 確保 す 
世代 な ど 、 多 様 な 働き 手 の 確保 ・ 育 成 に 向 
E 産 基盤 の 強化 











向上 等 の た め の 研 修 を 実施 する と と も に 、 現 地 に お ける 
区 組 を 支援 し ます 。 
た め 、 就 業 を 希望 する 高校 生 や り ・ I ター ン 








けた 取組 を 推進 し ます 。 



































間 管 理事 業 の 推進 等 に よ 

















り 、 農 地 の 集積 ・ 集 約 化 を 促進 する と と も に 、 経 営 の 規模 拡大 や 効率 化 、 多 角 化 に 向け た 機械 
や 施設 の 整備 な ど を 推進 し ます 。 




















促進 し ます 。 








(林業 ) 


意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 に よる 森林 資源 の 適切 な 管理 





に よる 林業 生産 活動 











(水産 業 ) 








地域 再生 営 漁 計画 
地域 に お いて 、 
くり を 促進 し ます 。 
































(農林 水産 業 共通 ) 
情報 通信 技術 (1 CT) や 高 性 能 機械 等 の 積極 的 な 導入 に よる 、 作 業 の 省力 化 ・ 効 率 化 と 経 
じ ま す 。 


























営 の 高度 化 を 促進 











法人 化し た 集落 営農 組織 等 に つい て 、 機械 や 施設 の 共有 化 な ど 経 営 の 効率 化 に 向け た 取組 を 











を 促進 する た め 、 施業 の 集約 化 等 














の 効率 化 や 経営 力 向上 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 





に 基づく 昌 














組 の 文 援 に より 、 中 核 的 漁業 経営 体 ' を 育成 し ます 。 
新規 就業 者 に 対し 、 和 熟練 漁業 者 が 生産 技術 や 経営 ノウ ハウ を 指導 する 体制 づ 


















































② 農林 水産 業 の 次 代 を 担う 意欲 ある 新規 就業 者 の 確保 ・ 育 成 





(農業 ) 





新規 就農 者 の 確保 











者 確保 ・ 育 成 対策 に 
就農 か ら 経 営 
































の 整備 等 の 取組 を 支援 し ます 。 



































確保 ・ 育 成 ア クシ ョ ンプ ラン 」 を 地域 ご と に 見 
取り 組み ます 。 
ヨ H 立 まで の 経営 発展 段階 に 応じ 、 生 産 技術 ・ 経 営 ク ウ ウ ハウ の 習得 や や 機械 ・ 施 設 





























新規 就農 や 企業 の 農業 参入 を 促 
者 等 育成 セン ター*」 に お ける 就農 支援 情報 の 提供 や 、 広域 振興 














杏 数 や 、 就 農 受入 れ か ら 定 着 まで の 支援 内 容 を 明確 に し た 「 新 規 就 農 者 


ーー 














皿 





供する た め 、 就 農相 談 会 の 充実 を 
































し 、 そ の 実践 を 通じ て 、 地 域 主体 の 新規 就農 












































図る と と も に 、「 青 年 農業 
局 等 に 設置 し て いる 農業 参入 窓 














な ど を 通じ て 、 生 産 技術 、 加 工 ・ 販 売 、 マ ー ケ ティ ング 支援 等 の 取組 を 推進 し ます 。 


県 立 農業 大 学校 等 に お いて 、 高 度 な 専門 知識 や 技術 ・ 経 営 に 
会 の 発展 を 担う リー ダー と な る 青 








3 1 








ー デ ィング 経営 体 : 有 
4 中 核 的 漁業 経営 体 : 年 間 販 売 額 が 1 千 万 F 
? 青年 農業 者 等 育成 セン ター : 新た に 就農 し よう と する 意欲 的 な 青 人 














知事 の 指定 を 受け て いる 。 


























以上 の 漁業 経営 体 。 
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E 等 を 支援 する た め の 機 関 で 、 岩 手 県 で は 、( 公 社 























関す る 実践 教育 に より 、 地 域 社 


E 農 業者 を 養成 し ます 。 


F 間 販売 額 概 ね 3 千 万 円 以上 又は 年 間 農業 所 得 概ね 1 千 万 円 以上 を 確保 する 経営 体 。 

















(林業 ) 


将来 的 に 林業 経営 体 の 中 核 と な る 現場 技術 者 を 養成 する た め 、 











より 、 林 業 へ 就業 を 希望 する 若者 に 対し 、 森 林 ・ 林 業 の 知識 や 技術 の 体系 的 な 習得 を 支援 し ま 




















「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 に 





公 財 ) 岩手 県 林業 労働 対策 基金 と 連携 し 、 林 業 経営 体 に お ける 就労 条件 の 改善 や 就業 前 研 








「 い わ て 水産 アデ アカデミー98」 





( 
修 等 に より 、 円 滑 な 式 業 を 促進 し ます 。 
) 



































こよ り 、 漁 業者 に 必要 な 基礎 的 知識 や 技術 の ほか 、 最 新 の 情報 


や 技術 を 駆使 し た 効率 的 な 漁業 経営 手法 の 習得 を 支援 し 、 地域 漁業 を リー ド す る 人 材 を 育成 し 


ます 。 























養殖 業 の 漁協 



































環境 の 整備 を 促進 し ます 。 




















市 町 村 と 連携 し 、 住 大 の 確保 な ど 新 規 就業 者 に 対す る 生活 

















営 や 協業 化 な ど に より 、 漁 業者 見 習い (漁業 従事 者 ) を 周年 雇 























上 日 で きる 就業 


后 で の 支援 を 行う と と も に 、 漁 業 


や 就業 に 必要 な 助言 ・ 指 導 等 を 行う 体制 の 整備 な ど に より 、 定 着 率 の 向上 に 取り 組み ます 。 
空き 漁場 を 対象 と する 漁業 権 行使 や 、 廃 業 等 に より 遊休 化 し た 漁船 や 資材 の 物件 情報 の 収集 





(と 


提供 を 行う 地域 ご と の シス テム 整備 に 取り 組み ます 。 








③ 女性 農林 漁業 者 の 活躍 促進 





女性 農林 漁業 者 が 、 主 体 性 を 持っ た パー トナ ー と し て 





条件 等 を 家族 間 で 共有 する 「 家 族 経営 協定 」 の 締結 を 促進 し ま 
女性 農林 漁業 者 に よる 農山 漁村 ビジ ネス の 新た な 展開 や 、 情 報 共有 ・ 相 互 研 さ ん の た め の ネ ッ 














トワ ー ク 構築 な どの 活動 を 支援 し ます 。 





り 組 み ま す 。 
「 生 飼い 女子 7」 
成 しま す 。 





























等 の 先進 的 な 取組 を 県 内 農林 水産 業 の 各 分 








6 いわ て 水産 アカ デミ ー : 漁業 の 弄 























研修 制度 。 
"和牛 飼い 女子 : 肉牛 生産 と 酷 農 に 














礎 知 識 や 高度 な 経営 手法 の 習得 を 通じ 、 和 将来 の 岩 ヨ 

















経 
進 






































す 。 









































営 に 参画 で きる よう 、 経 営 計画 や 就業 
し 


産学 官 連 携 に より 、 作 業 の 省力 化 に つなが り 、 女 性 が 扱い や すい 農業 機械 等 の 改良 ・ 開 発 に 取 





野 に 展開 し 、 女 性 農林 漁業 者 を 育 




















陵 わ る 県 内 の 女性 に よる グル ー プ 。 
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県 の 漁業 の 中 核 を 担う 人 材 を 養成 する 岩 ヨ 


uy 

















県 に よる 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
























































































































































こ 2018 2019 2020 2021 2022 

① 地域 農林 水産 業 の 核 と な る 経営 体 の 育 

成 

(農業 ) リー ディ ング 経営 体 候補 の 選定 > 
・ リ ー デ ィング 経営 体 の 育成 数 (経営 体 ) 皆 計 リー ディ ング 経営 体 の 候補 に 対す る 発展 段階 に 応じ た 支援 Le 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
i 「 い わ て 農業 経営 相談 セン ター」 と 連携 し た 、 
IA 集落 営農 組織 の 法人 化 や 経営 の 高度 化 ・ 効 率 化 に 対す る 支援 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































| 労働 力 確保 に 向け た 、 賠 
農業 経営 体 と 求職 者 の マッ チン グ 体 制 の 構築 
・「 い わ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル 」 の 修了 、 ー 
a 5 「\ リフ ロ ・ ー ル 」 の 開 
生 数 (人 ) [累計 〕【 再 掲 】 イグ インク イイ イソ マト 7 冬 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 [アグ リ 管 理 士 キ ャ リア アッ ププ ログ ラム 」 ー テ 
390 455 485 515 545 の 抑 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 地 域 の 中 心 経営 体 等 へ の 農地 集積 面積 (ha) PE 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 農地 の 集積 ・ 集 約 化 の 促進 ド 
89, 750 100,700 | 103,000 | 105, 300 | 107, 600 
現状 値 は 2017 年 の 値 6— 改正 制度 の 普及 Lp 
「 地 域 マ スタ ー プ ラン 」 の 見 直し 推進 ー 
(林業 ) 
・ 森 林 経 営 管理 制度 に 基づく 、 意欲 と 能力 の ある 地域 けん 意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 の 育成 、 
休業 経営 体 数 (経営 体 ) 引 型 林業 | | 経営 改善 や 体質 強化 に 対す る 支援 | | 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | | | 経営 価 の 森林 経営 計画 の 作成 な ど 施業 の 集約 化 の 
ミ 50 57 64 70 育成 取組 支援 
(水産 ) 
・ 中 核 的 漁業 経営 体 数 (経営 体 ) 地域 再生 営 漁 計 画 に 基づく 取組 の 支援 レル 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
a 漁業 士 の 認定 、 漁 業 士 に 対す る 研修 の 実施 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 漁業 士 に よる 組織 的 な 指導 体制 の 構築 
(農林 水産 業 共通 ) = 3 、 
TS 情報 通信 技術 (1 CT) や 高 性 能 機械 の 導入 促進 ト Fy 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
2019 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 








<2018 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2020 2021 2022 
② 農林 水産 業 の 次 代 を 担う 意欲 ある 新規 
就業 者 の 確保 ・ 育 成 
「 新 規 就農 者 確保 ・ 育 成 ア クシ ョ ンプ ラン 」 の 実践 支援 
上 標 者 
2 直 
・ 新 規 就 農 者 数 (人 ) a | 
現状 値 | 2019 | 2020 
218 260 260 地域 ご と の 実践 支援 
現状 値 は 2017 年 の 値 
生産 技術 の 習得 や 、 機 械 ・ 施 設 等 の 導入 に 対す る 支援 ヒヒ ぁ | 
ポー タル サイ ト に よる 情報 発信 の 充実 
農業 法人 等 に よる 農業 体験 や 雇用 力 強 化 に 対す る 支援 「 光 
EE = FE 5 
県 立 農業 大 学校 の 教育 内 容 の 充実 ・ 機 能 強 化 
研修 ・ 教 育 研修 ・ 教 育 施設 の 整備 
施設 整備 LA 
計画 の 策定 
新規 就農 者 研修 の 実施 
(林業 ) 
・「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 の 修了 生 交 
【 黒 計 ]【 再 掲 】 
現状 値 19 2020 | 2021 「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 の 開講 
15 8 63 78 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 新 規 林業 就業 者 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 関係 団体 と 連携 し た 新規 就業 者 の 確保 トッ 
109 110 110 
現状 値 は 2017 の 値 
(水産 業 ) 「 い わ 「 い わ て 水産 アカ デミ ー」 の 開講 
・「 い わ て 水産 アカ デミ ー」 の 修了 生 交 て 水産 
[累計 ]【 再 掲 】 アカ デ | 一 | | 運営 体制 の 検討 運営 体制 の 確立 | 上 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 ij 
0 20 90 2 メン ター 制度 の 実施 
標 値 は 2019 年 か ら の 昌 計 
・ 新 規 漁業 就業 者 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 市 町 村 漁 業 就業 者 育成 協議 会 に よる 定着 支援 に LL 
55 70 向け た 活動 
現状 値 は 2017 年 の 値 
遊休 資材 等 の 情報 収集 ・ 後 継 者 へ の 譲渡 
態勢 構築 譲渡 
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5 、 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 只 体 的 な 推進 方 森 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
③ 女性 農林 漁業 者 の 活躍 促進 


目標 
・ 女 性 農業 者 の 経営 参画 割合 (9 
0 普及 啓発 用 パン フレ ッ ト 等 を 活用 し た 
現状 値 | 2019 2020 2021 AN | 
27.5 29.0 | 30.0 | 31.0 経 締結 促進 


現状 値 は 2017 年 の 値 














いろ 女性 農林 漁業 者 対象 の セミ ナー 等 の 開催 。 
























































































































































性 農林 





負 業 者 に よる ネッ トワ ー ク 構築 支援 iz 




















県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 


② 林 業 ⑧ 水 産業 
(生産 者 ・ 団 体 等 ) (林業 経営 体 ・ 団 体 等 ) (生産 者 ・ 団 体 等 ) 
| ・「 地 域 農業 マス ター プラ ン 」 の | ・ 森 林 施 業 の 集約 化 と 森林 経 | ・ 地 域 再 生 営 漁 計画 の 実行 | 
| 見 直し 促進 ・ 実 中 営 計画 の 作成 、・ 中 核 的 漁業 経営 体 の 育成 ( 漁 
| ・ 担 い 手 等 の 相談 窓口 の 設置 "| ・ 新 規 就業 者 等 の 受入 態勢 の | 業 ・ 義 殖 業 経営 の 規模 拡大 ) | 
担い 手 の 発展 段階 に 応じ た 経 | 整備 | ・ 地 域 に お ける 後継 者 の 育成 
、 生 産 技術 等 の 指導 | ・ 経 験 や 技術 の レベ ル に 応じ 新規 就業 者 の 受入 態勢 整備 
| ・ 農地 中 間 管理 事業 の 活用 に よる | た 林業 技能 の 育成 | ・ 養 殖 業 の 漁協 自営 、 協 業 化 
| 農地 の 集積 ・ 集 約 化 | ・ 造 林 や 間伐 等 の 森林 整備 の | (市 町 村 ) | 
| (市 町 村 ) | 実施 | ・ 地 域 再生 営 漁 計 画 の 実行 支援 
| ・「 地 域 農業 マス ター プラ ン 」 の | (市 町 村 ) | ・ 中 核 的 漁業 経営 体 の 育成 支援 
| 見 直し と 実践 支援 ・ 市 町 村 森 林 整 備 計 画 の 策定 ・ 地 域 に お ける 新規 就業 者 受入 | 
| ・ 担 い 手 等 の 相談 窓口 の 設置 "|「・ 森 林 経営 計画 の 認定 | 環境 整備 の 推進 | 
| ・ 農 業 経営 改善 計画 等 の 達成 に 向 ・ 新 た な 森林 経営 管理 制度 に 」 
| けた 支援 | よる 森林 の 管理 | 
| ・ リ ー デ ィング 経営 体 の 育成 支援 | ・ 担 い 手 の 育 成 支援 | 
・ 農 地 中 間 管理 機構 の 活動 支援 |・ 森林 所 有 者 に 対す る 補助 事 
| 業 等 の 普及 落 発 
・ 造 林 や 間伐 等 人 の 閑 林 各 備 の | 



















































































































































































まま 













































































デー 
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VI 仕事 ・ 収 入 





厨 
正本 37 収益 力 の 高い 「 食料 ・ 木 材 供給 基地 」 を つく り ま す 





(基本 方 向 ) 

経済 の グロ ー バ ル 化 が 進展 する 中 、 農 林 水 産業 の 持続 的 な 発展 に 向け 、 生 産 性 ・ 市 場 性 が 高く 、 
安全 ・ 安 心 で 高 品質 な 農林 水産 物 を 生産 する 産地 づく り に 向け た 取組 を 進め ます 。 

また 、 市場 ニー ズ に 的 確 に 対応 し た 農林 水産 物 の 生産 と 、 効 率 的 で 高 収益 な 農林 水産 業 を 実現 す 
る た め 、 草 新 的 な 技術 の 開発 ・ 導 入 や 、 生 産 基 盤 の 着実 な 整備 等 の 取組 を 進め ます 。 

















現状 と 課題 

農業 に つい て は 、 米 消費 量 の 減少 傾向 が 継続 し 、 ま た 、 麦 や 大 豆 等 の 単 収 が 低い こと か ら 、 水 
田 フル 活用 に よる 野菜 の 作付 拡大 や 、 地 域 課 題 に 対応 し た 技術 開発 と 普及 な ど に より 、 生 産 性 の 
向上 に 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 

畜産 に つい て は 、 収 益 力 の 強化 を 図る た め 、 経 営 規模 の 拡大 や 技術 指導 、 家 畜 衛 生 対策 等 に よ 
る 生産 性 の 向上 に 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 

林業 に つい て は 、 豊 富 な 森林 資源 を 背景 に 、 多 様 な 木材 加工 施設 の 立地 や 、 木 質 バ イオ マス の 
エネ ルギー 利用 が 進ん で いる と ころ で あり 、 木材 需要 の 拡大 に 対応 し た 県 産 木材 の 安定 供給 体制 
の 強化 を 図っ て いく 必要 が あり ます 。 

また 、 山 村 地 域 の 貴重 な 収入 源 で ある 、 し いた け や 木 炭 、 生 漆 等 の 特 用 林産 物 の 生産 振興 を 図 
る 必要 が あり ます 。 

水産 業 に つい て は 、 東 日 本 大 震 災 津 波 に より 減少 し た 生産 の より 一 層 の 回 復 を 図る た め 、 サケ ・ 
アワ ビ 等 の 資源 回 復 や ワカ メ 等 養殖 業 の 生産 性 向上 な ど 、 高 度 な 「 つ くり 育て る 漁業 」 を 推進 す 
る 必要 が あり ます 。 

EPA' (経済 連携 協定 ) や TP P* ( 環 太平 洋 連携 協定 ) 等 、 農 林 水 産 分 野 の グロ ー バ ル 化 の 
流れ が 一 段 と 加速 し 、 本 県 の 農林 水産 業 に 大 き な 影響 を 及ぼ すこ と が 懸念 され て いま す 。 






















































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 生産 性 ・ 市 場 性 の 高い 産地 づく り の 推進 
⑦) 農産 物 の 戦略 的 な 産地 形成 と 生産 性 の 向上 
(水稲 ) 
水稲 に つい て は 、「 金 色 の 風 」「 銀 河 の し ずく 」 を 核 と し た 県 産 米 全 体 の 評価 向上 を 図り な が 
ら 、 米 卸 業 者 や 米穀 専門 店 と 連携 し た 販売 促進 活動 等 に よる 顧客 獲得 と 高値 取引 の 実現 に 向け 
た 生産 に 取り 組み ます 。 


















































「 EEPA : 質 易 や 投資 な ど 経 済 活動 の 自由 化 に 向け た 経済 連携 協定 。 
2 TPP : Trans-Pacific Partnership Agreement ( 環 太平 洋 ペ パー トナ ー シ ッ プ 協 定 ) の 略 。 モ ノ の 関税 だ け で な く 、 サ ービス 、 投 資 の 
H 化 を 進め 、 さ ら に は 知 的 財産 、 電 子 商 取引 、 国 有 企 業 の 規律 、 環 境 な ど 、 幅 広い 分 野 で 21 世紀 型 の ルー ル を 構築 する 経済 連携 協定 。 
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(4) 








いて は 
団地 の 整備 等 














、 水 田 フ ル 活 
の 規模 拡大 























こ 向 けた 取組 を 推進 し ます 。 











いて は 、 








向 要 に 

















花き に つい て は 、 


期 の 出荷 に 

雑 報 等 
する 機械 導入 、 
E) 


曽 








( 畜 


rH 











月 


人 【 

















し 

NR 飼養 規模 の 拡大 に 
も に 、 繁 殖 管 理 シ ステ ム 等 
組み ます 。 

酷 農 
縮 な どの 生産 性 向上 に 
す 。 

まだ 。 
や ロコ ント ラクター 等 
築 に 取り 組み ます 。 

肉 
率 低減 な どの 生産 性 


QrL 





トト 






































県 立花 き セ ンタ ー を 活 月 

向け た 新 改 植 を 
の 地域 特産 作物 に つい て は 、 生 産 意 欲 を 喚起 する 共進 
施設 の 整備 等 を 支援 し ま 


全般 に つい て は 、 生 産 者 、 
畜産 物 の 高 付加 価値 化 等 に より 


に つい て は 、 地 域 の サポ ー ト チー ム に 
取り 組む と と も に 


草地 ・ 飼 料 畑 の 整備 を 
の 外部 支援 組織 の 


H 生 に つい て は 、 地 域 の サポ ー ト チー ム 
a 














放牧 生 管 理 ( 
また 、2022 年 の 全国 
醸成 に 取り 組み ます 。 
































養鶏 ・ 養 豚 に つい て は 、 


ます 。 























県 産 木 材 の 安 
整備 を 進め 、 路 網 
市 場 ニ ー ズ に 応じ た 


R 証 等 の 普及 を 道 
























































3 クラスター : 英語 で 「 房 」「 集 


4 胡 





「 群 れ 」 











印 」 











育 育 成 セ ンタ ー : 飼養 管理 の 効率 化 や 育成 成績 の 向上 な ど を 図 

















を 


いい 


"所 ジジ ト ラク ター 
7 キャ トル セン ター : 子 牛 国 
に 預 ! 


5 TMR セン ター : 相 飼 








料 と 濃 











域 の 酷 農 家 に 供給 する 組織 。 


労力 や 飼 














ーー 















































ナ る こと で 肉 





生生 骨 


卒 ( こ 





に 係る 情報 通信 技術 (I CT) の 導入 な ど 機 能 


和牛 能力 共進 会 鹿児島 大 会 で の 上 位 入 賞 に 


ロロ 万 
ロロ 上 


ほめ 、 取 得 を 促進 し ます 。 


厚 飼料 等 を 適切 な 割合 で 混合 し 、 乳 


生産 機械 に 余裕 の ある 飼料 生産 機械 利 
H 育 ・ 育 成 ) や 繁殖 雌牛 (分 姓 等 ) を 集 
こ 係る 労力 を 軽減 する と と も に 、 飼 養 頭 数 の 増 頭 を 





進 








め る ほか 、 花 き 産 地 の 拡大 に 向 




















すっ 





団体 、 畜 産 関係 企業 等 が 
地域 全体 の 収益 1 























ご 半 


を 









































侍 





め る と と も に 、 飼 料 生産 等 





や 大 規模 機械 の 導入 に よる 土地 利 


応じ た 高 収 益 な りん ご や ぶどう の 新 改 植 及び 


日 し た 知識 や 技術 の 普及 に 取り 組む と と も に 


性 向上 を 図る 畜 


よる 活動 を 通じ 、 
貴 育 育成 セン ター 等 の 整備 ・ 機 能 強 化 を 推進 し ま 


用 型 野 菜 の 作付 拡大 や 、 施 














を 推進 し ま 





地 の 集 積 



































けた 取組 を 推進 し ます 。 
生 の 向上 に 資 


会 の 開催 や 、 生 産 1 











体 と な っ て 、 生 産 コ スト の 低減 や 





進 





産 ク ラス ター3 の 取組 を 推 


設 整備 や 生産 管理 用 機械 の 導入 等 を 支援 する と と 
CT) の 導入 に よる 労働 力 の 軽減 や 効率 化 に 








肥 り 








産 乳 能力 の 向上 や や 分 婚 間 隔 の 短 





の 省力 化 に 向け 、TMR セン ター5 











進 














育成 を 








こよ る 活動 を 通 
公共 牧場 に 





























経営 安定 対策 を 継続 する と と も ( 


豊富 な 森林 資源 を 生か し た 木材 産地 の 形成 
定 的 な 供給 体制 の 構築 に 
と 高 性 能 林 業 機械 の 組合 せ 





向け 、 市 町 村 と 連携 








・ 性 能 の 確か な 製材 品 等 の 供給 1 




















EE 


図り 、 粗 飼料 等 


に 、 家 畜 衛 生 対 策 等 の 取組 を 推進 


に よる 木材 生産 の 低 コ スト 化 を 促進 
こ 向 け 、JAS ( 











の 生産 拡大 と 広域 流通 体制 の 構 





じ 、 分 學 間 隔 の 短縮 や 子 邊 の 事 政 
お ける キャ トル セン ター? の 整備 や 


強化 を 図り ます 。 


口 月 
HH 





和牛 の 育成 や 機運 








向け 、 出 











し 












































し 、 森 林 施 業 の 集約 化 と 林道 
し ます 。 


日 本 農林 規格 ) や 


等 の 



































組合 等 が 中 心 と な り 、 




















区 
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る た め 、 生 後 10 日 前 後 の 路 


邊 の 養分 要求 量 に 合う よう に 


管理 する た め の 共 同 利用 
る こと が で きる も の 。 














、 育 成す る セン タ 





育 時 期 か ら 子 生 を 預かり 























調製 し た 飼料 (TMR :Total Mixed Rations) 


近隣 の 畜産 農家 等 の 飼料 生産 を 請け 負う 組織 。 
施設 。 農 家 は 、 和 牛 を 一 定期 間 ま と め て 施設 












































木材 電 給 情報 の 共有 や 安定 
等 と の マッ チン グ を 促進 し 
安全 な し いた け 原 木 の 確保 
ます ず $ 















































需要 が 増大 し て いる 生 深 の 





取引 協定 の 締結 促進 等 に より 、 素 材 生 産 事業 者 と 木材 加工 事業 者 
、 県 産 木材 の 安定 供給 体制 の 構築 に 取り 組み ます 。 






































を 進め る と と も に 、 生 産 技術 の 向上 や 生産 規模 の 拡大 に 取り 組み 























製 炭 技術 の 継承 に よる 品質 の 確保 ・ 向 上 な ど 、 岩 手 木炭 の プラ ンド 強化 の 取組 を 文 援 し ます 。 





生産 量 拡大 に 向け 、 浴 苗木 の 増産 や 漆 林 の 整備 、 深 挿 き 職人 の 育 














成 等 の 取組 を 支援 し ます 。 











⑰) 漁業 生産 量 の 回 復 と 水産 資源 の 持続 的 利用 























生産 能力 と 意欲 ある 漁業 者 
ル づ くり を 促進 する と と も に 
す 。 
また 、 経 験 の 浅い 新規 就業 
モデ ル 定 作業 方 法 の 「 見 える 
さら に 、 地 域 の 漁業 関係 者 
進 し ます 。 






























































が 規模 拡大 と 効率 化 に 積極 的 に 取り 組め る よう 、 漁 場 利用 の ル 

















、 地 域 の 生産 量 を 維持 ・ 増 大 する た め 、 漁 協 目 営 養殖 を 促進 し ま 


























者 で も 高い 生産 性 が 得 ら れる よう 、 地 域 の 模範 的 な 漁業 者 の 経営 











化 」 と 共有 を 促進 し ます 。 




















と 企業 の 相互 理解 を 前 提 に 、 養 殖 生 産 に 

















お ける 企業 と の 連携 を 促 


漁業 就業 者 の 減少 に 対応 する た め 、 省 力 化 機器 の 積極 的 な 導入 や 協業 体 な どの 組織 化 、 作 業 
を 周年 に わた り 平 準 化 する た め の 「 ワ カメ の 後 芯 抜 き 方 式 」 の 導入 な どの 取組 を 促進 し ます 。 
け 、 ク ロマ グロ や ミズ ダコ な どの 適切 な 資源 管理 や 、 サ クラ マス 
な どの 新た な 水産 資源 の 造成 と 保護 培養 を 推進 し ます 。 



































水産 資源 の 持続 的 利用 に 向 















































また 、 漁 業者 に 対し て 、 国 
調査 及び 解析 体制 を 充実 し 、 
向上 させ 、 漁 獲 可 能 量 に よる 

さら に 、 漁 業者 の 自主 的 資 
































が 示す 漁獲 可能 量 を 遵守 する よう 
資源 管理 対象 魚 種 を 増やす と と も ( 
管理 手法 の 導入 を 目指 し ます 。 





























源 管理 を 進め る た め 、 漁 業 共済 組 





指 



























































導 す る ほか 、 県 の 地 先 資源 の 








に 、 各 魚 種 の 資源 量 予測 精度 を 


合 と 
































資源 管理 計画 へ の 参画 を 促進 
アワ ビ な どの 磯 根 資源 の 











ロ 

















連携 し て 漁船 漁業 を 中 心 に 




















護 に つい て は 、 当 業 取 締 航 の 性 能 




















資源 変動 の リス ク に 備え た 経営 安定 化 策 に 取り 組み ます 。 
強化 に よる 取締 体制 の 充実 を 図 








る と と も に 、 陸 上 パト ロー ル 回 数 を 増やし て 、 密 漁 防止 対策 を 強化 し ます 。 
② 革新 的 な 技術 の 開発 と 導入 促進 








(農業 ) 


大 学 や 民間 企業 と の 産学 官 連 











術 、 中 山間 地域 の 農業 に 適し 





「 ス マー ト 農 業 8」 技術 の 開発 と 普及 を 推進 し ます 。 
水稲 に つい て は 、 直 播 ・ 疎 植 等 の 低 コ スト 栽培 技術 や 自動 
セン シン グ 9 技 術 に よる 品質 ・ 食 味 の 








化 を 図る と と も に 、 リ モー ト 





化す る 環境 制御 技術 な どの 普及 に 取り 組み 、 大 幅 な 収量 向上 を 
岩手 生物 工学 研究 セン ター 等 








雑穀 の 品種 開発 に 取り 組み ま 

















スマ ー ト 農業 : ロボ ッ ト 技 術 や 情報 通信 技術 (I CT) を 活用 し て 、 省 力 化 や 収益 性 の 向上 な ど を 進 












































携 の 取組 等 に より 、 大 規模 経営 に 適し た 無人 農機 や ロボ ッ ト 技 





た 草刈 り ロ ボッ ト や 人 簡 協 目 動 操 艇 な ど 、 本 県 農業 の 実情 に 即 し た 



















































































す 。 






































g 水 シス テム 等 の 導入 に より 省力 


高位 安定 化 を 推進 し ます 。 
野 表 に つい て は 、 生 育 ・ 気 象 等 の デー タ を 基 に 、 湿 度 や 二酸化 大 素 等 の 施設 内 の 環境 を 最適 


目指 
と の 共同 研究 を 通じ 、 実需 ニー ズ に 対応 し た 水稲 ・ 果 樹 ・ 花 き ・ 











し まま 


め た 次 世代 農業 を 指す 。 

















? リモ ー ト セン シン グ : 「 物 を 触ら ず に 調べ る 」 技術 。 様々 な 種類 が ある が 、 人 工 衛星 に 専用 の 測定 器 (セン サー) を 載せ 、 森 林 伐 採 、 砂 
漠 化 、 農 作物 (水田 ) の 状況 な ど 地 球 を 調べ る (観測 する ) こと を 衛星 リモ ー ト セン シン グ と いう 。 
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ゲノム 解析 技術 な ど を 活用 し 、 産 肉 能力 に 優れ た 全国 トッ プレ ベル の 黒毛 和 種 の 種雄 和牛 の 早 
期 造成 に 取り 組み ます 。 
全国 トッ プレ ベル の 種雄 和牛 の 凍 結 精液 を 県 内 供給 し 、 肉 用 和牛 産地 と し て の 評価 向上 に 取り 組 
み ま す 。 
(林業 ) 
GI S10 や 情報 通信 技術 (I CT) 等 の 先端 技術 を 活用 し た 「 ス マー ト 林 業 エ 」 の 取組 を 進 
め ま す 。 
カラ マツ 種子 の 着 果 促進 技術 の 検証 や スギ 花粉 症 対策 品種 の 種子 増産 等 に より 、 優 良 な 種苗 
の 安定 確保 に 取り 組み ます 。 
アカ マツ CL 丁 32 等 の 実用 化 や 、 広 葉 樹 資 源 を 活用 し た 木材 製品 の 商品 化 に 向け た 技術 開発 
等 に 取り 組み ます 。 
効率 的 な 漆 苗 木 の 生産 方 法 の 確立 や 、 原 木 し いた け の 産地 再生 に 向け た 安全 ・ 安 心 な 栽培 技 
術 の 開発 等 に 取り 組み ます 。 
(水産 業 ) 
情報 通信 技術 (1 CT) や 省力 化 機器 の 導入 等 に よる 、 義 殖 生 産 の 効率 化 や 収益 性 向上 に 向 





けた 「 ス マー ト 水 産業 3」 の 取組 を 推進 し ます 。 


サケ の 初期 減 耗 要 


すず 




















高 水温 で も 回 旋 
産 技術 の 開発 を 行う な ど 、 環 境 変 動 に 強い 租 








因 を 解明 する と と も に 、 








可 帰 








きす る 北上 川 水系 の サケ の 特性 を 解明 し 、 そ の 特性 を 利 月 








『 苗 2 








ご 


IT 








率 が 高く な る 種苗 生産 技術 の 開発 を 推進 し 





月 し た 新た な 稚魚 の 生 








産 を 推進 





ます 


し ン ヴ 





漁港 水域 の 階層 的 利用 に よる アワ ビ 、 ウ ニ 、 ナ マコ 、 急 類 な どの 効率 的 な 増 養殖 の 実証 試験 


に 


養殖 4 




















技術 開発 を 失 


反り 組み ます 
E 産 の 効率 化 ・ 多 様 化 に 向け 、 ワ カメ や カキ 類 な どの 人 工種 苗 を 活用 し た 養殖 技 
発 を 推進 し ます 

マガ キ や ホタテ ガイ な どの 租 


O 


O 


ーー 上 


ほ 田 











E 進 し ます 。 





③ 安全 ・ 安 心 な 産地 づく り の 推進 


地球 温暖 化 防止 や 生物 多様 性 保全 を 








の 県 内 





へ 
小曲 


自 

















率 向上 に 向け 、 安 定 的 な 種苗 生産 ・ 





の 開 








供給 に 関す る 











図る た め 、 環境 へ の 負荷 を 軽減 する 生産 技術 の 導入 を 推進 




















する と と も に 、 農 業者 、 地 域 住民 及び 消費 者 が 一 体 と な っ た 、 環 境 保全 型 農 業 の 取組 を 推進 し ま 
す 。 
農業 生産 工程 管理 (GAP14) の 取組 を 推進 する た め 、」A 等 の 関係 機関 ・ 団 体 と 連携 し 、 指 











導 者 の 理解 促進 と 指導 スキ ル の 向上 に 取り 組む と と も に 、 
肥 組 手順 や 改善 事例 を 活用 する こと に より 、 他 の 農業 者 の 認証 取得 を 支援 し ます 。 
流通 ・ 加 工 ま で の 一 貫 し た 衛生 ・ 








し た 有 





漁獲 か ら 陸 揚げ 、 





0 GTIS : 地理 情報 シス テム (GIS : Geographic Information System)。 地理 的 位置 を ヨ 


間 デ ー タ ) を 総合 的 に 管理 的 に 表示 し 、 高 度 な 分 析 や 迅速 な 判断 を 可能 に する 技術 。 





・ 加 工 し 、 視 覚 











スマート 林 業 : 
“CLT : Cross 











情報 通信 技術 (ICT) 等 を 活用 
Laminated Timber の 略称 で 、 














の 構造 材 の 他 、 土 木 








材 、 




















家具 な ど に も 使用 。 




















スマ ー ト 水産 業 : 情報 








通信 技術 (ICT) 等 





を 活用 し て 








に ・ 区 
JGAP : 農業 者 自ら が 、 
安全 等 を 改善 する 生産 工程 
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HF 


栽培 
管理 ヨ 
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E 備 か ら 1 
E 法 。 

















省力 
( ラ 























省力 

















化 や 収益 性 の 向 





認証 を 取得 し た 先進 経営 体 を モデ ル と 









































品質 管理 を 行う 「 高 度 衛生 品質 管理 地域 づ 














E が か する 情報 を 持っ た デー タ ( 空 


に 、 位 置 に 関 








上 な ど を 進め た 次 世代 林業 を 指す 。 








ミナ ) を 並べ た 後 





化 や 収益 性 の 向 











向 が 直交 する よう に 積層 接着 し た 木質 系 材料 。 建 築 

















上 な ど を 進め た 次 世代 水産 業 を 指す 。 








i・ 調 製 まで の 各自 階 で 、 記 録 、 点 検 ・ 評 
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f 農産 物 の 品質 、 労 働 





に より 、 食 品 安全 、 環 境 保全 、 























OE GU 
改正 食品 衛生 法 に お ける HACCP 制度 化 を 受け 、 水 産 加工 事業 者 等 に お ける HACCP 導 
入 を 促進 し ます 。 
関係 機関 と 連携 し て 、 貝 毒 な どの 状況 を 定期 的 に 監視 し 、 そ の 結果 を 速やか に 公表 する と と も 
に 、 上 貝 毒 の 発生 予測 や 毒 値 を 下げ る 技術 開発 を 推進 し ます 。 
④ 生産 基盤 の 着実 な 整備 
(農業 ) 
生産 コス ト の 低減 や 畑作 物 等 の 生産 拡大 を 図る た め 、 水 田 の 大 区 画 化 や 排水 改良 、 畑 地 か ん 
AN HE 
水利 用 の 高度 化 や 農作業 の 負担 軽減 を 図る た め 、 遠隔 操作 が 可能 と な る 給排水 シス テム や 地 
下水 位 の 調整 を 行う 地下 水位 制御 レス テム 等 の 導入 に こ 向 けた 取組 を 推進 し ます 。 
農業 の 生産 条件 が 不利 な 中 山間 地域 に お いて は 、 地 域 の ニー ズ に 合わ せ た き め 細 か な 基盤 束 
備 を 推進 し ます 。 
農業 用 水 を 安定 的 に 供給 する た め 、 農 業 水利 施設 の 長寿 命 化 と ライ フサ イク ルコ スト の 低減 
を 図る 保全 管理 を 推進 し ます 。 
農業 水利 施設 の 適切 な 保全 管理 の た め 、 複 式 簿記 の 円 消 な 導入 や 統合 整備 な ど 、 施 設 管理 を 
担う 土地 改良 区 の 運営 基盤 強化 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 
荒廃 農地 の 発生 防止 ・ 再 生 利 用 を 図る た め 、 農 業 委員 会 等 に よる 農地 の 利用 最適 化 の 取組 を 















































































































































































































































































































































推進 し ます 。 
(林業 ) 
森林 経営 計画 等 の 策定 を 進め 、 造 林 や 間伐 等 の 森林 整備 を 通じ て 、 持 続 的 な 森林 経営 を 促進 
し まず;。 
































森林 整備 や 木材 生産 の 効率 性 を 高め る た め 、 林 道 な ど 路 網 の 計画 的 な 整備 を 促進 し ます 。 
(水産 業 ) 
水産 物 を 安定 的 に 供給 する た め 、 機 能 保 全 計画 に 基づく 適時 適切 な 補修 ・ 更 新 な ど 、 漁港 施 
設 の 長寿 命 化 と ライ フサ イク ルコ スト の 低減 を 図る 計画 的 な 保全 管理 を 推進 し ます 。 
漁場 生産 力 の 向上 等 を 図る た め 、 漁 港内 の 静穏 水域 等 を 活用 し た アワ ビ ・ ツ ウニ 増殖 場 の 整備 
な ど を 推進 し ます 。 
漁業 生産 コス ト の 低減 や 就労 環境 の 改善 を 図る た め 、 水 産物 の 陸揚げ 作業 等 の 効率 化 ・ 省 カ 
化 に 資す る 浮 楼 橋 な どの 計画 的 な 整備 を 推進 し ます 。 
⑤ 鳥獣 被害 や 松 く い 虫 ・ ナ ラ 枯 れ 被 害 の 防止 対策 の 推進 
農林 水産 物 に 対す る 野生 鳥獣 被害 を 防止 する た め 、 猟 銃 ・ わ な に よる 有害 捕獲 や 積雪 に 強い 
恒久 電気 さく の 設置 、 情 報 通 信 技 術 (I CT) の 活用 、 地 域 全体 で の 被害 防止 活動 の 取組 を 推 
進 し ます 。 
松 く い 貝 被害 や ナラ 枯れ 被害 の 拡大 を 防ぐ た め 、 市 町 村 と の 連携 に より 、 効 果 的 な 防除 対策 
を 実施 する と と も に 、 樹 種 転換 や 更新 伐 な ど に よる 伐採 木 の 利 用 を 通じ て 、 病 害虫 被害 を 受け 
に くい 健全 な 森林 づく り を 促進 し ます 。 














































































































































































































































































































5 HACCP : Hazard Analysis and Critical Contro] Point の 略 。 食 品 等 事業 者 自ら が 食中毒 菌 汚染 や 異物 混入 等 の 危害 要因 ( ハ ザ ー 
ド ) を 把握 し た 上 で 、 原材料 の 入荷 か ら 製 品 の 出荷 に 至る 全 工 程 の 中 で 、 そ れ ら の 危害 要因 を 除去 又は 低減 きす せる た め に 特に 重要 な 工程 を 
管理 し 、 製 品 の 安全 性 を 確保 し よう する 衛生 管理 の 手法 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 


(4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 









































































































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 生産 性 ・ 市 場 性 の 高い 産地 づく り の 
推進 
米 産地 と し て の 
(7) 農産 物 の 戦略 的 な 産地 形成 と 生産 性 の 向上 高 品質 維持 に よる 評価 確立 地位 確立 
上 標 ブラ ンド イメ ー ジ の 定着 人 @- 県 産 米 全体 の 評価 
(水稲 向上 
- 水 稲 (主食 用 ) オリ ジ ナ ル 品 種 の 作付 面積 (ha) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 品種 の 適正 配置 や 管理 技術 の I CT 技術 等 を 活 
5,000 | 5,400 | 5,800 | 6,000 | 6,200 徹底 な ど 実 堆 ニ ー ズ に 応じ た PW= 用 し た 規模 拡大 に | 上 w 
現状 値 は 2017 年 の 値 生産 よる 供給 力 強 化 
・ 野 菜 販 売 額 1 億 円 産地 の 新規 育成 数 (産地 ) 土地 利用 型 野菜 の 作付 拡大 に 
累計] 向け た 機械 ・ 施 設 の 整備 促進 還 5 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 SE 
胃 0 1 6 9 施設 野菜 の 作付 拡大 に 向け た EE 
目標 値 は 2019 年 か ら の 累計 ハウ ス 団 地 の 整 備 促進 
果樹 ・ 花 き 優良 品種 の 新 改 植 支援 トゥ 
雑穀 ・ ホ ッ プ 等 の 共進 会 開催 | 
(畜産 共通 ) 畜産 クラ スタ ー 計 画 の 策定 ・ 見 直し ・ 実 践 支援 トッ 
畜舎 ・ 機 械 等 整備 、1 CT 機器 等 導入 に 対す る 支援 > 
( 酷 農 ) 性 判別 精液 を 活用 し た 高 能力 後継 牛 
・ 経 産 牛 1 頭 当 た り の 年 間 生 乳 生 産 量 (kg) 後継 邊 確保 支援 の 確保 | 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
8,440 | 8,450 | 8,500 | 8,550 | 8,600 地域 サポ ー ト チー ム に よる 個別 農家 指導 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 
外部 支援 組織 (TMR セン ター、 コ ント ラク ター、 本 農 ヘ ル ヒッ 
パー 組合 等 ) の 運営 に 対す る 支援 
(商用 和牛 ) 公共 牧場 の 機能 強化 に 向け た 支援 
・ 了 肉 用 和牛 農家 1 戸 当たり の 飼養 頭数 ( 頭 ) I CT 技術 の 導入 等 に 係る I CT 技術 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 モデ ル 実 証 の 普及 
19.2 | 20.7 | 21.6 | 22.5 | 23.5 
現状 値 は 2017 年 の 値 地 整 備 ・ 施 設 整 備 等 に 対す る 支援 | 
全国 和牛 能力 共進 会 鹿児島 大 会 に 向け た 支援 
戦略 策 ゲノム 評 出品 生 
定 、 出 品 | | 価 性 判別 出品 修 補 和牛 の 最終 選 
邊 造成 | | 受精 卵生 生産 育成 才 、 出 品 | し 
1 雄 牛 産 a 
槍 和牛 選 
定 飼養 管理 研修 会 サポ ー ト チー ム 巡 回 
( 姜 鶏 ・ 養 有 ) 斉 産経 営 安定 対策 の 継続 、 家 畜 衛 生 対 策 の 励行 ト テ 
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5 5 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
自 り 組む 具体 的 な 
県 が 取り 組む 只 体 的 な 推進 方 末 ~2018 2019 2020 2021 2022 
(7) 豊富 な 森林 資源 を 生か し た 木材 産地 の 形成 
・ 素 材 生 産 量 ( 千 避 ) 森林 作業 道 の 整 備 や 高 性 能 林業 機械 の 導入 へ の 支援 トー 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
A DR 木材 加工 事業 者 等 に よる JAS 等 の 取得 促進 トー と 
現状 値 は 2017 年 の 値 
木材 需給 情報 の 共有 > 
・ 乾 し いた け 植 菌 本 数 (千本 ) - 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 原木 し いた け の 生産 支援 | 
882 920 940 960 980 
現状 値 は 2017 年 の 値 製 炭 技 士 の 養成 レル 
性 一 | 岩手 木炭 の プラ ンド 強化 支援 トー 
漆 生 産 量 の 拡大 支援 一 時 
(⑰) 漁業 生産 量 の 回 復 と 水産 資源 の 持続 的 利 se さこ 
・ 養殖 わ か め 生 産 者 1 人 当たり の 生産 量 (トン 漁協 等 の 異 業種 企業 と の ネッ トワ ー ク 強化 一 時 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
に や | 漁協 等 が 行う 協業 化 に 向け た 取組 支 援 トッ | 
17.5 | 17.9 | 18.3 | 18.7 
現状 値 は 2015 年 の 値 
地域 に お ける 新た な 生産 体制 
W 開 の 構築 支援 a 
・ サ クラ マス 放流 尾数 ( 千 尾 ) 産 技術 の 確立 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
220 750 875 | 1.000 | 1175 種苗 増産 技術 の 
現状 値 は 2017 年 の 値 普及 促進 
F 法 の 開発 
@ 一 一 放流 効果 の 検証 一 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 生 2 


② 革新 的 な 技術 の 開発 と 導入 促進 












































「 い わ て スマ ー ト 農業 推進 研究 会 」 の 活動 促進 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「 い わ て スマ ー 技術 の 実証 スマ ー ト 農業 技 
ト 農 業 祭 」 の 開催 | | 研究 と 評 1 術 の 普及 促進 
目標 
・ 水 稲 直播 栽培 等 低 コ スト 栽培 技術 導入 面積 割合 直播 ・ 疎 植 等 の 低 コ スト 技術 の 普及 促進 
(%) a 
RE 実証 等 に よる ae | 
現状 値 2020 2021 2022 技術 の 確立 普及 面積 の 拡大 
43 56 60 
現状 値 は 本 5 
©— リモ ー ト セン シン グ 技 術 の 普及 促進 = 
・ 環 境 制御 技術 導入 経営 体 数 (経営 体 ) [累計 ] 環境 制御 技術 の 普及 促進 
現状 値 2019 2020 2021 2022 ーー _ 6 
5 9 13 16 高 規格 ハウ ス 及 び 環 境 制 御 | | 実証 結果 に 基づく 環境 | 
L2019 年 か ら の 計 機器 等 の 導入 支援 、 技術 実証 制御 技術 の 普及 拡大 
・ ゲ 旭 析 に 員 有 種雄 和牛 の 造 成 頭数 ( 旨 、 _ ー a 
a の 造成 頭数 ( 豆 ゲノム 解析 に よる 種雄 生 の 造成 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 繁殖 雌牛 の ゲノム 評 人 1 
= 0 2 4 6 
目標 値 は 2019 年 か ら の 累計 高 評価 雌 高 評 価 雌 和牛 か ら の 雄 子 生生 産 財 
生か ら の 
受精 卵 採 雄 子 生 の ゲノム 評 1 
取 ・ 移 植 高 評価 雄 子 生 を 種雄 生 に 選抜 
し 、 凍 結 精液 を 県 内 供給 
(林業 ) 
・ 着 果 促進 技術 の 活用 に よる カラ マツ 科 カラ マツ 環状 剣 肥 及び 受光 伐 等 の 実施 
量 (kg) 
現状 値 2020 2021 採種 園 の 整備 (受光 環境 の 改善 等 ) 
40 48 
現状 値 は 2017 有 環状 剣 友 の 適 | 
期 等 の 分 析 
分 析 結 果 に 基づく 増産 技術 の 実証 
(水産 業 ) 
・ サ ケ の 回 帰 率 (%) 高温 耐性 を 有する サケ の 生物 特性 の 把握 ト 一» 
現状 値 | 2019 2020 
hl 高温 面 性 を 有する サケ の 資源 増殖 モデ ル 
現状 値 は 2017 年 の 値 ーー 開発 
・ 農 林 水 産業 に 関す る 研究 開発 件 数 (件 ) 〔 累 ョ ー ーー 
ne ーー 試験 研究 機関 等 に お ける 新品 種 開発 や 
先進 的 な 生産 技術 に 関す る 研究 | 
5 6 2 18 24 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 素 計 情報 通信 技術 (1 CT) や 省力 化 機器 の 導入 支援 。 
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R 5 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り 組 む 具 れ ナ + 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 森 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
環境 保全 型 農業 直接 支払 交付 金 の 活用 促進 
セミ ナー 等 の 開催 に よる 地域 住民 や 消費 者 | 一 P| 
制度 の 理解 促進 と の 交流 促進 
・ 県 版 G で AP 確認 意 録 及び GAP 朗 証 了 の リー ダー を 中 心 と し た 産地 全体 で の 取組 推進 
(農場 ) 〔 累 計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 GAP 推 進 ・ 取 得 の 産地 全体 へ の ea 
12 221 246 271 リー ダー 養成 取組 拡 ブ 
現状 値 は 2017 年 の 値 




































































































































































型 際 水 準 トー 
・ 高 度 衛 4 管理 地域 認定 数 (市 町 村 ) [累計 ーー ー 
現状 値 2020 2021 2022 地域 計画 の 実行 支援 トー ドジ | 
3 6 8 10 
現状 値 は 2017 年 の 値 HACCP 導入 に 係る 水産 加工 事業 者 へ の 個別 指導 
法 改 正 内 容 の 周知 

















| 
法 施行 に 伴う 導入 促進 












































水産 技術 セン タ 
































に よる 中毒 毒 化 予 測 技術 等 の 開発 





ビ 























具 毒 の 「 除 毒 技術 」 開発 







































































トー 
内 毒 の 「 減 衰 予 測 技術 」 員 毒 の 「 発 生 予 測 技術 」 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































且 が 取り 組む 具 4 な 推 * 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 森 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
④ 生産 基盤 の 着実 な 整備 
(農業 ) 
上 標 
・ 水 田 整 備 面 積 (ha) 〔 連 計 ほ場 整備 等 の 推進 
現状 値 | 2019 | 2020 (調査 計画 、 土 地 改 良 事業 計画 の 策定 ・ 法 手続 き 、 | 
14, 465 | 15,100 | 15, 400 | 15, ; 実施 設計 、 基 盤 整 備 の 実施 ) 
現状 値 は 2017 年 の 値 "イイ イー ゴー 
・ 農業 用 用 排水 路 等 の 長寿 対策 着手 施設 数 
Sei 機能 診断 に 基づく 基幹 的 農業 水利 施設 の 保全 対策 しゃ | 
現状 値 | 2019 | 2020 ee ( 機 A 人 計画 の 策定 、 機 能 保全 対策 の 実施 ) 
81 88 91 97 
現状 値 は 2017 年 の 値 
(株 業 ) 
造林 面積 (ha) 低 密 度 植 栽 の 普及 ・ 記 人 
現状 値 コン テ ナ 苗 木 の 普 及 ・ 藩 発 
749 
現状 値 は 2017 年 伐採 業者 と 造林 業者 の マッ チン グ 
@ 一 一 貫 作 業 の 普及 ・ 啓 発 
・ 林道 整備 延長 
現状 値 計画 的 な 林道 の 整備 | 
4, 515 
現状 値 は 2017 年 
水産 業 ) 
伯 港 施設 の 長寿 命 化 対策 実施 施設 
計 〕 
2019 | 2020 | 2021 機能 診断 に 基づく 漁港 施設 の 保全 対策 
5 10 15 ( 機 A 保全 計 草 の 入 定 、 析 上 を 保全 対策 の 実施 ) 
H 標 値 は 2019 年 か ら の 累計 
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5 、 RE 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
⑤ 鳥獣 被害 や 松 く い 虫 ・ ナ ラ 枯 れ 被 害 の 


防止 対策 の 推進 


上 棟 

・ ニ ホン ジ カ の 捕獲 数 ( 頭 ) (県 計 ーー エー 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 1 CT 等 を 皇 ti 徐 等 の 
倫 夫 証 








市 町 村 鳥 獣 被害 防止 計画 を 踏ま えた 被害 防止 対策 の 実施 P| 














































































































本 

















10,999 | 10,000 | 20, 000 | 30,000 | 40, 000 
現状 値 は 2016 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 果 計 





























技術 の 導入 ・ 実 証 技術 の 普及 拡大 









































地域 全体 で の 被害 防止 活動 に 対す る 取組 支援 








被害 状況 の 把 据 対策 の 
住民 の 話合い に よる 合意 形成 評価 ・ 
対策 の 実施 改善 






















































































- 松 くい 串 に よる 第 害 量 被害 先端 地域 に お ける 徹底 防除 


ーー 被害 まん 延 地域 に お ける 伐採 木 の 利用 と 防除 


現状 値 は 2017 










































































| @ 林 業 | ⑧ 水 産業 
(生産 者 ・ 団 体 等 ) | (林業 経営 体 ・ 団 体 等 ) (生産 者 ・ 団 体 等 ) | 
生産 性 ・ 収 益 性 の 向上 に 向け た 指導 の 実 「・ 造 林 や 間伐 等 の 森林 整備 ・ 衛 生 品質 管理 の 高度 化 | 
| | の 実施 | ・ つ くり 育て る 漁業 の 実 | 
| ・ 安 全 ・ 安 心 ・ 高 品質 な 農産 物 の 生産  ・ マ ツ 林 ・ ナ ラ 林 の 健全 化 践 | 
| ・GAP 等 の 取組 の 推進 | に 資す る 予防 的 利用 | ・ 水 産 資源 の 適正 な 管理 | 
| ・ 農 業 生 産 基盤 整備 の 合意 形成 支援 、 地 元 | ・ 県 産 木 材 の 安定 供給 体制 | ・ 加 工 ・ 販 売 事業 者 と の | 
| 調整 | の 構築 | 連携 | 
| ・ 小 規模 な 農業 生産 基盤 の 整備 ・ 長 寿命 化 | ・ 原 木 し いた け 生 産 技術 の (市町村) | 
| 対策 、 農 業 水利 施設 等 の 維持 管理 | 指導 | ・ 高 度 衛生 品質 管理 体制 | 
| ・ 鳥 獣 被害 防止 対策 の 実施 | (市 町 村 ) | の 構築 | 
・ 有 害 捕獲 、 侵 入 防止 村 等 の 整備 | ・ 礎 林 所 有 者 に 対す る 補助 | ・ つ くり 育て る 漁業 の 推 | 
上 調整 | 事業 等 の 普及 啓発 | 進 | 
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・ 荒 廃 農 地 等 の 利用 及び 利用 | | 
| (市 町 村 ) ・ 造 林 や 間伐 等 の 森林 整備 | ・ 水 産 資源 の 適正 な 管理 | 
| ・ 地 域 の 産地 形成 に 向け た 振興 施策 の 企画 の 支援 | に 関す る 普及 麻 発 等 | 
| 立案 | ・ 林 道 の 整備 、 維 持 管理 「・ 生 産 者 と 加工 ・ 販 売 事 
| ・ 農 業 施設 の 整備 等 へ の 支援 | ・ 松 くい 虫 ・ ナ ラ 枯れ 対策 | 業者 が 連携 し た 取組 の 推 | 
| ・ 農 業 生産 基盤 整備 の 合意 形成 及び 事業 化 に 関す る 意識 啓発 ・ 被 害 防 | 進 | 
| の 支援 | 止 対策 の 実施 | ・ 水 産生 産 基盤 の 整備 、 | 
| ・ 小 規模 な 農業 生産 基盤 の 整備 ・ 長 寿命 化 ・ 原 木 し いた け 生 産 技術 指 | 漁港 施設 の 長寿 命 化 対策 | 
| 対策 、 農 業 水利 施設 等 の 維持 管理 | 導 等 へ の 支援 | | 
| ・ 島 獣 被害 防止 計画 に 基づく 被害 防止 対策 | 
| の 実施 | 
| ・ 荒 廃 農地 等 の 調査 、 利 用 意向 の 把 提 

































































































































































































































































VI 仕事 ・ 収 入 





四 
本 38 農林 水産 物 の 付加 価値 を 高め 、 販 路 を 広げ ます 


(基本 方 向 ) 

県 産 農 林 水 産物 の 付加 価値 を 高め る と と も に 、 消 費 者 や 実需 者 の 評価 ・ 信 頼 の 向上 を 図り 、 国 内 
外 に 販路 を 広げ る た め 、6 次 産業 化 等 に よる 特産 品 の 開発 や バリ ュー チェ ー ン の 構築 、 流 通関 係 者 
等 へ の トッ プ セ ー ル ス や 各種 メデ ィ ア を 活用 し た 積極 的 な 情報 発信 な どの 取組 を 進め ます 。 
また 、 生 産 者 と 消費 者 の 結び 付き の 更 な る 強化 に 向け た 取組 や 、 増 加 す る 外国 人 観光 客 等 の ニー 

ズ を 踏ま えた 岩手 な ら で は の 「 食 」 の 充実 な どの 取組 を 進め ます 。 
























































現状 と 課題 

6 次 産業 化 に よる 販売 額 は 全国 的 に 拡大 傾向 に あり 、 生 産 者 の 所 得 向上 と 雇用 創出 等 を 通じ た 

地域 の 活性 化 を 図る た め 、 取 組 を 更に 拡大 し て いく 必要 が あり ます 。 

また 、 県 内 の 6 次 産業 化 に よる 販売 額 の う ち 、 産 直 の 販売 額 が 全体 の 約 6 割 を 占め る こと か ら 、 

食 の 流通 拠点 で ある 産直 の 販売 力 を より 一 層 強 化す る 必要 が あり ます 。 

県 産 農林 水産 物 の 輸出 額 は 、 平 成 26 年 (2014 年 ) に 約 22 億 円 と 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 発 災 前 の 
規模 まで 回 復 し た 後 、 平 成 29 年 (2017 年 ) に は 農産 物 を 中 心 に 約 28 億 円 まで 増加 し て お り 、 今 後 
も 、 国 外 の 日 本 食 ブ プー ム や 国内 市 場 の 縮小 傾向 を 見 据え を な が ら 、 海 外 市 場 に 向け 、 戦 略 的 に 輸 
を 促進 し て いく 必要 が あり ます 。 

公共 施設 を は じ め 、 商 業 施設 住宅 等 へ の 県 産 木材 の 利用 を 促進 する た め 、 品 質 ・ 性 能 の 確か 
な 県 産 製材 品 の 安定 供給 体制 の 整備 、 県 産 木 材 を 活用 し た 優良 施設 の P R、 木 造 建築 に 携わる 技 
術 者 の 育成 等 を 進め る 必要 が あり ます 。 

水産 加工 業 に つい て は 、 東 日 本 大 震 災 津波 に より 失わ れ た 販路 の 回 復 ・ 拡 大 を 図る た め 、 衛 生 
品質 管理 の 高度 化 や 生産 ・ 流 通 事業 者 と 連携 し た 商品 開発 な ど 、 産 地 と し て の 競争 力 ・ 販 売 力 強 
化 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 
県 産 農林 水産 物 は 、 東 京 中 央 卸売 市 場 で の 取扱 量 上 位 の 品目 が 多数 ある な ど 、 市場 関係 者 か ら 
高い 評価 を 受け て いま す が 、 消 費 者 の 認知 度 は 高い と 言え な い 状 況 に ある こと か ら 、 販 売店 征 飲 
食 店 等 と 連携 し た 販売 促進 活動 や 、 復 興 道路 等 を 活用 し た 高 鮮 度 輸送 体制 の 整備 を 積極 的 に 進め 
て いく 必要 が あり ます 。 

地域 で 育ま れ た 農林 水産 物 の 持つ スト ー リ ー や 品質 等 に つい て 戦略 的 に 情報 発信 する な ど 、 消 
費 者 や 実需 者 の 評価 ・ 信 頼 の 向上 を 図る 必要 が あり ます 。 
・ 生産 者 と 消費 者 の 結び 付き を 更に 強化 し て いく と と も に 、 増加 する 外国 人 観光 客 等 の ニー ズ に 
応え る 「 食 」 の 充実 な どの 取組 を 推進 する 必要 が あり ます 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 県 産 農 林 水 産物 の 高 付加 価値 化 と 販路 の 開拓 ・ 拡 大 の 推進 





消費 者 や 量販 店 、 
費 者 ニー ズ に 的 確 ( 
組み ます 。 

また 、 




















こ 対 応 し た 、 


外食 産業 関係 者 等 の ニー ズ を 収集 ・ 把 握 し 、 
品質 や お いし さ に 優れ た 農林 水産 物 の 生産 に 取り 





ロス 。 な > 


安全 ・ 安 心 


キル アッ プ を 支援 し ます 。 





生 











用 し た 発信 力 の ある 


させ 、 付 加 価値 を 高め な が ら 消 


し ます 。 
宮 た 。 
宅配 サー 
さら に 
し や 育成 に 取り 
ゲノム 解析 技術 等 
取り 組み ます 。 
県 産 木材 の 新た な 


産直 等 の 謗 


ーー 
“= 


起 








に 





























材 品 の 研究 開発 、 木 材 加 工事 業者 と 大 き ヨ 
市 場 流通 や 系 統 販 売 に 加え 、 漁協 や 漁業 者 自 








産 者 や 商工 業者 等 


ビス の 活用 、 
、「 い わ て 6 次 産業 

















特産 品 開発 や 料 選 











論客 力 と 販売 力 の 強化 


で 、 


マー ケティング に 関す る セミ ナー の 開 1 
に よる 「 地 域 ぐ る み 」 の 6 次 産業 化 を 指 
メニ ュー の 提供 を 促進 する と と も 
費 ま で つない で いく バリ ュー チェ ー ン ソン! の 構築 に 向け た 取組 を 促進 


に 向け 、 






































産地 と の 共有 を 





図り 














供 や 商談 会 へ 














宿泊 施設 や 

















レス トラ ン や 体験 農 











組み 、6 
の 科学 技 4 








を 活用 し た 








日 








需要 を 創 











園 と の 連携 
時 セツ グー の ア ドバイ ザ 
次 産業 化 の 裾野 の 拡大 を 区 
品種 改良 な ど に よ 


日 し 、 販 路 拡大 を 図 
家具 メー カー 等 



































ト を 確保 する た め の 取 組 を 促進 し ます 。 


契約 栽培 の 促進 や 地域 商 視 






























































































































































E の 活用 な ど 、 新 た な 流通 の 仁 






































の 参加 誘導 等 を 


E 進 する た め 、 


等 の 多角 的 な 取 


通じ 、 





な が ら 、 消 

















に 、 農 商工 連 











県 産 農林 水産 物 を 活 





携 等 を 深化 





























飲食 店 等 へ の 食材 供給 、 
組 を 支援 し ます 。 
等 を 活用 し な が ら 、 担 





























図り ます 。 














通信 販売 9 








い 手 の 掘り 














る 、 県 産 農林 水産 物 の 高 



































A 























































































































付加 価値 化 


る た め 、C LT 製造 技術 な ど 付 加 価値 の 高い 製 
和 ま と の マッ チン グ 支 援 な ど を 進め 8 
ら に よる 直販 や 





ご 


ます 。 


自家 加工 販売 な ど 多 様 な 販売 ルー 














復興 道路 等 を 活用 し た 、 仙 台 圏 や 首都 圏 へ の 鮮度 の 高い 県 産 農林 水産 物 の 輸送 を 可能 と する 物 
流 網 の 構築 を 促進 し ます 。 
宅配 事業 者 が 複数 の 産地 を 回 っ て 集荷 等 を 行う 「 共 同 配 送 シ ステ ム 」 6 
を 結ぶ 高速 路線 バス 等 を 活用 し た 「 貨 客 混載 物流 シス テム 」 の 本 格 実施 な ど に 、 低 コス ト 物 
流 網 の 構築 を 促進 し ます 。 
② 県 産 農 林 水 産物 の 評価 ・ 信 頼 の 向上 

県 産 農 林 水 産物 や 産地 の 評価 ・ 信 頼 の 向上 を 図る た め 、 品質 の 管理 や 安定 供給 等 に 取り 組む と 
も に 、 和 首都 圏 や 海外 に お いて 、 流 通関 係 者 へ の トッ プ セ ー ル ス 等 を 実施 する ほか 、 量 販 店 や 飲 
食 店 等 で ター ゲッ ト と する 消費 者 へ の 販売 促進 活動 を 展開 し ます 。 

また 、 テ ロワ ー ル "の 視点 に よる 地域 の 「 食 」 に か か る スト ー リ ー や 、 品質 や お いし さき 等 に 係る 
情報 を 発信 する と と も に 、 生 産 者 と 消費 者 ・ 実 雷 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン ・ 交 流 を 図る 取組 を 
進め ます 。 

首都 圏 等 i NN と の 提携 に よる キャ ン ペ ー ン ・ フ ェ ア の 開 














Oo 














1 バリ ュー チェ ー ン : (農林 水産 


勿 の ) 生 











産 か ら 製造 ・ 加 














、 流 通 、 














する 付加 人 























経営 まで の 一 貫 し た 支援 を 実施 す 
3 テロ ワー ル : も と も と は ワイ ン 





値 の 連鎖 を つく る 取組 。 
* いわ て 6 次 産業 化 支 援 セ ンタ ー : 





県 が 、 生 
る も の 。 
な どの 品種 に お ける 生 











産 者 等 の 6 次 産業 化 の 』 


消費 に 至る 各 段 階 の 付加 





育 地 の 地理 や 気候 

















4 


の 性 格 を 与え る 土壌 、 気 候 、 地 











農業 技術 等 の 要素 。 








プ ュ 
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肥 組 を 総合 的 に 支援 する 








県 産 農林 水産 物 の 認知 度 向上 に 取り 組み ます 。 























値 を 高め な が ら つ な ぎ 合 わせ 、 食 を 基軸 と 
































的 で 設置 し て いる 支援 組織 で 、 





こよ る 特徴 を 指す フラ ンス 語 で あり 、 農作物 等 に 





計画 ・ 創 業 ・ 


の 土地 特有 





























また 、 県 の 各種 ホー ムペ ー ジ 、S N S^* や パブ リ シ テ ィ 等 を 活用 し た 情報 発信 に 加え 、 関連 する 











企業 や 雑誌 等 民間 力 を 活用 し た クロ ス メ デ ィ ア を 展開 し ます 。 





























さら に 、 外 国人 観光 客 等 に 向け 、 県 産 農 林 水 産物 や 食 文化 の 認知 度 向上 と ファ ン の 獲得 に 取り 





組み ます 。 






































公共 施設 等 に お ける 県 産 木材 の 利用 を 促進 する た め 、 県 が 率先 し て 木材 利用 を 推進 



























































する と と も 


に 、 関 係 団体 と の 連携 に よる 県 産 木 材 を 活用 し た 優良 な 施工 事例 の PR や 、 建 築 士 ・ 建 築 施工 技 











術 者 等 の 木造 設計 技術 の 向上 支援 に 取り 組み ます 。 





水産 物 の 「 三 陸 プ ラン ド 」 の 確立 や 産地 市 場 に お ける 評価 の 向上 を 図 
高度 化 や 水産 加工 品 コ ンク ー ル 、 展示 商談 会 の 開催 等 を 通じ て 、 県 産 水産 物 や その 加 ] 
































産地 の 復興 状況 な どの 情報 を 発信 し ます 。 

















県 産 農 林 水 産物 に 対す る 消費 者 の 信頼 を 確保 する た め 、 放 射 性 物質 の 検査 結果 な ど 

















に 関す る 情報 の 発信 に 取り 組み ます 。 

③ 戦略 的 な 県 産 農林 水産 物 の 輸出 促進 と 外国 人 観光 客 等 へ の 対応 
アジ アプ 各国 や 米国 等 へ の 輸出 拡大 に 向け て 、 国 内 商社 や 現地 実 電 
る 販路 の 開拓 に 取り 組み ます 。 





























る た め 、 衛 生 品 質 管理 の 


























者 と の ネッ トワ ー 








また 、 各 国 ・ 地 域 の 食 習 慣 や ライ フス タイ ル 、 所 得 水準 な ど に 対応 し た 輸出 ルー ト 





























り 組 み ま す 。 
日 本 産 木 材 を 輸入 し て いる 諸 外国 の 木材 ニー ズ に つい て 、 関 係 
品質 ・ 性 能 の 確か な 県 産 木 材 製 品 の 輸出 を 促進 し ます 。 













































































[ 品 の 魅力 、 


安全 ・ 安 心 





ク 強 化 に 


の 開拓 に 取 


団体 と 情報 共有 を 図り な が ら 、 





「 岩 手 な ら で は 」 を 求め て 来 県 する 外国 人 観光 客 等 の ニー ズ に 応え る 、 豊 か な 自然 環境 や 歴史 
文化 、 魅力 ある 生産 者 等 の 地域 資源 を 活用 し た 「 食 」 や 「 体 験 」 の 充実 に 向け た 取組 を 進め ます 。 
④ 生産 者 と 消費 者 の 結び 付き を 深め 、 地 域 経済 の 好 循 環 を 創出 する 取組 の 推進 




















市 町 村 の 地産 地 消 促進 計画 の 策定 を 支援 し 、 産 直 に よる 学校 給食 や 医療 ・ 福 祉 























供給 な ど に よる 農林 水産 物 の 域内 消費 拡大 に 取り 組み ます 。 





いわ て 地産 地 消 給食 実施 事業 所 の 認定 、「 い わ て 食 財 の 日 」 等 の 取組 を 一 層 推 進 し 、 


























や 飲食 店 、 家 庭 等 で の 県 産 食材 の 利用 拡大 を 進め ます 。 














地域 の 特色 ある 「 食 」 を 核 に 、 多 様 な 歴史 や 文化 等 と 融合 し た フー 
農 泊 (ファ ー ム ステ イ ) 等 に よる ツー リズ ム や バイ オマ ス 発 電 事業 な ど 、 地 域 資 源 




















多様 な ビジ ネス 展開 を 支援 し ます 。 

















ド ツ ー リ ズム "を 展 





施設 等 へ の 食材 





社員 食堂 





開 し ます 。 

















を 活用 し た 











4 SNS : Social Networking Service (ソー シャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ング ・ サ ービス ) の 略 。 イ ンタ ーネット を 介し て 人 間 関 係 を 構築 で き 

















る スマ ー ト フォ ン ・ パ ソコ ン 用 の Web サー ビス の 総称 。 
” フー ド ツ ー リ ズム : 地域 な ら で は の 食 ・ 食 文化 を 楽し むこ と を 目的 と し た 旅 。 
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の 5 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
上 り 組む 具 大 た 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 林 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 県 産 農 林 水産 物 の 高 付加 価値 化 と 販路 
の 開拓 ・ 拡 大 の 推進 
夫 lo 産地 見 学会 ・ 商 談 会 の 開催 に よる 生産 者 等 の 取引 拡大 支援 | 
= 年 = フロ 有 応 忌 「 コ 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 oo 
(2018) | (2019) | (2020) | (2021) 1 情報 NG 2 
303 34 sha Ac セミ ナー 開催 等 に よる 経営 者 等 の スキ ル ア ッ プ 
現状 値 は 2016 年 の 値 
6 次 産 6 次 産業 化 ・ 農 商 6 次 産業 化 の 専 
や | | 業 化 支 |W 工 連携 の 支援 体制 WWー 円 家 等 に よる 支 | 
LN る 6 次 産業 化 件 数 (1 援 セ ン の 整備 援 チ ー ム の 設置 
現状 値 2019 2020 2021 2022 ク 内 
設 思 
12 12 24 36 48 
現状 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か ー 、 
5 RS 6 次 産業 化 支 援 セン ター の 運営 ・ | | 
6 次 産業 化 計画 の 策定 支援 
食 の プロ フェ ッ シ ョ ナル チー ム 等 に よる 商品 開発 支援 Ly. 
発信 力 の ある 特産 品 開発 へ の 支援 
実 震 者 や 消費 者 ニー ズ に 対応 し た ト 
流通 シス テム 構築 に 向け た 取組 
復興 道路 等 を 活用 し た 、 低 コス ト ・ 
| 高 鮮度 物流 の 構築 に 向け た 取組 | 
・ 素 材 電 要 量 (和子 m) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
2 0 C LT 等 の 高 付加 価値 化 技術 の 研究 開発 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 
@ 一 一 新た な 製材 品 開発 の 支援 トー 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 



























































































































































1 





























~2018 2019 2020 2021 2022 
② 県 産 農 林 水 産物 の 評価 ・ 信 頼 の 向上 
ー 様 エ 回 マ - \ L 
・ い わ て 和牛 取扱 い 推奨 店 登録 数 (店 舗 ) 市 場 関係 者 ・ 消 費 者 ・ 流 通関 係 者 へ の 
現状 値 | 2019 2020 2021 トッ プ セ ー ル ス の 実施 
280 300 310 320 
現状 値 は 2017 年 の 値 県 内 外 に お ける キャ ン ペ ー ン 活動 や 販促 イベ ント 
の 実施 
・ 園 芸 作物 (野菜 ・ 果 樹 ) の 事前 契約 取引 率 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 自 都 圏 等 に お ける フェ ア や プロ モー ショ ン 活 動 の 実施 
28 30 32 34 36 
現状 値 は 2017 年 の 値 \ わ て 食 財 倶 楽 部 等 に よる 県 産 農林 水産 物 の 情報 発信 




















} 

















は 民間 企業 と の 連携 や パブリシティ を 活用 し た 
・ 米 の オリ ジ ナ ル 新 品種 販売 数 量 (トン ) 広報 宣伝 活動 





























現状 値 2019 2020 2021 2022 























5,500 | 10,500 | 14, 000 | 15, 000 | 16, 000 
現状 値 は 2017 年 の 値 























各種 メデ ィ ア を 活用 し た 戦略 的 な 情報 発信 
観光 と の 連携 や 企業 タイ アッ プ に よる 情報 発信 















































外国 人 観光 客 等 に 向け た 県 産 農林 水産 物 や 
食 文化 に 関す る プロ モー ショ ン の 実施 
























































・ 素 材 需 要 量 ( 千 可 ) 【 再 掲 】 優良 木造 施設 の PR 
現状 値 2019 2020 2021 


」 | 研修 会 の 開催 等 に よる 木造 建築 設計 技術 者 
現状 値 は 2017 年 の 値 i 

















































































































| a a - 耶 域 水産 物 を 活用 し た 商品 開発 の 支援 

値 准 加 工 品 コ ・ レ の 開催 、 商 談 会 の 実施 等 
現状 値 | 2019 | 2020 (水産 加工 品 コ ンク ー ル の 開催 、 商 談 会 の 実施 等) 
(2017) | (2018) 


人 | 消費 者 に 向け た 県 産 水産 物 の 魅力 に 関す る P R 



































| 



















































































1 





現状 値 は 2015 年 の 値 














地域 計画 (高度 衛生 品質 管理 地域 づく り ) の 実行 支援 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 

















































































































~2018 2019 2020 2021 2022 

③ 戦略 的 な 県 産 農林 水産 物 の 輸出 促進 と 

外国 人 観光 客 等 へ の 対応 
目標 輸出 対象 国 ・ 地 域 に お ける 重点 的 な プロ モー ショ ン の 展開 
・ 県 産 農林 水産 物 取扱 海外 事業 者 数 ( 和 (現地 バイ ヤー の 招 聴 、 海 外 フ ェ ア ・ 商 談 会 の 開催 ) me 
現状 値 | 2019 2020 2021 

50 56 59 62 輸出 コー ディ ネー ター 等 に よる マッ チン グ 支 援 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 





























@ 新規 市 場 開拓 の た め の 市 場 調 査 と 戦略 的 な 
プロ モー ショ ン 展 開 





! 





















































ーー 輸出 促進 に 係る 先進 事例 研修 会 の 開催 | 

































































一 外国 人 観光 客 等 へ の 県 産 食 材 の PR と 消費 
拡大 に 向け た 取組 の 推進 















































④ 生産 者 と 消費 者 の 結び 付き を 深め 、 地 
域 経済 の 好 循 環 を 創出 する 取組 の 推進 










































































消 促進 計画 策定 市 町 村 数 (市 町 村 ) 地産 地 消 促進 計画 の 策定 支援 a | 























2019 2020 2021 2022 産直 等 に よる 学校 給食 等 へ の 県 産 食 材 の 
29 31 32 33 供給 拡大 に 向け た 取組 
状 値 は 2017 年 の 

































































消費 者 へ の PR に よる 県 産 食材 の 利用 拡 
























































間 売 上 高 1 億 円 以上 の 産直 数 (施設 
状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 介 一 





























社員 食堂 や 飲食 店 等 で の 県 産 食 材 利用 拡 ブ 




















+ + 







































































に 向け た 取組 
状 値 は 2017 年 の 
フー ド 
1 フー ド ツ ー リ ズム イベ ント の 実施 
1 | 地域 に お ける フー ド ツ ー リ ズム 活動 の トー ョ 
日 機運 醸成 
員 会 の 
設置 
























































取組 の 支援 





地域 資源 を 活用 し た 農山 漁村 ビジ ネス の 創出 に 向け た ー 



































人 正 素 寺 
・ 6 次 産業 化 の 実践 ・ 連 携 ・ 協 力 、 交 流 ・ 商 談 会 等 へ の 参加 
・ 県 産 農 林 水 産物 の 販路 開拓 等 

・ 商 業 施設 等 の 木造 化 、 内 装 木 資 化 の 推進 

・ 水 産物 の 衛生 品質 管理 の 高度 化 

・ 水 産 加 工 品 の 販路 の 回 復 ・ 拡 大 
















































































・ 地 産地 消 計画 の 策定 
・ 6 次 産業 化 の 実践 支援 、 商 談 会 等 へ の 参加 支援 
・ 地 域 ぐ る み の 6 次 産業 化 推進 























・ 県 産 農 林 水 産物 の 販路 開拓 等 の 支援 
・ 公 共 施 設 の 木造 化 、 内 装 木 次 化 の 推進 
物 の 流通 ・ 加 工 体制 の 再 構 築 

物 の 高度 衛生 品質 





・ 水 
・ 水 














虹 虹 


管理 地域 づく り 
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VI 仕事 ・ 収 入 
皿 


” 較 39 一 人 ひと り に 合っ た 暮らし 方 が で きる 農山 漁村 を 





(基本 方 向 ) 

高齢 化 や 人 日 減少 が 進行 し て いる 農山 漁村 の 活性 化 を 図る た め 、 地 域 の 立地 条件 を 生か し た 農林 漁業 
の 生産 振興 や 、 生 産 者 や 地域 住民 な どの 多様 な 主体 の 連携 ・ 協 働 に よる 活力 ある 農山 漁村 づく り 等 に 向 
け 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ を 支え る 人 材 の 育成 や 多面 的 機能 を 有する 農地 や 森林 等 を 保全 する 地域 共同 
活動 の 促進 な ど に 取り 組み ます 。 

また 、 地 域 の 多彩 な 農林 水産 物 や 食 文化 等 を 積極 的 に 活用 し た 農山 漁村 ビジ ネス の 振興 や 、 グ リ 
ー ン ・ ツ ー リ ズム 等 に よる 地域 が 主体 と な っ た 都市 と の 交流 活動 な どの 取組 を 促進 し ます 。 
さら に 、 自 然 災 害 等 に 強い 農山 漁村 づく り に 向け た 防災 ・ 減 災 対 策 の 取組 を 進め ます 。 









































現状 と 課題 

農山 漁村 に お いて 、 今後 、 就 業 人 口 の 減少 や 高齢 化 が 一 層 進 行 す る と 見 込ま れる 中 、 地 域 住民 
等 と の 協 働 に よる 農地 、 森 林 、 漁 場 等 の 保全 活動 の 取組 や 、 地 域 活動 や 防災 活動 な ど コ ミュ ニテ 
ィ を 支え る 取組 を 更に 進め て いく 必要 が あり ます 。 

本 県 に お ける 農林 漁家 民宿 農家 レス トラ ン 等 の 利用 者 数 は 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 影響 に より 
減少 し た も の の 、 平 成 28 年 度 (2016 年 度 ) は 1, 139 千 人 回 と な り 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 発 災 前 の 
水準 を キ を 上 回 る まで 回 復 し て いま す 。 

今後 も 、 農 山 漁村 地域 の 交流 人 口 の 更 な る 拡大 の た め に 、 積 極 的 な 情報 発信 や 受入 環境 の 整備 

I 必要 が あり ます 。 

台風 OR 
利和 MM 海岸 保全 施設 、 漁 港 施設 の 着実 な 整備 と 、 ハ ザー ド マ ッ プ の 作成 支援 な ど 
の 市 町 村 や 地域 住民 と 連携 し た 防災 ・ 減 災 対 策 に 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 




































































rt 
tr 
























































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 農山 漁村 を 支え る 人 材 の 育成 と 地域 活動 等 の 支援 
農山 漁村 の 活性 化 に 向け 、 地 域 住民 が 主体 と な り 、 地 域 の 将来 を 描く 地域 ビジ ョ ン の 策定 や 地 
域 の 魅力 を 生か し た 取組 の 実践 を 促進 する と と も に 、 地域 コミ ュ ニ ティ の 活動 を リー ド す る 人 材 
の 育成 を 支援 し ます 。 
・ 生産 者 を は じ め 、 若 者 や 女性 と いっ た 地域 住民 な ど 多 様 な 主体 の 参画 ・ 連 携 に より 、 農 地 や 水 
路 、 森 林 等 の 地域 資源 の 保全 を 図る た め の 地 域 共同 活動 を 促進 し ます 。 
農山 漁村 ビジ ネス や 地域 の 環境 保全 活動 、 防 災 活 動 な ど 、 農 山 漁村 の 活性 化 に 取り 組む 地域 組 
織 の 活動 を 支援 し ます 。 
生産 条件 が 不利 な 中 山間 地域 の 農業 生産 活動 の 継続 に 向け 、 小 規模 ・ 家 族 経営 な どの 地域 を 支 
える 多様 な 生産 者 が 参画 する 集落 営農 組織 が 、 農 地 を 有効 利用 し な が ら 、 地 域 の 農業 ・ 農 村 を 維 
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持 し て いく 取組 を 推進 し ます 。 


魅力 あふ れる 農山 漁村 づく り の 推進 
・ 地域 の 立地 人 条件 等 を 生か し て 生産 され た 、 特 長 あ る 農林 水産 物 を 活用 し た 特産 品 等 の 開発 、 販 


























UIA Rt 





農山 漁村 に 
































け 継 が れ て きた 伝統 行事 や 食 文化 な どの 継承 ・ 振 興 や ゃ 、 農 山 漁村 へ の 移住 ・ 定 住 





Se 


グリ ー ン ・ ツ ー 








リズ ム や ファ ー ム ステ イ 等 に よる 交流 人 口 の 拡大 に 向け 、 地 域 の 交流 活動 を コ 

















ー デ ィ ネ ー ト する 組織 の 活動 を 支援 する と と も に 、 体 験 型 教育 旅行 や 企業 の 社員 研修 、 外 国人 観 





光 客 等 の 受入 拡 





















































に 向け た 取組 や 観光 分 野 と 連携 し た 情報 発信 を 進め ます 。 














県 民 の 健康 ・ 余 暇 活動 な ど 様々 な 分 野 で 、 森 林 の 持つ 公 人 益 的 機能 の 活用 を 促進 し ます 。 
漁業 体験 や 余暇 活動 の 場 等 と し て 漁港 を 活用 する な ど 、 漁 港 施設 の 多目的 利用 を 進め ます 。 
農道 や 林道 、 集 落 排水 施設 等 の 整備 に よる 快適 な 生活 環境 づく り を 促進 し ます 。 





















































自然 災害 に 強い 農山 漁村 づく り の 推進 

た め 池 等 の 農業 水利 施設 の 防災 機能 を 強化 する と と も に 、 市 町 村 が 行う ハザード マッ プ 作 成 の 
支援 な ど 、 地 域 の 防災 意識 を 高め る 活動 を 一 体 的 に 取り 組み ます 。 

災害 発生 時 の 迅速 か つ 円 滑 な 復旧 等 に 備え 、 正 確 な 土地 境界 の 復元 を 可能 に する 地籍 調査 を 促 




















進 し ます 。 
































治山 施設 の 設置 や 適切 な 森林 整備 を 行い 、 荒 廃 森林 の 復旧 及び 山地 災害 の 未然 防止 に 取り 組み 





ます 。 





Qrf 


























海岸 防災 林 の 再生 を 進め る と と も に 、 機 能 の 早期 発現 に 向け て 、 適 切な 管理 に 取り 組み ます 。 
地震 ・ 津 濾 な どの 自然 災害 に 備え た 防 渡 堤 ・ 岸 壁 等 の 機能 強化 に 取り 組み ます 。 

漁港 か ら の 避難 体制 の 構築 、 操 業 中 の 漁船 の 避難 ルー ル の 策定 支援 な ど に よる 漁業 地域 の 防災 
力 向 上 に 取り 組み ます 。 

彼 災 し た 治 岸 地域 の 防災 対策 や 地域 づく り の 方 向 性 を 踏ま えた 、 海 岸 保全 施設 の 復旧 ・ 整 備 等 











に 取り 組み ます 。 
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3 放 所 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 基体 的 な 推進 方 策 こ 2018 2019 2020 2021 2022 
① 農山 漁村 を 支え る 人 材 の 育成 と 地域 活 
動 等 の 支援 地域 ビジ ョ ン の 策定 と 取組 の 実践 の 支援 
・ 地 域 ビ ジョ ン に 基づく 実践 活動 実施 集落 数 地域 ビ 
落 ) 〔 果 計 ] ジョ ン 
2019 2020 2021 2022 地域 ビジ ョ ン の 策定 支援 の 実践 
8 6 24 32 支援 | 
状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 地域 リー ダー を 対象 と し た 地域 
ビジ ョ ン 作 成 セ を ミナ ー の 開催 先進 モ 
デル の 
先進 事例 発表 会 の 開催 波及 
\ わ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル 」 (農村 地 
成 活動 科目 群 等 ) 修了 生 数 (人 ) [累計 ] ポ 、 了 
5 状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 やわ て アグ リフ ロン ティ FE | 
38 67 77 87 97 地域 リー ダー の 育成 
状 値 は 2017 年 の 値 






















多面 的 機能 の 維持 ・ 発 揮 に 向け た 農山 漁村 地域 に お ける 
了 域 共同 活動 へ の 支援 























山 漁村 の 環境 保全 活動 へ の 参加 人 数 (人 ) 
喝 状 値 | 2019 2020 2021 2022 
1,453 | 122,000 | 122, 500 | 123, 000 | 123, 500 
現状 値 は 2017 年 の 値 









































地域 住民 等 に よる 森林 の 整備 ・ 保 全 活動 へ の 支援 時 


































































































































































































































































































_ コー ディ ネー ト 組 織 の 育成 ・ 活 動 文 援 トー を 
民泊 等 利用 者 数 (人 回 ) 
2 0 EE | 68 教育 旅行 ・ 企 業 の 社員 研修 に 係る 誘致 活動 の 実施 。 b> 
62, 63, 200 | 63,800 | 64, 400 
状 値 ( 7 和 有 
教育 旅行 の 体験 プロ グラ ム の 
9 一 プラ ッシュ アッ プ 研 修 の 開催 | 
地域 で 
企業 研修 の モデ ルツ アー、 の 実践 
和 す ラー クシ ョ ッ プ 研修 の 実施 | | 活動 の 
支援 
外国 人 観光 客 等 の 受入 拡大 に 
WW 向け た 研修 会 の 開催 | 
観光 分 野 と 連携 し た 情報 発信 ー テ 
































・「 食 の 匠 」 組織 に よる 食 文 化 伝承 活動 回 数 (回 「 食 の 匠 」 の 後継 者 育成 


白 


現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 新た な 「 食 の 匠 」 の 認定 | 
26 28 30 32 34 

































































現状 値 は 2017 年 の 値 
「 食 の 匠 」 の 組織 化 に 向け た 支援 
食 文化 伝承 会 の 開催 な ど に よる 「 食 の 匠 」 の 活動 支援 
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工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 

目 ゝ 目 な 

泉 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 末 ~2018 | 2019 2020 2021 2022 
③ 自然 災害 に 強い 農山 漁村 づく り の 推進 
目標 
・ ハ ザー ド マ ッ プ 作 成 等 ソフ ト 対 策 を 実施 し た 防 
災 重 点 た め 池 の 割 合 (%) ハザード マッ プ 作 成 等 ソフト 対 策 へ の 支援 
0 | 0 | EN (浸水 想定 区 域 図 の 作成 、 地 域 住 民 へ の 啓発 、 ー テ 



















































































| 8.0 35.0 70.0 100 ハザード マッ プ の 作成 等 ) 
現状 値 は 2017 年 の 値 



































・ 山 地 災 害 防止 機能 が 確保 され た 集落 数 (集落 
[累計 ] 治山 対策 の 実施 、 治 山 施設 の 適正 管理 と 点検 補修 _ しょ ぁ | 
現状 値 2019 2020 2021 2022 に レレ トニ ニシ セ ニ ニ ニニ セ セ ニ レ レン ー ト ドム b ト ピロ ゎ b ョ ョ ーー パー。 
974 985 990 995 1, 000 
現状 値 は 2017 年 の 値 





























































































































東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 海岸 防災 林 の 
復旧 、 保 育 管 理 






























































・ 漁 港 施設 の 防災 ・ 減 災 対 策 実施 施設 数 (施設 
[累計 ] 漁港 施設 の 防災 ・ 減 災 対 策 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 半 査 計画 、 実 施設 計 、 施 設 整 備 等 の 実施 
3 14 21 28 35 
現状 値 は 2017 年 の 値 















































ub 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 


進 方 策 (工程 表 ) ① RN 










































































































































































































































































| 体 ・NPO 等 ) | 体 ・N PO 等 ) | 体 ・NPO 等 ) 

| ・ 地 域 ビ ジョ ン の 策定 ・ 実 践 | ・ 地 域 資源 を 活用 し た 特産 品 の | ・ 防 災 対 策 の 実施 | 
・ 地 域 共同 活動 体制 の 構築 。 | 開発 | ・ 農 地 ・ 農 業 用 施設 の 点検 及び | 

| ・ 地 域 共同 活動 に よる 農地 等 の | ・ 地 域 資 源 を 生か し た 農山 漁村 | ハザード マッ プ 作 成 へ の 参画 | 

| 保全 管理 | ビジ ネス の 実践 | ・ 保 安 林 制 度 の 理解 と 遵守 

| ・ 多 様 な 農業 者 が 参画 し た 集落 ・ 伝 統 文化 ・ 食 文化 の 継承 等 の | (市 町 村 ) | 

| 営農 の 実践 | 実践 | ・ 集 落 機 能 の 維持 に 向け た 交通 | 

| (市 町 村 ) | ・ 体 験 プロ グラ ム 開 発 、 受 入れ | 網 の 整備 | 

| ・ 地 域 リ ー ダ ー の 育成 や 地域 共 | 技術 の 向上 | ・ 防 災 意 識 の 向上 対策 と 危機 管 

| 同 活動 体制 の 構築 支援 ・ 農 業 生産 基盤 、 農 業 生活 環境 | 理 体制 の 構築 | 























| ・ 地 域 共同 活動 に よる 農地 等 の | 基盤 の 整備 に 向け た 合意 形成 | ・ 農 地 ・ 農 業 用 施設 の 県 検 へ の 
保全 管理 の 普及 及 発 と 実践 支援 | ・ グ リー ン ・ ツ ー リ ズム や 移住 ・| 支援 や ハザード マッ プ の 作成 






































































































































| ・ 多 様 な 農業 者 が 参画 し た 集落 | 定住 に 関す る 情報 発信 | ・ 地 籍 調査 の 実施 | 

| 営農 へ の 支援 | ・ 漁 港 施設 の 多目的 利用 の 実践 | ・ 治 山 対策 の 実施 に 向け た 地域 | 

| | (市 町 村 ) | 合意 形成 支援 | 
| ・ 地 域 資源 を 活用 し た 特産 品 開 | ・ 治 山 対策 や 保安 林 制 度 の 普及 | 
| 発 等 の 支援 | 啓発 | 
| ・ 販 売 促進 、 商 談 機会 の 提供 | ・ 海 岸 保全 施設 の 復旧 ・ 整 備 

















・ グ リー ン ・ ツ ー リ ズム 等 の 施 |・ 漁 港 施設 の 整備 











| 策 の 企画 
| ・ 地 域 の 交流 活動 を コー ディ ネ | 
| 一 トト す る 組織 の 支援 | 
| ・ グ リー ン ・ ツ ー リ ズム や 移住 ・| 
| 定住 に 関す る 情報 発信 | 
| ・ 農 業 生 産 基盤 、 農 業 生活 環境 | 
| 基盤 の 整備 に 向け た 合意 形成 支 | 
| ・ 漁 港 施設 の 多目的 利用 に 向け | 
| た 取組 の 支援 | 
| ・ 集 落 排水 施設 等 の 整備 や 機能 | 
| 保全 対策 の 実施 | 
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VI 歴史 ・ 文 化 





豊か な 歴史 や 文化 を 受け 継ぎ 、 愛 着 や 誇り を 育ん で いる 岩手 





【 い わ て 幸福 関連 指標 】 
年 度目 標 値 計画 目標 値 
2020 2022 


世界 遺産 等 の 来訪 者 数 927 927 950 


県 指定 文化 財 件 数 565 1 573 581 
能 ネ ットワーク 加盟 団 





標 

















396 396 396 























※1 上 記 の 表 中 、 右上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以 外 の 年 度 の 実績 値 又は 目標 値 を 示し て いま す 。 
※2 「 い わ て 幸福 関連 指標 」 の 目標 値 設定 の 考え 方 に つい て は 、 人 巻末 資料 に 掲載 し て いま す 。 
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具体 的 推進 方 策 
遺産 の 保存 と 活用 遺産 の 新規 ・ 拡 張 意 録 の 推進 


























































































































































































































41 豊か な 歴史 や 民俗 芸能 な どの 
伝統 文化 が 受け 継が れる 環境 を 
つく り 、 交 流 を 広げ ます 












































様々 な 文化 財 な ど を 活用 し た 歴史 へ の 理解 促進 と 情報 発信 
様々 な 文化 財 な ど を 活用 し た 交流 の 推進 
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MI 歴史 ・ 文 化 





四 
本 40 世界 遺産 の 保存 と 活用 を 進め ます 


(基本 方 向 ) 
世界 遺産 等 








ま の 価値 を 共有 し 、 


広め る た め 、「 


E 海 道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 (御所 野 遺 跡 )」 の 世界 








遺産 へ の 新規 次 録 や 「 平 泉 の 文化 遺産 」 の 世界 遺産 へ の 拡張 登録 に 向け た 取組 、 保 存 管理 計画 に 基 
づく 適切 な 保存 管理 や 県 民 の 理解 増進 、 県 内 外 へ の 情報 発信 な どの 取組 を 推進 し ます 。 
また 、 世 界 遺 産 を 活用 し た 人 的 ・ 文 化 的 変 流 を 図る た め 、 世 界 遺 産 を 核 と し て 、 県 内 の 関連 文化 






































遺産 の ネッ トワ ー ク を 構築 し ます 。 


現状 と 課題 
本 県 に ! 
に 加え 、 






































よ 、「 平 泉 の 文化 遺産 」 と 「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 ( 橋 野 鉄鉱 山 )」 の 2 つの 世界 遺産 





世界 遺産 癌 録 を 目 








指す 「 北 海道 ・ 北 東 


な る 歴史 遺産 が 数 多く 存在 し て いま す 。 











世界 遺 














(に つい て 、 














平泉 文 








化 を は じ め 先 端的 な 研究 





の 理解 向上 を 図る 必要 が あり ます 。 


連綿 と 続く 歴史 や 多彩 な 伝統 文化 に 係る 資源 に つい て 、 


こと が 課題 と な っ て 





いま す 。 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 世界 遺産 の 新規 ・ 拡 張 登録 の 推進 














「 北 海道 ・ 





体 と 連携 


し 、 登 録 に 向け た 





「 平 泉 



















































































けた 取組 を 進め ます 。 


② 世界 遺産 の 理解 の 増進 に よる 遺産 の 適切 な 保存 管理 ・ 活 用 の 推進 


本 県 が 有する 世界 遺産 を 将来 の 世代 へ 継承 し て いく た め 、 世 界 遺 産 の 価値 や 保存 管理 の 重要 性 


の 理解 } 


め ま す 。 





前 進 に つなが る 児童 生徒 へ の 教育 活 生 
全て の 人 々 に 魅力 の ある 世界 遺産 と な る よう 、 住 民生 活 と 調和 し た 遺産 の 保存 管理 と 活用 を 進 





助 や 県 民 に 向け た 講演 会 等 の 取組 を 実施 し ます 。 


























③ 世界 遺産 の 持つ 新た な 魅力 の 発信 








世界 遺産 等 


に 対す る 興味 ・ 関 心 を 高め 持続 させ せ て いく た め 
































北 の 縄文 遺跡 群 (御所 野 遺跡 )」 や 地域 の 誇り と 


産 を 人 類 共 通 の 宝 と し て 未来 に 継承 し て いく に は 、 登 録 の 目的 で ある 保存 管理 の 重要 性 
県 民 等 の 理解 が 深まる よう 取組 を 進め て いく 必要 が あり ます 。 
% 乗 を 広く 各 方 面 に 発信 し 、 学 術 文 化 交流 の 活性 化 と 世界 遺産 


世界 遺産 と 関連 させ て 活用 する 機会 が 


北東 北 の 縄文 遺跡 群 (御所 野 遺 跡 )」 の 世界 遺産 へ の 新規 信 録 に つい て 、 関 係 自治 
取組 や 適切 な 保存 管理 体制 の 構築 を 進め ます 。 

の 文化 遺産 」 の 世界 遺産 へ の 拡張 次 録 に つい て 、 柳 之 御所 遺跡 の 調査 研究 
連 遺 跡 の 調査 等 の 文 援 な ど 、 拡 張 登録 に 向 


の 推進 や 、 関 





、「 平 泉 の 文化 遺産 」 ガ イダ ンス 施 


設 を 整備 し 、 価 値 を 広く 伝え る と と も に 、 御 所 野 遺 跡 、 橋 野 鉄鉱 山 の 既 存 施 設 と 連携 し た 取組 を 
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実施 し ます 。 












































「 平 泉 の 文化 遺産 」 を は じ め と する 世界 遺 


し た 学術 研究 に 基づく 情報 発信 等 を 充実 し ます 。 


世界 遺産 を 活用 し た 地域 間 交 流 の 推進 









































































































































・ 世界 遺産 を 核 と し た 3 つの 文化 遺産 の ネッ トワ ー ク 
関連 遺産 群 ) を 構築 し 、 教 育 ・ 地 域 振 興 ・ 観 光 ・ 学 術 研究 を 活性 化 さ せる た め の 人 








産 の 情報 発信 力 を 強化 する た め 、「 平 泉 学 」 を 軸 と 








AT 









































朋 


F 泉 関 


























遺産 群 、 製 鉄 関連 遺産 群 、 





的 ・ 文 化 的 次 


縄 








EE 























































































































流 に 取り 組み ます 。 
世界 遺産 を 核 と し た 県 内 外 の 広域 交流 を 促進 し 、 地 域 振興 に 資す る た め 、「 平 泉 の 文化 遺産 」 
ガイ ダン ス 施 設 を 整備 し ます 。 
6 工程 必 こ 取 # 
県 が 取り 組む 只 体 的 な 推進 方 本 0 
① 世界 遺産 の 新規 ・ 拡 張 登録 の 推進 
(縄文 ) 新規 語録 に 向け た 取組 の 推進 、 普 及 啓 発 上 | 
(平泉 ) 拡張 登録 に 向け た 取組 の 推進 ーッ | 
② 世界 遺産 の 理解 の 増進 に よる 遺産 の 適 
切な 保存 管理 ・ 活 用 の 推進 
上 標 
・「 世 界 遺 産 授業 」 の 受講 者 数 (人 ) 〔 累 計 】 世界 遺産 授業 の 実施 > 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
999 1, 000 2, 000 3, 000 4, 000 エ 固い 員 科 の 和田 し i 
現状 信 は 2017 年 単 年 の 実績 信 、 目標 信 は 2019 年 か 世界 遺産 等 の 適切 な 保存 管理 と 活用 の 推進 > 
ら の 昌 計 
③ 世界 遺産 の 持つ 新た な 魅力 の 発信 
標 
・ 講 演 会 ・ フ ォ ー ラ ム 等 参加 者 数 (人 ) [累計 】 世界 遺産 に 関す る 講演 会 ・ フ ォ ー ラ ム の 開催 還 
2022 




































































































































































現状 値 


2019 2020 2021 





600 











620 1,260 | 1,920 











2, 600 








現状 値 は 2017 年 単 











ら の 計 





FE の 実績 値 、 














標 値 は 2019 年 か 


④ 世界 遺産 を 活用 し た 地域 間 交 流 の 推進 








ョ 標 








[ 累 





計 


箇所 ) 





・ 文 化 遺 産 ネ ットワーク 構成 資産 数 ( 














現状 値 | 2019 


2021 


2022 











0 








0 


10 





10 














現状 値 は 2017 年 単 











ら の 系 計 














、 目 標 値 は 2019 年 か 
































平泉 ガイ ダン ス 施 設 の 整備 



























































F 泉 ガイ ダン ス 施 設 の 整備 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (県 民 ・ 地 域 住民 ) 
| ・ 世 界 遺 産 が 持つ 価値 の 理解 と 共有 | 
遺産 の 保存 管理 と 活用 へ | 
等 ) 

界 遺 産 の 保存 ・ 活 用 活動 に 対す る 財政 支援 、 協 働 
育 機関 等 ) 

ト 界 遺産 の 正しい 価値 の 伝達 の た め の 教 育 活動 


遺産 に 関す る 研究 の 実施 






































3 
$$ 
園 














































































































| ・ の 新規 登録 等 の 推進 に 係る 遺跡 調 査 
・ 世 界 遺産 の 適切 な 保存 管理 
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MI 歴史 ・ 文 化 


上 41 豊か な 歴史 や 民俗 芸能 な どの 伝統 文化 が 
画 受け 継が れる 環境 を つく り 、 交流 を 広げ ます 


(基本 方 向 ) 
県 民 の 郷土 愛 を 醸成 する た め 、 本 県 出身 の 偉人 や 様々 な 文化 財 な ど を 活用 し 、 歴 史 へ の 理解 促進 
に 向け た 取組 を 推進 する と と も に 、 本 県 が 誇る 民俗 芸能 に つい て 、 触 れる 機会 の 創出 や 情報 発信 に 
より 、 伝 統 文化 へ の 理解 を 深め 、 次 世代 へ 受け 継ぐ 取組 を 推進 し ます 。 

また 、 本 県 の 豊か な 歴史 資源 や 本 県 が 誇る 伝統 文化 を 生か し た 地域 活性 化 を 図る た め 、 様 々 な 文 
化 財 や 多種 多様 な 民俗 芸能 な どの 伝統 文化 を 活用 し 、 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 を 推進 し ます 。 

さら に 、 市 町 村 と 連携 し な が ら 、 文 化 財 の 適切 な 保存 ・ 継 承 を 行う と と も に 、 地 域 の 活性 化 の た 
め に 活用 が 図ら れる よう 取り 組み ます 。 


























































































































現状 と 課題 

本 県 は 、 縄 文 時 代 か ら 平安 時 代 に 至る まで 、 北 方 の 文化 と 南 か ら の 文化 が 交差 する 地 と し て 、 
奥州 藤原 氏 の 時 代 に 独自 の 文化 を 花 開 か せる な ど 多 様 な 文化 を 育ん で き て いま す 。 

ユネ スコ の 無形 文化 遺産 で ある 早 池 峰 神 楽 や 「 来 訪 神 : 仮面 ・ 仮 装 の 神々 」 を 構成 する 行事 の 
ー つ で ある 「 吉 浜 の スネ カ 」 に 代表 され る 多様 な 民俗 芸能 な ど が 地域 で 継承 され て いる と と も に 、 
地域 に 根差し た 食 文化 な ど を 守り 、 次 世代 に 伝え よう と する 取組 が 各地 で 行わ れ て いま す 。 

一 方 で 、 少 子 高齢 化 や 進学 期 、 就 職 期 の 若者 の 流出 な ど に より 、 民 俗 芸能 な ど 地 域 の 文化 を 継 
承 す る 人 材 が 減少 し 、 文 化 芸 術 活動 の 担い 手 も 高 齢 化し て いま す 。 

本 県 は 、 明 治 以降 、 政 治 、 学 術 ・ 文 化 な ど 多 彩 な 分 野 に お いて 、 日 本 や 世界 で 活躍 し た 多く の 
偉人 を 輩出 し た 歴史 を 有 し て いま す 。 近年 、 歴 史 ・ 文 化 等 を テー マ に する 聖地 巡礼 や ゆか り の 地 
の 訪問 な ど 、 観 光 需 要 の 高まり を 背景 と し た 交流 の 機会 が 増大 し て いま す 。 

文化 財 は 、 地 域 の 歴史 を 理解 する 上 で 貴重 な 財産 で も や る と と も に 、 地 域 の 活性 化 の 取組 の 核 と 
な る も の と し て 、 商 世代 へ の 確実 な 保存 ・ 継 承 と 積極 的 な 活用 が 求め られ て いま す 。 

























































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 民俗 芸能 の 公演 発表 な ど に よる 、 伝 統 文化 へ の 理解 促進 と 情報 発信 
県 民 の 伝統 文化 へ の 理解 促進 を 図る た め 、「 岩 手 県 民俗 芸能 フェ ステ ィ バ ル 」 を 開催 し 、 本 県 
が 誇る 民俗 芸能 の 鑑賞 の 機会 と 発表 の 場 を 確保 し ます 。 
民俗 芸能 団体 の 活性 化 を 図る た め 、「 北 海道 ・ 東 北 ブ ロッ ク 民 俗 芸能 大 会 」 な どの 公演 の 機会 
を 提供 し 、 本 県 の 民俗 芸能 の 魅力 や 価値 を 県 内 外 へ 発信 し ます 。 
民俗 芸能 の 保存 ・ 継 承 及 び 後 継 者 の 育成 を 促進 する た め 、 市 町 村 や 関係 団体 と 連携 し 、 民 俗 芸 
能 団体 へ の 支援 を 行い ます 。 
被災 地 に お ける 民俗 芸能 団体 の 保存 ・ 継 承 を 支援 する た め 、 民 俗 芸 能 団体 等 の 活動 再開 を 支援 
する と と も に 、 和 被災 地 の 民 俗 芸 能 団体 の 情報 を 発信 し ます 。 
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民俗 芸能 の 保存 ・ 継 承 を 促進 





























する た め 、 児 童 生 徒 の 部 活動 な ど を 通 





② 民俗 芸能 な ど 伝 統 文化 を 生か し た 交流 の 推進 





民俗 芸能 な ど 伝 統 文化 を 4 

















訪日 外国 人 等 向け に 本 県 が 誇る 


分 野 
































Na 
地域 に お ける 「 食 の 匠 」 の 活動 や 、 学 校 ・ 地 域 住民 等 を 対象 と し た 食 文化 伝承 会 の 開催 な どの 
取組 を 支援 し ます 。 
































じ た 活 動 を 充実 し 








③ 様々 な 文化 財 な ど を 活用 し た 歴史 へ の 理解 促進 と 情報 発信 


本 県 出身 の 偉人 や 様々 な 文化 財 な ど 、 本 県 の 歴史 に つい て の 表 
情報 大 事典 」 ホ ー ム ペー ジ や 、 関 連 イ ベン ト の 開催 な ど に より 、 広 く 情 報 を 発信 し 
県 の 特徴 的 な 文化 資源 で ある 「 妖 怪 文化 」 へ の 理解 促進 と 情報 発信 を 図る た め 、「 


文化 
本 


に 関連 する 自治 体 と 連携 し た 取 

























































































組 を 実施 し ます 。 


④ 様々 な 文化 財 な ど を 活用 し た 交流 の 推進 
地域 ご と に 文化 財 を 継承 し て いく た め 、 文 化 財 保護 法 の 改正 を 踏ま え 、 文 化 財 の 保存 と 活用 に 


関す る 大 網 を 策定 する と と も 





言 を 行い ます 。 


地域 に 残さ きれ て いる 貴重 な 建造 
地域 ( 














こ 伝わる 無形 文化 財 の 保護 














怪 遺 産 」 





ます 。 


E か し た 交流 人 口 の 拡大 を 図る た め 、 市 町 村 や 民俗 芸能 団体 と 連携 し 、 
民俗 芸能 の 魅力 を 発信 する な ど 、 観光 分 野 を は じ め と し た 幅広 い 


E 解 促進 を 図る た め 、「 い わ て の 


ます 。 
































に 、 市 町 村 の 文化 財 保存 活用 地域 計画 の 策定 に 














・ 伝 承 を 行う た め 、 歴 史 的 価値 な どの 調査 を 進め な が ら 、 








化 財 の 適切 な 保存 管理 が な され る よう 、 所 有 者 に 対す る 指導 ・ 助 言 、 


す % 








文化 財 を 生か し た 地域 活性 化 


ニュ ー! や 観光 
ます 。 


信 し 











修理 等 の 支援 に 取 


























を 図る た め 、 歴 史 的 建造 物 や 史跡 公隆 

















コンテンツ と し て 活用 する と と も に 、 活 用 























な どの 文化 財 を ユ 





事例 を ホー ムペ ー ジ 等 で 国内 外 ! 

















向け て 情報 提供 や 助 


物 や 美術 工芸 品 等 の 有形 文化 財 の 保護 と と も に 、 民 俗 芸能 等 





の 
指定 文 
り 組 み 3 





ニー クベ 


こ 広 く 発 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 








~2018 2019 2020 


2021 








2022 





① 民俗 芸能 の 公演 発表 な ど に よる 、 伝 統 文 


化 へ の 理解 促進 と 情報 発信 

















県 民俗 芸能 フェ ステ ィ バ ル 」 鑑賞 者 














民俗 芸能 フェ ステ ィ バ ル の 開催 




















数 (いり 填 半 能 復興 支援 事業 に よる 被 


災 2 の 民俗 芸能 団体 活動 支援 

















2019 2020 2021 2022 


























800 1,600 | 2,400 8, 





200 




















ら の 系 計 


現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 




















= 
ン 



































@-| 民俗 芸能 団体 支援 


























し ユニー クベ ニュ ー : 歴史 的 建造 物 や 公 的 空間 な 


の 三 と 。 


ど 、 会 議 ・ レ セ プ シ ョ ン ・ イ ベン ト 等 を 開催 する 際 ! 
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に 特別 感 や 地域 特性 を 演出 


H で きる 会 坦 





工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 









































~2018 2019 2020 2021 2022 
② 民俗 芸能 な ど 伝 統 文化 を 生か し た 交流 
ii 国内 外 に 向け た 民俗 芸能 な ど 本 県 伝統 文化 の 魅力 発信 に 


























・ 和 観光 客数 (歴史 ・ 文 化 に 関係 する 観光 地点 で の 
入 込 客数 ) ( 千 人 ) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
3,325 | 3,345 | 3.355 | 3,365 | 3,375 
状 値 は 2017 年 の 値 





ラグ ビー ワー フレ ドカ ッ プ 2019PM、 東 京 
2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 
技 大 会 を 契機 と し た 文化 プロ グ 
ラム の 展開 
a 
の 匠 」 組 織 に よる 食 文化 伝承 活動 回 数 (回 「 食 の 匠 」 の 後継 者 育成 | 
掲 】 新た な 「 食 の 匠 」 の 認定 
現状 値 2020 2021 2022 


a 「 食 の 匠 」 の 組織 化 に 向け た 支援 
A 食 文化 伝承 会 の 開催 な ど に よる 「 食 の 匠 」 の 活動 支援 


③ 様々 な 文化 財 な ど を 活用 し た 歴史 へ の 
理解 促進 と 情報 発信 

上 標 

・「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 ホ ー ム ペー ジ 訪 問 
者 数 (人 ) a a a a 

現状 信 2019 2021 2022 「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 ホー ムペ ー ジ に よる 情報 発信 一 P| 
398, 181 | 406, 000 6 414. 000 417.000 
現状 値 は 2017 年 の 値 





















































































































































































































































④ 様々 な 文化 財 な ど を 活用 し た 交流 の 推 




































































































































































進 ユニ ー ク ベニ ュー 活用 の 推進 トー と 
上 禁 a 
ee 文化 財 保存 活用 大 綱 に 基づく 保存 ・ 活 用 の 推進 
・ 文 化 財 の ユニ ー ク ベニ ュー# 上 用 午 | 
A 綱 の 策定 (県 ) | 
現状 値 2019 2020 2021 2022 5 だ 3 SE 
市 町 村 に お ける 文化 財 保存 活用 地域 計画 策定 の 支援 



























































25 40 60 80 100 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 20194 文化 財 保 > 
ら の 累計 護法 改正 || 周知 協議 文化 財 調査 の 支援 
の 通知 








































































































・ 文化 財 保存 活用 地域 計画 を 策定 し た 市 町 村 数 
(市 町 村 ) [累計 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 


3 15 22 指定 文化 財 の 保存 管理 に 係る 指導 ・ 助 言及 び 修理 等 へ の 支援 Lp 
H 標 値 は 2019 年 か ら の 累計 


























有形 ・ 無 形 文化 財 の 調査 ・ 指 定 トル | 





























































































































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 

















、・ 本 県 の 歴史 の 理解 
、・ 伝 統 文化 継承 活動 へ の 参画 
(企業 等 ) 
・ 伝統 文化 継承 活動 へ の 支援 

・ 伝統 文化 継承 活動 へ の 参加 に 向け た 環境 の 整備 
・ 開 発行 為 に お ける 文化 財 保護 法 に 基づく 文化 財 保護 
(伝統 文化 活動 団体) 

・ 伝統 文化 継承 活動 の 取組 実施 、 支 援 、 情 報 発信 






























































・ 鑑 賞 機会 の 提供 
・ 活 動 場 所 ・ 成 果 発 表 機会 の 提供 
(教育 機関 等 ) 
・ 伝 統 文化 継承 活動 の 取組 実施 、 支 援 、 情 報 発 1 
・ 博 物 館 等 の 社会 教育 施設 の 積極 的 な 活用 
(市 町 村 ・ 市 町 村 教 育 委員 会 ) 
・ 伝 統 文化 継承 活動 の 取組 の 推進 、 支 援 
・ 改正 文化 財 保護 法 に 基づく 、 主 体 的 な 文化 財 保存 活用 地域 計画 の 策定 
| ・ 文 化 財 の 調査 ・ 指 定 、 保 護 ・ 保 存 管理 の 指導 、 公 開 ・ 活 用 
| ・ 文 化 財 等 を 活用 し た 地域 づく り の 推進 


























1 
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VI 自然 環境 


一 人 ひと り が 恵まれ た 自然 環境 を 守り 、 
自然 の 豊か さと と も に 暮らす こと が で きる 岩手 


【 い わ て 幸福 関連 指標 】 


標 


単位 


現状 値 


年 度目 標 値 








2017 





2020 














計画 目標 値 
2022 











岩手 の 代表 的 希少 野生 動植物 の 個 


体 ・ つ が い 数 





(イヌ ワン つが い 数 ) 


29 


29 


29 


29 





(ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ 個体 数 ) 





667 


667 


667 


667 





自然 公園 の 利用 者 数 中 


466 


470 


470 


470 





酸素 要求 量 ) 等 環境 基準 達成 率 


公共 用 水域 の BOD( 生 物化 学 的 


99. 1 


99. 1 


99. 1 


99. 1 


99. 1 





② 
③ 
④ 


再生 可能 エネ ルギー に よる 電力 
自給 率 


28. 0 


29. 0 


35. 0 


36. 0 


37. 0 





⑤ 


一 般 廃棄 物 の 最終 処分 量 


40. 6(2016) 


38. 6(2018) 


37. 6(2019) 


36.7 (2020) 


95. 8(202D 





⑥ 


に な る も の を 除く ) 排出 量 


一 人 1 日 当たり 家庭 系 ご み ( 資 源 








501 (2016) 





492 (2018) 


483 (2019) 








474 (2020) 





465 (2021) 








【 参 考 指標 (実績 値 ) 】 
森林 面積 割合 (2014 年 : 74.9%) [農林 業 セ ン サ ス (農林 水産 省 ) ] 


[ 注 ] 
※1 
※ ら 

















自然 公園 ビジ ター セン ター 等 利用 者 数 
上 記 の 表 中 、 右上 に ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 人 
「 い わ て 幸福 関連 指標 」 の 目標 値 設定 の 考え 方 に つい て は 、 巻 末 資 料 に 掲載 し て いま す 。 
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E 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又は 目 








標 値 を 示し て いま す 。 









































具体 的 推進 方 策 











42 多様 で 優れ た 環境 を 守り 、 次 世 
代 に 引き 継ぎ ます 


























好 な 大 気 ・ 水 環境 の 保全 と 環境 負荷 低減 に 向け た 取組 の 促 





④ 水 と 緑 を 守る 取 ぇ % 
清流 化 ※ 
























































民 等 と の 連携 ・ 協 働 の 取組 の 促進 
三陸 ジオ パー ク に 関す る 取組 の 推 : 





















































43 循環 型 地域 社会 の 形成 を 進め 3 
す こ 強 く 持 続 可 能 な 廃棄 物 処 世 








































































































44 地球 温暖 化 防止 に 
社会 の 形成 を 進め 





















































進 に よる 森林 吸収 源 ※ 
動 の 影響 へ の 適応 
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賠 
画 画 42 多様 で 優れ た 環境 を 守り 、 
| | 
(基本 方 向 ) 
本 県 の 森 や 川 、 海 人 等 の 優れ た 自然 環境 を 次 世代 に 引き 継い で いく た 
生育 環境 の 保全 な どの 自 
る と と も に 、 県 民 、 事 業者 、 行 政 な どの 連携 ・ 協 働 に 
進 し ます 。 
現状 と 課題 


「One World-One Health'」 の 理念 の 提 ! 
こ 盛 り 込 まれ る な ど 、 鳥 獣 の 保護 ・ 


た な 基本 指針 ( 
の 機能 の 強化 な ど が 求め られ て いま す 。 











北海 道 に 次 ぐ 全国 2 位 の 森林 面積 を 有 





旧 や 、 科 学 的 、 


久世 代 に 引き 継ぎ ます 


然 保護 対策 や 大 気 ・ 水 環境 の 常時 監視 結果 に 基づく 環境 保全 














よる 環境 保全 活 

















め 、 希 少 野生 動植物 の 生 


自 、。 





計画 的 な 鳥獣 保護 管理 等 の 推進 が 





や へ 





対策 を 推進 す 
動 の 活発 化 に 向け た 取組 を 推 


国 の 新 





管理 の 機運 が 高まっ て お り 、 鳥 獣 保 護 セ ンタ ー 


し 、「 三 陸 復 興国 立 公園 」 と 「 十 和田 八幡 平 国立 公園 」 





の 2 つの 国立 公園 が 存在 する な ど 、 全 国 に 誇れる 優れ た 自然 環境 に 














恵まれ て いま す 。 
自然 公園 な どの 美化 活動 や 利用 者 の マナ ー 訂 発 千 を 行う グリ ー ン ボラ ンティア の 高齢 化 が 進ん 


で お り 、 大 学生 な どの 若者 の ボラ ンティア へ の 参加 を 促し て いく 必要 が あり ます 。 








イヌ ワシ や ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ な ど 、 身 近 に 希 


シ な どの 野生 鳥獣 の 増加 、 生 息 域 の 拡大 に より 、 農 林業 被害 や 人 身 被害 が 生じ て いま す 。 
大 気 環境 は 、 二酸化 室 素 を は じ め と する 大 気 汚染 物質 の 環境 基準 を お お むね 達成 し て いま す が 、 








微小 粒子 状 物 














汚染 物質 の 状況 を 注視 し て いく 必要 が あり ます 。 





rr, 


良好 な 状態 が 保 た れ 








水 環境 は 

と と も に 
環境 学習 の 拠点 施設 で ある 環 
学 背 の 機会 が 提供 され て いま す 。 





境 学習 交 














て いま す が 、 


交流 セン ター や 、 地球 温暖 化 防 止 活動 推進 セン ター に 











生物 調査 、 地 域 の 特性 を 生か し た 環 

















近郊 な ど に 人 NM 地域 住民 が 主体 と な り 、 


北上 川 は 、 昭 和 57 年 (1982 年 ) か ら 稼働 し て いる 新 中 和 処理 施設 ( 


一 方 、 海 岸 漂着 物 へ の 対応 、 夫人 
等 が 課題 と な っ て いま す 。 
れ て いま す が 、 今後 も 旧 松 











尾 鉱山 の 琉 廃水 の 中 和 処 





河川 








少 野 生 動植物 が 存在 する 一 方 、 シ カ や イノ シ 


4 (PM2.5 う 9 な どの 濃度 上 昇 が 時 期 に よっ て は 観測 され て お り 、 引 き 続 き 、 大 気 


引き 続き 、 工 場 排水 や 生活 排水 等 の 対策 を 進め る 
公共 用 水域 の 水質 を 注視 し て いく 必要 が あり ます 。 


まり 。 


等 の 環境 保全 活動 や 水生 
学習 な どの 活動 が 多く の 地域 で 行わ れ て いま す 。 


活動 の 担い 手 の 高齢 化 や 、 次 代 の 取組 を 担う 人 材 の 確保 


こよ り 清 ら か な 流れ が 保 た 


ほ を 継続 する 必要 が あり ます 。 





平成 18 年 度 (2006 年 度 ) か ら 、 管 理 不 十分 な 森林 の 強度 間伐 に 取り 組ん で きま し た が 、 





! One World-One Health : 人 と 動物 及び それ を 取り 巻く 環境 
これ が 、 地 球 環 境 の 保全 に 、 ま た 、 安 全 ・ 安 心 な 社 


唱 。 


2 PM2.5 : 大 気 中 

















りや すく 、 呼 吸 器 系 へ の 影響 に 加え 、 循 環 器 系 へ の 影響 が 懸念 され て いる 。 
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会 の 実現 に つなが る と する 、 平 成 16 


FE (2004 人 





に 浮遊 し て いる 2.5m (lgm は 1mm の 千 分 の 1) 以下 の 小さ な 粒子 の こと で 、? 
きた 浮遊 粒子 状 物質 (S PM : 10gm 以下 の 粒子 ) より も 小さ な 粒子 。 非 常に 小さ いた め (髪の毛 の 太 さ の 1/30 程度 ) 、 肺 の 


FE) 【 





(生態 系 ) は 相互 に つなが っ て いる こと か ら 、 人 と 動物 の 健 











こ 野生 4 


生来 か ら 環 境 基準 を 定め て 対 


E 物 保全 協会 (WS 























58 





依然 


康 は 一 つと 提 え 、 


C) が 提 


策 を 進め て 
深く まで 入 


と し て 整備 の 必要 な 人 工 林 が 存在 する こと か ら 、 





要 が あり ます 。 














世界 ( こ 誇 れる 地質 遺 放 
展開 され て いま 


ミ 








動 2 














等 が あり 、 




















す が 、 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 生物 多様 性 の 保全 


本 県 の 優れ た 
野生 動植物 の 保 
島 獣 保護 セン タ 
まや 環境 教育 
自然 と の ふれ あい の 促進 
園 等 の 登山 











獣 の 救 








4 然 公 
































境 保 全 や マナ ー 諸 発 
園 等 の 外国 人 も 含め た 観光 客 の 利用 促進 を 図 


所 


どの 1 








ョ 然 公 
自然 の 魅力 な 




















然 が 守ら れる よう 、 総 滅 危 恨 種 等 の 
まや 野生 鳥 




















【 











獣 の 個体 数 管理 な ど に より 、 

















・ 普 及 啓 発 の 充実 に 取り 組み ます 。 








道 な ど に お いて 、 県 
に 取り 組み ます 。 
る た 














県 民 の 支援 や 参 中 






































民 が 参画 する グリ ー ン ボラ ンティア 等 と 協 働 し て 自然 


に より 森林 の 再生 を 進め る 必 


3 県 16 市 町 村 の 日 本 一 広大 な エリ ア で 三陸 ジオ パー ク * の 活 
より 地域 に 根ざし た 取組 が 求め られ て いま す 。 


財 査 や 保護 保全 を 通じ し た イヌ ワシ 等 の 希少 
生物 多様 性 の 保全 
ー に つい て は 、 動 物 愛 護 セ ンタ ー と の 一 体 的 整備 に つい て 検討 を 進め 、 傷 病 島 


を 進め ます 。 

















め 、 多 言語 化し た PR 映像 等 





報 発信 を 積極 的 に 行う と と も に 








月 





三陸 復興 形 











立 公 園 


に つい て は 、 み ちの く 潮 風 ト レイ ル や 三 











イベ ント 情報 の 発信 


= 


<< 
の 





大 気 環境 に つい て は 
れる 光化学 オキ シダ ント 及び PM2.5 の 監視 体制 
ば い 煙 等 を 排出 する 事業 場 の 監 
こつ いて は 、 河 川 、 





また 、 
水 環境 ( 


災害 な ど に よ 


り 





こ 取 り 組み ます 。 
壊し た 自然 公 





ビニ ara 


尋 等 施設 の 復旧 
































= ミ た を 


系 寺 





二酸化 窒 








g 條 及び 指 

















湖沼 、 海 】 





を 排出 する 事業 場 の 監視 及び 指導 を 実施 し ます 。 





企業 の 「 環 境 に 自 
行政 等 が 連携 ・ 協 働 し て 』 
向け た 
水 と 緑 を 守る 取組 の 推進 
森 か ら 川 を 経て 海 に 

よる 河川 や 海岸 等 の 保全 
取組 事例 の 情報 発信 や 顕彰 の 実施 、 


アテ 


環境 負 











荷 低減 に 











加 に 











ロ 慮 し た 取組 」 を 総合 的 に と り ま と め た 「 環 境 





保全 活動 の 活発 化 
保全 の 意識 の 滴 養 











継が れる よう 、 

















主 的 な 取組 を 促進 し ます 。 





























こ 至 る 健全 な 水循環 が 図ら れる よう 、 
な どの 取組 を 進め る と と も に 、 


























こ 向 けた 
取り 組み ます 。 











デー 








いし ー 


生物 多様 性 の 保全 や 水源 の 光 養 と いっ た 公益 的 機能 を 持つ 健全 















































3 ジオ パー ク : 地域 に 
よう な 地球 を 学ぶ 旅 を 楽 


親しみ 、 
し お 場所 。 
































| を よく 見 て その 成り 立ち と 仕組 み に 気 付き 、 生 











4 光化学 オキ シダ ン 


場 や 

















照射 を 受 + て 光化学 反応 を 起こ すこ と に より 発生 


いる 。 














次 的 な 汚染 物質 。「 目 





E す る 二 
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の 大 気 汚染 物質 に 加え 、 
を 維持 し 、 モ ニタ リン グ を 実施 し 
導 を 実施 し ます 。 
城 及 び 地 下水 の モニ タリ ング を 実施 する と と も に 





欄 識 等 の 整備 に 取り 組み ます 。 
陸 ジ オバ パー ク な どの 取組 と 連携 し 、 


・ 整 備 に 継続 し て 取り 組み ます 。 
良好 な 大 気 ・ 水 環境 の 保全 と 環境 負荷 低減 に 向け た 取組 の 促進 











時 2 





報 





海 主 凛 着 物 の 円 
各地 域 で の 水 と 緑 を 守り 





テヒ 








書 」 を 通じ て 人 





Eg 


反り 組む 「 環 境 コ ミュ ニケ ーション 」 を 推進 する こと に より 、 事 業 


滑 な 処理 、 





B 民 、 


県 


を 活用 し 、 








に よっ て は 濃度 上 昇 が 観測 さ 
が 


、 汚 水 等 


事業 者 、 
の 
































民 等 の 参 














育て る 環境 






































水 4 


E 生 物 調 査 の 











実施 を 通じ た 水質 

















態 系 や 人 間 4 


動車 か ら 排出 され る 窒素 酸化 物 及 び 揮 発 性 有機 化合 物 (VOC) 
が チカ チカ する 」、 


な 森林 が 守ら れ 、 


次 


県 民 の 支援 や 参画 に よる 森林 整備 な どの 取組 を 進め ます 。 


を 主体 と する 
「 の ど が 痛む 」 等 の 症状 が 昌 














E 活 と の 関わ り を 考え る 場所 。 ま た 、 


世代 に 引き 





その 


一 次 汚染 物質 が 太陽 光線 の 


日 る と 言わ れ て 


⑤ 北上 川 清流 化 対策 
国 と の 連携 の も と 確実 に 旧 松 尾 鉱山 寺 廃 水 の 中 和 処 理 を 行い な が ら 、 清流 化 の 取組 を 広く 県 民 | 
周知 する と と も に 、NPO 等 に よる 旧 松 尾 鉱山 跡地 で の 植樹 活動 等 へ の 支援 を 行い ます 。 
⑥ 環境 学習 の 推進 と 県 民 等 と の 連携 ・ 協 働 の 取組 の 促進 
持続 可能 な 社会 さく り の 担い 手 を 育む こと を 目指 し 、 環境 学習 交流 セン ター 等 に よる 普及 啓発 や 、 
子ども の 環境 学習 の 支援 及び 自然 等 を 生か し た 体験 活動 の 機会 の 提供 な ど に 取り 組み ます 。 
⑦ 三陸 ジオ パー ク に 関す る 取組 の 推進 
地域 や 広域 ブロッ ク に よる 地質 遺産 等 に 対す る 環境 保全 活動 が 行わ れる よう 、 フ ォ ー ラ ム の 開 
催 や 講習 会 ・ 学 習 会 等 へ の 講師 派遣 等 に 取り 組み ます 。 
地質 遺産 等 や 環境 保全 に 関す る 知識 を 有する 人 材 を 育成 する た め 、 三 陸 ジ オ パ ー ク 推進 協議 会 
や 教育 機関 な どの 関係 機関 と 連携 し て 、 ガ イド 講習 会 や ジオ パー ク 授 業 な ど に 取り 組み ます 。 
国内 外 と の 交流 人 口 の 拡大 を 図る た め 、 分 か りや すい ジオ スト ー リ ー の 発信 や 多 言語 化 さ れ た 
案内 板 ・ パ ン フ レッ ト 等 の 整備 、 交 流 イ ベン ト の 開催 等 に 取り 組み ます 。 
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~2018 2019 2020 2021 2022 
① 生物 多様 性 の 保全 
目標 
・ イ ヌ ワ シ の 繁殖 率 (%) 動植物 の 生息 ・ 生 育 状況 調査 、 県 民 ・ 事 業者 へ の 周知 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 検討 委 員 会 で の 動植物 の 生息 ・ レッ ド デ ー タ | 上 






























































10.7 14.0 14.0 14.0 14.0 
現状 値 は 2018 年 の 値 


























調査 方 針 等 検討 | | 生育 状況 調査 | ブッ ク 改 訂 
























































・ ニ ホン ジ カ の 捕獲 数 ( 頭 ) 〔 累 計 ]【 再 掲 】 





















































































































































現状 値 | 2019 2020 2021 2022 、 生物 多様 性 の 保全 等 
然 環 境 保 全 指針 の 改定 re ゴ = 

10,999 | 10, 000 | 20, 000 | 30,000 | 40, 000 電 境 保全 指針 の 改 の 普及 互 発 の 実施 |” 

現状 値 は 2016 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 

ら の 果 計 



































希少 種 の 保護 保全 対策 の 推進 (流通 監視 、 生 息 環境 整備 ) py 










































































鳥獣 の 保護 管理 、 第 二 種 特定 鳥獣 の 管理 の 推進 




















































































































次 期 鳥 獣 保護 管 
理 計 画 、 第 二 種 特 序 
E 鳥獣 管理 計画 
の 策定 
鳥獣 保護 セン ター 整備 の 推進 » 
























































生物 多様 性 の 保全 や 自然 保護 の 普及 啓発 の 充実 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


























































































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
OE ボラ ンティア 等 に よる 自然 環境 保全 活動 等 の 推進 
・ グ リー ン ボ ラン ティ ア 登 録 者 数 (人 ) 了 了 普及 臨 発 等 に よる 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 活動 内 容 の 周知 ・ 募 集 拡 ガ 活動 支援 
222 230 230 230 230 
現状 値 は 2017 年 の 値 
自然 公園 等 施設 の 復旧 ・ 整 備 4 
外国 人 を 含め た 来訪 者 へ 自然 公園 の 情報 を 発信 を 
漁村 の 環境 保全 活動 へ の 参加 人 数 (人 ) 
多面 的 機能 の 維持 ・ 発 揮 に 向け た 農山 漁村 地域 に お ける 
2019 | 2020 | 2021 | 2022 地域 共同 活動 を 支援 > 
122, 000 | 122, 500 | 123, 000 | 123, 500 ー- - 
状 人 年 
NR 地域 住民 等 に よる 森林 の 整備 ・ 保 全 活 動 へ の 支援 。 























③ 良好 な 大 気 ・ 水 環境 の 保全 と 環境 負荷 
低減 に 向け た 取組 の 促進 

上 標 

・ 大 気 の 二酸化 窒素 等 環境 基準 達成 率 (%) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 大 気 ・ 水 質 モ ニタ リン グ の 実施 、 事 業者 の 指導 
100 100 100 100 

現状 値 は 2017 年 の 値 
























































































































































・ 排 水 基準 適用 の 事業 場 に お ける 排水 胡 
(% 

現状 2021 環境 報告 書 の 作成 支援 ・ 環 境 コ ミュ ニケ ーション 普及 促進 
100 100 

状 値 は 2017 年 































































































告 書 の 県 ホー ムペ ー ジ 掲載 件 数 (件 ) 〔 累 


























県 境 報告 書 を 取り まとめ た ホー ムペ ー ジ に よる 情報 発信 = 





2019 2020 2021 2022 
305 340 375 410 
状 値 は 2017 年 の 値 


水 と 緑 を 守る 取組 の 推進 












































目標 
・ 水 生生 物 調査 参加 者 計 
2 水生 生物 調査 の 普及 ・ 啓 発 及 び 調 査 実施 に 係る 支援 一 > 
3,912 | 3.700 | 7,400 | 11,100 | 14, 800 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 提 計 









































































































































・ 水 と 線 を 守り 育て る 陣 境 保全 活動 数 (件 ) 
[ 果 計 ] 地域 住民 ・N PO 等 の 環境 保全 活動 の 推進 トゥ 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
839 840 1, 680 2, 520 3, 360 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 東 計 

















































































































L 民 参画 に よる 公益 的 な 機能 を 重視 する 森林 整 
ha) 【 累 計 ] 












































公益 的 な 機能 を 重視 する 森林 整備 の 促進 と 














2020 2021 2022 
20,040 | 20, 780 
























































喝 状 値 は 2017 年 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 生 2 











⑤ 北上 川 清流 化 対策 


・ 新 中 和 処 理 施設 放流 水 水質 基準 達成 率 (%) 
2019 | 2020 | 2021 | 2022 





























玩 廃 水 処理 
















































































PF SW | 新 中 和 処理 施設 の 老朽 化 対策 ・ 耐 岩科 強 対策 の 実施 ヒル ] 
状 値 は 2017 年 の 値 


















































@ 一 北上 川 清流 化 の 取組 の 周知 | 























@ 隈 学習 の 推進 と 県 民 等 と の 連 失 ・ 協 就学 習 多 泥 セン ター に よる 吉元 財 


0 ドバイ ザー 派遣 の 実施 











党 
帝 
部 
民 
玖 
政 
RE 








目標 
md 利用 者 数 (人 ) 
2019 2020 2021 2022 地域 で 活躍 する 環境 人 材 の 育成 aa 
42.000 | 42.000 | 42,000 | 42.000 
年 の 値 
















































































子ども の 環境 学習 の 支援 > 









































調査 参加 者 数 (人 ) [ 黒 計 ]【 再 掲 】 
2019 2020 2021 2022 体験 活動 に よる 環境 学習 の 普及 


3,700 | 7,400 | 11,100 | 14, 800 - 
ド 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 間 | モデ ル 地 域 で の 実施 NE 
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⑦ 三陸 ジオ パー ク に 関す る 取組 の 推進 
上 標 
II (人 ) [累計 ] 
| 500_ 1, 000 1,500 | 2,000 取組 説 定 容 窒 を 見 振 え た 情報 収 信和 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 
@ 一 講演 会 ・ 学 習 会 へ の 講師 派遣 ・ 運 営 へ の 助言 還っ | 
・ 主 要 ジ オ サ イ ト の 観光 入 込 客数 ( 千 人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
1.115 | 1,115 | 1.115 | 1.115 | 1,115 ジオ パー ク の 理念 の 普及 ・ 定 着 ト 
現状 値 は 2017 年 の 値 
e— 認定 ガイ ド 講 習 会 ・ ジ オ パ ー ク 検定 の 実施 等 | 





























ジオ パー ク を テー マ と し た ジオ パー ク 授 業 方 法 の 
モデ ル 授 業 の 実施 普及 


























時 以外 の 主体 に 期待 きれ る 香 動 uh キキ IS+ 
(県 民 ) 








・ 生 物 多様 性 の 保全 に 関す る 活動 へ の 参加 

ョ 然 と の ふれ あい 施設 を 利用 し た 活動 や 環境 保全 活動 へ の 参加 
EO 
・ 事 業者 と の 環境 コミ ュ ニ ケー ショ ン へ の 参画 
・ 森 林 整 備 活動 等 へ の 参加 












































































































































・ 生 物 多様 性 の 保全 に 関す る 活動 へ の 参加 ・ 協 力 
・ 住 民 等 と の 環境 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 取組 の 実施 
業 活動 に 伴 環境 負荷 低減 へ の 自主 的 取組 の 実施 
・ 森 林 整 備 等 の 実施 
(NPO) 
・ 水 生生 物 調査 の 実施 
・ 環 境 学習 ・ 環 境 保全 活動 の 実 貴 
(関係 団体 ) 
・ 傷 病 鳥獣 の 救護 や 野生 復帰 の リハ ビリ テー ショ ン へ の 協力 
市 町 村 ) 
・ 希 少 野 生 動植物 の 保護 な ど 地 域内 の 生物 多様 性 の 保全 に 関す る 活動 の 実施 や 住民 へ の 普及 啓発 
・ 自 然 と の ふれ あい 施設 を 利用 し た 活動 や イベ ント の 実施 
・ 清 掃 活動 等 を 通じ た 環境 保全 意識 の 醸成 
| ・ 地 域 や 学校 に お ける 環境 学習 の 推進 
| ・ 森 林 整 備 等 の 実施 






























































中 




















ーー 
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還 
本 43 循環 型 地域 社会 の 形成 進め ます 


(基本 方 向 ) 


廃棄 物 を 含め 、 有 用 な 資源 を 生か し た 循環 型 地域 社会 の 形成 を 更に 進め る た め 、 廃棄 物 の 発生 を 
可能 な 限り 抑制 する と と も に 、 廃 棄 物 の 循環 利用 ( 再 使用 ・ 再 生 利用 ) を 推進 し ます 。 

また 、 災 害 発生 時 に も 循環 利用 を 考慮 し た 県 内 で の 適切 な 廃棄 物 処理 を 進め る た め 、 処 理 の 効率 
化 、 環 境 負 荷 の 軽減 な ど に より 、 持 続 可能 な 廃棄 物 処理 体制 の 構築 を 推進 し ます 。 

















さら に 、 良 好 な 生活 環境 を 維持 する た め 、 廃 棄 物 処 下 














業 廃棄 物 の 適正 処理 を 推進 し ます 。 


現状 と 課題 





























県 内 で は 、 レ ジ 袋 な どの 























県 民 一 人 1 日 当たり の 家庭 系 ご み (資源 に な る も の を 除く ) 排出 量 は 、 ご み の 3 R ' に 対す る 県 
民意 識 の 定着 が 進み 、 徐 々 に 減少 傾向 に あり ます 。 
削減 に 向け た 取組 が 進め られ て いま す が 、 近 年 で は 、 海 洋 に 流出 する 

















施設 等 に 対す る 監視 ・ 指 導 な ど に より 、 産 























プラ スチ ッ ク ご みな ど に よる 地球 規模 で の 環境 汚染 が 懸念 され て お り 、 使い 捨て プラ スチ ッ ク の 





層 の 削減 等 の 取組 が 求め 














られ て いま す 。 


産業 廃棄 物 に つい て 、 各 事業 者 の 事業 活動 に お いて 様々 な 排出 抑制 や 再生 利用 が 進め られ て い 





ます 。 


廃棄 物 の 循環 利用 を 目的 と し た 県 内 の セメント 工場 と の 協定 に 基づき 、 廃 棄 物 の 資源 化 の 取組 











を 促進 する な ど 、 廃 棄 物 の 


























+ 生 利用 が 進め られ て いま す 。 


東日本 大 震 災 津波 や 平成 28 年 台風 第 10 号 の 経験 を 生か し 、 自 然 災 害 に より 大 量 の 災害 廃棄 物 が 
発生 し た 際 に お いて も 、 廃棄 物 を 迅速 か つ 円 滑 に 処理 する 体制 の 構築 が 求め られ て いま す 。 
不法 投棄 な どの 不適 正 処理 に つい て は 、 監 視 ・ 指 導 の 強化 な ど に より 、 早 期 発 見 、 早 期 解決 が 








図ら れ て き て いま す 。 






































青森 県 境 産業 廃棄 物 不 法 投棄 事案 に つい て は 、 廃 棄 物 の 全量 撤去 が 完了 し まし た が 、 汚 染 8 土壌 、 
汚染 地下 水 が 一 部 で 残っ て お り 、 浄 化 事業 を 継続 し て いま す 。 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


① 廃棄 物 の 発生 抑制 ・ 再 使用 


・ 再生 利用 の 推進 





使い 捨て で プラスチック な どの 廃棄 物 の 3R を 基調 と する ライ フス タイ ル の 定着 や 環境 に 配慮 し 
、 市 町 村 と の 連携 ・ 協 力 を 図り な が ら 、 更 に 県 民 参加 型 の 取組 を 進め 





た 事業 活動 を 促進 する た め 
ます 。 





1 3 R : Reduce (リデュース : 廃棄 物 の 発 4 





を と っ た も の 。 3 つの R に 取り 組む こと で ご み を 限り な く 少 な くし 、 環境 へ の 影響 を 極力 減ら し 、 限 りあ る 地球 の 資源 を 有効 に 繰り 返し 使 












































E 抑制 ) 、Reuse (リユース : 


う 社 会 (循環 型 社会 ) を つく ろう と する も の 。 
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使 / 











)、Recycle (リサ イク ル : 再生 利用 ) の 3 つの 英語 の 頭 文字 




















市 町 村 に よる ご み 減 量化 の 取組 を 促進 




















ご み 減 量化 施策 の 助言 ・ 支 援 を 行い ます 。 





事業 











災害 時 に あっ て も 循環 利用 を 考慮 し た 県 内 で の 適切 な 廃棄 物 処理 を 推 人 
町 村 、 県 、 地域 ブロ ッ ク 等 に お ける 連携 を 
資源 化 な ど 環 境 産業 で の 活 

















セ メ ン 


ノ 











で デ 


に よる 3R を 促進 する た め 、 発 生 抑制 
廃棄 物 の セメント 資源 化 な ど 環 境 産業 で の 活用 を 
災害 に 強く 持続 可能 な 廃棄 物 処理 体制 の 構築 





する た め 、 地 域 の 


人 











進 











め ま す 。 
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実 ! 
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図る と と も に 、 

















種 業 
リー ジンセン ター」 
市 町 村 が 持続 可 
制 の 構築 に つい て 、 





月 









































能 な ご み 焼却 施 
I 村 等 
産業 廃棄 物 の 適正 処理 の 推進 
各 主体 と 連携 し た パ 


市 




















適正 処理 の 早期 発見 、 早 期 対応 を 図 
不適 正 処理 を 防止 する た め 、 





























青森 県 境 産業 廃棄 物 不 法 投棄 事案 に つい て は 、 安 全 対 策 を 講じ な が ら 、 






































iL な を 


寺 
こ 対 し 技術 














1 を 








ES 





め ま す 。 





廃棄 物 処理 に 対す る 県 民 の 信頼 の 醸成 と 適正 処 
の 後継 と な る 



























































ほ の 一 層 の 推進 等 を 較 


























り ま 














す 。 
事業 者 の 自 
































主管 理 の 促進 や 優良 な 処 有 


最終 処分 場 の 整備 に 取り 組み ます 。 
を 運営 する た め 、 地 域 の 実情 に 応じ た 効率 的 な ご み 処 理 体 
助言 を 行い ます 。 








トロ ー ル の 実施 や 産廃 G で メン "の 配置 に よる 効率 的 な 





























E 業 者 の 育成 を 



































E す る た め 、 
廃棄 物 処理 セン ター* の 安定 し た 運営 や 


る た め 、 


情 に 応じ た ご み 処 理 の 有料 化 な どの 


に 資す る 製品 ・ 技 術 開発 を 支援 する と と も に 、 





平時 か ら 市 


「 い わ て ク 

















又 視 ・ 指 導 に より 、 不 





図り ます 。 
県 の 代 執 行 に より 汚染 





































































































































































































































































































































































































土壌 対策 等 を 進め 、2022 年 度 ま で の 原状 回 復 を 目指 し ます 。 
また 、 不法 投 棄 の 原因 者 、 排 出 事業 者 等 に 対す る 徹底 し た 責任 追及 や 事案 の 教訓 を 後世 に 伝え 
る 取組 を 進め ます 。 
ミ 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り 組む 具体 的 な 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 廃棄 物 の 発生 抑制 ・ 再 使用 ・ 再 生 利 用 
の 推進 
目標 を ーー マッ レク FT 呈 弁 中 テヒ エバ = ー 
・ エ コシ ョ ッ プ いわ て 記 定 店 舗 数 (店舗 2 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 IS 人 
226 226 226 226 226 
現状 値 は 2018 年 の 値 
・ 事 業者 等 の 3 R 推 進 の 取組 に 対す る 支援 実施 件 プラ スチ ッ ク ご み の 汰 量化 等 3 RR の 普及 嘱 発 
数 (件 ) [累計 ] 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
101 113 119 125 131 
現状 値 は 2017 年 の 値 事業 者 等 へ の ゼロ エミ ッ シ ョ ン 推 進 事業 の 実施 > 
2 廃棄 物 処理 セン ター : 公共 の 信用 力 を 活用 し て 安全 性 、 信 頼 性 の 確保 を 図り つつ 、 民 間 の 資本 、 人 材 等 を 活用 し て 廃棄 物 処理 施設 の 整備 
を 図る た め 、 廃 棄 物 の 適正 か つ 広 域 交 な 処理 の 確保 に 資す る こと を 目的 と し て 公 的 主体 の 関与 し た 一 定 の 法人 等 を 環境 大 臣 が 指定 する も の 。 
3 産廃 で メン : 正式 名 称 は 産業 廃棄 物 適 正 処理 指導 員 。 広 虹 振 興 局 等 へ 11 名 が 配置 され 、 不 法 投棄 な ど 産業 府 棄 物 の 不適 正 処理 を 未然 に 





防止 する た め の パ トロ ー ル 等 に 当 


た っ て いる 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 生 2 








② 災害 に 強く 持続 可能 な 廃棄 物 処理 体制 














の 構築 いわ て クリ ー ン セン ター の 安定 運営 の た め の 支 援 等 。 > 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































標 
・ 産 業 廃棄 物 の 自 県 内 処理 率 (%) 回 いわ て 第 2 クリー ン セ ンタ ー の 運営 モニ タリ ング 等 の 実施 P| 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 
(2018) | (2019) | (2020) 
94.8 | 97.5 | 97.5 | 97.5 会 共 関 与 理 最 終 処 分 場 の 整備 
旧 状 年 EE 
現状 値 は 2016 年 の 値 設計 ・ 用 地 取得 二井 
時 画策 定 市 町 村 数 (市町村) 
2019 | 2020 | 2021 | 2022 ee 時 
の 20 56 39 市 町 村 炎 害 廃棄 物 処理 計画 策定 支援 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 
③ 産業 廃棄 物 の 適正 処理 の 推進 
標 
・ 産 業 廃 棄 物 適正 処理 率 (%) 本 
現状 値 2019 2020 2021 産廃 G で メン に よる 廃棄 物 の 適正 処理 指導 等 ーッ | 
99.5 100 100 100 
現状 値 は 2017 年 の 関係 団体 と 連携 し た 優良 な 処理 業者 の 育成 Lp 
・ 電 子 マ ニ フ ェ スト 普及 率 (%) 5 
状 値 NN 合用 義務 対 象 者 の 上 排出 事業 者 説明 会 等 に よる 普及 促進 上 
49 60 65 指導 
現状 値 は 2017 年 
・ 青 森 県 境 産業 廃 3 (県 境 ) 土壌 ・ 地 下水 の 浄化 対策 | 上 内 っ | 
了 済 み 地 区 の 震 
現状 値 2020 | 2021 i 
66.7 79 3 36.7 (県 境 ) 環境 モニ タリ ング の 実施 (水質 ) トッ | 
現状 値 は 2017 年 の 値 
(県 境 ) 不法 投棄 の 原因 者 等 に 対す る 責任 追及 | 
事案 の 教訓 を 生か し た 周知 啓発 



































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 














常 生 活 に お ける 3 R の 実践 














・ 事 業 活動 に お ける 3R の 推進 

・ 排 出 事業 者 責任 に 基づく 適正 処理 の 徹底 
関係 団体) 
・ 適 正 処理 、 自 県 ( 圏 ) 内 処理 の 受け 皿 ( 廃 乗 物 処理 セン ター) 
・ 業 界 団体 に よる 適正 処理 の た め の 自 主 的 な 取組 の 実施 
(市 町 村 ) 

・ 適 正 処理 と 3R の 推進 

| ・ ご み 焼 却 施 設 の 長期 的 ・ 安 定 的 な 運営 の 確保 
| ・ 県 と の 連携 に よる 不適 正 処理 の 監視 





















































ント 
































































































































229 






MI 自然 環境 


44 地球 温暖 化 防 止 に 向け 、 低 炭素 社会 の 形成 を 


上 
還 。 進め ます 


(基本 方 向 ) 

地球 温暖 化 防 止 に 向け 、 県 民 や 事業 者 、 行 政 が 一 体 と な っ た 県 民 運 動 を 展開 し 、 温 室 効果 が ガス の 
排出 削減 対策 を 推進 する と と も に 、 再生 可能 エネ ルギー の 導入 や 適切 な 森林 整備 等 に よる 森林 吸収 
源 対 策 の 促進 を 図り ます 。 

また 、 気候 変 動 と その 影響 に 関す る 情報 の 収集 や 提供 等 を 行う こと に より 、 地 域 に お ける 気候 変 
動 適応 策 を 推進 する と と も に 、 県 民 へ の 意識 啓発 を 進め ます 。 































































































現状 と 課題 
平成 27 年 度 (2015 年 度 ) に お ける 本 県 の 温室 効果 ガス 排出 量 は 1, 406 万 8 千 ト ン と 、 基準 年 990 
年 ) 比 で 0.1% 減 に と ど ま っ て お り 、2020 年 度 ま で の 25% 削 減 に 向け て 、 県 民 や 事業 者 、 行 政 が 
一 体 と な っ た 更 な る 取組 が 必要 で す 。 
平成 24 年 (2012 年 ) 7 月 か ら 始 まっ た 固定 価格 買取 制度 を 契機 と し て 、 再 生 可 能 エ ネル ギー の 
導入 が 進み 、 再 生 可 能 エ ネル ギー に よる 電力 自給 率 は 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) 未 時 点 で 28.0% 
と な っ て お り 、 更 に 自給 率 が 向上 する 可能 性 が あり ます が 、 送 配電 網 へ の 接続 に 制約 が 生じ てい 
る 状況 と な っ て いま す 。 
東日本 大 震 災 津 濾 に よる 大 規模 な 停電 等 の 経験 を 踏ま え 、 災 害 時 に お いて も 地域 が 一 定 の エネ 
ルギー を 賭 え る よう 、 自 立 ・ 分 散 型 の エネ ルギー 供給 体制 の 構築 を 進め て いく こと が 必要 で す 。 
木質 バイ オマ ス に つい て は 、 公 共 施 設 や 産業 分 野 等 で の 利用 を 促進 する と と も に 、 燃 料 と な る 
地域 の 未 利用 間伐 材 等 を 安定 的 に 供給 で きる 体制 を 構築 し て いく 必要 が あり ます 。 
気候 変動 の 影響 は 自然 や 社会 に 既に 現れ て いる こと か ら 、 温 室 効 果 ガ ス の 排出 量 を 削減 する 緩 
和 策 を 着実 に 進め る と と も に 、 気候 変動 の 影響 に 適切 に 対処 する 適応 策 を 進め る こと が 必要 と な 
っ て いま す 。 








































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 温室 効果 ガス 排出 削減 対策 の 推進 
全 県 的 な 団体 ・ 機 関 で 構成 する 温暖 化 防止 いわ て 県 民 会 議 を 中 心 と し て 、 県 民 、 事 業者 等 の 各 
主体 が 温室 効果 ガス の 排出 削減 に 向け た 具体 的 な 行動 に 取り 組む 県 民 運 動 を 展開 し ます 。 
地球 温暖 化 防止 活動 推進 セン ター や 地球 温暖 化 防止 活 動 推進 員 、 地 球 温暖 化 対 策 地域 協議 会 と 
連携 し て 、 日常 生活 に お ける 温室 効果 ガス の 排出 削減 に 向け た 普及 啓発 、 相談 対応 ・ 助 言 、 調査 ・ 
分 析 に 取り 組み ます 。 
家庭 に お ける エネ ルギー 消費 量 の 見 える 化 の 推進 や 、 住 宅 の 省エネ ルギー 性 能 の 情報 提供 な ど 
に より 、 エ ネル ギー 消費 の 少な い ラ イフ スタ イル へ の 転換 を 促進 し ます 。 
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事業 所 に お ける 環境 マネ ジメント シス テム の 普及 を 
機器 の 導入 や 効率 的 な エネ ルギー 管理 の 支援 な ど に より 、 事業 活動 に お ける 低 央 


すず 2。 
次 世代 自動 車 























の 普及 や 環境 に 配慮 し た 























自動 車 





全 


可 




















ルレ ギー に より 4 
災害 に も 対応 で きる 
の 太陽 光 発 電 等 
た 取組 を 支援 し ます 。 












































ある 再生 可能 エネ 
を 図り ます 。 








E え 























自立 ・ 分 散 型 エネ 





の 導入 を 促進 する と と も に 、 





岩手 県 風力 発電 導入 構想 に 
肥 組 を 実施 し ます 。 

体 等 を 対象 に セミナ 
や 、 関 連 産業 の 創 
再生 可能 エネ ルギー 





向け た 
県 民 、 事 業者 や 団 
入 促進 


iS 





















































基づく 市 町 


画 
LT ヽ 、 





育成 に 取り 
E な 導入 に 向 





の 適 1 


時 や 理解 促進 に 取り 組み 3 








図る ほか 、 省 エネ ルギー 性 能 の 高い 設備 ・ 
化 を 推進 し ま 








2 代 

















自動 車 使用 の 促進 、 公 】 








交通 機関 の 利用 促進 を 図る な ど 














交通 に お ける 環境 負荷 の 低減 に 取り 組み ます 。 
再生 可能 エネ ルギー の 導入 促進 
国 ト ッ プ クラ ス に 
能 エ ネル ギー の 導入 促進 
至 の 動向 や 技術 開発 の 進展 等 も 踏 ヨ 
E 成 し た 水素 の 利 活 有 








ルギー の ポテ ン シ ャ ル を 最大 限 に 活用 し 、 引 き 続 き 再生 











な が ら 、 岩 手 県 水素 利 活 
ます 。 
ルギー 供給 体制 の 構築 に 向け て 、 防 災 拠 点 や 被 
町 村 等 の 地域 の エネ ルギー 供給 体制 の 構築 ( 


用 構想 に 基づき 、 再 生 可 能 エ ネ 









































ヽ コ ゴー 


連 

















村 等 と の 連携 に よる 事業 化 の 支援 や 、 地 熱 の 理解 促進 に 








LT 
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し 、 地 域 に 根ざし た 再 4 





等 を 開 人 f 
組み ます 。 
け て 、 送 配電 網 の 強化 や 、 地 域 、 環 境 に 配慮 し た 制度 改 





E 可 能 エ ネル ギー の 導 


























善 等 に つい て 国 に 働き か ける な どの 取組 を 推進 し ます 。 





農業 水利 施設 を 活用 


組み ます 。 


一 般 家庭 に 加え 、 公 】 
する と と も に 、 木 
取組 を 促進 し ます 。 

な 森林 資源 の 有効 利用 を 進め 、 


EE 


促進 
は けた! 
豊富 


まず 























木質 バイ オマ ス 発 電 用 燃料 の 安定 供給 を 促進 する た め 、 発電 
報 を 把握 する と と も に 、 林 地 残 材 等 の 森林 資源 が 有効 に 活用 され る よう 取り 組み 3 
適切 な 森林 整備 等 の 取組 推進 に よる 森林 吸収 源 対策 




















記 久 人 所 
需給 情 








③ 


し た 小 水力 発電 施 





施設 や 産業 分 野 
バイ オマ ス 燃 料 





プ で 
質 


木 








二酸化 炭素 の 吸収 ・ 固 
する と と も に 、 公共 施 


進 

















森林 整備 を 促 
す 。 





定 な ど 森 林 の 多面 


ミル を 


BEX 守 








っ 

















設 に つい て 、 更 な る 導入 促進 に 向け た 1 





に お ける 木質 バイ オマ ス ボ イ ラー 等 の 燃焼 機器 の 導入 を 


と な る 地域 の 未 利用 間伐 材 等 の 安定 供給 体制 の 構築 に 向 




















進 














買 バ イオ マス を 燃料 に 利 月 





上 し た 地域 熱 供 給 の 取組 を 促 














Eg 











事業 者 と 原木 供給 者 と の 原木 等 の 
E す 。 

















的 な 機能 を 持続 的 に 発揮 させ る た め 、 間 伐 、 再 造林 等 の 
の 整備 に お ける 県 産 木材 の 利用 拡大 に 向け て 取り 組み ま 


























④ 地球 温暖 化 に 伴う 気候 変動 の 影響 へ の 適応 


国 の 専門 機関 や 地域 気候 変動 適応 セン ター と 連携 し 、 気 候 変 動 と その 





や 提供 等 を 行い ます 。 


県 の 適応 策 の 総合 化 ・ 体 系 化 に よる 中 長 】 


め ま す 。 




















り 組 み ま す 。 





県 民 、 事 業者 、 市 町 村 等 を 対象 に 、 気 候 





田 
影響 








に 関す る 情報 の 収集 






































的 な 適応 計画 (地域 気候 変動 適応 計画 ) の 策定 を 進 








FI 





変動 適応 に 関 3 








する セミ ナー 等 を 開催 し 、 理 解 促 進 に 取 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 















































































































































































































































































































































































































































































































































2019 2021 
① 温室 効果 ガス 排出 削減 対策 の 推進 
上 標 
・ 省 エネ 活動 を 実施 し て いる 県 | 合 (%) 
所 人 生 所 5 温暖 化 防止 いわ て 県 民 会 議 を 中 心 と し た 県 民 運 動 の 展開 
86. 4 87.5 87.5 87.5 
現状 値 は 2017 年 の 値 関係 機関 と 連携 し た 研修 会 等 の 開催 トゥ 
ら て わん こ 節 電 所 に よる 省エネ 取組 の 情報 発信 
気候 変動 対策 に 関す る 総合 イベ ント の 開催 
県 民 参加 型 省 エネ ・ ン ペ ー ン の 実施 
E を 対象 に し た 「 地 球 温暖 化 を 防 ご う 隊 」 の 取組 促進 
・ い わ て 地球 環境 に や さ し い 事業 所 認定 数 (事業 
所 ) 
現状 値 | 2019 | 2020 2022 て 地球 環境 に や さ し い 事業 所 認定 制度 の 実施 
202 212 222 242 
現状 値 は 2018 年 の 値 
省エネ 取組 の 中 心 人 材 と な る エコ スタ ッ フ の 養成 
ドッ プ セ ミナ ー 
地球 温暖 化 対 策 計 画 書 の 作成 ・ 実 施 状 況 の 届出 の 促進 
ネ 性 能 の 高い 設備 等 の 導入 を 支援 
・ 乗 用 車 の 登録 台数 に 占め る 次 ] 動車 の 割 
%) 
現状 値 | 2019 | 2020 2022 次 世代 自動 車 の 普及 促進 
14.8 19.1 21.3 25. 7 
現状 値 は 2017 年 の 値 

















Im| 























通 に お ける 環境 



































荷 低減 の た め の 広 報 ・ 普 及 
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ミ 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
自 り 組 む 具 た 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 と 2018 2019 2020 2021 2022 
② 再生 可能 エネ ルギー の 導入 促進 
標 
RN 再生 可能 エネ ルギー の 導入 促進 —» 
現状 値 2020 | 2021 | 2022 
46 1,651 | 1,669 | 1,687 
現状 仁 は 2017 生 0 水素 利 活用 構想 に 基づく 普及 促進 や 啓発 等 | 
当 立 ・ 分 散 型 エ ネル ギー 供給 体制 の 構築 に 向け た 取組 支援 e 
防災 拠点 等 へ の 再生 可能 エネ ル | 
ギー の 導入 支援 
太陽 光 発電 設備 導入 件 数 (件 Na 
2019 | 2020 | 2021 太陽 光 発電 導入 支援 
27,800 | 28,600 | 29, 200 
現状 値 は 2017 年 の 値 本 
岩手 県 風力 発電 導入 構想 に 基づく 事業 化 の 支援 | 
地熱 の 理解 促進 に 向け た 取組 の 実施 トー テ 
セミ ナー や 勉強 会 等 の 開催 に よる 関連 産業 の 創出 ・ 育 成 一» 
・ 農 業 水利 施設 を 活 し た 小 水力 発電 導入 数 
Nulblp 休 hi 小 水力 発電 導入 の 事業 化 支援 
現状 値 2019 2020 2021 2022 モデ ル 施 設 の 事例 紹介 等 に よる 普及 ・ 啓 発 
7 8 9 9 10 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ チ ッ プ の 利用 量 (BDt) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 木質 バイ オマ ス 利 1 機器 の 導入 に 対す る 支援 | 
230,809 | 231, 232, 500 | 233,000 | 233, 800 木質 バイ オマ スコ ー デ ィ ネ ー タ ー に よる 指導 ・ 助 言 
現状 値 は 2017 年 の 値 
@ 一 | 地域 へ の 熱 供給 シス テム 導入 の 取組 支援 Fp 
③ 適切 な 森林 整備 等 の 取組 推進 に よる 森 
林 吸 収 源 対策 
ヨゴ 標 
・ 間 伐 材 利用 率 (%) 
現状 値 | 2019 2020 森林 作業 道 の 整 備 や 高 性 能 林 業 機械 の 導入 に 対す る 支援 み 
40.8 | 41.3 | 41.8 
現状 値 は 2017 年 の 値 oー 施業 の 集約 化 に よる 搬出 間伐 の 支援 > 
ーー 列 状 間伐 の 実証 上 pee 一 列 状 間伐 の し お 
普及 ・ 記 人 
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RS 論語 得 表 (4 年 間 を を 中心 と し た 取組 ) 


| ー 人 伴う 
人 う 気候 変動 の 影響 へ の 気候 変動 適応 広域 協議 会 等 を 通じ た 情報 の 
林 9 一 収集 等 の 実施 | 
・ 気 候 変 動 対策 に 関す る 総合 イベ ント 参加 者 数 
(人 ) [累計 〕 地域 気候 変動 適応 セン ター 等 と 連携 し た 情 
現状 値 | 2019 2020 | 2021 2022 旬 一 | 報 提供 等 の 実施 TF 
4,942 | 5,000 | 10,000 | 15,000 | 20, 000 
現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 2020 地域 適応 ゴ 
























































































































































































ら の 累計 l 取組 方 HH 計画 の 
針 策定 | | 集 定 






























































関す る セミ ナー や 勉強 会 等 の 開催 。 一 テ 




































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 




















・ 省 エネ ルギー 活動 の 実 貴 
| ・ 環 境 に 配慮 し た 自動 車 使用 や 公共 交通 機関 の 利用 促進 
| ・ 住 宅 用 太陽 光 パ ネル の 設置 な ど 再生 可能 エネ ルギー の 導入 




































































DD 


























・ 再 生 可 能 エ ネル ギー の 導入 
・ 省 エネ ルギー・ 再 生 可 能 エ ネル ギー の 新 技術 開発 や 実用 化 、 製 品 開発 
・ 小 水力 発電 の 導入 
・ 木 質 バ イオ マス 利用 機器 等 の 導入 
・ 木 質 燃 料 の 安定 供給 体制 の 構築 
・ 造 林 や 間伐 等 の 森林 整備 の 実施 
(教育 機関 ・ 関 係 団体 等 ) 
・ 小 学生 を 対象 と し た 地球 温暖 化 を 防 ご う 隊 活動 の 実施 
・ 県 内 企業 に 対す る 省エネ ルギー 対策 等 の 支援 、 助 言 
・ 省 エネ ルギー や 再生 可能 エネ ルギー 導入 実践 事 1 
(市 町 村 ) 
・ 温 暖 化 対策 に 係る 計画 策定 
・ 省 エネ ルギー 活動 の 実践 
・ 再 生 可 能 エ ネル ギー の 率先 導入 
・ 地 域 に 根ざし た 再生 可能 エネ ルギー の 導入 支援 
・ 小 水力 発電 導入 の 支援 
・ 地 域 に お ける 森林 資源 の 循環 利用 の 促進 
| ・ 木 質 パ イオ マス 利用 機器 等 の 導入 
| ・ 造 林 や 間伐 等 の 森林 整備 の 支援 









































































































































































































































IX 社会 基 衣 


防災 対策 や 産業 振興 な ど 幸 福 の 追 求 を 支え る 社会 基盤 が 整っ て いる 岩手 





【 い わ て 幸福 関連 指標 】 
年 度目 標 値 計画 目標 値 
2020 2022 





標 











① モバ イル 端末 (スマ ー ト フォ 
ン ) の 人 口 普及 率 

② 河川 整備 率 

③ 緊急 輸送 道路 の 整備 延長 

④ 港湾 取扱 貨物 量 

⑤ 社会 資本 の 維持 管理 を 行う 協 
働 団体 数 

※1 上 記 の 表 中 、 右上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又 は 目標 値 を し て いま す 。 

※2  「 い わ て 幸福 関連 指標 」 の 目標 値 設 定 の 考え 方 に つい て は 、 巻 末 資 料 に 掲載 し て いま す 。 


67.3 6 78. 1 














413 2018) 
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ます 








ます 




















報 技術 を 活用 で きる 基 


安心 を 支え る 社会 % 

















47 産業 や 観光 振興 の 基盤 と な る 社 














会 資本 を 整備 し 














48 生活 を 支え 
維持 管 
す 


























E す 





理 し 、 次 世代 に 引き 継ぎ 3 
























































圭 会 資本 を 良好 に 























究 拠 点 の 形 




















成 と 関連 イン フラ の 整備 





創出 に 向け た 






































究 開 発 の 推進 





































































































昧 民 利 便 性 の 向上 






































































































































建設 業 に 





E ド 民 と の 協 働 に 
設 業 に お ける 労 信 






































F 掲 】 








営 基盤 の 強化 
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よる 維持 管理 
環 境 の 整備 、 技 術 力 ・ 














生産 性 の 向上 、 経 


威 $ 


順 グ < 











(基本 方 向 ) 


科学 ・ 情 報 技術 を 活用 で きる 基盤 の 強化 に 向け 、 








ー 量 45 科学 ・ 情 報 技術 を 活用 で きる 基盤 を 強化 し ます 


新た な 産業 振興 を 見 据え た 取組 、 土 台 と な る 関連 の イン フラ 整備 な ど を 推進 し ます 。 
また 、 科 学 技術 の 社会 実装 * や 本 県 の 多様 な 資源 と 技術 を 生か し た 研究 シー ズ の 創出 な ど を 推進 し 


ます 。 






































国際 リニア コラ イダ ー (I LC)) の 環境 整備 や 


さら に 、 県 民 の 生活 に 関わ る 様々 な 分 野 に お いて 効率 的 ・ 効 果 的 な ツー ル と し て 期待 され る 
I o 工 )、 ビ ッ グ デー タ *、 人 工 知能 (A I ) な どの 情報 通信 技術 (I CT) の 利 活用 を 推進 する と 





と も に 、 日 々 の 暮らし や 産業 経済 活動 に 欠か せな い 趣 高速 プロー ドバンド "等 の 情 者 





整備 を 促進 し ます 。 


現状 と 課題 





























通信 イン フラ の 


I LC の 国内 建設 候補 地 に 本 県 が 選定 され 、 国 際 研 究 所 の 受入 環境 整備 や イノ ベー ショ ン の 創 
出 に 向け た 加速 器 関 連 産 業 * の 集積 拠点 の 形成 が 求め られ ます 。 
県 内 高等 教育 機関 を は じ め と する 産学 官 金 の 連携 に お いて 、 科 学 技術 に よる 持続 的 な イノ ベー 
ショ ン の 創出 に 向け た 取組 が 進め られ て いま す 。 















































本 県 の 多様 な 資源 と 技術 等 を 生か し た 研究 シー ズ の 創出 ・ 育 


られ ます 。 








成 や 、 科 学 技術 の 社会 実装 が 求め 


人 口 減少 や 少子 高齢 化 に より 、 労働 力 不 足 な ど 様 々 な 課題 が 深刻 化す る こと が 懸念 され て お り 、 
これ ら の 課題 を 解決 する た め 、 情 報 通信 技術 (I CT) を 活用 し た 取組 を 更に 推進 する 必要 が あ 


り まま 。 


条件 不利 地域 に お いて 、 採 算 面 か ら 通 信和 
超 高 速 ブ ロー ドバンド の 整備 が 遅れ て いる こと か ら 、 引 き 引 


る 必要 が あり 


ます 。 





lILC:International 





> 科学 技術 の 社会 実装 

















Linear Collider (国際 リニア コラ イダ ー) の 略 。 全 長 20 て 50km の 地下 トン ネル に 刀 
加速 、 笑 突 さ せ 質 量 の 起源 や 時 空 構造 、 宇 宙 誕 生 の 謎 の 解明 を 目指 す 大 規模 施設 。 


















































具体 的 な 研究 成果 の 社会 避 元 。6 






































行政 サー ビス に 反映 され る な ど に より 、 社 会 や 経済 に 便益 を も た ら す こと 。 
3 IoT:Internet of Things (モノ の イン ター ネッ ト ) の 略 。 様 々 な 「 モ ノ ( 物 )」 が イン ター ネッ ト に 接続 され 、 情 報 交換 する こと に 





より 相互 に 制御 する 仕組 み 。 














* ビッ グ デ ー タ : 情報 通 
5 超 高 速 ブ プロ ー ド バン 




















信 技術 の 進展 に より 、4 








“: プロー ドバンド と は 、 


ー ド バン ド は 伝送 速度 が 上 り と 下り の 両方 と も ! 


* 加速 器 関連 産業 : TL 








広い 周波 数 帯域 を ネ 
こ 「30M ビッ ト / 秒 級 

















C や 放射 線 治療 装置 に / 


いら れる 加速 器 (a 








E 成 ・ 収 集 ・ 蓄 積 等 が 可能 ・ 容 易 と な る 多種 多量 の デー タ 。 


E 設 され る 、 
































以上 の 回 線 」。 
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] 有 用 し た 、 よ り 高 速 ・ 大 容量 な 通信 回 線 や 通 






































電子 と 陽 電 











葛 気 を 帯び た 粒子 を 加速 する 装置 ) の 製造 等 に 関連 する 産業 。 


『 業 者 に よる 携帯 電話 や 光ファイバー を は じ め と する 
之 き 情報 通信 イン フラ の 整備 を 促進 す 


子 を 


究 の 結果 得 ら れ た 新た な 知見 や 技術 が 、 将 来 製品 化 さ れ 市 場 に 普及 する 、 ま た は 


信 方 式 の こと 。 超 高速 ブロ 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 国際 研究 拠点 の 形成 と 関連 イン フラ の 整備 


ー ュ 


形成 に 


研究 機能 の 誘致 活動 等 を 推進 
イノ ベー ショ ン の 創出 に 向け た 研究 開発 の 推進 
も の づく り 産 業 や 農林 水産 業 を は じ め と する 
現場 へ の 導入 を 推進 し ます 。 

本 県 の 多様 な 資源 と 技術 を 生か し た 研究 シー ズ の 人 


術 の 成果 の 生 


I LC 東北 マス ター プラ ン ' に 
産業 の 発展 も 見 } 
及 り 組み 











また 、 医 

















ご 

















す 。 
祭 研 究 拠点 の 




















基づき 、 国際 研究 拠点 の 
還 え 、 活 発 な イノ ベー ショ ン を 誘発 させ る た め の 加 速 器 関 連 産 業 














ク 成 に 関す る 受入 環境 を 整備 する と と も 
集積 拠点 の 















































用 成 に 向け て 、 関 連 す る イン フラ を 整備 し ます 。 


























いわ て 海洋 研究 コン ソー シア ム "『 を は じ め 、 県 内 の みな ら ず 、 海外 の 研究 機関 と の 連携 や 新しい 

















し 、 海 洋 分 野 の 


























マー 
年 


















































金 支援 、 産 学 官 金 連 携 の 取組 を 推進 し ます 。 











学識 経験 者 や サ 
課題 の 解決 に 向け た 取組 を 推進 







































































| 


























国際 研究 拠点 の 形成 に 取り 組み ます 。 

















各 分 野 に お ける 課題 解決 を 





図る た め 、 先 端 科 』 




















] 出 ・ 育 成 に 向け 、 研 究 開発 基盤 の 強化 、 資 








ICT 利 活用 に よる 地域 課題 の 解決 と 県 民 利便 性 の 向上 
ビス 提供 事業 者 の 知見 を 活用 し 、 情 














報 通信 技術 (I CT) を 利 活用 し た 地域 





















































































































































情報 通信 技術 (1 CT) の 専門 家 を 派遣 する こと や 、 人 工 知能 (AI )、 ロ ボテ ィ ク ス ^、 

R PA" を 活用 し た 生産 性 向上 や 業務 改善 な どの 先進 的 な 情報 通信 技術 (I CT) 利 活用 事例 を 
普及 、 導 入 促進 する こと に より 、 市 町 村 や 企業 等 の 情報 通信 技術 (I CT) を 利 活用 し た 取組 を 
支援 し ます 。 

最新 の 情報 通信 技術 (1 CT) の 利 活用 事例 を 紹介 する フェ ア の 開催 等 に よる 県 民 や 企業 等 
の 普及 啓発 を 行う と と も に 、 大 学 等 と 連携 し た 産業 人 材 育成 に 向け た セミ ナー、 研 修 会 等 の 開催 
に より 情報 通信 技術 (1 CT) 人 材 を 育成 する 取組 を 推進 し ます 。 


促 








進 











| 








通信 事業 者 へ の 働き か け や 医 





情報 通信 イン フラ の 整備 促進 
イン ター ネッ ト の 利 
ら 、 通 信 事 業者 、「 




















町 村 等 と 連携 し 、 条 件 不 ネ 
































7 [LC 東 』 


ロ セ ス を 


3 いわ て 海 消 
岸 地域 に お ける 産業 の 活性 
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9 








上 庫 い た 基本 指針 。 
Et 












































「 政 、 商 
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0 RPA : Robotic Process Automation の 略 。 ホ ワイ トカ ラー の 単純 な 間 


究 を 行 


ロボ ティ クス : コ 


団 














う 。 


ヒマ スタ ー プ ラン : 東北 I LC 推進 協議 会 束 3 


究 コ ン ソ ー シ ア ム : 海 肖 
化 に 寄与 する こと を 
体 等 に より 平成 21 年 (2009 年 ) 7 月 に 設立 。 
セン サー 技術 ・ 機 械 機構 学 な ど を 総合 し て 、 ロ ボ 


[ 学 の 一 分 野 。 制 人 








LILC ポ 














Ff 

















が パソ コン か ら ス マー ト フ ォ ン 等 の モバ イル 端末 に 移行 し て いる こと か 


|] 地域 に お ける 携帯 電話 の サー ビス エリ ア の 拡大 を 








直 備 室 が 作成 し た 、 


機関 等 の ネッ トワ ー ク 強化 


の 支援 制度 の 活用 等 に より 、 超 高速 ブロ ー ド バン ド 基 盤 の 整備 や 
地上 デジ タル 放送 の 難 視聴 地域 の 解消 等 に 向け た 市 町 村 の 取組 を 支援 し ま 





de 





ILC が 実現 し た 際 の 東北 の 将来 像 と 実現 の た め の プ 




















に よる 研究 プロ ジェ クト の 創出 や 研究 者 の 集積 を 区 











る こと に より 沿 



































的 に 、 東 京 大 学 大 気 ? 











毎 洋 研 究 所 を は じ め と する 治 岸 地域 に 立地 する 海洋 研究 機関 と 地域 の 




















工学 を 中 心 に 、 























の 設計 ・ 製 作 及び 運転 に 関す る 





ッ 














接 業務 を 





動 化 する テク ノロ ジー。 
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県 が 取 り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
① 国際 研究 拠点 の 形成 と 関連 イン フラ の 
整備 
上 標 
・ 研 究 者 等 調査 対応 件 数 (件 ) 【 累 計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
10 14 31 51 75 外国 人 研究 者 等 の 受入 環境 整備 トー と 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 昧 計 建設 計画 に 係る 本 
関係 機関 と の 調整 | 関連 イン フラ 等 の 整備 > 
・ 加 速 器 関連 産業 に お ける 共同 研究 開発 件 数 (件 
【 早 計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 I LC に よ ま ーー - 
4 2 3 4 る 地域 振興 加速 器 関連 産業 集積 拠点 の 形成 Ly 
- = ビジ ョ ン ( 仮 
喝 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 9 oo ーー 
| 衝 の 筑 定 | 県 内 企業 の 加速 内 関 連 産業 へ の 参入 支援 。 上 
陸 海 域 論 文 箇 応募 件 数 (件 ) [累計 〕 I 
三陸 海域 論文 知事 表彰 応募 件 生 ) 【 累 語 学 技術 イ 海 汗 連 進 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 pine ba mm 
10 10 20 30 40 | ョ ン 指 $ 
真 状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か | ーー 
ら の 累計 
② イノ ベー ショ ン の 創出 に 向け た 研究 開 
発 の 推進 
上 標 
・ 特 許 出願 等 相談 件 数 (件 ) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ー 
1,599 | 1.625 | 1.650 | 1,675 | 1700 生 新た な 研究 設備 の 導入 と 既存 設備 の 更新 
現状 値 は 2017 年 の 値 
侍 | 知 的 財産 の 創造 ・ 保 護 ・ 活 用 の 促進 に 
・ 県 の 支援 に よる 科学 技術 に 関す る 競争 的 資金 獲 | ] 療 
i A 競争 的 外部 資金 の 獲得 支援 > 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | 次 
10 10 10 10 10 研究 ステ ー ジ に 応じ た 資金 支援 トゥ 
現状 値 は 2017 年 の 値 7 泊 
ンク 
a 、 本 指 関係 機関 の 情報 共有 > 
・ 公 設 試験 研究 機関 に お ける 産学 官 共同 研究 数 針 に に ーーーー ニ 
(件 ) 【 果 計 ) 筑 産学 家 に よる マッ チン グ の 強化 > 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 定 
120 122 246 372 500 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 
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~2018 2019 2020 2021 2022 
③ ICT 利 活用 に よる 地域 課題 の 解決 と 
RE ICT | 地域 課題 解決 に 向け た 取組 の 推進 回 
目標 利 活用 
・ 市 町 村 1 CT 利 活 用 サー ビス 開始 数 (件 ) 推進 計 | 推進 時 
現状 直 2019 2020 2021 2022 画策 定 MM 有 識 者 会 議 等 に よ る 進捗 管 理 | 
18 15 17 19 21 = 
現状 値 は 2017 年 の 値 
に = に Na ァ 人 = 人 。 道 7 、 符 a 
・ I C エ フェ ア 来 場 者 数 (人 ) ! 町 村 の I CT 利 活 1 に 係る 取組 の 普及 導入 促進 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 アド バイ ザー 日 アド バイ ザー に よる 市 町 村 ・ 企 業 等 、 L ゅ | 
479 520 560 600 640 制度 構築 地域 の 取組 支援 
現状 値 は 2018 年 の 値 









































・1 CT セミ ナー 受講 者 数 (人 ) 〔 果 計 ]【 再 掲 】 了 | 療 及 啓発 | 普及 啓発 ・ 情 報 リテラ シー 向上 の 取組 の 推進 
| | | 2 交 1 CT 利 活用 人 材 ・ デ ー タ 利 活用 人 材 






























































































































































93 180 370 570 780 | OS] の 育成 pa 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 




















ら の 昧 計 
④ 情報 通信 イン フラ の 整備 促進 
目標 


・ 携 帯電 話 不感 地域 人 口 (人 ) 








































































































































































































現状 値 | 2019 2020 2021 市 町 村 の 携帯 電話 基地 局 整 備 の 取組 支援 トー 
3,369 | 3,109 | 3,071 | 3,034 | 3,010 
状 値 は 2017 年 の 値 
通信 事業 者 へ の 要望 活 重 > 
高速 ブ プロー ドバンド (光ファイバー) サー ビ 
た 支援 エリ ア 数 (人 箇所) 〔 素 計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 市 町 村 の 情報 通信 イン フラ 整備 ( 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、 共 L* ぁ | 
0 3 6 9 12 聴 施設 ) の 取組 支援 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 有 









































ら の 系 計 









































| ・ 科 学 技術 に 対す る 理解 の 増進 
| ・ 国 際 研 究 拠点 形成 に 関連 し た まち づく り へ の 参画 
| ・ 情 報 通信 技術 (I CT) 利 活用 に 関す る 知識 や 技能 の 向上 
(企業 等 ) 
・ 先 端 科学 技術 の 生産 現場 等 へ の 導入 
・[ LC に 関連 する 研究 成果 ・ 新 技術 を 基 に し た ビジ ネス の 拡大 
事業 者 単独 及び 補助 事業 に よる 情報 通信 イン フラ の 整備 
枝 術 (1 CT) を 利 活用 し た サー ビス の 提供 、 活 用 
攻 術 (I CT) の 利 活用 に 関す る 住民 へ の 普及 診 発 
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ーー 
中 
0! 


IL nu 
ここ 


lil 
o+ 








mis a 





























3 コー ディ ネー ト 活 動 の 推進 
・ 国 等 の 競争 的 外部 資金 獲得 支援 
・ 知 的 財産 の 管理 や 活用 支援 
| ・ 加 速 器 関連 産業 の 集積 拠点 形成 の 促進 
| ・ 情 報 通 信 技術 (1 CT) 人 材 の 育成 
| (研究 機関 








上 男 
uw 
MN) 










































































・ 研 究 開発 基盤 の 整備 

・ 先 端 技術 の 生産 現場 等 へ の 導入 に 向け た 研究 開発 
・ 新 技術 の 研究 開発 

・ 研 究 シ ー ズ の 創出 と 育成 
(公設 試験 研究 機関 ) 

・ 人 研究 開発 基盤 の 整備 

・ 先 端 技術 の 生産 現場 等 へ の 導入 に 向け た 研究 開発 

・I LC に 関連 する 研究 成果 ・ 新 技術 と 地域 資源 の マッ チン グ 

市 町 村 ) 

・ 研 究 開 発 を 行う 地域 企業 の 支援 

・ 外 国人 研究 者 等 の 受入 環境 の 整備 

・ 情 報 通信 技術 (I CT) を 利 活用 し た 住民 サー ビス の 提供 

・ 情 報 通信 イン フラ の 整備 

・ 通 信 事 業者 へ の 働き か け 

| ・ 情 報 通信 イン フラ 整備 に 関す る 国 へ の 支援 制度 拡充 の 提言 

| ・ 情 報 通信 技術 (1 CT) の 利 活用 に 関す る 住民 へ の 普及 啓 発 
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四 
本 46 安全 ・ 安 心 を 支え る 社会 資本 を 整備 し ます 


(基本 方 向 ) 























自然 災害 か ら 県 民 の 暮らし を 守る た め 、 河 川 改修 や 津波 防災 施設 
山 施設 、 漁 港 施設 の 整備 な どの ハー ド 対 策 と 、 
に 組み 合わ せ た 、 防 災 ・ 減 災 対策 を 推進 し ます 。 
また 、 災 害 に 強い 道路 ネッ トワ ー ク を 構築 する た め 、 幹 線 道路 の 整 

















能 の 強化 な ど を 推進 し ます 。 
さら に 、 日 常 生活 を 支え る 安全 ・ 

















安心 な 道 づく り の た め 

















応じ た 道路 整備 冬期 間 の 道路 交通 確保 対策 、 


























9 災害 関連 








、 砂 防 施設 、 農 業 水利 施設 
情報 の 充実 強化 な どの ソフ ト 施 策 を 効果 的 





、 救 急 搬送 ルー ト の 整備 や 地域 の 実情 に 


通学 路 等 へ の 歩道 の 整備 な ど を 推進 し ます 。 


これ ら の 社会 資本 の 整備 に 当たっ て は 、 必 要 な 事業 量 を 計画 的 に 


す 。 


現状 と 課題 








ほ 保 し な が ら 取 組 を 推進 し ま 

















本 県 に 甚大 な 被害 を 及ぼ し た 平成 28 年 台風 第 10 号 に よる 豪雨 を は じ め 、 平 成 29 年 7 月 九州 北部 





























肝 雨 や 平成 3 年 7 月 西日本 衰 雨 な ど 、 近 年 、 全 国 で 降雨 や 台風 ( 
お り 、 洪 水 ・ 土 砂 災 害 に よる 被害 の 軽減 に 向 
防災 に 取り 組む 「 水 防災 意識 社会 の 再 構築 
土砂 災害 危険 入所 の 基礎 調査 結果 の 公表 や 土砂 災害 警戒 区 域 等 の 指定 が 全国 で 進め られ て お り 、 
礎 調査 結果 の 公表 箇所 数 は 9, 263 箇 所 、 土 砂 災 害 警 戒 
区 域 等 の 指定 人 箇所 数 は 5, 510 箇 所 と な っ て いま す 。 











本 県 の 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) 末 時 点 の 基礎 


被災 し た 湾口 防波堤 や 海岸 保全 施 
併せ 、 安 全 な 避難 路 の 確保 な どの ソフ ト 施 策 を 効果 的 に 



































| 





防災 都市 ・ 地 域 づ くり が 進め られ て いま す 。 











東日本 大 震 炎 津波 に よる 地震 被害 等 を 教 


























こ < 伴 


ド う 炎 害 が 激甚 化 、 頻 発 化 し て 





け 、 ハ ー ド 対策 と ソフ ト 施 策 を 組み 合わ せ て 減災 ・ 
が 全国 で 進め られ て いま す 。 











施設 等 の 復旧 ・ NNN 陸 こ 





う 和 上 自動 閉鎖 シス テム の 整備 と 


進め る 「 多 重 防災 型 ま ち づ く り 」 に よる 


訓 と し て 、 建物 の 耐震 化 の 必要 性 が 再 認識 され て いま 





す 。 県 内 の 県 有 庁 舎 、 市 町 村 有 庁舎 の 耐震 化 率 は 、 平 成 28 年 度 (2016 年 度 ) 未 時 点 で それ ぞ れ 81. 0%、 





78.8% と な っ て いま す 。 


東日本 大 震 災 津 渡 や 平成 28 年 台風 第 10 号 の 際 、 一 般 国道 等 の 緊 





救援 活動 や 物資 輸送 等 に 大 き な 支 障 を 来たし まし た が 、 開 通 





害 も な く 有 効 に 機能 し まし た 。 





本 県 は 全域 が 特別 豪 害 地帯 又は 豪雪 地帯 に 指定 され て お り 、 





する な ど 、 交 通 に 支障 が 生じ る 場合 が あり ます 。 























1 高 規格 幹線 道路 :「 高 速 自 動車 国道 」 及 び 「 一 般 



































国道 の 自重 




















『 用 道路 」 の こと を 指し 、 全 国 
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で 約 14, 000km の 自動 車 交 通 網 を 形成 する 


急 輸送 道路 が 各地 で 寸断 され 、 





用 済み の 高 規格 幹線 道路 ' 等 は 大 き な 被 


冬期 の 大 害 に よる 通行 止め が 発生 























チム 
台風 等 


水利 施設 や 治 

















の 市 町 村 や や 地域 住 

















グ 








山 施設 、 














に よる 被害 が 頻発 する 中 、 自 2 
海岸 保全 施設 、 漁 港 施設 の 着実 な 整備 


民 と 連携 し た 防災 ・ 減 災 対 策 に 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 





くく まま > 2 等 
然 炎 害 等 

















県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


① 


② 


③ 























施設 の 整備 
す 。 
洪水 災 
ダム 建設 
国 、 








者 { 


本 





津波 に よる 被害 
を 推進 する と と も に 


を 指 





< 対す る 安全 度 
E 進 する と と も ( 








県 、 市 町 村 で 構 





成す 














ハー ド 対 策 と ソフ ト 施 策 を 効果 的 に 組み 合わ せ た 防 災 ・ 減 災 対 策 
・ を 最小 限 に 抑え る た め 、 防 潮 坦 や 水門 ・ 陸 こ 
、 人 え 難 の た め の 情 報 の 充実 な ど 安 全 な 遊 難 








の 向上 を 図る た め 
に 、 河 首 損 削 等 を 着実 に に 実施 し ます 。 
る 大 規模 池 溢 減災 














議会 に お いて と り ま と め た 第 


に 強い 農山 漁村 づく り を 推進 し て いく た め 、 農 業 
と 、 ハザード マッ プ の 作成 支援 な ど 








う 自動 閉鎖 レス テム 等 の 津波 防災 








体 邊 





の 構築 等 を 進め ま 











、 こ れ ま で の 被害 状況 等 を 踏ま えて 河川 改修 や 筆 川 





組 方 針 に 基づき 、 水 


位 周知 河川 や 洪水 浸水 想定 区 域 の 指定 な ど を 進め 、 河 川 の 水位 情報 や 水害 リス ク 情 報 等 、 洪水 に 
係る 防災 情報 の 充実 強化 を 





ビニ 


戸 





土砂 炎 














に 対す る 安全 度 
余地 月 圭 対策 施設 等 











土砂 災害 の お それ の ある 


も に 、 土 砂 


炎 害 警 政 区 域 等 


の 整備 





図り ます 。 
の 向上 を 図る た め 
こと 取り 組み ます 。 
































区 域 の 基礎 調査 結果 を 公 Ne 危険 性 











の 指定 な ど を 進め 、 土 砂 災 


ヶ K 和 青 





公共 建築 物 等 の 耐震 化 に よる 安全 の 確保 


面 岩 改修 促進 
E 進 


物 の 耐震 化 を 1 

















計画 








口 


し ます 。 





に 基づき 、 防 災 拠 点 建築 物 で ある 県 や 市 町 村 の 庁 


災害 に 強い 道路 ネッ トワ ー ク の 構築 


災害 に 


戸 


高 規 


Es 








へ 


ド 64 
ッ < 本 


道路 の 整備 
時 に 迅速 な 避難 ・ 救 急 活動 や 緊急 物資 の 輸送 等 


こ 強 い 道路 ネッ トワ ー ク を 構築 する た め 
じじ ます 2 








邊 を 促進 

















所 や あい 路 の 解消 、 橋 梁 の 





























に 係る 防災 情 




















耐 岩 化 や 道路 防災 施設 の 整備 等 


道路 利用 者 が 安全 に 通行 で きる よう 、 通 行 規制 や 積雪 状況 な どの 


日 常 生活 を 支え る 安全 な 道 づ くり の 推進 


救急 医療 や 地域 
厳し い 気 





岩手 の 


デー 





まず 。 


車両 の すれ 違い 


実に 実施 する と と も 
歩行 者 の 安全 な 通行 を 確保 する た め 














医 の 














木 




















待避 所 設置 や 路 





す 。 




















医療 を 支援 する た め 、 救 急 搬送 ルー ト の 整 
(に お いて も 冬 昌 
に 、 道 路 除雪 に 必要 な 堆 雪 幅 を 確保 


難 等 に 
肩 拡幅 な ど 











間 の 安全 で 円 滑 な 














LL 
上 吹 

















、 通 学 路 等 へ の # 























より 支障 が 生じ て いる 路線 
を 効果 的 に 組み 合わ せ た 、 











自然 災害 に 強い 農山 漁村 づく ぐ くり の 推進 【 再 掲 


た め 池 等 の 農業 水利 


施設 の 防災 機能 を 強化 する と と も に 














、 県 土 の 縦 軸 ・ 横 軸 と な る 高 規格 幹線 道 


が 行え る よう 、 
に 取り 組み ます 。 


こ お い て 、 
地域 の 実情 に 応じ た 








、 こ れ ま で の 被害 状況 等 を 踏ま えて 砂防 堀 堤 や 急 傾 





の ある 人 箇所 を 明らか に する と と 
報 の 充実 強化 を 図り ます 。 














舎 、 多 数 の 人 が 利用 する 建築 




















路 や 地域 








緊急 輸送 道路 の 

















や と 
坊 











路 情報 の 提供 




















北 を 推進 し ます 。 
道路 通行 の 確保 を 
し た 道路 整備 等 を 推進 し ます 。 
置 や 交 3 





図る た め 、 除 雪 を 








画 安全 施設 等 の 整備 を 推進 























性 を 確保 する た め 
路 の 整備 を 推進 し ま 


通行 の 安全 
いと 
= 






































市 町 村 が 行う ハザード マッ プ 作 成 の 


支援 な ど 、 地 域 の 防災 意識 を 高め る 活動 を 一 体 的 に 取り 組み ます 。 
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災害 発生 時 の 迅速 か 円滑 な 復旧 等 に 備え 、 正確 な 土地 境界 の 復元 を 可能 に する 地籍 調査 を 促 
進 し ます 。 


治山 施設 の 設置 や 適切 な 森林 整備 を 行い 、 荒廃 森林 の 復旧 及び 山地 災害 の 未然 防止 に 取り 組み 
ます 。 
海岸 防災 林 の 再生 を 進め る と と も に 、 機 能 の 早期 発現 に 向け て 、 適 切な 管理 に 取り 組み ます 。 
岩 ・ 津 濾 な どの 自然 災害 に 備え た 防波堤 ・ 岸 璧 等 の 機能 強化 に 取り 組み ます 。 


OY 操業 中 の 漁船 の 避難 ルー ル の 策定 支援 な ど に よる 漁業 地域 の 防災 
力 向 上 に 取り 組み ます 。 


被災 し た 沿岸 地域 の 防災 対策 や 、 地 域 づ くり の 方 向 性 を 踏ま えた 海岸 保全 施設 の 復旧 ・ 整 備 等 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































= EX 
に 取り 組み ます 。 
ミ 5 工程 4 L こ 取 # 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 人 2022 
① ハー ド 対 策 と ソフ ト 施 策 を 効果 的 に 組 
み 合 わせ た 防災 ・ 減 災 対 策 
円 標 
・ 近 年 の 洪水 災害 に 対応 し た 河川 改修 事業 の 完了 
河川 数 (河川 ) 〔 累 計 ] 0 
0 3 4 6 8 
現状 値 は 2017 年 の 値 河川 改修 事業 の 推進 > 
・ 県 管理 河川 に お ける 水位 周知 河川 の 指定 河川 数 
(河川 ) 【 黒 計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
30 41 42 44 45 
L 時 5 か 年 の 計画 に 基づく 水位 周知 河川 の 指定 、 
現状 値 は 2017 年 の 値 洪 】 浸水 想定 区 城 の 指定 の 天才 a 
・ 県 管理 河川 に お ける 想定 最大 規模 の 降雨 に 対応 
し た 溢水 浸水 想定 区 域 の 指定 河川 数 (河川 ) 
[累計 2022 年 度 以降 の 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 | 計画 の 検討 を 
1 23 27 30 32 及び 推進 
現状 値 は 2017 年 の 値 
- 土 落 炎 区 区 城 等 指 定 入所 数 儲 所 ) [県 計 ) | | ゆき の お それ 必要 に 応じ た 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 が * あ る 区 域 の 公表 征 公表 内 容 の 見 直し 記 
5,510 | 7,300 | 8,200 | 9,100 | 10,000 の 推進 
現状 値 は 2017 年 の 値 
土砂 災害 警戒 区 域 等 の 指定 の 推進 トー 
・ 岩 手 山 火山 噴火 対応 施設 が 概 成 し た 渓流 数 
(渓流 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
ーー 3 = = 岩手 山 火 山 噴火 対応 施設 の 整備 の 推進 LL , 



































現状 値 は 2017 年 の 値 
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目 が S 、 工程 表 (4 年間 を 中 心 と し た 取組 ) 
IN て 2018 2019 2020 2021 2022 
② 公共 建築 物 等 の 耐震 化 に よる 安全 の 確 
保 
上 標 
・ 防 災 拠 点 建 築 物 (県 ・ 市 町 村 庁 舎 ) に お ける 耐 
央 改修 実施 施設 数 (施設 ) 【 累 計 ] 本 i 耐震 改修 促進 計画 の 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 見 直し 及び 推進 
7 7 10 10 10 




















現状 値 は 2017 年 の 値 











・ 県 立 学校 の 耐震 化 率 (2%) 【 再 掲 】 


現状 値 2019 2020 2021 2022 Eo ー 0 
民 状 値 県 立 学 校 施 設 の 耐震 化 の 推進 
98. 2 99. 1 100 100 100 


現状 値 は 2017 年 の 値 
























































































































































・ 私 立 学校 の 耐震 化 率 (%)【 再 掲 】 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 私 立 学校 の 耐震 化 率 向上 の 取組 の 支援 を 
87.0 | 88.4 | 89.7 | 91.1 | 92.5 

現状 値 は 2018 年 の 値 私 立 学校 の 耐震 診断 実施 に 係る 普及 啓発 等 の 実施 > 
































・ 病 院 の 耐震 化 率 (%) 【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 病院 の 耐震 化 整備 支援 | 
69.6 75.0 76.3 77.4 78. 4 a 

































































現状 値 は 2017 年 の 値 
災害 に 強い 道路 ネッ トワ ー ク の 構築 


















































状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 高 規格 幹線 道路 等 の 整備 促進 
432 506 615 615 615 
状 値 は 2017 年 の 値 











・ 高 規格 幹線 道路 等 の 整備 延長 (km) (累計) ー 

























































































































































































































































































・ 緊 急 輸送 道路 の 整備 完了 箇所 数 (箇所 ) [累計 
状 値 | 2019 2020 2021 2022 
, 緊急 輸送 道路 の 吉備 ~ 
ー 13 16 20 
標 値 は 2019 年 か ら の 黒 計 
基 道 路 に お ける 耐震 化 完了 橋梁 数 
累計 ] 
2019 2020 2021 2022 ES 還 
13 31 33 35 橋梁 の 耐震 化 の 推進 > 
本 値 は 2019 年 か ら の 昌 計 
送 道路 に お ける 道路 防災 対策 完了 箇所 数 
[累計 ] 
2019 2020 2021 2022 道路 法 面 の 災害 防除 対策 > 
0 1 9 15 
本 値 は 2019 年 か ら の 累 計 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
<2018 2019 2020 2021 2022 
CM 日 常 生 活 を 支え る 安全 な 道 づ くり の 推 
急 医 療 機関 て の アク セス 道路 の 整備 延長 (km) 
は 計 ] 
2019 | 2020 | 2021 2022 
0.0 3.8 3.8 10.8 救急 医療 機関 へ の アク セス 道路 の 整備 し ゃ | 
直 は 2019 年 か ら の 果 計 
・ 必 要 堆 雪 幅 を 確保 し た 道路 の 整備 延長 
[系 計 ] 
現状 値 | 2019 2020 
ー 5.3 21.0 必要 堆 雪 幅 を 確保 し た 道路 の 整備 > 
標 値 は 2019 年 か ら の 累計 
・ 通 学 路 (小学 校 ) に 
[系 計 ] 
2 通学 路 へ の 歩道 設置 や 交通 安全 施設 等 の 整備 トッ 
隊 値 は 2019 年 か ら の 昧 計 
⑤ 自然 災害 に 強い 農山 漁村 づく り の 推進 
【 再 掲 】 
・ ハ ザー ド マ ッ プ 作 成 等 ソフ ト 対 策 を 実施 し た 防 
災 重 点 割合 (%) 【 再 掲 】 ハザード マッ プ 作 成 等 ツ フ ト 対 策 へ の 支援 
2020 | 2021 | 2022 (浸水 想定 区 域 図 の 作成 、 地 域 住民 へ の 啓発 、 ハ ザー ド > 
35.0 70.0 100 マッ プ の 作成 等 ) 
凶 災 害 防 止 機能 が 確保 され た 集落 数 (集落 治山 対策 の 実施 、 治 山 施設 の 適正 管理 と 点検 補修 に 
[系 計 ]【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 現 年 度 発生 災害 の 早期 衝 > 
974 985 990 995 1, 000 
現状 値 は 2017 年 の 値 
東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 海岸 防災 林 の し ょ 
復旧 、 保 育 管理 
・ 漁 港 施設 の 防災 ・ 減 災 対 策 実 施 施設 数 (施設 ) 
[系 計 ]【 再 掲 】 漁港 施設 の 防災 ・ 減 災 対 策 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 計画 策定 、 実 施設 計 、 施 設 整備 等 の 実施 ) > 
3 14 21 28 35 
状 値 は 2017 年 の 値 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 











| ・ 住 宅 、 建 築 物 の 耐震 化 の 取組 
| ・ 津 波 か ら の 避難 方 法 や 津波 特性 な どの 啓発 活動 へ の 参加 
| ・ 水 防 活動 等 へ の 参加 
| (企業 ・ 団 体 ) 
・ 要 配慮 者 利用 施設 に お ける 避難 確保 計画 の 作成 等 
・ 住 宅 、 建 築 物 の 耐震 改修 等 の 普及 啓発 
・ 私 立 学校 施設 の 耐震 化 の 推進 
・ 災 害 時 支援 協定 に よる 応急 対策 
(市 町 村 ・ 国 ) 
・ 住 民生 活 に 直結 し た 社会 資本 整備 
・ ハ ザー ド マ ッ プ の 作成 な ど に よる 自然 災害 に 対す る 避難 方 法 な どの 周知 、 啓 発 活動 の 実施 
・ 国 や 県 と の 連携 に よる 、 住 民 へ の 避難 情報 の 提供 や 避難 指示 
・ 水 防 活動 の 実施 
・ 住 宅 の 耐震 改修 等 へ の 支援 
j 町 村立 学校 施設 等 の 耐 岩 化 の 推進 
・ 庁 舎 の 耐震 化 の 取組 
般 国道 や 県 道 等 の 整備 と 連携 し た 市 町 村 道 整備 
・ 除 雪 の 着実 な 実施 
・ 湾 口 防 波 坦 等 の 整備 
・ 国 が 管理 する 国道 、 一 級 河川 の 維持 管理 及び 情報 の 提供 
| ・ 災 害 時 に お ける 技術 面 等 で の 支援 
| ・ 高 規格 幹線 道路 等 の 整備 
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- 了 47 産業 や 観光 振興 の 基盤 と な る 社会 資本 を 
画 整備 し ます 


(基本 方 向 ) 
物流 の 効率 化 な ど 生 産 性 の 向上 を 図る た め 、 内 陸 部 と 港湾 を 結ぶ ぶ 道路 や 工業 団地 、 イ ンタ ー チ ェ 
ンジ へ の アク セス 道路 、 港 湾 な どの 産業 の 基盤 と な る 社会 資本 の 整備 ・ 利 活用 を 推進 し ます 。 
また 、 和 観光 の 振興 を 図る た め 、 都 市 間 や 主要 な 観光 地 を 結ぶ 道路 の 整備 、 港 湾 ・ 空 港 の 機能 拡充 
な ど 、 交 流 人 口 の 拡大 や 外国 人 観光 客 の 増加 な ど を 見 据え た 社会 資本 の 整備 ・ 利 活用 を 推進 し ます 。 
ら に 、 効 率 的 で 高 収 益 な 農林 水産 業 を 実現 する た め 、 生 産 基 盤 の 着実 な 整備 に 取り 組み ます 。 
これ ら の 社会 資本 の 整備 に 当たっ て は 、 必 要 な 事業 量 を 計画 的 に 確保 し な が ら 取 組 を 推進 し ま 
す 。 






























































現状 と 課題 
三陸 沿岸 道路 等 の 復興 道路 等 の 整備 は 、 国 の リー ディ ング プロ ジェ クト と し て か つて な い ス ピ 
ー ド で 進め られ て お り 、 事 業 が 進め られ て いる 359km の うち 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) まで に 176km、 
約 49% が 開通 し まし た 。 
東北 横断 自動 車道 釜石 秋田 線 の 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) 全線 開通 を は じ め と し た 県 内 の 高 規格 
幹線 道路 ' の 整備 を 見 据え 、 沿 線 地域 へ の 企業 立地 が 活発 化し て いま す 。 
県 内 で 整備 が 進め られ て いる 4 人 箇所 の スマ ー ト イン ター チェ ンジ “の うち 、2 箇所 で 供用 を 開始 
し 物流 拠点 や 救急 医療 機関 等 へ の アク セス が 向上 し て いま す 。 

本 県 へ の 外国 人 宿泊 客 が 増加 し て お り 、「 平 泉 の 文化 遺産 」、「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 ( 橋 野 
鉄鉱 山 )」 の 世界 遺産 や 「 十 和田 八幡 平 国立 公 園 」、「 三 陸 ジ オ パ ー ク 」 など 、 和 観光 地 へ の アク セ 
ス 向 上 が 求め られ て いま す 。 
東日本 大 震 災 津波 で 被災 し た 港湾 施設 は 復旧 し 、 釜石 港 へ の ガン トリ ー ク レーン“ の 整備 や 新た 
な 外 質 定期 コン テ ナ 航 路 の 開設 な ど 、 港湾 利用 者 の ニー ズ に 対応 し た 施設 整備 や 機能 拡充 が 進ん 
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で いま す 。 
平成 30 年 (2018 年 ) 6 月 に 、 宮 古 港 と 室蘭 港 を 結ぶ 、 本 県 初 と な る フェ リー 航路 が 開設 され ま 
ES 




















平成 29 年 (2017 年 ) の 県 内 の 港湾 取扱 貨物 量 は 606 万 トン で あり 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 発 災 前 
と 比べ て 約 109% に 増加 し て いま す が 、 引 き 続 き 、 新 た な 航路 等 を 活用 し 、 取 扱 貨物 量 の 増加 に 
取り 組む 必要 が あり ます 。 

観光 庁 で は 、「 明 日 の 日 本 を 支え る 観光 ビジ ョ ン 」 に お いて 、 訪 日 クル シーズ 旅客 を 2020 年 まで 
に 500 万 人 受け 入れ る 目標 を 掲げ て いま す 。 



























































! 高 規格 幹線 道路 :「 高 速 自動 車 国道 」 お よび 「 一 般 国 道 の 自動 車 専用 道路 」 の こと を 指し 、 全 国 で 約 14, 000km の 自動 車 交通 網 を 形成 する 
動車 専用 道路 。 
2 スマート イン ター チェ ンジ : 高速 道路 の 本 線 や サー ビス エリ ア 、 パ ー キ ング エリ ア 、 バ スス トッ プ か ら 乗 り 降り で きる よう に 設置 され る 
イン ター チェ ンジ 。 ETC を 搭載 し た 車両 が 通行 可能 で あり 、 料金 後 収 員 が 不要 と な る た め 、 人 簡易 な 料金 所 の 設置 で 済む 。 

3 ガン トリ ー ク レーン : 岸壁 に 設置 され た レー ル 上 を 移動 し 、 貨 物 の 積み 降ろ し を 行う 大 型 ク レー ン 。 
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2019 年 





いわ て 花巻 空港 に 
て いま す 。 

市 場 ニ ー ズ に 的 確 ( 
林道 な どの 路 網 整備 、 
求め られ て いま す 。 





度 に は 、 本 県 初 と な る 10 万 トン を 
クル ー ズ 船 の 寄港 拡大 に 
お ける 台北 、 上 海 医 


に 対応 し 、 


取り 組む 必要 が あ 














超え る クル ー ズ 船 の 寄港 が 決 
り ま す 。 






































農業 水利 施設 や 漁港 施設 の 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 産業 振興 や 交流 を 支え 


る 道路 整備 


際 定 期 便 の 就航 


こよ り 、 外 慌 




















効率 的 で 高 収益 な 農林 水産 業 を 実現 する た め 
長寿 命 化 対策 な どの 、 生 産 基盤 の 








だ た 


E し て お り 、 引 き 続 





人 観光 客 の 拡大 が 見 込ま れ 

















、 水 田 の 大 区 画 化 や 


慣 実 な 整備 が 




















物流 の 効率 化 な ど 生 産 性 向上 に よる 産業 振興 を 支援 する た め 、 内 陸 部 と 物流 拠点 で ある 港湾 を 

























































































































































































































































































結ぶ 路線 や 、 工 業 団地 、 イ ンタ ー チ ェ ン ジ へ の アク セス 道路 な ど 、 物 流 の 基盤 と な る 道路 の 整備 
に 取り 組み ます 。 

県 内 各地 を 周遊 する 観光 客 の 利便 性 の 向上 を 図る た め 、 世 界 遺産 や 三陸 ジオ パー ク な ど 主 要 な 
観光 エリ ア を 結ぶ 道路 等 、 観 光 振興 に 資す る 道路 の 整備 や 、 市 町 村 と 連携 し た 道 の 駅 の 整備 等 に 
取り 組み ます 。 

② 港湾 の 整備 と 利 活用 の 促進 
i i 利用 者 の ニー ズ に 応じ た 港湾 機能 の 充実 を 進め る と 
、 関 係 各 市 町 と 連携 し 、 荷 主 企業 等 へ の 積極 的 な ポー ト セ ー ル ス を 展開 し ます 。 
oii に 資す る クル ー ズ 船 の 寄港 拡大 を 図る た め 、 ク ルー ズ 船 社 へ の ポー ト セ ー 
ルス を 展開 し ます 。 
③ いわ て 花巻 空港 の 機能 拡充 と 利 活用 の 促進 
国際 便 の 運航 に 対応 し た 受入 態勢 強化 、 利 便 性 向上 及び 施設 整備 に 取り 組む と と も に 、 交 流 や 
賑わい の 拠点 と し て の 空港 の 利 活用 の 取組 を 展開 し ます 。 
航空 機 の 安全 運航 の た め 、 消 走路 端 安 全 区 域 (RESA) 等 の 整備 に 向け た 取組 を 進め ます 。 











④ 農林 水産 業 の 生産 基盤 の 着実 な 整備 【 再 掲 】 

















































































































































































































(農業 ) 

生産 コス ト の 低減 や 畑作 物 等 の 生産 拡大 を 図る た め 、 水 田 の 大 区 画 化 や 排水 改良 、 畑 地 か ん 
人 

水利 用 の 高度 化 や 農作業 の 負担 軽減 を 図る た め 、 遠隔 操作 が 可能 と な る 給排水 シス テム や 地 
下水 位 の 調整 を 行う 地下 水位 制御 シス テム 等 の 導入 こ 向 けた 取組 を 推進 し ます 。 

農業 の 生産 条件 が 不利 な 中 山間 地域 に お いて は 、 地 域 の ニー ズ に 合わ せ た き め 細 か な 基 毅 整 
備 を 推進 し ます 。 

農業 用 水 を 安定 的 に 供給 する た め 、 農 業 水利 施設 の 長寿 命 化 と ライ フサ イク ルコ スト の 低減 
を 図る 保全 管理 を 推進 し ます 。 

農業 水利 施設 の 適切 な 保全 管理 の た め 、 複 式 委 記 の 円 滑 な 導入 や 統合 整備 な ど 、 施 設 管 理 を 
担う 土地 改良 区 の 運営 基盤 強化 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 

荒廃 農地 の 発生 防止 ・ 再 生 利用 を 図る た め 、 農 業 委員 会 等 に よる 農地 の 利用 最適 化 の 取組 を 
推進 し ます 。 
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森林 経営 計画 等 の 策定 を 進め 、 造 林 や 間伐 等 の 森林 整備 を 通じ て 、 持 続 的 な 森林 経営 を 促進 

じ ま ず すず 。 

森林 整備 や 木材 生産 の 効率 性 を 高め る た め 、 林 道 な ど 路 網 の 計画 的 な 整備 を 促進 し ます 。 
(水産 業 ) 

水産 物 を 安定 的 に 供給 する た め 、 機 能 保 全 計画 に 基づく 適時 適切 な 補修 ・ 更 新 な ど 、 漁 港 施 

設 の 長寿 命 化 と ライ フサ イク ルコ スト の 低減 を 図る 計画 的 な 保全 管理 を 推進 し ます 。 

漁場 生産 力 の 向上 等 を 図る た め 、 漁 港内 の 静穏 水域 等 を 活用 し た アワ ビ ・ ツ ウニ 増殖 場 の 整備 

な ど を 推進 し ます 。 

















漁業 生産 


化 に 資す る 浮 機 橋 な どの 計画 的 な 整備 を 推進 
































ーー 


率 化 ・ 省 カ 














コス ト の 低減 や 就労 環境 の 改善 を 図る た め 、 水 産物 の 陸揚げ 作業 等 の 
し 素 ず 。 


えろ 

































































































































































































































































































































































































































































, 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り 組 む 具 4 ナ + 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 <2018 2019 2020 2021 2022 
① 産業 振興 や 交流 を 支え る 道路 整備 
標 
・ 高 規格 幹線 道路 等 の 整備 延長 (km) 〔 累 計 ] 
【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 高 規格 幹線 道路 等 の 整備 促進 に 
432 506 615 615 615 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 物 流 の 基盤 と な る 道路 の 整備 延長 (km) 累計 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 - ー 
= 0. 0 6. 2 9. 4 15. 0 物流 の 中 毅 と な る 道路 の 整備 を 
日 標 値 は 2019 年 か ら の 累計 
・ 主 要 な 観光 地 へ の アク セス 道路 の 整備 延長 (km) 
[累計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 主要 な 観光 地 へ の アク セス 道路 の 整備 > 
- 1.7 12.1 15.9 | 24.0 
標 値 は 2019 年 か ら の 累計 
港湾 の 整備 と 利 活用 の 促進 
貨物 取扱 数 (実入り ) 
2019 2020 2021 2022 利用 者 の ニー ズ に 応じ た 港湾 機能 の 充実 > 
9,900 | 13,300 | 18, 000 | 24, 300 
状 値 は 2017 年 の 値 
上 企業 訪問 等 に よる ポー ト セ ー ル ス の 展開 > 
国 船 社 が 運航 する クル ー ズ 船 寄港 
状 値 | 2019 ーー クル ー ズ 船 社 へ の ポー ト セ ー ル ス の 展開 
状 値 は 20174 

















250 




















県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
















































































































































































こ 2018 2019 2020 2021 2022 
③ いわ て 花巻 空港 の 機能 拡充 と 利 活用 の 
促進 
標 
・ いわ て 花巻 空港 の 航空 旅客 数 ( 千 人 ) 【 再 掲 】 
2019 2020 2021 2022 
507 534 
(国内 ) | ( 恒 き 選 内 ) 航空 会 社 等 と の 連携 に よる 利用 促進 ーー を 
453 453 
( 幸 際 ) 才 到 | 圭 際 ) 
54 81 


























喝 状 値 は 2017 年 の 値 


























国際 線 運 航 に 対応 し た 受入 態勢 強化 と 空港 機能 拡充 ト + 























・ 国 際 線 の 運航 回 数 (回 ) 
現状 値 | 2019 2020 

165 440 628 
現状 値 は 2017 年 の 





















































④ 農林 水産 業 の 生産 基盤 の 着実 な 整備 


















































































































































【 再 掲 】 

整備 面積 (ha) [累計]【 再 掲 】 ほ場 整備 等 の 推進 
OAD 本 の (調査 計画 、 土 地 改 良 事業 計画 の 策定 ・ 法 手続 > 
,465 | 15,100 | 15, 400 | 15, 700 | 16, 000 実施 設計 、 基 盤 整 備 の 実施 ) 












































状 値 は 2017 年 の 値 





















































H 排 水路 等 の 長寿 命 化 対策 着手 施設 数 
[ 此 計 ]【 再 掲 】 
























































機能 診断 に 基づく 基幹 的 農業 水利 施設 の 保全 対策 














































































































































































































































































































































































































2019 2021 | 2022 A EE Lp 
88 91 94 97 (機能 保全 計画 の 策 に ヽ 機能 保全 対策 の 実施 ) 
直 は 2017 年 の 
低 密 度 植 栽 の 普及 ・ 礎 人 
コン テ ナ 苗 木 の 普及 ・ 威 発 
ト 2017 年 の 値 - 
伐採 業者 と 造林 業者 の マッ チン グ | 
ge 一 一 貫 作 業 の 普及 ・ 落 人 し 
計画 的 な 林道 の 整備 ーー を 
AA 機能 診断 に 基づく 漁港 施設 の 保全 対策 
(機能 保全 計画 の 策定 、 機 能 保 全 対策 の 実施 ) 。 
2020 2021 2022 















































10 15 20 
F か ら の 素 計 
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遇 外 の 主体 に 下位 さ 密生 











県 内 の 道路 や 港湾 を 活用 し た 物流 の 効率 化 
・ 観 光 等 で の 県 内 の 道路 、 港湾 及び 空港 の 活用 
j 町 村 ・ 国 ) 
・ 一 般 国道 や 県 道 等 の 整備 と 連携 し た 市 町 村 道 整 備 
・ 県 と 連携 し た ポー ト セ ー ル ス の 展開 

・ 県 と 連携 し た 空港 利用 促進 の 取組 

| ・ 農 林 水 産業 に 係る 生産 基盤 整備 の 合意 形成 及び 事業 化 支援 
| ・ 高 規格 幹線 道路 等 の 整備 
| ・ 浴 日 防波堤 等 の 整備 
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時 48 生活 を 支え る 社会 資本 を 良好 に 維持 管理 し 、 
時 次 世代 に 引き 継ぎ ます 


(基本 方 向 ) 

社会 資本 が 将来 に わた っ て 機能 を 発揮 し 続け る た め 、 老 朽 化 が 進む 施設 の 計画 的 な 修繕 を 行う 
「 予 防 保全 型 維持 管理 」 な ど に より 、 適 切な 維持 管理 等 を 実施 し ます 。 

また 、 地 域 の 道路 や 河川 な どの 良好 な 利用 環境 等 を 確保 する た め 、 県 民 と の 協 働 に よる 維持 管理 
を 推進 し ます 。 

さら に 、 社 会 資本 の 整備 や 維持 管理 、 災 害 時 の 対応 を 担う 、 地 域 の 建設 企業 の 持続 的 ・ 安 定 的 な 
経営 に 向け た 基盤 強化 の 取組 な ど を 推進 し ます 。 


























現状 と 課題 

高度 経済 成長 期 に 集中 的 に 整備 し た 多く の 社会 資本 の 老朽 化 が 進行 し て いま す 。 

また 、 防 潮 堤 や 水門 ・ 陸 こう 自動 閉鎖 シス テム 、 災 害 公営 住宅 な ど 、 維 持 管 理 が 必要 な 社会 資 
本 が 増加 し て いま す 。 

道路 や 河川 等 の 地域 の 社会 資本 に つい て は 、 住 民 と の 協 働 に より 草刈 りや 清掃 等 の 維持 管理 が 
行わ れ て いま す 。 

地域 の 建設 業 は 、 社 会 資本 の 整備 や 維持 管理 の ほか 、 災 害 時 は 道路 啓 開 や 応急 工事 に 対応 する 
な ど 、 県 民 の 安心 ・ 安 全 な 暮らし を 支え て いま す 。 

高齢 化 が 進む 建設 業界 で は 、 今 後 10 年 間 で 建設 労働 者 が 大 量 退職 する 可能 性 が あり 、 社 会 資本 
の 整備 や 維持 管理 、 災 害 時 の 対応 の 担い 手 の 不足 が 懸念 され て いま す 。 

公共 工事 の 現場 で は 、 国 に よる i-Construction! の 取組 な ど 、 情 報 通信 技術 (I CT) の 活用 
よる 生産 性 向上 へ の 取組 が 進め られ て いま す 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 

① 社会 資本 の 適切 な 維持 管理 等 の 推進 
社会 資本 が 将来 に わた っ て 機能 を 発揮 し 続け る た め 、「 岩 手 県 公共 施設 等 総合 管理 計画 」 に 基 づ 
き 、 各 施設 の 「 個 別 施設 計画 」 を 策定 し 、 De 

② 住民 と の 協 働 に よる 維持 管理 の 推進 
地域 の 道路 や 河川 ・ 海 岸 等 へ の 愛護 意識 の 向上 を 図り な が ら 、 草 刈り や 清掃 等 の 維持 管理 に つい 
て 、 住 民団 体 の 活動 に 対す る 支援 等 を 行い 、 県 民 と の 協 働 を 推進 し ます 。 

③ 建設 業 に お ける 労働 環境 の 整備 、 技 術 カ ・ 生 産 性 の 向上 、 経 営 基 盤 の 強化 【 再 掲 】 

社会 資本 の 整備 や 維持 管理 、 災 害 時 の 対応 を 担う 地域 の 建設 企業 に お ける 建設 技能 労働 者 の 確 

保 に 向け 、 建 設 業 の 魅力 の 発信 等 に 取り 組む ほか 、 建 設 現 場 に お ける 錠 働 環境 の 改善 に 向け た 意 
識 麻 発 に 取り 組み 、 若 者 や 女性 等 が 働き や すい 労働 環境 の 整備 を 促進 し ます 。 




































































1 ューConstruction : 調査 ・ 測 量 か ら 設 計 、 施 工 、 検 査 、 維 持 管 理 ・ 更 新 ま で 全て の 建設 生産 プロ セス で 1 CT 等 を 活用 する こと に よっ て 、 
建設 生産 シス テム 全体 の 生産 性 向上 を 図り 、 も っ て 米 力 ある 建 設 現場 を 目指 す 取組 。 
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建設 現場 に お ける 生産 性 の 向上 に 向け 、 建 設 分 野 へ の 情報 通信 技術 (I CT) の 普及 ・ 拡 大 を 
図り ます 。 
県 内 建設 業 の 総合 対策 と し て の いわ て 建設 業 振興 中 期 プ ラン に 基づき 、 地 域 の 建設 企業 の 経営 







































































基盤 の 強化 や 経営 革新 の ほか 、 新 分 野 ・ 新 事業 に 取り 組む 企業 に 対す る 支援 等 を 行い ます 。 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 2 
①⑪ 社会 資本 の 適切 な 維持 管理 等 の 推進 
































「 岩 手 県 公共 施設 等 総合 管理 計画 」 に 基づく 「 個 

別 施設 計画 」 策定 数 (分 野 ) 〔 累 計 ] 

現状 値 | 2019 2020 | 2021 2022 = - ーー 
8 13 16 6 16 個別 施設 計画 の 策 ト _| 計画 の 随時 更新 に ゅ 

現状 値 は 2017 年 の 値 
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・ 早 期 に 修繕 が 必要 な 橋 染 の 対策 完了 数 ( 橋 ) 





































































































































































































































































































索 計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 

9 23 53 84 116 
現状 値 は 2017 年 の 値 

各 施設 の 適切 な 維持 管理 、 長 寿命 化 | 

・ 県 営 住宅 の 長寿 命 化 型 改 善 及び 建 替 戸 数 ( 戸 

[累計 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 

48 40 64 104 136 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 
② 住民 と の 協 働 に よる 維持 管理 の 推進 
H 標 
県 管理 道路 の 維持 管理 活動 を 行う 団体 数 (団体 ) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 了 ga ik RS 

本 本 ES SE 住民 と の 協 働 に よる 道路 の 草刈 りや 歩道 除雪 の 推進 一 > 
現状 値 は 2018 年 の 値 


























・ 川 や 海岸 の 清掃 美化 活動 を 行う 団体 数 (団体 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
60 60 60 60 60 いわ て の 川 と 海岸 ボラ ンティア 活動 等 支援 制度 の 周知 ・ 普 及 一 と 

現状 値 は 2017 年 の 値 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


~2018 2019 2020 2021 2022 
③ 建設 業 に お ける 労働 環境 の 整備 、 技 術 
力 ・ 生産 性 の 向上 、 経 営 基 盤 の 強化 

【 再 掲 】 

標 
・ 若 者 、 女 性 の 活躍 推進 、 経営 力 強 化 を 目的 と す 
る 講習 会 の 受講 者 数 (人 ) 【 累 計 ]【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 上 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 













































































































































































舌 用 し た 県 営 建設 工事 の 実施 件 数 
F 掲 】 
2020 | 2021 | 2022 1 CT 活用 工事 の 発注 、 
35 42 IE 本 現場 見 学会 人 技術 講習 会 の 開催 







































































































































現状 値 は 2017 年 








・ 経 営 支 援 セ ンタ ー の 助言 等 に よる 新 事業 
上 ) 【 黒 計 ]【 再 掲 】 
2019 2020 2021 建設 企業 の 経営 基盤 強化 、 経 営 革新 、 » 
126 129 132 新 事 業 ・ 新 分 野 へ の 取組 の 支援 
E の 
















































































































































・ 道 路 や 河川 の 草刈 り 等 に お ける 県 等 と の 協 働 
・ 道 路 や 河川 な ど 暮 らし に 身近 な 社会 資本 を 良好 に 利用 し な が ら 、 次 の 世代 へ 引き 継ぐ 取組 










































































・ 経 営 基盤 の 強化 や 持続 的 な 技術 力 ・ 生 産 性 の 向上 

・ 働 きやすい 労働 環境 の 改善 

・ 人 材 の 確保 ・ 育 成 

・ 国 、 県 、 市 町 村 と 連携 し た 社会 資本 の 良好 な 整備 や 維持 管理 の 実施 

・ 災 害 時 に お ける 国 、 県 、 市 町 村 と 連携 し た 社会 資本 の 迅速 な 応急 対策 の 実施 
(関係 団体 ) 

・ 建 設 企業 が 行う 経営 改革 へ の 取組 を 支援 し 、 社 会 資本 の 担い 手 を 育成 ・ 確 保 

(市 町 村 ・ 国 ) 

・ 公 共 施 設 等 総合 管理 計画 の 策定 と 計画 に 基づく 効率 的 ・ 効 果 的 な 維持 管理 の 実 

・ 道 路 や 河川 、 公 園 な どの 維持 管理 に お ける 住民 協 働 の 推進 

| ・ 建 設 企業 が 行 経営 改革 へ の 取組 を 支援 し 、 社 会 資本 の 担い 手 を 育成 ・ 確 保 

| ・ ュ ーConstruction の 推進 
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X 参画 


男女 共同 参画 や 若者 ・ 女 性 、 高 齢 者 、 障 が い 者 な どの 活躍 、 
幅広 い 市 民活 動 や 県 民 運 動 な ど 
幸福 の 追求 を 支え る 仕組 み が 整 っ て いる 岩手 








【 い わ て 幸福 関連 指標 】 
年 度目 標 値 計画 目標 値 
2020 2022 








標 








① 労働 者 総数 に 占め る 女性 の 割 
合 

② 障がい 者 の 雇用 率 . と 2.20 

③ 高齢 者 の ボラ ンティア 活動 比 
率 


39.6 8 40.7 








28. 7 





④ 共働き 世帯 の 男性 の 家事 時 間 
割合 〔 週 平均 ] " 叶 【 再 掲 】 
⑤ 審議 会 等 委員 に 占め る 女性 の 


割合 


38. 0 





37. 4(2018) 





⑥ ボラ ンティア ・NPO・ 市 民活 
動 へ の 参加 割合 
【 参 考 指標 (実績 値 )】 
管理 職 に 占め る 女性 の 割合 (2017 年 : 12.3%) [就業 構造 基本 調査 ( 総 
[ 注 ] 女性 の 家事 時 間 に 対す る 割合 
※1 上 記 の 表 中 、 右上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又 は 目標 値 を ホ し て いま す 。 
※2  「 い わ て 幸福 関連 指標 」 の 目標 値 設 定 の 考え 方 に つい て は 、 巻 末 資 料 に 掲載 し て いま す 。 


18.6 
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49 性 別 や 年 齢 、 障 が 無 に か |① 多様 な 生き 方 が 認め られ る 男女 共同 参画 社 
か わら ず 活 躍 で きる 社会 を つく り 環境 の 整備 
ます 


























女性 の 活躍 支援 








高齢 者 の 社会 貢献 活動 の 促進 
障がい 者 の 社会 参加 の 促進 ・ 職 業 能 力 開発 の 支援 


























民活 動 や 多様 な 主体 に 多様 な 主体 の 参画 ・ 連 携 ・ 協 働 に 向け た 機運 醸成 と ネッ トワ 
運動 を 促進 し ます づく 0 

官民 連携 に よる 県 民 運 動 の 展開 
応 し た NPO の 活動 促進 に 向け た 支援 
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49 性 別 や 年 齢 、 障がい の 有 無 に か か わら ず 
画 活躍 で きる 社会 を つく り ます 














(基本 方 向 ) 
男女 が 共に 生き や すく 、 多 様 な 生き 方 が 認め られ る 男女 共同 参画 社会 の 実現 に 向け た 環境 づく り 
を 進め ます 。 


また 、 若 者 ・ 女 性 、 高 齢 者 、 障 が い 者 の 活躍 に 向け 、 若 者 の 主体 的 な 活動 の 活性 化 に つなが る 取 
組 や 女性 の ライ フス テー ジ 、 ラ イフ スタ イル に 対応 し た 活躍 の 支援 、 高 齢 者 の 豊か な 経験 ・ 知 識 な 
ど を 生か し た 社会 頁 献 活動 へ の 参加 、 障がい 者 が 住み 慣れ た 地域 で 活躍 で きる よう な 社会 参加 に 向 | 
けた 取組 な ど を 促進 し ます 。 



























































現状 と 課題 

少子 高齢 化 ・ 人 口 減少 が 進ん で お り 、 若 者 や 女性 の 更 な る 活躍 が 期待 され て いま す 。 

東日本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 に 当たり 、 あ ら ゆ る 場面 で 多く の 女性 が 主体 的 に 活動 する 
姿 が 見 られ 、 また 、 多く の 若者 が 、 ま ち づ く り 、NPO や ボラ ンティア 活動 な ど に 参画 し 、 復旧 ・ 
復興 に 大 き な 力 を 発揮 し て いま す 。 

平成 27 年 (2015 年 ) の 国勢 調査 に よる と 、 本 県 の 女性 の 年 齢 別 労働 力 人 口 の 割合 は 、15~19 
歳 を 除く 全て の 年 代 に お いて 全国 平均 を 上 回 っ て いま す 。 

平成 27 年 度 (2015 年 度 ) の 県 民意 識 調査 に よる と 、「 社 会 全体 と し て 男性 の 方 が 優遇 され て い 
る 」 と 感じ て いる 割合 が 68.2% と 依然 と し て 高い 状況 に あり ます 。 

また 、 同 調査 で 「 女 性 が 働き や すい 状況 に ある 」 と の 回 答 は 4 割 に 達し て いな い 状 況 で あり 、 
誰 も が 働き や すい 環境 を つく る 必要 が あり ます 。 

平成 27 年 (2015 年 ) に 制定 され た 「 女 性 の 職業 生活 に お ける 活躍 の 推進 に 関す る 法律 」 で 、 
常時 雇用 する 労働 者 が 300 人 を 超え る 企業 は 、 一 般 事 業 主 行動 計画 の 策定 が 義務 付け られ て いま 
す が 、 努力 義務 と され る 常時 雇用 する 労働 者 が 300 人 以下 の 企業 に お ける 取組 が 課題 と な っ て い 
まず が 。 

LGBT! な ど 性 的 指向 や 性 自認 に 関す る 世の中 の 関心 が 高まり 、 相談 件 数 も 増加 し て いる こと 
か ら 、 不 安 や 悩み を 抱え て いる 誰 も が 安心 し て 暮らせ る 環境 づく り が 必要 で す 。 

若者 の 地元 志向 は 強い も の の 、 進 学期 、 就 職 期 の 若者 の 転出 に よる 社会 減 が 続い て お り 、 多 様 
な 分 野 で 若者 が 活躍 で きる 環境 づく り が 必要 で す 。 

高齢 者 が これ まで 培っ て きた 豊か な 経験 や 知識 ・ 技 能 を 生か し 、 生 活 支 援 サ ービス の 担い 手 と 
な る な ど 、 地 域 社 会 の 「 支 え 手 」 と し て 健康 で 意欲 を 持ち な が ら 活 躍 す る こと が 期待 され ます 。 
希望 卿 いわ て 国体 ・ 希 望郷 いわ て 大 会 を 通じ 、 共 生 社 会 の 実現 に 向け 、 県 民 の 意識 や 機運 が 高 
まっ て いる 中 、 障 が い 者 の 社会 参加 の 推進 が 必要 で す 。 































































































1L LGBT : 性 的 指向 及び 性 自認 に 関し 、 次 の 言葉 の 頭 文字 を と っ て 組み 合わ せ た 言 葉 。L : 女性 の 同性 愛 者 (Lesbian : レズ ビア ン )、G : 
男性 の 同性 愛 者 (Gay : ゲイ ) 、B : 両性 愛 者 (Bisexual : バイ セク シャ ル ) 、T : ここ ろ の 性 と か ら だ の 性 と の 不一致 (Transgender : トラ 
ンス ジェ ンダ ー)。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 多様 な 生き 方 が 認め られ る 男女 共同 参画 


男女 平等 や 多様 な 性 
a 








こよ り 男女 共 同 参画 の 推 





1 
や 、 普 及 啓 発 な ど を 


EE 


進 や 、 普 


戸 

















推 














参画 を 推進 する 人 材 の 養 
進 に 向け た 機運 の 醸成 を 区 

















進 ( 








っ 事 ^ 


行う と と も に 、 男 性 の 家 








LGBT な ど 性 的 指向 や 性 


ンー 
に 


LL 


HA H 前 講座 等 の 実施 に 
ひと り 親 家庭 等 に 対し 
② 若者 の 活躍 支援 





( 











認 を 理由 と し て 困難 















































より 県 
て 、 

















成 や 活 重 
図り ます 。 
地域 の 課題 解決 に 向け た 活動 が 男女 共同 参画 の 視点 で 行わ れる よう 、 女 性 人 巻 
護 へ の 参画 を 1 
を 抱え て いる 方 の 相談 窓口 
民 へ の 理解 を 深め ます 。 
上 上 談 や 就労 支援 等 に よる 支援 に 取り 組み ます 。 


圭 - * 








ーー 
育児 ・ 介 





若者 が 地域 の 課題 解決 を 目指 し 


若 
よう 、 地域 づく り 、 ボラ ンティア 、 











て 、 自 由 な 発想 で 考え 、 
起業 、 文化 等 の 


話し 合い 、 

















の 多様 な 分 野 で 活躍 する 若者 の 交流 促進 を 


中 











同士 の ネッ トワ ー ク づく り の 支援 に 





取り 組み ます 。 


会 の 実現 に 向け た 環境 の 整備 
に つい て 理解 し 尊重 する た め の 教 育 ・ 学 習 の 機会 を 充実 させ る と と も に 
助 文 援 を 行い ます 。 ま た 、 


を た だ 


表彰 の 実施 














の 





mm] 


E 進 し ます 。 
を 設置 する と と も 








次 へ の 活動 に つなげ られ る 
図り 、 














者 の ? 











分 


田 








よ 

















に つい て 検討 を 


野 横断 的 な 支援 を 強化 する と と も に 


自動 を 支え る キー パー ソン に よる 支援 や 助言 の 充実 を 


ヽ を た 


進め ます 。 





























様々 な 活 重 
ます 。 





復興 や 地域 づく り 等 


若者 











七 を 行っ て いる 若者 の 情報 発信 な ど に 

















= 
~ 




















図り な が ら 、 関 係 団体 と の 連携 





今後 の 若者 活躍 プア プラットフォーム (拠点 ) の あり 方 











より 、 活 動 意 欲 の ある 若者 の 活動 参加 を 促進 し 





に 関し 、 若 者 が 活躍 し 、 自 己 実現 を 果たす こと が で きる 社会 と な る よう 、 








団体 が 実施 する 地域 課題 の 解決 や 地域 の 元気 創出 


に 資す る 取組 を 支援 し ます 。 


新しい アイ ディ ア を 創出 し 、} 
な が る よう 、 莉 者 の 主体 B 
女性 の 活躍 支援 

女性 の 職業 生活 に 
も に 、 関 係 団体 と 緊 徐 に 連携 し 、 
ットワーク づく り を 進め ます 。 


ES 











りな 活動 






































お ける 活躍 を 推進 する た め 、 女 : 





色 域 を けん 引 す る 若者 の 人 材 育成 や 県 内 学卒 者 等 











の 活性 化 を 進め ます 。 








仁 の 職業 能力 開発 や 
情報 共有 や 意見 交換 を 行う な ど 業 衝 

















の 地元 定着 に つ 








や 就業 支援 な ど を 行う と と 
を 越え た 活躍 する 女性 の ネ 


新た な ビジ ネス に チャ レン ジ し 、 活躍 し て いる 女性 を 広く 紹介 する な ど 、 女 性 の 発想 や 視点 を 





生か し た 起業 を 支援 し ます 。 
いわ て 女性 活躍 推進 員 の 配置 に 
性 が 活躍 で きる 職場 環境 づく り を 
「 い わ て で 働 こ う 推 進 協議 会 "」 
間 労 働 の 是 
仕事 と 子育て の 両立 支援 な ど に 
し い 職 場 環 境 づ くり を 支援 し ます 。 
ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス の 推 
政策 ・ 方 針 決定 過程 へ の 男女 共 
進 す る と と も に 






































、 女 性 の キャ リア 











少 の 歯止め に 





S いわ て で 働 こ う 推 進 協議 会 : 若者 や 女性 の 県 内 就職 及び 就業 支援 の 充実 を 図 
資す る た め の 関 係 機関 で 構成 する 推進 組織 。 














より 、 い わ て 女性 活躍 企業 等 誰 
促進 し ます 。 
を 核 と し た 「 い わ て 働き 方 改革 推 




















定 制 度 を 


進 運 動 」 の 展開 に より 





取 り 組む 企業 等 の 表彰 ・ 誰 認証 の 促進 


進 に 向け て 、 出 前 講 
同 参画 を 図る た め 、 県 の 審 
形成 な ど を 支援 する 研修 














忌 、 








卒 な ど に より : 


議会 等 { 
議会 等 ( 





月 - 用 
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で ミト 


り 、 県 内 就業 者 の 拡大 を 通じ て 、 岩 手 県 の 産業 振興 と 人 








更に 普及 する な ど 、 女 














正 な どの 働き 方 の 改善 に 取り 組み 、 魅 力 ある 職場 環境 づく り を 進め ます 。 


ー 
= 


な ど に より 、 子 育て に や さ 








HBX 


啓発 を 行い ます 。 
こ お い て 女性 委員 の 合用 を 推 








会 を 開催 し ます 。 











減 














④ 


高齢 者 の 社会 貢献 活動 の 促進 





高齢 者 が 長年 培っ て きた 経験 や 知識 ・ 技 能 を 生か し た 多様 な 地域 活動 等 へ の 参 














] を 促進 する た 























め 、 老 人 クラ ブ や 高齢 者 主体 の 地域 づく り 団 体 へ の 活動 支援 、 相 談 体 制 を 充実 し ます 。 
高齢 者 の 地域 活動 や 社会 貢献 活動 へ の 参加 を 促進 し 、 活 動 の 活発 化 を 促す た め 、 


























介 や 各種 情報 提供 な どの 支援 を 行い ます 。 


























障がい 者 の 社会 参加 の 促進 ・ 職 業 能力 開発 の 支援 
障がい 者 の 充実 し た 余暇 活動 や 社会 参加 を 支援 する た め 、 情 報 機器 の 利用 促進 や む コ ミュ ニケ ー 














ショ ン 支 援 の 充実 を 図る と と も に 、 和 福祉 的 就労 の 場 の 拡充 を 図り ます 。 
自立 し た 生活 が で きる よう 、 障 害 者 就業 ・ 生 活 支 援 セ 
E の 確保 や 一 般 就労 へ の 移行 及び 就労 後 の 職 場 定 





障がい 者 が 地域 に お いて 能力 を 発揮 し 、 





ンタ ー や 就労 移行 支援 事業 所 等 を 通じ て 就労 2 





着 を 支援 し ます 。 
第 1 次 産業 が 盛ん で ある 本 県 の 特徴 を 4 
























































に お ける 障がい 者 の 就労 を 促進 し ます 。 





E か し 、 関 係 機関 ・ 
































団体 と の 連携 に より 、 





障がい の 態様 に 応じ た 多様 な 訓練 を 実施 し 、 障 が い 者 の 就職 を 支援 し ます 。 
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活動 事例 の 紹 











農林 水産 分 野 





工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 











① 多様 な 生き 方 が 認め られ る 男女 共同 参 
会 の 実現 に 向け た 環境 の 整備 

















目標 























・ 男 女 共同 参画 フェ ステ ィ バ ル 参 加 者 数 (人 ) 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔 累 計 ] 男女 共同 参画 セン ター を 拠点 と し た 各種 相談 ・ 情 報 提供 ・ 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 普及 啓発 の 実施 、 出 前 講座 等 の 学習 機会 の 提供 トー 
976 1.000 | 2.000 | 3.000 | 4.000 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 
eee に 男女 共同 参画 す サ ポーター 養成 講 座 の 実施 a 
・ 出 前 講座 受講 者 数 (人 ) 〔 累 計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
4,392 | 4,400 | 8,800 | 13,200 | 17, 600 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か LGBT 相談 、 出 前 講座 の 実施 
ら の 果 計 リー フレ ッ ト 等 に よる 普及 啓発 の 実施 
・ 男 女 共 同 参画 サポ ー タ ー の 男性 認定 者 数 (人 ) 
[累計 ] 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ひと り || | 岩手 県 ひと 
幸 目 寺 基 E 立 日 テレ デム を 立 目 学 了 | 放 和 儲 白 立 促 鶴 に 伝 
132 164 178 192 206 | le 親 世 千本 9 本 ひと i に 係る は 
現状 値 は 2017 年 の 値 調査 || | 画 の 見 直し 0 
県 の 防災 行政 へ の 女性 の 視点 の 反映 
・ 岩 手 県 防災 会 議 に お ける 女性 委員 数 (人 ) が 拓本 
目 る へ 第 夫 自 っ 、 EE 示 : 紀 エム 、 
現状 値 | 2019 | 2020 | 202 2022 県 防災 会 識 委 員 つ の 女性 委員 の 任命 > 
8 13 13 13 13 “へ = の の 妥 / 醒 くく 詩 
現状 値 は 2018 年 の 値 県 防災 会 議 の 開催 ・ 県 地域 防災 計画 の 見 直し 
・ 女 性 委員 が 参画 する 市 町 村 防 災 会 議 の 割合 (%) 市 町 村 の 防災 行政 へ の 女性 参画 に 向け た 働き か け 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
81.8 | 93.9 100 100 100 市 町 村 防 災 会 議 へ の 女性 委員 の | 
現状 値 は 2017 年 の 値 女性 委員 の 任命 の 促進 継続 任命 の 促進 
・ 学 校 に お ける 男女 混合 名 簿 の 使用 率 (%) a 0 
現状 値 2019 2020 2021 2022 学校 に お ける 男女 平等 の 意識 醸成 を 推進 
本 PPP 
Se 更 用 状況 調査 、 使 用 事例 の 
高 81 100 100 100 100 (使用 状況 調査 、 例 の 情 
































































































































































































































・ 女性 農業 者 の 経営 参画 割合 (%)【 再 掲 】 ー 
ルト 亜 海 半 孝 基 EN な な ヨ 目 / 起 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 @ 一 | 女性 農林 漁業 者 対象 の セミ ナー 等 の 開 人 を | 
2 の 29. 0 30. 0 31.0 32. 0 
RE 普及 啓発 用 パン フレ ッ ト 等 を 活用 し た 
家族 経営 協定 の 締結 促進 PN 
女性 農林 漁業 者 に よる ネッ トワ ー ク 構築 支援 Ly» 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 

















































































































































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
② 若者 の 活躍 支援 
目標 
・ い わ て 若者 交流 ポー タル サイ トト 登録 団体 数 
(団体 ) 【 台 
現状 値 2020 2021 2022 
85 91 
若者 の 交流 促進 、 ネ ットワーク づく り の 支援 
交流 ポー タル サイ ト ア クセ モス 数 
若者 を 支援 する 地域 で 若者 の 活動 を Ll 
2019 2020 2022 人 材 の 拡充 支援 する 人 材 の 配置 
41,000 | 41,000 , 41, 000 
7 年 の 値 
若者 会 議 参加 者 数 県 計 ] 若者 の 情報 発信 な ど に よる 活動 参加 の 促進 ト * 
2019 2020 2022 
200 400 800 
7 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 7 



























































若者 団体 自ら が 実施 する 地域 課題 解決 等 の 取組 の 支援 





























・ 若 者 文化 祭 等 の 若者 関連 ヒ イ ベ ント 来場 者 数 
(人 ) [累計 ]【# 




































































































































































現状 値 | 2019 2021 | 2022 

7,498 | 7,500 18, 500 | 24, 000 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 
ら の 累計 
③ 女性 の 活躍 支援 
目標 

・ え る ば ぼ し 認定 企業 ・ い わ て 女性 活躍 認定 企業 等 

数 ( 社 ) 【 昧 計 県 内 で 活躍 する 女性 の ネッ トワ ー ク づく り の 支援 > 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 , : | 

a A 新た な ビジ ネス に チャ レン ジ す る 
IA - 女性 の 紹介 な どの 情報 発信 隊 























ヽ わ て 女性 活躍 企業 等 認定 制度 に よる 誰 定 
優 財 措 置 の 拡大 認定 制度 の 普及 啓発 







































































いわ て 女性 活躍 推進 員 の 配置 、 企 業 ・ 団 体 の 取組 の 促進 | 


















































・ 女 性 の エン パワ ー メ ント 研修 (ロー ル モ デ ル 提 
供 事業 ) 受講 者 数 (人 ) 〔 累 計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
277 337 397 457 517 
現状 値 は 2018 年 の 値 

















































































































・ 経 営 者 研修 受講 者 数 (人 ) [累計 ] Ry 

現状 値 | 2019 2020 2021 5099 経営 者 や 男性 の 意識 改革 を 図る 研修 の 実施 > 
340 410 480 550 620 

現状 値 は 2018 年 の 値 ・ ・ バ ラ > 作 けた 出前 講座 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 2018 2019 2020 2021 2022 
④ 高齢 者 の 社会 貢献 活動 の 促進 
目標 
・「 高 齢 者 の 地域 活動 交流 会 及び 各種 助成 金 の 謗 
明 会 」 の 参加 者 数 (人 ) [累計 ] 




















































































































































































































現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 岩手 県 高齢 者 社会 貢献 活動 サポ ー ト セン ター に よる 

122 100 200 300 400 相談 対応 や 取組 事例 の 紹介 、 各 種 情報 提供 の 実施 

現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か 

ら の 累計 

・ 生 活 支 援 ユ セー ディ ネー ター 連絡 会 参加 者 数 (人 ) 

【 再 掲 】 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | 生活 支援 コー ディ ネー ター 連絡 会 の 開催 トー 
46 150 150 150 150 

現状 値 は 2017 年 の 値 











⑤ 障がい 者 の 社会 参加 の 促進 ・ 職 業 能力 
























































































































































































































































開発 の 支援 
標 
。 手 証 通 訳 考 ・ 亜 約 筆記 派遣 件 還 守 記 記 - 6 本 
EE 手話 通訳 者 ・ 要 約 筆記 者 の 養成 及び 派遣 の 実施 。 トト > 
0 600 | 2 し 5 パソ コン ボラ ンティア の 養成 及び 派遣 の 実施 ー テ 
50 55 60 70 
は 2017 年 の 値 
・ 就労 移行 支援 事業 所 利用 者 数 (人 ) 【 障がい 者 自立 支援 協議 会 に よる サー ビス 基盤 整備 の 推進 > 
状 値 | 2019 2020 2021 
324 | 360 | 395 就労 支援 事業 所 連絡 協議 会 へ の 支援 同 二 
E の 値 


























取り 組ん で いる 就労 継続 支援 A 型 事 3 

















2020 2021 2022 
60 61 63 
































農 福 連携 等 の 取組 に 対す る 支援 





状 値 は 2017 年 








コー ディ ネー ター の 配置 ・ マ ル シ ェ の 開催 








業 に 取り 組ん で いる 就労 継続 支援 B 型 事業 所 
割合 (%) 【 再 掲 】 
状 値 | 2019 2020 2021 2022 
55 57 59 61 
状 値 は 2017 年 の 値 







































































・ 障 が い 者 委託 訓練 の 受講 者 の 就職 率 (%) 障がい の 態様 に 応じ た 多様 な 訓練 コー ス の 実施 La 
F 掲 】 


























2019 2020 2021 2022 
61.2 63.8 66. 4 69. 0 
状 値 は 2017 年 の 値 

































































・ 家 庭 に お ける 男女 平等 の 推進 
・ 男女 の 対等 な パー トナ ー シ ッ プ に 向け た 意識 改革 
・ 高齢 者 の 社会 真 献 活動 へ の 参加 
















































































・ 職 場 に お ける 男女 の 対等 な パー トナ ー シ ッ プ の 意識 改革 
・ 女 性 の 活躍 や ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス を 推進 する た め の 就 労 
・ 企 業 が 得意 と する 分 野 で の 若者 に よる 取組 の 実施 

・ 若 者 の 取組 の サポ ー ト 

・ 高 齢 者 の 社会 頁 献 活動 へ の 参加 の 支援 

(関係 機関 等 ) 
・ 男 女 平等 や 多様 な 性 に つい て 理解 し 尊重 する た め の 教 育 の 推進 
・ 若 者 や 女性 の 創業 文 援 の 充実 ・ 強 化 

(市 町 村 ) 

・ 住 民 へ の 意識 啓発 ・ 広 報 
審議 会 等 委員 へ の 積極 的 な 女性 癌 用 

・ 子 育て 支援 サー ビス の 充実 

各種 まち づく り 事 業 の 企画 運営 に お ける 男女 共同 参画 の 視点 の 導入 








遂 
ざ 
限 
殿 は 
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50 幅広 い 市 民活 動 や 多様 な 主体 に よる 県 民 運 動 を 


四 促進 し ます 


(基本 方 向 ) 
幅広 い 市 民活 動 ' の 展開 に 向け 、 活動 情報 の 発信 等 に よる 参加 機運 の 醸成 や 連携 ・ 協 働 の ネッ トワ 











ー ク づく り 、NPO の 運営 基盤 の 強化 な どの 取組 を 推進 し ます 。 











また 、 様々 な 分 野 に お ける 、 多様 な 主体 の ネッ トワ ー ク の 構築 や 県 民 の 参画 を 促す 県 民 運 動 * を 促 











進 し ます 。 


現状 と 課題 


NPO、 地 縁組 織 、 行 政 、 企 業 な ど 多 様 な 主体 が 連携 ・ 協 働 し 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 
に 向け て 、 き め 細 か な 復興 ・ 被 災 者 支援 活動 が 展開 され て いま す 。 

NPO は 、 社 会 の ニー ズ に 対応 し た 市 民活 動 の 担い 手 と し て 、 ま た 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ を 維持 
する た め の 地 域 課 題 解決 の 担い 手 と し て も 、 今後 その 活躍 が ます ます 期待 され て お り 、 安 定 的 な 
運営 が 求め られ て いま す 。 
持続 的 な 地域 社会 づく り に 向け て 、 県民 が 日 頃 か ら 市 民活 動 に 関わ る と と も に 、NPO、 企 業 、 
行政 が 課題 に 応じ て 連携 ・ 協 働 し 、 地 域 の 実践 力 を 高め て 解決 し て いく 仕組 み づ く り が 必要 に な 
っ て いま す 。 

「 県 氏 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 」「 温 暖 化 防止 いわ て 県 民 会 議 」 な ど 様 々 な 分 
野 に お いて 県 民 の 参画 を 促す 県 民 運 動 が 展開 され 、 多 様 な 主体 の ネッ トワ ー ク が 構築 され て いま 
す 。 引き続き 、 全 県 的 な 目標 ・ 課 題 に 、 オール 岩手 で 取り 組む た め に は 、 県 民 や 志 を 同じ くす る 
本 県 の 多様 な 組織 が 手 を 携え 、 知 恵 を 出し 合い 、 総 力 を 挙げ て 取り 組む こと が 求め られ て いま す 。 





























































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 


多様 な 主体 の 参画 ・ 連 携 ・ 協 働 に 向け た 機運 醸成 と ネッ トワ ー ク づく り 

県 民 が 気軽 に 楽し く 市 民活 動 に 参加 で きる よう 、 い わ て 県 民 情 報 交流 セン ター を 拠点 に 、 活 動 
情報 の 発信 な ど に よる 参加 ・ 参 画 機運 の 醸成 に 取り 組み ます 。 
地域 の 課題 解決 に よる 持続 的 な 地域 社会 の 形成 に 向け て 、 NP O 活 動 交 流 セ ンタ ー と 中 間 支 援 
NPO と の 連携 に より 、 地 域 の 実情 に 応じ た 、NPO、 地 縁組 織 、 企 業 、 行 政 等 に よる 連携 ・ 協 
働 の ネッ トワ ー ク づく り に 取り 組み ます 。 

官民 連携 に よる 県 民 運 動 の 展開 

県 民 が 気軽 に 県 民 運 動 や 地域 づく り に 参加 で きる よう 、 多 く の 県 民 が 集まる 場所 に お いて 様々 
な 活動 を 紹介 する な ど 、 参 加 機 運 の 醸成 に 向け た 取組 を 進め ます 。 



















































































市 
県 民 運 動 : 地域 医療 体制 づく りや 地球 温暖 化 防止 、 交 通 事故 防止 な ど 、 全 県 的 な 目標 ・ 課 題 に 関す る 多様 な 主体 が 連携 し た 取組 。 








民活 動 : 市 民 に よる 自発 的 な 問題 解決 行動 で あり 、 身 近 な 問題 、 住 ん で いる 地域 の 問題 、 関 心 の ある こと に つい て 、 良 い 方 向 に 持っ て 
うと する 活動 。 
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市 民活 動 、 地 域 づ くり 、 企 業 の CSR 等 と 県 民 運 動 が 連動 し 、 共 通 の 目標 の 達成 に 向け た 取 

組 に つなが る よう に 、 多 様 な 主体 の 共通 理解 の 促進 を 進め ます 。 

県 内 各界 ・ 各 層 の 組織 の 横断 的 な 参画 ・ 連 携 に より 地域 社会 の 総合 的 な 発展 を 目指 す た め に 
設立 され た 「 い わ て 未来 づく り 機 構 コ な どの 産学 官 連携 組織 が 取り 組む 県 民 運 動 を は じ め 、 様 々 
な 官民 連携 の 県 民 運動 に 参画 し ます 。 

③ 社会 の ニー ズ に 対応 し た NPO の 活動 促進 に 向け た 支援 

社会 的 課題 解決 に 向け た 事業 の 立 上 げ の 支援 等 に 取り 組 ゆ と と も に 、N PO が 自立 的 に 活動 で き 

る よう 、NPO の 担い 手 や リー ダー の 育成 、 安定 的 な 活動 資金 の 確保 な どの 運営 基盤 の 強化 の 支援 

に 取り 組み ます 。 

































































































































































































































































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
~2018 2019 2020 2021 2022 












県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


① 多様 な 主体 の 参画 ・ 連 携 ・ 協 働 に 向け 
た 機運 醸成 と ネッ トワ ー ク づく り 






















































































































































































目標 HP の 各 広 報 媒 体 を 連動 させ た 情報 発信 、 

・NPO 活 動 交流 セン ター の ホー ムペ ー ジ アク 構築 | 市 民活 動 へ の 参加 機運 の 醸成 回 
セス 数 (回 ) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

31,126 | 31,630 | 32,130 | 32,630 | 33,130 @Gー_ 市 民活 動 に 触れ る イベ ント の 開催 トー 
現状 値 は 2017 年 の 値 





























協 働 に よる 復興 支援 活動 や 地域 課題 解決 活動 の 支援 店 





























動 し た 中 間 支 援 N PO の 割合 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
50 70 80 90 100 
喝 状 値 は 2017 年 の 値 




















地域 の NPO と 地域 住民 、 地 縁組 日 地域 の 連携 ・ 協 働 の Lp 
織 、 行 政 等 の 地域 交流 会 等 の 開催 ネッ トワ ー ク づく り 






























































し | 





社会 貢献 活動 に NPO と の マッ チン グ 支 援 




















② 官民 連携 に よる 県 民 運 動 の 展開 
目標 





















































オー ル 岩 手 で 取り 組む 活動 の 企画 展 か 





































中 予防 県 民 会 議 の 会 員数 (団体 ) 



























































脳卒中 予防 県 民 運 動 の 推進 、 県 民 会 議 活動 へ の 理解 促進 上 p 




















































































































(事業 者 ) 〔 累 計 ]【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
128 400 600 800 1, 000 
現状 値 は 2017 年 






















ーー 
< 


\ わ て 働き 方 改革 推進 運動 」 の 全 県 的 な 展開 ml 



















































































3 いわ て 未来 づく り 機 構 : 県 内 の 産業 界 ・ 経 済 界 、 大 学 、NP O、 行 政 等 の 多様 な ネッ トワ ー ク を 構築 し 、 岩 手 県 の 地域 社会 
を 目指 す た め に 、 平 成 20 年 (2008 年 ) に 設立 され た 組織 。 





政 
3 
中 
年 
点 
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工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 り 組 む 具 体 的 な 
県 が 取り 組む 只 体 的 な 推進 方 策 こ 2018 2019 2020 2021 2022 
(安全 ) 
・ 食 育 と 食 を 楽し p イ ベン ト の 参加 者 数 (人 ) 
(累計 〕【 再 掲 】 
現状 値 2019 2020 2021 2022 人 Are es | 
2 | 00 | 1080001 182.000 | 2600 食 育 推進 県 民 大 会 の 開催 等 に よる 食 育 推進 運動 の 展開 一 
現状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 
か ら の 昌 計 
(自然 環境 ) 
・ 省エネ 活動 を 実施 し て いる 県 民 の 割合 (%) 
[再掲 
現状 億 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 温暖 化 防 止 い わ て 県 民 会 議 を 中 心 と し た 県 民 運 動 の 展開 上 
87.5 


























87.5 87.5 87.5 
現状 値 は 2017 年 の 値 














③ 社会 の ニー ズ に 対応 し た NPO の 活動 
促進 に 向け た 支援 








F や リー ダー の 育成 支援 ー ド = 

































































































































































目標 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

38.8 39. 7 40.0 40.4 40.8 

現状 値 は 2017 年 の 値 

・ NPO 法 人 数 に 占め る 認定 NPO 法 人 の 割合 中 間 支 援 N PO と の 連携 に よる NPO の 運営 基盤 強化 時 
(%) 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
3.6 3.8 4.0 4.2 4.4 

現状 値 は 2017 年 の 値 認定 N PO 法人 制度 の 普及 啓発 及び 認定 取得 支援 上 




















県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 








・ 社 会 の 一 員 と し て の 市 民活 動 へ の 参加 ・ 参 画 
































| ・ 県 民 運動 へ の 参加 ・ 参 画 
| (企業 等) 


・ 社 会 の 一 員 と し て の 市 民活 動 へ の 参画 
・ 市 民活 動 に 参加 し や すい 環境 づく り 


・ 官 民 ネ ットワーク へ の 参画 



























































・ 県 民 運 動 へ の 参画 








(NPO) 

・ 幅 広い 市 民活 動 の 実践 や 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 へ の 参画 
・ 積 極 的 な 情報 公開 に よる 市 民活 動 の 認知 と 信頼 性 の 向上 
・ 多 様 な 主体 と の 連携 ・ 協 働 に よる 活動 の 発展 


| ・ 官 民 ネ ットワーク へ の 参画 
し ・ 県 民 運 動 の 参画 TIITIIIIII1I1I1I1I1I1I1I1I1 よ 1 よね べ ね 







































































・ 多 様 な 主体 の 連携 ・ 協 働 の 取組 の 推進 
| ・ 市 民活 動 へ の 支援 
| ・ 県 民 運 動 へ の 参画 
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巻末 資料 











「 い わ て 謗 福 関連 指標 」 一 覧 
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「 い わ て 幸福 関連 指標 」 一 覧 


分 
野 


稀 泌 ・ 澤 南 ビ 


Q 違 ボ ・ 沙 湊 唱 































































































































































































































































































現状 値 年 度目 標 値 計画 
指標 名 単位 (2017) 目標 値 
2019 2020 2021 (2022) 
健康 寿命 [平均 自立 期間 ] 
(男性 ) 79.32016) 79.83018) 80.09⑨ 80.34“20) 80.60“92D 
年 
(女性 ) 83.96“016) 84.312018) 84.4919 84.66 0 g4.8492D 
が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾 患 で 死亡 する 人 数 
[10 万 人 当たり ] 
(男性 ) 305.129 | 295.9209 | 288.42019 | 281.02020) | 273.8“02 リ 
人 
(女性 ) 158.72016) | ]47.520189) | 149 52019) | 139.52020 | 155 7202D 
ヨ 殺 者 数 [10 万 人 当たり ] 人 21.0 19.0 18.0 17.0 16.0 
凶 域 包括 ケア 関連 
ーー た = 舞 三 時! コバ 生 中 人 
10 きき ) % 98.71 98.77 98.80 98.83 98.86 
(在宅 医療 連携 拠点 の 事業 区 域 数 ) 箇所 | 11628 17 20 24 27 
Ea a Zz 
余暇 時 間 [ 一 日 当たり ] \ (2016) 
次 休 日 を 含む 1 週間 の 平均 分 | 373 378 382 386 390 
県 内 の 公立 文化 施設 に お ける 催事 数 
※ 岩 手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 の うち 、 各市 所 在 の 件 1,316 1,344 1,358 1,372 1,385 
主 な 12 施 設 の 催事 数 
スポ ー ツ 実施 率 % 61.7 63.52018) 64.0019) 64.5(2020) 65.002D 
生涯 学習 に 取り 組ん で いる 人 の 割合 % 40.2 41.2 42.2 43.2 44.2 
合計 特殊 出生 率 1.47 1.51 1.53 1.55 1.58 
待機 児童 数 [4 月 1 日 時 点 ] 人 178 97 49 0 0 
地域 の 行事 に 参加 し て いる 生徒 の 割合 [中 学生 ] | % | es.720W 64.0 64.0 64.0 64.0 
総実 労働 時 間 [ 年 間 ] 時 間 | 1.858.8 1.803.6 1.776.0 1.748.4 1.720.8 


























亜 / 古 ミル ピー ラ 出典 
目標 値 設定 の 考え 方 統計 ・ 調 査 等 の 名 称 ) 






































2017 年 を 男性 79.57、 女性 84.13 と 見 込み 、2019 年 以降 、 全 国 の 過去 5 年 間 の 平均 寿命 の 延び (1 
年 当たり 男性 0.236、 女性 0.132) を 毎年 、 男性 0.02、 女性 0.045 上 回 る 延伸 を 目指 し ます 。 












































福祉 部 調べ 




















































































































2017 年 を 男性 303.5、 女性 151.6 と 見 込み 、 国 と 県 の 年 齢 調整 死亡 率 の 格差 (男性 42.7、 女 性 18.3) 動態 統計 (厚生 う 
を 2026 年 まで に 1/2( 男 性 21.4、 女 性 9.2) に 縮小 する こと を 目指 し ます 。 MA 







































































2017 年 時 点 で 全国 46 位 で ある こと か ら 、 2018 年 を 20.0 人 と 見 込み 、 国 の 自殺 総合 対策 大 綱 に 掲 
げ ら れ て いる 全国 目標 値 (2026 年 まで に 13.0 人 ) を 目標 に 、2022 年 まで に 16.0 人 まで 減少 させ る こ 
と を 指 し ます 。 





















































































































































過去 5 年 間 で 国 と の 科 離 が 0.1 ポ イン ト 拡 大 し た こと か ら 、 2022 年 まで に 5 年 前 の 割合 まで 回 復 す る | 介護 保険 事業 状況 報告 ( 厚 
こと を 目指 し ます 。 生 労 働 省 ) 


















































団 更 の 世代 の 多く が 75 歳 以上 と な る 2025 年 度 ま で に 在宅 医療 連携 拠点 の 事業 区 域 が 全市 町 村 を 
カバ ー す る こと を 目標 に 、2022 年 度 ま で に 27 市 町 村 を 事業 区 域 と し て 設置 する こと を 目指 し ます 。 












































県 保健 福祉 部 調べ 



















































































2016 年 時 点 で 全国 41 位 、 東 北 最 下位 で ある こと か ら 、 2018 年 を 2016 年 実績 と 同じ 373 分 と 見 込み 、| 社 会 生活 基本 調査 (総務 省 )、 
2022 年 に 2016 年 時 点 の 東北 1 位 (388 分 ) の 水準 まで 上 昇 さ せる こと を 目指 し ます 。 県 民意 識 調査 (岩手 県 ) 

























































































2017 年 度 まで 毎年 平均 20 件 程度 を 増加 させ て きま し た が 、 年 間 催 事 数 の 上 限 に 近づい た 施設 も あ 文化 スコ 
る こと か ら 、 2018 年 は 1,330 件 と 見 込み 、2019 年 以降 は 毎年 13 て 14 件 の 増加 を 目指 し ます 。 2 
































ドー ツ 部 調べ 






















































































国 の 第 2 期 ス ポー ツ 基 本 計画 の 目標 値 (2021 年 に 65.09%) へ の 到達 を 目標 に 、 毎 年 0.5 ポ イン ト の 
増加 を 指し ます 。 












































県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 












































2010 年 以降 横ばい 傾向 に ある こと か ら 、 2018 年 は 40.29%% と 見 込み 、2019 年 以降 は 取組 の 充実 に よ 
り 2022 年 まで に 毎年 約 1 万 人 (1 ポイ ント ) 増やし て いく こと を 目指 し ます 。 


















































民意 識 調査 (岩手 県 ) 



























































2017 年 時 点 で 全国 31 位 で ある こと か ら 、 2018 年 を 1.49 と 見 込み 、2022 年 に 2017 年 時 点 の 東北 1 位 
(1.57) を 上 回 る 水準 を 目指 し ます 。 



































人 日 動態 統計 ( 則 生 























































































































2018 年 は 145 人 と 見 込み 、2021 年 に 待機 児童 ゼロ を 目指 す と と も に 、 そ れ 以 降 は 待機 児童 ゼロ を | 保育 月 















































































































































































































































維持 し て いく こと を 目指 し ます 。 調査 ( 厚 生 

2017 年 は 全国 2 位 、2018 年 は 全国 3 位 と 全国 トッ プレ ベル に ある こと か ら 、 今 後 も この 水準 を 維持 し | 全 医 習 状況 調査 
て いく こと を 目指 し ます 。 1 

2017 年 時 点 で 全国 42 位 、 東 北 4 位 で ある こと か ら 、 2018 年 を 年 間 1,831 時 間 と 見 込み 、2022 年 まで 月 勤労 統計 調査 地方 調 
に 2017 年 時 点 の 東北 1 位 (1,720.8 時 間 ) の 水準 を 目指 し ます 。 (理生 労働 省 ) 
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6 年 度目 標 値 計画 
ク 、。 | 現状 値 
“ 指標 名 っ か 目標 値 
2019 2020 2021 (2022) 
AMO El % 34.2 37.0 38.0 39.0 40.0 
ll 
家 > XH 所 。 き 童 Y 詐 玉 < 
へ 旗 | 大 、 猫 の 返 思 ・ 譲 渡 率 
き テ 
育 | ( 犬 ) 98.0 98.4 98.6 98.8 99.0 
て 0 
% 
( 猫 ) 93.5 94.8 95.5 96.1 96.8 
意欲 を 持っ て 自ら 進ん で 学ば ぼう と する 児童 生徒 
の 割合 叶 ] 
(小学 生 ) % | 80.9°8 81.9 82.9 83.9 84.9 
(中 学生 ) 77.2“018) 78.2 79.2 80.2 81.2 
授業 で 、 自 分 の 考え を 深め た り 広 げた り し て いる 
児童 生徒 の 割合 
(小学 生 ) % | go.7P の 9 81.7 82.7 83.7 84.7 
(中 学生 ) 80.0W 81.0 82.0 83.0 84.0 
| 1 > ー 
教 | 人 が 困っ て いる と き は 、 進 ん で 助け よう と 思う 児童 
育 | 生徒 の 割合 
小学 生 66208) 67 68 69 70 
学生 % 64'2019 65 66 67 68 
高校 生 572018) 58 59 60 61 
和己 青 定 感 を 持つ 児童 生徒 の 割合 
小学 生 ) 82.32019 83.0 83.5 84.0 85.0 
9 
学生 ) 76:9 77.0 78.0 79.0 80.0 
[ 注 1] 「 授 業 で は 、 課 題 の 解決 に 向け て 、 自分 で 考え 、 自分 か ら 取 り 組 ん で いた と 思う 」 の 設問 に 、「 当 て は まる 」 
[ 注 2] 「 学 級 の 友達 と の 間 で 話し 合う 活動 を 通じ て 、 自分 の 考え を 深め た り 、 広げ た りす る こと が で き て いる 」 の 
[ 注 3] 「 人 が 困っ て いる と き は 、 進ん で 助け よう と 思い ます か 」 の 設問 に 、「 そ う 思 う 」 と 回 答 し た 児童 生徒 の 割合 
[ 注 4] 「 自 分 に は 、 よい と ころ が ある と 思う 」 の 設問 に 、「 当 て は まる 」 又 は 「 ど ちら か と いえ ば 当て は まる 」 と 回 答 
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年 度 ま で に 犬 1.0 ポ イン ト 、 猫 











ョ .3 ポ イン ト 引 き 上 げ る こと を 


























指し ます 。 




































































回 っ て いま す が 、 東 北 6 県 平均 (81. 


回 


1%) を 下 





っ て いる こと 








































































































































































































昌和 出典 
目標 値 設定 の 考え 方 (統計 ・ 調 査 等 の 名 称 ) 
近年 30~35% 程 度 で 横ばい に 推移 レ し て いま す が 、 2022 年 まで に 、 過去 10 年 間 で 最高 値 で あっ た 県 民意 識 調査 (岩手 県 
38.3% (2010 年 ) を 上 回 る 40%% ま で 上 昇 さ せる こと を 目指 し ます (2018 年 見 込み 36.0%)。 EE 
保護 収容 し た 犬 、 猫 の うち 、 譲渡 適性 が ある に も か か わら ず 殺 処分 と な る 割合 (2017 年 度 犬 2.0%、 
猫 6.5%) を 半減 する こと を 目指 し 、2018 年 度 の 返還 ・ 譲 渡 率 を 犬 98.2%、 猫 94.2% と 見 込み 、2022 | 県 環境 生活 部 調べ 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2018 年 時 点 で 全国 平均 (76.7%) を 上 全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 
か ら 、 2019 年 に 東北 6 県 平均 の 水準 を 上 回 る と と も に 、 2020 年 以降 も さら に 上 昇 さ せる こと で 、 2022 (文部 科学 省 ) 
年 度 ま で に 全国 で の 高い 水準 を 目指 し ます 。 - 
2018 年 時 点 で 全国 平均 (73.8%) を 上 回 っ て いま す が 、 東 北 6 県 平均 (77.9%) を 下回っ て いる こと 
か ら 、 2019 年 に 東北 6 県 平均 の 水準 を 上 回 る と と も に 、 2020 年 以降 も さら に 上 昇 さ せる こと で 、 2022 
年 度 ま で に 全国 で の 高い 水準 を 目指 し ます 。 
2018 年 時 点 で 全国 平均 (77.7%) を 上 回 っ て いま す が 、 東 北 6 県 平均 (80.7%) と 同 水準 で ある こと | ム 誠 学力 ・ 学 習 状況 調査 
か ら 、2019 年 に 東北 6 県 平均 の 水準 を 上 回 る と と も に 、2020 年 以降 も さら に 上 昇 さ せる こと で 、2022 (文部 科学 省 ) 
年 度 ま で に 全国 で の 高い 水準 を 目指 し ます 。 | 
2018 年 時 点 で 全国 平均 (76.39%%) を 上 回 っ て いま す が 、 東 北 6 県 平均 (80.2%) を 下回っ て いる こと 
か ら 、 2019 年 に 東北 6 県 平均 の 水準 を 上 回 る と と も に 、2020 年 以降 も さら に 上 昇 さ せる こと で 、 2022 
年 度 ま で に 全国 で の 高い 水準 を 目指 し ます 。 
2017 年 に 実施 され た 類似 の 全国 調査 で は 、 全国 平均 の 上 昇 が 小学 生 0.7、 中 学生 0.6 ポ イン ト で 
あっ た こと か ら 、 2022 年 まで 、 全国 平均 の 伸び を 上 回 る 毎年 1 ポイ ント ずつ 上 昇 さ せる こと を 目指 し 
ます 。 
2018 年 時 点 で 全国 平均 (84.09%) を 下回っ て いる こと か ら 、2022 年 まで に 、2018 年 時 点 の 全国 平均 | 全国 学力 ・ 学 習 状 況 調査 
を 上 回 る 859% ま で 上 昇 さ せる こと を 目指 し ます 。 (区 部 科学 
2018 年 時 点 で 全国 平均 (78.8%) を 下回っ て いる こと か ら 、 2022 年 まで に 、2018 年 時 点 の 全国 平均 
を 上 回 る 80%% ま で 上 昇 さ せる こと を 目指 し ます 。 
又は 「 ど ちら か と いえ ば 当て は まる 」 と 回 答 し た 児童 生徒 の 割合 
設問 に 、「 そ う 思 う 」 又 は 「 ど ちら か と いえ ば そう 思う 」 と 回 答 し た 児童 生徒 の 割合 
し た 待 の 割合 
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へ へ 昌 ロ 太 日 ・ 部 洋 庄 四 ヨ 


















































































































































































































































































































































































































































年 度目 標 値 計画 
 」 | 現状 値 上 
指標 名 っ か 目標 値 
2019 2020 2021 (2022) 
体力 ・ 運 動 能力 が 標準 以上 の 児童 生徒 の 割合 
小学 生 男子 ) 73.6 74.0 74.0 74.5 75.0 
小学 生 女子 ) 82.9 83.0 83.0 83.0 83.0 
% 
学生 男子 ) 77.7 78.0 78.0 78.0 78.0 
学生 女子 ) 91.3 91.5 91.5 91.5 91.5 
特別 支援 学校 が 適切 な 指導 ・ 支 援 を 行っ て いる 
と 感じ る 保護 者 の 割合 % a 62.0 64.0 66.0 68.0 
高卒 者 の 県 内 就職 率 % 65.8 84.5 84.5 84.5 84.5 
将来 の 夢 や 目標 を 持っ て いる 見 童 生 徒 の 
割合 ! 衝 9】 
(小学 生 ) 86.52019 86.7 87.0 87.5 88.0 
9 
(中 学生 ) 73.209 74.0 74.5 75.5 76.0 
県 内 大 学 等 卒業 者 の 県 内 就職 率 % 45.3 48.5 49.5 50.5 51.5 
県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 人 1,091 1,320 1,452 1,597 1,757 
汚水 処理 人 口 普及 率 % 80.8 82.7 83.9 85.2 86.5 
ニニ セク 鉄道 ・ バ ス の 一 人 当たり 年 間 利 用 回 数 回 17.5 17.5 17.5 17.5 17.5 
地縁 的 な 活動 へ の 参加 割合 % 36.9 39.0 40.0 41.5 43.0 
在留 外国 人 数 [10 万 人 当たり ] 人 527.0 612.6 656.5 702.1 748.6 
文化 ・ ス ポー ツ 施 設 の 入場 者 数 
(文化 施設 入場 者 数 ) [ a 有 ' 
※ 岩 手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加 盟 施 設 で 行う 自主 催事 人 千 人 | 168 70179 | 0 | 0 
(スポ ー ツ 施設 入場 者 数 ) 
上 及び 市町村 の 公立 スポ ー ツ レク リー ショ ン 放 衣 万 人 805 806 806 806 806 
場 者 数 
[ 注 5] 「 学 校 は 、 幼児 児童 生徒 の 障がい 等 の 状況 を 把握 し て 、 日 常 の 指導 ・ 支 援 を 適切 に 行っ て いま すか 」 の 
[ 注 6] 「 将 来 の 夢 や 目標 を 持っ て いる 」 の 設問 に 「 当 て は まる 」 又 は 「 ど ちら か と いえ ば 当て は まる 」 と 回 答 し た 











276 








目標 値 設定 の 考え 方 統計 ・ 主 栓 等 の 名 称 ) 





























2017 時 点 で 全国 14 位 で ある こと か ら 、 2018 年 を 横ばい の 73.69%% と 見 込み 、2022 年 まで に 、 2017 年 
時 点 の 全国 10 位 程度 (75.0%) を 目指 し ます 。 





































































































2017 年 時 点 で 80% を 超え て お り 、 全国 9 位 と 高い 水準 に ある こと か ら 、 今後 も この 高い 水準 を 維持 民 体 力 ・ 運 動 能力 、 運動 
し て いく こと を 目指 し ます 。 習慣 等 調査 (文部 科学 

























































































2017 年 時 点 で 全国 7 位 、 東 北 1 位 と 高い 水準 に ある こと か ら 、 今後 も この 高い 水準 を 維持 し て いく こ 
と を 目指 し ます 。 












































2017 年 時 点 で 909%% を 超え て お り 、 全国 8 位 と 高い 水準 に ある こと か ら 、 今後 も この 高い 水準 を 維持 
し て いく こと を 目指 し ます 。 
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類似 の 学校 評価 調査 か ら 、 適 切な 指導 や 支援 を 行っ て いる と 感じ る 保護 者 を 約 6 割 と 推定 し 、 毎 
2 ポイ ント 上 昇 き させ る こと で 2022 年 に 約 7 割 と な る こと を 目指 し ます 。 

























































































2017 年 度 時 点 で 39 位 で ある こと か ら 、 2018 年 を 76.7% と 見 込み 、2019 年 度 ま で に 2017 年 時 点 の 東 
北 1 位 (79.9%) 、 全国 中 位 (20 位 80.5%) の 水準 を 上 回 り 、 以後 高い 水準 で 維持 し て いく こと を 目指 
し ます 。 
























































































































































2018 年 時 点 で 全国 平均 (85.1%) を 上 回 っ て いま す が 、 東 北 6 県 平均 (87.7%) を 下回っ て いる こと | 全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 
か ら 、2022 年 まで に 、2018 年 時 点 の 東北 6 県 平均 を 上 回 る 88% ま で 上 昇 さ せる こと を 目指 し ます 。 (文部 科学 4 ) 




























































































2018 年 時 点 で 全国 平均 (71.3%) を 上 回 っ て いま す が 、 東北 6 県 平均 (75.8%) を 下回っ て いる こと 
か ら 、 2022 年 まで に 、2018 年 時 点 の 東北 6 県 平均 を 上 回 る 769% ま で 上 昇 さ せる こと を 目指 し ます 。 












































2017 年 度 時 点 で 東北 1 位 で ある こと か ら 、 引き続き 東北 1 位 を 維持 する と と も に 、 過 去 5 年 間 に お い 
On ル も 県 内 就職 率 の 高かっ た 福島 県 の 51.39% を 上 回 る こと を 目指 し ます (2018 年 度 見 込み 
47.5%)。 






































































































































過去 5 年 間 の 平均 伸び 率 が 年 約 5%% で ある こと か ら 、 2018 年 を 1,200 人 と 見 込み 、 本 県 へ の 新た な 
人 の 流れ を 生み 出す 取組 を 進め 、2022 年 まで 年 10%% の 伸び 率 を 目指 し ます 。 
































































































































本 県 は 全国 平均 (2017 年 で 90.9%) に 比べ て 低い 水準 に ある こと か ら 、 全 国 水準 に 向け て 、 着 実に | 下 県 征 束 備 \ 
整備 を 推進 し て いき ます (2018 年 見 込み 81.7%)。 MM 













































































































































































人 日 減少 や モー タリ ゼー ショ ン の 進展 に 伴い 、 利 用 者 の 減少 傾向 が 続い て いる も の の 、 2022 年 ま 政策 地域 き 
で 現状 の 水準 を 維持 し て いく こと を 目指 し ます 。 2 





























































































































2018 年 を 38.0% と 見 込み 、 圏 域 別 で 過去 最も 高かっ た 県 南 広域 振興 痢 の 現状 値 (2016 年 )42.9% 民意 識 調査 (岩手 県 ) 
を 全 県 で 達成 する よう 、 毎 年 1.0 て 1.5 ポ イン ト の 上 昇 を 目指 し ます 。 RE 



















































































2017 年 時 点 で 東北 4 位 で ある こと か ら 、 2018 年 を 569.4 人 と 見 込み 、2022 年 まで に 2017 年 時 点 の 東 大 人 統計 ( 注 座 窟 
北 2 位 (689.5 人 ) を 上 回 水準 を 目指 し ます 。 在留 外国 人 統計 (法務 逢 ) 

































































TU 





人 口 減少 に 伴い 文化 芸術 活動 の 担い 手 や 鑑賞 者 の 減少 が 見 込ま れる 中 、2021 年 度 ま で に 毎 
2,000 人 増加 させ る こと を 目指 し ます 。 県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 






































































































































2018 年 は 806 万 人 と 見 込み 、 人口 減 少 が 進む 中 、2022 年 まで 現状 の 水準 を 維持 する こと を 目指 し 
ま 

















設問 に ! そ う 思 う 」 と 回 答 し た 保護 者 の 割合 


児童 生徒 の 割合 


ha 
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陵 竹 < 


〆 言 ・ 届 店 人 




















































































































































































































































































































































































































5 。 | 現状 値 MM 計画 
指標 名 単位 (2017) 目標 値 
2019 2020 2021 (2022) 
主 防 災 組 織 の 組織 率 % 86.9 88.1 88.7 89.4 90.0 
] 法 犯 認知 件 数 [ 千 人 当たり ] 件 | 2.76209 2.64 2.56 2.48 2.40 
交通 事故 発生 件 数 [ 千 人 当たり ] 件 | 1.5829 1.47 1.37 1.28 1.20 
食中毒 の 発生 人 数 [10 万 人 当たり ] 人 13.7 13.5 13.4 13.2 13.0 
Mk 9%6 ss.72046 | go 920 の | go 0GO49 | oo060 の | gn 0G020 
正社員 の 有効 求人 倍率 藻 0.84 0.92 0.96 1.00 1.03 
総実 労働 時 間 [ 年 間 ]【 再 掲 】 時 間 | 1,858.8 | 1,803.6 | 1,776.0 | 1.748.4 | 1,720.8 
完全 失業 率 % 2.1 1.9 1.8 1.6 
高卒 者 の 県 内 就職 率 【 再 掲 】 % 65.8 84.5 84.5 84.5 84.5 
従業 者 一 人 当たり の 付加 価値 額 千 円 | 59890W | 5,98308 | 6061090 の 0 | 6,164°%D 
9 の 0 | 9 < 9 9 2 
従業 者 一 人 当たり の 製造 品 出荷 額 | 97.8 | 28.408 | 28.70019 | 28.9000 | 29.200 
観光 消費 額 億 円 | 1.816.4 | 1.901.1 | 1.943.4 | 1,.985.8 | 2,028.1 
農業 経営 体 一 経営 体 当たり の 農業 総 産出 額 和 FP 円 | 5990 4,190908 0 ao sl 
林業 就業 者 一 人 当たり の 木材 生産 産出 額 千 円 | 4.4502049| 4 4902018 | 4510C019 | 4 5402020) | 4 560C2D 
1 UN 02 千 円 | 4.940209| 4 42009 | 4 46060 の | 45006020 | 4540202D 
農林 水産 物 の 輸出 額 億 円 | 28.2 31.1 32.7 34.3 36.0 
グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム 交流 人 口 ME 1,156 1,180 1,192 1,204 1,216 
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目標 値 設定 の 考え 方 令 理大 等 の 名 称 ) 








2017 年 時 点 で 東北 2 位 (1 位 は 88.1%) で ある こと か ら 、 2018 年 を 87.49%% と 見 込み 、2022 年 まで に 2017 消防 防災 ・ 岩 災 対 策 現況 調 
年 時 点 の 東北 1 位 の 水準 まで 上 昇 さ せる こと を 目指 し ます 。 消防 庁 ) 

























































































2018 年 時 点 で 全国 3 位 と 高い 水準 に あり ます が 、 2022 年 まで に 過去 5 年 間 の 全国 で 最も 高い 水準 
(2.40 件 ) を 目指 し ます 。 

























































































2018 年 時 点 で 全国 3 位 で あり 、 過去 4 年 間 の 減少 率 が 6.8%% で ある こと か ら 、 毎 年 7% 減 少 さ せる こ 
と で 、 2022 年 まで に 2018 年 時 点 の 全国 1 位 (1.49) の 水準 を 下回る 1.20 件 を 目指 し ます 。 




















































































































2017 年 時 点 で 全国 30 位 で 全国 平均 を 上 回 っ て いる こと か ら 、 2018 年 を 13.6 人 と 見 込み 、2022 年 ま 
で に 2017 年 時 点 の 全国 平均 (13.0 人 ) の 水準 まで 引き 下げ る こと を 目指 し ます 。 














































































































現状 値 は 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 需要 で 高い 水準 に ある こと か ら 、 各 産業 の 成長 を 一 層 促 
Ne li 、 復 興 需 i 
目 し ます 。 




























































































内 閣府 
『) 





県 民 六 
経済 視 






























































2017 年 度 は 全国 36 位 で ある こと か ら 、 2018 年 を 0.88 倍 と 見 込み 、2022 年 度 ま で に 2017 年 度 の 全国 | 一 般 職業 紹介 状況 (岩手 労 
平均 (1.03 倍 ) の 水準 まで 上 昇 さ せる こと を 目指 し ます 。 働 局 ) 












































【 再 掲 】 【 再 掲 】 





















































2017 年 度 は 2.19% で 全国 10 位 で ある こと か ら 、 2018 年 を 2.0% と 見 込み 、2022 年 度 ま で に 完全 失業 2 0 
率 が トッ プク ラス で 県 内 就職 率 も 高い 福井 県 の 1.7% を 超え る こと を 目指 し ます 。 a 





















































































































































【 再 掲 】 F 掲 】 





















































現状 値 は 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 需要 等 で 高い 水準 に あり ます が 、 今 後 復興 需要 の 減少 企業 活 重 調査 (経済 産 
が 見 込ま れる 中 、 中 小 企業 者 が 行う 経営 力 の 強化 や 生産 性 の 向上 な どの 取組 を 促進 する こと に よ 迫 宮 ) EMEA 
り 、 年 1.0%% の 増加 を 目指 し ます 。 05 

















































































































開業 率 は 、 景気 動向 や 経済 情勢 の 影響 を 受け る も の で す が 、 一 方 で 、 生産 年 齢 人 口 の 減少 に よ 保険 事業 年 報 ( 
り 、 労働 力 不足 と 生産 量 の 低下 が 懸念 され る 中 で あっ て も 、 若者 等 の 起業 マイ ンド の 醸成 を 図り 、 働 省 2 
現状 維持 か ら 年 0.1 ポ イン ト の 上 昇 を 目指 し ます 。 































































































































































































過去 3 年 間 ほ ぼ 横ばい に 推移 し て いる も の の 、 本 県 の 地域 経済 を 支え る た め 、2017 年 を 28.1 百 万 | 工業 統計 調査 (経済 産業 
と 見 込み 、 2018 年 以降 毎年 1.0% 程 度 の 増加 を 指し ます 。 








































































































国 の 「 明 日 の 2 A お ける 国内 観光 消費 額 や 外国 
人 観光 消費 額 の 目標 に 基づき 、 本 県 に お ける 最終 年 の 目標 を 2028.1 億 円 と 見 込み 、 毎 年 約 42.3 | 観光 入 込 客 統計 
円 の 増加 を 目指 し ます 。 






















































































































































































































































































































































































































































































2017 年 を 4,090 千 円 と 見 込み 、 農 業 の 持続 的 な 発展 に 向け 、 生産 性 や 収益 性 の 向上 等 に より 、 農業 所 得 統 計 ( 農 林 水 
2022 年 まで 毎年 約 2.5%% の 上 昇 を 目指 し ます 。 卒 省 ) 、 林 水 産 部 調べ 
2017 年 を 4.470 千 円 と 見 込み 、 県 産 本 材 の 安定 的 な 供給 体制 の 確立 に 向け 、 本 材 生産 の 低 コス ト | 生産 林業 所 得 此 計 統 計 (上 
化 等 に より 、 2022 年 まで 毎年 約 0.5% の 上 昇 を 目指 し ます 。 RS 
2017 年 を 4,380 千 円 と 見 込み 、 東 日 本 大 震 災 津波 に より 減少 し た 漁業 生産 の 回 復 に 向け 、 養 殖 漁 | 漁業 産出 額 統計 (農林 水産 
業 の 生産 性 向上 等 に より 、 2022 年 まで 毎年 約 19% の 上 昇 を 目指 し ます 。 『) 、 県 農林 水産 部 調べ 


























































































































2018 年 を 29.6 億 円 と 見 込み 、 ア ジア 各国 や 米国 へ の 輸出 拡大 の 傾向 を 継続 させ る こと に より 、 2022 Ne 時 
年 まで 毎年 5% の 上 昇 を 目指 し ます 。 諾 機 構 























ロロ ポ 





















































2018 年 を 1,168 千 人 回 と 見 込み 、 東日本 大 震 災 津波 後に 増加 傾向 に ある こと か ら 、 過去 3 年 間 の 伸 
び 率 を 維持 する こと で 、 2022 年 まで 毎年 1% の 増加 を 目指 し ます 。 
































グ 農林 水産 部 詩 
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潤 ・ 汗 半周 



































































































































癌 澤 水 世 岬 









































































































































a ビ ョ 























指標 名 っ か NR 上村 

2019 2020 2021 (2022) 
世界 遺産 等 の 来訪 者 数 の 3 927 927 927 937 950 
国 、 県 指定 文化 財 件 数 件 | 565e の 9 569 573 577 581 
民俗 芸能 ネッ トワ ー ク 加盟 団体 数 団体 396 396 396 396 396 

岩手 の 代表 的 希少 野生 動植物 の 個体 ・ つ が い 数 

(イヌ ワシ つが い 数 ) ペア 29 29 29 29 29 
(ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ 個体 数 ) 株 667 667 667 667 667 
上 人 公国 用 者 数 避 利 用 者 数 千 人 | 466 470 470 470 470 
i じ 学 的 酸素 要求 量 ) 等 | 。 99.1 99.1 99.1 99.1 99.1 
再生 可能 エネ ルギー に よる 電力 自給 率 % 28.0 29.0 35.0 36.0 37.0 

一 般 廃 棄 物 の 最終 処分 量 Ft | 40.6 | 8 | 9 の の | 67 の の | sa 

| a た り 家 庭 素 ご み ( 資 源 に な る も の を 除 | 。 | 501606 | 49ze9 | 4gge0 | 474000 | 4ggeD 
モバ イル 端末 (スマートフォン) の 人 口 普及 率 % 51.5 61.9 67.3 4 78.1 
河川 整備 率 % 48.9 49.3 50.0 50.8 51.3 
緊急 輸送 道路 の 整備 延長 km - 8.2 21.8 25.9 38.1 
港湾 取扱 貨物 量 万 606 596 614 623 711 
社会 資本 の 維持 管理 を 行う 協 働 団体 数 団体 | 41320 ゅ 413 413 413 413 
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年 減少 傾向 に あり ます が 、「 北 海道 ・ 北 東北 の % 





目標 値 設定 の 考え 方 


出典 
統計 ・ 調 査 等 の 名 称 ) 


























文 遺跡 群 」 の 世界 文化 遺 衣 
























































































































































近 の 

た 取組 に より 、 2022 年 まで に 950 千 人 と する こと を 目指 し ます 。 県 文化 スポ ー ツ 部 調 

本 県 の 豊か な 歴史 資源 や 伝統 文化 を 適切 に 保存 、 継 承 し て いく た め 、 今 後 

取り 組み 、2022 年 まで に 581 件 と な る こと を 目指 し ます 。 

NN 不足 し て いく 中 、 今 後 も 減少 が 懸念 され る こと か ら 、 民俗 ポー ツ 部 調べ 
め 、 現 状 の 水準 を 維持 し て いく こと を 目指 し ます 。 RRB 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全国 で 繁殖 数 が 減少 する 中 、 今 後 も 減少 が 懸念 され る こと か ら 、 全国 有数 の イヌ ワシ の 繁殖 地 で あ | 県 環境 保健 6 

る 本 県 に 生息 する イヌ ワシ の つが い 数 を 維持 し て いく こと を 目指 し ます 。 

本 県 の 希少 な 野生 植物 で ある ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ の 個体 数 は 減少 傾向 に あり 、 今後 も 減少 が 懸 生活 部 
念 さ れる こと か ら 、 現状 を 維持 し て いく こと を 目指 し ます 。 RNN 
近年 減少 傾向 に あり ます が 、2018 年 を 470 千 人 と 見 込み 、2019 年 以降 その 水準 を 維持 し て いく こと 生活 部 

を 目指 し ます 。 人 
2017 年 時 点 で 全国 平均 より も 高い 水準 に ある こと か ら 、 今後 も 引き 続き この 水準 の 維持 を 目指 し ま | 中 坦 科 生活 部 8 

す 。 グドン R 廣 生活 Pp 

過去 に 最も 上 昇 率 の 高かっ た 2013~2017 年 で 9 ポイ ント 上 昇 し て いる こと か ら 、2018 年 を 28.0% と | 中 陽 境 生 活 部 調べ 
見 込み 、2022 年 まで に さら に 9 ポイ ント 上 昇 さ せる こと を 目指 し ます 。 EAA 
これ まで の 本 県 の 削減 率 は 東日本 大 震 災 津波 等 の 影響 等 に より 全国 平均 を 下回っ て いた こと か 乗物 処理 事 3 
ら 、2017 年 を 39.6 千 t と 見 込み 、2018 年 以降 は 国 の 循環 型 社会 形成 推進 基本 計画 で され た 全国 境 省 ) 
の 削減 率 と 同 程度 の 削減 を 目指 し ます 。 SR 

これ まで の 本 県 の 削減 率 は 東日本 大 震 災 津波 等 の 影響 等 に より 全国 平均 を 下回っ て いた こと か | 計 放 乗物 処理 事 
ら 、2017 年 を 501g と 見 込み 、2018 年 以降 は 国 の 循環 型 社会 形成 推進 基本 計画 で 示さ れ た 全国 の 上 生 裕 ( 細 境 谷 ) 
数 値 目 標 と 同 水 準 の 削減 を 目指 し ます 。 NR 
2018 年 を 5 ポイ ント 増 の 56.5% と 見 込み 、2019 年 以降 は 、 最 も 普及 が 進ん で いる 東京 都 の 過去 3 年 | こ 舎利 用 動向 調 
間 の 伸び 率 と 同等 の 伸び 率 を 目指 し ます 。 人 
本 県 は 全国 平均 (2002 年 で 約 58.0%) に 比べ て 低い 水準 に ある こと か ら 、 特に 台風 第 10 号 災害 で 

290 の 改修 を 重点 的 に 推進 する な ど 、 毎 年 着実 に 整備 し て いき ます (2018 年 見 込み 率 土 整備 部 調べ 
49.0%)。 





災害 発生 時 の 迅速 な 避難 























行 危険 個所 や あい 路 の 解消 


や 救急 活動 、 緊 

















急 物資 の 輸送 等 を 行う た め に 重要 な 路線 で ある こと か 
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区 





‘ 土 整 備 部 調べ 











り 、2022 年 度 ま で に 38.1km を 整備 し て いき ます 。 
































復興 事業 の 進捗 に 伴い 砂利 等 の 貨 』 






































物量 の 減少 が 見 込ま れん ます が 、 ポ ー 


ト セ ー ル ス な ど 港 湾 の 利 





















































































































































用 促進 に 取り 組む こと で 、2022 年 まで に 、 過去 4 年 間 の 増加 率 ( 約 1 割 ) を 上 回 り 約 2 割増 と な る 711 | 港湾 統計 (国土 交 i 
万 t を 目指 し ます (2018 年 見 込み 595 万 0 。 
人 日 減 少 に 伴い 維持 管理 の 担い 手 の 減少 が 見 込ま れる 中 、 現 在 の 水準 を 維持 し て いく こと を 目指 








し ます 。 















































十 整 備 部 調べ 
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年 度目 標 値 計画 
ク 、。 」 | 現状 値 
“ 指標 名 っ いで 目標 値 
2019 2020 2021 (2022) 
労働 者 総数 に 占め る 女性 の 割合 % 38.1 39.1 39.6 40.1 40.7 
障がい 者 の 雇用 幸 % 2.16 2.20 2.20 2.30 2.30 
x | 高齢 者 の ボラ ンティア 活動 比率 % ー 28.6 28.7 28.8 28.9 
参 
画 | 共働き 世帯 の 男性 の 家事 時 間 割 合 [ 週 平均 ]【 再 
# % 34.2 37.0 38.0 39.0 40.0 
※ 女 性 の 家事 時 間 に 対 する 割合 
審議 会 等 委員 に 占め る 女性 の 割合 9% | 37.46018) 38.7 40.0 40.0 40.0 
ボラ ンティア ・NPO・ 市 民活 動 へ の 参加 割合 % 18.6 19.4 19.8 20.2 20.6 
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出典 
計 ・ 調 査 等 の 名 称 ) 



































2017 年 時 点 で 全国 17 位 で す が 本 県 の 伸び 率 は 全国 より も 低い 傾向 に ある こと か ら 、 2018 年 を 6 調査 ( 厚 
38.69% と 見 込み 、 全国 と 同 レ ベル の 伸び 率 を 達成 する こと で 、 2022 年 まで に 2017 時 点 で 全国 10 位 Ne Me 
以内 の 水準 (9 位 40.7%%) まで 上 昇 さ せる こと を 目指 し ます 。 6 


Me E 選 用 率 が 2018 年 度 か ら 2.2% に 引き 上 げ ら れ 、 2021 年 度 に 更に 2.3% 
i ga こと か ら 、2021 年 度 に 2.3% を 目指 し 、 そ れ 以 降 は 2.3% を 維持 し て いく | 四 
中 し 


類似 調査 の 全国 調査 に よる と 、2016 年 時 点 で 東北 2 位 (28.5%) で ある こと か ら 、 2018 年 を 2016 年 
績 と 同じ 28.5% と 見 込み 、2022 年 まで に 2016 年 時 点 の 東北 1 位 (28.8%) の 水準 まで 上 昇 さ せる こと 
を 目指 し ます 。 
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【 再 掲 】 
































国 の 第 4 次 男女 協 働 参 画 基 本 計画 に お いて 2020 年 まで に 409%% と する 目標 を 設定 し て いる こと か 
ら 、2020 年 まで に 40.0% ま で 上 昇 さ せ 、 そ れ 以 降 は 維持 し て いく こと を 目指 し ます 。 















































生活 部 調べ 





















































ボラ ンティア 市 民活 動 等 へ の 参加 機運 の 醸成 等 に より 、 今後 も 県 民 の 参加 を 促す こと で 過去 の 
伸び 率 を 維持 し 、2022 年 まで に 5 人 に 1 人 以上 が 参加 する 状況 を 目指 し ます (2018 年 見 込み 民意 議 調査 (岩手 県 ) 
19.0%)。 


























































































































283 


右手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 
ェ 020-8570 盛岡 市 内 丸 10- 1 
TEL 019-629-5509 FAX019-629-5254 
https://Www.prefL.iwate.jp/ 
回 藻 回 


VEGE74B 
@g INK 回 


